
土木工事標準積算基準

福 島 県 土 木 部

〔Ⅰ〕
（総則・共通工・河川）

平 成 2 8 年 1 0 月 1 日
平 成 ２ ９ 年 ５ 月 １ 日 一 部 改 正





第Ⅰ編　総　　　則

第１章　総　　　則
① 適用範囲等･･･････････････････ Ⅰ-１- ① -  1
② 請負工事の工事費構成･････････ Ⅰ-１- ② -  1

第２章　工事費の積算
① 直接工事費･･･････････････････ Ⅰ-２- ① -  1
② 間接工事費･･･････････････････ Ⅰ-２- ② -  1
③ 現場発生品及び支給品運搬･････ Ⅰ-２- ③ -  1
④ 東日本大震災の復旧・復興事業等における積算
方法等に関する試行について･･･ Ⅰ-２- ④ -  1

第３章　一般管理費等及び消費税相当額
① 一般管理費等･････････････････ Ⅰ-３- ① -  1
② 消費税相当額･････････････････ Ⅰ-３- ② -  1

第４章　間接工事費等の調整及びスライド条項が適
用となる場合の運用について

① 随意契約方式により工事を発注する場合の共通
仮設費，現場管理費及び一般管理費等の調整に
ついて ･･･････････････････････ Ⅰ-４- ① -  1

② 旧基準（旧諸経費率）で積算した工事に改正基準
（改正諸経費率）で積算した工事を追加する場

合等　　の共通仮設費，現場管理費及び一般管理費
等の　　調整について ･････････････ Ⅰ-４- ② -  1
③ 近接工事における間接工事費等の調整につい
て･･･････････････････････････ Ⅰ-４- ③ -  1

④ 随意契約工事及び近接工事における間接工事
費等の調整をする場合の「処分費等」の取扱い
について･････････････････････ Ⅰ-４- ④ -  1

⑤ 工事請負契約約款第25条（スライド条項）の減
額となる場合の運用について･･･ Ⅰ-４- ⑤ -  1

⑥ 工事請負契約約款第25条第５項（単品スライド
条項）の運用について ･･････････ Ⅰ-４- ⑥ -  1

⑦ 工事請負契約約款第25条第５項（単品スライド
条項）の運用の拡充について ･････ Ⅰ-４- ⑦ -  1

⑧ 請負代金額の減額変更を請求する場合における
工事請負契約約款第25条第５項（単品スライド
条項）の運用について ･･････････ Ⅰ-４- ⑧ -  1

第５章　建設機械運転労務等
① 建設機械運転労務･････････････ Ⅰ-５- ① -  1
② 原動機燃料消費量･････････････ Ⅰ-５- ② -  1
③ 機械運転単価表･･･････････････ Ⅰ-５- ③ -  1

④ 一般事項･････････････････････ Ⅰ-５- ④ -  1

第６章　土木請負工事の特許使用料の積算
① 土木請負工事の特許使用料の積算について
･･･････････････････････････････ Ⅰ-６- ① -  1

第７章　時間的制約を受ける公共土木工事の積算
① 時間的制約を受ける公共土木工事の積算につ
いて･････････････････････････ Ⅰ-７- ① -  1

第８章　土木請負工事におけるイメージアップ経費
　　　の積算
① 土木請負工事におけるイメージアップ経費の
積算･････････････････････････ Ⅰ-８- ① -  1

第９章　工事の一時中止に伴う増加費用等の積算
① 工事の一時中止に伴う増加費用等の積算につ
いて･････････････････････････ Ⅰ-９- ① -  1

第10章　工事日数及び日当り作業量
① 工 事 日 数 ･･･････････････････Ⅰ-10- ① -  1
② 水 替 日 数 ･･･････････････････Ⅰ-10- ② -  1
③ 作業日当り標準作業量･････････Ⅰ-10- ③ -  1
④ 市場単価の１日当り標準施工量 ･･･Ⅰ-10- ④ -  1

第11章　そ　の　他
① 設計変更の積算･･･････････････Ⅰ-11- ① -  1
② 産業廃棄物税の取扱い･････････Ⅰ-11- ② -  1

第Ⅱ編　共　通　工

第１章　土　　　工
① 土量変化率等･････････････････ Ⅱ-１- ① -  1
② 土　　　工･･･････････････････ Ⅱ-１- ② -  1
③ 作 業 土 工 ･･･････････････････ Ⅱ-１- ③ -  1
③ -１  床　掘　工 ･･････････････ Ⅱ-１- ③ -  1
③ -２  埋　戻　工 ･･････････････ Ⅱ-１- ③ -  8
④ 人力運搬工･･･････････････････ Ⅱ-１- ④ -  1
⑤ 人力土工（ベルトコンベヤ併用） ･･･ Ⅱ-１- ⑤ -  1
⑥ 安定処理工･･･････････････････ Ⅱ-１- ⑥ -  1
⑥ -１  安定処理工 ･･････････････ Ⅱ-１- ⑥ -  1
⑥ -２  安定処理工（自走式土質改良工）
　　　･････････････････････････ Ⅱ-１- ⑥ -  4
⑦ 土砂運搬工（不整地運搬車による運搬）
･････････････････････････････ Ⅱ-１- ⑦ -  1

土木工事標準積算基準〔Ⅰ〕

総 目 次

平成29年4月30日までの起工適用

211827
長方形



第Ⅰ編　総　　　則

第１章　総　　　則
① 適用範囲等･･･････････････････ Ⅰ-１- ① -  1
② 請負工事の工事費構成･････････ Ⅰ-１- ② -  1

第２章　工事費の積算
① 直接工事費･･･････････････････ Ⅰ-２- ① -  1
② 間接工事費･･･････････････････ Ⅰ-２- ② -  1
③ 現場発生品及び支給品運搬･････ Ⅰ-２- ③ -  1
④ 東日本大震災の復旧・復興事業等における積算
方法等に関する試行について･･･ Ⅰ-２- ④ -  1

第３章　一般管理費等及び消費税相当額
① 一般管理費等･････････････････ Ⅰ-３- ① -  1
② 消費税相当額･････････････････ Ⅰ-３- ② -  1

第４章　間接工事費等の調整及びスライド条項が適
用となる場合の運用について

① 随意契約方式により工事を発注する場合の共通
仮設費，現場管理費及び一般管理費等の調整に
ついて ･･･････････････････････ Ⅰ-４- ① -  1

② 旧基準（旧諸経費率）で積算した工事に改正基準
（改正諸経費率）で積算した工事を追加する場

合等　　の共通仮設費，現場管理費及び一般管理費
等の　　調整について ･････････････ Ⅰ-４- ② -  1
③ 近接工事における間接工事費等の調整につい
て･･･････････････････････････ Ⅰ-４- ③ -  1

④ 随意契約工事及び近接工事における間接工事
費等の調整をする場合の「処分費等」の取扱い
について･････････････････････ Ⅰ-４- ④ -  1

⑤ 工事請負契約約款第25条（スライド条項）の減
額となる場合の運用について･･･ Ⅰ-４- ⑤ -  1

⑥ 工事請負契約約款第25条第５項（単品スライド
条項）の運用について ･･････････ Ⅰ-４- ⑥ -  1

⑦ 工事請負契約約款第25条第５項（単品スライド
条項）の運用の拡充について ･････ Ⅰ-４- ⑦ -  1

⑧ 請負代金額の減額変更を請求する場合における
工事請負契約約款第25条第５項（単品スライド
条項）の運用について ･･････････ Ⅰ-４- ⑧ -  1

第５章　建設機械運転労務等
① 建設機械運転労務･････････････ Ⅰ-５- ① -  1
② 原動機燃料消費量･････････････ Ⅰ-５- ② -  1
③ 機械運転単価表･･･････････････ Ⅰ-５- ③ -  1

④ 一般事項･････････････････････ Ⅰ-５- ④ -  1

第６章　土木請負工事の特許使用料の積算
① 土木請負工事の特許使用料の積算について
･･･････････････････････････････ Ⅰ-６- ① -  1

第７章　時間的制約を受ける公共土木工事の積算
① 時間的制約を受ける公共土木工事の積算につ
いて･････････････････････････ Ⅰ-７- ① -  1

第８章　土木請負工事における現場環境改善費
　　　の積算
① 土木請負工事における現場環境改善費の積

算････････････････････････ Ⅰ-８- ① -  1

第９章　工事の一時中止に伴う増加費用等の積算
① 工事の一時中止に伴う増加費用等の積算につ
いて･････････････････････････ Ⅰ-９- ① -  1

第10章　工事日数及び日当り作業量
① 工 事 日 数 ･･･････････････････Ⅰ-10- ① -  1
② 水 替 日 数 ･･･････････････････Ⅰ-10- ② -  1
③ 作業日当り標準作業量･････････Ⅰ-10- ③ -  1
④ 市場単価の１日当り標準施工量 ･･･Ⅰ-10- ④ -  1

第11章　そ　の　他
① 設計変更の積算･･･････････････Ⅰ-11- ① -  1
② 産業廃棄物税の取扱い･････････Ⅰ-11- ② -  1

第Ⅱ編　共　通　工

第１章　土　　　工
① 土量変化率等･････････････････ Ⅱ-１- ① -  1
② 土　　　工･･･････････････････ Ⅱ-１- ② -  1
③ 作 業 土 工 ･･･････････････････ Ⅱ-１- ③ -  1
③ -１  床　掘　工 ･･････････････ Ⅱ-１- ③ -  1
③ -２  埋　戻　工 ･･････････････ Ⅱ-１- ③ -  8
④ 人力運搬工･･･････････････････ Ⅱ-１- ④ -  1
⑤ 人力土工（ベルトコンベヤ併用） ･･･ Ⅱ-１- ⑤ -  1
⑥ 安定処理工･･･････････････････ Ⅱ-１- ⑥ -  1
⑥ -１  安定処理工 ･･････････････ Ⅱ-１- ⑥ -  1
⑥ -２  安定処理工（自走式土質改良工）
　　　･････････････････････････ Ⅱ-１- ⑥ -  4
⑦ 土砂運搬工（不整地運搬車による運搬）
･････････････････････････････ Ⅱ-１- ⑦ -  1

土木工事標準積算基準〔Ⅰ〕

総 目 次

平成29年5月1日以降起工適用

211827
長方形



第２章　共　通　工
①　法　面　工･･････････････････  Ⅱ-２- ① -  1
① -１  法面整形工 ･･････････････ Ⅱ-２- ① -  1
① -２  芝　付　工 ･･････････････ Ⅱ-２- ① -  5
① -３  コンクリート法枠工 ･･････ Ⅱ-２- ① -  7
① -４  法面施肥工 ･･････････････ Ⅱ-２- ① -17
① -５  現場吹付法枠工 ･･････････ Ⅱ-２- ① -18
① -６  吹付法面とりこわし工 ････ Ⅱ-２- ① -21
① -７  プレキャストコンクリート板設置工
･･･････････････････････････････ Ⅱ-２- ① -24
① -８  人工張芝工 ･･････････････ Ⅱ-２- ① -28
②　基礎・裏込砕石工，基礎・裏込栗石工
　　･････････････････････････････ Ⅱ-２- ② -  1
③　コンクリートブロック積（張）工 ･･･ Ⅱ-２- ③ -  1
③ -１  コンクリートブロック積（張）工
　　　･････････････････････････ Ⅱ-２- ③ -  1
③ -２  裏込栗石投入工（コンクリートブロック張）
　　　 ･････････････････････････ Ⅱ-２- ③ -19

④　石積（張）工･･･････････････････ Ⅱ-２- ④ -  1
④ -１  石積（張）工 ･･････････････ Ⅱ-２- ④ -  1
④ -２  平 石 張 工 ･･････････････ Ⅱ-２- ④ -11
⑤　場所打擁壁工･････････････････ Ⅱ-２- ⑤ -  1
⑤ -１  場所打擁壁工（1） ･････････ Ⅱ-２- ⑤ -  1
⑤ -２  場所打擁壁工（2） ･････････ Ⅱ-２- ⑤ -18
⑥　プレキャスト擁壁工･･･････････ Ⅱ-２- ⑥ -  1
⑦　補強土壁工（帯鋼補強土壁，アンカー補強土壁）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-２- ⑦ -  1
⑧　ジオテキスタイル工･･･････････ Ⅱ-２- ⑧ -  1
⑨　連続地中壁工（柱列式）･････････ Ⅱ-２- ⑨ -  1
⑩　排水構造物工･････････････････ Ⅱ-２- ⑩ -  1
⑩ -１  排水構造物工 ････････････ Ⅱ-２- ⑩ -  1
⑩ -２  排水構造物工（管（函）渠型側溝・溶接金
　　　 網及び埋設鋼板型枠） ････ Ⅱ-２- ⑩ -27
⑩ -３  排水構造物工（現場打ち水路（本体））
　　　･････････････････････････ Ⅱ-２- ⑩ -31
⑩ -４  排水構造物工（現場打ち集水桝・街渠桝
　　　（本体））･････････････････ Ⅱ-２- ⑩ -34
⑪　軟弱地盤処理工･･･････････････ Ⅱ-２- ⑪ -  1
⑪ -１  サンドマット工 ･･････････ Ⅱ-２- ⑪ -  1
⑪ -２  粉体噴射撹拌工（ＤＪＭ工法）
　　　･････････････････････････ Ⅱ-２- ⑪ -  3
⑪ -３  スラリー攪拌工 ･･････････ Ⅱ-２- ⑪ -  8
⑪ -４  高圧噴射撹拌工 ･･････････ Ⅱ-２- ⑪ -14
⑪ -５  ペーパードレーン工 ･･････ Ⅱ-２- ⑪ -27
⑪ -６  中層混合処理工 ･･････････ Ⅱ-２- ⑪ -30
⑫　薬液注入工･･･････････････････ Ⅱ-２- ⑫ -  1
⑬　アンカー工（ロータリーパーカッション式）
･････････････････････････････････ Ⅱ-２- ⑬ -  1
⑭　構造物とりこわし工･･･････････ Ⅱ-２- ⑭ -  1
⑮　コンクリート削孔工･･･････････ Ⅱ-２- ⑮ -  1
⑯　ガス切断工･･･････････････････ Ⅱ-２- ⑯ -  1
⑯ -１  ガス切断工 ･･････････････ Ⅱ-２- ⑯ -  1
⑯ -２  鋼材現場ガス切断工 ･･････ Ⅱ-２- ⑯ -  2

⑰　吸出し防止材設置工･･･････････ Ⅱ-２- ⑰ -  1
⑱　目地・止水板設置工･･･････････ Ⅱ-２- ⑱ -  1
⑲　旧橋撤去工･･･････････････････ Ⅱ-２- ⑲ -  1
⑳　か　ご　工･･･････････････････ Ⅱ-２- ⑳ -  1
`　発泡スチロールを用いた超軽量盛土工
　　･････････････････････････････ Ⅱ-２- ` -  1
1　現場取卸費･･･････････････････ Ⅱ-２- 1 -  1
2　骨材再生工（自走式）･･･････････ Ⅱ-２- 2 -  1
3　函　渠　工･･･････････････････ Ⅱ-２- 3 -  1
3 -１  函渠工（1） ･･･････････････ Ⅱ-２- 3 -  1
3 -２  函渠工（2） ･･･････････････ Ⅱ-２- 3 -  6

4　殻運搬（施工パッケージ）･････ Ⅱ-２- 4 -  1

第３章　基　礎　工
①　鋼管・既製コンクリート杭打工（パイルハンマ工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-３- ① -  1
②　鋼管・既製コンクリート杭打工（中掘工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-３- ② -  1
③　鋼管ソイルセメント杭工･･･････ Ⅱ-３- ③ -  1
④　場所打杭工（オールケーシング工・全回転式
　　オールケーシング工）･･････････ Ⅱ-３- ④ -  1
⑤　場所打杭工（リバースサーキュレーション工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-３- ⑤ -  1
⑥　場所打杭工（アースオーガ工，硬質地盤用アース
　　オーガ工） ･････････････････････ Ⅱ-３- ⑥ -  1
⑦　場所打杭工（大口径ボーリングマシン工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-３- ⑦ -  1
⑧　場所打杭工（ダウンザホールハンマ工）
･････････････････････････････････ Ⅱ-３- ⑧ -  1
⑨　深　礎　工･･･････････････････ Ⅱ-３- ⑨ -  1
⑩　ニューマチックケーソン工･････ Ⅱ-３- ⑩ -  1
⑪　基礎工（鋼管矢板基礎工）･･･････ Ⅱ-３- ⑪ -  1
⑫　ドロップハンマ杭打工･････････ Ⅱ-３- ⑫ -  1
⑬　木杭及び矢板打工（人力，ドロップハンマ工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-３- ⑬ -  1
⑭　既製コンクリート杭カットオフ工
　　･････････････････････････････ Ⅱ-３- ⑭ -  1
⑮　泥水運搬工･･･････････････････ Ⅱ-３- ⑮ -  1

第４章　コンクリート工
①　コンクリート工･･･････････････ Ⅱ-４- ① -  1
②　型　枠　工･･･････････････････ Ⅱ-４- ② -  1
② -１  型　枠　工 ･･････････････ Ⅱ-４- ② -  1
② -２  型枠工（省力化構造） ･･････ Ⅱ-４- ② -  5
③　溶接金網設置工･･･････････････ Ⅱ-４- ③ -  1

第５章　仮　設　工
①　仮　設　工･･･････････････････ Ⅱ-５- ① -  1
②　鋼矢板（Ｈ形鋼）工･････････････ Ⅱ-５- ② -  1
② -１  バイブロハンマ工 ･････････ Ⅱ-５- ② -  1
② -２  バイブロハンマ工（軽量鋼矢板打込引抜工）
　　　･････････････････････････ Ⅱ-５- ② -25
③　油圧圧入引抜工･･･････････････ Ⅱ-５- ③ -  1



第２章　河川維持工
① 堤防除草工･･･････････････････ Ⅲ-２- ① -  1
② 堤防天端補修工･･･････････････ Ⅲ-２- ② -  1
③ 堤防芝養生工･････････････････ Ⅲ-２- ③ -  1
④ 伐木除根工･･･････････････････ Ⅲ-２- ④ -  1
⑤ 塵芥処理工･･･････････････････ Ⅲ-２- ⑤ -  1
⑥ ボーリンググラウト工･････････ Ⅲ-２- ⑥ -  1
⑦ 粗朶沈床工･･･････････････････ Ⅲ-２- ⑦ -  1
⑧ 機械土工（河床等掘削）･････････ Ⅲ-２- ⑧ -  1
⑨ 多自然型護岸工･･･････････････ Ⅲ-２- ⑨ -  1
⑨ -１  巨石積（張）工 ････････････ Ⅲ-２- ⑨ -  1
⑨ -２  木 杭 打 工 ･･････････････ Ⅲ-２- ⑨ -  9
⑨ -３  巨石据付工 ･･････････････ Ⅲ-２- ⑨ -11
⑩ 護岸基礎ブロック工･･･････････ Ⅲ-２- ⑩ -  1
⑪ かごマット工・・･････････････ Ⅲ-２- ⑪ -  1
⑪ -１  かごマット工（スロープ型）
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-２- ⑪ -  1
⑪ -２  かごマット工（多段積型）
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-２- ⑪ -  3
⑫ ブロックマット工･････････････ Ⅲ-２- ⑫ -  1
⑬ 野芝種子吹付工･･･････････････ Ⅲ-２- ⑬ -  1
⑭ 袋詰玉石工・・・・･･･････････ Ⅲ-２- ⑭ -  1
⑮ 笠コンクリートブロック据付工 ･･･ Ⅲ-２- ⑮ -  1
⑯ グラウトホール工･････････････ Ⅲ-２- ⑯ -  1
⑰ 連節ブロックの水中吊落し工･･･ Ⅲ-２- ⑰ -  1
⑱ 光ケーブル配管工･････････････ Ⅲ-２- ⑱ -  1

第３章　砂　防　工
①　土　　　工･･･････････････････ Ⅲ-３- ① -  1
① -１  土　　　工 ･･････････････ Ⅲ-３- ① -  1
① -２  土工（バックホウ床掘山積0.45㎥
　　　（平積0.35㎥）） ･･･････････ Ⅲ-３- ① -10
② コンクリート工･･･････････････ Ⅲ-３- ② -  1
② -１  コンクリート工 ･･････････ Ⅲ-３- ② -  1
② -２  コンクリート工（ケーブルクレーン打設）
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-３- ② -  7
② -３  コンクリート工（横取りを行う場合）
　　　･････････････････････････ Ⅲ-３- ② -12
② -４  砂防コンクリート生産（ミキサによる
　　　 混合）工 ･････････････････ Ⅲ-３- ② -14
② -５  砂防コンクリート運搬（投入）工
　　　･････････････････････････ Ⅲ-３- ② -17
② -６  残存型枠工 ･･････････････ Ⅲ-３- ② -18
③ 仮 設 備 工 ･･･････････････････ Ⅲ-３- ③ -  1
③ -１  仮 設 備 工 ･･････････････ Ⅲ-３- ③ -  1
③ -２  仮設備工（砂防コンクリート生産設備）
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-３- ③ -  6
③ -３  仮設備工（軌条及び機械設備）
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-３- ③ -  7
③ -４  仮設備工（ケーブルクレーン付属設備）

････････････････････････ Ⅲ-３- ③ -  8
④ 養生工（練炭）･････････････････ Ⅲ-３- ④ -  1

④ 矢板工（アースオーガ併用圧入工）
･････････････････････････････ Ⅱ-５- ④ -  1

⑤ 矢板工（クレーン引抜工）･･･････ Ⅱ-５- ⑤ -  1
⑥ 矢板工（Ｈ形鋼）･･･････････････ Ⅱ-５- ⑥ -  1
⑦ 鋼矢板施工法選定（参考）･･･････ Ⅱ-５- ⑦ -  1
⑦ -１  鋼矢板打込み施工法選定表（参考）
　　　･････････････････････････ Ⅱ-５- ⑦ -  1
⑦ -２  鋼矢板引抜き施工法選定フロー（参考）
　　　･････････････････････････ Ⅱ-５- ⑦ -  3
⑧ 仮設材設置撤去工････････････  Ⅱ-５- ⑧ -  1
⑨ 足場支保工･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑨ -  1
⑨ -１  足　場　工 ･･････････････ Ⅱ-５- ⑨ -  1
⑨ -２  支　保　工 ･･････････････ Ⅱ-５- ⑨ -  4
⑩ 締切排水工･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑩ -  1
⑪ ウエルポイント工･････････････ Ⅱ-５- ⑪ -  1
⑫ 土 の う 工 ･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑫ -  1
⑫ -１  土 の う 工 ･･････････････ Ⅱ-５- ⑫ -  1
⑫ -２  大型土のう工 ････････････ Ⅱ-５- ⑫ -  2
⑬ 仮橋・仮桟橋工･･･････････････ Ⅱ-５- ⑬ -  1
⑭ 汚濁防止フェンス工･･･････････ Ⅱ-５- ⑭ -  1
⑮ 仮囲い設置撤去工･････････････ Ⅱ-５- ⑮ -  1
⑮ -１  仮囲い設置撤去工 ････････ Ⅱ-５- ⑮ -  1
⑮ -２  雪寒仮囲い工 ････････････ Ⅱ-５- ⑮ -  3
⑯ 仮設防護柵工・・･････････････ Ⅱ-５- ⑯ -  1
⑯ -１  切土及び発破防護柵工 ････ Ⅱ-５- ⑯ -  1
⑯ -２  掘削（発破）防護柵工 ･･････ Ⅱ-５- ⑯ -  5
⑰ 濁水処理工（一般土木工事）･････ Ⅱ-５- ⑰ -  1
⑱ 敷鉄板設置・撤去工･･･････････ Ⅱ-５- ⑱ -  1
⑲ 防塵処理工･･･････････････････ Ⅱ-５- ⑲ -  1
⑳ 仮設電力設備工･･･････････････ Ⅱ-５- ⑳ -  1
`　グラフによる標準的な仮設電力設備の積算
　　･････････････････････････････ Ⅱ-５- ` -  1
1　法面工（仮設用モルタル吹付工）
　　･････････････････････････････ Ⅱ-５- 1 -  1
2　交通誘導警備員･･･････････････ Ⅱ-５- 2 -  1

第Ⅲ編　河　　　川

第１章　河 川 海 岸
① 消波根固めブロック工･････････ Ⅲ-１- ① -  1
① -１  消波根固めブロック工 ････ Ⅲ-１- ① -  1
① -２  消波根固めブロック工（ブロック撤去工）
（0.25ｔ以上35.5ｔ以下） ････････ Ⅲ-１- ① -13
② 捨　石　工･･･････････････････ Ⅲ-１- ② -  1
③ 消　波　工･･･････････････････ Ⅲ-１- ③ -  1
④ 浚　渫　工･･･････････････････ Ⅲ-１- ④ -  1
④ -１  浚渫工（ポンプ浚渫船）･････ Ⅲ-１- ④ -  1
④ -２  浚渫工（バックホウ浚渫船）
　　　･････････････････････････ Ⅲ-１- ④ -17
⑤ 軟弱地盤上における柔構造樋門・樋管工
･････････････････････････････ Ⅲ-１- ⑤ -  1



第Ⅳ編　道　　　路

第１章　舗　装　工
① 路　盤　工･･･････････････････ Ⅳ-１- ① -  1
② アスファルト舗装工･･･････････ Ⅳ-１- ② -  1
② -１  アスファルト舗装工 ･･････ Ⅳ-１- ② -  1
② -２  半たわみ性（コンポジット）舗装工
･･･････････････････････････････ Ⅳ-１- ② -10
③ 排水性舗装工･････････････････ Ⅳ-１- ③ -  1
③ -１  排水性アスファルト舗装工
　　　  ････････････････････････ Ⅳ-１- ③ -  1
③ -２  透水性樹脂コンクリート工
　　　  ････････････････････････ Ⅳ-１- ③ -  4
③ -３  透水性アスファルト舗装工
　　　  ････････････････････････ Ⅳ-１- ③ -  7
④ グースアスファルト舗装工･････ Ⅳ-１- ④ -  1
⑤ コンクリート舗装工･･･････････ Ⅳ-１- ⑤ -  1
⑤ -１  コンクリート舗装工 ･･････ Ⅳ-１- ⑤ -  1
⑤ -２  ローラ転圧コンクリート舗装工
　　　（ＲＣＣＰ工）･･･････････ Ⅳ-１- ⑤ -  6
⑤ -３  連続鉄筋コンクリート舗装工

･････････････････････････ Ⅳ-１- ⑤ -  9
⑥ 踏掛版（施工パッケージ）･･･････ Ⅳ-１- ⑥ -  1

第２章　付 属 施 設
① 防護柵設置工･････････････････ Ⅳ-２- ① -  1
① -１  ガードケーブル設置工 ････ Ⅳ-２- ① -  1
① -２  落石防止網（繊維網）設置工
　　　  ････････････････････････ Ⅳ-２- ① -  5

① -３  立入り防止柵工 ･･････････ Ⅳ-２- ① -  6
① -４  車止めポスト設置工 ･･････ Ⅳ-２- ① -  9
① -５  防雪柵設置及び撤去工 ････ Ⅳ-２- ① -10
① -６  防雪柵現地張出し・収納工
　　　  ････････････････････････ Ⅳ-２- ① -14
① -７  雪崩予防柵設置工 ････････ Ⅳ-２- ① -17
① -８  雪崩発生予防柵設置工（円形空洞型枠工，
　　　 立入防止柵工，柵板設置工）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-２- ① -23
① -９  ボックスビーム設置工 ････ Ⅳ-２- ① -25
① -10  遮光フェンス設置工 ･･････ Ⅳ-２- ① -27
① -11  落下物等防止柵設置工 ････ Ⅳ-２- ① -30
② しゃ音壁設置工･･･････････････ Ⅳ-２- ② -  1
② -１  しゃ音壁設置工 ･･････････ Ⅳ-２- ② -  1
② -２  基礎杭打工（しゃ音壁） ････ Ⅳ-２- ② -11
③ 路　側　工･･･････････････････ Ⅳ-２- ③ -  1
③ -１  路側工（据付け） ･･････････ Ⅳ-２- ③ -  1
③ -２  路側工（取外し） ･･････････ Ⅳ-２- ③ -  8
④ 特殊ブロック設置工･･･････････ Ⅳ-２- ④ -  1
⑤ 組立歩道工･･･････････････････ Ⅳ-２- ⑤ -  1
⑥ 橋梁付属施設設置工･･･････････ Ⅳ-２- ⑥ -  1
⑦ トンネル内装板設置工･････････ Ⅳ-２- ⑦ -  1
⑧ 道路付属物設置工･････････････ Ⅳ-２- ⑧ -  1
⑨ スノーポール設置・撤去工････  Ⅳ-２- ⑨ -  1
⑩ 道路植栽工（客土工）（上層30㎝）
･････････････････････････････････ Ⅳ-２- ⑩ -  1

第３章　道路維持修繕工
① 路面切削工･･･････････････････ Ⅳ-３- ① -  1
① -１  路面切削工 ･･････････････ Ⅳ-３- ① -  1

⑤ 石材等採取工（割石，雑割石，野面石採取）
･････････････････････････････ Ⅲ-３- ⑤ -  1

⑥ ケーブルクレーンによる資材等の運搬
･････････････････････････････ Ⅲ-３- ⑥ -  1

⑦ 水替とい工･･･････････････････ Ⅲ-３- ⑦ -  1
⑧ 銘　板　工･･･････････････････ Ⅲ-３- ⑧ -  1
⑨ 堤冠部保護工（隅石張）･････････ Ⅲ-３- ⑨ -  1
⑩ 仮 締 切 工 ･･･････････････････ Ⅲ-３- ⑩ -  1
⑩ -１  砂防土砂仮締切・砂防土砂土のう仮締切
　　　  ････････････････････････ Ⅲ-３- ⑩ -  1
⑩ -２  砂防コンクリート締切 ････ Ⅲ-３- ⑩ -  7
⑪ 鋼製砂防工･･･････････････････ Ⅲ-３- ⑪ -  1
⑫ 砂防ソイルセメント工･････････ Ⅲ-３- ⑫ -  1

第４章　地すべり防止工
① 地すべり防止工･･･････････････ Ⅲ-４- ① -  1
① -１  集水井工（ライナープレート土留工法）
･･･････････････････････････････ Ⅲ-４- ① -  1
① -２  集水井工（プレキャスト土留工法）
　　　･････････････････････････ Ⅲ-４- ① -  9
① -３  地すべり防止工（集排水ボーリング工）
　　　･････････････････････････ Ⅲ-４- ① -14
① -４  地すべり防止工（山腹水路工）
　　　･････････････････････････ Ⅲ-４- ① -20
① -５  地すべり防止工（かご工） ･･･ Ⅲ-４- ① -32
① -６  集排水ボーリング孔洗浄工
･･･････････････････････････ Ⅲ-４- ① -35

土木工事標準積算基準〔Ⅱ〕



① -２  切削オーバーレイ工 ･･････ Ⅳ-３- ① -  6
②　舗装版破砕工･････････････････ Ⅳ-３- ② -  1
③　舗装版切断工･････････････････ Ⅳ-３- ③ -  1
④　道路打換え工･････････････････ Ⅳ-３- ④ -  1
⑤　路上路盤再生工･･･････････････ Ⅳ-３- ⑤ -  1
⑥　アスファルト注入工･･･････････ Ⅳ-３- ⑥ -  1
⑦　舗装版クラック補修工･････････ Ⅳ-３- ⑦ -  1
⑧　道路付属構造物塗替工･････････ Ⅳ-３- ⑧ -  1
⑨　張紙防止工・・・・･･･････････ Ⅳ-３- ⑨ -  1
⑨ -１  張紙防止塗装工 ･･････････ Ⅳ-３- ⑨ -  1
⑨ -２  貼紙防止シート工 ････････ Ⅳ-３- ⑨ -  3
⑩　床版補強工･･･････････････････ Ⅳ-３- ⑩ -  1
⑪　橋梁補強工･･･････････････････ Ⅳ-３- ⑪ -  1
⑪ -１  橋梁補強工（鋼板巻立て）（1）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑪ -  1
⑪ -２  橋梁補強工（鋼板巻立て）（2）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑪ -10
⑪ -３  橋梁補強工（コンクリート巻立て）（1）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑪ -13
⑪ -４  橋梁補強工（コンクリート巻立て）（2）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑪ -20
⑫　橋梁補修工･･･････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -  1
⑫ -１  橋梁地覆補修工 ･･････････ Ⅳ-３- ⑫ -  1
⑫ -２  橋梁補修工（支承取替工） ･･･ Ⅳ-３- ⑫ -  5
⑫ -３  橋梁補修工（現場溶接鋼桁補強工）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -10
⑫ -４  橋梁補修工（ひび割れ補修工（充てん
　　　 工法）） ･･････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -12
⑫ -５  橋梁補修工（ひび割れ補修工（低圧注入
　　　 工法）） ･･････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -14
⑫ -６  橋梁補修工（断面修復工（左官工法））
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -16
⑫ -７  橋梁補修工（表面被覆工（塗装工法））
　　　･･･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑫ -18
⑬　落橋防止装置工･･･････････････ Ⅳ-３- ⑬ -  1
⑭　道路除草工･･･････････････････ Ⅳ-３- ⑭ -  1
⑮　道路清掃工･･･････････････････ Ⅳ-３- ⑮ -  1
⑮ -１  路面清掃工（機械清掃） ････ Ⅳ-３- ⑮ -  1
⑮ -２  路面清掃工（都市型ブラシ式）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑮ -  6
⑮ -３  路面清掃工（人力清掃工） ･･･ Ⅳ-３- ⑮ -10
⑮ -４  ガードレール清掃工 ･･････ Ⅳ-３- ⑮ -13
⑮ -５  ガードレール清掃工（自動追従型）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑮ -16
⑮ -６  視線誘導標清掃工 ････････ Ⅳ-３- ⑮ -19
⑮ -７  ガードパイプ清掃工 ･･････ Ⅳ-３- ⑮ -20
⑮ -８  橋梁付属物清掃工 ････････ Ⅳ-３- ⑮ -21
⑯　排水構造物清掃工･････････････ Ⅳ-３- ⑯ -  1
⑯ -１  管渠清掃工及び側溝清掃（組合せ作業）
　　　･････････････････････････ Ⅳ-３- ⑯ -  1
⑯ -２  側溝清掃（単独作業） ･･････ Ⅳ-３- ⑯ -  7
⑯ -３  側溝清掃工（人力清掃工） ･･･ Ⅳ-３- ⑯ -10
⑯ -４  集水桝清掃工（単独作業） ･･･ Ⅳ-３- ⑯ -11

⑯ -５  集水桝清掃工（人力清掃工）
　　　  ････････････････････････ Ⅳ-３- ⑯ -14
⑰　トンネル清掃工･･･････････････ Ⅳ-３- ⑰ -  1
⑱　トンネル照明器具清掃工･･･････ Ⅳ-３- ⑱ -  1
⑲　トンネル漏水対策工･･･････････ Ⅳ-３- ⑲ -  1
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工 種 区 分 工  種  内  容 

港湾・漁港構造物工事・ 

海岸工事 

港湾構造物，海岸工事にあって,防舷材のみを取り付ける工事,電気防食のみを取り付け

る工事ならびに防舷材及び電気防食を取り付ける工事 

空港用地造成工事 

用地造成工事又は空港修繕工事にあたって，次に掲げる工事 

空港土木，地盤改良工，法面工，擁壁工，石・ブロック積（張）工，カルバート工，

小型水路工，緑地工，消防水利施設工，棚工等の付帯施設工，ブラストフェンス工， 

ケーブルダクト工，構造物撤去工，用地修繕工，構造物修繕工及びこれらに類する工

事 

空港舗装工事 

舗装の新設，改良工事，又は空港修繕工にあって，次に掲げる工事 

空港舗装工，舗装工，飛行場標識工，タイダウンリング・アースリング工等の付帯施 

設工，舗装撤去工，路面排水工，防護柵工，道路標識工，道路付属施設工，空港舗装 

修繕工，舗装修繕工，標識修繕工，及びこれらに類する工事 

空港維持工事 

空港維持工事にあって，次に掲げる工事 

 草刈工，清掃工，標識維持工，植栽維持工，緊急補修工，除雪工及びこれらに類する 

工事 

２－１ 共通仮設費の率分 

(１) 共通仮設費の率分の積算 

１） 共通仮設費の率分の算定は，別表第１(第１表～第10表) ※１の工種区分に従って対象額ごとに求めた 

共通仮設費率を，当該対象額に乗じて得た額の範囲内とする。 

 ※  別表第１（第１表～第10表）は，東日本大震災の復旧・復興事業等における積算方法等に関す 

る試行の補正済（復興係数適用済）の値である。 

２） 対象額の算定にあたっては，「２．共通仮設費（２）算定方法 1)率計算による部分」及び「２．共通仮

設費（２）算定方法 5)間接工事費等の項目別対象表」を参照のこと。 

(２) 共通仮設費率の補正 

 １）施工地域を考慮した共通仮設費率の補正及び計算 

イ) 表－２の適用条件に該当する場合，別表第１（第１表～第４表）の共通仮設費率に補正係数を乗じるもの

とする。 

  また，表－３に該当する場合，別表第１(第６表～第10表)の共通仮設費率に補正値を加算するものとする。 

表－２ 地域補正の適用（土木） 

適用条件 補正 

係数 

適用 

優先 施工地域区分 工種区分 対象 

市街地（ＤＩＤ補正） 

（１） 

鋼橋架設工事 

市街地部が施工箇所に含まれる場合。 1.3 １ 

電線共同溝工事 

道路維持工事 

舗装工事 

橋梁保全工事 

一般交通影響有り 

（１） 
全ての工種（※） 

２車線以上（片側１車線以上）かつ交

通量が5,000台/日以上の車道において

規制を行う場合。 ただし，常時全面通

行止めの場合は対象外とする。 

1.3 ２ 

一般交通影響有り 

（２） 
全ての工種（※） 

一般交通影響有り（１）以外の車道に

おいて，規制を伴う場合。（常時全面通

行止めの場合を含む。） 

1.2 ３ 

市街地（ＤＩＤ補正） 

（２） 

市街地（ＤＩＤ補正） 

（１）以外（※） 

市街地（DID 補正）（１）で適用となる

工種区分以外で，市街地部が施工箇所

に含まれる場合。 

1.2 ４ 

※コンクリートダム及びフィルダム工事は適用しない。 

（注）１．市街地とは，施工地域が人口集中地区（ＤＩＤ地区）及びこれに準ずる地区をいう。 

なお，ＤＩＤ地区とは，総務省統計局国勢調査による地域別人口密度が4,000人／㎞2以上でその全

体が5,000人以上となっている地域をいう。 

２．適用条件の複数に該当する場合は，適用優先順に従い決定するものとする。 

① 19 
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表－３ 地域補正の適用（港湾・漁港・空港） 

施工地域・工事場所区分 補正値(％) 

重要港湾・市街地に係る漁港 2.25 

地方部 

施工場所が一般交通等の影響を受ける場合 

 
ａ．地方港湾その他の漁港 2.25 

ｂ．空港 2.25 

施工場所が一般交通等の影響を受けない場合 0.0 

※この表は，東日本大震災の復旧・復興事業等における積算方法等に関する試行の補正済

（復興係数適用済，小数第２位止め（小数第３位四捨五入））の値である。 

 

（注）１．施工地域の区分は以下のとおりとする。 

市 街 地：施工地域が人口集中地区（ＤＩＤ地区）をいう。 

ＤＩＤ地区とは，総務省統計局国勢調査による地域別人口密度が4,000人／ 

㎞2以上でその全体が5,000人以上となっている地域をいう。 

      地 方 部：施工地域が上記以外の地区をいう。 

      重 要 港 湾：小名浜港，相馬港 

      地 方 港 湾：江名港，中之作港，久之浜港，翁島港，湖南港 

２．施工場所区分は以下のとおりとする。 

     一般交通等の影響を受ける場合：①施工場所において，一般交通等の影響を受ける場合 

                    ②施工場所において，地下埋設物件の影響を受ける場合 

                    ③施工場所において，50ｍ以内に人家等が連なっている場合 

平成 29年 5月 1日以降起工適用 
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Ⅰ－２－②－８ 

３．施工地域・工事場所区分が２つ以上の場合の取扱い 

工事場所において，施工地域・工事場所区分が２つ以上となる場合には，補正率の大きい方を

適用する。 

ロ） 海上輸送に要する補正 

海上作業がある工事については，労務者および作業船乗組員等の海上輸送費用として，別表第１（第

１表～第10表）の共通仮設費率に下表の補正値を加算するものとする。 

なお，下表は，東日本大震災の復旧・復興事業等における積算方法等に関する試行の補正済（復興

係数適用済，小数第２位止め（小数第３位四捨五入））の値である。 

また，海上作業とは作業員および作業船乗組員が陸路で直接現場まで移動することが困難な場合を

いう。 

陸上作業とは混在する場合の計上の有無および適用工種区分についての判断基準は当該工事の金額

によるものとする。 

工 種 区 分 補正値（％） 

港湾・漁港工事 
浚 渫 工 事 1.20 

構 造 物 工 事 0.90 

海岸工事（港湾・漁港に関わる海岸） 0.90 

ハ) 共通仮設費（率分）の計算 

共通仮設費（率分）＝対象額（Ｐ）×（共通仮設費率（Ｋｒ）＋施工地域・工事場所による補正値） 

または， 

共通仮設費（率分）＝対象額（Ｐ）×（共通仮設費率（Ｋｒ）×施工地域・工事場所による補正係数） 

ただし，共通仮設費率（Ｋｒ）は別表第１の第1表～第10表による。 

なお，補正係数を乗じる場合は，Ｋｒの端数処理後に係数を乗じて，小数点以下第３位を四捨五入して

２位止めとする。 

（３） その他 

設計変更時における共通仮設費率の補正については，工事区間の延長等により当初計上した補正値に増

減が生じた場合，あるいは当初計上していなかったが，上記条件の変更により補正出来ることとなった場

合は変更設計の対象として処理するものとする。 

別表第１ 

共通仮設費率 

第１表 

対象額 

適用区分 

工種区分 

600万円以下 600万円を超え10億円以下 10億円を超えるもの 

下記の 

率 

とする 

(５)の算定式により算出された率と

する｡ただし,変数値は下記による 

下記の 

率 

とする Ａ ｂ 

河川工事 18.80 357.9169 -0.1888 7.16 

河川・道路構造物工事 31.16 1,842.8291 -0.2614 8.18 

海岸工事 19.62 611.8500 -0.2204 6.36 

道路改良工事 19.17 85.5000 -0.0958 11.75 

鋼橋架設工事 57.54 16,002.6000 -0.3606 9.09 

ＰＣ橋工事 40.56 2,455.8504 -0.2629 10.58 

舗装工事 25.64 652.6500 -0.2074 8.88 

砂防・地すべり等工事 22.79 936.7500 -0.2381 6.74 

公園工事 16.20 72.0044 -0.0956 9.93 

電線共同溝工事 14.94 60.0400 -0.0891 9.47 

情報ボックス工事 28.40 742.3500 -0.2091 9.75 

  ※この表は，東日本大震災の復旧・復興事業等における積算方法等に関する試行の補正済（復興係数 

  適用済）の値である。 
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２) 施工地域，工事場所を考慮した現場管理費率の補正 

（イ）表３．４の適用条件に該当する場合，別表第１（第１表～第４表）の現場管理費率に下表の補正係数を乗

じるものとする。 

  また，表３．５に該当する場合，別表第１(第６表～第10表)の現場管理費率に補正値を加算するものとする。 

 

表３．４ 地域補正の適用（土木） 

適用条件 補正 

係数 

適用 

優先 施工地域区分 工種区分 対象 

市街地（ＤＩＤ補正） 

（１） 

鋼橋架設工事 

市街地部が施工箇所に含まれる場合。 1.1 １ 

電線共同溝工事 

道路維持工事 

舗装工事 

橋梁保全工事 

一般交通影響有り 

（１） 
全ての工種（※） 

２車線以上（片側１車線以上）かつ交

通量が5,000台/日以上の車道において

規制を行う場合。 ただし，常時全面通

行止めの場合は対象外とする。 

1.1 ２ 

一般交通影響有り 

（２） 
全ての工種（※） 

一般交通影響有り（１）以外の車道に

おいて，規制を伴う場合。（常時全面通

行止めの場合を含む。） 

1.1 ３ 

市街地（ＤＩＤ補正） 

（２） 

市街地（ＤＩＤ補正） 

（１）以外（※） 

市街地（DID 補正）（１）で適用となる

工種区分以外で，市街地部が施工箇所

に含まれる場合。 

1.1 ４ 

※コンクリートダム及びフィルダム工事は適用しない。 

（注）１．市街地とは，施工地域が人口集中地区（ＤＩＤ地区）及びこれに準ずる地区をいう。 

なお，ＤＩＤ地区とは，総務省統計局国勢調査による地域別人口密度が4,000人／㎞2以上でその

全体が5,000人以上となっている地域をいう。 

２．適用条件の複数に該当する場合は，適用優先によるが，共通仮設費で決定した施工地域区分と同じ

ものを適用すること。 

 

表３．５ 地域補正の適用（港湾・漁港・空港） 

施工地域・工事場所区分 補正値(％) 

重要港湾・市街地に係る漁港 1.20 

地方部 

施工場所が一般交通等の影響を受ける場合 

 
ａ．地方港湾その他の漁港 1.20 

ｂ．空港 1.20 

施工場所が一般交通等の影響を受けない場合 0.0 

※この表は，東日本大震災の復旧・復興事業等における積算方法等に関する試行の補正済

（復興係数適用済，小数第２位止め（小数第３位四捨五入））の値である。 

 

（注）１．施工地域の区分は以下のとおりとする。 

市 街 地：施工地域が人口集中地区（ＤＩＤ地区）をいう。 

ＤＩＤ地区とは，総務省統計局国勢調査による地域別人口密度が4,000人／ 

㎞2以上でその全体が5,000人以上となっている地域をいう。 

      地 方 部：施工地域が上記以外の地区をいう。 

      重 要 港 湾：小名浜港，相馬港 

      地 方 港 湾：江名港，中之作港，久之浜港，翁島港，湖南港 

２．施工場所区分は以下のとおりとする。 

     一般交通等の影響を受ける場合：①施工場所において，一般交通等の影響を受ける場合 

                    ②施工場所において，地下埋設物件の影響を受ける場合 

                    ③施工場所において，50ｍ以内に人家等が連なっている場合 
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３．施工地域・工事場所区分が２つ以上の場合の取扱い 

工事場所において，施工地域・工事場所区分が２つ以上となる場合には，補正値の大きい方を

適用する。 

 

３)  現場管理費の計算 

現場管理費＝対象純工事費×｛（現場管理費率標準値×補正係数（上記_2））＋補正値（上記_1）｝ 

または， 

現場管理費＝対象純工事費×（現場管理費率標準値×補正値（上記_1）＋補正値（上記_2）） 

ただし，現場管理費率標準値は別表第１第1表～第10表による。 

なお，補正係数を乗じる場合は，現場管理費率Ｊｏの端数処理後に係数を乗じて，小数点以下第３位を四

捨五入して２位止めとする。 

 

４） その他 

設計変更時における現場管理費率の補正については，工事区間の延長，工期の延長短縮等により当初計

上した補正値に増減が生じた場合，あるいは当初計上していなかったが，上記条件の変更により補正出来

ることとなった場合は変更設計の対象として処理するものとする。 

 

（４）支給品の取扱い 

１） 資材等を支給するときは，当該支給品費を純工事費に加算した額を現場管理費算定の対象となる純工事費

とする。 
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第 5 章　　建設ػցӡ転࿑等

①　建設ػցӡ転࿑･･･････････････ Ⅰ- 5 - ① -  1
1 　適用৬種 ････････････････････ Ⅰ- 5 - ① -  1
2 　࿑าֻ ････････････････････ Ⅰ- 5 - ① -  1

･･･････････････೩料ফ費量ػಈݪ　② Ⅰ- 5 - ② -  1
1 　適用ൣғ ････････････････････ Ⅰ- 5 - ② -  1
2 　೩料ফ費量 ･･････････････････ Ⅰ- 5 - ② -  1

･････････････････ցӡ転単価表ػ　③ Ⅰ- 5 - ③ -  1
④　一般事߲･･･････････････････････ Ⅰ- 5 - ④ -  1

1 　建設ػցӡ転࿑ ････････････ Ⅰ- 5 - ④ -  1
定事߲におけるӡ転࿑数量についてࢦ　 2
　    ････････････････････････････ Ⅰ- 5 - ④ -  1
3 　ӡ転日当りӡ転࣌間（̩） ･･････ Ⅰ- 5 - ④ -  1
4 　ӡ転手Λ計上するػց ････････ Ⅰ- 5 - ④ -  1
5 　μϜ工事及び大型造工事について
　    ････････････････････････････ Ⅰ- 5 - ④ -  2
6 　࿑単価について ････････････ Ⅰ- 5 - ④ -  2
7 　าֻについて ････････････････ Ⅰ- 5 - ④ -  2
8 　ӡ転手৬種ผの対象ػց ･･････ Ⅰ- 5 - ④ -  2
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➨㸴❶ ᘓタᶵᲔ㐠㌿ປົ➼ 
 

䐟 ᘓタᶵᲔ㐠㌿ປົ 

 

１． 㐺  ⏝  ⫋  ✀ 

ᘓタᶵᲔࡢ㐠㌿・᧯సࡿࢃ⫋✀区分ࡣ㸪ḟ表ࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ 

 

表１．１ 㐺⏝⫋✀ 

⫋ ✀ 㐺 ⏝ ᘓ タ ᶵ Ე 

≉Ṧ㐠㌿ᡭ ≉Ṧචチ㸪㈨格➼ࢆᚲせࡿࡍᘓタᶵᲔ 

୍⯡㐠㌿ᡭ ୖグ௨እ࡛㸪බ㐨ࢆ㉮⾜ࡿࡍᘓタᶵᲔ 

≉Ṧసᴗဨ ୖグ௨እ࡛㸪බ㐨ࢆ㉮⾜࡛࠸࡞ࡁᘓタᶵᲔ 

 

 

䠎． ປ  ົ  Ṍ   

㸰㸫㸯 㐠㌿ᡭࡢປົṌ 

ᶵᲔ㐠㌿㸯㛫ᙜࡾປົṌࡣ㸪ḟᘧࠋࡿࡼ 

 

Ṍ 㸻    㸦ே㸭㹦㸧͐͐͐ᘧ 2.1 

 

㸦ὀ㸧㸯㸬㹒ࡣ㐠㌿᪥ᙜࡾ㐠㌿㛫࡛ㄳ㈇工ᶵᲔ⤒㈝✚⟬せ㡿➨㸲➨㸲㡯ཬྠࡧ➨㸴ࡢᐃࠋࡿࡼࡵ 

ࢆ㸪㸵㛫ࢆ㸲ࡣ場ྜࡢ‶㸲㛫ᮍࡀ㸪㹒ࡋࡢࡶࡿࡍ⏝㐺࡚࠸ࡘ㸲㹼㸵㛫ࡣ㸪㹒࠾࡞

㉸ࡿ࠼場ྜࡣ㸵ࢆ⏝ࠋࡿࡍ 

㸰㸬㐠㌿᪥ᙜࡾ㐠㌿㛫㸦㹒㸧ࡣ㸪ᑠ数➨㸰位ࢆᅄᤞධ࡚ࡋᑠ数➨㸯位Ṇࡋࡵ㸪ᶵᲔ㐠㌿㸯

㛫ᙜࡾປົṌࡣ㸪ᑠ数➨㸱位ࢆᅄᤞධ࡚ࡋᑠ数➨㸰位Ṇࠋࡿࡍࡵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸯 

㹒 
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䐠 ཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝㔞 

 

１． 㐺 ⏝ ⠊ ᅖ 

本㈨ᩱࡣ㸪ᘓタ工⏝ࡿࡍᘓタᶵᲔ➼ࡢ⇞ᩱᾘ㈝量ࡢ⟬ฟ㐺⏝ࠋࡿࡍ 

 

䠎． ⇞ ᩱ ᾘ ㈝ 㔞 

㸰㸫㸯 ⇞ᩱᾘ㈝量ࡢ⟬ᐃ 

⇞ᩱᾘ㈝量ࡢ⟬ᐃࡣ㸪ㄳ㈇工ᶵᲔ⤒㈝✚⟬せ㡿ࡿࡼᘓタᶵᲔ➼ᦆᩱ⟬ᐃ表ࡢ✀㢮㸪規格ࡢᶵ㛵ฟຊ

ḟࡍ♧㛫ᙜࡾ⇞ᩱᾘ㈝⋡ࢆ࡚ࡌồࠋࡿࡵ 

 

㛫ᙜࡾ⇞ᩱᾘ㈝量㸻ᶵ㛵ฟຊ�㛫ᙜࡾ⇞ᩱᾘ㈝⋡ 

 

(ὀ)㸯㸬㛫ᙜࡾ⇞ᩱᾘ㈝量ࡢ数್ࡣ㸪᭷ຠ数Ꮠࡢ➨㸱位ࢆᅄᤞධࡋ㸪᭷ຠ数Ꮠ㸰᱆ࠋࡿࡍ 

㸰㸬㉮⾜⏝࢚ンࢪンཬࡧసᴗ⏝࢚ンࢪンࡢ᪉ࢆ᭷ࡿࡍᶵᲔࡣ㸪᪉࢚ࡢンࢪンฟຊྜࢆィࡓࡋᶵ㛵

ฟຊࠋࡿࡍ 

㸱㸬ࢹーࣁࣝࣃࣝࢮンࡢ࣐⇞ᩱᾘ㈝⋡ࡣ㸪単位ࡀ㸦 ε�㸭㹦-㹲㸧㸦㹲㸸࣒ࣛ㉁量㸧࡛ࡢ࡞㸪ᶵ㛵

ฟຊ࣒࡚ࣛ࠼᭰㉁量ࢆࠋࡿࡎ 

 

㸰㸫㸰 㛫ᙜࡾ⇞ᩱᾘ㈝⋡ 

㛫ᙜࡾ⇞ᩱᾘ㈝⋡㸦᪥ᖖಖᏲⅬ᳨➼ᚲせ࡞Ἔ⬡㢮ཬࡧᾘ⪖ရ➼ࡴྵࢆ㸧ࡣ㸪ḟ表ࢆᶆ‽ࠋࡿࡍ 
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表䠎．１ 㐠㌿１㛫ᙜ䜚⇞ᩱᾘ㈝⋡ 

θ ᶵ   Ე   ྡ 規    格 
⇞ᩱᾘ㈝⋡ 

㸦ε㸭㹩㹕㸫㹦㸧 
    せ 

  ࢨーࢻࣝࣈ 1

0.153 

 

2 リࣃࢵ⨨ࢻࣝࣈーࢨ   

3 ᑠᆺࢵࣂク࢘࣍   

   ࢘࣍クࢵࣂ 4

5 ク࢙ࣛࣝࢩ࣒   

6 クࣟーࣛࣟーࢲ㸦トࣛクࣝ࣋ࣙࢩࢱ㸧   

  㸧  0.153ࣝ࣋ࣙࢩࢱ㸦トࣛクࢲーࣝࣟー࣍ 7

  トᆺ㸧 㺖㺹㺎㺵ᆺ・㺡㺼㺆㺎㺜㺼㺷㸭㟁Ẽ㺨㺐㺪㺼㺶㺍㺢ᆺ 0.128ࢵリࣈࣁ㸦࢘࣍クࢵࣂ 8

9 
 クࢵトࣛࣉンࢲ

 㸦ᘓタ⏝㸧 0.085 15㹲௨ୖࢻーࣟࣇ࢜

 ࢻンࣟー࢜ 10
0.043 

 

11 トࣛࢵク  クࣞーン⨨ࡴྵࢆ 

12 トࣞーࣛ  0.075  

13 ᩚᆅ㐠ᦙ㌴ クࣟーࣛᆺ 0.134  

14 クࣟーࣛクࣞーン  0.076  

15 トࣛࢵククࣞーン ࣛࣈࢪࢫࢳᆺ・Ἔᅽఙ⦰ࣈࢪᆺ 0.044 ࢜ーࣝࣞࢸーンクࣞーンྵࡴ 

  ーンクࣞーン  0.088ࣞࢸࣇࣛ 16

 ㉁量࣒ࣛࡣ7.648ε㸭㹦-㹲 㹲  ࣐ンࣁࣝࣃࣝࢮーࢹ 17

 ࣐ンࣁࣟࣈࣂ 18
㟁ືᘧ 㹃 0.305㹩㹕㹦㸭㹩㹕  

Ἔᅽᘧ・ྍኚᘧ 0.308  

19 ᮺᡴᶵ(࣋ーࢩ࣐ࢫン)  0.085  

20 ᮺᡴ⏝࢛࢘ーࢵ࢙ࢪࢱト  
0.192 

㹃 0.533㹩㹕㹦㸭㹩㹕 
 

21 Ἔᅽࣁン0.181  ࣐  

22 Ἔᅽᘧ㗰⟶ᅽධᘬᢤᶵ(࢟ࢵࣕࢪ)  
㹃 0.305㹩㹕㹦㸭㹩㹕 

 

23 Ἔᅽᘧᮺᅽධᘬᢤᶵ  
 

0.145  

  㹃 0.436㹩㹕㹦㸭㹩㹕  ࢞ー࢜ࢫー 24

  ୰᥀ᘧ࢞ー࢜ࢫー 25
 ンࢩ࣐ࢫー࣋ 0.085

㹃 0.436㹩㹕㹦㸭㹩㹕 ⨨ 

26 クࣟーࣛᘧー࢜ࢫー࢞ 
 

 ンࢩ࣐ࢫー࣋ 0.085

27 ⢊యᄇᑕᨩᢾᶵ・㍈ᘧ 㹃 0.436㹩㹕㹦㸭㹩㹕 ⨨ 

28 ⢊యᄇᑕᨩᢾᶵ ᨵⰋᮦ౪⤥ᶵ 㹃 0.533㹩㹕㹦㸭㹩㹕  

 ๐ᶵ᥀ࢢンࢩーࢣーࣝ࢜ 29

  ン(クࣟーࣛᘧ) 0.181ࢪン࢚1

  ン(クࣟーࣛᘧ) 0.093ࢪン࢚2

ᤣ⨨ᘧ 0.104  

  クリーン  㹃 0.305㹩㹕㹦㸭㹩㹕ࢫࢻࢵ࣐ 30

31 ἾỈ処理⨨ ࢫࣞࣉࢱࣝࣇᘧ 㹃 0.560㹩㹕㹦㸭㹩㹕  

 0.207  ࣉン࣏ト࢘ࣛࢢ 32
㹃 0.613㹩㹕㹦㸭㹩㹕 

 

   ࢧ࣑࢟ト࢘ࣛࢢ 33

  ンࢩ࣐ࢢーリン࣎ 34
0.151 

㹃 0.429㹩㹕㹦㸭㹩㹕 
 

35 
 ࣎ンࣕࢪリࣝࢻ

ࣞーࣝᘧ 
0.171 

㹃 0.415㹩㹕㹦㸭㹩㹕 
 クࣟーࣛᘧ 

 ーࣝᘧ࣍ 

36 ⮬⏤᩿面トンࣝࢿ᥀๐ᶵ  㹃 0.429㹩㹕㹦㸭㹩㹕  

37 㹌㸿㹒㹋ᶵჾ㞟ࢇࡌჾ  㹃 0.700㹩㹕㹦㸭㹩㹕  

38 コンクリート྿ᶵ 
トンࣝࢿ工⏝ 

㹃 0.466㹩㹕㹦㸭㹩㹕 

 

39 ᛴ⤖౪⤥⨨  

40 ྿ࣟࢵ࣎ト   

41 ࣔーࣞࢢࢱーࣄ 0.108  ࢲーࣞࣉࢱーࢼ⨨ᆺࡴྵࢆ 

  ࢨࣛࣅࢱࢫ 42
0.111 

㹃 0.331㹩㹕㹦㸭㹩㹕 
 

43 ࣟーࣟࢻーࣛ  0.118  

  ーࣛ  0.085ࣟࣖࢱ 44

45 ືࣟーࣛ㸦⯒⏝㸧 
  0.231 ࢻ࢞ࢻンࣁ

ᦚᘧ 0.160  

  ࣐ンࣛࡧཬࣃンࢱ 46
㹅 0.346 

 

47 ືコンࣃクࢱ   
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θ ᶵ   Ე   ྡ 規    格 
⇞ᩱᾘ㈝⋡ 

㸦ε㸭㹩㹕㸫㹦㸧 
    せ 

48 コンクリートࣛࣉント  

㹃 0.495㹩㹕㹦㸭㹩㹕 

 

   ントࣛࣉࣝࢱࣝࣔ 49

   ࢧ࣑࢟トࢼント࣋ 50

51 トࣛࢵク0.059  ࢧ࣑࢟  

52 コンクリート࣏ンࣉ㌴  0.078  

 ࠸࡞ࡲྵࡣຍ⇕⏝⇞ᩱ 0.147  ࣕࢩࢵࢽࣇトࣝࣇࢫ 53

  0.090  ࢱーࣗࣅトリࢫࢹ 54

55 コンクリートࢲࢵࣞࣉࢫ  

0.122 

 

   ࢲࢵࣞࣉࢫートࢤリࢢ 56

57 コンクリートࣕࢩࢵࢽࣇ   

58 コンクリートࣞࣛ࣋   

   ࢻクリーࢫࢢンࢩࢵࢽࣇ 59

60 コンクリートࢱࢵ࢝  
㹅 0.227 

 

   ーࣖࣞࣉࢫンࢪン࢚トࣝࣇࢫ 61

  㹅 0.227  ࣂー࢝トࣝࣇࢫ 62

63 ㊰面ษ๐ᶵ  0.144  

64 ᗫᮦ✚㎸ᶵ  0.218  

65 ㊰ୖ表ᒙ⏕ᶵ  
0.142 

 

66 ㊰面Ᏻ⁁ษ๐ᶵ(ࣝࢢーࣆンࢢᶵᲔ)   

67 ㊰面ࣄーࢱ(㊰ୖ表ᒙ⏕ᶵ⤌ྜࡏ⏝)  0.160  

68 ㊰面Ύᤲ㌴  

0.063 

 

   ーࣝΎᤲ㌴ࣞࢻー࢞ 69

70 トンࣝࢿΎᤲ㌴   

71 ഃ⁁Ύᤲ㌴  0.052  

72 Ỉ⟶Ύᤲ㌴  

0.044 

 

73 ᩓỈ㌴   

74 㧗ᡤసᴗ㌴   

  ーࣝᨭᰕᡴ㎸ᶵ  0.051ࣞࢻー࢞ 75

76 ⲡส㌴ ㊰⫪ࢱࢵ࢝ 0.071  

77 ✵Ẽᅽ⦰ᶵ 
ᐃ⨨ᘧ 
ྍᦙᘧ 

0.187 トンࣝࢿ工ูࡣ㏵ 

㹃 0.595㹩㹕㹦㸭㹩㹕  

  (ンࣇ)㏦㢼ᶵࣟࣈ 78
0.156 

㹃 0.681㹩㹕㹦㸭㹩㹕 
㍈ὶࣇンࠕ㌿㍈ὶᘧ・ྍኚ㢼
量ᆺࠖࡣ㝖ࡃ 

79 ㍈ὶࣇン ㌿㍈ὶᘧ・ྍኚ㢼量ᆺ 㹃 0.571  

  0.323  ࣉン࣏ 80

81 ᑠᆺ ᕳ࣏ンࣉ  
㹅 0.495 
㹃 0.900㹩㹕㹦㸭㹩㹕 

 

82 工⏝Ỉ୰ࣔー࣏ࢱンࣉ㸦₯Ỉ࣏ンࣉ㸧  
㹃 0.584㹩㹕㹦㸭㹩㹕 

 

   ࣉン࣏ࢻンࢧ 83

84 ⓎືⓎ㟁ᶵ  
0.145 

㹅 0.436 
 

  ࢳン࢘ 85
0.108 

㹃 0.305㹩㹕㹦㸭㹩㹕 
 

86 㟁Ẽ⁐᥋ᶵ  
0.261 

㹅 0.403 
㟁Ẽ⏝量ࡢࢀࡒࢀࡑࡣ㈨ᩱࡼ
 ࡿ

  ࣖ࣋トコンࣝ࣋ 87
0.293 

㹅 0.512 
㹃 0.560㹩㹕㹦㸭㹩㹕 

 

  ྿ᶵ  0.191ࣝࢱࣝࣔ 88

89 సᴗ㌴  0.038  

90 
 ンࣂトࣛ

㍯㥑ື 
0.047 

㹅 0.047 

 

91 ᅄ㍯㥑ື  

92 ୰ᑠᆺトࣛࢵク   

  ࢫࣂク࣐ࣟ 93
0.064 

㹅 0.071 
 

94 ⲡสᶵ 
⫪ᘧ 㹅 0.588 

 㐲㝸᧯⦪ᘧ 0.209 

 ᘧࢻ࢞ࢻンࣁ
0.178 

㹅 0.354 95 㞟ⲡᶵ  

96 ືຊᄇ㟝ᶵ  
0.261 

㹅 0.266 
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θ ᶵ   Ე   ྡ 規    格 
⇞ᩱᾘ㈝⋡ 

㸦ε㸭㹩㹕㸫㹦㸧 
    せ 

97 コンクリートࣞࣈࣂーࢱ  
㹅 0.347 
㹃 0.540㹩㹕㹦㸭㹩㹕 

 

98 ↷᫂ᶵ ྍᦙᘧ 0.638  

99 トࣛク࣍ ࢱーࣝᘧ 0.120  

  ᘧὼ ⯪  㔜Ἔ0.381ࣉン࣏ 100

101 ᘬ⯪  㔜Ἔ0.252  

102 㝖㞷ࢻー࣍ ࢨーࣝ 
0.153 

 

103 㝖㞷ࣞࢢーࢲ   

104 㝖㞷トࣛࢵク  0.078  

105 ᑠᆺ㝖㞷ᶵ ࣁンࢻ࢞ࢻ 
0.193 

㹅 0.356 
 

106 ࣟーࢱリ㝖㞷㌴ 

クࣟーࣛ29㹩㹕⣭ 0.162  

  59㹩㹕⣭ 㹅 0.139  ࠌ

30㹼180㹩㹕⣭ 0.137  

220㹼360㹩㹕⣭ 0.114  

107 ୍㌴⥺✚㎸㝖㞷㌴ ࣟーࢱリᘧ 0.089  

108 ⤖㜵Ṇᩓᕸ⨨  0.090  

109 ⤖㜵Ṇᩓᕸ㌴  0.058  

110 ࣞーࢻ࢟ーࢨ  

0.175  
111 トࣛクࢱ クࣟーࣛᘧ 

  ࢨーࢻࣉクࣞーࢫ 112

  ࢨーࢻࣖࢱ 113

114 ࣔーࢫࢱクࣞー0.163  ࣃ  

115 Ἶୖ᥀๐ᶵ  0.175  

116 トࣞン0.152  ࣕࢳ  

  リン 㹅 0.071ࢯ࢞ クࢵトࣛࣉンࢲ 117

118 ᩚᆅ㐠ᦙ㌴ ࣍ーࣝᆺ 0.160  

  ー  㹃 0.560㹩㹕㹦㸭㹩㹕࢝トࣝࣕࢩ 119

  ークࣞーン࣡ࢱ 120
0.101 

㹃 0.305㹩㹕㹦㸭㹩㹕 
 

  クࣞーンࣈࢪ 121

㹃 0.305㹩㹕㹦㸭㹩㹕  

122 本ᵓリࣇト ࣔー࢘ࢱンࢳ 

123 ୍本ᵓリࣇト ࣔー࢘ࢱンࢳ 

124 工⏝࢚࣋ࣞーࢱ  

125 㛛ᆺクࣞーン  

126 ⡆᫆ࢣーࣝࣈクࣞーン  0.108  

  ト  0.037ࣇークリ࢛ࣇ 127

128 クࣟーࣛᘧࢧンࣝࣃࢻᡴᶵ  
 ンࢩ࣐ࢫー࣋ 0.085

㹃 0.305㹩㹕㹦㸭㹩㹕 ⨨ 

129 ⢊యᄇᑕ᧠ᢾᶵ 単㍈ᘧ 㹃 0.305㹩㹕㹦㸭㹩㹕  

130 トࣛࢵクᘧー࢜ࢫー0.053  ࢞  

131 
ー࢜ࢫーーンクࣞーン╔ᘧࣞࢸࣇࣛ
 ࢞

 0.103  

  リࣝ᥀๐ᶵ  0.093ࢻࢫー 132

133 リࣂーࢧࢫーࣞࣗ࢟ーࣙࢩンࢻリࣝ  㹃 0.426㹩㹕㹦㸭㹩㹕 
ᮺࡣクࣞーンࡆୖྞ⨨ントࣟࣇ
ᡴᶵ(࣋ーࢩ࣐ࢫン)ࢆ㐺⏝ 

134 ᮺᡴࡽࡄࡸ  㹃 0.305㹩㹕㹦㸭㹩㹕  

  クࣟンࢧ 135

㹃 0.900㹩㹕㹦㸭㹩㹕 

 

   ࣉン࣏ンࣙࢩクࢧ 136

137 ᅽ㏦࣏ンࣉ   

138 Ᏻᐃᾮࢧ࣑࢟  㹃 0.533㹩㹕㹦㸭㹩㹕  

139 ἾỈ処理⨨ ࣝ࣋トࢫࣞࣉᘧ 㹃 0.871㹩㹕㹦㸭㹩㹕  

140 ởἾ྾㌴  0.053  

 

 

 

 



①  80①  80 Ⅰ−5−②−5

Ϩ-6-ղ-5

θ 機械ྡ つ᱁
⇞ᩱᾘ費率

（ε㸭㹩㹕－㹦）
要

141
ニューࢳ࣐ッࢡケーࢯン施工機ჾ
(₯ภ用ショࣝ࣋)

㹃 0.600㹩㹕㹦㸭㹩㹕

142 ー࣡ࢱࢢーࣜンࢡ 㹃 0.700㹩㹕㹦㸭㹩㹕

143 シーࣝࢻ工事用機ჾ ࢺーࣘニッ࣡ࣃ 㹃 0.533㹩㹕㹦㸭㹩㹕

144 一ḟ分㞳機

㹃 0.900㹩㹕㹦㸭㹩㹕

145 ởỈᵴ

146 ⢓土⁐ゎᵴ

147 㧗分Ꮚจ㞟⁐ゎᵴ

148 ンプ࣏ーࣜࣛࢫ

149 インࢼーࣂイࣞࣈーࢱ ⮬㉮ᘧ 0.122

150 コンࣜࢡーࢺミࢧ࢟ 㹃 0.495㹩㹕㹦㸭㹩㹕

151 コンࣜࢡー࣏ࢺンプ 㹃 0.410㹩㹕㹦㸭㹩㹕

152 法㠃⥾ᅛめ機 0.167

153 ࢲプࣞッࢫップࢳ 0.127

154 アࢡࢺࣝࣇࢫッ࢝ 0.164

155 コンࣜࢡーࢺᶓྲྀり機 0.293

156 ジョインࣜࢡࢺーࢼ 㹅 0.174

157 動目地切機

㹅 0.233158 ༊⏬⥺ᾘཤ機 ハン࢞ࢻイࢻ機

159 ࣛイン࣐ー࢝

ࢻイ࢞ࢻハン・ࢺイン࣌

⁐⼥⮬㉮ᘧ
㉮ᘧ⮬・ࢺイン࣌
㌴㍕ᘧ・ࢺイン࣌ 0.068

160 ⁐ゎᵴ

161 Ỉᛶ⯒機⬟ᅇ㌴ 0.063

162 しࡷගᛶ㐽㡢ቨΎᤲ㌴
0.040

163 Ṍ㐨Ύᤲ㌴

164 Ỉ⟶Ύᤲ㌴ CNG 㹁 0.043ੑ㸭㹩㹕-㹦

165 小ᆺከẁ㐲ᚰ࣏ンプ
㹃 0.900㹩㹕㹦㸭㹩㹕

166 ンプ࣏✵┿

167 㟁動࣍イࢺࢫ

㹃 0.305㹩㹕㹦㸭㹩㹕
168 (㟁動ᘧ)ࢡロッࣈン࢙ࢳ

169 土◁出機

170 ⡆᫆ࡽࡄࡸ

171 ୧➃ᅛᐃᘧケーࣞࢡࣝࣈーン
㹃 0.305㹩㹕㹦㸭㹩㹕

0.108

172 ࣖ࣋コンࢹ࣒࢝ 㹃 0.560㹩㹕㹦㸭㹩㹕

173 Ἔᅽジࣕッ࢟ 㹃 0.533㹩㹕㹦㸭㹩㹕

174 コンࣜࢡーࢺ྿付機
㹃 0.410㹩㹕㹦㸭㹩㹕

175 ᛴ⤖౪給⨨(྿付機用)

176 ✀Ꮚ྿付機 0.191

177 ࢧ࢟ンジン付ミ࢚ 㹅 0.162

178 工事用㧗ᅽὙί機
㹃 0.900㹩㹕㹦㸭㹩㹕
㹅 0.255

179 ⸆ᩓᕸ機 0.103

180 ࢱࢡ࢚ࣞ 㹃 0.255㹩㹕㹦㸭㹩㹕

181 切᩿機 㹃 0.305㹩㹕㹦㸭㹩㹕

182 ⲡ⤖᮰機 㹅 0.515

183 木ᮦ◚○機
0.185

184 ⮬㉮ᘧ◚○機

185 ーࢯン࢙ࢳ 㹅 0.450ε㸭㹦 ᕥグは㛫当り⇞ᩱᾘ費㔞で࠶る

186 ⯪ ンプὼ࣏ 㹃 1.217㹩㹕㹦㸭㹩㹕

187 除㞷ࢻーࢨ ローࣛࢡ 0.166

188 ローࣜࢱ除㞷⨨ 0.141
ローࣜࢱᘧ88kWᆺ シン࣐ࢫー࣋
(除㞷ࢻーࢨ)

（注） 㹅：ࣜࢯ࢞ン 㹃：㟁ຊ 㹁：ᅽ⦰ኳ↛ࢫ࢞

༳のないものは㍍Ἔで࠶る。

㹅



①  81①  81 Ⅰ−5−②−6

Ⅰ-6-ղ-6 

ᶆ‽㐠㌿㛫ཬࡧ㐠㌿᪥ᙜࡾ⇞ᩱᾘ㈝量 

 

表㸰㸬㸰 㐠㌿᪥ᙜࡾ㟁ຊᾘ㈝量 

工  ✀  ྡ ᶵ  Ე  ྡ ᾘ ㈝ 量 

ト ン ࢿ ࣝ 㸦 㹌 㸿 㹒 㹋 㸧 

ཬࡧ 

ᑠ ᩿ 面 ト ン ࢿ ࣝ 㸦 㹌 㸿 㹒 㹋 㸧  

 30㹲 㹃  8.0k㹕h ࣟࢧント࣓ࢭ

ᑠ  ᩿  面  ト  ン ࢿ   ࣝ  工 

㸦㹌㸿㹒㹋㸧 
 リ✚ᶵࢬ

クࣟーࣛᘧ・ࢵࣂク࢘࣍ᆺ 

コンࣖ࣋⬟ຊ 150ੑ㸭㹦 
㹃  27.0k㹕h 

 

 



①  82①  82 Ⅰ−5−③−1

Ⅰ-6-ճ-1 

䐡 ᶵᲔ㐠㌿༢౯表 

本㈨ᩱࡣ㸪ྛ工✀⏝ࡿࡍᶵᲔࡕ࠺ࡢ㸪ᶆ‽ⓗ࡞ᶵ✀࡚࠸ࡘ単౯表ࡾ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋ♧ࢆ㸪ྛ工✀ࡢ単౯表ḍ

 ࠋࡿࡍసᡂࡁᇶ࡙ᣦᐃࡢ

 

１． ྛ工✀䛾୰䛷≉䛻ᣦᐃ䛧䛶䛔䛺䛔ሙྜ䠈ḟ䛻䜘䜛䚹 

(㸯) ປົṌࠕࡣ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ձᘓタᶵᲔ㐠㌿ປົࠖࠋࡿࡼ 

(㸰) ⇞ᩱࡢ✀㢮ཬࡧ数量㸪Ἔ⬡㢮ࠕࡣ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࠖࠋࡿࡼ 

 

䠎． ྛᶵ✀䠈つ᱁䛤䛸䛻ḟ䛾㡯䜢グ入䛩䜛䚹 

(㸯) 表㢟ࡣ㸪ᶵᲔྡࢆグධࠋࡿࡍ 

(㸰) ⇞ᩱ㈝ࡢ規格ḍࡣ㸪⇞ᩱࡢ✀㢮ࢆグධࠋࡿࡍ 

(㸱) ᶵᲔᦆᩱࡢ規格ḍࡣ㸪ᶵᲔࡢ規格ࢆグධࠋࡿࡍ 

 

ᶵ䠉１                     㐠㌿１㛫ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数  量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ  ( ≉ Ṧ )  ே  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ձᘓタᶵᲔ㐠㌿ປົࡿࡼ 

⇞  ᩱ  ㈝  ε  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࡿࡼ 

ᶵ  Ე  ᦆ  ᩱ  㹦 㸯  

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

 

ᶵ䠉䠎                     㐠㌿１㛫ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ (≉Ṧ)  ே  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ձᘓタᶵᲔ㐠㌿ປົࡿࡼ 

⇞  ᩱ  ㈝  ε  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࡿࡼ 

ᶵ  Ე  ᦆ  ᩱ  㹦 㸯  

ᦆ  ⪖   㸯 ࠌ  ㈝ 

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

 

ᶵ䠉䠏                     㐠㌿１㛫ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ (≉Ṧ)  ே  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ձᘓタᶵᲔ㐠㌿ປົࡿࡼ 

⇞  ᩱ  ㈝  ε  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࡿࡼ 

ᶵ Ე ᦆ ᩱ 㸯 (  )  㹦 㸯  

ᶵ Ე ᦆ ᩱ 㸰 (   㸯 ࠌ  ( 

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧 ᶵᲔᦆᩱࡢ㸦 㸧ෆࡣ㸪ᶵᲔྡࢆグධࠋࡿࡍ 

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５



①  83①  83 Ⅰ−5−③−2

Ⅰ-6-ճ-2 

ᶵ䠉䠐                     㐠㌿１㛫ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ (≉Ṧ)  ே  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ձᘓタᶵᲔ㐠㌿ປົࡿࡼ 

( 㟁  ຊ )  k㹕h   

⇞  ᩱ  ㈝  ε  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࡿࡼ 

ᶵ Ე ᦆ ᩱ  㹦 㸯  

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧 ⓎືⓎ㟁ᶵࢆ㟁※ࡿࡍ場ྜࡣ㸪㟁ຊࠋ࠸࡞ࡋࡣ⟭✚ࡢ 

 

ᶵ䠉䠑                     㐠㌿１㛫ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ (≉Ṧ)  ே  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ձᘓタᶵᲔ㐠㌿ປົࡿࡼ 

( 㟁  ຊ )  k㹕h   

⇞  ᩱ  ㈝  ε  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࡿࡼ 

ᶵ Ე ᦆ ᩱ 㸯 (  )  㹦 㸯  

ᶵ Ე ᦆ ᩱ 㸰 (   㸯 ࠌ  ( 

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 1  

ィ     

㸦ὀ㸧 㸯㸬ᶵᲔᦆᩱࡢ㸦 㸧ෆࡣ㸪ᶵᲔྡࢆグධࠋࡿࡍ 

㸰㸬ⓎືⓎ㟁ᶵࢆ㟁※ࡿࡍ場ྜࡣ㸪㟁ຊࠋ࠸࡞ࡋࡣ⟭✚ࡢ 

 

ᶵ䠉䠒                     㐠㌿１㛫ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ (୍⯡)  ே  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ձᘓタᶵᲔ㐠㌿ປົࡿࡼ 

⇞  ᩱ  ㈝  ε  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࡿࡼ 

ᶵ Ე ᦆ ᩱ  㹦 㸯  

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

 

ᶵ䠉䠓                     㐠㌿１㛫ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ (୍⯡)  ே  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ձᘓタᶵᲔ㐠㌿ປົࡿࡼ 

⇞  ᩱ  ㈝  ε  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࡿࡼ 

ᶵ Ე ᦆ ᩱ  㹦 㸯  

ᦆ  ⪖   㸯 ࠌ  ㈝ 

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

 

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５



①  84①  84 Ⅰ−5−③−3

Ⅰ-6-ճ-3 

ᶵ䠉䠔                     㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

≉  Ṧ  స  ᴗ  ဨ  ே 㸯  

⇞  ᩱ  ㈝  ε  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࡿࡼ 

ᶵ Ე ᦆ ᩱ  ᪥ 㸯  

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

 

ᶵ䠉䠕                     㐠㌿１㛫ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

≉  Ṧ  స  ᴗ  ဨ  ே 㸯㸭㹒  

⇞  ᩱ  ㈝  ε  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࡿࡼ 

ᶵ Ე ᦆ ᩱ  㹦 㸯  

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧 㹒㸸㐠㌿᪥ᙜࡾ㐠㌿㛫 

 

ᶵ䠉10                    㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㧗  ⣭  ⯪  ဨ  ே   

ᬑ  ㏻  ⯪  ဨ  ࠌ   

⇞  ᩱ  ㈝  ε  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࡿࡼ 

ᶵ Ე ᦆ ᩱ  ᪥ 㸯  

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

 

ᶵ䠉11                    㐠㌿１㛫ཪ䛿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

(  ) ⯪ ဨ  ே   

⇞  ᩱ  ㈝  ε  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࡿࡼ 

ᶵ Ე ᦆ ᩱ     

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧 㸦 㸧ෆࡣ㸪⯪ဨࢆู✀ࡢグධࠋࡿࡍ 

 

ᶵ䠉12                    㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

⇞  ᩱ  ㈝  ε  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࡿࡼ 

ᶵ Ე ᦆ ᩱ  ᪥ 㸯  

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧 㐠㌿Ṍࡣ㸪施工Ṍࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵ 

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５

第Ϩ⦅第５
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ᶵ䠉13                    㐠㌿１㛫ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

⇞  ᩱ  ㈝  ε  ➨Ⅰ⦅➨㸴❶ղཎືᶵ⇞ᩱᾘ㈝量ࡿࡼ 

ᶵ Ე ᦆ ᩱ  㹦 㸯  

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧 㐠㌿Ṍࡣ㸪施工Ṍࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵ 

 

ᶵ䠉14                    㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

( 㟁  ຊ )  k㹕h   

ᶵ Ე ᦆ ᩱ  ᪥ 㸯  

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧㸯㸬ⓎືⓎ㟁ᶵࢆ㟁※ࡿࡍ場ྜࡣ㸪㟁ຊࠋ࠸࡞ࡋࡣ⟭✚ࡢ 

㸰㸬㐠㌿Ṍࡣ㸪施工Ṍࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵ 

 

ᶵ䠉15                    㐠㌿１㛫ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

( 㟁  ຊ )  k㹕h   

ᶵ Ე ᦆ ᩱ  㹦 㸯  

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧㸯㸬ⓎືⓎ㟁ᶵࢆ㟁※ࡿࡍ場ྜࡣ㸪㟁ຊࠋ࠸࡞ࡋࡣ⟭✚ࡢ 

㸰㸬㐠㌿Ṍࡣ㸪施工Ṍࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵ 

 

ᶵ䠉16                   㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

㈤  ᩱ  ౪⏝᪥   

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧 㐠㌿Ṍࡣ㸪施工Ṍࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵ 

 

ᶵ䠉17                   㐠㌿１㛫ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

⇞  ᩱ  ㈝  ε  施工Ṍࡿࡼ 

ᶵ Ე ᦆ ᩱ  㹦 㸯  

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧 㐠㌿Ṍࡣ㸪施工Ṍࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵ 

第Ϩ⦅第５
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ᶵ䠉18                   㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ (≉Ṧ)  ே   

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

ᶵ Ე ᦆ ᩱ  ౪⏝᪥   

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

 

ᶵ䠉19                   㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ (୍⯡)  ே   

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

ᶵ Ე ᦆ ᩱ  ౪⏝᪥   

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

 

ᶵ䠉20                   㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ (≉Ṧ)  ே   

( 㟁  ຊ )  k㹕h   

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

ᶵ Ე ᦆ ᩱ 㸯 (  )  ౪⏝᪥   

ᶵ Ე ᦆ ᩱ 㸰 (    ࠌ  ( 

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧㸯㸬ᶵᲔᦆᩱࡢ㸦 㸧ෆࡣ㸪ᶵᲔྡࢆグධࠋࡿࡍ 

㸰㸬ⓎືⓎ㟁ᶵࢆ㟁※ࡿࡍ場ྜࡣ㸪㟁ຊࠋ࠸࡞ࡋࡣ⟭✚ࡢ 

 

ᶵ䠉21                   㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ (≉Ṧ)  ே   

( 㟁  ຊ )  k㹕h   

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

ᶵ  Ე  ᦆ  ᩱ  ౪⏝᪥   

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧 ⓎືⓎ㟁ᶵࢆ㟁※ࡿࡍ場ྜࡣ㸪㟁ຊࠋ࠸࡞ࡋࡣ⟭✚ࡢ 

 

ᶵ䠉22                   㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ (୍⯡)  ே   

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

ᶵ  Ე  ᦆ  ᩱ  ౪⏝᪥   

ᦆ  ⪖    ࠌ  ㈝ 

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     
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ᶵ䠉23                  㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

≉  Ṧ  స  ᴗ  ဨ  ே 㸯  

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

ᶵ  Ე  ᦆ  ᩱ  ౪⏝᪥   

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

 

ᶵ䠉24                  㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

ᶵ  Ე  ᦆ  ᩱ  ౪⏝᪥   

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧 㐠㌿Ṍࡣ施工Ṍࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵ 

 

ᶵ䠉25                  㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

( 㟁  ຊ )  k㹕h   

ᶵ  Ე  ᦆ  ᩱ  ౪⏝᪥   

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧㸯㸬ⓎືⓎ㟁ᶵࢆ㟁※ࡿࡍ場ྜࡣ㸪㟁ຊࠋ࠸࡞ࡋࡣ⟭✚ࡢ 

㸰㸬㐠㌿Ṍࡣ施工Ṍࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵ 

 

ᶵ䠉26                  㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㧗  ⣭  ⯪  ဨ  ே   

ᬑ  ㏻  ⯪  ဨ  ࠌ   

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

ᶵ  Ე  ᦆ  ᩱ  ౪⏝᪥   

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

 

ᶵ䠉27                  㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

㈤  ᩱ  ᪥ 㸯  

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧 㐠㌿Ṍࡣ㸪㈤ᩱࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵ 
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ᶵ䠉28                  㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ (≉Ṧ)  ே   

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

㈤  ᩱ  ౪⏝᪥   

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

 

ᶵ䠉29                  㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

㐠 ㌿ ᡭ (୍⯡)  ே   

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

㈤  ᩱ  ౪⏝᪥   

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

 

ᶵ䠉30                  㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

( 㟁  ຊ )  k㹕h   

㈤  ᩱ  ౪⏝᪥   

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

㸦ὀ㸧㸯㸬ⓎືⓎ㟁ᶵࢆ㟁※ࡿࡍ場ྜࡣ㸪㟁ຊࠋ࠸࡞ࡋࡣ⟭✚ࡢ 

㸰㸬㐠㌿Ṍࡣ施工Ṍࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵ 

 

ᶵ䠉31                  㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

≉  Ṧ  స  ᴗ  ဨ  ே   

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

㈤  ᩱ  ౪⏝᪥   

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     

 

ᶵ䠉32                  㐠㌿１᪥ᙜ䜚༢౯表 

ྡ    ⛠ 規  格 単位 数 量       せ 

⇞  ᩱ  ㈝  ε   

ᶵ  Ე  ᦆ  ᩱ  ౪⏝᪥ 1.4  

ᦆ  ⪖   1.4 ࠌ  ㈝ 

ㅖ  㞧  ㈝  ᘧ 㸯  

ィ     
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④ 一 般 事 項

１． 建設機械運転労務

㐠㌿ᡭの労ົṌの⪃え方

(１) 㐠㌿ᡭは通ᖺ㞠用的なᖖ用とみなす。

(２) １ே工は実働８㛫とする。

２． 指定事項における運転労務数量について

各工✀における当該機械ẖの機械㐠㌿単価表において，ᣦᐃ事項に㐠㌿労ົ数㔞がᣦᐃされている場合は，これ

によるものとする。

ᣦᐃ事項において㐠㌿労ົ数㔞がᣦᐃされていない場合は，第Ϩ⦅第５章ձ建設機械㐠㌿労ົによるものとする。

３． 運転日当り運転時間（Ｔ）

(１) 作業が標準状ែで࠶る場合，㐠㌿᪥当り㐠㌿㛫（㹒）は建設機械等ᦆᩱ算ᐃ表に♧すᖺ㛫標準㐠㌿㛫，

ᖺ㛫標準㐠㌿᪥数等より算出した್を用する。

ただし，各工✀における当該機械ẖに㐠㌿労ົ数㔞がᣦᐃされている場合は，これによる。

(２) 工事の施工に特別な条件がない場合，作業は標準状ែとぢなす。

(３) 積上げでồめた㐠㌿᪥当り㐠㌿（㹒）と標準㛫（㹒㹭）のᕪが㹒㹭に対し±20％未満の場合には，標準状

ែとみなし，標準㹒㹭を用することができる。

(㸲) 設計ኚ᭦ࡑのྍᢠຊ等により，当ึのዎ⣙条件をኚ᭦するため㐠㌿᪥当り㐠㌿㛫（㹒）がいちじるし

くኚ᭦する場合（s20％以上の場合）は，㐠㌿᪥当り㐠㌿㛫（㹒）をኚ᭦する。

(５) 㐠㌿᪥当り㐠㌿㛫（㹒）が㸲㛫未満の場合，Ṍはすべて㹒＝㸲㛫で積算し同一㐠㌿ᡭによるの機

械の㐠㌿等を⪃慮する。ཪ㐠㌿᪥当り㐠㌿㛫（㹒）が㸵㛫を超える場合もṌはすべて㹒＝㸵㛫で積算

し，場合によࡗては２シࢺࣇไを⪃慮する。

(㸴) 㐠㌿᪥当り㐠㌿㛫（㹒）は，小数第２位を四捨五入して小数第１位止めとし，機械㐠㌿１㛫当り労ົṌ

は，小数第３位を四捨五入して小数第２位止めとする。

４． 運転手を計上する機械

㐨㊰通法にᐃめる㐠㌿චチがᚲ要な建設機械୪びにこれと同等の機械（ࣇニッシࣕ，アࢺࣝࣇࢫプࣛンࢺ

等）とする。

㐠㌿ᡭを計上する条件を㐠㌿ᡭ（特Ṧ）及び㐠㌿ᡭ（一般）と分㢮してࡑの各ࠎの内容をḟのとおりとする。

(１) 㐠㌿ᡭ（特Ṧ）

㔜機械（㐨㊰通法第 84 条につ⛬する大ᆺ特Ṧචチまたは労働安全⾨生法第 61 条第１項につ⛬するචチ，

㈨᱁もしくはᢏ⬟ㅮ⩦のಟをᚲ要とし，㐠㌿及び᧯作に⇍⦎を要するもの。）の㐠㌿及び᧯作について┦当

⛬ᗘのᢏ⬟を᭷し，として㔜機械を㐠㌿または᧯作及びᩚ備Ⅼ᳨，給Ἔ⬡，Ύᤲ等の作業。

(２) 㐠㌿ᡭ（一般）

㐨㊰通法第 84 条につ⛬する㐠㌿චチ（大ᆺචチ，ᬑ通චチ等）を᭷し，として機械を㐠㌿または᧯作

及びᩚ備Ⅼ᳨，給Ἔ⬡，Ύᤲ等の作業。

(３) 特Ṧ作業ဨとしてのྲྀᢅい

㍍機械（㐨㊰通法第 84条につ⛬する㐠㌿චチまたは労働安全⾨生法第 61条第１項につ⛬するචチ，㈨᱁

もしくはᢏ⬟ㅮ⩦のಟをᚲ要とせず，㐠㌿及び᧯作にẚ㍑的⇍⦎を要しないもの。）を㐠㌿または᧯作して

行う作業。
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５． ダム工事及び大型造成工事について 

ダム工事及び大型造成工事については，機械付世話役及び助手を別途考慮する。 

 

６． 労務単価について 

単価は公共工事設計労務単価（二省単価）による。 

・世話役の単価について（6.1） 

機械付世話役単価は一般土木世話役の労務単価とする。 

・助手の単価（58.2） 

助手の単価は普通作業員の単価とする。 

・機械工の単価（58.2） 

機械工の単価は溶接工の単価とする。 

 

７． 歩掛について 

(１) 損料との関係 

１) 機械の供用日数，運転時間の定義等についてはすべて「請負工事機械経費積算要領」によるものとする。 

２) 時間当り損料 労務歩掛積算要領表（表－１） 

 

８． 運転手職種別の対象機械 

運転手職種別の対象機械は，表－２のとおりとする。 
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表䠉䠎 㐠㌿ປົ㐺⏝⫋✀୍ぴ 

ᶵ  Ე  ྡ 規   格 ᶵᲔ㉁量 
㐠㌿ᡭ 
(≉Ṧ) 

㐠㌿ᡭ 
(୍⯡) 

≉ Ṧ 
సᴗဨ 

    せ 

ࣈ ࣝ ࢻ ー  ࢨ

 1㹲 㸫   ۑ  

 3㹲௨ୖ 㸫 ۑ    

 リࣃࢵ⨨ 㸫 ۑ    

ࣞ ー ࢟ ࢻ ー  ࢨ
ࢱ  ࣖ ࢻ ー  ࢨ

 3㹲⣭ᮍ‶ 㸫   ۑ  

 3㹲⣭௨ୖ 㸫 ۑ    

ト ࣛ ク  ࢱ

クࣟーࣛ 
3㹲⣭ᮍ‶ 㸫   ۑ  

3㹲⣭௨ୖ 㸫 ۑ    

 ーࣝ࣍
㸫 3㹲ᮍ‶  ۑ   

㸫 3㹲௨ୖ ۑ    

ࢫ ク ࣞ ー ࣉ ࢻ ー  ࢨ
ࢫ ク ࣞ ー  ࣃ
ࣔ ー ࢱ ࢫ ク ࣞ ー  ࣃ

ྛ        ✀ 㸫 ۑ    

ࣃ ࣡ ー ࢩ ࣙ ࣋ ࣝ 
 

 ࢙ࣝࢩ࣒クࣛ,࢘࣍クࢵࣂ
 

ࢻ ࣛ ࢢ ࣛ  ン 
 

ࣟーࢹンࣝ࣋ࣙࢩࢢ 

ᶵ   Ე   ᘧ 3㹲௨ୖ ۑ    

クࣟーࣛ 

ᒣ✚0.08ੑ⣭௨ୗ 
(ᖹ✚0.06ੑ) 

㸫   ۑ  

ᒣ✚0.11ੑ⣭௨ୖ 
(ᖹ✚0.08ੑ) 

㸫 ۑ    

 ーࣝ࣍
0.28ੑ⣭௨ୖ 
(ᖹ✚0.2ੑ) 

㸫 ۑ    

ク ࣟ ー ࣛ ࣟ ー  ࢲ
ᒣ✚0.25ੑ⣭௨ୗ 㸫   ۑ  

ᒣ✚0.4 ੑ⣭௨ୖ 㸫 ۑ    

࣍  ー ࣝ ࣟ ー  ࢲ
ᒣ✚0.4 ੑ⣭௨ୗ 㸫  ۑ   

ᒣ✚0.5 ੑ⣭௨ୖ 㸫 ۑ    

 

 

ᶵ  Ე  ྡ 規   格 ᶵᲔ㉁量 
㐠㌿ᡭ 
(≉Ṧ) 

㐠㌿ᡭ 
(୍⯡) 

≉ Ṧ 
సᴗဨ 

    せ 

ク ࣟ ー ࣛ ク ࣞ ー ン 
1㹲ྞᮍ‶ 㸫   ۑ  

1㹲ྞ௨ୖ 㸫 ۑ    

ト ࣛ ࢵ ク ク ࣞ ー ン 
 ーンクࣞーンࣞࢸࣇࣛ

1㹲ྞᮍ‶ 㸫  ۑ   

1㹲ྞ௨ୖ 㸫 ۑ    

ࣔ ー ࢱ ࢢ ࣞ ー ྛ ࢲ ✀ 㸫 ۑ    

ࢧ ン ࢻ ࣃ  ࣝ ᡴ ᶵ ࣟࣈࣂᘧ 㸫 ۑ    

ク ࣟ ー ࣛ ᮺ ᡴ ᶵ 
ࣈ ー ࣒ ᘧ 㸫 ۑ    

┤ ⤖ ᘧ 㸫 ۑ    

㊰ 面 Ύ ᤲ ㌴ 
    ۑ 㸫 ࣉンࢲトࣇントリࣟࣇᘧࢩࣛࣈ

ୖ グ ௨ እ 㸫  ۑ   

トࣛࢵクᘧー࢜ࢫー࢞ ྛ ✀ 㸫 ۑ    

 ᆺ ࣈ ࣞ ー  ᯫ࢘࣍クࢵࣂ   ۑ 㸫 ࠌ ࢝

ᩓ Ỉ ㌴ ࠌ 㸫  ۑ   

ഃ ⁁ Ύ ᤲ ㌴ ࠌ 㸫  ۑ   

 Ỉ ⟶ Ύ ᤲ ㌴ ࠌ 㸫  ۑ   

࢞ ー ࢻ ࣞ ー ࣝ Ύ ᤲ ㌴ ࣈ ࣛ ࢩ ᘧ 㸫  ۑ   

ト ン ࢿ ࣝ Ύ ᤲ ㌴ ࠌ 㸫  ۑ   

ト ࣛ ࢵ ク 

ᅜ ⏘ ・ ᬑ ㏻ 
クࣞーン⨨1㹲ྞᮍ‶ 

㸫  ۑ   

クࣞーン⨨1㹲ྞ௨ୖ 㸫 ۑ    
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Ⅰ-6-մ-5 

 

ᶵ  Ე  ྡ 規   格 ᶵᲔ㉁量 
㐠㌿ᡭ 
(≉Ṧ) 

㐠㌿ᡭ 
(୍⯡) 

≉ Ṧ 
సᴗဨ 

    せ 

ࢲ ン ࣉ ト ࣛ ࢵ ク ྛ ✀ 㸫  ۑ   

ᑓ⏝㔜ࢲンࣉトࣛࢵク ྛ ✀ 㸫  ۑ   

 ᩚ ᆅ 㐠 ᦙ ㌴ 
✚㍕㉁量1㹲ᮍ‶ 㸫   ۑ  

✚㍕㉁量1㹲௨ୖ 㸫 ۑ    

Ỉ㝣୧⏝㐠ᦙ㌴(Ἶୖ㌴) ྛ ✀ 㸫 ۑ    

స ᴗ ㌴ 

ྛ ✀ 
(クࣞーン⨨1㹲ྞ௨ୖࢆ㝖ࡃ) 

㸫  ۑ  クࣞーン⨨1㹲ྞ௨ୖࡢᶵ✀
࠸࡞ࡋ⏝ࢆクࣞーン,࡚ࡗ࠶࡛
場ྜࡣ,㐠㌿ᡭ(୍⯡)ࡳࡢィୖ ྛ ✀ 

(クࣞーン⨨1㹲ྞ௨ୖ) 
㸫 ۑ   

㧗 ᡤ స ᴗ ㌴ 
సᴗᗋ㧗10ｍᮍ‶ 㸫  ۑ   

సᴗᗋ㧗10ｍ௨ୖ 㸫 ۑ    

コンクリート࣏ンࣉ㌴ 
㓄 ⟶ ᘧ 㸫 ۑ    

ࣈ ー ࣒ ᘧ 㸫 ۑ    

ࣛ  ン ࣐ ー  ࢝
⮬ ㉮ ᘧ 㸫  ۑ   

㌴ ㍕ ᘧ 㸫  ۑ   

ࣟ ー ࢻ ࣟ ー ࣛ 
࣐ ࢝ ࢲ     ۑ 㸫 ࣒

ࢱ ン ࢹ     ۑ 㸫 ࣒

ࢱ  ࣖ ࣟ ー ࣛ ྛ ✀ 㸫 ۑ    

 ື ࣟ ー ࣛ 
⮬㉮ᘧ2.5㹼2.8㹲௨ୗ 㸫   ۑ  

    ۑ 3.0㹼5.0㹲௨ୖ 㸫  ࠌ  

 

 

ᶵ  Ე  ྡ 規   格 ᶵᲔ㉁量 
㐠㌿ᡭ 
(≉Ṧ) 

㐠㌿ᡭ 
(୍⯡) 

≉ Ṧ 
సᴗဨ 

    せ 

コンクリート3.0 ࣕࢩࢵࢽࣇ㹼4.5ｍ௨ୖ 㸫 ۑ    

コンクリートࣞࣈ ࢲࢵࣞࣉࢫーࢻᘧ・ࢵ࣎クࢫᘧ 㸫 ۑ    

コンクリート     ۑ ー 3.0㹼7.5ｍ 㸫ࣛ࣋ࣞ

ྛ ࣕࢩࢵࢽࣇトࣝࣇࢫ ✀ 㸫 ۑ    

トࣝࣇࢫ     ۑ 㸫 ࠌ ントࣛࣉ

   ۑ  㸫 ࠌ ࢱーࣗࣅトリࢫࢹトࣝࣇࢫ

   ۑ  ㉮ᘧ・ྛ✀ 㸫⮬ ࢲࢵࣞࣉࢫトࣝࣇࢫ

ࢫ ࢱ ࣅ ࣛ      ۑ ㊰ୖΰྜ⮬㉮ᘧྛ✀ 㸫 ࢨ

ト ࣞ ン ࢳ ࣕ 
⮬ ㉮ ᘧ 3㹲ᮍ‶   ۑ  

    ۑ 3㹲௨ୖ ࠌ

ト ࣛ ࢵ ク ࣑ ࢟ ྛ ࢧ ✀ 㸫  ۑ   

ࣄ ー ࢱ ࣉ ࣞ ー     ۑ 㸫  ࢼ

㊰ 面 ษ ๐ ᶵ クࣟーࣛᘧ・࣍ーࣝᘧ 㸫 ۑ    

࣐  ク ࣟ ࣂ    ۑ  㸫  ࢫ

㐃 ⤡ ㌴  㸫  ۑ   

࢘  ン  ࢳ
5㹲ྞᮍ‶ 㸫   ۑ  

5㹲ྞ௨ୖ 㸫 ۑ    

ⲡ ส ㌴ ᆺ⮬㉮ᘧ(ᒚᖏᘧ) 㸫   ۑ  

ⲡ ส ᶵ ⫪ᘧ・ࣁンࢻ࢞ࢻᘧ 㸫   ۑ  
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第 6 章　　ෛ工事のಛڐ
用料の積算　　　　　
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①  95①  95 Ⅰ−6−①−1

Ⅰ-7-ձ-1 

➨㸵❶ ᅵᮌㄳ㈇工ࡢ≉チ⏝ᩱࡢ✚⟬ 
 

䐟 ᅵᮌㄳ㈇工䛾≉チ⏝ᩱ䛾✚⟬䛻䛴䛔䛶 

 

㸯㸬ᅵᮌㄳ㈇工工㈝࡚࠸࠾⟭✚ࡢᚲせ࡞≉チ⏝ᩱࡢ⟬ᐃࡣ࡚࠸ࡘḟࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ㸪ࡾࡼࢀࡇ

㞴࠸場ྜูࡣ㏵⪃៖ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

(㸯) ≉チ⏝ᩱࡢ㐺⏝ 

≉チ⏝ᩱࡢ㐺⏝ࡣ㸪≉チᶒ➼ಀࡿ施工ἲ・ヨ㦂ἲ・〇㐀ἲ୪ࡧ≉チᶒ㸪ᐇ⏝᪂ᶒཬࡧពᶒ➼ࢆ⏝

ᡭࡃᇶ࡙㸪≉チἲࡋ➼チ工ἲ≉ࡓࡋ㇟ᑐࢆ࡚ࡢࡶࡿಀ➼⨨➼㸪工ᴗᡤ᭷ᶒࡓࡏࡉ施工・〇స࡚࠸

ᮇ㛫ࡁ⥆ᡭ࠸࡞࠸࡚ࡋࡀ㸪タᐃⓏ㘓ࡘ㸪ୟࡋࢆฟ㢪ࡧ場ྜཬࡿ࠸࡚ࡋࡀ㸪タᐃⓏ㘓ࡕ࠺ࡢࡁ⥆

Ẹ㛫≉チ工ࡧ㸪ඹ᭷≉チཬࡣࡢࡿࡍィୖࢆ㸪≉チ⏝ᩱࡓࡲࠋࡿࡍ⏝㐺⟭✚ࡿࡍ⏝ࢆ➼㸪ᙜヱ工ἲ࡚࠸࠾

ἲ➼ࢆ⏝ࡿࡍ場ྜࠋࡿࡍ 

(㸰) ≉チ⏝ᩱࡢ✚⟬ 

≉チ⏝ᩱࡣ㸪工ࢆ施工ࡢࡿࡍ┤᥋ᚲせࡋ㈝⤒ࡿࡍ㸪ࡢࡑ⟬ᐃࡣዎ⣙ᇶ࡙ࡁ⏝ࡿࡍ≉チࡢ⏝

ᩱࡧࡼ࠾ὴฟࡿࡍᢏ⾡⪅➼せྜࡢ⏝㈝ࡿࡍィ㢠ࠋࡿࡍ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

㸯) ≉チ⏝ᩱࡢ⟬ฟ 

ඹ᭷≉チ工ἲ➼ࢆ⏝ࡿࡍ場ྜࡣ㸪ᐇ施ዎ⣙ᇶ࡙ࡃ㸪Ẹ㛫ᴗ➼ࡀ᭷ࡿࡍ≉チᶒࡢᣢ分ᑐᛂࡓࡋ≉

チ⏝ᩱࢆィୖࡋ㸪Ẹ㛫≉チ工ἲ➼ࢆ⏝ࡿࡍ場ྜࡣ㸪ᙜヱ≉チ工ἲಀࡿ࡚ࡢ≉チ⏝ᩱࢆィୖࠋࡿࡍ 

ࢀࡲྵࡀ㸪≉チ⏝ᩱࡣ࡚࠸ࡘ➼⨨ࡓࡏࡉ施工・〇స࡚࠸⏝ࢆ➼ពᶒࡧ㸪≉チᶒ㸪ᐇ⏝᪂ᶒཬ࠾࡞

 ࠋ࠸ࡓࢀࡉព␃࡛ࡢࡿ࠶ࡀ場ྜࡿ࠸࡚

 

┤᥋工㈝ 

工ཎ౯ 

㛫᥋工㈝ ㄳ㈇工㈝ 

工౯᱁ 

ᾘ㈝⛯┦ᙜ㢠 ୍⯡⟶理㈝➼ 

ປົ㈝ 

ᮦᩱ㈝ 

┤᥋⤒㈝ 

ᶵᲔ⤒㈝ 

Ỉ㐨ග⇕㟁ຊᩱ 

≉チ⏝ᩱ 

第㸴章
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間త੍約Λडける公共工事の積算について࣌　①
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第 7 章　　࣌間త੍約Λडける
公共工事の積算

࣌
ؒ
త
੍

Λ
ड
͚
Δ

ެ
ڞ


工
事
の
ੵ
ࢉ



Ⅰ−1−①− ①  98①  98



①  99①  99 Ⅰ−7−①−1

Ⅰ-8-ձ-1 

➨㸶❶ 㛫ⓗไ⣙ࡿࡅཷࢆබඹᅵᮌ工ࡢ✚⟬ 
 

䐟 㛫ⓗไ⣙䜢ཷ䛡䜛බඹᅵᮌ工䛾✚⟬䛻䛴䛔䛶 

㸯㸬බඹᅵᮌ工࡚࠸࠾㸪ୗグࡍ♧㡯┠ࡾࡼ⥅⥆ⓗ㛫ⓗไ⣙ࡅཷࢆ㸪㏻ᖖࡢసᴗ㛫ࢆ☜ಖ࡛ࡀࡇࡿࡍ

 ࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢḟࡣᐃ⟭ࡢ㈝ປົࡿಀ⟭✚ࡢᙜヱసᴗࡿࡅ࠾場ྜ࠸࡞ࡁ

(㸯) 㛫ⓗไ⣙条件 

㸯) 現㐨ࡢ㏻量ࡢከ࠸㛫ᖏ 

㸰) ㏻・㏻Ꮫࡢ㛫ᖏ 

㸱) බⓗ࡞㍺㏦ᶵ㛵㸦ࢫࣂ・㕲㐨➼㸧ࣆࡢークࡿ࡞㛫ᖏ 

㸲) 工場ᡤ࿘㎶ᆅᇦࡢ⏕ά㸪ྛ✀Ⴀᴗάື➼ࡢ㛫ᖏ➼ 

௨ୖࡢ㛫ᖏࢆ㑊ࡓࡅ施工ࢆᚲせࡿࡍ場ྜࠋࡿࡍ 

 ࠋ࠸࡞ࡋ⏝㐺ࡣ場ྜࡿࡅཷࢆ㸧ࡳࡢ᭙᪥ۑไ⣙㸦㸸ẖ㐌ࡢࡳࡢ᪥ࡢᐃ≉ࡿ࠶㸪ࡋࡔࡓ

(㸰) ไ⣙ࡿࡅཷࢆసᴗ㛫ࡢ㐺⏝⠊ᅖ 

ไ⣙ࡿࡅཷࢆసᴗ㛫ࡣ࡚࠸ࡘ㸪㸲㛫/᪥௨ୖ㹼7.5㛫/᪥௨ୗࠋࡿࡍ 

ࡢࡶࡿࡍ⟭✚㐺ṇࡋ៖⪄ࢆ➼㸪ู㏵施工条件ࡣ場ྜࡢ‶㸲㛫/᪥ᮍࡀసᴗ㛫ࡿࡅཷࢆ㸪ไ⣙࠾࡞

 ࠋࡿࡍ

(㸱) ປົ㈝ࡢ⟬ᐃ᪉ἲ 

㛫ⓗไ⣙ࡿࡅཷࢆ工ࡢタィປົ単౯ࡢ⿵ṇቑࡣࡋ㸪௨ୗࡢ᪉ἲࠋࡿࡍࡢࡶ࠺⾜ࡾࡼ 

㸯) సᴗ㛫ࡢ⟬ฟ 

ᣊ᮰㛫㸻సᴗ⤊㛫㸫సᴗ㛤ጞ㛫 㸦࠾࡞㸪ᶆ‽ᣊ᮰㛫ࡣ㸷㛫ࡿࡍ㸧 

సᴗ㛫㸻ᣊ᮰㛫㸫㸯㛫㸦ఇ᠁㛫ᖏ㸧 㸦࠾࡞㸪ᶆ‽సᴗ㛫ࡣ㸶㛫ࡿࡍ㸧 

㸰) ⿵ṇቑࡋಀ数 

㛫ⓗไ⣙≧ἣ䛾⛬ᗘ ⿵ṇቑ䛧ಀᩘ 

  㛫  ⓗ  ไ  ⣙ ࢆ   ཷ ࡅ  ࡿ   場  ྜ 1.06 

 㛫 ⓗ ไ ⣙ ࢆ ⴭ ࡿ ࡅ ཷ ࡃ ࡋ 場 ྜ 1.14 

ὀ㸧ࠕ㛫ⓗไ⣙ࡿࡅཷࢆ場ྜࠖࡣ㸪సᴗ㛫ࡀ㸵㛫/᪥ࢆ㉸࠼ 7.5㛫/᪥௨ୗࠋ࠺࠸ࢆ 

 ࠋ࠺࠸ࢆ㸲㛫/᪥௨ୖ㹼㸵㛫/᪥௨ୗࡀ㸪సᴗ㛫ࡣ場ྜࠖࡿࡅཷࡃࡋⴭࢆ㛫ⓗไ⣙ࠕ

 

㸱) タィປົ単౯ࡢ⿵ṇቑࡋ 

タィປົ単౯ࡣ㸪ḟᘧࡾࡼ⿵ṇቑࠋࡿࡍࡢࡶ࠺⾜ࢆࡋ 

 タィປົ単౯ࡢ場ྜࡿࡅཷࢆไ⣙సᴗ㛫࡚࠸࠾㛫ᖏ㸦㸶㹼17㸧ෆࡁࡍ㸧 ㏻ᖖົ

タィປົ単౯㸻බඹ工タィປົ単౯�⿵ṇቑࡋಀ数 

ࣟ㸧 施工条件ࡾࡼ㸪ࢆࡴࡸᚓࡎ㏻ᖖົࡁࡍ㛫ᖏ㸦㸶㹼17㸧ࢆእ࡚ࡋసᴗ࠺⾜ࢆ場ྜࡢタィປ

ົ単౯㸦㸫1㸪㸫2㸧 

タィປົ単౯㸻㹙බඹ工タィປົ単౯㸩ቑࡋ㈤㔠㹛�⿵ṇቑࡋಀ数 

第㸵章

Ⅰ-8-ձ-1 

➨㸶❶ 㛫ⓗไ⣙ࡿࡅཷࢆබඹᅵᮌ工ࡢ✚⟬ 
 

䐟 㛫ⓗไ⣙䜢ཷ䛡䜛බඹᅵᮌ工䛾✚⟬䛻䛴䛔䛶 

㸯㸬බඹᅵᮌ工࡚࠸࠾㸪ୗグࡍ♧㡯┠ࡾࡼ⥅⥆ⓗ㛫ⓗไ⣙ࡅཷࢆ㸪㏻ᖖࡢసᴗ㛫ࢆ☜ಖ࡛ࡀࡇࡿࡍ

 ࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢḟࡣᐃ⟭ࡢ㈝ປົࡿಀ⟭✚ࡢᙜヱసᴗࡿࡅ࠾場ྜ࠸࡞ࡁ

(㸯) 㛫ⓗไ⣙条件 

㸯) 現㐨ࡢ㏻量ࡢከ࠸㛫ᖏ 

㸰) ㏻・㏻Ꮫࡢ㛫ᖏ 

㸱) බⓗ࡞㍺㏦ᶵ㛵㸦ࢫࣂ・㕲㐨➼㸧ࣆࡢークࡿ࡞㛫ᖏ 

㸲) 工場ᡤ࿘㎶ᆅᇦࡢ⏕ά㸪ྛ✀Ⴀᴗάື➼ࡢ㛫ᖏ➼ 

௨ୖࡢ㛫ᖏࢆ㑊ࡓࡅ施工ࢆᚲせࡿࡍ場ྜࠋࡿࡍ 

 ࠋ࠸࡞ࡋ⏝㐺ࡣ場ྜࡿࡅཷࢆ㸧ࡳࡢ᭙᪥ۑไ⣙㸦㸸ẖ㐌ࡢࡳࡢ᪥ࡢᐃ≉ࡿ࠶㸪ࡋࡔࡓ

(㸰) ไ⣙ࡿࡅཷࢆసᴗ㛫ࡢ㐺⏝⠊ᅖ 

ไ⣙ࡿࡅཷࢆసᴗ㛫ࡣ࡚࠸ࡘ㸪㸲㛫/᪥௨ୖ㹼7.5㛫/᪥௨ୗࠋࡿࡍ 

ࡢࡶࡿࡍ⟭✚㐺ṇࡋ៖⪄ࢆ➼㸪ู㏵施工条件ࡣ場ྜࡢ‶㸲㛫/᪥ᮍࡀసᴗ㛫ࡿࡅཷࢆ㸪ไ⣙࠾࡞

 ࠋࡿࡍ

(㸱) ປົ㈝ࡢ⟬ᐃ᪉ἲ 

㛫ⓗไ⣙ࡿࡅཷࢆ工ࡢタィປົ単౯ࡢ⿵ṇቑࡣࡋ㸪௨ୗࡢ᪉ἲࠋࡿࡍࡢࡶ࠺⾜ࡾࡼ 

㸯) సᴗ㛫ࡢ⟬ฟ 

ᣊ᮰㛫㸻సᴗ⤊㛫㸫సᴗ㛤ጞ㛫 㸦࠾࡞㸪ᶆ‽ᣊ᮰㛫ࡣ㸷㛫ࡿࡍ㸧 

సᴗ㛫㸻ᣊ᮰㛫㸫㸯㛫㸦ఇ᠁㛫ᖏ㸧 㸦࠾࡞㸪ᶆ‽సᴗ㛫ࡣ㸶㛫ࡿࡍ㸧 

㸰) ⿵ṇቑࡋಀ数 

㛫ⓗไ⣙≧ἣ䛾⛬ᗘ ⿵ṇቑ䛧ಀᩘ 

  㛫  ⓗ  ไ  ⣙ ࢆ   ཷ ࡅ  ࡿ   場  ྜ 1.06 

 㛫 ⓗ ไ ⣙ ࢆ ⴭ ࡿ ࡅ ཷ ࡃ ࡋ 場 ྜ 1.14 

ὀ㸧ࠕ㛫ⓗไ⣙ࡿࡅཷࢆ場ྜࠖࡣ㸪సᴗ㛫ࡀ㸵㛫/᪥ࢆ㉸࠼ 7.5㛫/᪥௨ୗࠋ࠺࠸ࢆ 

 ࠋ࠺࠸ࢆ㸲㛫/᪥௨ୖ㹼㸵㛫/᪥௨ୗࡀ㸪సᴗ㛫ࡣ場ྜࠖࡿࡅཷࡃࡋⴭࢆ㛫ⓗไ⣙ࠕ

 

㸱) タィປົ単౯ࡢ⿵ṇቑࡋ 

タィປົ単౯ࡣ㸪ḟᘧࡾࡼ⿵ṇቑࠋࡿࡍࡢࡶ࠺⾜ࢆࡋ 

 タィປົ単౯ࡢ場ྜࡿࡅཷࢆไ⣙సᴗ㛫࡚࠸࠾㛫ᖏ㸦㸶㹼17㸧ෆࡁࡍ㸧 ㏻ᖖົ

タィປົ単౯㸻බඹ工タィປົ単౯�⿵ṇቑࡋಀ数 

ࣟ㸧 施工条件ࡾࡼ㸪ࢆࡴࡸᚓࡎ㏻ᖖົࡁࡍ㛫ᖏ㸦㸶㹼17㸧ࢆእ࡚ࡋసᴗ࠺⾜ࢆ場ྜࡢタィປ

ົ単౯㸦㸫1㸪㸫2㸧 

タィປົ単౯㸻㹙බඹ工タィປົ単౯㸩ቑࡋ㈤㔠㹛�⿵ṇቑࡋಀ数 

なお，土木工事標準積算ᇶ準ࠝϪࠞ第Ϯ⦅第１章մについても☜ㄆすること。
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㸦㸫㸯㸧20㹼㸴ࡢ㛫ᖏࡢ୰࡛ 21㹼㸳ࡢ࡛ࡲ㛫ⓗไ⣙ࡓࡅཷࢆ場ྜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タィປົ単౯㸻㹙ᇶ‽㢠㸩ቑࡋ㈤㔠㹛�⿵ṇቑࡋಀ数 

㸻ᇶ‽㢠�1.5×1.14 

㸻ᇶ‽㢠�1.71 

 ㈤㔠㸻ᇶ‽㢠�0.5ࡋ㸪ቑࡋࡔࡓ

㸦㸫㸰㸧18㹼㸲ࡢ㛫ᖏࡢ୰࡛ 19㹼㸱ࡢ࡛ࡲ㛫ⓗไ⣙ࡓࡅཷࢆ場ྜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タィປົ単౯㸻㹙ᇶ‽㢠㸩ቑࡋ㈤㔠㹛�⿵ṇቑࡋಀ数 

㸻ᇶ‽㢠�1.428×1.14 

㸻ᇶ‽㢠�1.628 

 ⋠ࡋ㸪Ș㸻ቑࡋࡔࡓ

㸻㸦1h×1.0㸩6h×1.5㸧㸭7h 

㸻1.428 

ቑࡋ㈤㔠㸻ᇶ‽㢠�0.428 

㒊分ࡋ㸪ቑࡣ場ྜࡿࡍ៖⪄࡚ࡏࢃྜࢆ㸧➼ࡋᮇቑࡢ㸦✚㞷ᐮ෭ᆅᇦ࡛ࡋṦቑ≉ࡢ㸧 タィປົ単౯ࣁ

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍὀព࠺ࡼ࠸࡞ࡋ「㔜ࡀ

 ࠋࡿࡍ㇟ᑐࡢࡋṇቑ⿵ࡶ࡚࠸ࡘ㈝ປົࡢ㸧 ᶵᲔປົࢽ

(㸲) ᶵᲔᦆᩱࡢ⿵ṇ 

㛫ⓗไ⣙ࡿࡅཷࢆ工࡚ࡗࡓ࠶⟭✚ࡢ㸪ƫ Ეᦆᩱࢆ⿵ṇࡿࡍ場ྜࠕࡣᘓタᶵᲔᦆᩱࡢ⟬ᐃ࡚ࠖ࠸ࡘ

㸦ᘓタ┬ᶵⓎ➨ 65ྕ㸧ࠝ  55ᖺ㸰᭶ 22᪥ࠞࡾࡼ㸪⾜ࠋࡿࡍࡢࡶ࠺ 

(㸳) 工ᮇࡢタᐃ 

㛫ⓗไ⣙ࡿࡅཷࢆ工ࡢ工ᮇタᐃࡣ࡚ࡗࡓ࠶㸪ไ⣙ࡓࢀࡉసᴗ㛫ࡾࡼ㐺ṇ࡞工ᮇࡢタᐃࡶ࠺⾜ࢆ

 ࠋࡿࡍࡢ

 

ไ⣙ࡓࡅཷࢆ㛫ᖏ㸦㸵㹦㸧 

㸲㹦 㸱㹦 㸯㹦

 

ᇶ‽㢠�1.5 

ไ⣙⿵ṇᚋࡢタィປാ単౯ 

20 21 㸯 㸰 㸳 㸴 

ไ⣙ࡓࡅཷࢆ㛫ᖏ㸦㸵㹦㸧 

㸱㹦 㸱㹦 㸯㹦

 

ᇶ‽㢠�Ș 

ไ⣙⿵ṇᚋࡢタィປാ単౯ 

18 19 23 24 㸱 㸲 

㸯㹦

 

20 

ไ⣙⿵ṇᚋの設計労ົ単価

ไ⣙⿵ṇᚋの設計労ົ単価
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①　ෛ工事におけるイϝーδΞップܦ費の積算
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第 8 章　　ෛ工事における
　　　　　イϝーδΞップܦ費の
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① 103① 103 Ⅰ−8−①−1

第８章 土木請負工事におけるイメージアップ経費の積算

ձ ᅵᮌㄳ㈇ᕤࡢ㈝⤒ࣉࢵࢪ࣮࣓ࡿࡅ࠾✚⟬

㸯㸬ᑐ㇟ࣉࢵࢪ࣮࣓ࡿ࡞ෆᐜࡣḟࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ

工事に伴い実施する仮設備，営繕施設，安全施設のイメージアップ及び地域とのコミュニケーション等に関

するものを対象とする。

㸰㸬㐺⏝ࡢ⠊ᅖ

周辺住民の生活環境への配慮及び一般住民への建設事業の広報活動，現場労働者の作業環境の改善を行うた

めに実施するもので，原則，すべての屋外工事を対象とする。ただし，維持工事等でイメージアップの実施が

困難なもの及び効果が期待出来ないものについては，対象外とすることが出来る。

㸱㸬✚⟬᪉ἲ

（１）イメージアップ経費の積算は，以下の方法により行うものとする。ただし，標準的なイメージアップを

行う場合は率計上とし，特別なイメージアップを行う場合は積上げ計上とする。

イ．積算方法は以下のとおりとし，イメージアップ経費に計上するものとする。

Ｋ＝i・(n/5)・Pi＋α

ただし

Ｋ：イメージアップに要する費用（単位：円，1000 円未満切り捨て）

i ：イメージアップ費率（単位：％，小数第３位四捨五入２位止め）

i＝11.0・Pi -0.1380（Pi が５億円を超える場合は 0.69とする）

ただし，市街地についてはｉに（n/5）×1.5 を加算する。

n ：イメージアップで実施する内容の数（項目数，最大５）

Pi：対象額（直接工事費（処分費等を除く）＋支給品費（共通仮設費対象分）＋無償貸付機械等

評価額）

なお，対象額が５億円を超える場合は５億円とする。

α ：積上げ計上分（単位 円，1000 円未満切り捨て）

対象額 ： Pi
イメージアップ費率 ： ｉ （％）

地 方 部 市 街 地

直接工事費（処

分費等を除く）

＋

支給品費

＋

無償貸付機械等

評価額

５億円以下

の場合
i＝ 11.0･Pi-0.138 ｉ＝ 11.0・P i -0.138＋1.5

５億円を超

える場合
i＝ 0.69 i＝ 2.19

ロ．率に計上されるものは，別表－１の内容のうち原則として各計上費目（仮設備関係，営繕関係，安全

関係，地域とのコミュニケーション）につき１内容（いずれか１費目のみ２内容）までの最大５つの内

容を計上することができる。

なお，地域の状況・工事内容により組み合わせ，実施費目数及び実施内容を適切に選択すること。

ハ．近接工事の条件に該当する追加工事を発注する場合で，イメージアップの費用を計上する場合は，現

工事の項目数（n）と同じとすること。

ձ 103 Ϩ㸫8㸫ձ㸫㸯

第８章ࠉ土木請負工事におけるイメージアップ

経費の積算ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

平成29年4月30日までの起工適用

211827
長方形
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第８章 土木請負工事における現場環境改善費の

積算 
 

① 土木請負工事における現場環境改善費の積算 

１． 対象となる内容は次のとおりとする。 

工事に伴い実施する現場環境改善（仮設備関係，営繕関係，安全関係）及び地域連携に関するものを対象とする。 

なお、工種区分が「港湾・漁港工事」、「海岸工事（港湾・漁港に関わる海岸）」、「港湾・漁港構造物工事・海岸

工事」、「空港用地造成工事」、「空港舗装工事」、「空港維持工事」を適用する場合は，本積算の対象外とする。 

 

２． 適 用 の 範 囲 

周辺住民の生活環境への配慮及び一般住民への建設事業の広報活動，現場労働者の作業環境の改善を行うために

実施するもので，原則，すべての屋外工事を対象とする。ただし，維持工事等で実施が困難なもの及び効果が期待

出来ないものについては，対象外とすることが出来る。 

 

３． 積 算 方 法 

(１)  現場環境改善費の積算は，以下の方法により行うものとする。ただし，標準的な現場環境改善を行う場合

は率計上とし，特別な内容を実施する場合は積上げ計上とする。 

 

イ．積算方法は以下のとおりとし，現場環境改善費に計上するものとする。 

Ｋ＝i・(n/5)・Pi＋α 

ただし Ｋ：現場環境改善費（単位：円，1000円未満切り捨て） 

i ：現場環境改善費率（単位：％，小数第３位四捨五入２位止め） 

n ：現場環境改善で実施する内容の数（項目数，最大５） 

Pi ：対象額（直接工事費（処分費等を除く共通仮設費対象分）＋支給品費（共通仮設費対象分）

＋無償貸付機械等評価額） 

なお，対象額が５億円を超える場合は５億円とする。 

α ：積上げ計上分（単位 円，1000円未満切り捨て） 

 

対象額 ： Pi  
現場環境改善費率： ｉ (％) 

市街地 左記以外 

直接工事費(処分費等を除く) 

＋ 

支給品費 

＋ 

無償貸付機械等評価額 

５億円以下の場合 ｉ＝56.6・P i -0.174 i＝39.9･Pi-0.201 

５億円を超える場合 ｉ＝1.73 ｉ＝0.71 

 

ロ．率に計上されるものは，別表－１の内容のうち原則として各計上費目（現場環境改善のうち仮設備関係、

営繕関係、安全関係及び地域連携）につき１内容（いずれか１費目のみ２内容）までの最大５つの内容を計

上することができる。 

なお，地域の状況・工事内容により組み合わせ，実施費目数及び実施内容を適切に選択すること。 

ハ．積上げ計上分（α）に計上するものは，費用が巨額となるため現場環境改善費率分で行うことが適当でな

いと判断されるものとする。 

ニ.なお、経費率は現場環境改善費の各費目を１本化した全体での率である。 

ホ. 現場環境改善に関する費用の対象額は５億円を限度とする。 

ヘ．近接工事の条件に該当する追加工事を発注する場合で，現場環境改善の費用を計上する場合は，現工事の

項目数（ｎ）と同じとすること。 
平成 29年 5月 1日以降起工適用 
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(㸰) タィኚ᭦࡚࠸ࡘ 

࠺కኚືࡢ㸪ᑐ㇟㔠㢠㸦Pi㸧ࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡢࡶ࠸࡞ࢃ⾜ࢆ㸪タィኚ᭦ࡣ࡚࠸ࡘࡢࡶࡿࢀࡉィୖ⋠
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᭦ࡢᑐ㇟ࠋࡿࡍ

䠷ู表䠉１䠹

ィୖ㈝┠ ᐇ 施 ࡍ ࡿ ෆ ᐜ 㸦 ⋡ ィ ୖ 分 㸧

௬タഛ㛵ಀ

Ⴀ ⧋ 㛵 ಀ

Ᏻ  㛵 ಀ

ᆅᇦࡢコ

ࢩーࢣࢽ࣑ࣗ

ࣙン

㸯㸬⏝Ỉ・㟁ຊ➼ࡢ౪⤥タഛ㸪㸰㸬⥳・ⰼቭ㸪㸱㸬ࣛトࣉࢵ施タ

㸲㸬ぢᏛ㊰ཬ᳔ࡧᏊࡢタ⨨㸪㸳㸬᪼㝆タഛࡢᐇ㸪㸴㸬⎔ቃ㈇Ⲵࡢపῶ

㸯㸬現場ົᡤࡢᛌ㐺㸪㸰㸬ປാ⪅ᐟ⯋ࡢᛌ㐺

㸱㸬ࢨࢹンࢵ࣎クࢫ㸦㏻ㄏ㆙ഛဨᚅᶵᐊ)㸪㸲㸬現場ఇ᠁ᡤࡢᛌ㐺

㸳㸬ᗣ㛵㐃タഛཬࡧཌ⏕施タࡢᐇ➼

㸯㸬工ᶆ㆑・↷᫂➼Ᏻ施タ࣓ࡢーࣉࢵࢪ㸦㟁ගᘧᶆ㆑➼㸧

㸰㸬┐㞴㜵Ṇᑐ⟇㸦㆙ሗᶵ➼)㸪㸱㸬㑊ᬬ・㜵ᐮᑐ⟇

㸯㸬ᡂணᅗ㸪㸰㸬工ἲㄝ᫂ᅗ㸪㸱㸬工工⛬表

㸲㸬ࢨࢹン工┳ᯈ㸦ྛ工㹎㹐┳ᯈྵࡴ㸧

㸳㸬ぢᏛ➼ࡢ㛤ദ㸦࣋ント➼ࡢᐇ施ྵࡴ㸧

㸴㸬ぢᏛᡤ㸦ン࣓࢛ࣇーࣙࢩンࢭンࢱー㸧ࡢタ⨨ཬࡧ⟶理㐠Ⴀ

㸵㸬ࣃンࢵࣞࣇト・工ἲㄝ᫂࢜ࢹࣅ

㸶㸬ᆅᇦᑐ⟇㈝➼㸦ᆅᇦ⾜➼ࡴྵࢆ㈝⤒ࡢ)㸪㸷㸬♫㈉⊩

(㸱) ධຊᇶ‽表㈝⤒ࣉࢵࢪー࣓

施工Ṍコーࢻ 施工単位 ᘧ

㹈㸯条件
ᕷ⾤ᆅ⿵ṇ࠺⾜ࢆ場ྜࡣ㹙㸯㹛
㹙㸮㹛ࡣ場ྜ࠸࡞ࢃ⾜㸪ࡋධຊࢆ
ཪࡣ✵ⓑ

㹈㸰条件
㏆᥋工ࡢㄪᩚ࠺⾜ࢆ場ྜࡣ
㹙㸯㹛ࢆධຊࡋ㸪⾜࠸࡞ࢃ場ྜ
ⓑ✵ࡣ㹙㸮㹛ཪࡣ

数 量 㸯

率に計上されるものについては，ᚲ要にᛂじて実施する内容の数をኚ᭦できるものとする。また，積上げ計ࠉ

上分（α）については，内容にኚ᭦が生じた場合は設計ኚ᭦の対象とする。
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㸳㸬ᗣ㛵㐃タഛཬࡧཌ⏕施タࡢᐇ➼ 

 

㸯㸬工ᶆ㆑・↷᫂➼Ᏻ施タ࣓ࡢーࣉࢵࢪ㸦㟁ගᘧᶆ㆑➼㸧 

㸰㸬┐㞴㜵Ṇᑐ⟇㸦㆙ሗᶵ➼)㸪㸱㸬㑊ᬬ・㜵ᐮᑐ⟇ 

 

㸯㸬ᡂணᅗ㸪㸰㸬工ἲㄝ᫂ᅗ㸪㸱㸬工工⛬表 

㸲㸬ࢨࢹン工┳ᯈ㸦ྛ工㹎㹐┳ᯈྵࡴ㸧 

㸳㸬ぢᏛ➼ࡢ㛤ദ㸦࣋ント➼ࡢᐇ施ྵࡴ㸧 

㸴㸬ぢᏛᡤ㸦ン࣓࢛ࣇーࣙࢩンࢭンࢱー㸧ࡢタ⨨ཬࡧ⟶理㐠Ⴀ 

㸵㸬ࣃンࢵࣞࣇト・工ἲㄝ᫂࢜ࢹࣅ 

㸶㸬ᆅᇦᑐ⟇㈝➼㸦ᆅᇦ⾜➼ࡴྵࢆ㈝⤒ࡢ)㸪㸷㸬♫㈉⊩ 

(㸱) ධຊᇶ‽表㈝⤒ࣉࢵࢪー࣓

施工Ṍコーࢻ 施工単位 ᘧ

㹈㸯条件
ᕷ⾤ᆅ⿵ṇ࠺⾜ࢆ場ྜࡣ㹙㸯㹛
㹙㸮㹛ࡣ場ྜ࠸࡞ࢃ⾜㸪ࡋධຊࢆ
ཪࡣ✵ⓑ

㹈㸰条件
㏆᥋工ࡢㄪᩚ࠺⾜ࢆ場ྜࡣ
㹙㸯㹛ࢆධຊࡋ㸪⾜࠸࡞ࢃ場ྜ
ⓑ✵ࡣ㹙㸮㹛ཪࡣ

数 量 㸯

平成29年4月30日までの起工適用

211827
長方形
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(２) 設計変更について 

率に計上されるものについては，必要に応じて実施する内容の数を変更できるものとする。さらに，対象金

額（Pi）の変動に伴う現場環境改善費率ｉは変更される。また，積上げ計上分（α）については，内容に変更

が生じた場合は設計変更の対象とする。 

 

［別表－１］ 

計上費目 実施する内容（率計上分） 

現場環境改善 

（仮設備関係） 

１.用水・電力等の供給設備，２.緑化・花壇 

３.ライトアップ施設，４.見学路及び椅子の設置 

５.昇降設備の充実，６.環境負荷の低減 

現場環境改善 

（営繕関係） 

１.現場事務所の快適化（女性用更衣室の設置を含む） 

２.労働宿舎の快適化 

３.デザインボックス（交通誘導警備員待機室） 

４.現場休憩所の快適化 

５.健康関連設備及び厚生施設の充実等 

現場環境改善 

（安全関係） 

１.工事標識・照明等安全施設のイメージアップ（電光式標識等） 

２.盗難防止対策（警報器等） 

３.避暑（熱中症予防）・防寒対策 

地域連携 

１.完成予想図、２.工法説明図、３.工事工程表 

４.デザイン工事看板（各工事 PR看板含む） 

５.見学会等の開催（イベント等の実施含む） 

６.見学所（ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ）の設置及び管理運営 

７.パンフレット・工法説明ビデオ 

８.地域対策費（地域行事等の経費を含む） 

９.社会貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 29年 5月 1日以降起工適用 

① 104 



Ⅰ−1−①− ① 105① 105

①　工事の一࣌த止に͏૿Ճ費用等の積算について

　　　　　　･･･････････････････････ Ⅰ- 9 - ① -  1

1 　૿Ճ費用等の考え方 ･･････････ Ⅰ- 9 - ① -  1

2 　૿Ճ費用等の算定 ････････････ Ⅰ- 9 - ① -  1

第 9 章　　工事の一࣌த止に͏
૿Ճ費用等の積算

ൃ

ऀ
の

Ί
ʹ
ؼ
͢
工
ظ
の
Ԇ


ʹ

͏
૿
Ճ
අ
༻

の
औ
ѻ
͍



Ⅰ−1−①− ①  106①  106



①  107①  107 Ⅰ−9−①−1
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➨㸷❶ 工୍ࡢ୰Ṇక࠺ቑຍ㈝⏝➼ࡢ✚⟬ 
 

䐟 工䛾୍୰Ṇ䛻క䛖ቑຍ㈝⏝➼䛾✚⟬䛻䛴䛔䛶 

⚟ᓥ┴工ㄳ㈇ዎ⣙⣙Ḱ㸦௨ୗࠕ⣙Ḱࠖࠋ࠺࠸㸧➨㸰㸮条➨㸱㡯ᇶ୍࡙ࡃ୰Ṇక࠺ቑຍ㈝⏝,➨㸰㸯条➨

㸰㡯ᇶ࡙ࡃ工ᮇᘏ㛗క࠺ቑຍ㈝⏝ཬࡧ➨㸰㸰条➨㸱㡯ᇶ࡙ࡃ工ᮇ▷⦰క࠺ቑຍ㈝⏝ࡣ⟭✚ࡢ㸪ḟࡾ࠾ࡢ

 ࠋࡿࡍ

 

１． ቑຍ㈝⏝➼䛾⪃䛘᪉ 

㸯㸫㸯 ቑຍ㈝⏝➼ࡢ㐺⏝ 

ቑຍ㈝⏝➼ࡢ㐺⏝ࡣ㸪Ⓨὀ⪅ࡀ工ࡢ୰Ṇ㸦㒊分୰Ṇࡾࡼ工ᮇᘏᮇࡓࡗ࡞場ྜࡴྵࢆ㸧ࢆᣦ♧ࡋ㸪ࡑ

 ࠋࡿࡍ⏝㐺場ྜࡓࡗ࠶ࡀㄳồࡽ⪅ὀཷ࡚࠸ࡘ➼⏝㈝ቑຍ࠺కࢀ

㸯㸫㸰 ቑຍ㈝⏝➼ࡢ⠊ᅖ 

ቑຍ㈝⏝ࡿࡍ⟭✚࡚ࡋ⠊ᅖࡣ㸪工現場ࡢ⥔ᣢせࡿࡍ㈝⏝㸪工యไࡢ⦰ᑠせࡿࡍ㈝⏝㸪工ࡢ 

㛤‽ഛせࡿࡍ㈝⏝㸪୰Ṇࡾࡼ工ᮇᘏᮇࡿ࡞場ྜࡢ㈝⏝㸪工ᮇ▷⦰ࡓࡗ⾜ࢆ場ྜࠋࡿࡍ⏝㈝ࡢ 

㸦㸯㸧 工現場ࡢ⥔ᣢせࡿࡍ㈝⏝ 

工現場ࡢ⥔ᣢせࡣ⏝㈝ࡿࡍ㸪୰Ṇᮇ㛫୰࡚࠸࠾工現場ࢆ⥔ᣢࡋཪࡣ工⾜⥆ࡢഛ࡚࠼ᶵᲔ

ჾල㸪ປົ⪅ཪࡣᢏ⾡⫋ဨ㸦ᑓ㛛⫋✀ࠋࡴྵࢆ௨ୗྠࠋࡌ㸧ࢆಖᣢࡵࡓࡿࡍᚲせࠋࡿࡍ➼⏝㈝ࡿࢀࡉ 

㸦㸰㸧 工యไࡢ⦰ᑠせࡿࡍ㈝⏝ 

工యไࡢ⦰ᑠせࡣ⏝㈝ࡿࡍ㸪୰ṆⅬࡿࡅ࠾工యไࡽ୰Ṇࡓࡋ工現場ࡢ⥔ᣢయไ࡛ࡲ

యไࢆ⦰ᑠࡵࡓࡿࡍ㸪せࡓࡗ࡞ᶵᲔჾල㸪ປົ⪅ཪࡣᢏ⾡⫋ဨࡢ㓄⨨㌿せࠋࡿࡍ➼⏝㈝ࡿࡍ 

㸦㸱㸧 工ࡢ㛤‽ഛせࡿࡍ㈝⏝ 

工ࡢ㛤‽ഛせࡣ⏝㈝ࡿࡍ㸪工ࡢ㛤ண࿌ᚋ㸪工ࢆ㛤࡛ࡿࡁయไࡵࡓࡿࡍ㸪工現場

ᢞධࡿࢀࡉᶵᲔჾල㸪ປົ⪅㸪ᢏ⾡⫋ဨࡢ㌿ධせࠋࡿࡍ➼⏝㈝ࡿࡍ 

㸦㸲㸧 ୰Ṇࡾࡼ工ᮇᘏᮇࡿ࡞場ྜࡢ㈝⏝ 

୰Ṇࡾࡼ工ᮇᘏᮇࡿ࡞場ྜࡣ⏝㈝ࡢ㸪工ᮇᘏᮇࡾࡼࡇࡿ࡞㏣ຍ࡛⏕ࡿࡌ♫ဨ➼⤥㸪現場

ົᡤ㈝⏝㸪ᮦᩱࡢಖ⟶㈝⏝㸪௬タㅖᶵᮦࡢᦆᩱ➼せࠋࡿࡍ➼⏝㈝ࡿࡍ 

㸦㸳㸧 工ᮇ▷⦰ࡓࡗ⾜ࢆ場ྜࡢ㈝⏝ 

工ᮇ▷⦰ࡓࡗ⾜ࢆ場ྜࡣ⏝㈝ࡢ㸪工ᮇ▷⦰ࡢせᅉࡀⓎὀ⪅㉳ᅉࡿࡍ場ྜ㸪⮬↛条件㸦⅏ᐖ➼ྵࡴ㸧

ቑຍࡣ場ྜࡿࡍ㉳ᅉ⪅ὀཷࡀせᅉࡢ⦰▷㸪工ᮇ࠾࡞ࠋࡿࡍ➼⏝㈝ࡿࡍせ⦰▷工ᮇࡢ場ྜࡿࡍ㉳ᅉ

 ࠋࡿࡍࡢࡶ࠸࡞ࡲぢ㎸ࢆ⏝㈝
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䠎． ቑຍ㈝⏝➼䛾⟬ᐃ 

㸰㸫㸯 ቑຍ㈝⏝➼ࡢᵓᡂ 

୰Ṇᮇ㛫୰ࡢ現場⥔ᣢ➼せࡣ⏝㈝ࡿࡍ㸪工ཎ౯ෆࡢ㛫᥋工㈝ࡢ୰࡛ィୖࡋ㸪୍⯡⟶理㈝➼ࡢᑐ㇟

 ࠋࡿࡍ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦ὀ) ୰Ṇక࠸Ⓨὀ⪅ࡀ᪂ࡾྲྀཷࡓᑐ㇟ࡓࡋᮦᩱ㸪┤᥋ປົཬࡧ┤᥋⤒㈝ಀࡣ⏝㈝ࡿ㸪ヱᙜࡿࡍ工✀

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ処理ࡾࡼ㸪タィኚ᭦ࡋ㏣ຍィୖ

 

ቑຍ㈝⏝ࡣ㸪ཎ๎㸪工┠ⓗ≀ཪࡣ௬タಀࡿ工ࡢ施工╔ᡭᚋࢆᑐ㇟⟬ᐃࡋࡇࡿࡍ㸪୰Ṇᮇ㛫㸱ࣨ

᭶௨ෆࡢ⟬ᐃ᪉ἲࡣ௨ୗࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ୰Ṇᮇ㛫ࡀ㸱ࣨ᭶ࢆ㉸ࡿ࠼場ྜ➼ࡣ㸪ู㏵⪃៖ࠋࡇࡿࡍ 

 

㸰㸫㸰 ୰Ṇᮇ㛫୰ࡢ現場⥔ᣢ➼せࡿࡍ㈝⏝ 

(㸯) ᶆ‽✚⟬ࡾࡼ⟬ᐃࡿࡍ場ྜ㸪୰Ṇᮇ㛫୰ࡢ現場⥔ᣢ➼せࡿࡍ⟭✚࡚ࡋ⏝㈝ࡿࡍෆᐜࡣ௨ୗࡆୖ✚ࡢ

㡯┠ཬࡧ⋡㡯┠ࠋࡿࡍ 

㸯) ✚ୖࡆ㡯┠ 

ᮦᩱ㈝㸪ປົ㈝㸪Ỉ㐨ගࡿࡅ࠾㈝ᴗᦆኻ㜵Ṇ施タࡧ㸪┤᥋工㈝㸪௬タ㈝ཬࡣ┠㡯ࡿࡍィୖࡆୖ✚

⇕㟁ຊ➼ᩱ㔠㸪ᶵᲔ⤒㈝࡛現場⥔ᣢ➼せࡾ࠶࡛⏝㈝ࡿࡍ㸪ୗグࡢෆᐜࠋࡿࡍ 

୰Ṇᮇ㛫ࡢ➼௬タᮦࡓࢀࡉィୖ㈝௬タࡧᮦᩱ㸧ཬࡓࡋ៖⪄ࢆᮦᩱ㸦ᮇ㛫せ⣲ࡓࢀࡉィୖ㈝㸬┤᥋工

୰ಀࡿᦆᩱ㢠ཬࡧ⿵ಟ㈝⏝ 

ࣟ㸬┤᥋工㈝㸪௬タ㈝ཬࡧᴗᦆኻ㜵Ṇ施タ㈝ࡿࡅ࠾㡯┠࡛現場⥔ᣢ➼せࡿࡍ㈝⏝ 

㸰) ⋡࡛ィୖࡿࡍ㡯┠ 

୰Ṇక࠸ቑຍࡢ⏝㈝ࡿࡍෆ㸪現場⤒㈝࡛⟬ᐃࡿࡍෆᐜࡣୗグࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ 

 ⏝㈝ቑຍࡢ㈝㸬㐠ᦙ

現場ᦙධ῭ࡢࡳᘓタᶵᲔࡢ工現場እࡢᦙฟཪࡣ工現場ࡢᦙධせࡿࡍ㈝⏝ཬࡧᆺᶵᲔ㢮➼

 ࠋ現場ෆᑠ㐠ᦙࡢ

ࣟ㸬Ᏻ㈝ࡢቑຍ㈝⏝ 

工現場ࡢ⥔ᣢせࡿࡍ㈝⏝ 

㸦ಖᏳ施タ㸪ಖᏳせဨࡢ㈝⏝ཬࡧⅆ⸆ᗜ㸪ⅆ工ရᗜࡢಖᏳ⟶理せࡿࡍ㈝⏝㸧 

 ⏝㈝ቑຍࡢ㈝㸬ᙺົࣁ

௬タ㈝ಀࡿᅵᆅࡢ➼ࡆୖࡾせࡿࡍ㈝⏝㸪㟁ຊཬࡧ⏝Ỉ➼ࡢᇶ本ᩱ㔠 

 ⏝㈝ቑຍࡢ㈝⧋㸬Ⴀࢽ

現場ົᡤ㸪ປാ⪅ᐟ⯋㸪┘╩ဨワᡤཬࡧⅆ⸆ᗜ➼ࡢႠ⧋ᦆᩱせࡿࡍ㈝⏝ 

 ⏝㈝ቑຍࡢ㈝㸬現場⟶理࣍

現場⥔ᣢࡵࡓࡢ現場ᖖ㥔ࡿࡍ♫ဨ➼ᚑᴗဨ⤥ᩱᡭᙜཬࡧປົ⟶理㈝➼せࡿࡍ㈝⏝ 

 

 

 

工౯格 

ᾘ㈝⛯➼┦ᙜ㢠 

ㄳ㈇工㈝ 

工ཎ౯ 

୍⯡⟶理㈝➼ 

┤᥋工㈝ 

㛫᥋工㈝ 

ඹ㏻௬タ㈝ 

現場⟶理㈝ 

⣧工㈝ 

୰Ṇᮇ㛫୰ࡢ現場⥔ᣢ➼ࡢ㈝⏝ 

㸩 

工ᮇ▷⦰ࡾࡼቑຍࡿࡍ㈝⏝ 

㸨୰Ṇక࠺本ᨭᗑࡿࡅ࠾ቑຍ㈝⏝ࡴྵࢆ 

㸨 
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䠎． ቑຍ㈝⏝➼䛾⟬ᐃ 

㸰㸫㸯 ቑຍ㈝⏝➼ࡢᵓᡂ 

୰Ṇᮇ㛫୰ࡢ現場⥔ᣢ➼せࡣ⏝㈝ࡿࡍ㸪工ཎ౯ෆࡢ㛫᥋工㈝ࡢ୰࡛ィୖࡋ㸪୍⯡⟶理㈝➼ࡢᑐ㇟

 ࠋࡿࡍ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦ὀ) ୰Ṇక࠸Ⓨὀ⪅ࡀ᪂ࡾྲྀཷࡓᑐ㇟ࡓࡋᮦᩱ㸪┤᥋ປົཬࡧ┤᥋⤒㈝ಀࡣ⏝㈝ࡿ㸪ヱᙜࡿࡍ工✀

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ処理ࡾࡼ㸪タィኚ᭦ࡋ㏣ຍィୖ

 

ቑຍ㈝⏝ࡣ㸪ཎ๎㸪工┠ⓗ≀ཪࡣ௬タಀࡿ工ࡢ施工╔ᡭᚋࢆᑐ㇟⟬ᐃࡋࡇࡿࡍ㸪୰Ṇᮇ㛫㸱ࣨ

᭶௨ෆࡢ⟬ᐃ᪉ἲࡣ௨ୗࠊࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ୰Ṇᮇ㛫ࡀ㸱ࣨ᭶ࢆ㉸ࡿ࠼場ྜ➼ࡣ㸪ู㏵⪃៖ࠋࡇࡿࡍ 

 

㸰㸫㸰 ୰Ṇᮇ㛫୰ࡢ現場⥔ᣢ➼せࡿࡍ㈝⏝ 

(㸯) ᶆ‽✚⟬ࡾࡼ⟬ᐃࡿࡍ場ྜ㸪୰Ṇᮇ㛫୰ࡢ現場⥔ᣢ➼せࡿࡍ⟭✚࡚ࡋ⏝㈝ࡿࡍෆᐜࡣ௨ୗࡆୖ✚ࡢ

㡯┠ཬࡧ⋡㡯┠ࠋࡿࡍ 

㸯) ✚ୖࡆ㡯┠ 

ᮦᩱ㈝㸪ປົ㈝㸪Ỉ㐨ගࡿࡅ࠾㈝ᴗᦆኻ㜵Ṇ施タࡧ㸪┤᥋工㈝㸪௬タ㈝ཬࡣ┠㡯ࡿࡍィୖࡆୖ✚

⇕㟁ຊ➼ᩱ㔠㸪ᶵᲔ⤒㈝࡛現場⥔ᣢ➼せࡾ࠶࡛⏝㈝ࡿࡍ㸪ୗグࡢෆᐜࠋࡿࡍ 

୰Ṇᮇ㛫ࡢ➼௬タᮦࡓࢀࡉィୖ㈝௬タࡧᮦᩱ㸧ཬࡓࡋ៖⪄ࢆᮦᩱ㸦ᮇ㛫せ⣲ࡓࢀࡉィୖ㈝㸬┤᥋工

୰ಀࡿᦆᩱ㢠ཬࡧ⿵ಟ㈝⏝ 

ࣟ㸬┤᥋工㈝㸪௬タ㈝ཬࡧᴗᦆኻ㜵Ṇ施タ㈝ࡿࡅ࠾㡯┠࡛現場⥔ᣢ➼せࡿࡍ㈝⏝ 

㸰) ⋡࡛ィୖࡿࡍ㡯┠ 

୰Ṇక࠸ቑຍࡢ⏝㈝ࡿࡍෆ㸪現場⤒㈝࡛⟬ᐃࡿࡍෆᐜࡣୗグࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ 

 ⏝㈝ቑຍࡢ㈝㸬㐠ᦙ

現場ᦙධ῭ࡢࡳᘓタᶵᲔࡢ工現場እࡢᦙฟཪࡣ工現場ࡢᦙධせࡿࡍ㈝⏝ཬࡧᆺᶵᲔ㢮➼

 ࠋ現場ෆᑠ㐠ᦙࡢ

ࣟ㸬Ᏻ㈝ࡢቑຍ㈝⏝ 

工現場ࡢ⥔ᣢせࡿࡍ㈝⏝ 

㸦ಖᏳ施タ㸪ಖᏳせဨࡢ㈝⏝ཬࡧⅆ⸆ᗜ㸪ⅆ工ရᗜࡢಖᏳ⟶理せࡿࡍ㈝⏝㸧 

 ⏝㈝ቑຍࡢ㈝㸬ᙺົࣁ

௬タ㈝ಀࡿᅵᆅࡢ➼ࡆୖࡾせࡿࡍ㈝⏝㸪㟁ຊཬࡧ⏝Ỉ➼ࡢᇶ本ᩱ㔠 

 ⏝㈝ቑຍࡢ㈝⧋㸬Ⴀࢽ

現場ົᡤ㸪ປാ⪅ᐟ⯋㸪┘╩ဨワᡤཬࡧⅆ⸆ᗜ➼ࡢႠ⧋ᦆᩱせࡿࡍ㈝⏝ 

 ⏝㈝ቑຍࡢ㈝㸬現場⟶理࣍

現場⥔ᣢࡵࡓࡢ現場ᖖ㥔ࡿࡍ♫ဨ➼ᚑᴗဨ⤥ᩱᡭᙜཬࡧປົ⟶理㈝➼せࡿࡍ㈝⏝ 

 

 

 

工౯格 

ᾘ㈝⛯➼┦ᙜ㢠 

ㄳ㈇工㈝ 

工ཎ౯ 

୍⯡⟶理㈝➼ 

┤᥋工㈝ 

㛫᥋工㈝ 

ඹ㏻௬タ㈝ 

現場⟶理㈝ 

⣧工㈝ 

୰Ṇᮇ㛫୰ࡢ現場⥔ᣢ➼ࡢ㈝⏝ 

㸩 

工ᮇ▷⦰ࡾࡼቑຍࡿࡍ㈝⏝ 

㸨୰Ṇక࠺本ᨭᗑࡿࡅ࠾ቑຍ㈝⏝ࡴྵࢆ 

㸨 
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 (㸰) ⟬ᐃ᪉ἲ 

୰Ṇక࠺現場⥔ᣢ➼せࡢ⏝㈝ࡿࡍ⟬ᐃࡣ㸪௨ୗࡢᘧࡾࡼ⟬ฟࠋࡿࡍ 

 

㹅㸻dg×J㸩Ș 

 㸪ࡋࡔࡓ

㹅㸸୰Ṇᮇ㛫୰ࡢ現場⥔ᣢ➼ࡢ㈝⏝㸦単位  1,000ᮍ‶ษࡾᤞ࡚㸧 

dg㸸୰Ṇಀࡿ現場⤒㈝⋡㸦㸣 ᑠ数➨㸲位ᅄᤞධ㸱位Ṇࡵ㸧 

㸦๓グ㸰㸫㸰㸦㸯㸧㸰㸧ࡍ♧⋡㡯┠㸧 

㹈㸸ᑐ㇟㢠㸦୰ṆⅬࡢዎ⣙ୖࡢ⣧工㈝㸧(単位  1,000ᮍ‶ษࡾᤞ࡚㸧 

Ș㸸✚ୖࡆ㈝⏝㸦単位  1,000ᮍ‶ษࡾᤞ࡚㸧 

㸦๓グ㸰㸫㸰㸦㸯㸧㸯㸧ࡆୖ✚ࡍ♧㡯┠㸧 

 

 ୰Ṇక࠸ቑຍࡿࡍ現場⤒㈝⋡ 

 

 

 

 

 㸪ࡋࡔࡓ

dg㸸୰Ṇక࠸ቑຍࡿࡍ現場⤒㈝⋡㸦㸣 ᑠ数➨㸲位ᅄᤞධ㸱位Ṇࡵ㸧 

㸦๓グ㸰㸫㸰㸦1㸧㸰㸧ࡍ♧⋡㡯┠㸧 

㹈㸸ᑐ㇟㢠㸦୰ṆⅬࡢዎ⣙ୖࡢ⣧工㈝㸧(単位  1,000ᮍ‶ษࡾᤞ࡚㸧 

㹌㸸୰Ṇ᪥数㸦᪥㸧 

 ࠋ工ᮇᘏᮇ᪥数࠺క㸪㒊分୰Ṇࡣ場ྜࡢ㸪㒊分୰Ṇࡋࡔࡓ

 㹐㸸බඹ工タィປົ単౯㸦ᅵᮌ୍⯡ୡヰᙺ㸧 

㸿㸸 

㹀㸸 

㹟㸸 

㹠㸸 

 

 

 

 

 

コーࢻ␒ྕ 㹑㸷㸶㸮㸯 

ྛ工✀ẖỴࡿࡲಀ数㸦ู表㸫1㸧 

dg㸻ࠝ㸿 )㹀 㹹( 㸫( 㹻ࠞ  )㹀 
㹈 

a�㹈b+㹌 

㹈 

a�㹈b 㹈 

(㹌�㹐�100) 
+ 
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㸿，㹀，㹟，㹠：各工⛬ẖにỴまる係数（別表Ѹ 1）
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ู表䠉1 

工 ✀ 区 分 

ಀ 数 㸿 

ಀ 数 㹀 ಀ 数 㹟 ಀ 数 㹠 
ᆅ᪉㒊㸦୍⯡

㏻ ➼ ࡢ ᙳ 㡪 ࡞

 㸧ࡋ

ᆅ᪉㒊㸦୍⯡

㏻➼ᙳ㡪᭷㸧 

ᒣ㛫ൢᆅ㞳ᓥ 

ᕷ⾤ᆅ 

㸦㹂㹇㹂ᆅ区・

 ᆅ区㸧ࡿࡎ‽

Ἑᕝ工 739.2 781.0 807.6 -0.2636 0.3687 0.3311 

Ἑᕝ・㐨㊰ᵓ㐀≀工 180.4 190.6 197.2 -0.1562 0.8251 0.3075 

ᾏᓊ工 105.5 111.4 115.2 -0.1120 1.6285 0.2498 

㐨㊰ᨵⰋ工 339.5 358.7 370.9 -0.1935 0.4461 0.3348 

㗰ᶫᯫタ工 550.3 581.5 601.3 -0.2612 0.0717 0.4607 

㹎㹁ᶫ工 476.3 503.2 520.4 -0.2330 0.8742 0.3058 

ᶫᱱಖ工 180.4 190.6 197.2 -0.1562 0.8251 0.3075 

⯒工 453.4 479.0 495.4 -0.2108 0.0761 0.4226 

ඹྠ⁁➼工 
(1) 209.6 221.5 229.1 -0.1448 0.1529 0.4058 

(2) 154.8 163.6 169.1 -0.1153 0.3726 0.3559 

トンࣝࢿ工 293.8 310.3 321.0 -0.1718 0.0973 0.4252 

◁㜵・ᆅࡾࡍ➼工 151.0 159.5 164.9 -0.1379 0.4267 0.3357 

㐨㊰⥔ᣢ工 96.0 101.4 104.9 -0.0926 0.1699 0.3933 

Ἑᕝ⥔ᣢ工 439.2 464.0 479.9 -0.2138 0.0144 0.5544 

ୗỈ㐨工 

(1) 437.5 462.4 478.1 -0.2054 0.0812 0.4356 

(2) 135.2 142.9 147.8 -0.1089 0.2598 0.3771 

(3) 106.4 112.6 116.3 -0.1078 0.5988 0.3258 

බᅬ工 244.3 258.1 267.0 -0.1733 0.2026 0.3740 

コンクリート࣒ࢲ工 351.8 371.8 384.5 -0.1793 11.6225 0.1998 

 工 508.1 536.9 555.1 -0.2055 0.0617 0.4440࣒ࢲࣝࣇ

㟁⥺ඹྠ⁁工 256.9 271.4 280.8 -0.1615 8.1264 0.1740 

 

工 ✀ 区 分 

ಀ 数 㸿 

ಀ 数 㹀 ಀ 数 㹟 ಀ 数 㹠 

㔜せ ‴ 

ᆅ᪉ ‴(1) 

ᕷ⾤ᆅಀࡿ 

⁺  

ᆅ᪉ ‴(2) 

ᆅ᪉ ‴(3) 

  ⁺ࡢࡢࡑ

㸦୍⯡㏻➼ࡢ

ᙳ㡪ࡾ࠶㸧 

ᆅ᪉ ‴(3) 

  ⁺ࡢࡢࡑ

㸦୍⯡㏻➼ࡢ

ᙳ㡪ࡋ࡞㸧 

 ‴・⁺

 工 

ὼ 工 60.3 58.3 55.2 -0.0709 0.7347 0.2713 

ᵓ㐀≀工 36.6 35.4 33.5 -0.0311 0.5764 0.2992 

 

工 ✀ 区 分 

ಀ 数 㸿 

ಀ 数 㹀 ಀ 数 㹟 ಀ 数 㹠 

ᕷ⾤ᆅ 

㸦㹂㹇㹂 

ᆅ区・‽ࡎ

 ᆅ区㸧ࡿ

ᒣ㛫ൢᆅ 

㞳ᓥ 

ᆅ ᪉ 㒊 

㏻ 

ᙳ㡪ࡋ࡞ 

㏻ 

ᙳ㡪ࡾ࠶ 

✵ ⏝ᆅ㐀ᡂ工 99.0 95.7 90.6 95.7 -0.1127 0.2315 0.3539 

✵ ⯒工 210.4 203.5 192.6 203.5 -0.1620 0.1342 0.3663 
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第10章　　工事日数及び日当り
　　　　　作業量

①　工事日数･･･････････････････････ Ⅰ-10- ① -  1
1 　工事日数の算定 ･･････････････ Ⅰ-10- ① -  1

②　水替日数･･･････････････････････ Ⅰ-10- ② -  1
1 　水替日数の算定 ･･････････････ Ⅰ-10- ② -  1

③　作業日当り標準作業量･･･････････ Ⅰ-10- ③ -  1
1 　適　　用 ････････････････････ Ⅰ-10- ③ -  1
2 　作業日当り標準作業量 ････････ Ⅰ-10- ③ -  1

④　市場単価の 1 日当り標準施工量 ･･･ Ⅰ-10- ④ -  1
1 　鉄筋工 ･･････････････････････ Ⅰ-10- ④ -  1
2 　鉄筋工（ガス圧接工） ･･････････ Ⅰ-10- ④ -  1
3 　区画線工 ････････････････････ Ⅰ-10- ④ -  2
4 　高視認性区画線工 ････････････ Ⅰ-10- ④ -  3
5 　インターロッキングブロック工
　　 ････････････････････････････ Ⅰ-10- ④ -  4
6 　ガードレール設置工 ･･････････ Ⅰ-10- ④ -  5
7 　ガードパイプ設置工 ･･････････ Ⅰ-10- ④ -  8
8 　横断・転落防止柵設置工 ･･････ Ⅰ-10- ④ -  9
9 　防護柵設置工（落石防護柵） ････ Ⅰ-10- ④ -11
10　防護柵設置工（落石防止網） ････ Ⅰ-10- ④ -12
11　法面工 ･･････････････････････ Ⅰ-10- ④ -13
12　吹付枠工 ････････････････････ Ⅰ-10- ④ -13
13　道路植栽工 ･･････････････････ Ⅰ-10- ④ -14

14　橋梁塗装工 ･･････････････････ Ⅰ-10- ④ -16
15　橋梁用伸縮継手装置設置工 ････ Ⅰ-10- ④ -17
16　橋梁用埋設型伸縮継手装置設置工
　　･････････････････････････････ Ⅰ-10- ④ -17
17　構造物とりこわし工 ･･････････ Ⅰ-10- ④ -17
18　薄層カラー舗装工 ････････････ Ⅰ-10- ④ -17
19　道路標識設置工 ･･････････････ Ⅰ-10- ④ -18
20　道路付属物工 ････････････････ Ⅰ-10- ④ -21
21　公園植栽工 ･･････････････････ Ⅰ-10- ④ -23
22　コンクリートブロック積工 ････ Ⅰ-10- ④ -23
23　軟弱地盤処理工 ･･････････････ Ⅰ-10- ④ -23
24　排水構造物工 ････････････････ Ⅰ-10- ④ -24
25　橋面防水工 ･･････････････････ Ⅰ-10- ④ -24
26　グルービング工 ･･････････････ Ⅰ-10- ④ -24
27　鉄筋挿入工 ･･････････････････ Ⅰ-10- ④ -25
28　コンクリート表面処理工 ･･････ Ⅰ-10- ④ -25

工
事
日
数
及
び
日
当
り
作
業
量
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䐢 సᴗ᪥ᙜ䜚ᶆ‽సᴗ㔞 

１． 㐺 ⏝ 

本❶ᥖ㍕ࡓࡋసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪施工ࢣࢵࣃーࢪᆺ✚⟬ᇶ‽ཬࡧᶆ‽Ṍἢࡓࡗ条件㸪工ἲ࡛ࡢタ

ᐃ࡛ࡾ࠶㸪工⛬㸪సᴗ᪥数➼᳨ࡢウࡢࡵࡓࡢཧ⪃࡚ࡋ㸪ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡵࡲࡾ 

タᐃࡓࡋసᴗ量ࡣ㸪ࡶ࡛ࡲࡃ࠶ᶆ‽施工ࡢ場ྜ࡛࡛ࡢࡿ࠶㸪ᙜヱ工ࡢ施工条件㸪施工᪉ἲ㸪ไ⣙条件➼༑分

⪃៖ࡋ㸪㐺⏝᳨ࢆྰྍࡢウୖࡢ㸪⏝ࠋ࠸ࡓࢀࡉ 

 

䠎． సᴗ᪥ᙜ䜚ᶆ‽సᴗ㔞 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

ᅵ工 

 

ձ ᥀๐ 

ᅵ㉁ 
施工 
᪉ἲ 

ᒾ
㉁ 

ᢲᅵ

 ࡢ
᭷↓ 

㞀ᐖ

 ࡢ
᭷↓ 

施工数量 
ⅆ⸆
⏝ 

◚○
∦㝖
ཤࡢ

᭷↓ 

㞟✚
ᢲᅵ
᭷ࡢ

↓ 

సᴗ᪥ᙜࡾ
ᶆ‽సᴗ量 

ᅵ◁ 

ンࣉー࢜
 トࢵ࢝

㸫 

᭷ࡾ 㸫 

ᬑ㏻ᅵ30,000m3ᮍ

‶ཪࡣ‵ᆅ㌾ᙅᅵ 
㸫 㸫 㸫 320m3/᪥ 

30,000m3௨ୖ 㸫 㸫 㸫 710m3/᪥ 

 ࡋ↓

 ࡋ↓
50,000m3ᮍ‶ 㸫 㸫 㸫 300m3/᪥ 

50,000m3௨ୖ 㸫 㸫 㸫 500m3/᪥ 

᭷ࡾ 
50,000m3ᮍ‶ 㸫 㸫 㸫 190m3/᪥ 

50,000m3௨ୖ 㸫 㸫 㸫 320m3/᪥ 

∦ษ᥀๐ 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 220m3/᪥ 

Ỉ୰᥀๐ 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 260m3/᪥ 

現場ไ⣙
 ࡾ࠶

㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 4m3/᪥ 

ୖグ௨እ
(ᑠ規ᶍ) 

㸫 㸫 㸫 

1⟠ᡤ100m3௨ୗ
(ᶆ‽) 

㸫 㸫 㸫 37m3/᪥ 

1⟠ᡤ100m3௨ୗ
(ᶆ‽௨እ) 

㸫 㸫 㸫 15m3/᪥ 

ᒾሢ 
・ 

⋢▼ 

ンࣉー࢜
 トࢵ࢝

㸫 㸫 

 ࡋ↓

50,000m3ᮍ‶ 㸫 㸫 㸫 230m3/᪥ 

50,000m3௨ୖ 㸫 㸫 㸫 410m3/᪥ 

᭷ࡾ 

50,000m3ᮍ‶ 㸫 㸫 㸫 140m3/᪥ 

50,000m3௨ୖ 㸫 㸫 㸫 260m3/᪥ 

Ỉ୰᥀๐ 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 180m3/᪥ 

現場ไ⣙

 ࡾ࠶
㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 3m3/᪥ 
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工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

ᅵ工 

 

 

ᅵ㉁ 
施工᪉
ἲ 

ᒾ㉁ 
ᢲᅵ 
 ࡢ

᭷↓ 

㞀
ᐖ 
 ࡢ

᭷
↓ 

施工 
数量 

ⅆ

⸆ 

⏝ 

◚○∦㝖ཤ 
 ↓᭷ࡢ

㞟✚ᢲᅵ
 ↓᭷ࡢ

సᴗ᪥ᙜࡾ
ᶆ‽సᴗ量 

㌾ᒾ 

ンࣉー࢜
 トࢵ࢝

㸫 㸫 

 ࡋ↓

500m3 

ᮍ‶ 
㸫 

 ࡋ↓
 63m3/᪥ ࡋ↓

᭷63 ࡾm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3ᮍ‶) ↓63 ࡋm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3௨ୖ) ↓63 ࡋm3/᪥ 

500m3 
௨ୖ 

㸫 㸫 㸫 340m3/᪥ 

᭷ࡾ 
500m3 
ᮍ‶ 

㸫 

 ࡋ↓
 32m3/᪥ ࡋ↓

᭷32 ࡾm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3ᮍ‶) ↓32 ࡋm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3௨ୖ) ↓32 ࡋm3/᪥ 

∦ษ᥀
๐ 

㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 

 ࡋ↓
 49m3/᪥ ࡋ↓

᭷49 ࡾm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3ᮍ‶) ↓49 ࡋm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3௨ୖ) ↓49 ࡋm3/᪥ 

現場ไ

⣙ࡾ࠶ 

㌾ᒾ

(Ⅰ) 
㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 25m3/᪥ 

㌾ᒾ
(Ⅱ) 

㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 17m3/᪥ 

◳ᒾ 

ンࣉー࢜
 トࢵ࢝

㸫 㸫 

 㸫 ࡋ↓



ྍ 

 ࡋ↓
 41m3/᪥ ࡋ↓

᭷41 ࡾm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3ᮍ‶) ↓41 ࡋm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3௨ୖ) ↓41 ࡋm3/᪥ 

ྍ 
 

 

㸫 㸫 190m3/᪥ 

᭷ࡾ 㸫 


ྍ 

 ࡋ↓
 21m3/᪥ ࡋ↓

᭷21 ࡾm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3ᮍ‶) ↓21 ࡋm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3௨ୖ) ↓21 ࡋm3/᪥ 

∦ษ᥀

๐ 
 

㸫 㸫 㸫 㸫 


ྍ 

 ࡋ↓
 29m3/᪥ ࡋ↓

᭷29 ࡾm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3ᮍ‶) ↓29 ࡋm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3௨ୖ) ↓29 ࡋm3/᪥ 

ྍ 

 ࡋ↓
 55m3/᪥ ࡋ↓

᭷55 ࡾm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3ᮍ‶) ↓55 ࡋm3/᪥ 

᭷ࡾ(5m3௨ୖ) ↓55 ࡋm3/᪥ 

現場ไ
⣙ࡾ࠶ 

୰◳

ᒾ 
㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 13m3/᪥ 

◳ᒾ
(Ⅰ) 

㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 㸫 8m3/᪥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  117①  117 Ⅰ−10−③−3

Ⅰ-12-մ-3 

 

 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

ᅵ工 ղ ᅵ◁➼㐠ᦙ     

ᅵ◁➼ 
Ⓨ⏕現場 

✚㎸ᶵ✀ 
・規格 

ᅵ㉁ 
DID区㛫 
 ↓᭷ࡢ

㐠ᦙ㊥㞳 
సᴗ᪥ᙜࡾ
ᶆ‽సᴗ量 

ᶆ‽ 
 ࢘࣍クࢵࣂ
 ᒣ✚0.8m3 
(ᖹ✚0.6m3) 

ᅵ◁(ᒾሢ・⋢
▼ΰࡾᅵྵࡴ) 

 ࡋ↓

0.3km௨ୗ 154m3/᪥ 

0.5km௨ୗ 133m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 118m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 105m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 91m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 77m3/᪥ 

4.0km௨ୗ 67m3/᪥ 

5.5km௨ୗ 56m3/᪥ 

6.5km௨ୗ 48m3/᪥ 

7.5km௨ୗ 42m3/᪥ 

9.5km௨ୗ 37m3/᪥ 

11.5km௨ୗ 32m3/᪥ 

15.5km௨ୗ 26m3/᪥ 

22.5km௨ୗ 21m3/᪥ 

49.5km௨ୗ 16m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 11m3/᪥ 

᭷ࡾ 

0.3km௨ୗ 154m3/᪥ 

0.5km௨ୗ 133m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 118m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 105m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 91m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 77m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 67m3/᪥ 

5.0km௨ୗ 56m3/᪥ 

6.0km௨ୗ 48m3/᪥ 

7.0km௨ୗ 42m3/᪥ 

8.5km௨ୗ 37m3/᪥ 

11.0km௨ୗ 32m3/᪥ 

14.0km௨ୗ 26m3/᪥ 

19.5km௨ୗ 21m3/᪥ 

31.5km௨ୗ 16m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 11m3/᪥ 

㌾ᒾ 㸫 㸫 ᅵ◁¹1.22 

◳ᒾ 㸫 㸫 ᅵ◁¹1.37 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  118①  118 Ⅰ−10−③−4

Ⅰ-12-մ-4 

 

 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

ᅵ工  

ᅵ◁➼ 
Ⓨ⏕現場 

✚㎸ᶵ✀ 
・規格 

ᅵ㉁ 
DID区㛫 
 ↓᭷ࡢ

㐠ᦙ㊥㞳 
సᴗ᪥ᙜࡾ
ᶆ‽సᴗ量 

ᶆ‽ 
 ࢘࣍クࢵࣂ
 ᒣ✚1.4m3 
(ᖹ✚1.0m3) 

ᅵ◁(ᒾሢ・⋢
▼ΰࡾᅵྵࡴ) 

 ࡋ↓

0.3km௨ୗ 200m3/᪥ 

0.5km௨ୗ 167m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 143m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 125m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 111m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 100m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 83m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 77m3/᪥ 

4.5km௨ୗ 67m3/᪥ 

6.0km௨ୗ 56m3/᪥ 

7.0km௨ୗ 48m3/᪥ 

8.5km௨ୗ 42m3/᪥ 

10.0km௨ୗ 37m3/᪥ 

12.5km௨ୗ 32m3/᪥ 

16.5km௨ୗ 26m3/᪥ 

23.5km௨ୗ 21m3/᪥ 

51.5km௨ୗ 16m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 11m3/᪥ 

᭷ࡾ 

0.3km௨ୗ 200m3/᪥ 

0.5km௨ୗ 167m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 143m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 125m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 111m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 100m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 83m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 77m3/᪥ 

4.5km௨ୗ 67m3/᪥ 

5.5km௨ୗ 56m3/᪥ 

6.5km௨ୗ 48m3/᪥ 

8.0km௨ୗ 42m3/᪥ 

9.5km௨ୗ 37m3/᪥ 

11.5km௨ୗ 32m3/᪥ 

15.0km௨ୗ 26m3/᪥ 

20.5km௨ୗ 21m3/᪥ 

33.0km௨ୗ 16m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 11m3/᪥ 

㌾ᒾ 㸫 㸫 ᅵ◁¹1.22 

◳ᒾ 㸫 㸫 ᅵ◁¹1.37 
 

 

 

 

 



①  119①  119 Ⅰ−10−③−5

Ⅰ-12-մ-5 

 

 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

ᅵ工  

ᅵ◁➼ 
Ⓨ⏕現場 

✚㎸ᶵ✀ 
・規格 

ᅵ㉁ 
DID区㛫 
 ↓᭷ࡢ

㐠ᦙ㊥㞳 
సᴗ᪥ᙜࡾ
ᶆ‽సᴗ量 

ᶆ‽ 

 ࢘࣍クࢵࣂ
 ᒣ✚0.45m3 
(ᖹ✚0.35m3) 

ᅵ◁(ᒾሢ�⋢▼
ΰࡾᅵྵࡴ) 

 ࡋ↓

0.5km௨ୗ 91m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 83m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 71m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 63m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 56m3/᪥ 

4.5km௨ୗ 48m3/᪥ 

6.0km௨ୗ 42m3/᪥ 

7.5km௨ୗ 37m3/᪥ 

10.0km௨ୗ 32m3/᪥ 

13.5km௨ୗ 26m3/᪥ 

19.5km௨ୗ 21m3/᪥ 

39.0km௨ୗ 16m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 11m3/᪥ 

᭷ࡾ 

0.5km௨ୗ 91m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 83m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 71m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 63m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 56m3/᪥ 

4.0km௨ୗ 48m3/᪥ 

5.5km௨ୗ 42m3/᪥ 

7.0km௨ୗ 37m3/᪥ 

9.0km௨ୗ 32m3/᪥ 

12.0km௨ୗ 26m3/᪥ 

17.5km௨ୗ 21m3/᪥ 

28.5km௨ୗ 16m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 11m3/᪥ 

㌾ᒾ 㸫 㸫 ᅵ◁¹1.22 

◳ᒾ 㸫 㸫 ᅵ◁¹1.37 

ク࢙ࣛࣝࢩ࣒ 
ᅵ◁(ᒾሢ・⋢
▼ΰࡾᅵྵࡴ) 

 ࡋ↓

0.5km௨ୗ 67m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 56m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 48m3/᪥ 

4.0km௨ୗ 42m3/᪥ 

5.5km௨ୗ 37m3/᪥ 

7.5km௨ୗ 32m3/᪥ 

10.5km௨ୗ 26m3/᪥ 

16.0km௨ୗ 21m3/᪥ 

30.0km௨ୗ 16m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 11m3/᪥ 
 

 

 

 

 



①  120①  120 Ⅰ−10−③−6

Ⅰ-12-մ-6 

  

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

ᅵ工  

ᅵ◁➼ 
Ⓨ⏕現場 

✚㎸ᶵ✀ 
・規格 

ᅵ㉁ 
DID区㛫 
 ↓᭷ࡢ

㐠ᦙ㊥㞳 
సᴗ᪥ᙜࡾ

ᶆ‽సᴗ量 

ᶆ‽ ク࢙ࣛࣝࢩ࣒ 

ᅵ◁(ᒾሢ・⋢
▼ΰࡾᅵྵࡴ) 

᭷ࡾ 

0.5km௨ୗ 67m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 56m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 48m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 42m3/᪥ 

5.0km௨ୗ 37m3/᪥ 

7.0km௨ୗ 32m3/᪥ 

10.0km௨ୗ 26m3/᪥ 

14.5km௨ୗ 21m3/᪥ 

24.5km௨ୗ 16m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 11m3/᪥ 

㌾ᒾ 㸫 㸫 ᅵ◁¹1.22 

◳ᒾ 㸫 㸫 ᅵ◁¹1.37 

ᑠ規ᶍ 
  ࢘࣍クࢵࣂ
ᒣ✚0.28m3 
(ᖹ✚0.2m3) 

ᅵ◁(ᒾሢ・⋢
▼ΰࡾᅵྵࡴ) 

 ࡋ↓

0.2km௨ୗ 50m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 40m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 33m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 29m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 25m3/᪥ 

4.0km௨ୗ 22m3/᪥ 

5.0km௨ୗ 20m3/᪥ 

6.0km௨ୗ 18m3/᪥ 

7.5km௨ୗ 17m3/᪥ 

10.0km௨ୗ 13m3/᪥ 

13.0km௨ୗ 11m3/᪥ 

19.0km௨ୗ 9m3/᪥ 

35.0km௨ୗ 7m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 4m3/᪥ 

᭷ࡾ 

0.2km௨ୗ 50m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 40m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 33m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 29m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 25m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 22m3/᪥ 

4.5km௨ୗ 20m3/᪥ 

5.5km௨ୗ 18m3/᪥ 

7.0km௨ୗ 17m3/᪥ 

9.0km௨ୗ 13m3/᪥ 

12.0km௨ୗ 11m3/᪥ 

17.0km௨ୗ 9m3/᪥ 

27.0km௨ୗ 7m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 4m3/᪥ 
 

 

 

 



①  121①  121 Ⅰ−10−③−7

Ⅰ-12-մ-7 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

ᅵ工  

ᅵ◁➼ 
Ⓨ⏕現場 

✚㎸ᶵ✀ 
・規格 

ᅵ㉁ 
DID区㛫 
 ↓᭷ࡢ

㐠ᦙ㊥㞳 
సᴗ᪥ᙜࡾ
ᶆ‽సᴗ量 

ᑠ規ᶍ 
  ࢘࣍クࢵࣂ
ᒣ✚0.13m3 
(ᖹ✚0.1m3) 

ᅵ◁(ᒾሢ・⋢
▼ΰ�ᅵྵࡴ) 

 ࡋ↓

0.3km௨ୗ 22m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 20m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 17m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 14m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 13m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 11m3/᪥ 

4.5km௨ୗ 10m3/᪥ 

5.5km௨ୗ 9m3/᪥ 

7.0km௨ୗ 8m3/᪥ 

9.0km௨ୗ 7m3/᪥ 

12.0km௨ୗ 6m3/᪥ 

17.0km௨ୗ 4m3/᪥ 

28.0km௨ୗ 3m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 2m3/᪥ 

᭷ࡾ 

0.3km௨ୗ 22m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 20m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 17m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 14m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 13m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 11m3/᪥ 

4.5km௨ୗ 10m3/᪥ 

5.0km௨ୗ 9m3/᪥ 

6.5km௨ୗ 8m3/᪥ 

8.0km௨ୗ 7m3/᪥ 

11.0km௨ୗ 6m3/᪥ 

15.0km௨ୗ 4m3/᪥ 

24.0km௨ୗ 3m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 2m3/᪥ 

現場ไ⣙
 ࡾ࠶

ேຊ 
ᅵ◁(ᒾሢ・⋢
▼ΰࡾᅵྵࡴ) 

 ࡋ↓

0.3km௨ୗ 20m3/᪥ 

0.5km௨ୗ 18m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 17m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 14m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 13m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 11m3/᪥ 

4.0km௨ୗ 10m3/᪥ 

5.0km௨ୗ 9m3/᪥ 

6.5km௨ୗ 8m3/᪥ 

8.5km௨ୗ 7m3/᪥ 

11.0km௨ୗ 6m3/᪥ 

16.0km௨ୗ 4m3/᪥ 

27.5km௨ୗ 3m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 2m3/᪥ 
 

 

 



①  122①  122 Ⅰ−10−③−8

Ⅰ-12-մ-8 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

ᅵ工  

ᅵ◁➼ 
Ⓨ⏕現場 

✚㎸ᶵ✀ 
・規格 

ᅵ㉁ 
DID区㛫 
 ↓᭷ࡢ

㐠ᦙ㊥㞳 
సᴗ᪥ᙜࡾ
ᶆ‽సᴗ量 

現場ไ⣙
 ࡾ࠶

ேຊ 

ᅵ◁(ᒾሢ・⋢
▼ΰࡾᅵྵࡴ) 

᭷ࡾ 

0.3km௨ୗ 20m3/᪥ 

0.5km௨ୗ 18m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 17m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 14m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 13m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 11m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 10m3/᪥ 

4.5km௨ୗ 9m3/᪥ 

6.0km௨ୗ 8m3/᪥ 

8.0km௨ୗ 7m3/᪥ 

10.5km௨ୗ 6m3/᪥ 

14.5km௨ୗ 4m3/᪥ 

23.0km௨ୗ 3m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 2m3/᪥ 

㌾ᒾ 㸫 㸫 ᅵ◁¹1.22 

◳ᒾ 㸫 㸫 ᅵ◁¹1.37 

 

ճ ᩚᆅ  

సᴗ区分 ᩜᆒࡋసᴗෆᐜ 
సᴗ᪥ᙜࡾ 
ᶆ‽సᴗ量 

ṧᅵཷධࢀᆅ࡛ࡢ処理 ̿ 1,030m3/᪥ 

ᩜᆒࡋ(ࣝーࢬ) 

ᶆ‽ 760m3/᪥ 

ᶆ‽௨እ 1,090m3/᪥ 

⊃ᑠᖜဨ(ᖜ2.5m௨ୖ4mᮍ‶) 140m3/᪥ 

トࣛࣅ࢝ࣇリࡀࢸ☜ಖฟ᮶࠸࡞場ྜ 620m3/᪥ 

 

մ ㊰య(⠏ሐ)┒ᅵ 

施工ᖜဨ సᴗᙧែ ᅵ㉁ 施工数量 㞀ᐖࡢ᭷↓ 
సᴗ᪥ᙜࡾ
ᶆ‽సᴗ量 

2.5mᮍ‶ 㸫 㸫 㸫 㸫 50m3/᪥ 

2.5m௨ୖ4.0m
ᮍ‶ 

㸫 㸫 㸫 㸫 86m3/᪥ 

4.0m௨ୖ 

ᩜᆒࡋ㸩
⥾ᅛࡵ 

㸫 

10,000m3
ᮍ‶ 

 690m3/᪥ ࡋ↓

᭷350 ࡾm3/᪥ 

10,000m3
௨ୖ 

 940m3/᪥ ࡋ↓

᭷360 ࡾm3/᪥ 

ᩜᆒࡋ 
⥾ᅛࡵ 

㧗ྵỈẚ
⢓ᛶᅵ 
௨እ 

10,000m3
ᮍ‶ 

 350m3/᪥ ࡋ↓

᭷160 ࡾm3/᪥ 

10,000m3
௨ୖ 

 490m3/᪥ ࡋ↓

᭷210 ࡾm3/᪥ 

㧗ྵỈẚ
⢓ᛶᅵ 

㸫 
 290m3/᪥ ࡋ↓

᭷130 ࡾm3/᪥ 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ࡣ㸪⥾ᅛࡵᚋࡢᅵ量࡛ࠋࡿ࠶ 

㸰㸬ᩜᆒࡋసᴗࡢ仕ୖࡾཌࡣࡉ 0.2㹼0.3ｍࠋࡿࡍ 

 



①  123①  123 Ⅰ−10−③−9

Ⅰ-12-մ-9 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

ᅵ工 ⑤ ㊰ᗋ┒ᅵ 

ᖹᆒᖜဨ 施工数量 㞀ᐖࡢ᭷↓ 
సᴗ᪥ᙜࡾ
ᶆ‽సᴗ量 

2.5mᮍ‶ 㸫 㸫 43m3/᪥ 

2.5m௨ୖ4.0mᮍ‶ 㸫 㸫 78m3/᪥ 

4.0m௨ୖ 

10,000m3ᮍ‶ 
 440m3/᪥ ࡋ↓

᭷120 ࡾm3/᪥ 

10,000m3௨ୖ 
 440m3/᪥ ࡋ↓

᭷120 ࡾm3/᪥ 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ࡣ㸪⥾ᅛࡵᚋࡢᅵ量࡛ࠋࡿ࠶ 

㸰㸬ᩜᆒࡋసᴗࡢ仕ୖࡾཌࡣࡉ 0.2㹼0.3ｍࠋࡿࡍ 

 

ն ᢲᅵ(ࣝーࢬ) 

ᅵ㉁ 
సᴗ᪥ᙜࡾ 
ᶆ‽సᴗ量 

ᅵ◁ 540m3/᪥ 

ᒾሢ・⋢▼ 350m3/᪥ 

◚○ᒾ 350m3/᪥ 

 

շ ✚㎸(ࣝーࢬ)  

ᅵ㉁ సᴗෆᐜ 
సᴗ᪥ᙜࡾ 
ᶆ‽సᴗ量 

ᅵ◁ 

ᅵ量50,000m3ᮍ‶ 310m3/᪥ 

ᅵ量50,000m3௨ୖ 520m3/᪥ 

ᖹᆒ施工ᖜ1m௨ୖ2mᮍ‶ 160m3/᪥ 

1⟠ᡤ100m3௨ୗ(ᶆ‽) 42m3/᪥ 

1⟠ᡤ100m3௨ୗ(ᶆ‽௨እ) 22m3/᪥ 

ᒾሢ・⋢▼㸪 
◚○ᒾ 

ᅵ量50,000m3ᮍ‶ 260m3/᪥ 

ᅵ量50,000m3௨ୖ 440m3/᪥ 

ᖹᆒ施工ᖜ1m௨ୖ2mᮍ‶ 130m3/᪥ 

 

ո ㌿▼◚○ 

ⅆ⸆⏝ࡢ᭷↓ 
సᴗ᪥ᙜࡾ 
ᶆ‽సᴗ量 

᭷33 ࡾm3/᪥ 

 34m3/᪥ ࡋ↓

(ὀ)ୖ表ࡢⅆ⸆⏝↓ࡣࡋ㸪ᆺࣞࣈーࡿࡼ࢝㌿▼◚○࡛ࠋࡿ࠶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  124①  124 Ⅰ−10−③−10

Ⅰ-12-մ-10 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

సᴗᅵ工 ձ ᗋ᥀ࡾ 

ᅵ㉁ 施工᪉ἲ ᅵ␃᪉ᘧࡢ✀㢮 㞀ᐖࡢ᭷↓ 
సᴗ᪥ᙜࡾ 
ᶆ‽సᴗ量 

ᅵ◁ 

ᶆ‽ 

 ࡋ↓
᭷180 ࡾm3/᪥ 

 220m3/᪥ ࡋ↓

⮬❧ᘧ 
᭷180 ࡾm3/᪥ 

 220m3/᪥ ࡋ↓

 ーᘧ࢝ンࢻンࣛࢢ
᭷180 ࡾm3/᪥ 

 220m3/᪥ ࡋ↓

ษᱱ⭡㉳ᘧ ᭷180 ࡾm3/᪥ 

ᖹᆒ施工ᖜ 
1m௨ୖ2mᮍ‶ 

 ࡋ↓
᭷100 ࡾm3/᪥ 

 150m3/᪥ ࡋ↓

⮬❧ᘧ 
᭷100 ࡾm3/᪥ 

 150m3/᪥ ࡋ↓

 ーᘧ࢝ンࢻンࣛࢢ
᭷100 ࡾm3/᪥ 

 150m3/᪥ ࡋ↓

ษᱱ⭡㉳ᘧ ᭷100 ࡾm3/᪥ 

᥀๐῝ࡉ 

5m㉸20࠼m௨ୗ 

 ーᘧ࢝ンࢻンࣛࢢ
᭷130 ࡾm3/᪥ 

 200m3/᪥ ࡋ↓

ษᱱ⭡㉳ᘧ ᭷130 ࡾm3/᪥ 

᥀๐῝20ࡉm㉸࠼ 
 ーᘧ 㸫 120m3/᪥࢝ンࢻンࣛࢢ

ษᱱ⭡㉳ᘧ 㸫 120m3/᪥ 

ୖグ௨እ(ᑠ規ᶍ) 㸫 㸫 32m3/᪥ 

ᒾሢ 
・ 

⋢▼ 

ᶆ‽ 

 ࡋ↓
᭷130 ࡾm3/᪥ 

 160m3/᪥ ࡋ↓

⮬❧ᘧ 
᭷130 ࡾm3/᪥ 

 160m3/᪥ ࡋ↓

 ーᘧ࢝ンࢻンࣛࢢ
᭷130 ࡾm3/᪥ 

 160m3/᪥ ࡋ↓

ษᱱ⭡㉳ᘧ ᭷130 ࡾm3/᪥ 

ᖹᆒ施工ᖜ 
1m௨ୖ2mᮍ‶ 

 ࡋ↓
᭷70 ࡾm3/᪥ 

 110m3/᪥ ࡋ↓

⮬❧ᘧ 
᭷70 ࡾm3/᪥ 

 110m3/᪥ ࡋ↓

 ーᘧ࢝ンࢻンࣛࢢ
᭷70 ࡾm3/᪥ 

 110m3/᪥ ࡋ↓

ษᱱ⭡㉳ᘧ ᭷70 ࡾm3/᪥ 

᥀๐῝ࡉ 
5m㉸20࠼m௨ୗ 

 ーᘧ࢝ンࢻンࣛࢢ
᭷90 ࡾm3/᪥ 

 140m3/᪥ ࡋ↓

ษᱱ⭡㉳ᘧ ᭷90 ࡾm3/᪥ 

᥀๐῝20ࡉm㉸࠼ 
 ーᘧ 㸫 90m3/᪥࢝ンࢻンࣛࢢ

ษᱱ⭡㉳ᘧ 㸫 90m3/᪥ 

 

 

 

 

 

 



①  125①  125 Ⅰ−10−③−11

Ⅰ-12-մ-11 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

సᴗᅵ工 ղ ⯒∧◚○✚㎸(ᑠ規ᶍᅵ工) 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 
㸦m2㸭᪥㸧 

23 

 

ճ ᇙᡠࡋ 

施工᪉ἲ ᅵ㉁ ⥾ᅛࡢࡵ᭷↓ 
సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

᭱ᑠᇙᡠᖜ4m௨ୖ 㸫 㸫 270m3/᪥ 

᭱ᇙᡠᖜ4m௨ୖ 㸫 㸫 96m3/᪥ 

᭱ᇙᡠᖜ1m௨ୖ4mᮍ‶ 㸫 㸫 61m3/᪥ 

᭱ᇙᡠᖜ1mᮍ‶ 㸫 㸫 33m3/᪥ 

ୖグ௨እ(ᑠ規ᶍ) ᅵ◁ 㸫 40m3/᪥ 

 

մ ࢱンࣃ⥾ᅛࡵ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 
㸦m3㸭᪥㸧 

36 
 

ேຊᅵ工㸦ࣝ࣋トコン

 㸧⏝ేࣖ࣋

ձ  㸧ࡾ᥀ேຊ᥀๐㸦ᗋ⏝ేࣖ࣋トコンࣝ࣋ 

ᅵ㉁ 
 ࣖ࣋トコンࣝ࣋

ᤣ≧ែ 
సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᅵ◁ 
Ỉᖹᤣ 12m3/᪥ 

ഴᩳᤣ 7m3/᪥ 

ᒾሢ・⋢▼ 
Ỉᖹᤣ 8m3/᪥ 

ഴᩳᤣ 5m3/᪥ 

 

ղ ࣝ࣋トコンేࣖ࣋⏝ேຊ✚㎸ 

ᅵ㉁ 
 ࣖ࣋トコンࣝ࣋

ᤣ≧ែ 
సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᅵ◁ 
Ỉᖹᤣ 36m3/᪥ 

ഴᩳᤣ 21m3/᪥ 

ᒾሢ・⋢▼ 
Ỉᖹᤣ 26m3/᪥ 

ഴᩳᤣ 16m3/᪥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  126①  126 Ⅰ−10−③−12

Ⅰ-12-մ-12 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

Ᏻᐃ処理工 ձ Ᏻᐃ処理㸦ࢨࣛࣅࢱࢫ㸧 

ΰྜᅇ数 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

1ᅇ 790m2㸭᪥ 

2ᅇ 690m2㸭᪥ 

(ὀ) 㸯㸬ᅛᮦᩓᕸ㸪ΰྜ㸪ᩜᆒࡋ㸪⥾ᅛࡔࢇྵ࡚ࡍࢆࡵᶆ‽施工量࡛ࠋࡿ࠶ 

㸰㸬ୖ 表ࡣ㸪100ｍ⛬ᗘࡢ௬⨨場㹼現場ࡢ࡛ࡲᑠ㐠ᦙཬࡧ現場ෆᑠ㐠ᦙࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ 
 

ղ Ᏻᐃ処理㸦ࢵࣂク࢘࣍㸧 

施工⟠ᡤ ΰྜ῝ࡉ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㊰ᗋ 1m௨ୗ 180m2㸭᪥ 

ᵓ㐀≀ᇶ♏ 
1m௨ୗ 127m2㸭᪥ 

1mࢆ㉸࠼ 2m௨ୗ  74m2㸭᪥ 

 (ὀ)㸯㸬ᅛᮦᩓᕸ㸪ΰྜ㸪ᩜᆒࡋ㸪⥾ᅛࡔࢇྵ࡚ࡍࢆࡵᶆ‽施工量࡛ࠋࡿ࠶ 

㸰㸬ୖ表ࡣ㸪50ｍ⛬ᗘࡢ現場ෆᑠ㐠ᦙࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ 

Ᏻᐃ処理工㸦⮬㉮

ᘧᅵ㉁ᨵⰋ工㸧 

 Ᏻᐃ処理工㸦⮬㉮ᘧᅵ㉁ᨵⰋ工㸧 

స ᴗ ✀ ู ᅵ ㉁ 分 㢮 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᅵ ㉁ ᨵ Ⰻ 工 

ࣞ ࢟ ㉁ ᅵ 375ｍ3㸭᪥ 

◁ ཬ ࡧ ◁ ㉁ ᅵ 316ｍ3㸭᪥ 

⢓ ᛶ ᅵ 301ｍ3㸭᪥ 

(ὀ) ᅵ量ࡣ㸪ᆅᒣᅵ量ࠋࡿࡍ 

ἲ面工㸦ἲ面ᩚᙧ

工㸧 

ձ ἲ面ᩚᙧ工                                                        

ᩚᙧ⟠ᡤ 
ἲ面⥾ᅛࡵ

 ↓᭷ࡢ

現場ไ⣙

 ↓᭷ࡢ
ᅵ㉁ 

సᴗ᪥ᙜࡾ

ᶆ‽సᴗ量 

┒ᅵ㒊 
᭷ࡾ 

᭷ࡾ ◁ཬࡧ◁㉁ᅵ㸪⢓ᛶᅵ 120m2/᪥ 

 ㉁ᅵ㸪⢓ᛶᅵ 140m2/᪥◁ࡧ㉁ᅵ㸪◁ཬ࢟ࣞ ࡋ↓

 ㉁ᅵ㸪⢓ᛶᅵ 220m2/᪥◁ࡧ㉁ᅵ㸪◁ཬ࢟ࣞ ࡋ↓ ࡋ↓

ษᅵ㒊 㸫 

᭷ࡾ ㌾ᒾⅠ㸪㌾ᒾⅡ㸪୰◳ᒾ㸪◳ᒾ 30m2/᪥ 

 ࡋ↓
 ㉁ᅵ㸪⢓ᛶᅵ 140m2/᪥◁ࡧ㉁ᅵ㸪◁ཬ࢟ࣞ

㌾ᒾⅠ 120m2/᪥ 
 

ἲ面工㸦コンクリー

トἲᯟ工(現場ᡴἲ

ᯟ工)㸧 

ձ コンクリート࣏ンࣉ㌴ᢞධᡴタ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 
㸦m3㸭᪥㸧 

7.2 

(ὀ) 㣴⏕ࠋࡴྵࢆ 

ἲ面工㸦ࢫࣕ࢟ࣞࣉ

トコンクリートᯈタ

⨨工㸧 

ձ ࢫࣕ࢟ࣞࣉトコンクリートᯈ 

(ὀ)㸯㸬㸯ิᙜࡾᖹᆒᤣᯛ数ࡣ㸪ḟᘧࡾࡼồࠋࡿࡵ 

㸯ิᙜࡾᖹᆒᤣᯛ数㸻⥲ᤣᯛ数¹施工ิ数 

㸰㸬㸯ิᙜࡾᖹᆒᤣᯛ数ࡣ㸪㸯工単位ࠋࡿࡍ 

 

 ᶆ‽సᴗ量ࡾᖹᆒᤣᯛ数 సᴗ᪥ᙜࡾ㸯ิᙜ ࣉࢱ࣒ーࣞࣇ

クࣟࣉࢱࢫ 

20ᯛᮍ‶ 6.3ᯛ㸭᪥ 

20ᯛ௨ୖ 30ᯛᮍ‶ 7ᯛ㸭᪥ 

30ᯛ௨ୖ 7.7ᯛ㸭᪥ 

 ・ࣉࢱ࢚クࢫ࣑ࢭ

 ࣉࢱ࢚クࢫ

20ᯛᮍ‶ 4.5ᯛ㸭᪥ 

20ᯛ௨ୖ 30ᯛᮍ‶ 5ᯛ㸭᪥ 

30ᯛ௨ୖ 5.5ᯛ㸭᪥ 



①  127①  127 Ⅰ−10−③−13

Ⅰ-12-մ-13 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

྿ἲ面ࡋࢃࡇࡾ工 ձ ྿ἲ面ࡋࢃࡇࡾ工                            

工ἲ区分 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ேຊ施工 59m2/᪥ 

ᶵᲔ施工 147m2/᪥ 
 

ᇶ♏・㎸○▼工

ᇶ♏・㎸ᰩ▼工

ձ ᇶ♏・㎸○▼工㸪ᇶ♏・㎸ᰩ▼工 

工 ✀ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᇶ♏○▼ 155m2㸭᪥ 

㎸○▼ 38m3㸭᪥ 

ᇶ♏ᰩ▼ 
ᩜᆒ161 ࡋm2㸭᪥ 

ᩜ୪100 m2㸭᪥ 

㎸ᰩ▼ 
 31m2㸭᪥ ࡳ㎸ࡁ

⠏❧࡚ 10m2㸭᪥ 

㸦ὀ㸧㸯㸬ୖ表ࡣ㸪20ｍ⛬ᗘࡢ現場ෆᑠ㐠ᦙࠋࡴྵࢆ 

㸰㸬ᇶ♏○▼ᩜࡢᆒࡋཌࡣ 20cmࢆ࡛ࡲᑐ㇟ࡋ㸪ࢆࢀࡑ㉸ࡿ࠼場ྜୖࡣ表 

0.7 ࡣཌࡋᆒᩜࡢ場ྜࡢࡇ㸪ࡋࡔࡓࠋࡿࡍィୖࢆ数量ࡓࡌࢆ 30cm 㝈ୖࢆ

 ࠋࡿࡍ

㸱㸬ㆤᓊ工ࡢ㎸ᰩ▼࡚࠸࠾㸪ㆤᓊᖹ場ࡣ㸪ᇶ♏ᰩ▼ࠋࡿࡍ 

㸲㸬ᇶ♏ᰩ▼ᩜࡢᆒࡋཬᩜࡧ୪ཌࡣ㸪30cmࢆ࡛ࡲᑐ㇟ࠋࡿࡍ 

 

コンクリートࢵࣟࣈク

✚㸦ᙇ㸧工

ձ コンクリートࢵࣟࣈク✚㸦ᙇ㸧工 

工 ✀ ྡ ࢵࣟࣈク㉁量 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

コンクリート 

 ✚クࢵࣟࣈ
150㸭ಶ௨ୖ 13m2㸭᪥ 

㛫▱ࢵࣟࣈクᙇ 

ᖹࢵࣟࣈクᙇ 

㐃⠇ࢵࣟࣈクᙇ 

150㸭ಶᮍ‶ 49m2㸭᪥ 

150㸭ಶ௨ୖ 81m2㸭᪥ 

⥳ࢵࣟࣈク✚ 
150㸭ಶᮍ‶ 13m2㸭᪥ 

150㸭ಶ௨ୖ 24m2㸭᪥ 

᳜ᶞ 㸫 340本㸭᪥ 

㸦ὀ㸧㸯㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ḟࡢసᴗࠋࡴྵࢆ 

・コンクリートࢵࣟࣈク✚㸪 

㛫▱ࢵࣟࣈクᙇ㸪ᖹࣟࣈ 

 ࡢ࡛ࡲク✚㸪㎸・⬗㎸CO㸪㎸ᮦࢵࣟࣈクᙇ㸸ࢵࣟࣈクᙇ㸪㐃⠇ࢵ

୍㐃సᴗ 

・⥳ࢵࣟࣈク✚      㸸⥳ࢵࣟࣈク✚㸪⬗㎸CO㸪㎸ᮦ㸪ᐈᅵࡢ࡛ࡲ 

୍㐃సᴗ 

・᳜ᶞ              㸸᳜ᶞసᴗࡳࡢ 

㸰㸬ࢵࣟࣈク✚㸦ᙇ㸧ࡣ㸪㎸・⬗㎸CO㸪㎸ᮦࢆ施工࠸࡞ࡋ場ྜୖࡶ表 

 ࠋࡿࡼ

㸱㸬⥳ࢵࣟࣈク✚ࡣ㸪⬗㎸CO㸪㎸ᮦ㸪ᐈᅵࢆ施工࠸࡞ࡋ場ྜୖࡶ表ࠋࡿࡼ 

 

 

 

 

 

 



①  128①  128 Ⅰ−10−③−14

Ⅰ-12-մ-14 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

▼✚㸦ᙇ㸧工 ձ ▼✚㸦ᙇ㸧工 

✚ᙇࡢ区分 工✀ࡢ区分 ▼ࡢ✀㢮 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

✚工 ⦎▼ ⋢▼㸪㞧▼ 19m2㸭᪥ 

ᙇ工 
⦎▼ ⋢▼㸪㞧▼ 31m2㸭᪥ 

✵▼ ⋢▼ 31m2㸭᪥ 

(ὀ) ▼✚㸦ᙇ㸧工ࡣ㸪㎸・⬗㎸CO㸪㎸ᮦࢆ施工࠸࡞ࡋ場ྜୖࡶ表ࠋࡿࡼ 

 

ᖹ▼ᙇ工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ձ ᖹ▼ᙇ工 

(m2㸭᪥) 

区 分 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

⯒・ᗋᙇࡾ 
ᙧ 21 

᪉ᙧ 28 

㝵 ẁ 
ᙧ 10 

᪉ᙧ 18 

ቨ ᙇ  ࡾ
ᙧ 13 

᪉ᙧ 11 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  129①  129 Ⅰ−10−③−15

Ⅰ-12-մ-15 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

場ᡤᡴ᧦ቨ工 ձⅠ᧦ቨ工(㸯) 

区   分 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量㸦m3㸭᪥㸧 

ᑠᆺ᧦ቨ(㸿) 

0.5ｍ௨ୖ 0.6ｍᮍ‶ 0.8 

0.6ｍ௨ୖ 0.8ｍᮍ‶ 1.0 

0.8ｍ௨ୖ 1.0ｍ௨ୗ 1.1 

ᑠᆺ᧦ቨ(㹀) 

0.5ｍ௨ୖ 0.6ｍᮍ‶ 0.8 

0.6ｍ௨ୖ 0.8ｍᮍ‶ 0.9 

0.8ｍ௨ୖ 1.0ｍ௨ୗ 1.0 

㔜ຊᘧ᧦ቨ 
1ｍ㉸࠼㸰ｍᮍ‶ 5.7 

㸰ｍ௨ୖ㸳ｍ௨ୗ 7.8㸦7.5㸧 

 6.3㸦6.3㸧 ࡛ࡲ㸶ｍࡽᘧ᧦ቨ 㸱ｍࢀࡓࡶ

㏫㹒ᆺ᧦ቨ 㸱ｍࡽ 10ｍ5.2 ࡛ࡲ㸦5.0㸧 

Ｌᆺ᧦ቨ 㸱ｍࡽ㸵ｍ4.2 ࡛ࡲ㸦4.0㸧 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ḟࡢసᴗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ 

・ᇶ♏ᮦᩜᆒࡋ・㌿ᅽ 

・ᆒࡋᆺᯟ〇సタ⨨・᧔ཤ・ᆒࡋコンクリートᡴタ・㣴⏕ 

・コンクリートᡴタ・㣴⏕ 

・ᆺᯟ〇స・タ⨨㸪᧔ཤ 

・㕲➽ຍ工・⤌❧ 

・㊊場タ⨨・᧔ཤ 

・┠ᆅᮦタ⨨ 

・Ỉᢤࣉࣃࡁタ⨨ 

・྾ฟࡋ㜵Ṇᮦタ⨨ 

㸰㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ᇶ♏ᮦ㸪ᆒࡋコンクリート㸪㊊場ࡢ施工

᭷↓㸪㊊場ᙧᘧ㸦ᯟ⤌㊊場㸪単⟶㊊場㸪ᡭᦾඛ⾜ᆺᯟ⤌㊊場),┠ᆅᮦ㸪Ỉࡢ

ᢤࣉࣃࡁ㸪྾ฟࡋ㜵Ṇᮦࡢ施工ࡢ᭷↓ࡎࡽࢃ㐺⏝ฟ᮶ࠋࡿ 

 ࠋࡿࡍ⏝㐺ࢆ数್ࡢࡁ㸪㸦 㸧᭩ࡣ場ྜࡿࡍ⏝ࢆ㸪ᡭᦾඛ⾜ᆺᯟ⤌㊊場࠾࡞

㸱㸬ᑠᆺ᧦ቨࡢ場ྜ㸪ᑠᆺ᧦ቨ㸦㸿㸧㸪㸦㹀㸧ࢆၥࡎࢃ㐺⏝ฟ᮶ࠋࡿ 

㸲㸬コンクリート㣴⏕ࡣ㸪ᩓỈ㸪ಖ ࢆၥࡎࢃ㐺⏝࡛ࠋࡿࡁ 

㸳㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪᧦ቨ本యコンクリート⟬್࡛ࠋࡿ࠶ 

 

ղⅡ᧦ቨ工(㸰) 

స  ᴗ  ✀  ู సᴗ᪥ᙜࡾ�ᶆ‽సᴗ量 

コンクリート࣏ンࣉ㌴ᡴタ 80m3㸭᪥ 
 

 ⨨ト᧦ቨタࢫࣕ࢟ࣞࣉ ト᧦ቨ工 䐟ࢫࣕ࢟ࣞࣉ

 ト᧦ቨࢫࣕ࢟ࣞࣉ

㧗ࡉ㸦ｍ㸧 

0.5 ௨ୖ 

1.0 ௨ୗ 

 ࠼㉸ࢆ 1.0

2.0 ௨ୗ 

 ࠼㉸ࢆ 2.0

3.5 ௨ୗ 

 ࠼㉸ࢆ 3.5

5.0 ௨ୗ 

సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 
45ｍ㸭᪥ 38ｍ㸭᪥ 30ｍ㸭᪥ 24ｍ㸭᪥ 

(ὀ)㐠ᦙ㊥㞳 10ｍ⛬ᗘࡢ࡛ࡲ現場ෆᑠ㐠ᦙࡀࡿ࠸࡛ࢇྵࢆ㸪ᗋ᥀ࡾ㸪ᇙᡠࡋ㸪㞧工

✀㸦ᇶ♏○▼㸪ᆒࡋコンクリート㸧㸪ṧᅵ処理ࠋ࠸࡞ࡲྵࡣ 
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⿵ᙉᅵቨ工 

㸦ᖏ㗰⿵ᙉᅵቨ㸦㸯㸧・

ᖏ㗰⿵ᙉᅵቨ㸦㸰㸧・

 ー⿵ᙉᅵቨ㸧࢝ン

ձ ⿵ᙉᅵቨ工㸦ᖏ㗰⿵ᙉᅵቨ㸦㸯㸧・ᖏ㗰⿵ᙉᅵቨ㸦㸰㸧・ン࢝ー⿵ᙉᅵቨ㸧 

స� ᴗ ✀ ู 
సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

ᖏ

㗰

⿵

ᙉ

ᅵ

ቨ 

ᖏ㗰⿵ᙉᅵቨ㸦㸯㸧 

ቨ面ᮦ⤌❧・タ⨨ 40.0 ㎡㸭᪥ 

⿵ᙉᮦྲྀ 227 ｍ㸭᪥ 

 㸭᪥ੑ 172 ࡵ㸪⥾ᅛࡋᆒᩜ・ࡋฟࡁࡲ

ᖏ㗰⿵ᙉᅵቨ㸦㸰㸧 

ቨ面ᮦ⤌❧・タ⨨ 41.7 ㎡㸭᪥ 

⿵ᙉᮦྲྀ 227 ｍ㸭᪥ 

 㸭᪥ੑ 204 ࡵ㸪⥾ᅛࡋᆒᩜ・ࡋฟࡁࡲ

 ー⿵ᙉᅵቨ࢝ン

ቨ面ᮦ⤌❧・タ⨨ 33.3 ㎡㸭᪥ 

⿵ᙉᮦྲྀ 116 ｍ㸭᪥ 

 㸭᪥ੑ 172 ࡵ㸪⥾ᅛࡋᆒᩜ・ࡋฟࡁࡲ

     

 ᙉᅵቨ㸧⿵ࣝࢱࢫ࢟ࢸ࢜ࢪ工 ձ ቨ面ᮦ⤌❧・タ⨨㸦ࣝࢱࢫ࢟ࢸ࢜ࢪ

ቨ 面 ᮦ ✀ 㢮 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 ⟬ฟ面✚ 

㗰〇ࣘࢵࢽト 59m2㸭᪥ ┤面✚ 

ᅵ࠺ࡢ㸦᳜⏕ᅵࡴྵ࠺ࡢ㸧 36m2㸭᪥ ┤面✚ 

 ✚ト 117m2㸭᪥ ᩳ面ࢵ࣐⏕᳜

 

ղ ᩜࣝࢱࢫ࢟ࢸ࢜ࢪタ・ࡁࡲฟࡋ・ᩜᆒࡋ・⥾ᅛࡵ 

స    ᴗ    ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ࢪ ࢜ ࢸ ࢟ ࢫ ࢱ  ࣝ ᩜ タ ・  ࡲ

ࡁ ฟ ࡋ ・ ᩜ ᆒ ࡋ ・ ⥾ ᅛ  ࡵ
93m2㸭᪥ 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ࡣ㸪ᩜࡢࣝࢱࢫ࢟ࢸ࢜ࢪタ㸦ࣝࢱࢫ࢟ࢸ࢜ࢪᕳ㎸ࡳసᴗࡴྵࢆ㸧㸪ࡲ

ࠋࡿ࠶࡛✚タ面ᩜࣝࢱࢫ࢟ࢸ࢜ࢪࡢࡾ㸯ẁᙜࡴྵࢆࡵᅛ⥾ࡧཬࡋ㸪ᩜᆒࡋฟࡁ

 ࠋࡿࡍࡢࡶ࠸࡞ࡲྵࡣ✚面ࡢ㒊ࡳᕳ㎸ࡣ✚㸪ᩜタ面ࡋࡔࡓ

㸰㸬ᩜࡢࣝࢱࢫ࢟ࢸ࢜ࢪタ面✚ࡢ⟬ฟࡣ࡚࠸ࡘ㸪ḟᘧࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ 

 タ面✚㸻a1 㸩a2 㸩a3 (m2)ᩜࣝࢱࢫ࢟ࢸ࢜ࢪ

a1,a2,a3͐㸸ࣝࢱࢫ࢟ࢸ࢜ࢪ工㸯ẁᙜᩜࡾタ面✚ (m2)㸦ཧ⪃ᅗཧ↷㸧 

㸱㸬ୖ表ࣝࢱࢫ࢟ࢸ࢜ࢪࡿࡅ࠾工㸯ẁᙜࡾ施工㧗1.5ࡣࡉｍࠋࡿࡍ࡛ࡲ 

㸲㸬ୖ表ࡣ㸪ࣝࢱࢫ࢟ࢸ࢜ࢪ工㸯ẁᙜࡁࡲࡢࡾฟࡋ㸪ᩜᆒࡋཬࡧ⥾ᅛࡵᅇ数

㛵ಀࡃ࡞㐺⏝ࡿࡍ 

㹙ཧ⪃ᅗ㹛 

 工ᶆ‽᩿面ᅗࣝࢱࢫ࢟ࢸ࢜ࢪ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

┤面✚=ቨ㧗㸦㹆㸧�施工ᘏ㛗㸦Ｌ㸧ࠝ m2ࠞ 

ᩳ面✚=ቨ㧗㛗㸦㹆’㸧�施工ᘏ㛗㸦Ｌ㸧ࠝ m2  ࠞ



①  131①  131 Ⅰ−10−③−17

Ⅰ-12-մ-17 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

Ỉᵓ㐀≀工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(㸯) ࣗࣄー࣒⟶ 

ձ ࣗࣄー࣒⟶単య 

⟶    ᚄ㸦 㸧ੈ 
200 250 

300 350 

400 450 

500 600 

700   800 

900 1,000 

1,100 1,200 

1,350 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

(ｍ㸭᪥) 
50 25 17 14 

ղ ࣗࣄー࣒⟶㸩ࣗࣄー࣒⟶⏝ᕳࡁコンクリート 

⟶    ᚄ㸦 㸧ੈ 
200 250 

300 350 

400 450 

500 600 

700   800 

900 1,000 

1,100 1,200 

1,350 

సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

(ｍ㸭᪥) 

90°ᕳ3 4 6 8 ࡁ 

180°ᕳ2 3 5 7 ࡁ 

360°ᕳ2 3 5 ࡁ 㸫 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ղࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ḟࡢసᴗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ 

・ᇶ♏ᮦᩜᆒࡋ・㌿ᅽ 

 ⨨タ⟶࣒ーࣗࣄ・

・コンクリートᡴタ・㣴⏕ 

・ᆺᯟ〇స・タ⨨㸪᧔ཤ 

・㕲➽ຍ工・⤌❧ 

㸰㸬ୖ表ղࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ᇶ♏○▼ࡢ᭷↓ࡎࡽࢃ㐺⏝ฟ᮶

 ࠋࡿ

㸱㸬コンクリート㣴⏕ࡣ㸪ᩓỈ㸪ಖ ࢆၥࡎࢃ㐺⏝ࠋࡿࡍ 

㸲㸬ୖ表ղࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ࣗࣄー࣒⟶タ⨨ᘏ㛗⟬್࡛ࠋࡿ࠶ 

(㸰) ࢵ࣎クࣂࣝ࢝ࢫート 

ձ ࢵ࣎クࣂࣝ࢝ࢫート単య 

区  分 PC㗰ᮦࢆ⏝࠸࡞ࡋ場ྜ 

〇 ရ 㛗 㸦 ｍ 㸧  1.0 1.5 2.0 

ᯟ ␒ ྕ մ ⑤ ղ մ ⑤ ն ձ ղճ մ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

(ｍ㸭᪥) 
6 3 8 6 4 3 17 11 9 

PC㗰ᮦࡿࡼ⦪㐃⤖ࡢ場ྜ 

1.5 2.0 

ղ մ ⑤ ն ձ ղճ մ 

4 4 3 2 13 8 5 
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Ỉᵓ㐀≀工 ղ ࢵ࣎クࣂࣝ࢝ࢫート㸩㞧工✀㸦ᇶ♏○▼・ᆒࡋコンクリート㸧 

区  分 PC㗰ᮦࢆ⏝࠸࡞ࡋ場ྜ 

〇 ရ 㛗 㸦 ｍ 㸧 1.0 1.5 2.0 

ᯟ ␒ ྕ մ ⑤ ղ մ ⑤ ն ձ ղ ճ մ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 
(ｍ㸭᪥) 

4 2 4 4 2 2 10 5 7 4 

区  分 PC㗰ᮦࡿࡼ⦪㐃⤖ࡢ場ྜ 

〇 ရ 㛗 㸦 ｍ 㸧 1.5 2.0 

ᯟ ␒ ྕ ղ մ ⑤ ն ձ ղ ճ մ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

(ｍ㸭᪥) 
3 3 2 1 9 4 5 3 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ղࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ḟࡢసᴗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ 

・ᇶ♏ᮦᩜᆒࡋ・㌿ᅽ 

・ᆒࡋᆺᯟ〇స・タ⨨㸪᧔ཤ・ᆒࡋコンクリートᡴタ・㣴⏕ 

 ⨨ートタࣂࣝ࢝ࢫクࢵ࣎・

㸰㸬ୖ表ղࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ࢵ࣎クࣂࣝ࢝ࢫートタ⨨ᘏ㛗⟬್࡛

 ࠋࡿ࠶

㸱㸬ୖ表ࡢᯟ␒ྕձ㹼ն区分ࡣ㸪施工ࢣࢵࣃーࢪᆺ✚⟬ᇶ‽ࢵ࣎ࡿࡅ࠾クࢫ

 ࠋࡿࡼᅗࡢートෆ✵ᖜ・ෆ✵㧗区分ࣂࣝ࢝

(㸱) ᬯῺỈ⟶ 

区  分 ┤  ⟶ Ἴ・⥙≧⟶ 

⟶  ᚄ㸦ੈ㸧 50㹼150 200㹼400 50㹼150 200㹼400 450㹼600 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

(ｍ㸭᪥) 
250 125 429 273 150 

(㸲) ࢱࣝࣇーᮦ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量
(m3㸭᪥)

36 

(㸳) ⟶㸦ภ㸧Ὼᆺഃ⁁ 

ձ ⟶㸦ภ㸧Ὼᆺഃ⁁単య 

〇 ရ 㛗 㸦ｍ㸧 2.0 

ෆ ᚄ ཪ ࡣ ෆ ✵ ᖜ  (ੈ) 200௨ୖ 400௨ୗ 400ࢆ㉸࠼ 600௨ୗ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量(ｍ㸭᪥) 33 17 

 

ղ ⟶㸦ภ㸧Ὼᆺഃ⁁㸩ᇶ♏○▼ 

〇 ရ 㛗 㸦ｍ㸧 2.0 

ෆ ᚄ ཪ ࡣ ෆ ✵ ᖜ  (ੈ) 200௨ୖ 400௨ୗ 400ࢆ㉸࠼ 600௨ୗ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量(ｍ㸭᪥) 29 16 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ղࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ḟࡢసᴗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ 

・ᇶ♏ᮦᩜᆒࡋ・㌿ᅽ 

・⟶㸦ภ㸧Ὼᆺഃ⁁タ⨨ 

㸰㸬ୖ 表ղࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪⟶㸦ภ㸧Ὼᆺഃ⁁タ⨨ᘏ㛗⟬್࡛ࠋࡿ࠶ 

(㸴) ࢫࣕ࢟ࣞࣉト㞟Ỉᱝ 

ձ 㞟Ỉᱝ単య 

〇ရ㉁量(㸭ᇶ) 
50௨ୖ  

80௨ୗ 

 ࠼㉸ࢆ80

400௨ୗ 

 ࠼㉸ࢆ400

800௨ୗ 

 ࠼㉸ࢆ800

1,200௨ୗ 

 ࠼㉸ࢆ1,200

1,600௨ୗ 

 ࠼㉸ࢆ1,600

2,200௨ୗ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量

(ᇶ㸭᪥) 
100 24 17 14 11 9 
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Ỉᵓ㐀≀工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ղ 㞟Ỉᱝ㸩ᇶ♏○▼ 

〇 ရ ㉁ 量(㸭ᇶ) 
50௨ୖ  
80௨ୗ 

 ࠼㉸ࢆ80
400௨ୗ 

 ࠼㉸ࢆ400
800௨ୗ 

 ࠼㉸ࢆ800
1,200௨ୗ 

 ࠼㉸ࢆ1,200
1,600௨ୗ 

 ࠼㉸ࢆ1,600
2,200௨ୗ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量(ᇶ㸭᪥) 77 22 16 13 10 8 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ղࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ḟࡢసᴗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ 

・ᇶ♏ᮦᩜᆒࡋ・㌿ᅽ 

・㞟Ỉᱝタ⨨ 

㸰㸬ୖ表ղࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪㞟Ỉᱝタ⨨数量⟬್࡛ࠋࡿ࠶ 

(㸵) 㕲➽コンクリートྎ⟶ 

ձ 㕲➽コンクリートྎ⟶単య 

⟶    ᚄ㸦 㸧ੈ 
200  250 

300 

350  400 

450  500 

600  700 

8�00 

900 1,000 

1,100 1200 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

(ｍ㸭᪥) 
50 33 25 17 

ղ 㕲➽コンクリートྎ⟶㸩ᇶ♏○▼ 

⟶    ᚄ㸦 㸧ੈ 
200  250 

300 

350  400 

450  500 

600  700 

800 

900 1,000 

1,100 1200 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

(ｍ㸭᪥) 
44 29 23 16 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ղࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ḟࡢసᴗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ 

・ᇶ♏ᮦᩜᆒࡋ・㌿ᅽ 

・㕲➽コンクリートྎ⟶タ⨨ 

㸰㸬ୖ表ղࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪㕲➽コンクリートྎ⟶タ⨨ᘏ㛗⟬್

 ࠋࡿ࠶࡛

(㸶) ࢫࣕ࢟ࣞࣉトＬᙧഃ⁁ 

ձ Ｌᙧഃ⁁単య 

〇   ရ   㛗㸦ｍ㸧 0.6 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量(ｍ㸭᪥) 33 

ղ Ｌᙧഃ⁁㸩ᇶ♏○▼ 

〇�  ရ   㛗㸦ｍ㸧 0.6 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量(ｍ㸭᪥) 29 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ղࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ḟࡢసᴗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ 

・ᇶ♏ᮦᩜᆒࡋ・㌿ᅽ 

・Ｌᙧഃ⁁タ⨨ 

㸰㸬ୖ表ղࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪Ｌᙧഃ⁁タ⨨ᘏ㛗⟬್࡛ࠋࡿ࠶ 

(㸷) ࢫࣕ࢟ࣞࣉト࣐ン࣍ーࣝ 

〇 ရ ㉁ 量 (㸭ᇶ) 2,000௨ୗ 2,000ࢆ㉸4,000࠼௨ୗ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量(ᇶ㸭᪥) 4 3 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ḟࡢసᴗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ 

・ᇶ♏ᮦᩜᆒࡋ・㌿ᅽ 

 ⨨ーࣝタ࣍ン࣐・

㸰㸬సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ᇶ♏ᮦࡢ᭷↓ࡎࡽࢃ㐺⏝ฟ᮶ࠋࡿ 

㸱㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪࣐ン࣍ーࣝタ⨨数量⟬್࡛ࠋࡿ࠶ 
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Ⅰ-12-մ-20 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

Ỉᵓ㐀≀工 

 

(㸯㸮) 現場ᡴࡕỈ㊰(本య) 

ෆ✵㧗 10mᙜࡾ㺘㺻㺖㺶㺎㺢⏝量 
సᴗ᪥ᙜࡾ 
ᶆ‽సᴗ量 

1.0m௨ୗ 

3.0m3/10m௨ୖ3.3m3/10m௨ୗ 4m/᪥ 

3.3m3/10m㉸6.0࠼m3/10m௨ୗ 3m/᪥ 

6.0m3/10m㉸9.0࠼m3/10m௨ୗ 2m/᪥ 

1.0m㉸࠼ 
5.0m3/10m௨ୖ7.7m3/10m௨ୗ 2m/᪥ 

7.7m3/10m㉸8.1࠼m3/10m௨ୗ 1m/᪥ 

㸦ὀ㸧㸯㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪コンクリートᡴタ,ᆺᯟタ⨨・᧔ཤ,㕲

➽ຍ工・⤌❧,┠ᆅᮦタ⨨㸪ᇶ♏ᮦタ⨨ࡢసᴗࠋࡴྵࢆ 

   㸰㸬ྛసᴗ㛫ࡢ㔜」సᴗࡣ⪃៖ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ 

   㸱㸬㣴⏕工ࡣ㸪現場㸪施工条件➼ูࡾࡼ㏵⪃៖ࠋࡿࡍ 

 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᇶ♏ᮦタ⨨ 155m2/᪥ 

┠ᆅᯈタ⨨ 14m2/᪥ 

㕲➽ຍ工㺃⤌❧ 3.5t/᪥ 

ᆺᯟタ⨨・᧔ཤ 15m2/᪥ 

コンクリートᡴタ  5m3/᪥ 

 

(㸯㸯) 現場ᡴࡕ㞟Ỉᱝ・⾤Ὼᱝ(本య) 

1⟠ᡤᙜࡾ㺘㺻㺖㺶㺎㺢⏝量 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

0.30m3௨ୖ0.36m3௨ୗ 3⟠ᡤ/᪥ 

0.36m3㉸0.69࠼m3௨ୗ 2⟠ᡤ/᪥ 

0.69m3㉸1.00࠼m3௨ୗ 1⟠ᡤ/᪥ 

1.00m3㉸1.29࠼m3௨ୗ 2⟠ᡤ/᪥ 

1.29m3㉸3.42࠼m3௨ୗ 1⟠ᡤ/᪥ 

㸦ὀ㸧㸯㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪コンクリートᡴタ,ᆺᯟタ⨨・᧔ཤ,ᇶ

♏ᮦタ⨨ࡢసᴗࠋࡴྵࢆ 

   㸰㸬ྛసᴗ㛫ࡢ㔜」సᴗࡣ⪃៖ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ 

   㸱㸬㣴⏕工ࡣ㸪現場㸪施工条件➼ูࡾࡼ㏵⪃៖ࠋࡿࡍ 

 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᇶ♏ᮦタ⨨ 155m2/᪥ 

ᆺᯟタ⨨・᧔ཤ(1⟠ᡤᙜࡾ㺘㺻㺖㺶㺎㺢⏝量1.00m3௨ୗ)  15m2/᪥ 

ᆺᯟタ⨨・᧔ཤ(1⟠ᡤᙜࡾ㺘㺻㺖㺶㺎㺢⏝量1.00m3㉸࠼)  38m2/᪥ 

㺘㺻㺖㺶㺎㺢ᡴタ(1⟠ᡤᙜࡾ㺘㺻㺖㺶㺎㺢⏝量1.00m3௨ୗ)   5m3/᪥ 

㺘㺻㺖㺶㺎㺢ᡴタ(1⟠ᡤᙜࡾ㺘㺻㺖㺶㺎㺢⏝量1.00m3㉸࠼)   4m3/᪥ 
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Ⅰ-12-մ-21 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ     ෆ     ᐜ 

㧗ᅽᄇᑕᨩᢾ工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ձ 単⟶工ἲ 

工᮲௳ 

ᮺ ᚄ 800ੈ 1,100ੈ 

 トࢵࢭト 2ࢵࢭト数 4ࢵࢭ

๐Ꮝ㛗 15ｍ 15ｍ 

ὀධ㛗 10ｍ 10ｍ 

ᨵⰋᑐ㇟ᅵ㉁ ⢓ᛶᅵ ⢓ᛶᅵ 

ᨵⰋᑐ㇟ᅵ㉁ࡢ 

᭱㹌್ 
0 0 

 

స ᴗ ✀ ู ᮺ  ᚄ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

単⟶工ἲ 

700ੈ௨ୖ 
800ੈ௨ୗ 

17本㸭᪥ 

 ࠼㉸ࢆ800ੈ
1,100ੈ௨ୗ 

9本㸭᪥ 

 

ղ 㔜⟶工ἲ 

施工条件    ᮺ    ᚄ㸸1,800ੈ 

 トࢵࢭト 数㸸㸯 ࢵ ࢭ

๐  Ꮝ  㛗㸸15ｍ 

ὀ  ධ  㛗㸸5ｍ 

ᨵⰋᑐ㇟ᅵ㉁㸸◁㉁ᅵ 

ᨵⰋᑐ㇟ᅵ㉁᭱ࡢ㹌್㸸15 

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㔜⟶工ἲ 㸯本㸭᪥ 

 

ճ ୕㔜⟶工ἲ 

施工条件    ᮺ    ᚄ㸸2,000ੈ 

 トࢵࢭト 数㸸㸯 ࢵ ࢭ

๐  Ꮝ  㛗㸸15ｍ 

ὀ  ධ  㛗㸸5ｍ 

ᨵⰋᑐ㇟ᅵ㉁㸸◁㉁ᅵ 

ᨵⰋᑐ㇟ᅵ㉁᭱ࡢ㹌್㸸15 

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽�ᴗ量 

୕㔜⟶工ἲ 
๐Ꮝ 㸯本㸭᪥ 

ὀධ 㸱本㸭᪥ 
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Ⅰ-12-մ-22 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ト工 ձࢵ࣐ࢻンࢧ  トࢵ࣐ࢻンࢧ

స   ᴗ   ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

 ト 560m3㸭᪥ࢵ࣐ࢻンࢧ
 

⢊యᄇᑕ᧠ᢾ工㸦㹂㹈

㹋工ἲ㸧 

 

ձ ⢊యᄇᑕ᧠ᢾ 

㸯᪥ᙜࡾᮺ施工本数 

ᡴタ㛗ε(ｍ) 現場ไ⣙᭷ࡾ 

(単㍈施工) 

ᡴタ㛗ε(ｍ) 現場ไ⣙↓ࡋ 

(㍈施工) 

3ｍࢆ㉸࠼ 6ｍᮍ‶ 14本㸭᪥ 3ｍࢆ㉸࠼ 6ｍᮍ‶ 28本㸭᪥ 

6ｍ௨ୖ 10ｍᮍ‶ 10本㸭᪥ 6ｍ௨ୖ 10ｍᮍ‶ 22本㸭᪥ 

10ｍ௨ୖ 14ｍᮍ‶  7本㸭᪥ 10ｍ௨ୖ 15ｍᮍ‶ 16本㸭᪥ 

14ｍ௨ୖ 17ｍᮍ‶  6本㸭᪥ 15ｍ௨ୖ 20ｍᮍ‶ 12本㸭᪥ 

17ｍ௨ୖ 20ｍ௨ୗ  5本㸭᪥ 20ｍ௨ୖ 27ｍᮍ‶ 10本㸭᪥ 

27ｍ௨ୖ 33ｍ௨ୗ  8本㸭᪥ 

 (ὀ) 㸯㸬施工本数ࡣᮺ㛫ࡢ⛣ື㸪位⨨Ỵࡵ㸪㈏ධ㸪ᘬᢤࡁ㸦ᨵⰋᮦᄇᑕ㸧୍ࡢ࡛ࡲ㐃

 ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡢసᴗࡢ

㸰㸬㍈施工ࡢ㸯᪥ᙜࡾᮺ施工本数ࡣ㸪㸯㍈ᙜࡾ㸯本ࠋࡿࡍ 
 

⸆ᾮὀධ工 ձ 㔜⟶ࢫトࣞーࢼ工ἲ㸦単┦㸧 

施工条件    ࢵࢭト数㸸㸲ࢵࢭト 

๐ Ꮝ 工㸸9.5ｍ 

ᅵ ⿕ ࡾ㸸7.0ｍ 

ὀ ධ 量㸸�00ε 

ᅵ  ㉁㸸◁㉁ᅵ 

స   ᴗ   ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㔜⟶ࢫトࣞーࢼ工ἲ 

(単┦᪉ᘧ) 
12本㸭᪥ 

 

ղ 㔜⟶ࢫトࣞーࢼ工ἲ(」┦) 

施工条件    ࢵࢭト数㸸㸲ࢵࢭト 

๐ Ꮝ 工㸸11.0ｍ 

ᅵ ⿕ ࡾ㸸 7.0ｍ 

ὀ ධ 量㸸୍ḟὀධ・・�00ε 

ḟὀධ・���00ε 

ᅵ  ㉁㸸◁㉁ᅵ 

స   ᴗ   ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㔜⟶ࢫトࣞーࢼ工ἲ 

(」┦᪉ᘧ) 
7本㸭᪥ 

 

ճ 㔜⟶࢝ࢵࣃࣝࣈࢲー工ἲ 

施工条件    ࢵࢭト数㸸㸰ࢵࢭト㸦๐Ꮝ㸧㸲ࢵࢭト㸦୍ḟ・ḟὀධ㸧 

๐ Ꮝ 工㸸16.5ｍ 

ᅵ ⿕ ࡾ㸸 6.0ｍ 

ὀ ධ 量㸸୍ḟὀධ・・5�0ε 

ḟὀධ・3,300ε 

ᅵ  ㉁㸸◁㉁ᅵ 
 

స   ᴗ   ྡ ๐   Ꮝ ୍ḟὀධ ḟὀධ 

㔜⟶࢝ࢵࣃࣝࣈࢲー工ἲ 5本㸭᪥ 20本㸭᪥ 4本㸭᪥ 

(ὀ) ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ᶵᲔ‽ഛ・⛣ືࡽᘬᢤࡁ・ჾලὙίࡢ࡛ࡲ

సᴗ࡛ࠋࡿ࠶ 
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Ⅰ-12-մ-23 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

 ー工࢝ン

(ࣟーࢱリーࣃーࢵ࢝ 

 (ンᘧࣙࢩ

ձ ๐Ꮝ㸦ン࢝ー㸧 

(m㸭᪥) 

᪉ᘧ 
㊊場ࡢ 

᭷↓ 
ࡧᚄ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

⢓ᛶᅵ 

◁㉁ᅵ 
㺸㺕㉁ᅵ 

⋢▼ 

ΰࡾᅵ 
㌾ᒾ ◳ᒾ 

単⟶ 

᭷ࡾ 

(㺛㺕㺍㺢㺼ᆺ) 

90mm 48 32 22 㸫 㸫 

110mm 33 26 18 㸫 㸫 

135mm 26 22 15 㸫 㸫 

 ࡋ↓

(㺖㺹㺎㺵ᆺ) 

90mm 53 36 24 㸫 㸫 

110mm 37 29 20 㸫 㸫 

135mm 29 24 17 㸫 㸫 

㔜⟶ 

᭷ࡾ 

(㺛㺕㺍㺢㺼ᆺ) 

90mm 45 30 21 26 20 

110mm 28 23 16 20 16 

135mm 22 18 14 15 13 

146mm 19 16 12 14 10 

 ࡋ↓

(㺖㺹㺎㺵ᆺ) 

90mm 50 33 24 29 22 

110mm 31 26 18 22 18 

135mm 24 20 15 17 14 

146mm 21 18 14 15 11 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪࣎ーリンࢩ࣐ࢢンࡢᶓ⛣ືࠋࡴྵࢆ 

㸰㸬◳ᒾࡣ㸪コンクリートࠋࡴྵࢆ 

㸱㸬㌿▼➼ᅵ㉁条件ୖࡀ表区分㐺⏝ࡿࢀࡉุ᩿࠸࡞ࡋ場ྜࡣ㸪ู ㏵᳨ウࠋࡿࡍ 

㸲㸬ἾỈ処理ࡀᚲせ࡞場ྜࡣ㸪ู㏵ィୖࠋࡿࡍ 
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Ⅰ-12-մ-24 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

 ー工࢝ン

(ࣟーࢱリーࣃーࢵ࢝ 

 (ンᘧࣙࢩ

ղ ン࢝ー㗰ᮦຍ工・⤌❧・ᤄධ・⥭ᙇ・ᐃ╔・㢌㒊処理㸦ン࢝ー㸧 

㸦㸯㸧ン࢝ー㗰ᮦຍ工・⤌❧・ᤄධ 

㸯㸧๐Ꮝ㛗㸸10m௨ෆ 

㜵㣗 ✀ู 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量(本㸭᪥) 

タィⲴ㔜㸦㹤㸧kN 

㹤＜400 400≦㹤＜1,300 1,300≦㹤＜2,000 

㔜 

PC㗰⥺4 4 5 ⥺ࡾࡼ 

」ྜ PC㗰⥺ࡾࡼ⥺᮰ 13 11 10 

PC㗰Წ 7 7 㸫 

⡆᫆ 
PC㗰⥺4 6 9 ⥺ࡾࡼ 

PC㗰Წ 11 10 㸫 

 

㸰㸧๐Ꮝ㛗㸸10m㉸࠼ 20m௨ෆ 

㜵㣗 ✀ู 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量(本㸭᪥) 

タィⲴ㔜㸦㹤㸧kN 

㹤＜400 400≦㹤＜1,300 1,300≦㹤＜2,000 

㔜 

PC㗰⥺4 4 4 ⥺ࡾࡼ 

」ྜ PC㗰⥺ࡾࡼ⥺᮰ 11 10 9 

PC㗰Წ 7 7 㸫 

⡆᫆ 
PC㗰⥺4 5 8 ⥺ࡾࡼ 

PC㗰Წ 10 9 㸫 

 

㸱㸧๐Ꮝ㛗㸸20m㉸࠼ 

㜵㣗 ✀ู 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量(本㸭᪥) 

タィⲴ㔜㸦㹤㸧kN 

㹤＜400 400≦㹤＜1,300 1,300≦㹤＜2,000 

㔜 

PC㗰⥺4 4 4 ⥺ࡾࡼ 

」ྜ PC㗰⥺ࡾࡼ⥺᮰ 10 9 8 

PC㗰Წ 6 6 㸫 

⡆᫆ 
PC㗰⥺4 5 7 ⥺ࡾࡼ 

PC㗰Წ 9 8 㸫 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪現場ෆᑠ㐠ᦙࠋࡴྵࢆ 

㸰㸬㔜㜵㣗ࡣ㸪⭉㣗㜵ㆤࡀ㔜࠸࠸ࢆࡢࡶࡓࢀࡉ࡞㸪⡆᫆㜵㣗ࡣ㸪⭉㣗

㜵ㆤࡀ㔜࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ࡞⡆᫆ࠋ࠺࠸ࢆࡢࡶ࡞ 

㸱㸬㹎㹁㗰⥺ࡾࡼ⥺ཬࡧ㹎㹁㗰Წࡢ現場ຍ工・⤌❧ࡣ㸪ࢩーࢫ㸪㜵㗵ᮦ㸪ṆỈ㒊

 ࠋࡿ࠶࡛ྲྀࡢ

㸲㸬」ྜ㹎㹁㗰⥺ࡾࡼ⥺᮰ࡢ現ᆅ࡛ࡢຍ工・⤌❧ࡣ㸪࣌ࢫーྲྀࡢࢧࠋࡿ࠶࡛ࡅ 
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Ⅰ-12-մ-25 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

 ー工࢝ン

(ࣟーࢱリーࣃーࢵ࢝ 

 (ンᘧࣙࢩ

㸦㸰㸧ン࢝ー㗰ᮦᤄධ(工場ຍ工・⤌❧) 

㸯㸧๐Ꮝ㛗㸸10m௨ෆ 

㜵㣗 ✀ู 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量(本㸭᪥) 

タィⲴ㔜㸦㹤㸧kN 

㹤＜400 400≦㹤＜1,300 1,300≦㹤＜2,000 

㔜 PC㗰⥺33 33 33 ⥺ࡾࡼ 

⡆᫆ PC㗰⥺50 50 50 ⥺ࡾࡼ 

 

㸰㸧๐Ꮝ㛗㸸10m㉸࠼ 20m௨ෆ 

㜵㣗 ✀ู 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量(本㸭᪥) 

タィⲴ㔜㸦㹤㸧kN 

㹤＜400 400≦㹤＜1,300 1,300≦㹤＜2,000 

㔜 PC㗰⥺23 23 23 ⥺ࡾࡼ 

⡆᫆ PC㗰⥺30 30 30 ⥺ࡾࡼ 

 

㸱㸧๐Ꮝ㛗㸸20m㉸࠼ 

㜵㣗 ✀ู 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量(本㸭᪥) 

タィⲴ㔜㸦㹤㸧kN 

㹤＜400 400≦㹤＜1,300 1,300≦㹤＜2,000 

㔜 PC㗰⥺19 19 19 ⥺ࡾࡼ 

⡆᫆ PC㗰⥺23 23 23 ⥺ࡾࡼ 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ࡣ㸪現場ෆᑠ㐠ᦙࠋࡴྵࢆ 

㸰㸬㔜㜵㣗ࡣ㸪⭉㣗㜵ㆤࡀ㔜࠸࠸ࢆࡢࡶࡓࢀࡉ࡞㸪⡆᫆㜵㣗ࡣ㸪⭉㣗

㜵ㆤࡀ㔜࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ࡞⡆᫆ࠋ࠺࠸ࢆࡢࡶ࡞ 

㸱㸬⤌❧・ຍ工ูࡣ࡚࠸ࡘ㏵⪃៖ࠋࡿࡍ 

 

㸦㸱㸧⥭ᙇ・ᐃ╔・㢌㒊処理 

ᐃ╔᪉ἲ 

ࢵࣕ࢟ࣝ࢜

㢌㒊ࡿࡼࣉ

処理 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量(本㸭᪥) 

タィⲴ㔜㸦㹤㸧kN 

㹤＜400 400≦㹤＜1,300 1,300≦㹤＜2,000 

ク ࢧ ࣅ ཬ

 トࢵࢼࡧ

᭷5 7 8 ࡾ 

 6 9 11 ࡋ↓

 

ճ ࢘ࣛࢢトὀධ(ン࢝ー) 

✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量    せ 

  トὀධᡴタ 3.9m3࢘ࣛࢢ

 

մ ࣎ーリンࢩ࣐ࢢン⛣タ(ン࢝ー) 

✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量    せ 

  ン⛣タ 2.9ᅇࢩ࣐ࢢーリン࣎

 

⑤ ㊊場㸦ン࢝ー㸧 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量    せ 

㊊場タ⨨・᧔ཤ ㊊場量 44✵ m3  

(ὀ) ๐Ꮝ㸪ン࢝ー㗰ᮦ⤌❧ຍ工・ᤄධ・⥭ᙇᐃ╔㸪࢘ࣛࢢトᮦὀධᡴタ㸪࣎ー

リンࢩ࣐ࢢン⛣タࡣ࡚࠸ࡘ㸪施工ࢣࢵࣃーࢪᆺ✚⟬ᇶ‽ࠋࡿࡼ 



①  140①  140 Ⅰ−10−③−26

Ⅰ-12-մ-26 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ᵓ㐀≀ࡋࢃࡇࡾ工 ձ  ✚㎸(コンクリートẆ) 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量    せ 

コンクࡋࢃࡇࡾ

リートẆ✚㎸ 
260m3  

 

コンクリート๐Ꮝ工 ձ コンクリート๐Ꮝ工 

స ᴗ ྡ 㐺⏝๐Ꮝᚄ㸦ੈ㸧 㐺⏝๐Ꮝ῝㸦ੈ㸧 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

 リࣝ 10௨ୖ30ᮍ‶ 100௨ୖ200௨ୗ 125Ꮝ㸭᪥ࢻ࣐ンࣁ

๐ᒾ  ƫ

 (࣐ンࣁࢻンࣁ)
30௨ୖ60௨ୗ 

100௨ୖ200ᮍ‶ 158Ꮝ㸭᪥ 

200௨ୖ400ᮍ‶ 77Ꮝ㸭᪥ 

400௨ୖ600௨ୗ 46Ꮝ㸭᪥ 

コ࣎ーリンࢢ 

 ンࢩ࣐
 200௨ୗ 200௨ୖ400௨ୗ 16Ꮝ㸭᪥࠼㉸ࢆ60

 

┠ᆅ・ṆỈᯈタ⨨工 ձ ┠ᆅ・ṆỈᯈタ⨨工 

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

┠ᆅᯈ 14m2㸭᪥ 

ṆỈᯈ 14ｍ㸭᪥ 
 

 工ࡈ 工 ձࡈ

 ᶆ‽సᴗ量   せࡾᑍἲ() సᴗ᪥ᙜࡈ 㢮✀ࡈ

ࡌ ࡷ   ࡈ
ȭ45 56ｍ㸭᪥  

ȭ60 31ｍ㸭᪥  

 ࡈࢇࡩ

㧗ࡉ 40×ᖜ 120 27ｍ㸭᪥  

㧗ࡉ 50×ᖜ 120 21ｍ㸭᪥  

㧗ࡉ 60×ᖜ 120 18ｍ㸭᪥  
 

ⓎἻࣟࢳࢫーࣝ࠸⏝ࢆ

 ㉸㍍量┒ᅵ工ࡓ

ձ ⓎἻࣟࢳࢫーࣝタ⨨ཬࡧቨ面ᮦタ⨨ 

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ⓎἻࣟࢳࢫーࣝタ⨨ 54m3㸭᪥ 

ቨ 面 ᮦ タ ⨨  65m2㸭᪥ 

(ὀ)㸯㸬ⓎἻࣟࢳࢫーࣝタ⨨ࡣⓎἻࣟࢳࢫーࣝࢵࣟࣈクࡢ⥭⤖㔠ලタ⨨సᴗཬࡧ現

場࡛ࡢⓎἻࣟࢳࢫーࣝࡢຍ工సᴗࡴྵࢆ 

㸰㸬ቨ面ᮦタ⨨ࡣቨ面ᮦࡢ㔠ලࡿࡼᅛᐃసᴗཬࡧቨ面ᮦ㡬㒊ྲྀࡿࡅኳ➃

┠㞃ࣞࣉࡋートྲྀࡢࡅసᴗࠋࡴྵࢆ 

ղ コンクリートᗋ∧ 

  コンクリート࣏ンࣉ㌴ᡴタ 

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾ�ᶆ‽సᴗ量 

コンクリート࣏ンࣉ㌴ᡴタ 29m3㸭᪥ 

 

 

 

 

 

 



①  141①  141 Ⅰ−10−③−27

Ⅰ-12-մ-27 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ภῺ工 ձ ภῺ工(㸯) 

ෆ✵ᑍἲࠕ㸦ᖜ�㧗ࡉ㸧ｍࠖ 

సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

㸦m3㸭᪥㸧 

ᖜ㸸1.0௨ୖ 2.5ᮍ‶ࡘ㧗ࡉ㸸1.0௨ୖ 2.5ᮍ‶ 2.0 

ᖜ㸸2.5௨ୖ 4.0௨ୗࡘ㧗ࡉ㸸1.0௨ୖ 2.5ᮍ‶ 3.4 

ᖜ㸸1.0௨ୖ 2.5ᮍ‶ࡘ㧗ࡉ㸸2.5௨ୖ 4.0௨ୗ 3.5 

ᖜ㸸2.5௨ୖ 4.0ᮍ‶ࡘ㧗ࡉ㸸2.5௨ୖ 4.0௨ୗ 3 �.9 

ᖜ㸸4.0௨ୖ 5.5ᮍ‶ࡘ㧗ࡉ㸸2.5௨ୖ 4.0ᮍ‶ 5.0 

ᖜ㸸5.5௨ୖ 7.0௨ୗࡘ㧗ࡉ㸸2.5௨ୖ 4.0ᮍ‶ 5.9 

ᖜ㸸4.0௨ୖ 5.5ᮍ‶ࡘ㧗ࡉ㸸4.0௨ୖ 5.5ᮍ‶ 6.5 

ᖜ㸸5.5௨ୖ 7.0ᮍ‶ࡘ㧗ࡉ㸸4.0௨ୖ 5.5ᮍ‶ 7.5 

ᖜ㸸7.0௨ୖ 8.5ᮍ‶ࡘ㧗ࡉ㸸4.0௨ୖ 5.5௨ୗ 8.5 

ᖜ㸸8.5௨ୖ 10.0௨ୗࡘ㧗ࡉ㸸4.0௨ୖ 5.5௨ୗ 10.0 

ᖜ㸸4.0௨ୖ 5.5ᮍ‶ࡘ㧗ࡉ㸸5.5௨ୖ 7.0௨ୗ 7.2 

ᖜ㸸5.5௨ୖ 7.0௨ୗࡘ㧗ࡉ㸸5.5௨ୖ 7.0௨ୗ 8.4 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ḟࡢసᴗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ 

・ᇶ♏ᮦᩜᆒࡋ・㌿ᅽ 

・ᆒࡋᆺᯟ〇స・タ⨨㸪᧔ཤ・ᆒࡋコンクリートᡴタ・㣴⏕ 

・コンクリートᡴタ・㣴⏕ 

・ᆺᯟ〇స・タ⨨㸪᧔ཤ 

・㕲➽ຍ工・⤌❧ 

・㊊場タ⨨㸪᧔ཤ・ᨭಖタ⨨㸪᧔ཤ 

・┠ᆅᮦタ⨨・ṆỈᯈタ⨨ 

㸰㸬ୖ 表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪సᴗࡢ㔜」ࢆ⪃៖ࡓࡋ㸯ࢵࣟࣈク࡛ࡢ

Ỵ࡚ࡋ៖⪄ࢆク数ࢵࣟࣈ㸪施工場ᡤ㸪ࡣ࡚ࡗᙜฟ⟭ࡢ⛬㸪工ࡾ࠶್࡛

ᐃࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

㸱㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ᇶ♏ᮦᩜᆒࡋ・㌿ᅽ㸪ᆒࡋコンクリー

ト㸪㊊場ࡢ施工ࡢ᭷↓㸪㊊場ᙧᘧ㸦ᯟ⤌㊊場ཪࡣᡭᦾඛ⾜ᆺᯟ⤌㊊場㸧

 ࠋࡿ㐺⏝ฟ᮶ࡎࡽࢃ

㸲㸬コンクリート㣴⏕ࡣ㸪ᩓỈ㸪ಖ ࢆၥࡎࢃ㐺⏝ࠋࡿࡍ 

㸳㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪本యコンクリート(ภῺ㸪࢘ンࢢ㸪

ẁⴠࡕ㜵Ṇᯖ)⟬್࡛ࠋࡿ࠶ 

 

ղ ภῺ工(㸰) 

స  ᴗ  ✀  ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

コンクリート࣏ンࣉ㌴ᡴタ 102ੑ㸭᪥ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  142①  142 Ⅰ−10−③−28

Ⅰ-12-մ-28 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

Ẇ㐠ᦙ  

ẆⓎ⏕సᴗ 
✚㎸工ἲ 

区分 

DID区㛫ࡢ

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

コンクリート 

㸦↓➽・㕲➽㸧 

ᵓ㐀≀ 

 ࡋࢃࡇࡾ

ᶵᲔ✚㎸ 

 ࡋ↓

0.3km௨ୗ 118m3/᪥ 

0.5km௨ୗ 103m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 90m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 81m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 70m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 59m3/᪥ 

4.0km௨ୗ 51m3/᪥ 

5.5km௨ୗ 43m3/᪥ 

6.5km௨ୗ 37m3/᪥ 

7.5km௨ୗ 32m3/᪥ 

9.5km௨ୗ 28m3/᪥ 

11.5km௨ୗ 25m3/᪥ 

15.5km௨ୗ 20m3/᪥ 

22.5km௨ୗ 16m3/᪥ 

49.5km௨ୗ 12m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 8m3/᪥ 

᭷ࡾ 

0.3km௨ୗ 118m3/᪥ 

0.5km௨ୗ 103m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 90m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 81m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 70m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 59m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 51m3/᪥ 

5.0km௨ୗ 43m3/᪥ 

6.0km௨ୗ 37m3/᪥ 

7.0km௨ୗ 32m3/᪥ 

8.5km௨ୗ 28m3/᪥ 

11.0km௨ୗ 25m3/᪥ 

14.0km௨ୗ 20m3/᪥ 

19.5km௨ୗ 16m3/᪥ 

31.5km௨ୗ 12m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 8m3/᪥ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  143①  143 Ⅰ−10−③−29

Ⅰ-12-մ-29 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

Ẇ㐠ᦙ  

ẆⓎ⏕సᴗ 
✚㎸工ἲ 

区分 

DID区㛫ࡢ

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

作業日当り 

標準作業量 

コンクリート 

㸦↓➽・㕲➽㸧 

ᵓ㐀≀ 

 ࡋࢃࡇࡾ

ேຊ✚㎸ 

 ࡋ↓

0.3km௨ୗ 15m3/日 

0.5km௨ୗ 14m3/日 

1.5km௨ୗ 13m3/日 

2.0km௨ୗ 11m3/日 

2.5km௨ୗ 10m3/日 

3.0km௨ୗ 9m3/日 

4.0km௨ୗ 8m3/日 

5.0km௨ୗ 7m3/日 

6.5km௨ୗ 6m3/日 

8.5km௨ୗ 5m3/日 

11.0km௨ୗ 4m3/日 

16.0km௨ୗ 3m3/日 

27.5km௨ୗ 3m3/日 

60.0km௨ୗ 2m3/日 

᭷ࡾ 

0.3km௨ୗ 15m3/日 

0.5km௨ୗ 14m3/日 

1.0km௨ୗ 13m3/日 

1.5km௨ୗ 11m3/日 

2.0km௨ୗ 10m3/日 

2.5km௨ୗ 9m3/日 

3.5km௨ୗ 8m3/日 

4.5km௨ୗ 7m3/日 

6.0km௨ୗ 6m3/日 

8.0km௨ୗ 5m3/日 

10.5km௨ୗ 4m3/日 

14.5km௨ୗ 3m3/日 

23.0km௨ୗ 3m3/日 

60.0km௨ୗ 2m3/日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  144①  144 Ⅰ−10−③−30

Ⅰ-12-մ-30 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

Ẇ㐠ᦙ  

ẆⓎ⏕సᴗ 
✚㎸工ἲ 

区分 

DID区㛫ࡢ 

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

作業日当り 

標準作業量 

⯒∧◚○ 

ᶵᲔ✚㎸ 

㸦㦁㡢ᑐ⟇せ㸪 

⯒∧ཌ 

15cm㉸࠼㸧 

 ࡣࡓࡲ

㸦㦁㡢ᑐ⟇ᚲせ㸧 

 ࡋ↓

0.5km௨ୗ 70m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 64m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 55m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 48m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 43m3/᪥ 

4.5km௨ୗ 37m3/᪥ 

6.0km௨ୗ 32m3/᪥ 

7.5km௨ୗ 28m3/᪥ 

10.0km௨ୗ 25m3/᪥ 

13.5km௨ୗ 20m3/᪥ 

19.5km௨ୗ 16m3/᪥ 

39.0km௨ୗ 12m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 8m3/᪥ 

᭷ࡾ 

0.5km௨ୗ 70m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 64m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 55m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 48m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 43m3/᪥ 

4.0km௨ୗ 37m3/᪥ 

5.5km௨ୗ 32m3/᪥ 

7.0km௨ୗ 28m3/᪥ 

9.0km௨ୗ 25m3/᪥ 

12.0km௨ୗ 20m3/᪥ 

17.5km௨ୗ 16m3/᪥ 

28.5km௨ୗ 12m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 8m3/᪥ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  145①  145 Ⅰ−10−③−31

Ⅰ-12-մ-31 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

Ẇ㐠ᦙ  

ẆⓎ⏕సᴗ 
✚㎸工ἲ 

区分 

DID区㛫ࡢ

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

作業日当り 

標準作業量 

⯒∧◚○ ேຊ✚㎸ 

 ࡋ↓

0.3km௨ୗ 15m3/日 

0.5km௨ୗ 14m3/日 

1.5km௨ୗ 13m3/日 

2.0km௨ୗ 11m3/日 

2.5km௨ୗ 10m3/日 

3.0km௨ୗ 9m3/日 

4.0km௨ୗ 8m3/日 

5.0km௨ୗ 7m3/日 

6.5km௨ୗ 6m3/日 

8.5km௨ୗ 5m3/日 

11.0km௨ୗ 4m3/日 

16.0km௨ୗ 3m3/日 

27.5km௨ୗ 3m3/日 

60.0km௨ୗ 2m3/日 

᭷ࡾ 

0.3km௨ୗ 15m3/日 

0.5km௨ୗ 14m3/日 

1.0km௨ୗ 13m3/日 

1.5km௨ୗ 11m3/日 

2.0km௨ୗ 10m3/日 

2.5km௨ୗ 9m3/日 

3.5km௨ୗ 8m3/日 

4.5km௨ୗ 7m3/日 

6.0km௨ୗ 6m3/日 

8.0km௨ୗ 5m3/日 

10.5km௨ୗ 4m3/日 

14.5km௨ୗ 3m3/日 

23.0km௨ୗ 3m3/日 

60.0km௨ୗ 2m3/日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  146①  146 Ⅰ−10−③−32

Ⅰ-12-մ-32 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

Ẇ㐠ᦙ  

ẆⓎ⏕సᴗ ✚㎸工ἲ区分 
DID区㛫

 ↓᭷ࡢ
㐠ᦙ㊥㞳 

作業日当り 

標準作業量 

⯒∧◚○ 

ᶵᲔ✚㎸ 

(㦁㡢ᑐ⟇せ, 

⯒∧ཌ 

15cm௨ୗ) 

 ࡋ↓

0.3km௨ୗ 32m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 28m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 25m3/᪥ 

6.5km௨ୗ 20m3/᪥ 

11.5km௨ୗ 16m3/᪥ 

22.0km௨ୗ 12m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 8m3/᪥ 

᭷ࡾ 

0.3km௨ୗ 32m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 28m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 25m3/᪥ 

6.0km௨ୗ 20m3/᪥ 

10.5km௨ୗ 16m3/᪥ 

19.5km௨ୗ 12m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 8m3/᪥ 

ᶵᲔ✚㎸ 

(ᑠ規ᶍᅵ工) 

 ࡋ↓

0.3km௨ୗ 17m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 15m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 13m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 11m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 10m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 9m3/᪥ 

4.5km௨ୗ 8m3/᪥ 

5.5km௨ୗ 7m3/᪥ 

7.0km௨ୗ 6m3/᪥ 

9.0km௨ୗ 5m3/᪥ 

12.0km௨ୗ 4m3/᪥ 

17.0km௨ୗ 3m3/᪥ 

28.5km௨ୗ 3m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 2m3/᪥ 

᭷ࡾ 

0.3km௨ୗ 17m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 15m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 13m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 11m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 10m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 9m3/᪥ 

4.5km௨ୗ 8m3/᪥ 

5.0km௨ୗ 7m3/᪥ 

6.5km௨ୗ 6m3/᪥ 

8.0km௨ୗ 5m3/᪥ 

11.0km௨ୗ 4m3/᪥ 

15.0km௨ୗ 3m3/᪥ 

24.0km௨ୗ 3m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 2m3/᪥ 
 

 



①  147①  147 Ⅰ−10−③−33

Ⅰ-12-մ-33 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

Ẇ㐠ᦙ  

ẆⓎ⏕సᴗ ✚㎸工ἲ区分 
DID区㛫ࡢ 

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

作業日当り 

標準作業量 

྿ἲ面 

ྲྀቯࡋ 

 (ࣝࢱࣝࣔ)

ᶵᲔ✚㎸ 

 ࡋ↓

0.5km௨ୗ 100m3/᪥ 

1.0km௨ୗ  83m3/᪥ 

1.5km௨ୗ  71m3/᪥ 

2.5km௨ୗ  63m3/᪥ 

3.5km௨ୗ  56m3/᪥ 

5.5km௨ୗ  45m3/᪥ 

7.5km௨ୗ  36m3/᪥ 

9.5km௨ୗ  31m3/᪥ 

12.0km௨ୗ  27m3/᪥ 

16.5km௨ୗ  22m3/᪥ 

25.5km௨ୗ  18m3/᪥ 

60.0km௨ୗ  13m3/᪥ 

᭷ࡾ 

0.5km௨ୗ 100m3/᪥ 

1.0km௨ୗ  83m3/᪥ 

1.5km௨ୗ  71m3/᪥ 

2.5km௨ୗ  63m3/᪥ 

3.5km௨ୗ  56m3/᪥ 

5.5km௨ୗ  45m3/᪥ 

7.0km௨ୗ  36m3/᪥ 

8.5km௨ୗ  31m3/᪥ 

11.0km௨ୗ  27m3/᪥ 

15.0km௨ୗ  22m3/᪥ 

22.0km௨ୗ  18m3/᪥ 

42.0km௨ୗ  13m3/᪥ 

60.0km௨ୗ   9m3/᪥ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  148①  148 Ⅰ−10−③−34

Ⅰ-12-մ-34 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

コンクリート工 ձ コンクリート 

ᵓ 㐀 ≀ 区 分 ᡴ タ ᪉ ἲ タィ᪥ᡴタ量区分 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽ᡴタ量  せ 

↓➽・㕲➽ᵓ㐀≀ 

コンクリート 

 ㌴ᡴタࣉン࣏

10m3௨ୖ 300m3ᮍ‶ 81m3㸭᪥  

300m3௨ୖ 600m3ᮍ‶ 400m3㸭᪥  

ே ຊ ᡴ タ 10m3ᮍ‶ 4m3㸭᪥  

ᑠ ᆺ ᵓ 㐀 ≀ 
クࣞーン㌴ᡴタ 㸫 6m3㸭᪥  

ே ຊ ᡴ タ 㸫 5m3㸭᪥  

(ὀ) 㣴⏕工ࡣ㸪現場㸪施工条件➼ูࡾࡼ㏵⪃៖ࠋࡿࡍ 

ᆺᯟ工 ձ ᆺᯟ 

స ᴗ ྡ ᑐ ㇟ ᵓ 㐀 ≀ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量  せ 

ᆺᯟࡢ〇స・ 

タ ⨨ ・ ᧔ ཤ 

㕲➽・↓➽ᵓ㐀≀ 38m2㸭᪥  

ᑠ ᆺ ᵓ 㐀 ≀ 15m2㸭᪥  
 

௬タᮦタ⨨᧔ཤ工 ձ ௬タᮦタ⨨᧔ཤ工 

工 ✀ ྡ 
సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

  せ 
タ ⨨ ᧔ ཤ 

ษᱱ・�⭡㉳ࡋ 
6.1㹲㸭᪥ 

(10.1㹲㸭᪥) 

10.2㹲㸭᪥ 

(18.3㹲㸭᪥) 
 

  2.0㹲㸭᪥ 4.6㹲㸭᪥ ࡋ㉳⭡・ࢻࢵࣟࢱ

ᶓ▮ᯈ 24.8㎡㸭᪥ 49.3㎡㸭᪥  

そ工ᯈ 119.3㎡㸭᪥ 209.2㎡㸭᪥  

そ工ᯈཷ�᱆ 6.2㹲㸭᪥ 10.1㹲㸭᪥  

(ὀ)㸯㸬そ工ᯈཷ᱆⏝᱆ཷࡢタ⨨・᧔ཤࡣ㸪そ工ᯈཷ᱆ࠋࡿࡎ‽ 

㸰㸬ษᱱ・⭡㉳࡛ࡋ㸪ⅆᡴࢵࣟࣈクࢆ⏝ࡿࡍ場ྜࡣ㸪( )ෆࠋࡿࡍ್ࡢ 

㊊場工 

ᨭಖ工 

ձ ㊊場工 

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᡭᦾඛ⾜ᆺᯟ⤌㊊場タ⨨・᧔ཤ 61㎡㸭᪥ 

単 ⟶ ㊊ 場 タ ⨨ ・ ᧔ ཤ 79㎡㸭᪥ 

単 ⟶ ഴ ᩳ ㊊ 場 タ ⨨ ・ ᧔ ཤ 57㎡㸭᪥ 

 

ղ ᨭಖ工 

స ᴗ ✀ ู ᨭಖ⪏ຊ(f)kN㸭㎡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

 ートᨭಖタ⨨�᧔ཤ࣏ࢧࣉࣃ
㹤≦40 27✵ੑ㸭᪥ 

40＜㹤≦�0 15✵ੑ㸭᪥ 

 ᨭಖタ⨨㺃᧔ཤྜ⤖ࡧࡉࡃ
㹤≦40 67✵ੑ㸭᪥ 

40＜㹤≦�0 37✵ੑ㸭᪥ 
 

 

 

 

 

 

 

 



①  149①  149 Ⅰ−10−③−35

Ⅰ-12-մ-35 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

⥾ษỈ工 ձ ࣏ンࣉᤣ・᧔ཤ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㸦⟠ᡤ㸭᪥㸧 
1.7 

(ὀ) ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪࣏ンࣉ㐠㌿ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡲྵࡣ 

 ント工࣏࢚ࣝ࢘ ント工 ձ࣏࢚ࣝ࢘

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量  せ 

ࣝࣇࢻンࢧ)⨨ントタ࣏࢚ࣝ࢘    40本㸭᪥ (ࡾー᭷ࢱ

ࣝࣇࢻンࢧ)⨨ントタ࣏࢚ࣝ࢘    40本㸭᪥ (ࡋ↓ーࢱ

  ント᧔ཤ 77本㸭᪥࣏࢚ࣝ࢘ 

  タ⨨  3⤌㸭᪥ࣉン࣏ント࣏࢚ࣝ࢘ 

  ᧔ཤ 10⤌㸭᪥ࣉン࣏ント࣏࢚ࣝ࢘ 
 

௬ᶫ・௬ᱞᶫ工 ձ ௬ᶫ・௬ᱞᶫ工 タ⨨・᧔ཤ 

工 ⛬ 
సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

  せ 
タ  ⨨ ᧔� ཤ 

ୖ 㒊 11㹲㸭᪥ 12㹲㸭᪥ ᱆㸪ᶓ᱆ࡢ㉁量 

そ 工 ᯈ 73m2㸭᪥ 163m2㸭᪥ そ工ᯈࡢ面✚ 

㧗ḍ(࢞ーࣞࢻ ーࣝ ᆺ) 36ｍ㸭᪥ 52ｍ㸭᪥ 㧗ḍࡢᘏ㛗 

㧗ḍ(単⟶ࣉࣃᆺ) 41ｍ㸭᪥ 78ｍ㸭᪥   ࠌ 

ᶫ ⬮ 8㹲㸭᪥ 10㹲㸭᪥ ὀ㸧2 

ᮺ ᶫ ⬮ 4㹲㸭᪥ 5㹲㸭᪥ ὀ㸧3 

(ὀ)㸯㸬そ工ᯈࡣ㸪㊰面ࡾࡍࡢసᴗࠋ࠸࡞ࡲྵࢆ 

㸰㸬ᶫ⬮㸪ᯖ㸪ࢵࢣࣛࣈト㸪ࡂ࡞ࡘᮦ➼ࡢ㉁量 

㸱㸬ᯖ㸪ࢵࢣࣛࣈト㸪ࡂ࡞ࡘᮦ➼ࡢ㉁量 

ở⃮㜵Ṇ࢙ࣇンࢫ工 ձ ở⃮㜵Ṇ࢙ࣇンࢫ工 

స ᴗ 区 分 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ở⃮㜵Ṇ࢙ࣇンࢫタ⨨  77ｍ㸭᪥ 

ở⃮㜵Ṇ࢙ࣇンࢫ᧔ཤ 111ｍ㸭᪥ 
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Ⅰ-12-մ-36 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ᾘἼ᰿ᅛࢵࣟࣈࡵク工 ձ ࢵࣟࣈク〇స㸦ᆺᯟ工㸧 

区      分 
సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

  せ 
⤌  ❧ ⬺  ᆺ 

2.5㹲௨ୗ 

2.5㹲ࢆ㉸࠼ 11.0㹲௨ୗ 

105m2㸭᪥ 

164m2㸭᪥ 

139m2㸭᪥ 

193m2㸭᪥ 
 

 

ղ ࢵࣟࣈク〇స㸦コンクリート工㸧 

区      分 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量   せ 

2.5㹲௨ୗ 

2.5㹲ࢆ㉸5.5 ࠼㹲௨ୗ 

5.5㹲ࢆ㉸࠼ 11.0㹲௨ୗ 

43m3㸭᪥ 

56m3㸭᪥ 

59m3㸭᪥ 

クࣞーンᡴタ 

 

ճ ᾘἼ᰿ᅛࢵࣟࣈࡵクᤣ 

 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

సᴗ区分 2.5㹲௨ୗ 
2.5㹲ࢆ㉸࠼ 

5.5㹲௨ୗ 

5.5㹲ࢆ㉸࠼ 

11.0㹲௨ୗ 

ᶓྲྀ78 ࡾಶ㸭᪥ 74ಶ㸭᪥ 52ಶ㸭᪥ 

✚㎸69 ࡳಶ㸭᪥ 62ಶ㸭᪥ 55ಶ㸭᪥ 

Ⲵ༺ 72ಶ㸭᪥ 72ಶ㸭᪥ 60ಶ㸭᪥ 

ᤣࡅ(✚) 66ಶ㸭᪥ 65ಶ㸭᪥ 48ಶ㸭᪥ 

ᤣࡅ(ᒙ✚) 50ಶ㸭᪥ 43ಶ㸭᪥ 36ಶ㸭᪥ 
 

ᾘἼ᰿ᅛࢵࣟࣈࡵク工 

㸦ࢵࣟࣈク᧔ཤ工㸧

㸦0.25㹲௨ୖ 35.5㹲௨

ୗ㸧 

ձ ᰿ᅛࢵࣟࣈࡵク᧔ཤ 

సᴗ区分 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

  せ 0.25㹲௨ୖ 

6.5㹲௨ୗ 

6.5㹲㉸࠼ 

12.5㹲௨ୗ 

12.5㹲㉸࠼ 

35.5㹲௨ୗ 

᧔ཤ・௬⨨(67)84 ࡁಶ/᪥ 55(44)ಶ/᪥ 37(30)ಶ/᪥ ሁ◁ࡿ࠶ࡀ

場ྜࡣ( )

సᴗ量ࡢ

 ࠋࡿࡍ

᧔ཤ・ 

ᤣࡅ 

✚ 75(60)ಶ/᪥ 57(46)ಶ/᪥ 43(34)ಶ/᪥ 

ᒙ✚ 53(42)ಶ/᪥ 45(36)ಶ/᪥ 35(28)ಶ/᪥ 

᧔ཤ・✚㎸(58)73 ࡳಶ/᪥ 51(41)ಶ/᪥ 36(29)ಶ/᪥ 
 

ᤞ▼工 ձ ᤞ▼工 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量   せ 

ᤞ▼ᢞධ 
76m3㸭᪥ ᭱సᴗ༙ᚄ㸷ｍ௨ୗ 

67m3㸭᪥ ᭱సᴗ༙ᚄ㸷ｍࢆ㉸࠼ 24ｍ௨ୗ 

表面ᆒ55 ࡋm2㸭᪥  
 

ᾘἼ工 ձ ࢵࣟࣈク〇స㸦ᆺᯟ工㸧 

区      分 
సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

  せ 
⤌  ❧ ⬺  ᆺ 

11.0㹲ࢆ㉸࠼ 25.0㹲௨ୗ 

25.0㹲ࢆ㉸࠼ 50.0㹲௨ୗ 

164m2㸭᪥ 

230m2㸭᪥ 

193m2㸭᪥ 

270m2㸭᪥ 
 

 

ղ ࢵࣟࣈク〇స㸦コンクリート工㸧 

区      分 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量   せ 

11.0㹲ࢆ㉸࠼ 25.0㹲௨ୗ 

25.0㹲ࢆ㉸࠼ 50.0㹲௨ୗ 

83m3㸭᪥ 

125m3㸭᪥ 
クࣞーンᡴタ 
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Ⅰ-12-մ-37 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ሐ㜵㝖ⲡ工 ձ ሐ㜵㝖ⲡ工 

స ᴗ ✀ ู 
సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

㝖 

ⲡ 

స 

ᴗ 

 ᆺ

⮬㉮ᘧ 

ンࣟࢢリーࢳᘧ 6,670m2/᪥ 

 ᒚᖏᘧ࣒ࢦ

 ᒚᖏᘧ࣑ࣝ
7,690m2/᪥ 

㐲 㝸

᧯⦪ᘧ 

สᖜ 185 7,690m2/᪥ 

สᖜ 120 4,760m2/᪥ 

 ᘧ 6,250m2/᪥ࢻ࢞ࢻンࣁ

⫪    ᘧ 770m2/᪥ 

ே     ຊ 290m2/᪥ 

㞟
ⲡ
స
ᴗ 

ᆺ⮬㉮ᘧ(ࣝ  ᒚᖏᘧ) 7,690m2/᪥࣑

㐲 㝸

᧯⦪ᘧ 

㞟ⲡᖜ180 8,640m2/᪥ 

㞟ⲡᖜ160 7,690m2/᪥ 

 ᘧ 7,690m2/᪥ࢻ࢞ࢻンࣁ

ே     ຊ 1,350m2/᪥ 

Ვ          ໟ 7,570m2/᪥ 

✚㎸・Ⲵ༺㸦Ვໟ↓ࡋ㸧 

㸦ࢲンࣉトࣛࢵク) 
1,960m2/᪥ 

✚㎸・Ⲵ༺㸦Ვໟ᭷ࡾ㸧 

㸦ࢲンࣉトࣛࢵク) 
6,500m2/᪥ 

✚㎸・Ⲵ㝆( ࢝ࢵࣃー㌴) 5,560m2/᪥ 
 

ሐ㜵ኳ➃⿵ಟ工 ձ ሐ㜵ኳ➃⿵ಟ工 

స  ᴗ  ✀  ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㝣ᩚṇ・⿵ಟᮦᩜᆒࡋ・⥾ᅛ690 ࡵm3㸭᪥ 

㝣ᩚṇ・⥾ᅛ1,340 ࡵm3㸭᪥ 
 

ሐ㜵Ⱚ㣴⏕工 ձ ሐ㜵Ⱚ㣴⏕工 

సᴗ✀ู 
సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 
   せ 

ᢤ  ᰿  1,470㎡/᪥ ⦅ᡂேဨ ᅵᮌ୍⯡ୡヰᙺ1ே ㍍సᴗဨ4ே 

㞟  ⲡ  3,630㎡/᪥ ⦅ᡂேဨ ᬑ㏻సᴗဨ2ே 

✚㎸㐠ᦙ  2,320㎡/᪥ ⦅ᡂேဨ ᬑ㏻సᴗဨ1ே 

施  ⫧ 13,600㎡/᪥ ⦅ᡂேဨ ᅵᮌ୍⯡ୡヰᙺ1ே ᬑ㏻సᴗဨ3ே 

(ὀ) 㞟ⲡ㸪✚㎸㐠ᦙࡣ㸪ᚲせ࡞工✀ࡳࡢィୖࠋࡿࡍ 
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Ⅰ-12-մ-38 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ఆᮌ㝖᰿工 ձ ఆᮌ㝖᰿工 

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ఆ ᮌ స ᴗ 

⢒ 2,105m2㸭᪥ 

୰ 768m2㸭᪥ 

ᐦ 433m2㸭᪥ 

ఆ ➉ స ᴗ 439m2㸭᪥ 

㝖 ᰿ స ᴗ 1,160m2㸭᪥ 

ᩚ ᆅ స ᴗ 880m2㸭᪥ 

㞟✚సᴗ (ேຊ施工) 1,180m2㸭᪥ 

㞟✚సᴗ (ᶵᲔ施工) 
㝖᰿᭷ 720m2㸭᪥ 

㝖᰿↓ 940m2㸭᪥ 

✚ ㎸ ࡳ(ேຊ施工) 21,300m2㸭᪥ 

 

ղ 㐠ᦙ㸦ఆᮌ㝖᰿㸧ேຊ施工 

✚㎸条件 
㝖᰿సᴗࡢ 

᭷↓ 

DID区㛫ࡢ 

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

㐠㌿㛫ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

ேຊ施工 - 

 ࡋ↓

1.0km௨ୗ 833m2/㛫 

2.5km௨ୗ 769m2/㛫 

4.0km௨ୗ 714m2/㛫 

5.5km௨ୗ 667m2/㛫 

7.5km௨ୗ 588m2/㛫 

9.5km௨ୗ 556m2/㛫 

12.0km௨ୗ 500m2/㛫 

15.0km௨ୗ 455m2/㛫 

19.0km௨ୗ 417m2/㛫 

24.0km௨ୗ 385m2/㛫 

31.0km௨ୗ 345m2/㛫 

49.0km௨ୗ 313m2/㛫 

60.0km௨ୗ 286m2/㛫 

᭷ࡾ 

1.0km௨ୗ 833m2/㛫 

2.5km௨ୗ 769m2/㛫 

4.0km௨ୗ 714m2/㛫 

5.5km௨ୗ 667m2/㛫 

7.5km௨ୗ 588m2/㛫 

9.5km௨ୗ 556m2/㛫 

11.5km௨ୗ 500m2/㛫 

14.5km௨ୗ 455m2/㛫 

18.0km௨ୗ 417m2/㛫 

22.0km௨ୗ 385m2/㛫 

27.5km௨ୗ 345m2/㛫 

34.5km௨ୗ 313m2/㛫 

60.0km௨ୗ 286m2/㛫 
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Ⅰ-12-մ-39 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ఆᮌ㝖᰿工 

 

ճ 㐠ᦙ㸦ఆᮌ㝖᰿㸧ᶵᲔ施工・㝖᰿సᴗ᭷ࡾ 

✚㎸条件 
㝖᰿సᴗࡢ 

᭷↓ 

DID区㛫ࡢ 

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

㐠㌿㛫ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

ᶵᲔ施工 ᭷ࡾ 

 ࡋ↓

0.5km௨ୗ 909m2/㛫 

1.0km௨ୗ 769m2/㛫 

1.5km௨ୗ 714m2/㛫 

2.0km௨ୗ 667m2/㛫 

2.5km௨ୗ 588m2/㛫 

3.0km௨ୗ 556m2/㛫 

3.5km௨ୗ 526m2/㛫 

4.0km௨ୗ 500m2/㛫 

4.5km௨ୗ 476m2/㛫 

5.5km௨ୗ 435m2/㛫 

6.5km௨ୗ 400m2/㛫 

7.5km௨ୗ 370m2/㛫 

8.5km௨ୗ 333m2/㛫 

10.0km௨ୗ 313m2/㛫 

11.5km௨ୗ 286m2/㛫 

13.5km௨ୗ 263m2/㛫 

15.5km௨ୗ 238m2/㛫 

18.0km௨ୗ 222m2/㛫 

21.0km௨ୗ 204m2/㛫 

25.0km௨ୗ 185m2/㛫 

30.5km௨ୗ 169m2/㛫 

41.5km௨ୗ 154m2/㛫 

60.0km௨ୗ 141m2/㛫 

᭷ࡾ 

0.5km௨ୗ 909m2/㛫 

1.0km௨ୗ 769m2/㛫 

1.5km௨ୗ 714m2/㛫 

2.0km௨ୗ 625m2/㛫 

2.5km௨ୗ 588m2/㛫 

3.0km௨ୗ 556m2/㛫 

3.5km௨ୗ 526m2/㛫 

4.0km௨ୗ 476m2/㛫 

4.5km௨ୗ 455m2/㛫 

5.0km௨ୗ 435m2/㛫 

6.0km௨ୗ 400m2/㛫 

7.0km௨ୗ 370m2/㛫 

8.0km௨ୗ 345m2/㛫 

9.5km௨ୗ 313m2/㛫 

11.0km௨ୗ 286m2/㛫 

12.5km௨ୗ 256m2/㛫 

14.0km௨ୗ 238m2/㛫 

16.0km௨ୗ 222m2/㛫 

18.5km௨ୗ 204m2/㛫 

21.0km௨ୗ 185m2/㛫 

25.0km௨ୗ 172m2/㛫 

29.0km௨ୗ 154m2/㛫 

60.0km௨ୗ 141m2/㛫 
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Ⅰ-12-մ-40 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ఆᮌ㝖᰿工 

 

մ 㐠ᦙ㸦ఆᮌ㝖᰿㸧ᶵᲔ施工・㝖᰿సᴗ↓ࡋ 

✚㎸条件 
㝖᰿సᴗࡢ 

᭷↓ 

DID区㛫ࡢ 

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

㐠㌿㛫ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

ᶵᲔ施工 ↓ࡋ 

 ࡋ↓

0.5km௨ୗ 2,000m2/㛫 

1.5km௨ୗ 1,670m2/㛫 

2.0km௨ୗ 1,430m2/㛫 

2.5km௨ୗ 1,250m2/㛫 

3.0km௨ୗ 1,110m2/㛫 

4.0km௨ୗ 1,000m2/㛫 

4.5km௨ୗ 909m2/㛫 

5.0km௨ୗ 833m2/㛫 

6.5km௨ୗ 769m2/㛫 

7.5km௨ୗ 667m2/㛫 

8.5km௨ୗ 625m2/㛫 

9.5km௨ୗ 556m2/㛫 

11.0km௨ୗ 526m2/㛫 

12.5km௨ୗ 476m2/㛫 

14.5km௨ୗ 435m2/㛫 

16.5km௨ୗ 400m2/㛫 

19.0km௨ୗ 370m2/㛫 

22.0km௨ୗ 333m2/㛫 

26.0km௨ୗ 303m2/㛫 

32.0km௨ୗ 278m2/㛫 

47.0km௨ୗ 250m2/㛫 

60.0km௨ୗ 227m2/㛫 

᭷ࡾ 

0.5km௨ୗ 2,000m2/㛫 

1.5km௨ୗ 1,670m2/㛫 

2.0km௨ୗ 1,430m2/㛫 

2.5km௨ୗ 1,250m2/㛫 

3.0km௨ୗ 1,110m2/㛫 

4.0km௨ୗ 1,000m2/㛫 

4.5km௨ୗ 909m2/㛫 

5.0km௨ୗ 833m2/㛫 

6.0km௨ୗ 769m2/㛫 

7.0km௨ୗ 667m2/㛫 

8.0km௨ୗ 625m2/㛫 

9.0km௨ୗ 556m2/㛫 

10.0km௨ୗ 526m2/㛫 

11.5km௨ୗ 476m2/㛫 

13.0km௨ୗ 435m2/㛫 

15.0km௨ୗ 400m2/㛫 

17.0km௨ୗ 370m2/㛫 

19.5km௨ୗ 333m2/㛫 

22.0km௨ୗ 303m2/㛫 

25.5km௨ୗ 278m2/㛫 

30.0km௨ୗ 250m2/㛫 

60.0km௨ୗ 227m2/㛫 
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Ⅰ-12-մ-41 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ሻⰰ処理工 ձ ሻⰰ処理工 

工  ✀  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᩓᅾሻⰰ㞟 20,000m2㸭᪥ 

ሁ✚ሻⰰ㞟 (ᶵᲔ処理) 26m3㸭᪥ 

ሁ✚ሻⰰ㞟 (ேຊ処理) 9m3㸭᪥ 

 

ղ 㐠ᦙ㸦ᩓᅾሻⰰ処理㸧 

DID区㛫ࡢ 

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

㐠㌿㛫当り 

標準作業量 

 ࡋ↓

1.0km௨ୗ 14,300m2/㛫 

2.0km௨ୗ 12,500m2/㛫 

3.0km௨ୗ 11,100m2/㛫 

4.5km௨ୗ 10,000m2/㛫 

6.0km௨ୗ 9,090m2/㛫 

7.5km௨ୗ 8,330m2/㛫 

9.5km௨ୗ 7,140m2/㛫 

12.0km௨ୗ 6,670m2/㛫 

14.5km௨ୗ 5,880m2/㛫 

17.5km௨ୗ 5,260m2/㛫 

21.5km௨ୗ 4,760m2/㛫 

26.5km௨ୗ 4,350m2/㛫 

34.5km௨ୗ 3,850m2/㛫 

46.0km௨ୗ 3,570m2/㛫 

60.0km௨ୗ 3,330m2/㛫 
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Ⅰ-12-մ-42 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ሻⰰ処理工  

DID区㛫ࡢ 

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

㐠㌿㛫当り 

標準作業量 

᭷ࡾ 

1.0km௨ୗ 14,300m2/㛫 

2.0km௨ୗ 12,500m2/㛫 

3.0km௨ୗ 11,100m2/㛫 

4.0km௨ୗ 10,000m2/㛫 

5.0km௨ୗ 9,090m2/㛫 

7.0km௨ୗ 8,330m2/㛫 

8.5km௨ୗ 7,140m2/㛫 

10.5km௨ୗ 6,670m2/㛫 

13.0km௨ୗ 5,880m2/㛫 

15.5km௨ୗ 5,260m2/㛫 

18.0km௨ୗ 4,760m2/㛫 

22.5km௨ୗ 4,350m2/㛫 

25.5km௨ୗ 3,850m2/㛫 

29.5km௨ୗ 3,570m2/㛫 

60.0km௨ୗ 3,330m2/㛫 

 

ճ 㐠ᦙ㸦ሁ✚ሻⰰ処理㸧 

ሻⰰࡢ✀㢮 
DID区㛫ࡢ

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

㐠㌿㛫当り 

標準作業量 

ᮌ ∦ ・ ✵

⨁・ᯤⲡ➼

 ≀㧗ࡉࡢ

 ࡋ↓

0.5km௨ୗ 12.5m3/㛫 

1.0km௨ୗ 11.1m3/㛫 

2.0km௨ୗ 10.0m3/㛫 

3.0km௨ୗ 8.3m3/㛫 

4.0km௨ୗ 7.1m3/㛫 

5.0km௨ୗ 6.3m3/㛫 

6.5km௨ୗ 5.6m3/㛫 

8.0km௨ୗ 5.0m3/㛫 

9.5km௨ୗ 4.3m3/㛫 

11.5km௨ୗ 4.0m3/㛫 

13.5km௨ୗ 3.6m3/㛫 

16.0km௨ୗ 3.2m3/㛫 

19.0km௨ୗ 2.9m3/㛫 

22.5km௨ୗ 2.6m3/㛫 

27.5km௨ୗ 2.4m3/㛫 

35.0km௨ୗ 2.1m3/㛫 

46.0km௨ୗ 1.9m3/㛫 

60.0km௨ୗ 1.9m3/㛫 
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Ⅰ-12-մ-43 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ሻⰰ処理工  

ሻⰰࡢ✀㢮 
DID区㛫ࡢ

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

㐠㌿㛫当り 

標準作業量 

ᮌ ∦ ・ ✵

⨁・ᯤⲡ➼

 ≀㧗ࡉࡢ

᭷ࡾ 

0.5km௨ୗ 12.5m3/㛫 

1.0km௨ୗ 11.1m3/㛫 

2.0km௨ୗ 10.0m3/㛫 

3.0km௨ୗ 8.3m3/㛫 

4.0km௨ୗ 7.1m3/㛫 

5.0km௨ୗ 6.3m3/㛫 

6.0km௨ୗ 5.6m3/㛫 

7.5km௨ୗ 5.0m3/㛫 

8.5km௨ୗ 4.3m3/㛫 

10.5km௨ୗ 4.0m3/㛫 

12.0km௨ୗ 3.6m3/㛫 

14.5km௨ୗ 3.2m3/㛫 

16.5km௨ୗ 2.9m3/㛫 

19.0km௨ୗ 2.6m3/㛫 

23.0km௨ୗ 2.4m3/㛫 

27.0km௨ୗ 2.1m3/㛫 

29.5km௨ୗ 1.9m3/㛫 

60.0km௨ୗ 1.9m3/㛫 

コンクリー

トሢ➼ࡢ㔜

量≀ 

 ࡋ↓

0.5km௨ୗ 3.4m3/㛫 

1.0km௨ୗ 3.1m3/㛫 

2.0km௨ୗ 2.8m3/㛫 

3.0km௨ୗ 2.3m3/㛫 

4.0km௨ୗ 2.0m3/㛫 

5.0km௨ୗ 1.8m3/㛫 

6.0km௨ୗ 1.6m3/㛫 

7.5km௨ୗ 1.4m3/㛫 

9.0km௨ୗ 1.3m3/㛫 

11.0km௨ୗ 1.1m3/㛫 

13.0km௨ୗ 1.0m3/㛫 

15.5km௨ୗ 0.9m3/㛫 

18.5km௨ୗ 0.8m3/㛫 

22.0km௨ୗ 0.7m3/㛫 

26.5km௨ୗ 0.7m3/㛫 

33.0km௨ୗ 0.6m3/㛫 

46.0km௨ୗ 0.5m3/㛫 

60.0km௨ୗ 0.5m3/㛫 
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Ⅰ-12-մ-44 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ሻⰰ処理工  

ሻⰰࡢ✀㢮 
DID区㛫ࡢ

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

㐠㌿㛫当り 

標準作業量 

コンクリー

トሢ➼ࡢ㔜

量≀ 

᭷ࡾ 

0.5km௨ୗ 3.4m3/㛫 

1.0km௨ୗ 3.1m3/㛫 

2.0km௨ୗ 2.8m3/㛫 

3.0km௨ୗ 2.3m3/㛫 

4.0km௨ୗ 2.0m3/㛫 

5.0km௨ୗ 1.8m3/㛫 

6.0km௨ୗ 1.6m3/㛫 

7.0km௨ୗ 1.4m3/㛫 

8.5km௨ୗ 1.3m3/㛫 

10.5km௨ୗ 1.1m3/㛫 

12.0km௨ୗ 1.0m3/㛫 

14.0km௨ୗ 0.9m3/㛫 

17.0km௨ୗ 0.8m3/㛫 

19.5km௨ୗ 0.7m3/㛫 

22.5km௨ୗ 0.7m3/㛫 

26.5km௨ୗ 0.6m3/㛫 

29.5km௨ୗ 0.5m3/㛫 

60.0km௨ୗ 0.5m3/㛫 
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Ⅰ-12-մ-45 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

 施工本数㸦ཧ⪃㸧ࡾト工  ᪥ᙜ࢘ࣛࢢࢢーリン࣎

 ࠋࡿࡍฟ⟭ࡾࡼ௨ୗࡣ施工本数ࡾト㸯᪥ᙜࢵࢭ㸰ࡢー工ἲ࢝ࢵࣃࡧ工ἲཬࢻࢵࣟ

㸰ࢵࢭト㸯᪥ᙜࡾ施工本数㸦本㸭᪥㸧 

 

 

 

㹒㹰㸸ࣟࢻࢵ工ἲ 10Ꮝᙜࡾ๐Ꮝ᪥数㸦‽ഛྵࡴ㸧㸦1㸫1㸧 

㹒㹮㸸࢝ࢵࣃー工ἲ 10Ꮝᙜࡾ๐Ꮝ᪥数㸦‽ഛྵࡴ㸧㸦1㸫2㸧 

㹑 㸸ὀධ工㸯m3ᙜࡾὀධ᪥数㸦2㸫1㸧 

㹏 㸸㸯Ꮝᙜࡾᖹᆒὀධ量㸦m3㸧 

㸯㸫㸯 ࣟࢻࢵ工ἲ 10 Ꮝᙜࡾ๐Ꮝ᪥数㸦‽ഛྵࡴ㸧㸦㹒r㸧ࡣḟᘧࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ 

㹒㹰㸻Ș�㹒㹟㸩 0.9㸦᪥㸧㸦㸰ࢵࢭトᙜࡾ㸧 

㹒㹟㸸๐Ꮝ㛗ู 10 Ꮝᙜࡾ๐Ꮝ᪥数㸦‽ഛྵࡎࡲ㸧㸦ୗ表ཧ↷㸧 

0.9㸸‽ഛ➼ࡢ᪥数 

Ș 㸸ᅵ㉁ಀ数ࡣ㸪᥀๐ࡿࡍᅵ㉁ẖࡢಀ数ࢆࢆୗグࡾ࠾ࡢຍ㔜ᖹᆒ࡚ࡋ⟬ฟ

Șࠋࡿࡍ  ࠋࡿࡍ㑅ᢥࡾࡼୗ表,ࡋᑠ数➨㸯位ࡋᅄᤞධࢆᑠ数➨㸰位ࡣ

      

 

 ᅵ㉁ಀ数(=1.0)ࡢ⢓ᛶᅵࡧ㸪Ș1㸸◁㉁ᅵཬ࡛ࡇࡇ

    Ș2㸸ࣞ࢟㉁ᅵࡢᅵ㉁ಀ数㸦㸻2.5㸧 

Ｌ1㸸◁㉁ᅵཬࡧ⢓ᛶᅵࡢ⥲๐Ꮝ㛗㸦ｍ㸧                                              

Ｌ2㸸ࣞ࢟㉁ᅵࡢ⥲๐Ꮝ㛗㸦ｍ㸧 

 

ᅵ㉁ಀ数㸦Ș㸧 

1.0 

1.1 

1.2 

1.3 

1.4 

1.5 

1.6 

1.7 

1.8 

 

工ἲ ๐Ꮝ㛗ูࢻࢵࣟ 10Ꮝᙜࡾ๐Ꮝ᪥数㸦㹒㹟㸧㸦㸰ࢵࢭトᙜࡾ㸧 

๐Ꮝ㛗㸦m㸧 単位 数量 

1.0m௨ୖ 2.0mᮍ‶ ᪥ 0.2 

2.0m௨ୖ 3.0mᮍ‶ ᪥ 0.4 

3.0m௨ୖ 4.0mᮍ‶ ᪥ 0.6 

4.0m௨ୖ 5.0mᮍ‶ ᪥ 0.7 

5.0m௨ୖ 6.0mᮍ‶ ᪥ 0.9 

6.0m௨ୖ 7.0mᮍ‶ ᪥ 1.0 

7.0m௨ୖ 8.0mᮍ‶ ᪥ 1.2 

8.0m௨ୖ 9.0mᮍ‶ ᪥ 1.4 

9.0m௨ୖ 10.0mᮍ‶ ᪥ 1.5 

10.0m௨ୖ 11.0mᮍ‶ ᪥ 1.7 

11.0m௨ୖ 12.0mᮍ‶ ᪥ 1.8 

12.0m௨ୖ 13.0mᮍ‶ ᪥ 2.0 

13.0m௨ୖ 14.0mᮍ‶ ᪥ 2.2 

14.0m௨ୖ 15.0mᮍ‶ ᪥ 2.3 

15.0m௨ୖ 16.0mᮍ‶ ᪥ 2.5 
 

 

1 

㹒㹰ཪࡣ㹒㹮 
㹌㸻 

10 
㸩㹑�㹏 

Ș㸻 
 Ș1�Ｌ1㸩Ș2�Ｌ2 

Ｌ1㸩Ｌ2 
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Ⅰ-12-մ-46 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ー工ἲ࢝ࢵࣃ ト工  㸯㸫㸰࢘ࣛࢢࢢーリン࣎ 10 Ꮝᙜࡾ๐Ꮝ᪥数㸦‽ഛྵࡴ㸧㸦㹒㹮㸧ࡣḟ表ࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ 

ー工ἲ ๐Ꮝ㛗ู࢝ࢵࣃ 10Ꮝᙜࡾ๐Ꮝ᪥数㸦㹒㹮㸧(㸰ࢵࢭトᙜࡾ㸧 

๐Ꮝ㛗㸦m㸧 単位 数    量 

0.2mᮍ‶ ᪥ 0.8 

0.2m௨ୖ 0.4mᮍ‶ ᪥ 1.0 

0.4m௨ୖ 0.6mᮍ‶ ᪥ 1.1 

0.6m௨ୖ 0.8mᮍ‶ ᪥ 1.3 

0.8m௨ୖ 1.0mᮍ‶ ᪥ 1.5 

1.0m௨ୖ 1.2mᮍ‶ ᪥ 1.7 

1.2m௨ୖ 1.4mᮍ‶ ᪥ 1.8 

1.4m௨ୖ 1.6mᮍ‶ ᪥ 2.0 

1.6m௨ୖ 1.8mᮍ‶ ᪥ 2.2 

1.8m௨ୖ 2.0mᮍ‶ ᪥ 2.3 

 

㸰㸫㸯 ὀධ工㸯m3ᙜࡾὀධ᪥数㸦㹑㸧ࡣḟ表ࠋࡿࡍࡾ࠾ࡢ 

ὀධ工㸯m3ᙜࡾὀධ᪥数㸦㹑㸧㸦㸰ࢵࢭトᙜࡾ㸧 

ὀ ධ ᪥ 数 㸦㹑㸧 

0.12 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ࡢὀධ᪥数ࡣ 1 分㛫ᙜࡾὀධ量ࢆ 0.01m3㸭minࡓࡋ場ྜ࡛ࠋࡿ࠶ 

㸯分㛫ᙜࡾὀධ量ࢆ㸪ヨ㦂ὀධ➼࡚ࡗ⾜ࢆỴࡿࡵ場ྜࡣ㸪ḟࡢᘧࡾࡼὀධ᪥数

 ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡵồࢆ

㹑㸻㸯㸭㸦408 ×㹯×㸰㸧 

㹯㸸㸯分㛫ᙜࡾὀධ量㸦m3㸭min㸧 

㸰㸬ୖグ⟬ฟᘧࡾࡼ⟬ฟࡿࡍ㹑ࡣᑠ数➨㸱位ࢆᅄᤞධࡋᑠ数➨㸰位ࠋࡿࡍ 

 

⢒ᮕỿᗋ工 ձ ⢒ᮕỿᗋ工 

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㐃ᰘ〇స・ỿᗋ⤌❧ 32m2㸭᪥ 

ỿᗋỿタ・ỿ▼ᢞධ 169m2㸭᪥  

㛫ワ▼ᢞධ 94m2㸭᪥ 
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Ⅰ-12-մ-47 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ᶵᲔᅵ工㸦Ἑᗋ➼᥀

๐㸧 

ձ Ἑᗋ➼᥀๐ 

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

Ἑᗋ➼᥀๐ 147ｍ㸱㸭᪥ 

 

ղ ㌾ᙅᅵ➼㐠ᦙ 

DID区㛫ࡢ 

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

作業日当り 

標準作業量 

 ࡋ↓

0.3km௨ୗ 63m3/᪥ 

0.8km௨ୗ 59m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 53m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 48m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 42m3/᪥ 

6.5km௨ୗ 37m3/᪥ 

9.0km௨ୗ 31m3/᪥ 

13.0km௨ୗ 26m3/᪥ 

19.5km௨ୗ 21m3/᪥ 

40.0km௨ୗ 16m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 11m3/᪥ 

᭷ࡾ 

0.3km௨ୗ 63m3/᪥ 

0.8km௨ୗ 59m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 53m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 48m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 42m3/᪥ 

4.5km௨ୗ 37m3/᪥ 

8.5km௨ୗ 31m3/᪥ 

12.0km௨ୗ 26m3/᪥ 

17.5km௨ୗ 21m3/᪥ 

30.0km௨ୗ 16m3/᪥ 

50.0km௨ୗ 11m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 5m3/᪥ 
 

ከ⮬↛ㆤᓊ工 ձ ᕧ▼✚㸦ᙇ㸧工 

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᕧ▼ᙇ (⦎) 25m2/᪥ 

ᕧ▼ᙇ (✵) 27m2/᪥ 

ᕧ▼✚ (⦎) 30m2/᪥ 

(ὀ) ᕧ▼✚㸦ᙇ㸧工ࡣ㸪㎸ᮦ工ࢆ施工࠸࡞ࡋ場ྜୖࡶ表ࠋࡿࡼ 
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Ⅰ-12-մ-48 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ㆤᓊᇶ♏ࢵࣟࣈク工 ձ ࢫࣕ࢟ࣞࣉトᇶ♏(୰ワᮦࡢ✀㢮㸸コンクリート) 

 クୗᖜࢵࣟࣈ ク〇ရ㛗ࢵࣟࣈ
సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

2,000ੈ 

500ੈ௨ୖ600ੈᮍ‶ 26ｍ/᪥ 

600ੈ௨ୖ 700ੈᮍ‶ 22ｍ/᪥ 

700ੈ௨ୖ 900ੈᮍ‶ 18ｍ/᪥ 

900ੈ௨ୖ 1,100ੈᮍ‶ 14ｍ/᪥ 

1,100ੈ 12ｍ/᪥ 

3,300ੈ 

500ੈ௨ୖ600ੈᮍ‶ 33ｍ/᪥ 

600ੈ௨ୖ 700ੈᮍ‶ 26ｍ/᪥ 

700ੈ௨ୖ 900ੈᮍ‶ 21ｍ/᪥ 

900ੈ௨ୖ 1,100ੈᮍ‶ 16ｍ/᪥ 

1,100ੈ 13ｍ/᪥ 

5,000ੈ 

500ੈ௨ୖ600ੈᮍ‶ 40ｍ/᪥ 

600ੈ௨ୖ 700ੈᮍ‶ 31ｍ/᪥ 

700ੈ௨ୖ 900ੈᮍ‶ 23ｍ/᪥ 

900ੈ௨ୖ 1,100ੈᮍ‶ 17ｍ/᪥ 

1,100ੈ 15ｍ/᪥ 

(ὀ)1㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ࢵࣟࣈクࡢᤣࡅ㸪㐃⤖㸪┠ᆅᮦタ⨨㸪୰

ワコンクリートᡴタ㸪㣴⏕ࠋࡴྵࢆ 

2㸬ᇶ♏ᮦࡢタ⨨ࠋ࠸࡞ࡲྵࡣ 

3㸬୰ワコンクリート工ࡣクࣞーン㌴ᡴタࠋࡿࡍ 

4㸬㣴⏕ࡣ㸪㣴⏕ᮦࡢ⿕そ㸪ᩓỈ㣴⏕㸪⿕そ㣴⏕⛬ᗘࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡢ 

 

ղ ࢫࣕ࢟ࣞࣉトᇶ♏(୰ワᮦࡢ✀㢮㸸ࡢࡑࡋ↓ࡣࡓࡲ) 

 ᶆ‽సᴗ量ࡾク〇ရ㛗 సᴗ᪥ᙜࢵࣟࣈ

2,000ੈ 30(32)ｍ/᪥ 

3,300ੈ 38ｍ/᪥ 

4,000ੈ 42ｍ/᪥ 

5,000ੈ 48ｍ/᪥ 

(ὀ)1㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ࢵࣟࣈクࡢᤣࡅ㸪㐃⤖㸪┠ᆅᮦタ⨨ྵࢆ

 ࠋࡴ

2㸬ࢵࣟࣈク〇ရ㛗 2,000mm࡛㸪୰ワᮦᢞධࡢᚲせ࠸࡞ࡀ場ྜࡣ()ෆࠋࡿࡍ್ࡢ 

3㸬ᇶ♏ᮦࡢタ⨨ࠋ࠸࡞ࡲྵࡣ 

4㸬୰ワᮦࡢᢞධࠋ࠸࡞ࡲྵࡣ 
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Ⅰ-12-մ-49 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

 ト工ࢵ࣐ࡈ ト工 ձࢵ࣐ࡈ

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量  せ 

 トࢵ࣐ࡈ
ཌ30 ࡉ   42m2/᪥  

ཌ50 ࡉ   35m2/᪥  

(ὀ)1㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ἲ面ᩚᙧ㸦ᗋᣛࡴྵ࠼㸧㸪྾ฟࡋ㜵Ṇᮦタ

⨨㸪ࡈ⤌❧・ᤣࡅ㸪⿵ᙉᮦタ⨨᧔ཤ㸪ワ▼㸪タ⨨ࡢసᴗࠋࡴྵࢆ 

  2㸬ྛసᴗ㛫ࡢ㔜」ࡣ⪃៖ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ 

 

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量  せ 

ἲ面ᩚᙧ 478m2/᪥  

྾ฟࡋ㜵Ṇᮦタ⨨ 418m2/᪥  

 ࡅᤣ・❧⤌ࡈ
ཌ30 ࡉ 328m2/᪥  

ཌ50 ࡉ 190m2/᪥  

⿵ᙉᮦタ⨨᧔ཤ 165m2/᪥  

ワ▼ 
ཌ30 ࡉ 150m2/᪥  

ཌ50 ࡉ 108m2/᪥  

タ⨨ 289m2/᪥  

 

 

ղ ࢵ࣐ࡈト工㸦ከẁ✚ᆺ㸧 

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量  せ 

  ト ከẁ✚ᆺ   18m2/᪥ࢵ࣐ࡈ

(ὀ)1㸬ୖ 表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ࡈ⤌❧・ᤣ㸪ワ▼㸪྾ฟࡋ㜵Ṇᮦタ⨨㸪

⿵ᙉᮦタ⨨・᧔ཤ㸪ἲ面ᩚᙧࠋᗋᣛࡢ࠼㸪タ⨨ࠋࡴྵࢆ 

  2㸬ྛసᴗ㛫ࡢ㔜」ࡣ⪃៖ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ 

 

⿄ワ⋢▼工 ձ ⿄ワ⋢▼ 

⿄ᮦ規格 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㸰㹲⏝ 40⿄㸭᪥ 

㸱㹲⏝ 38⿄㸭᪥ 
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Ⅰ-12-մ-50 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

➟コンクリート 

 クᤣ工ࢵࣟࣈ

ձ ➟コンクリートࢵࣟࣈク 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㧗ࡉㄪᩚ㔠ලྲྀ 107 ｍ㸭᪥ 

➟コンクリート 

 クᤣࢵࣟࣈ
56 ｍ㸭᪥ 

 ク㐃⤖ 122 ｍ㸭᪥ࢵࣟࣈ

୰ワコンクリート工 30 m3㸭᪥ 

ᆺᯟタ⨨ 67 ｍ㸭᪥ 

ᆺᯟ᧔ཤ 111 ｍ㸭᪥ 
 

ගࢣーࣝࣈ㓄⟶工 ձ ගࢣーࣝࣈ㓄⟶工 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

᥀       ๐ 28 m2㸭᪥ 

ᇙ   ᡠ   13 ࡋ m2㸭᪥ 

㓄⟶タ⨨㸦ᇙタ㒊㸧 96 ｍ㸭᪥ 

㓄⟶タ⨨㸦㟢ฟ�㸧 121 ｍ㸭᪥ 

 ーࣝタ⨨  1 ಶ㸭᪥࣍ࢻンࣁ
 

ᅵ工(◁㜵工)  ձ ᥀๐㸦◁㜵㸧 

 

ᅵ㉁ ᢲᅵࡢ᭷↓ 
㞀ᐖࡢ᭷

↓ 
᥀๐⠊ᅖ ⅆ⸆⏝ 

సᴗ᪥ᙜࡾ 
ᶆ‽సᴗ量 

ᅵ◁ 

᭷ࡾ 㸫 㸫 㸫 230m3/᪥ 

 ࡋ↓
 㸫 㸫 220m3/᪥ ࡋ↓

᭷ࡾ 㸫 㸫 160m3/᪥ 

ᒾሢ・⋢
▼ 

᭷ࡾ 㸫 㸫 㸫 190m3/᪥ 

 ࡋ↓
 㸫 㸫 180m3/᪥ ࡋ↓

᭷ࡾ 㸫 㸫 120m3/᪥ 

㌾ᒾ 

㸫 㸫 
ᶵᲔ㉮⾜面
 5m௨ෆࡾࡼ

㸫 51m3/᪥ 

㸫 㸫 
ᶵᲔ㉮⾜面
 ࠼5m㉸ࡾࡼ

ྍ 37m3/᪥ 

㸫 㸫 ྍ 9m3/᪥ 

◳ᒾ 

㸫 㸫 
ᶵᲔ㉮⾜面
 5m௨ෆࡾࡼ

㸫 29m3/᪥ 

㸫 㸫 
ᶵᲔ㉮⾜面
 ࠼5m㉸ࡾࡼ

ྍ 21m3/᪥ 

㸫 㸫 ྍ 7m3/᪥ 

㌿▼ 

㸫 㸫 
ᶵᲔ㉮⾜面
 5m௨ෆࡾࡼ

㸫 31m3/᪥ 

㸫 㸫 
ᶵᲔ㉮⾜面
 ࠼5m㉸ࡾࡼ

ྍ 9m3/᪥ 

㸫 㸫 ྍ 12m3/᪥ 
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Ⅰ-12-մ-51 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ᅵ工㸦◁㜵工㸧   ղᅵ◁➼㐠ᦙ㸦◁㜵㸧 

ᅵ㉁ 㐠ᦙ㊥㞳 
సᴗ᪥ᙜࡾ 
ᶆ‽సᴗ量 

ᅵ◁ 
(ᒾሢ・⋢▼ΰࡾᅵྵࡴ) 

0.5km௨ୗ 125m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 111m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 100m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 91m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 77m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 71m3/᪥ 

4.0km௨ୗ 63m3/᪥ 

5.0km௨ୗ 56m3/᪥ 

6.0km௨ୗ 48m3/᪥ 

7.0km௨ୗ 43m3/᪥ 

㌾ᒾ 㸫 ᅵ◁¹1.22 

◳ᒾ 㸫 ᅵ◁¹1.37 

 

  ճᢲᅵ㸦ࣝーࢬ㸧㸦◁㜵㸧 

ᅵ㉁ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᅵ◁ 240m3/᪥ 

ᒾሢ・⋢▼ 210m3/᪥ 

◚○ᒾ 110m3/᪥ 

 

մ✚㎸㸦ࣝーࢬ㸧㸦◁㜵㸧 

ᅵ㉁ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᅵ◁ 240m3/᪥ 

ᒾሢ・⋢▼ 200m3/᪥ 

◚○ᒾ 160m3/᪥ 

 

 

◁㜵工 

(コンクリート工) 

ձ ◁㜵工㸦コンクリート工㸧 

స  ᴗ  ྡ 
స ᴗ ᪥ ᙜ  ࡾ

ᶆ ‽ స ᴗ 量 

コ ン ク リ ー ト ᡴ タ 

᪥ ᡴ タ 量 5 0 m 3 ᮍ ‶ 43m3㸭᪥ 

᪥ ᡴ タ 量 5 0 m 3 ௨ ୖ 

150m3ᮍ‶ 
73m3㸭᪥ 

ᆺ ᯟ タ ⨨ ・ ᧔ ཤ ・ ࢣ ࣞ ン ࡣ ࡃ 㞳  ሬ ᕸ 47m2㸭᪥ 
 

◁㜵工 

(ṧᏑᆺᯟ工) 

ձ ṧᏑᆺᯟ工 

స ᴗ ྡ ᑐ㇟ᵓ㐀≀ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ṧᏑᆺᯟࡢຍ工・タ⨨ 
ṧᏑᆺᯟ 72m2㸭᪥ 

ṧᏑ⢝ᆺᯟ 66m2㸭᪥ 
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Ⅰ-12-մ-52 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

◁㜵工 

㸦௬タഛ工㸧 

ձ ◁㜵工㸦௬タഛ工㸧 

規格 

(㹲) 

 ンࣃࢫ

(ｍ) 

ᇶ♏ 

 ・ࢫー࣋ࢳン࢘)

 (ࢫー࣋ー࢝ン

ᤣࡅ 

(ᶵᲔᤣ・ 

 (ᙇୖࣖ࣡

ゎయ 

(ᶵᲔゎయ・ 

 (᧔ཤࣖ࣡

2㹲 

ᮍ‶ 

  75௨ୗ 

76㹼125 

126㹼175 

176㹼225 

226㹼275 

276㹼325 

326㹼375 

376㹼425 

426㹼500 

3᪥/ᇶ 

4᪥/ᇶ 

4᪥/ᇶ 

5᪥/ᇶ 

6᪥/ᇶ 

6᪥/ᇶ 

7᪥/ᇶ 

7᪥/ᇶ 

8᪥/ᇶ 

3᪥/ᇶ 

4᪥/ᇶ 

5᪥/ᇶ 

5᪥/ᇶ 

6᪥/ᇶ 

7᪥/ᇶ 

7᪥/ᇶ 

8᪥/ᇶ 

9᪥/ᇶ 

2᪥/ᇶ 

3᪥/ᇶ 

3᪥/ᇶ 

4᪥/ᇶ 

4᪥/ᇶ 

5᪥/ᇶ 

5᪥/ᇶ 

6᪥/ᇶ 

6᪥/ᇶ 

3㹲 

ᮍ‶ 

  75௨ୗ 

76㹼125 

126㹼175 

176㹼225 

226㹼275 

276㹼325 

326㹼375 

376㹼425 

426㹼500 

3᪥/ᇶ 

4᪥/ᇶ 

5᪥/ᇶ 

5᪥/ᇶ 

6᪥/ᇶ 

7᪥/ᇶ 

7᪥/ᇶ 

8᪥/ᇶ 

9᪥/ᇶ 

5᪥/ᇶ 

5᪥/ᇶ 

6᪥/ᇶ 

7᪥/ᇶ 

7᪥/ᇶ 

8᪥/ᇶ 

9᪥/ᇶ 

9᪥/ᇶ 

10᪥/ᇶ 

3᪥/ᇶ 
4᪥/ᇶ 
4᪥/ᇶ 
4᪥/ᇶ 
5᪥/ᇶ 
5᪥/ᇶ 
6᪥/ᇶ 
6᪥/ᇶ 
7᪥/ᇶ 

4㹲 
ᮍ‶ 

  75௨ୗ 

76㹼125 

126㹼175 

176㹼225 

226㹼275 

276㹼325 

326㹼375 

376㹼425 

426㹼500 

4᪥/ᇶ 
4᪥/ᇶ 
5᪥/ᇶ 
6᪥/ᇶ 
6᪥/ᇶ 
7᪥/ᇶ 
8᪥/ᇶ 
8᪥/ᇶ 
9᪥/ᇶ 

5᪥/ᇶ 
6᪥/ᇶ 
7᪥/ᇶ 
7᪥/ᇶ 
8᪥/ᇶ 
9᪥/ᇶ 
10᪥/ᇶ 
10᪥/ᇶ 
11᪥/ᇶ 

3᪥/ᇶ 
4᪥/ᇶ 
4᪥/ᇶ 
5᪥/ᇶ 
5᪥/ᇶ 
6᪥/ᇶ 
6᪥/ᇶ 
6᪥/ᇶ 
7᪥/ᇶ 

5㹲 
ᮍ‶ 

  75௨ୗ 

76㹼125 

126㹼175 

176㹼225 

226㹼275 

276㹼325 

326㹼375 

376㹼425 

426㹼500 

4᪥/ᇶ 
4᪥/ᇶ 
5᪥/ᇶ 
6᪥/ᇶ 
6᪥/ᇶ 
7᪥/ᇶ 
8᪥/ᇶ 
8᪥/ᇶ 
9᪥/ᇶ 

6᪥/ᇶ 
7᪥/ᇶ 
7᪥/ᇶ 
8᪥/ᇶ 
9᪥/ᇶ 
9᪥/ᇶ 
10᪥/ᇶ 
11᪥/ᇶ 
12᪥/ᇶ 

3᪥/ᇶ 
4᪥/ᇶ 
4᪥/ᇶ 
5᪥/ᇶ 
5᪥/ᇶ 
6᪥/ᇶ 
6᪥/ᇶ 
7᪥/ᇶ 
7᪥/ᇶ 
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Ⅰ-12-մ-53 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ᆅࡾࡍ㜵Ṇ工 

(㞟Ỉ࣎ーリンࢢ工) 

ձ ๐Ꮝ 

施工場ᡤ ࡧᚄ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

⢓ᛶᅵ 

◁㉁ᅵ 
 ㉁ᅵ ᒾሢ⋢▼ ㌾ᒾ࢟ࣞ

ᆅ表 

90mm 32m/᪥ 22m/᪥ 16m/᪥ 20m/᪥ 

110mm 24m/᪥ 18m/᪥ 14m/᪥ 17m/᪥ 

135mm 20m/᪥ 15m/᪥ 13m/᪥ 15m/᪥ 

㞟Ỉ 

90mm 27m/᪥ 19m/᪥ 13m/᪥ 17m/᪥ 

110mm 20m/᪥ 15m/᪥ 12m/᪥ 14m/᪥ 

135mm 17m/᪥ 13m/᪥ 11m/᪥ 13m/᪥ 

(ὀ)㸯㸬ࡧᚄࡣ㸪ࢻリࣝࣉࣃእᚄ㸦ੈ㸧ࠋ࠺࠸ࢆ 

㸰㸬ྠ୍㊊場ୖ࡛ࠋࡴྵࢆື⛣ࡢ 

㸱㸬๐Ꮝ㛗ࡀ 50Їࢆ㉸ࡿ࠼場ྜࡣ㛗࡚࠸ࡘ 20㸣ࡢ๐ῶ⿵ṇࠋ࠺⾜ࢆ 

 

ղ 㞟Ỉ࣎ーリンࢢ工 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量   せ 

ಖ
Ꮝ
⟶
ຍ
ᕤ
ᤄ
ධ 

ᆅ表㒊 

VP⟶ 
150ｍ/᪥ 

500ｍ/᪥ 

 現ᆅຍ工᭷ࢼトࣞーࢫ

 ↓現ᆅຍ工ࢼトࣞーࢫ

SGP⟶ 
52ｍ/᪥ 

98ｍ/᪥ 

 現ᆅຍ工᭷ࢼトࣞーࢫ

 ↓現ᆅຍ工ࢼトࣞーࢫ

㞟Ỉෆ 

VP⟶ 
110ｍ/᪥ 

440ｍ/᪥ 

 現ᆅຍ工᭷ࢼトࣞーࢫ

 ↓現ᆅຍ工ࢼトࣞーࢫ

SGP⟶ 
37ｍ/᪥ 

56ｍ/᪥ 

 現ᆅຍ工᭷ࢼトࣞーࢫ

 ↓現ᆅຍ工ࢼトࣞーࢫ

ーリン࣎

 ンࢩ࣐ࢢ

ᤣゎయ 

ᆅ表㒊  0.89ᅇ/᪥  

㞟Ỉෆ  0.30ᅇ/᪥ ㊊場タ⨨᧔ཤྵࡴ 

㊊場タ⨨

᧔ཤ 

ᆅ表㒊 
ᖹᆅ 42✵ m3/᪥ 

32✵ m3/᪥ 
 

ഴᩳᆅ 

㞟Ỉෆ  㸫  

(ὀ)  ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ࣟ ーࢱリࣃーࣙࢩࢵ࢝ンᘧ࣎ーリンࢩ࣐ࢢン

 ࠋ(ࡃ㝖ࡣ๐Ꮝ)ࡴྵࢆ㐃సᴗ୍ࡢ࡛ࡲಖᏍ⟶ᤄධ㸪㊊場᧔ཤࡽࡅᤣࡢ

 

ᆅࡾࡍ㜵Ṇ工 

(ᒣ⭡Ỉ㊰工) 

ձ ᆅࡾࡍ㜵Ṇ工㸦ᒣ⭡Ỉ㊰工㸧 

సᴗྡ ᮦᩱ✀ู ෆ✵✚ࡣࡃࡋࡶ〇ရ㉁量 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㞟Ỉᱝ工 

㞟Ỉᱝ 

0.4m3௨ୗ 1.7ᇶ㸭᪥ 

࠼㉸ࢆ0.4 0.8m3௨ୗ 1.4ᇶ㸭᪥ 

࠼㉸ࢆ0.8 1.0m3௨ୗ 1.1ᇶ㸭᪥ 

 トࢫࣕ࢟ࣞࣉ

㞟Ỉᱝ 

࠼㉸ࢆ150 500௨ୗ 2.8ᇶ㸭᪥ 

࠼㉸ࢆ500 1,000௨ୗ 2.3ᇶ㸭᪥ 

 1,500௨ୗ 1.9ᇶ㸭᪥࠼㉸ࢆ1,000

 1,700௨ୗ 1.8ᇶ㸭᪥࠼㉸ࢆ1,500

(ὀ) 㞟Ỉᱝࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣᗋ᥀ࡾ㸦仕ୖࡴྵࡆ)㸪ᇶ♏㸪ᆺᯟ㸪コン

クリートᡴタ㸪ᇙᡠ୍ࡢ࡛ࡲࡋ㐃సᴗࡋࡔࡓࠋࡴྵࢆ㸪㣴⏕せࡿࡍ᪥数ࡲྵࡣ

 ࠋ࠸࡞

 



①  168①  168 Ⅰ−10−③−54

Ⅰ-12-մ-54 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ᆅࡾࡍ㜵Ṇ工 

 (工ࡈ)

ձ ᆅࡾࡍ㜵Ṇ工㸦ࡈ工㸧 

 ᶆ‽సᴗ量ࡾᑍἲ㸦㸧 సᴗ᪥ᙜࡈ 㢮✀ࡈ

 ࡈࡷࡌ
ȭ45 25ｍ㸭᪥ 

ȭ60 14ｍ㸭᪥ 

 ࡈࢇࡩ

㧗40 ࡉ×ᖜ 120 㸷ｍ㸭᪥ 

㧗50 ࡉ×ᖜ 120 㸵ｍ㸭᪥ 

㧗60 ࡉ×ᖜ 120 㸴ｍ㸭᪥ 

㧗ࡉ 100×ᖜ 120 㸲ｍ㸭᪥ 

㧗50 ࡉ×ᖜ 200 㸲ｍ㸭᪥ 

㧗ࡉ 100×ᖜ 200 㸰ｍ㸭᪥ 
 

⯒工 ձ ㊰┙工 

㝣ᩚṇཬࡧ㊰┙工                   (㸯᪥・㸯ᒙᙜࡾ) 

施工区分 工  ✀ 単位 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㌴㐨・㊰⫪㒊 

施工 

㝣ᩚṇ m2 1,580m2/᪥㺃ᒙ 

ୗᒙ㊰┙ཬୖࡧᒙ㊰┙ 1,110 ࠌm2/᪥㺃ᒙ 

Ṍ㐨施工 ୗᒙ㊰┙ཬୖࡧᒙ㊰┙ 268   ࠌm2/᪥㺃ᒙ 

 

(ὀ)㸯㸬ୗᒙ㊰┙୍ࡢᒙᙜࡢࡾ仕ୖࡾཌࡣࡉ 20cmࠋࡿࡍ࡛ࡲ 

  㸰㸬ୖᒙ㊰┙୍ࡢᒙᙜࡢࡾ仕ୖࡾཌࡣࡉ 15cm ࡣ場ྜࡢ┙㸦℡㟷Ᏻᐃ処理㊰࡛ࡲ

10cm㸧ࠋࡿࡍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  169①  169 Ⅰ−10−③−55

Ⅰ-12-մ-55 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ト⯒工 ձࣝࣇࢫ ⯒タ工 

                                                           㸦㸯᪥・㸯ᒙᙜࡾ) 

施工区分 ᖹᆒཌࡉ ᖹᆒᖜဨ 
単 

位 

సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

ᇶᒙ(㌴㐨・㊰⫪㒊) 

୰㛫ᒙ(㌴㐨・㊰⫪㒊) 

表ᒙ(㌴㐨・㊰⫪㒊)  

25mm௨ୖ
35mmᮍ‶ 

1.4mᮍ‶ 

m2 

250m2/᪥㺃ᒙ 

1.4m௨ୖ 2,300m2/᪥㺃ᒙ 

35mm௨ୖ
45mmᮍ‶ 

1.4mᮍ‶ 250m2/᪥㺃ᒙ 

1.4m௨ୖ 2,300m2/᪥㺃ᒙ 

45mm௨ୖ
55mmᮍ‶ 

1.4mᮍ‶ 250m2/᪥㺃ᒙ 

1.4m௨ୖ 2,300m2/᪥㺃ᒙ 

55mm௨ୖ
65mmᮍ‶ 

1.4mᮍ‶ 230m2/᪥㺃ᒙ 

1.4m௨ୖ 2,300m2/᪥㺃ᒙ 

65mm௨ୖ
70mm௨ୗ 

1.4mᮍ‶ 230m2/᪥㺃ᒙ 

1.4m௨ୖ 2,300m2/᪥㺃ᒙ 

ᇶᒙ(Ṍ㐨㒊) 

୰㛫ᒙ(Ṍ㐨㒊) 

表ᒙ(Ṍ㐨㒊)  

 

 

25mm௨ୖ
35mmᮍ‶ 

1.4mᮍ‶ 

m2 

250m2/᪥㺃ᒙ 

1.4m௨ୖ 1,000m2/᪥㺃ᒙ 

35mm௨ୖ
45mmᮍ‶ 

1.4mᮍ‶ 250m2/᪥㺃ᒙ 

1.4m௨ୖ 1,000m2/᪥㺃ᒙ 

45mm௨ୖ
55mmᮍ‶ 

1.4mᮍ‶ 250m2/᪥㺃ᒙ 

1.4m௨ୖ 1,000m2/᪥㺃ᒙ 

55mm௨ୖ
65mmᮍ‶ 

1.4mᮍ‶ 230m2/᪥㺃ᒙ 

1.4m௨ୖ 1,000m2/᪥㺃ᒙ 

65mm௨ୖ 
70mm௨ୗ 

1.4mᮍ‶ 230m2/᪥㺃ᒙ 

1.4m௨ୖ 1,000m2/᪥㺃ᒙ 

 

ղ  ࣈー࢝ࢫ

(㸯᪥ᙜࡾ) 

ྡ   ⛠ 単 位 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

 ｍ 260m/᪥ ࣈー࢝ࢫ
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Ⅰ-12-մ-56 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

Ỉᛶ⯒工 ձ Ỉᛶ⯒・表ᒙ㸦㌴㐨・㊰⫪㒊㸧                                          

ᖹᆒ施工ᖜဨ ᑟỈࡢࣉࣃタ⨨ 
సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

1.4mᮍ‶ 
᭷170   ࡾm2㸭᪥㺃ᒙ 

 190m2㸭᪥㺃ᒙ   ࡋ↓

2.4m௨ୖ 
᭷1,500 ࡾm2㸭᪥㺃ᒙ 

 1,700m2㸭᪥㺃ᒙ ࡋ↓
 

㏱Ỉᛶࣝࣇࢫト⯒

工 

ձ ࢱࣝࣇーᒙ 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

 290m2/᪥・ᒙ ࡵᅛ⥾ࡧཬࡋᆒᩜࡢーᮦࢱࣝࣇ

 

ղ ㏱Ỉᛶࣝࣇࢫト⯒ 

ᖹᆒ施工ᖜဨ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

1.4m௨ୖ 600m2㸭᪥㺃ᒙ 

1.4mᮍ‶ 200m2㸭᪥㺃ᒙ 
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Ⅰ-12-մ-57 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

コンクリート⯒工 ձ コンクリート⯒工 

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᶵᲔ

⯒タ 

㸯㌴     111㎡㸭᪥ 

㸰㌴     152㎡㸭᪥ 

ேຊ

⯒タ 

⯒タཌ 20௨ୖ     47㎡㸭᪥ 

⯒タཌ 20ᮍ‶     69㎡㸭᪥ 

 

ղ 㐃⥆㕲➽コンクリート⯒工 

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㐃⥆㕲➽コンクリート⯒

工 
146㎡㸭᪥ 

  

㋃∧ ձ ㋃∧        

㕲➽量 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

0.08t/m3௨ୖ0.12t/m3ᮍ‶ 11m3/᪥ 

0.12t/m3௨ୖ0.14t/m3ᮍ‶ 10m3/᪥ 

0.14t/m3௨ୖ0.18t/m3ᮍ‶ 9m3/᪥ 

0.18t/m3௨ୖ0.24t/m3ᮍ‶ 8m3/᪥ 

0.24t/m3௨ୖ0.28t/m3ᮍ‶ 7m3/᪥ 

㸦ὀ㸧㸯㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪コンクリート,ᆺᯟ,㕲➽,┠ᆅᮦࡢసᴗ

 ࠋࡴྵࢆ

   㸰㸬ྛసᴗ㛫ࡢ㔜」సᴗࡣ⪃៖ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋ 

 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

┠ᆅᯈタ⨨ 14m2/᪥ 

㕲➽ຍ工㺃⤌❧ 3.5t/᪥ 

ᆺᯟタ⨨ 38m2/᪥ 

コンクリートᡴタ 81m3/᪥ 
 

 タ⨨工ࣝࣈーࢣࢻー࢞ タ⨨工 ձࣝࣈーࢣࢻー࢞

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

➃ᮎᨭᰕ ᘓ㎸ࡳ 
ᶆ‽ᆺ 53本/᪥ 

⪏㞷ᆺ 52本/᪥ 

୰㛫ᨭᰕ 
ᶵᲔᡴ㎸ 

ᶆ‽ᆺ 44本/᪥ 

⪏㞷ᆺ 37本/᪥ 

コンクリートᘓ㎸ 25本/᪥ 

 ᙇࣝࣈーࢣ

㸿✀ 164ｍ/᪥ 

㹀✀ 205ｍ/᪥ 

㹁✀ 273ｍ/᪥ 

㹑✀ 137ｍ/᪥ 

㸿ｍ✀ 102ｍ/᪥ 

㹀ｍ✀ 137ｍ/᪥ 

 

 

 

 

5

5
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Ⅰ-12-մ-58 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

㜵㞷ᰙタ⨨ཬࡧ᧔ཤ

工 

ձ タ⨨ࡢ場ྜ 

ᙧᘧ ྲྀ᪉ᘧ ᰙ㧗 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

྿⁀ᘧ 

௬タᘧ(ᨭᰕ㸩ᙇ❧ᮦ) 
3.5m௨ୗ 87m/᪥ 

3.5㉸࠼ 6.0m௨ୗ 56m/᪥ 

௬タᘧ(ᙇ❧ᮦࡳࡢ) 
3.5m௨ୗ 201m/᪥ 

3.5㉸࠼ 6.0m௨ୗ 128m/᪥ 

ᅛᐃᘧ(ᨭᰕ㸩ᙇ❧ᮦ) 5.0m௨ୗ 29m/᪥ 

ᅛᐃᘧ(ᙇ❧ᮦࡳࡢ) 5.0m௨ୗ 68m/᪥ 

྿ᡶᘧ 

௬タᘧ(ᨭᰕ㸩ᙇ❧ᮦ) 4.0m௨ୗ 67m/᪥ 

௬タᘧ(ᙇ❧ᮦࡳࡢ) 4.0m௨ୗ 155m/᪥ 

ᅛᐃᘧ(ᨭᰕ㸩ᙇ❧ᮦ) 4.0m௨ୗ 39m/᪥ 

ᅛᐃᘧ(ᙇ❧ᮦࡳࡢ) 4.0m௨ୗ 90m/᪥ 

ղ ᧔ཤࡢ場ྜ 

ᙧᘧ ྲྀ᪉ᘧ ᰙ㧗 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

྿⁀ᘧ 

௬タᘧ(ᨭᰕ㸩ᙇ❧ᮦ) 
3.5m௨ୗ 114m/᪥ 

3.5㉸࠼ 6.0m௨ୗ 73m/᪥ 

௬タᘧ(ᙇ❧ᮦࡳࡢ) 
3.5m௨ୗ 264m/᪥ 

3.5㉸࠼ 6.0m௨ୗ 170m/᪥ 

ᅛᐃᘧ(ᨭᰕ㸩ᙇ❧ᮦ) 5.0m௨ୗ 38m/᪥ 

ᅛᐃᘧ(ᙇ❧ᮦࡳࡢ) 5.0m௨ୗ 88m/᪥ 

྿ᡶᘧ 

௬タᘧ(ᨭᰕ㸩ᙇ❧ᮦ) 4.0m௨ୗ 88m/᪥ 

௬タᘧ(ᙇ❧ᮦࡳࡢ) 4.0m௨ୗ 203m/᪥ 

ᅛᐃᘧ(ᨭᰕ㸩ᙇ❧ᮦ) 4.0m௨ୗ 51m/᪥ 

ᅛᐃᘧ(ᙇ❧ᮦࡳࡢ) 4.0m௨ୗ 118m/᪥ 

(ὀ) ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪現場ෆᑠ㐠ᦙࠋࡴྵࢆ 

 

㜵㞷ᰙ現ᆅᙇฟࡋ・

⣡工 

ձ 㜵㞷ᰙ現ᆅᙇฟࡋ・⣡ 

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᙇ  ฟ  186 ࡋm/᪥ 

  ⣡ 214m/᪥ 

㞷ᔂண㜵ᰙタ⨨工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ձ 㞷ᔂண㜵ᰙ 

ᰙࡢ区分 స ᴗ ✀ ู 㐺 ⏝ �規 格 
సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

ᅛᐃᰙ ᰙࡢ⤌❧・タ⨨ 
ᰙ㛗 6.0ｍ௨ୗ 

ᰙ㧗 3.0ｍ௨ୗ 
㸰ᇶ㸭᪥ 

ྞ ᰙ 

 ⨨ータ࢝ンࣉࣃ
 ーᚄȭ114.3ੈ࢝ン

ー㛗࢝ン 2.0㹼3.0ｍ 
㸷本㸭᪥ 

ᶞ⬡ン࢝ータ⨨ 
 ーᚄȭ32㸪36ੈ࢝ン

ー㛗࢝ン 1.7ｍ 
11本㸭᪥ 

ᰙࡢ⤌❧・タ⨨ 
ᰙ㛗 6.0ｍ௨ୗ 

ᰙ㧗 3.0ｍ௨ୗ 
㸲ᇶ㸭᪥ 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪㗰〇ࡢ㞷ᔂⓎ⏕ண㜵ᰙࡳࡢ㐺⏝࡛ࠋࡿࡁ 

㸰㸬ྞᰙࡢ⤌❧・タ⨨ࡣ㸪࣡ࡢࣖຍ工・タ⨨ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ 

 



①  173①  173 Ⅰ−10−③−59

Ⅰ-12-մ-59 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

 㡢ቨタ⨨工ࡷࡋ 㡢ቨタ⨨工 ձࡷࡋ

స ᴗ ྡ ᨭᰕ㛫㝸 タ⨨㧗ࡉ ᶆ‽సᴗ量 

㸿 

ᆺ 

ᨭ 

ᰕ 

ᨭᰕン࢝ータ⨨ 

㸰 
㸲ｍ௨ୗ 475ｍ㸭᪥ 

㸶ｍ௨ୗ 150ｍ㸭᪥ 

㸲ｍ 
㸲ｍ௨ୗ 981ｍ㸭᪥ 

㸶ｍ௨ୗ 297ｍ㸭᪥ 

ᨭᰕᘓ㎸ 

㸰ｍ 
㸲ｍ௨ୗ 72ｍ㸭᪥ 

㸶ｍ௨ୗ 28ｍ㸭᪥ 

㸲ｍ 
㸲ｍ௨ୗ 148ｍ㸭᪥ 

㸶ｍ௨ୗ 55ｍ㸭᪥ 

 

స ᴗ ྡ ᨭᰕ㛫㝸 ᶆ‽సᴗ量 

㹀

ᆺ 

ᨭ 

ᰕ 

ᨭᰕン࢝ータ 
㸰 22ｍ㸭᪥ 

㸲ｍ 50ｍ㸭᪥ 

ᨭᰕᘓ㎸ 
㸰ｍ 39ｍ㸭᪥ 

㸲ｍ 78ｍ㸭᪥ 

 

స ᴗ ྡ タ⨨㧗ࡉ ᶆ‽సᴗ量 

 㡢ᯈྲྀࡷࡋ
㸲ｍ௨ୗ 175m2㸭᪥ 

㸶ｍ௨ୗ 144m2㸭᪥ 

㏱ගᯈྲྀ 
㸲ｍ௨ୗ 199m2㸭᪥ 

㸶ｍ௨ୗ 173m2㸭᪥ 

ᅵ␃ᯈྲྀ 
㸲ｍ௨ୗ 78m2㸭᪥ 

㸶ｍ௨ୗ 53m2㸭᪥ 

 

స ᴗ ྡ ᶆ‽సᴗ量 

➟ᮌྲྀ 2,000ｍ㸭᪥ 

እᯈྲྀ 152m2㸭᪥ 

Ỉษᯈྲྀ 254ｍ㸭᪥ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  174①  174 Ⅰ−10−③−60

Ⅰ-12-մ-60 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

㊰ഃ工 ձ Ṍ㌴㐨ቃ⏺ࢵࣟࣈクᤣ㸪ᆅඛቃ⏺ࢵࣟࣈクᤣ 

 ᶆ‽సᴗ量ࡾ㉁量 సᴗ᪥ᙜࡢクࢵࣟࣈ

 ㉁量ࡢクࢵࣟࣈ ࡉ㛗ࡢクࢵࣟࣈ

600mm௨ୗ 
50kgᮍ‶ 70ｍ㸭᪥ 

50kg௨ୖ100kgᮍ‶ 60ｍ㸭᪥ 

600mmࢆ㉸1,000࠼mm௨ୗ 50kg௨ୖ150kgᮍ‶ 65ｍ㸭᪥ 

1,000mmࢆ㉸2,000࠼mm௨ୗ 150kg௨ୖ550kgᮍ‶ 70ｍ㸭᪥ 

(ὀ) 㸯㸬ୖ表ࡣ㸪┤⥺㒊㸪᭤⥺㒊ཬࡧ∦面⏝㸪୧面⏝㸪ධࢀ㸪ࢵࣟࣈ⏝ࡅࡘࡾࡍク

 ࠋࡴྵࢆ

㸰㸬ୖ表ࡣ㸪ᩜࣔࣝࣝࢱ㸪┠ᆅࣔࣝࡢࣝࢱ施工ࠋࡴྵࢆ 

㸱㸬ୖ表ࡣ㸪ࢵࣟࣈクࡢ現場ෆᑠ㐠ᦙࠋࡴྵࢆ 

㸲㸬ᗋ᥀ࡾ㸪ᇙᡠࡋ㸪ᇶ♏ࡢ施工ࡣ㸪ู㏵ィୖࠋࡿࡍ 

 

ղ Ṍ㌴㐨ቃ⏺ࢵࣟࣈク᧔ཤ㸪ᆅඛቃ⏺ࢵࣟࣈク᧔ཤ  

⏝区分 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

処分 200ｍ㸭᪥ 

⏝ 115ｍ㸭᪥ 

(ὀ) 㸯㸬ୖ表ࡣ㸪┤⥺㒊㸪᭤⥺㒊ཬࡧ∦面⏝㸪୧面⏝㸪ධࢀ㸪ࢵࣟࣈ⏝ࡅࡘࡾࡍク

 ࠋࡴྵࢆ

㸰㸬ୖ表ࡣ㸪ᩜࣔࣝࣝࢱ㸪┠ᆅࣔࣝྲྀࡢࣝࢱእࠋࡴྵࢆࡋ 

㸱㸬ୖ表ࡣ㸪ࢵࣟࣈクࡢ現場ෆᑠ㐠ᦙࠋࡴྵࢆ 

㸲㸬ᇶ♏コンクリートࡣࡋࢃࡇࡾࡢ㸪ྵࠋ࠸࡞ࡲ 

 

≉Ṧࢵࣟࣈクタ⨨工 ձ ≉Ṧࢵࣟࣈクタ⨨工 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㸦m2㸭᪥㸧 
77 
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Ⅰ-12-մ-61 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

⤌❧Ṍ㐨工 ձ ⤌❧Ṍ㐨工 

ᙧᘧ区分 ᨭᰕᘧ ∦ᣢᘧ 
(㗰〇ཷ᱆ᙧᘧ) 

ᨭᰕᘧ ∦ᣢᘧ 

ᗋ∧区分 ࢫࣕ࢟ࣞࣉトコンクリート〇 ࣉ
ࣞ
࢟
䣺
ࢫ
ࢺ
ࢥ
ࣥ
ࢡ
ࣜ
䤀
ࢺ
〇 

現場ᡴ 
ࣞࣉ ࣕ࢟  トࢫ

コンクリート〇 

ᨭᰕᙧᘧ 

㗰〇 
ࣞࣉ ࣕ࢟  トコンࢫ
クリート〇ཪࡣ㗰 
〇 

㸫 

㗰〇 㸫 

ཷ᱆ᙧᘧ 㗰〇 

ᨭᰕ㸦ཷ᱆㸧 
㛫㝸㸦ｍ㸧 3.0 5.0 3.0 㸫 

ᖜဨ㸦ｍ㸧 1.0 1.5 2.0 2.5 1.0 1.5 2.0 2.0 1.5 2.0 1.5 2.0 

సᴗ᪥ᙜࡾ 
ᶆ‽సᴗ量 
㸦ｍ㸭᪥㸧 

17 14 13 �11 17 14 13 13 13 11 20 17 

 

トンࣝࢿෆᯈタ⨨工 ձ トンࣝࢿෆᯈタ⨨工 

工 ✀ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

トンࣝࢿෆᯈタ⨨工 63.4m2㸭᪥ 
 

㐨㊰ᒓ≀工㸦㊥㞳ᶆ㸧 ձ 㐨㊰ᒓ≀工㸦㊥㞳ᶆ㸧 

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㊥㞳ᶆタ⨨㸦ᵓ㐀≀ྲྀ⏝㸧 33本㸭᪥ 
 

㊰面ษ๐工 ձ ㊰面ษ๐ 

施工区分 
面ษ๐ 

ᖏ≧ษ๐ 
4,000m2௨ୗ 4,000m2ࢆ㉸࠼  

ᖹᆒษ๐῝ࡉ(H) 6cm௨ୗ 
6cmࢆ㉸࠼ 

12cm௨ୗ 
3cm௨ୗ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

(m2㸭᪥) 
1,400 1,800 1,340 1,800 

(ὀ)㸯㸬సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪㊰面ษ๐ᶵ➼ࡢ施工⟠ᡤ㛫ཬࡧᶵᲔᚅ㑊場ᡤ施工

⟠ᡤ㛫ࡢ⮬㉮ࡀࡴྵࢆື⛣ࡿࡼ㸪㐠ᦙ㌴୧ูࡣື⛣ࡿࡼ㏵⪃៖ࠋࡿࡍ 

㸰㸬面ษ๐ࡢ施工区分ࡣ㸪1 工ࡢษ๐面✚ࡕ࠺ࡢ面ษ๐ಀࡿ施工面✚ࢆᑐ㇟

 ࠋࡿࡍ

㸱㸬ୖ表ࡣ㸪Ύᤲసᴗࠋࡴྵࢆ 

㸲㸬ᖹᆒษ๐῝ࡣࡉ㸪ḟᘧࠋࡿࡼ 

 

 

㹆㸸㸯現場ࡢᖹᆒษ๐῝ࡉ㸦㸧 

㸿㹔 㸸㸯現場ࡢᖹᆒษ๐᩿面✚㸦m2㸧 

㹕㸸ᖹᆒษ๐ᖜဨ㸦ｍ㸧 

 ࠋࡿࡍ㸪㹕㸻㸰ｍࡣ場ྜࡢ㸪ᖏ≧ษ๐࠾࡞

㸳㸬ᖏ≧ษ๐ࡣ㸪㝣㒊ࡢษ๐ᖜࡀ㊰面ษ๐ᶵࡢษ๐ᖜ࠸⊂ࡾࡼ場ྜࠋ࠺࠸ࢆ 

㸴㸬ᖏ≧ษ๐ࡢ施工面✚ࡣ㸪ḟᘧࠋࡿࡼ 

ᘏ施工面✚㸻ษ๐ᶵࡢసᴗᖜ㸦㸰ｍ㸧×ᘏ施工ᘏ㛗 

 

 

 

 

㹆㸻 
㸿㹔 

㹕 
×100 
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Ⅰ-12-մ-62 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

㊰面ษ๐工 ղ Ẇ㐠ᦙ㸦㊰面ษ๐㸧 

DID区㛫ࡢ 

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

作業日当り 

標準作業量 

 ࡋ↓

0.2km௨ୗ 167m3/᪥ 

0.5km௨ୗ 143m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 125m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 111m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 91m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 83m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 71m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 67m3/᪥ 

4.0km௨ୗ 59m3/᪥ 

4.5km௨ୗ 56m3/᪥ 

5.0km௨ୗ 50m3/᪥ 

5.5km௨ୗ 48m3/᪥ 

6.5km௨ୗ 43m3/᪥ 

7.5km௨ୗ 38m3/᪥ 

9.0km௨ୗ 34m3/᪥ 

10.5km௨ୗ 30m3/᪥ 

12.0km௨ୗ 28m3/᪥ 

13.5km௨ୗ 25m3/᪥ 

16.0km௨ୗ 23m3/᪥ 

18.5km௨ୗ 20m3/᪥ 

21.5km௨ୗ 19m3/᪥ 

26.0km௨ୗ 17m3/᪥ 

32.0km௨ୗ 15m3/᪥ 

39.5km௨ୗ 14m3/᪥ 

47.0km௨ୗ 12m3/᪥ 

55.5km௨ୗ 11m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 10m3/᪥ 
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Ⅰ-12-մ-63 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

㊰面ษ๐工  

DID区㛫ࡢ 

᭷↓ 
㐠ᦙ㊥㞳 

作業日当り 

標準作業量 

᭷ࡾ 

0.2km௨ୗ 167m3/᪥ 

0.5km௨ୗ 143m3/᪥ 

1.0km௨ୗ 125m3/᪥ 

1.5km௨ୗ 111m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 91m3/᪥ 

2.5km௨ୗ 77m3/᪥ 

3.0km௨ୗ 71m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 63m3/᪥ 

4.0km௨ୗ 56m3/᪥ 

4.5km௨ୗ 53m3/᪥ 

5.0km௨ୗ 48m3/᪥ 

5.5km௨ୗ 45m3/᪥ 

6.0km௨ୗ 42m3/᪥ 

6.5km௨ୗ 40m3/᪥ 

7.5km௨ୗ 37m3/᪥ 

8.5km௨ୗ 33m3/᪥ 

9.5km௨ୗ 30m3/᪥ 

11.0km௨ୗ 28m3/᪥ 

12.5km௨ୗ 25m3/᪥ 

14.5km௨ୗ 23m3/᪥ 

16.5km௨ୗ 20m3/᪥ 

19.0km௨ୗ 19m3/᪥ 

22.0km௨ୗ 17m3/᪥ 

25.5km௨ୗ 15m3/᪥ 

30.0km௨ୗ 14m3/᪥ 

36.0km௨ୗ 12m3/᪥ 

46.0km௨ୗ 11m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 10m3/᪥ 

(ὀ)㸯㸬㐠ᦙ㊥㞳ࡣ∦㐨࡛ࡾ࠶㸪 ㊰㊰ࡣࡁࡿ࡞␗ࡀ㸪ᖹᆒ್ࠋࡿࡍ 

㸰㸬⮬ື㌴ᑓ⏝㐨㊰ࢆ⏝ࡿࡍ場ྜࡣ㸪ู㏵⪃៖ࠋࡿࡍ 

㸱㸬DID㸦ேཱྀ㞟୰ᆅ区㸧ࡣ㸪⥲ົ┬⤫ィᒁࡢᅜໃㄪᰝሗ࿌㈨ᩱῧࡢேཱྀ㞟୰ᆅ区

ቃ⏺ᅗࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡼ 
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Ⅰ-12-մ-64 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

⯒∧◚○工 ձ ⯒∧◚○ 

㸦㸯㸧 ࣝࣇࢫト⯒∧ 

㞀ᐖ➼ 
 ↓᭷ࡢ

㦁㡢ື 
ᑐ⟇ 

⯒∧ཌ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

┤᥋᥀๐ 
・✚㎸సᴗ 

⯒∧◚○ 
సᴗ 

᥀๐・✚㎸ 
సᴗ 

 ࡋ↓

せ 

10cm௨ୗ 810m2㸭᪥ 㸫 㸫 

10cmࢆ㉸࠼ 
15cm௨ୗ 

560m2㸭᪥ 㸫 㸫 

15cmࢆ㉸࠼ 
40cm௨ୗ 

㸫 310m2㸭᪥ 370m2㸭᪥ 

ᚲせ 

15cm௨ୗ 㸫 260m2㸭᪥ 490m2㸭᪥ 

15cmࢆ㉸࠼ 
35cm௨ୗ 

㸫 180m2㸭᪥ 370m2㸭᪥ 

 
㸦㸰㸧コンクリート⯒∧ 

㦁㡢ືᑐ⟇ ⯒∧ཌ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

┤᥋᥀๐ 
・✚㎸సᴗ 

⯒∧◚○ 
సᴗ 

᥀๐・✚㎸ 
సᴗ 

せ 

10cm௨ୗ 810m2㸭᪥ 㸫 㸫 

10cmࢆ㉸࠼ 
15cm௨ୗ 

560m2㸭᪥ 㸫 㸫 

15cmࢆ㉸࠼ 
35cm௨ୗ 

㸫 230m2㸭᪥ 260m2㸭᪥ 

ᚲせ 

15cm௨ୗ 㸫 190m2㸭᪥ 320m2㸭᪥ 

15cmࢆ㉸࠼ 
35cm௨ୗ 

㸫 150m2㸭᪥ 260m2㸭᪥ 

  
㸦㸱㸧コンクリート㸩ࣝࣇࢫト(ࣂ࢝ー)⯒∧ 

Co㸩As(ࣂ࢝ー)⯒ࡿࡼ 
 ト⯒∧ཌࣝࣇࢫ

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

⯒∧◚○ 
స 

᥀๐・✚㎸ 
సᴗ 

15cm௨ୗ 230m2㸭᪥ 170m2㸭᪥ 

15cmࢆ㉸22.5࠼cm௨ୗ 230m2㸭᪥ 150m2㸭᪥ 
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Ⅰ-12-մ-65 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

⯒∧ษ᩿工 ձ ⯒∧ษ᩿ 

㸦㸯㸧ࣝࣇࢫト⯒∧ 

 ᶆ‽సᴗ量ࡾト⯒∧ཌ సᴗ᪥ᙜࣝࣇࢫ

15cm௨ୗ 240ｍ㸭᪥ 

15cmࢆ㉸30࠼cm௨ୗ 170ｍ㸭᪥ 

30cmࢆ㉸40࠼cm௨ୗ 120ｍ㸭᪥ 

 
㸦㸰㸧コンクリート⯒∧㸪コンクリート㸩ࣝࣇࢫト㸦ࣂ࢝ー㸧⯒∧ 

コンクリート⯒∧ཌ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

15cm௨ୗ 150ｍ㸭᪥ 

15cmࢆ㉸30࠼cm௨ୗ  70ｍ㸭᪥ 

  (ὀ) コンクリート㸩ࣝࣇࢫト㸦ࣂ࢝ー㸧⯒∧ࡢ場ྜ㸪⯒∧ཌࡣコンクリート
⯒∧ࡢࡳࡢཌࠋࡿ࠶࡛ࡉ 

㐨㊰ᡴ࠼工 ձ 㐨㊰ᡴ࠼工 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量㸦⥲施工量 1,000 ㎡ᮍ‶㸧           㸦㎡/᪥㸧 

య᥀๐ཌ 40௨ୗ 
40ࢆ㉸࠼ 
80௨ୗ 

80ࢆ㉸࠼ 
120௨ୗ 

ᪧᒙ数 㸰ᒙ 
㸱ᒙ௨ୖ 
㸳ᒙ�௨ୗ 

㸲ᒙ௨ୖ 
㸴ᒙ௨ୗ 㸳㸪㸴ᒙ 

Ṍ

༊
ศ 

コンクリートᅽ○ᶵ 15 
௨ୗ 

250 

220 

160 140 

コンクリートᅽ○ᶵ・ᆺ
࢝ーࣞࣈ 15  ࢆ㉸࠼ 30
௨ୗ 
コンクリートᅽ○ᶵ・ᆺ
࢝ーࣞࣈ 30  ࢆ㉸࠼ 40
௨ୗ 

190 

    㸦㎡/᪥㸧 

ᪧᒙ数 㸰ᒙ 
㸱ᒙ௨ୖ 

㸲ᒙ�௨ୗ 㸳ᒙ 

Ṍ

༊
ศ 

᥋᥀๐✚㎸・᥀๐┤ࡿࡼ࢘࣍クࢵࣂ
యཌ 40௨ୗ 360 270 220 

ᪧᒙ数 㸰ᒙ 
㸱ᒙ௨ୖ 

㸲ᒙ�௨ୗ 
㸳ᒙ௨ୖ 
㸴ᒙ௨ୗ 

Ṍ

༊
ศ 

᥋᥀๐✚㎸・᥀๐┤ࡿࡼ࢘࣍クࢵࣂ
యཌ 40ࢆ㉸࠼ 80௨ୗ 260 210 170 

᥋᥀๐✚㎸・᥀๐┤ࡿࡼ࢘࣍クࢵࣂ
యཌ 80ࢆ㉸࠼ 120௨ୗ 200 170 140 

  

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量㸦⥲施工量 1,000 ㎡௨ୖ㸧             㸦㎡/᪥㸧 

య᥀๐ཌ 40௨ୗ 
40ࢆ㉸࠼ 
80௨ୗ 

80ࢆ㉸࠼ 
120௨ୗ 

ᪧᒙ数 㸰ᒙ 
㸱ᒙ௨ୖ 
㸳ᒙ�௨ୗ 

㸲ᒙ௨ୖ 
㸴ᒙ௨ୗ 㸳㸪㸴ᒙ 

Ṍ

༊
ศ 

コンクリートᅽ○ᶵ 15 
௨ୗ 

260 

220 180 

150 

コンクリートᅽ○ᶵ・ᆺ
࢝ーࣞࣈ 15  ࢆ㉸࠼ 30
௨ୗ 

210 

170 
コンクリートᅽ○ᶵ・ᆺ
࢝ーࣞࣈ 30  ࢆ㉸࠼ 40
௨ୗ 

200 

(ὀ)㸯㸬ᪧᒙ数ࡣ༶᪥ᪧ࠺⾜ࢆ㸦㊰ᗋ㹼表ᒙ࡛ࡲ㸧ࡢᒙ数ࠋࡿࡍ 

㸰㸬సᴗ量ࡋࢃࡇࡾࡣ㹼ᪧࡢ࡛ࡲసᴗ量ࠋࡿࡍ 
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Ⅰ-12-մ-66 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

㐨㊰ᡴ࠼工 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量㸦⥲施工量 1,000 ㎡௨ୖ㸧            㸦㎡/᪥㸧 

ᪧᒙ数 㸰ᒙ 
㸱ᒙ௨ୖ 

㸲ᒙ�௨ୗ 
㸳ᒙ 

Ṍ

༊
ศ 

᥋᥀๐✚㎸・᥀๐┤ࡿࡼ࢘࣍クࢵࣂ
యཌ 40௨ୗ 380 300 240 

ᪧᒙ数 㸰ᒙ 
㸱ᒙ௨ୖ 

㸲ᒙ�௨ୗ 
㸳ᒙ௨ୖ 
㸴ᒙ௨ୗ 

Ṍ

༊
ศ 

᥋᥀๐✚㎸・᥀๐┤ࡿࡼ࢘࣍クࢵࣂ
యཌ 40ࢆ㉸࠼ 80௨ୗ 270 230 180 

᥋᥀๐✚㎸・᥀๐┤ࡿࡼ࢘࣍クࢵࣂ
యཌ 80ࢆ㉸࠼ 120௨ୗ 210 170 

 (ὀ)㸯㸬ᪧᒙ数ࡣ༶᪥ᪧ࠺⾜ࢆ㸦㊰ᗋ㹼表ᒙ࡛ࡲ㸧ࡢᒙ数ࠋࡿࡍ 

㸰㸬సᴗ量ࡋࢃࡇࡾࡣ㹼ᪧࡢ࡛ࡲసᴗ量ࠋࡿࡍ 

⯒∧クࣛࢵク⿵ಟ

工 

ձ ⯒∧クࣛࢵク⿵ಟ工 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量    せ 

クࣛࢵク⿵ಟ 620ｍ㸭᪥ 

 

 

 

 

 

クࣛࢵク㜵Ṇ 

ࢩ ー ト ᙇ 
930ｍ㸭᪥  

 

㐨㊰ᒓᵓ㐀≀ሬ᭰

工 

ձ ⣲ᆅㄪᩚసᴗ㸪ሬసᴗ 

సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量   せ 

⦅ᡂேဨ¹m2ᙜࡾ施工Ṍ  

(ὀ)㸯㸬సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽施工量ࡣ㸪㸯ᅇᙜࡢࡾసᴗ量࡛ࠋࡿ࠶ 

㸰㸬⦅ᡂேဨࡣ㸲ேࢆᶆ‽ࡀࡿࡍ㸪ࡾࡼࢀࡇ㞴࠸場ྜูࡣ㏵⪃៖ࠋࡿࡍ 

ᙇ⣬㜵Ṇሬ工 ձ ᙇ⣬㜵Ṇሬ 

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

 ンసᴗ 14m2㸭᪥ࣞࢣ

ᙇ�⣬㜵Ṇሬ㸦㸯ᒙᙜࡾ㸧 32m2㸭᪥ 
 

Ⅰ-12-մ-67 

ᗋ∧⿵ᙉ工 ձ 㗰ᯈ᥋╔工ἲ 

工  ✀  ྡ 
సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 
    せ 

ୗ ᆅ 処 理 工 66m2㸭᪥ 施工�量ࡣ㸪㗰ᯈྲྀ面✚ࠋࡿࡍ 

 ࠋࡴྵࢆ㸪⨦᭩సᴗࡣータ⨨工 419本 㸭᪥ 本Ṍ࢝ン

㗰 ᯈ ྲྀ  工 

ࣛࣉࢫ) ᯈྲྀࢫ 工ྵ  (ࡴ
39m2㸭᪥ 

本Ṍࡣ㸪㗰ᯈࡢ現場ෆᑠ㐠ᦙྵࢆ

 ࠋࡴ

ࢩ ー ࣝ 工 301ｍ㸭᪥ 

施工量ࡣ㸪ࢩーࣝᘏ㛗ࠋࡿࡍ 

本Ṍࡣ㸪ὀධ࢚ᢤࡢࣉࣃࡁタ

 ࠋࡴྵࢆ⨨

ὀ ධ 工 59m2㸭᪥ 
施工量ࡣ㸪㗰ᯈྲྀ面✚ࢫࣛࣉࢫ

ᯈྲྀ面✚ࠋࡿࡍ 

仕 ୖ 工 144m2㸭᪥ 

施工量ࡣ㸪㗰ᯈྲྀ面✚ࠋࡿࡍ 

本Ṍࡣ㸪ὀධ࢚ᢤࡢࣉࣃࡁ㝖

ཤࠋࡴྵࢆ 
 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 
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ᗋ∧⿵ᙉ工 ղ ቑ᱆ᯫタ工ἲ 

工  ✀  ྡ 
సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 
    せ 

᪤ タ 㒊 ᮦ ᧔ ཤ 工 0.4㹲㸭᪥  

現 場 ๐ Ꮝ 工 120⟠ᡤ㸭᪥  

ୗ ᆅ 処 理 工 17m2㸭᪥ 
施工量ࡣ㸪ቑ᱆ྲྀ面✚ࠋࡿࡍ 

本Ṍࡣ㸪⨦᭩సᴗࠋࡴྵࢆ 

ቑ
᱆
ྲྀ


ᕤ 

㞀 ᐖ ↓  3.5㹲㸭᪥ ࡋ
施工量ࡣ㸪᱆㸪㒊ᮦࡢ㉁量ࠋࡿࡍ 

本Ṍࡣ㸪㧗ຊࣝ࣎トࡢ௬⥾ࠋࡴྵࢆࡵ 

㞀ᐖࡣ㸪ࢫ࢞⟶㸪Ỉ㐨⟶㸪㏻ಙࢣーࡢ➼ࣝࣈ

施工ୖᨭ㞀ࡍࡓࡁࢆ༨⏝≀件ࠋ࠺࠸ࢆ 
㞀 ᐖ ᭷  2.7㹲㸭᪥ ࡾ

࣎ ࣝ ト ⥾ 工 310本㸭᪥  

ࢩ ー ࣝ 工 79ｍ㸭᪥ 
施工量ࡣ㸪ࢩーࣝᘏ㛗ࠋࡿࡍ 

本Ṍࡣ㸪ὀධ࢚ᢤࣉࣃࡁタ⨨ࠋࡴྵࢆ 

ὀ ධ 工 12m2㸭᪥ 施工量ࡣ㸪ቑ᱆ྲྀ面✚ࠋࡿࡍ 

仕 ୖ 工 140ｍ㸭᪥ 
施工量ࡣ㸪ࢩーࣝᘏ㛗ࠋࡿࡍ 

本Ṍࡣ㸪ὀධ࢚ᢤࡢࣉࣃࡁ㝖ཤࠋࡴྵࢆ 
 

ճ Ⅳ⣲⧄⥔᥋╔工ἲ 

工 ✀ ྡ 
సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 
    せ 

ୗ ᆅ 処 理 工 52.1㎡㸭᪥ 施工量ࡣ㸪⿵ᙉᑐ㇟面✚ࠋࡿࡍ 

ࣉ ࣛ  ー࣐ 工 
 面 ㈞ ࠋࡿࡍ✚㸪Ⅳ⣲⧄⥔ᢞᙳ面ࡣ96.3㎡㸭᪥ 施工量 ࡾ

本Ṍࡣ㸪㣴⏕ࠋࡴྵࢆ 格 Ꮚ ㈞  94.7㎡㸭᪥ ࡾ

 㝣 ಟ ṇ 工 
 面 ㈞ ࠋࡿࡍ✚㸪Ⅳ⣲⧄⥔ᢞᙳ面ࡣ49.7㎡㸭᪥ 施工量 ࡾ

本Ṍࡣ㸪㣴⏕ࠋࡴྵࢆ 格 Ꮚ ㈞  42.4㎡㸭᪥ ࡾ

Ⅳ⣲⧄⥔ࢩート 

᥋ ╔ 工 

 面 ㈞ ࠋࡿࡍ✚㸪Ⅳ⣲⧄⥔᥋╔面ࡣ36.3㎡㸭᪥ 施工量 ࡾ

本Ṍࡣ㸪ቚฟࡋཬࡧ㣴⏕ࠋࡴྵࢆ 格 Ꮚ ㈞  34.0㎡㸭᪥ ࡾ

仕 ୖ ࡆ ሬ  工 88.7㎡㸭᪥ 施工量ࡣ㸪Ⅳ⣲⧄⥔ᢞᙳ面✚ࠋࡿࡍ 
 
մ クࣛࢵク処理工 

工  ✀  ྡ స ᴗ ᪥ ᙜ ࡾ ‽ స ᴗ 量   せ 

クࣛࢵク処理工 22ｍ㸭᪥  
 

ᶫᱱ⿵ᙉ工 ձ ᶫᱱ⿵ᙉ工㸦㗰ᯈᕳ❧࡚㸧㸦㸯㸧㸦㸰㸧 

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㊊場タ⨨・᧔ཤ(ᯟ⤌㊊場(ᡭᦾඛ⾜ᆺ)) 72㎡㸭᪥ 

㗰ᯈྲྀ 10㎡㸭᪥ 

現場⁐᥋ 

 㛗 6ੈ 15ｍ㸭᪥⬮⫗ࡳࡍ
ᯈཌ    6㹼10ੈ 7ｍ㸭᪥ 
ᯈཌ    12㹼13ੈ 3ｍ㸭᪥ 
ᯈཌ    14㹼15ੈ 3ｍ㸭᪥ 
ᯈཌ    16㹼19ੈ 2ｍ㸭᪥ 
ᯈཌ    21㹼22ੈ 1ｍ㸭᪥ 

 ー࢝ンࢢンࢳーࣇ

๐Ꮝ・ᐃ╔ 

๐Ꮝ῝ 0.8ｍ௨ୖ1.0ｍᮍ‶ 46⟠ᡤ㸭᪥ 
๐Ꮝ῝ 1.0ｍ௨ୖ1.2ｍᮍ‶ 40⟠ᡤ㸭᪥ 
๐Ꮝ῝ 1.2ｍ௨ୖ1.4ｍᮍ‶ 36⟠ᡤ㸭᪥ 
๐Ꮝ῝ 1.4ｍ௨ୖ1.6ｍᮍ‶ 32⟠ᡤ㸭᪥ 

 

Ⅰ-12-մ-67 

ᗋ∧⿵ᙉ工 ձ 㗰ᯈ᥋╔工ἲ 

工  ✀  ྡ 
సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 
    せ 

ୗ ᆅ 処 理 工 66m2㸭᪥ 施工�量ࡣ㸪㗰ᯈྲྀ面✚ࠋࡿࡍ 

 ࠋࡴྵࢆ㸪⨦᭩సᴗࡣータ⨨工 419本 㸭᪥ 本Ṍ࢝ン

㗰 ᯈ ྲྀ  工 

ࣛࣉࢫ) ᯈྲྀࢫ 工ྵ  (ࡴ
39m2㸭᪥ 

本Ṍࡣ㸪㗰ᯈࡢ現場ෆᑠ㐠ᦙྵࢆ

 ࠋࡴ

ࢩ ー ࣝ 工 301ｍ㸭᪥ 

施工量ࡣ㸪ࢩーࣝᘏ㛗ࠋࡿࡍ 

本Ṍࡣ㸪ὀධ࢚ᢤࡢࣉࣃࡁタ

 ࠋࡴྵࢆ⨨

ὀ ධ 工 59m2㸭᪥ 
施工量ࡣ㸪㗰ᯈྲྀ面✚ࢫࣛࣉࢫ

ᯈྲྀ面✚ࠋࡿࡍ 

仕 ୖ 工 144m2㸭᪥ 

施工量ࡣ㸪㗰ᯈྲྀ面✚ࠋࡿࡍ 

本Ṍࡣ㸪ὀධ࢚ᢤࡢࣉࣃࡁ㝖

ཤࠋࡴྵࢆ 
 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 
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工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ᶫᱱ⿵ᙉ工 ղ ᶫᱱ⿵ᙉ工㸦コンクリートᕳ❧࡚工㸧 

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

㊊場タ⨨・᧔ཤ(ᯟ⤌㊊場(ᡭᦾඛ⾜ᆺ)) 72㎡㸭᪥ 

ୗᆅ処理   36㎡㸭᪥ 

୍⯡ᆺᯟ〇స・タ⨨・᧔ཤ   26㎡㸭᪥ 

ྜᯈᙧᆺᯟ〇స・タ⨨・᧔ཤ   13㎡㸭᪥ 

コ ン ク リ ー ト ᡴ タ   43ੑ㸭᪥ 

 

(⟠ᡤ㸭᪥) 

๐ᏍᶵᲔྡ 㟁ືࣁンࢻ࣐リࣝ ࣁンࢻࢻリࣝ㸦✵ᅽᘧ㸧 

๐ Ꮝ ᚄ(ੈ) 
20௨ୖ 

30ᮍ‶ 

30௨ୖ 

50௨ୗ 

๐ Ꮝ ῝(ｍ) 
0.2௨ୖ 

0.4௨ୗ 

0.3௨ୖ 

0.6ᮍ‶ 

0.6௨ୖ 

0.9௨ୗ 

᪥ᙜࡾ施工量 127 77 56 

 

 

ᶫᱱᆅそ⿵ಟ工  

工 ✀ ྡ 
స ᴗ ᪥ ᙜ ࡾ 

ᶆ ‽ స ᴗ 量 
   せ 

 工 1.4 ੑ㸭᪥ࡋࢃࡇࡾ
ᪧ㧗ḍࡢ᧔ཤ㸪㕲➽ࡢษ᩿㸪◚○∦㝖ཤ・

㞟✚ཬࡧ㐠ᦙ㌴ࡢ✚㎸ࡴྵࢆࡳ 

㕲➽工 0.36 㹲㸭᪥ 現場ຍ工ཬࡴྵࢆ❧⤌ࡧ 

コンクリート工 0.76 ੑ㸭᪥ 

ேຊࡿࡼᡴタ㸪ᆺᯟ㸦ഃᯈ㒊ཬࡧᗏᯈ

㒊㸧ࡢ〇స㸪タ⨨・᧔ཤ㸪ࡃࡣ㞳ሬᕸ

ཬࡧ㣴⏕సᴗࡴྵࢆ 
 

ᶫᱱ⿵ಟ工 

(ᨭᢎྲྀ᭰工) 

ձ ᨭᢎྲྀ᭰㸦㗰ᶫཬࡧ㹎㹁ᶫ㸧 

工 ✀ ྡ 㸯 ᇶ ᙜ ࡾ ᶆ ‽ స ᴗ ᪥ 数 

ᨭ ᢎ ྲྀ ᭰ 

㗰ᶫ㸫㗰〇ᨭᢎ (150㹲௨ୗ) 㸫 5᪥㸭ᇶ 

㗰ᶫ㸫࣒ࢦᨭᢎ (150㹲௨ୗ) 㸫 4᪥㸭ᇶ 

PCᶫ㸫࣒ࢦᨭᢎ (200㹲௨ୗ) 㸫 4᪥㸭ᇶ 

㗰ᶫ㸫㗰〇ᨭᢎ 

(150㹲ࢆ㉸250࠼㹲௨ୗ) 

㕏 ᱆ 7᪥㸭ᇶ 

1 ⟽ ᱆ 2 ἅ 8᪥㸭ᇶ 

1 ⟽ ᱆ 1 ἅ 11᪥㸭ᇶ 

㗰ᶫ㸫㗰〇ᨭᢎ 

(250㹲ࢆ㉸320࠼㹲௨ୗ) 

㕏 ᱆ 8᪥㸭ᇶ 

1 ⟽ ᱆ 2 ἅ 11᪥㸭ᇶ 

1 ⟽ ᱆ 1 ἅ 13᪥㸭ᇶ 
 

ᶫᱱ⿵ಟ工 

(現場⁐᥋㗰᱆⿵ᙉ工) 

ձ 現場⁐᥋㗰᱆⿵ᙉ工 

㸦ｍ㸭᪥㸧 

工 ✀ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

現場⁐᥋㗰᱆⿵ᙉ工 14 

(ὀ) ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ィ ࡽ現場⁐᥋୍ࡢ࡛ࡲ㐃సᴗ࡛ࠋࡿ࠶ 
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工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ⴠᶫ㜵Ṇ⨨工 ձ�コンクリート๐Ꮝ 

๐ᏍᶵᲔྡ ๐Ꮝᚄ(mm) ๐Ꮝ῝(mm) సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

コ࣎ーリンࢢ

 ンࢩ࣐

50௨ୗ 
500௨ୗ 20Ꮝ㸭᪥ 

500㉸࠼ 1000௨ୗ 12Ꮝ㸭᪥ 

50㉸࠼ 110௨ୗ 

500௨ୗ 11Ꮝ㸭᪥ 

500㉸࠼ 1000௨ୗ 9Ꮝ㸭᪥ 

1000㉸࠼ 1300௨ୗ 6Ꮝ㸭᪥ 

リࣝ 20௨ୖࢻ࣐ンࣁ 30௨ୗ 200௨ୗ 84Ꮝ㸭᪥ 

 ᒾᶵࡃࡉ

 (࣐ンࣁࢻンࣁ)
20௨ୖ 50௨ୗ 

200㉸࠼ 500௨ୗ 48Ꮝ㸭᪥ 

500㉸࠼ 800௨ୗ 38Ꮝ㸭᪥ 

 

 ղ ン࢝ー 

㐺⏝ン࢝ーᮦᚄ(mm) ᡴ㎸ࡳ᪉ྥ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ーᮦᚄ࢝ン 25௨ୗ 
ୗ᪉ྥ 68本㸭᪥ 

ᶓ᪉ྥ 53本㸭᪥ 

ーᮦᚄ࢝ン 25㉸࠼ 40௨ୗ 
ୗ᪉ྥ 51本㸭᪥ 

ᶓ᪉ྥ 36本㸭᪥ 

ーᮦᚄ࢝ン 40㉸࠼ 55௨ୗ 
ୗ᪉ྥ 37本㸭᪥ 

ᶓ᪉ྥ 24本㸭᪥ 

ーᮦᚄ࢝ン 55㉸࠼ 70௨ୗ 
ୗ᪉ྥ 26本㸭᪥ 

ᶓ᪉ྥ 15本㸭᪥ 

ーᮦᚄ࢝ン 70㉸࠼ 85௨ୗ 
ୗ᪉ྥ 18本㸭᪥ 

ᶓ᪉ྥ 9本㸭᪥ 

 

ճ ሸ⿵ಟ 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

 ሸ ⿵ ಟ 59Ꮝ㸭᪥ 
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工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

㐨㊰㝖ⲡ工 ձ ᶵᲔ㝖ⲡ㸪ேຊ㝖ⲡ 

 

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量㸦㎡㸭᪥㸧 

㝖

ⲡ

స

ᴗ 

⫪ᘧ 
㜵ㆤ᭷2,250 ࡾ 

㜵ㆤ↓2,250 ࡋ 

 ᘧ 6,120 ࢻ  ࢞ ࢻ ン ࣁ

ே  ຊ 1,670 

㞟ⲡసᴗ㸦ேຊ㸧 2,760 

✚㎸సᴗ㸦ேຊ㸧 2,050 
 

トンࣝࢿ↷᫂ჾල 

Ύᤲ工 

ձ トンࣝࢿ↷᫂ჾලΎᤲ工 

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᶵᲔ施工 表面Ύᤲ 2,600ｍ㸭᪥ 

ேຊ施工 
表面Ύᤲ  111ⅉ㸭᪥ 

表面ཬࡧෆ面Ύᤲ   55ⅉ㸭᪥ 

(ὀ) ᶵᲔ施工ࡢ施工単位ࡣ㸪トンࣝࢿᘏ㛗ࠋࡿࡍ 

᱆㐃⤖工 ձ  ᱆㐃⤖工 

స ᴗ ྡ స ᴗ 条 件 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

現 場 Ꮝ ᫂ 
10本௨ୖ㸭⟠ᡤ 80本㸭᪥ 

సᴗᛶࡢᝏ࠸⟠ᡤ➼ 40本㸭᪥ 

㐃 ⤖ ᯈ ྲྀ  㸫 10⟠ᡤ㸭᪥ 

現 場 ⁐ ᥋ ⁐᥋⬮㛗 8㹼12mm 5.6m㸭᪥ 

 ⥾ ト ࣝ ࣎
10本௨ୖ㸭⟠ᡤ 200本㸭᪥ 

సᴗᛶࡢᝏ࠸⟠ᡤ➼ 100本㸭᪥ 
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工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ඹྠ⁁工 ձ ඹྠ⁁工㸦㸯㸧㸦ᵓ㐀≀単位㸧 

(㸯) ඹྠ⁁工㸦㸯ᒙ㸯㐃 ᅵ⿕ࡾ㸸1.5＜'+≦�.0㸧㐺⏝Ṍ 

 

Ṍ区分 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ձ 3.6m3㸭᪥ 

ղ 3.8m3㸭᪥ 

ճ 3.2m3㸭᪥ 

մ 3.3m3㸭᪥ 

 

(㸰) ඹྠ⁁工㸦㸯ᒙ㸰㐃 ᅵ⿕ࡾ㸸1.5＜'+≦�.0㸧㐺⏝Ṍ 

 

Ṍ区分 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ճ 3.9m3㸭᪥ 

մ 4.0m3㸭᪥ 

 

(㸱) ඹྠ⁁工㸦㸯ᒙ㸰㐃 ᅵ⿕ࡾ㸸3.0＜'+≦5.0㸧㐺⏝Ṍ 

 

Ṍ区分 సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

⑤ 4.7m3㸭᪥ 

ն 4.8m3㸭᪥ 

շ 4.5m3㸭᪥ 

ո 4.5m3㸭᪥ 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ḟࡢసᴗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀ 

 ࠋࡿࡍ㸪ู㏵ィୖࡣ࡚࠸ࡘ㜵Ỉ工・㜵Ỉᒙಖㆤ工ࡧ㸪㕲➽工ཬ࠾࡞

・ᇶ♏○▼工 ᩜᆒࡋ・㌿ᅽ 

・ᆺᯟ工㸦ᆒࡋコンクリート㸧 〇స・タ⨨・᧔ཤ 

・コンクリート工㸦ᆒࡋコンクリート㸧 ᡴタ・㣴⏕ 

・ᆺᯟ工㸦Ṍᗋ㒊コンクリート㸧 〇స・タ⨨・᧔ཤ 

・コンクリート工㸦Ṍᗋ㒊コンクリート㸧 ᡴタ・㣴⏕ 

・ᆺᯟ工㸦㌣య㒊コンクリート㸧〇స・タ⨨・᧔ཤ 

・コンクリート工㸦㌣య㒊コンクリート㸧 ᡴタ・㣴⏕ 

・㊊場・ᨭಖ工 タ⨨・᧔ཤ 

・ఙ⦰⥅ᡭ ┠ᆅ・ṆỈᯈタ⨨ 

㸰㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪సᴗࡢ㔜」ࢆ⪃៖ࡓࡋ㸯ࣃࢫン್࡛࡛ࡢ

ࡶࡿࡍỴᐃ࡚ࡋ៖⪄ࢆン数ࣃࢫ㸪施工場ᡤ㸪ࡣ࡚ࡗࡓ࠶ฟ⟭ࡢ⛬㸪工ࡾ࠶

 ࠋࡿࡍࡢ

㸱㸬సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ᇶ♏○▼工㸦ᇶ♏○▼㸧㸪コンクリート工㸦ᆒ

ࡢコンクリート・Ṍᗋ㒊コンクリート㸧㸪ఙ⦰⥅ᡭ㸦┠ᆅ・ṆỈᯈ㸧㸪㊊場ࡋ

施工ࡢ᭷↓ࡎࡽࢃ㐺⏝ฟ᮶ࠋࡿ 

㸲㸬コンクリート㣴⏕ࡣ㸪ᩓỈ㸪⤥⇕ࢆၥࡎࢃ㐺⏝ࠋࡿࡍ 

㸳㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪本యコンクリート㸦㌣య㒊㸧⟬್࡛࠶

 ࠋࡿ

 

 



①  186①  186 Ⅰ−10−③−72

Ⅰ-12-մ-73 

 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ඹྠ⁁工 ղ ඹྠ⁁工(㸰)  

 

(㸯) ㌣య㒊コンクリート࣏ンࣉ㌴ᡴタ 

స  ᴗ  ✀  ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

コンクリート࣏ンࣉ㌴ᡴタ 87m3㸭᪥ 

 

(㸰) ᥀๐工 

そ  工  ᪉  ᘧ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ᅵ   ␃   そ   工 124m3 

ᅵ   ␃   㛤   ᨺ 171m3 
 

トンࣝࢿ工 

㸦ンࣂート工㸧 

ձ ンࣂート工 

 

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

 ート工ࣂン

᥀๐工㹼コンクリート工࡛ࡲ 
2.4ｍ㸭᪥ 

(ὀ) ୖ表ࡣ㸪ンࣂートཌࡀ 50ࡢ場ྜ࡛㸪㕲➽ࡢ➽↓ࡣ場ྜࡢᶆ‽సᴗ量࡛

 ࠋࡿ࠶

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  187①  187 Ⅰ−10−③−73

Ⅰ-12-մ-74 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

㟁⥺ඹྠ⁁工 

(C㺃C㺃BOX) 

ձ 㐠ᦙ(㟁⥺ඹྠ⁁) 

✚㍕区分 
DID区㛫 

 ↓᭷ࡢ
㐠ᦙ㊥㞳 作業日当り標準作業量 

ᅵ◁ 

 ࡋ↓

0.5km௨ୗ 40m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 33m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 29m3/᪥ 

6.5km௨ୗ 22m3/᪥ 

11.5km௨ୗ 17m3/᪥ 

26.5km௨ୗ 11m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 6m3/᪥ 

᭷ࡾ 

0.5km௨ୗ 40m3/᪥ 

2.0km௨ୗ 33m3/᪥ 

3.5km௨ୗ 29m3/᪥ 

6.0km௨ୗ 22m3/᪥ 

10.5km௨ୗ 17m3/᪥ 

22.5km௨ୗ 11m3/᪥ 

60.0km௨ୗ 6m3/᪥ 

 トሢࣝࣇࢫ

 ࡋ↓

0.5km௨ୗ  31m3/᪥ 

2.0km௨ୗ  26m3/᪥ 

3.5km௨ୗ  22m3/᪥ 

6.5km௨ୗ  17m3/᪥ 

11.5km௨ୗ  13m3/᪥ 

26.5km௨ୗ   9m3/᪥ 

60.0km௨ୗ   4m3/᪥ 

᭷ࡾ 

0.5km௨ୗ  31m3/᪥ 

2.0km௨ୗ  26m3/᪥ 

3.5km௨ୗ  22m3/᪥ 

6.0km௨ୗ  17m3/᪥ 

10.5km௨ୗ  13m3/᪥ 

22.5km௨ୗ   9m3/᪥ 

60.0km௨ୗ   4m3/᪥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  188①  188 Ⅰ−10−③−74

Ⅰ-12-մ-75 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

 ࡧ᱆〇సཬ࣒ーࣅࣞࣉ

ᯫタ工 

ձ ࣅࣞࣉー࣒᱆〇సཬࡧᯫタ工 

工 ✀ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

 ᱆〇స࣒ーࣅࣞࣉ

᱆ᛂຊᑟධ工㹼 

コンクリート工 

22ｍᮍ‶     㸴᪥㸭本 

22ｍ௨ୖ㹼30ｍᮍ‶㸶᪥㸭本 

30ｍ௨ୖ㹼40ｍᮍ‶㸷᪥㸭本 

40ｍ௨ୖ     10᪥㸭本 

(ὀ) ୖ表ࡣ㸪〇స࣋ーࡀࢫ㸯⟠ᡤࡢ場ྜࡢᶆ‽సᴗ量࡛࡛ࡢࡿ࠶㸪᱆〇స本数ࡀ

㸳㹼10本ࡢ場ྜࡣ 1/2㸪11㹼30本ࡢ場ྜࡣ  ࠋࡇࡿࡍ1/3

 ン᱆〇ࣙࢩンࢸトࢫ࣏

స工 

ձ ࢫ࣏トࢸンࣙࢩン᱆〇స工 

工 ✀ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

 ンࣙࢩンࢸトࢫ࣏

᱆〇స工 
1.2m3㸭᪥ 

(ὀ) ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪㌶㐨タ⨨᧔ཤ㸪᱆〇సྎཬࡧ㊊場タ⨨

᧔ཤ㸪㕲➽ຍ工・⤌❧㸪ᶓ⤌ࢩーࢫ⤌❧㸪㹎㹁ࢣーࣝࣈᤄධ㸪ᆺᯟタ⨨・᧔ཤ㸪

コンクリートᡴタ・㣴⏕㸪⥭ᙇཬ࢘ࣛࢢࡧトὀධࠋࡿ࠸࡛ࢇྵࢆ 

ン࣓ࢢࢭトࢫࣕ࢟ࣞࣉ

ト᱆⤌❧工 

ձ ࢫࣕ࢟ࣞࣉト࣓ࢢࢭント᱆⤌❧工 

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量   せ 

ントྲྀ༺・㓄ิ㸪᥋࣓ࢢࢭ

╔ሬ�ᕸ㸪ᅽ╔ 

1.3本㸭᪥ 

1.1本㸭᪥ 

㸱分 

㸳分 

㹎㹁ࢣーࣝࣈຍ工・ᤄධ㸪 

 ト工࢘ࣛࢢ
1.1本㸭᪥ 

2,200kN(225t) ᆺ

 ࣝࣈーࢣ

➃㒊コンクリート工 9.1本㸭᪥  

(ὀ) ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪࣓ࢢࢭントྲྀ༺࢘ࣛࢢࡽࡋトὀධࡢ࡛ࡲ

୍㐃సᴗࠋࡿ࠸࡛ࢇྵࢆ 

㹎㹁ᶫᯫタ工 ձ 㹎㹁ᶫᯫタ工 

స ᴗ ✀ ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量   せ 

コンクリート工 40  ੑ㸭᪥ ᶓ⤌工 

㕲➽工 1.1  㹲㸭᪥ ᶓ⤌工 

㹎㹁工 
 ン᱆ 148  ｍ㸭᪥ ᶓ⤌工ࣙࢩンࢸࣞࣉ

 ン᱆ 150  ｍ㸭᪥ ᶓ⤌工ࣙࢩンࢸトࢫ࣏

⥭ᙇ工 27  ࢣーࣝࣈ㸭᪥ ᶓ⤌工 

㹎㹁ᯈ௬⨨工 120  ᯛ㸭᪥ 㹎㹁コン࣏ᶫ⏝ 

㹎㹁ᯈᩜタ工 50  ᯛ㸭᪥ 㹎㹁コン࣏ᶫ⏝ 

ᆺᯟ工 8  ㎡㸭᪥ 㹎㹁コン࣏ᶫ⏝ 

 (ὀ) ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪㹎㹁ᶫᯫタ工୍ࡢ㐃సᴗྛࡿࡅ࠾సᴗ㐺

 ࠋࡿࡍ⏝

 

 

 

 

 



①  189①  189 Ⅰ−10−③−75

Ⅰ-12-մ-76 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

㹎㹁ᶫ∦ᣢᯫタ工 ձ 㹎㹁ᶫ∦ᣢᯫタ工 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量   せ 

 ᰕ㢌㒊工 

 ∦ᣢ㒊工 

 ഃᚄ㛫㒊 

 ୰ኸ㛢ྜ㒊工 

㸯⟠ᡤ㸭84᪥ 

0.33ｍ㸭᪥ 

0.3ｍ㸭᪥ 

㸯⟠ᡤ㸭31᪥ 

 

(ὀ) సᴗ᪥㸻౪⏝᪥数ࡋ㸪工ᮇ⟬ฟࡢ㝿㸪✌ືಀ数ࢆࠋ࠸࡞ࡅ 

ᶫᱱỈ⟶タ⨨工 ձ Ỉ⟶ 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量   せ 

コンクリートン࢝ーࣝ࣎トタ⨨ 56本㸭᪥  

Ỉ⟶タ⨨ 17ｍ㸭᪥ 㸦㹔㹎⟶㸧 

Ỉ⟶タ⨨ 13ｍ㸭᪥ 㸦㗰⟶㸧 
 

ᯫタᨭಖ工 ձ ᯫタᨭಖ工 タ⨨・᧔ཤ 

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量   せ 

✵ᨭಖタ⨨・᧔ཤ 337ྜ⤖ࡧࡉࡃ m3㸭᪥ タ⨨ 55㸣㸪᧔ཤ 45㸣 

ᇶ♏⏝㗰ᮦタ⨨・᧔ཤ  119m2㸭᪥ タ⨨ 63㸣㸪᧔ཤ 37㸣 

ᨭᰕᨭಖタ⨨・᧔ཤ 286✵ m3㸭᪥ タ⨨ 54㸣㸪᧔ཤ 46㸣 

ᨭᰕཷྎタ⨨・᧔ཤ  76ｍ 㸭᪥ タ⨨ 56㸣㸪᧔ཤ 44㸣 
 

ᶓ᩿Ṍ㐨ᶫഃᯈ工 ձ ᶓ᩿Ṍ㐨ᶫഃᯈ工 

స  ᴗ  ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

ഃᯈྲྀ 18m2㸭᪥ 

ഃᯈྲྀእ60 ࡋm2㸭᪥ 
 

ఙ⦰⨨工(㗰〇) 

ྲྀ᭰工 

ձ ఙ⦰⨨工(㗰〇)ྲྀ᭰工 

స ᴗ ྡ సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 せ 

ఙ⦰⨨工(㗰〇)ྲྀ᭰工 

㗰ࣇン࢞ーࣙࢪント➼ࡢタ⨨ 
2.8ｍ/᪥  

ఙ⦰⨨工(㗰〇)ྲྀ᭰工 

᪤〇ရࣙࢪントࡢタ⨨ 
3.6ｍ/᪥  

(ὀ) ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࠊࡣḟࡢసᴗࠋࡴྵࢆ 

・㗰ࣇン࢞ーࣙࢪント➼ࡢタ⨨ 

⯒面ษ᩿ࠊコンクリートࠊࡾࡘࡣࡢᪧࣙࢪント᧔ཤࠊ᪂ࣙࢪントᤣࠊ

ᆺᯟタ⨨・᧔ཤࠊCOᡴタࡽࡾࡘࡣࠊᤣΏ࡚ࡗⓎ⏕ࡿࡍ㝃ᖏసᴗ 

・᪤〇ရࣙࢪントࡢタ⨨ 

⯒面ษ᩿ࠊコンクリートࠊࡾࡘࡣࡢᪧࣙࢪント᧔ཤࠊ᪂ࣙࢪントᤣࠊ

COᡴタ 

 

 

 

 



①  190①  190 Ⅰ−10−③−76

Ⅰ-12-մ-77 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

ᶫྎ・ᶫ⬮工㸦㸯㸧 

㸦ᵓ㐀≀単位㸧 

ձ ᶫྎ・ᶫ⬮工㸦㸯㸧㸦ᵓ㐀≀単位㸧 

ᵓ㐀≀✀ู ᵓ㐀≀㧗ࡉ区分 コンクリートᡴタ量区分 
సᴗ᪥ᙜࡾ 
ᶆ‽సᴗ量 
㸦m3㸭᪥㸧 

㹒ᙧᶫ⬮ 

5≦㹆＜10 
100m3௨ୖ300m3ᮍ‶ 6.6 (6.5) 

300m3௨ୖ500m3ᮍ‶ 8.9 (8.8) 

10≦㹆＜15 

120m3௨ୖ220m3ᮍ‶ 5.6 (5.5) 

220m3௨ୖ440m3ᮍ‶ 7.8 (7.7) 

440m3௨ୖ650m3ᮍ‶ 8.5 (8.4) 

15≦㹆＜25 
290m3௨ୖ910m3ᮍ‶ 8.6 (8.4) 

910m3௨ୖ980m3ᮍ‶ 9.9 (9.7) 

ቨᘧᶫ⬮ 

5≦㹆＜15 
100m3௨ୖ280m3ᮍ‶ 6.5 (6.�5) 

280m3௨ୖ700m3ᮍ‶ 9.6 (9.5) 

15≦㹆＜20 
250m3௨ୖ520m3ᮍ‶ 7.4 (7.3) 

520m3௨ୖ700m3ᮍ‶ 8.6 (8.5) 

㏫㹒ᘧᶫྎ 

㹆＜5 
50m3௨ୖ140m3ᮍ‶ 4.3 (4.3) 

140m3௨ୖ260m3ᮍ‶ 6.9 (6.9) 

5≦㹆＜7 

50m3௨ୖ 90m3ᮍ‶ 3.2 (3.2) 

90m3௨ୖ160m3ᮍ‶ 4.4 (4.3) 

160m3௨ୖ310m3ᮍ‶ 6.1 (6.1) 

7≦㹆＜9 

70m3௨ୖ110m3ᮍ‶ 3.9 (3.9�) 

110m3௨ୖ210m3ᮍ‶ 5.7 (5.6) 

210m3௨ୖ310m3ᮍ‶ 7.4 (7.3) 

9≦㹆＜10 
130m3௨ୖ280m3ᮍ‶ 6.3 (6.2) 

280m3௨ୖ310m3ᮍ‶ 7.6 (7.5) 

10≦㹆＜11 
230m3௨ୖ370m3ᮍ‶ 7.5 (7.4) 

370m3௨ୖ650m3ᮍ‶ 9.7 (9.6) 

11≦㹆＜12 

230m3௨ୖ320m3ᮍ‶ 6.8 (6.7) 

320m3௨ୖ560m3ᮍ‶ 8.9 (8.8) 

560m3௨ୖ650m3ᮍ‶ 10.5 (10.3) 

(ὀ)㸯㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ḟࡢసᴗࠋࡿࢀࡲྵࡀ 

・ᇶ♏ᮦᩜᆒࡋ・㌿ᅽ 

・ᆒࡋᆺᯟ〇సタ⨨・᧔ཤ・ᆒࡋコンクリートᡴタ・㣴⏕ 

・コンクリートᡴタ・㣴⏕・ᆺᯟ〇సタ⨨・᧔ཤ 

・㕲➽ຍ工・⤌❧ 

・㊊場タ⨨・᧔ཤ 

・ᨭಖタ⨨・᧔ཤ 

・Ỉᢤࣉࣃタ⨨(ᶫྎࡳࡢ) 

㸰㸬ୖ表ࡢコンクリートᡴタ量区分ࡣ㸪㸯ᇶᙜࡢࡾయ量ࢆ表ࡾ࠾࡚ࡋ,工⛬ࡢ⟬

ฟࡣ࡚ࡗࡓ࠶数量ࡿࡅ࠾ᶆ‽సᴗ量࡛ྛ現場条件ᛂࡌ⟬ฟࡢࡶࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ

㸱㸬సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽施工量ࡣ㸪ᇶ♏ᮦ㸪ᆒࡋコンクリート㸪㊊場㸪Ỉᢤࣉࣃࡁ

ࡿࡍ⏝ࢆ㸪ᡭᦾඛ⾜ᆺᯟ⤌㊊場ࡓࡲࠋࡿ㐺⏝ฟ᮶ࡎࡽࢃ↓᭷ࡢ施工ࡢ

場ྜࡣ㸪㸦 㸧᭩ࡢࡁ数್ࢆ㐺⏝ࠋࡿࡍ 

㸲㸬コンクリート㣴⏕ࡣ㸪ᩓỈ・ಖ ࢆၥࡎࢃ㐺⏝ࠋࡿࡍ 

㸳㸬ୖ表ࡢసᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量ࡣ㸪ᶫྎ・ᶫ⬮本యコンクリート⟬್࡛ࠋࡿ࠶ 

ᶫྎ・ᶫ⬮工㸦㸰㸧 ղ ᶫྎ・ᶫ⬮工㸦㸰㸧 

ᡴタ᪉ἲ ᵓ㐀≀区分 タィ᪥ᡴタ量区分 
సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 

コンクリート 

 ㌴ᡴタࣉン࣏
ᶫྎ・ᶫ⬮工 50m3௨ୖ 110m3㸭᪥ 

(ὀ) 㣴⏕工ࡣ㸪現場㸪施工条件➼ูࡾࡼ㏵⪃៖ࠋࡿࡍ 

 

 

 



①  191①  191 Ⅰ−10−③−77

Ⅰ-12-մ-78 

工 ✀ ྡ タ      ᐃ      ෆ      ᐜ 

බᅬ᳜᱂工 ձ බᅬ᳜᱂工 

స  ᴗ  ✀  ู సᴗ᪥ᙜࡾᶆ‽సᴗ量 

᳜
᱂
䥹
㧗
ᮌ
䥺 

㸦ᖿ࿘㸧  15cmᮍ‶ 3.5本㸭᪥ 

15cm௨ୖ 25cmᮍ‶ 2.0本㸭᪥ 

25cm௨ୖ 40cmᮍ‶ 2.4本㸭᪥ 

40cm௨ୖ 60cmᮍ‶ 1.2本㸭᪥ 

60cm௨ୖ 90cmᮍ‶ 1.0本㸭᪥ 
 

ղ බᅬ㝖ⲡ工 

స ᴗ ✀ ู 
సᴗ᪥ᙜࡾ 

ᶆ‽సᴗ量 
⦅ᡂேဨ 

ேຊ㝖ⲡ 129㎡㸭᪥ 
ᅵᮌ୍⯡ୡヰᙺ㸸㸯ே 

ᬑ ㏻ స ᴗ ဨ㸸㸵ே 

ேຊᢤ᰿ 68㎡㸭᪥ 
ᅵᮌ୍⯡ୡヰᙺ㸸㸯ே 

ᬑ ㏻ స ᴗ ဨ㸸㸵ே 

ᶵᲔ㝖ⲡⅠ 788㎡㸭᪥ 

ᅵᮌ୍⯡ୡヰᙺ㸸㸯ே 

ᬑ ㏻ స ᴗ ဨ㸸㸯ே 

≉ Ṧ స ᴗ ဨ㸸㸳ே 

ᶵᲔ㝖ⲡⅡ 1,859㎡㸭᪥ 

ᅵᮌ୍⯡ୡヰᙺ㸸㸯ே 

ᬑ ㏻ స ᴗ ဨ㸸㸯ே 

≉ Ṧ స ᴗ ဨ㸸㸲ே 

㞟ⲡ 1,238㎡㸭᪥ 
ᅵᮌ୍⯡ୡヰᙺ㸸㸯ே 

ᬑ ㏻ స ᴗ ဨ㸸㸱ே 

✚㎸・㐠ᦙ 2,304㎡㸭᪥ 
ᅵᮌ୍⯡ୡヰᙺ㸸㸯ே 

ᬑ ㏻ స ᴗ ဨ㸸㸱ே 
 

 



 

 

工 種 名 設      定     内     容 

土工 

（ＩＣＴ） 

 

① 掘削（ＩＣＴ） 

土質 施工方法 障害の有無 施工数量 
作業日当り 
標準作業量 

ＩＣＴ 
標準作業量 

土砂 
オープンカット 

無し 
50,000m3未満 307 m3/日 330 m3/日 

50,000m3以上 512 m3/日 550 m3/日 

有り 
50,000m3未満 194 m3/日 209 m3/日 

50,000m3以上 327 m3/日 352 m3/日 

片切掘削 － － 225 m3/日 242 m3/日 

岩塊・玉石 オープンカット 

無し 
50,000m3未満 235 m3/日 253 m3/日 

50,000m3以上 420 m3/日 451 m3/日 

有り 
50,000m3未満 143 m3/日 154 m3/日 

50,000m3以上 266 m3/日 286 m3/日 

（注）保守点検費を算出する場合に限り，上表の「ＩＣＴ標準作業量」を適用すること。 

 

② 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ） 

作業形態 土質 施工数量 障害の有無 
作業日当り 
標準作業量 

ＩＣＴ 
標準作業量 

敷均し＋ 
締固め 

－ 

10,000m3未満 
無し 828 m3/日 828 m3/日 

有り 360 m3/日 420 m3/日 

10,000m3以上 
無し 940 m3/日 1,176 m3/日 

有り 360 m3/日 684 m3/日 

敷均し 
締固め 

高含水比粘性土 
以外 

10,000m3未満 
無し 385 m3/日 385 m3/日 

有り 176 m3/日 176 m3/日 

10,000m3以上 
無し 539 m3/日 539 m3/日 

有り 231 m3/日 231 m3/日 

高含水比粘性土 － 
無し 319 m3/日 319 m3/日 

有り 143 m3/日 143 m3/日 

（注）１．上表は，締固め後の土量である。 

２．敷均し作業の仕上り厚さは0.2～0.3ｍとする。 

３．保守点検費を算出する場合に限り，上表の「ＩＣＴ標準作業量」を適用すること。 

 

③ 路床盛土（ＩＣＴ） 

施工数量 障害の有無 作業日当り標準作業量 ＩＣＴ作業量 

10,000m3未満 
無し 440 m3/日 648 m3/日 

有り 120 m3/日 336 m3/日 

10,000m3以上 
無し 440 m3/日 924 m3/日 

有り 120 m3/日 540 m3/日 

（注）１．上表は，締固め後の土量である。 

２．敷均し作業の仕上り厚さは0.2～0.3ｍとする。 

３．保守点検費を算出する場合に限り，上表の「ＩＣＴ標準作業量」を適用すること。 
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工 種 名 設      定      内      容 

法面整形工 

（ＩＣＴ） 

 

① 法面整形（ＩＣＴ） 

整形箇所 法面締固めの有無 土質 
作業日当り

標準作業量 

盛土部 
有り レキ質土，砂及び砂質土，粘性土 154 m2/日 

無し レキ質土，砂及び砂質土，粘性土 242 m2/日 

切土部 － 
レキ質土，砂及び砂質土，粘性土 154 m2/日 

軟岩Ⅰ 132 m2/日 
 

路盤工 

（ＩＣＴ） 

 

① 不陸整正（ＩＣＴ）下層路盤（ＩＣＴ），上層路盤（ＩＣＴ） 

（１日・１層当り） 

工  種 単位 作業日当り標準作業量 

不陸整正（ＩＣＴ） 

m2 

1,920 m2/日･層 

下層路盤（車道・路肩部）（ＩＣＴ） 1,350 m2/日･層 

上層路盤（車道・路肩部）（ＩＣＴ） 1,350 m2/日･層 

（注）１．下層路盤の一層当りの仕上り厚さは 20cmまでとする。 

２．上層路盤の一層当りの仕上り厚さは 15cmまでとする。 
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①  192①  192 Ⅰ−10−④−1

Ⅰ-12-⑤-1 

䐣 ᕷሙ༢౯䛾１᪥ᙜ䜚ᶆ‽工㔞 

本㡯グ㍕ࡓࡋ᪥ᙜࡾసᴗ量ࡣ㸪ᕷ場単౯࠸࡞ࡶ⾜⛣ࡢ๐㝖ࡓࢀࡉ工✀ࡢᶆ‽సᴗ量ࢆᐃࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡵ 

タᐃࡓࡋసᴗ量ࡣ㸪ࡶ࡛ࡲࡃ࠶ᶆ‽施工ࡢ場ྜ࡛࡛ࡢࡿ࠶㸪ᙜヱ工✀ࡢ施工条件㸪施工ἲ㸪ไ⣙条件➼ࢆ༑分⪃

៖ୖࡢ㐺⏝᳨ࢆྰྍࡢウࡋ㸪⏝ࠋࡿࡍࡢࡶࡿࡍ 

 

１． 鉄 筋 工 

 

表１．１ 

規格・仕様 単位 施工数量 

1 ୍⯡ᵓ㐀≀ 㹲 3.5 

2 ษᱱࡿ࠶ࡢᵓ㐀≀ 㹲 
3.0 

3 ᆅୗᵓ㐀≀ 㹲 

4 ᶫᱱ⏝ᗋ∧ 㹲 4.0 

5 場ᡤᡴᮺ⏝ࡈ➽ 㹲 6.5 

6 㹐㹁場ᡤᡴࣟ࣍ーࣈࣛࢫ 㹲 2.5 

7 ᕪ➽ཬࡧᮺ㢌処理 㹲 3.5 

8 
୍⯡ᵓ㐀≀ 

(ኴᚄ㕲➽ΰྜ) 
㹲 5.0 

9 
ษᱱࡿ࠶ࡢᵓ㐀≀ 

(ኴᚄ㕲➽ΰྜ) 
㹲 4.0 

10 
ᆅୗᵓ㐀≀ 

(ኴᚄ㕲➽ΰྜ) 
㹲 4.0 

11 
場ᡤᡴᮺ⏝ࡈ➽ 

(ኴᚄ㕲➽ΰྜ) 
㹲 9.0 

 

④

Ⅰ-12-⑤-2 

䠎． 鉄筋工 䠄䜺䝇ᅽ᥋工䠅 

 

表䠎．１ 

規格・仕様 単位 施工数量 

 

 

 

 ᅽ᥋工ࢫ࢞

ᡭື㸦༙⮬ື㸧 

⮬     ື 

㹂19㸩㹂19 ⟠ᡤ 

350 㹂22㸩㹂22 ⟠ᡤ 

㹂25㸩㹂25 ⟠ᡤ 

㹂29㸩㹂29 ⟠ᡤ 310 

㹂32㸩㹂32 ⟠ᡤ 280 

㹂35㸩㹂35 ⟠ᡤ 240 

㹂38㸩㹂38 ⟠ᡤ 160 

㹂41㸩㹂41 ⟠ᡤ 150 

㹂51㸩㹂51 ⟠ᡤ 130 
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䠏． ༊ ⏬ ⥺ 工 

 

表䠏．１ 

区  分 規 格・仕 様 単位 施工数量 

౪⏝区㛫 

⁐⼥ᘧ 

ᡭ ື 

ᐇ ⥺ 
ⓑ⥺ 

㯤⥺ 

15 ｍ 
1,500 

20 ｍ 

30 ｍ 1,000 

◚ ⥺ 
ⓑ⥺ 

㯤⥺ 

15 ｍ 
1,200 

20 ｍ 

30 ｍ 
 800 

45 ｍ 

 ࣛࣈࢮ
ⓑ⥺ 

㯤⥺ 

15 ｍ 
1,100 

20 ｍ 

30 ｍ 
 600 

45 ｍ 

▮༳ 
グྕ 
ᩥᏐ 

ⓑ⥺ 15 

⟬ 

ｍ 
 500 

㯤⥺ ｍ 

 

表䠏．䠎 

区  分 規 格・仕 様 単位 施工数量 

౪⏝区㛫 

⁐ᆺ・Ỉᛶᆺ 

 ントᘧ࣌

⮬ ㉮ 

ᐇ ⥺ 
ⓑ⥺ 

㯤⥺ 

ຍ⇕ᘧ 15 ｍ 
8,200 

ᖖ ᘧ 15 ｍ 

◚ ⥺ 
ⓑ⥺ 

㯤⥺ 

ຍ⇕ᘧ 15 ｍ 5,600 

ຍ⇕ᘧ 30 ｍ 3,200 

ᖖ ᘧ 15 ｍ 5,600 

 

表䠏．䠏 

区  分 規 格・仕 様 単位 施工数量 

区⏬⥺ᾘཤ 
๐ࡾྲྀࡾᘧ 15⟬ ｍ 350 

 トᘧ 15⟬ ｍ 900ࢵ࢙ࢪーࢱー࢛࢘
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䠐． 㧗どㄆᛶ༊⏬⥺工 

 

表䠐．１ 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

౪ ⏝ 区 㛫 

リ ࣈ ᘧ 

⁐ ⼥ ᘧ 

ᐇ ⥺ 
ⓑ ⥺ 

㯤 ⥺ 

15  ｍ 
1,000 

20 ｍ 

30 ｍ  800 

 

表䠐．䠎 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

౪ ⏝ 区 㛫 

リ ࣈ ᘧ 

㸰ᾮᛂᘧ 

ᐇ ⥺ 
ⓑ ⥺ 

㯤 ⥺ 

15  ｍ 
1,000 

20 ｍ 

30 ｍ  800 

 

 

表䠐．䠏 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

౪ ⏝ 区 㛫 

㠀 リ ࣈ ᘧ 

⁐ ⼥ ᘧ 

ᐇ ⥺ 
ⓑ ⥺ 

㯤 ⥺ 

15 ｍ 
1,000 

20 ｍ 

30 ｍ  800 

 ࣛࣈࢮ
ⓑ ⥺ 

㯤 ⥺ 

15 ｍ 
 750 

20 ｍ 

30 ｍ 
 400 

45 ｍ 

 

 

表䠐．䠐 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

౪ ⏝ 区 㛫 

㈞  ᘧ 

ⓑ   Ⰽ 

㯤   Ⰽ 
15⟬ ｍ 300 

 

 

表䠐．䠑 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

㧗 ど ㄆ ᛶ 

区⏬⥺ᾘཤ 
15⟬ ｍ 350 
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䠑． 䜲ン䝍ー䝻䝑䜻ン䜾䝤䝻䝑ク工 

 

表 䠑．１ 

規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

設 
 
 
 
 

置 

┤⥺㓄⨨ ࢵࣟࣈクཌ㸴 ㎡ 
100 

 クཌ㸶 ㎡ࢵࣟࣈ

᭤⥺㓄⨨ ࢵࣟࣈクཌ㸴 ㎡ 

80 

 クཌ㸶 ㎡ࢵࣟࣈ

┤⥺㓄⨨㸱Ⰽ
௨ୖࡿࡼⰍ
 ࡏࢃྜ

 クཌ㸴 ㎡ࢵࣟࣈ

 クཌ㸶 ㎡ࢵࣟࣈ

᭤⥺㓄⨨㸱Ⰽ
௨ୖࡿࡼⰍ
 ࡏࢃྜ

 クཌ㸴 ㎡ࢵࣟࣈ

 クཌ㸶 ㎡ࢵࣟࣈ

᧔ 

ཤ 

⏝┠ⓗࡢ

᧔ཤ 

 クཌࢵࣟࣈ

㸴㸪㸶 
㎡ 200 

 ࡋࢃࡇࡾ
 クཌࢵࣟࣈ

㸴㸪㸶 
㎡ 300 
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䠒． 䜺ー䝗䝺ー䝹タ⨨工 

 

表䠒．１ タ⨨ 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᅵ୰ᘓ㎸ ሬရ 

・ 

 ရ࢟ࢵ࣓

Gr-A-4E ｍ 

130 Gr-B-4E ｍ 

Gr-C-4E ｍ 

Gr-Am-4E ｍ 
60 

Gr-Bm-4E ｍ 

コンクリート 

ᘓ  ㎸ 

Gr-A-2B ｍ 

40 Gr-B-2B ｍ 

Gr-C-2B ｍ 

Gr-Am-2B ｍ 
40 

Gr-Bm-2B ｍ 

 

 

表䠒．䠎 タ⨨ 䠄⪏㞷ᆺ䠅 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᅵ୰ᘓ㎸ ሬရ 

・ 

 ရ࢟ࢵ࣓

Gr-A2-4E ｍ 130 

Gr-A3-3E ｍ 120 

Gr-A4-2E ｍ 
100 

Gr-A5-2E ｍ 

Gr-B2-4E ｍ 130 

Gr-B3-3E ｍ 120 

Gr-B4-2E ｍ 100 

Gr-C2-3E ｍ 120 

Gr-C3-2E ｍ 100 

コンクリート 

ᘓ  ㎸ 

Gr-A2-2B ｍ 

40 

Gr-A3-2B ｍ 

Gr-A4-2B ｍ 

Gr-A5-2B ｍ 

Gr-B2-2B ｍ 

Gr-B3-2B ｍ 

Gr-B4-2B ｍ 

Gr-C2-2B ｍ 

Gr-C3-2B ｍ 
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表䠒．䠏 ᧔ ཤ 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᅵ୰ᘓ㎸⏝ 

᧔  ཤ 

ሬရ 

・ 

 ရ࢟ࢵ࣓

㸦ᪧ Gr-S-2E㸧 ｍ 120 

Gr-A-4E 

ｍ 250 Gr-B-4E 

Gr-C-4E 

Gr-Am-4E 
ｍ 120 

Gr-Bm-4E 

㸦ᪧ Gr-Ap-2E㸧 

ｍ 200 㸦ᪧ Gr-Bp-2E㸧 

㸦ᪧ Gr-Cp-2E㸧 

コンクリート 

ᘓ㎸⏝᧔ཤ 

㸦ᪧ Gr-S-1B㸧 ｍ 160 

Gr-A-2B 

ｍ 200 Gr-B-2B 

Gr-C-2B 

Gr-Am-2B 
ｍ 120 

Gr-Bm-2B 

㸦ᪧ Gr-Ap-2B㸧 

ｍ 200 㸦ᪧ Gr-Bp-2B㸧 

㸦ᪧ Gr-Cp-2B㸧 

(ὀ) ୰ኸ分㞳ᖏ⏝ࡣ㸦⊃㸧ࠋࡴྵࢆࣉࢱ 

Ⅰ-12-⑤-8 

表䠒．䠐 ᧔ ཤ 䠄⪏㞷ᆺ䠅 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᅵ୰ᘓ㎸⏝ 

᧔  ཤ 

ሬရ 

・ 

 ရ࢟ࢵ࣓

㸦ᪧ Gr-S2-2E㸧 

ｍ 60 
㸦ᪧ Gr-S3-2E㸧 

㸦ᪧ Gr-S4-2E㸧 

㸦ᪧ Gr-S5-2E㸧 

Gr-A4-2E 

ｍ 100 
Gr-A5-2E 

Gr-B4-2E 

Gr-C3-2E 

Gr-A3-3E 

ｍ 120 Gr-B3-3E 

Gr-C2-3E 

Gr-A2-4E 
ｍ 130 

Gr-B2-4E 

コンクリート 

ᘓ㎸⏝᧔ཤ 

㸦ᪧ Gr-S2-1B㸧 

ｍ 80 
㸦ᪧ Gr-S3-1B㸧 

㸦ᪧ Gr-S4-1B㸧 

㸦ᪧ Gr-S5-1B㸧 

Gr-A2-2B 

ｍ 100 

Gr-A3-2B 

Gr-A4-2B 

Gr-A5-2B 

Gr-B2-2B 

Gr-B3-2B 

Gr-B4-2B 

Gr-C2-2B 

Gr-C3-2B 
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表䠒．䠑 㒊ᮦタ⨨ 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ࣞーࣝタ⨨ ㊰ഃ⏝  A㺃B㺃C✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 4ｍ 

ｍ 130 

㊰ഃ⏝  A㺃B㺃C✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ 

ｍ 100 

ᨾᪧࢆ
㝖ࡃ 

分㞳ᖏ⏝ Am㺃Bm✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 4ｍ 

ｍ 60 

分㞳ᖏ⏝ Am㺃Bm✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ 

ｍ 60 

 
表䠒．䠒 㒊ᮦ᧔ཤ 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ࣞーࣝ᧔ཤ 㸦ᪧ㊰ഃ⏝  S✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 1ｍ㸧 

ｍ 170 

㸦ᪧ㊰ഃ⏝  S✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ㸧 

ｍ 100 

㊰ഃ⏝  A㺃B㺃C✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 4ｍ 

ｍ 250 

ᨾᪧࢆ
㝖ࡃ 

㊰ഃ⏝  A㺃B㺃C✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ 

ｍ 200 

分㞳ᖏ⏝ Am㺃Bm✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 4ｍ 

ｍ 130 

分㞳ᖏ⏝ Am㺃Bm✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ 

ｍ 110 

Ṍ㐨⏝  㸦ᪧ Ap㺃Bp㺃Cp✀㸧 
ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ 

ｍ 200 

 
表䠒．䠓 㒊ᮦタ⨨ 䠄⪏㞷ᆺ䠅 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ࣞーࣝタ⨨ ㊰ഃ⏝  A㺃B✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 4ｍ 

ｍ 130 

ᨾᪧࢆ 
㝖ࡃ 

㊰ഃ⏝  A㺃B㺃C✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ 

ｍ 120 

㊰ഃ⏝  A㺃B㺃C✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ 

ｍ 100 

 
表䠒．䠔 㒊ᮦ᧔ཤ 䠄⪏㞷ᆺ䠅 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ࣞーࣝ᧔ཤ 㸦ᪧ㊰ഃ⏝  S✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ㸧 

ｍ 120 

ᨾᪧࢆ 
㝖ࡃ 

㸦ᪧ㊰ഃ⏝  S✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 1ｍ㸧 

ｍ 160 

㊰ഃ⏝  A㺃B✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 4ｍ 

ｍ 250 

㊰ഃ⏝  A㺃B㺃C✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ 

ｍ 200 

㊰ഃ⏝  A㺃B㺃C✀ 
ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ 

ｍ 200 
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䠓． 䜺ー䝗䝟䜲䝥タ⨨工 

 

表䠓．１ タ ⨨ 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᅵ୰ᘓ㎸ 
ሬရ 

・ 

 ရ࢟ࢵ࣓

Gp-Ap-2E ｍ 

70 Gp-Bp-2E ｍ 

Gp-Cp-2E ｍ 

コンクリートᘓ㎸ 

Gp-Ap-2B ｍ 

40 Gp-Bp-2B ｍ 

Gp-Cp-2B ｍ 

 

表䠓．䠎 ᧔ ཤ 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᅵ୰ᘓ㎸⏝ 

᧔   ཤ ሬရ 

・ 

 ရ࢟ࢵ࣓

Gp-Ap-2E ｍ 

135 Gp-Bp-2E ｍ 

Gp-Cp-2E ｍ 

コンクリートᘓ㎸⏝ 

᧔   ཤ 

Gp-Ap-2B ｍ 

80 Gp-Bp-2B ｍ 

Gp-Cp-2B ｍ 

 

表䠓．䠏 㒊ᮦタ⨨ 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 ⨨タࣉࣃ
Ṍ㌴㐨ቃ⏺⏝  Ap㺃Bp㺃Cp✀ 

ᨭᰕ㛫㝸  2ｍ 
ｍ 80 

 

表䠓．䠐 㒊ᮦ᧔ཤ 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 ᧔ཤࣉࣃ
Ṍ㌴㐨ቃ⏺⏝  Ap㺃Bp㺃Cp✀ 

ᨭᰕ㛫㝸  2ｍ 
ｍ 150 
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䠔． ᶓ᩿䞉㌿ⴠ㜵Ṇᰙタ⨨工 

 

表䠔．１ 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᅵ୰ᘓ㎸ ࣅー࣒ᘧ ᨭᰕ㛫㝸 1ｍ ｍ 55 

ᨭᰕ㛫㝸 1.5ｍ ｍ 75 

 ᘧ࣒ーࣅ

・ 

 ᘧࣝࢿࣃ

ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ ｍ 100 

ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 140 

 

表䠔．䠎 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 トࢫࣕ࢟ࣞࣉ
コンクリート 
 クᘓ㎸ࢵࣟࣈ

 ᘧ ᨭᰕ㛫㝸 1ｍ ｍ 25࣒ーࣅ

ᨭᰕ㛫㝸 1.5ｍ ｍ 40 

 ᘧ࣒ーࣅ

・ 

 ᘧࣝࢿࣃ

ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ ｍ 55 

ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 75 

㛛  ᆺ ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 95 

 

表䠔．䠏 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

コンクリートᘓ㎸ ࣅー࣒ᘧ ᨭᰕ㛫㝸 1ｍ ｍ 55 

ᨭᰕ㛫㝸 1.5ｍ ｍ 70 

 ᘧ࣒ーࣅ

・ 

 ᘧࣝࢿࣃ

ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ ｍ 100 

ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 140 

㛛  ᆺ ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 175 

 

表䠔．䠐 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 トࣝ࣎ー࢝ン

ᅛᐃ 

 ᘧ ᨭᰕ㛫㝸 1ｍ ｍ 30࣒ーࣅ

ᨭᰕ㛫㝸 1.5ｍ ｍ 45 

 ᘧ࣒ーࣅ

・ 

 ᘧࣝࢿࣃ

ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ ｍ 60 

ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 80 

 

表䠔．䠑 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

㒊ᮦタ⨨ ࣅー࣒タ⨨ ᨭᰕ㛫㝸 1ｍ ｍ 50 

ᨭᰕ㛫㝸 1.5ｍ ｍ 65 

ࡓࡲ࣒ーࣅ

ࡢࣝࢿࣃࡣ

タ⨨ 

ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ ｍ 95 

ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 130 
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表䠔．䠒 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

᰿ᕳࡁ 

コンクリートタ⨨ 
 ⟠ᡤ 60 

 

表䠔．䠓 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᅵ୰ᘓ㎸᧔ཤ ࣅー࣒ᘧ ᨭᰕ㛫㝸 1ｍ ｍ 105 

ᨭᰕ㛫㝸 1.5ｍ ｍ 145 

 ᘧ࣒ーࣅ

・ 

 ᘧࣝࢿࣃ

ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ ｍ 195 

ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 275 

 

表䠔．䠔 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 トࢫࣕ࢟ࣞࣉ
コンクリート 
 クࢵࣟࣈ
ᘓ㎸᧔ཤ 

 ᘧ ᨭᰕ㛫㝸 1ｍ ｍ 45࣒ーࣅ

ᨭᰕ㛫㝸 1.5ｍ ｍ 70 

 ᘧ࣒ーࣅ

・ 

 ᘧࣝࢿࣃ

ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ ｍ 100 

ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 145 

㛛  ᆺ ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 180 

 

表䠔．䠕 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

コンクリート 

ᘓ㎸᧔ཤ 

 ᘧ ᨭᰕ㛫㝸 1ｍ ｍ 100࣒ーࣅ

ᨭᰕ㛫㝸 1.5ｍ ｍ 135 

 ᘧ࣒ーࣅ

・ 

 ᘧࣝࢿࣃ

ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ ｍ 190 

ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 270 

㛛  ᆺ ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 340 

 

表䠔．10 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 トࣝ࣎ー࢝ン

ᅛᐃ᧔ཤ 

 ᘧ ᨭᰕ㛫㝸 1ｍ ｍ 55࣒ーࣅ

ᨭᰕ㛫㝸 1.5ｍ ｍ 80 

 ᘧ࣒ーࣅ

・ 

 ᘧࣝࢿࣃ

ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ ｍ 110 

ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 160 

 

表䠔．11 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

㒊ᮦ᧔ཤ ࣅー࣒᧔ཤ ᨭᰕ㛫㝸 1ｍ ｍ 95 

ᨭᰕ㛫㝸 1.5ｍ ｍ 125 

 ࡣࡓࡲ࣒ーࣅ

 ᧔ཤࡢࣝࢿࣃ

ᨭᰕ㛫㝸 2ｍ ｍ 185 

ᨭᰕ㛫㝸 3ｍ ｍ 250 
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䠕． 㜵ㆤᰙタ⨨工䠄ⴠ▼㜵ㆤᰙ䠅 

 

表䠕．１ ⴠ▼㜵ㆤᰙ 䠄䝻ー䝥䞉㔠⥙タ⨨工 㛫㝸ಖᣢᮦ䛝䠅 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

ᰙ㧗 1.50ｍ ࣟーࣉ本数 㸳本 ｍ 20 

ᰙ㧗 2.00ｍ ࣟーࣉ本数 㸵本 ｍ 15 

ᰙ㧗 2.50ｍ ࣟーࣉ本数 㸶本 ｍ 10 

ᰙ㧗 3.00ｍ ࣟーࣉ本数 10本 ｍ 9 

ᰙ㧗 3.50ｍ ࣟーࣉ本数 12本 ｍ 8 

ᰙ㧗 4.00ｍ ࣟーࣉ本数 13本 ｍ 6 

 

表䠕．䠎 ⪏㞷ᆺⴠ▼㜵ㆤᰙ 䠄䝻ー䝥䞉㔠⥙タ⨨工 ୖᘻᮦ䛝䠅 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

ᰙ㧗 1.50ｍ ࣟーࣉ本数 㸳本 ｍ 15 

ᰙ㧗 2.00ｍ ࣟーࣉ本数 㸵本 ｍ 12 

ᰙ㧗 2.50ｍ ࣟーࣉ本数 㸶本 ｍ 8 

ᰙ㧗 3.00ｍ ࣟーࣉ本数 10本 ｍ 7 

 

表䠕．䠏 䝇䝔ー䝻ー䝥タ⨨工 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

 本 15 ࡳー㎸࢝ン⏝┙ᒾ ࣉーࣟーࢸࢫ
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10． 㜵ㆤᰙタ⨨工 䠄ⴠ▼㜵Ṇ⥙䠅 

 

表 10．１ 㔠⥙䞉䝻ー䝥タ⨨ 

規格・仕様 単位 施工数量 

ள㖄࣓࢟ࢵ㸱㸪㸲✀㸦㹘㸫㹅㹑㸱㸪㸲㸧 ⥺ᚄ 2.6ੈ ㎡ 130 

ள㖄࣓࢟ࢵ㸱㸪㸲✀㸦㹘㸫㹅㹑㸱㸪㸲㸧 ⥺ᚄ 3.2ੈ ㎡ 110 

ள㖄࣓࢟ࢵ㸱㸪㸲✀㸦㹘㸫㹅㹑㸱㸪㸲㸧 ⥺ᚄ 4.0ੈ ㎡ 90 

ள㖄࣓࢟ࢵ㸱㸪㸲✀㸦㹘㸫㹅㹑㸱㸪㸲㸧 ⥺ᚄ 5.0ੈ ㎡ 75 

 

表 10．䠎 䜰ン䜹ータ⨨ 

規格・仕様 単位 施工数量 

ᒾ ┙ ⏝ 

㹂 22ੈ × 㛗 1,000ੈ ⟠ᡤ 

15 
㹂 25ੈ × 㛗 1,000ੈ ⟠ᡤ 

㹂 29ੈ × 㛗 1,000ੈ ⟠ᡤ 

㹂 32ੈ × 㛗 1,000ੈ ⟠ᡤ 

ᅵ ୰ ⏝ 

⩚᰿ン࢝ー ᚄ 25ੈ×㛗 1,500ੈ ⟠ᡤ 18 

㧗⪏ຊン࢝ー 

 (ート⩚ࣞࣉ)

 ー᭷ຠ㛗 1,500ੈ ⟠ᡤ࢝ン
6 

 ー᭷ຠ㛗 2,000ੈ ⟠ᡤ࢝ン

㧗⪏ຊン࢝ー 

(⁁ᙧ㗰⩚) 

 ー᭷ຠ㛗 1,500ੈ ⟠ᡤ࢝ン
4 

 ー᭷ຠ㛗 2,000ੈ ⟠ᡤ࢝ン

 

表 10．䠏 ᨭᰕタ⨨ 

規格・仕様 単位 施工数量 

 トᘧᨭᰕࢵࢣ࣏

 (ーᅛᐃᘧ࢝ン)

ᨭᰕ㧗 2.0ｍ ⟠ᡤ 

6 

ᨭᰕ㧗 2.5ｍ ⟠ᡤ 

ᨭᰕ㧗 3.0ｍ ⟠ᡤ 

ᨭᰕ㧗 3.5ｍ ⟠ᡤ 

ᨭᰕ㧗 4.0ｍ ⟠ᡤ 
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11． ἲ 面 工 

 

表 11．１                           表 11．䠎 

区  分 規格・仕様 単位 施工数量 

 

区  分 規格・仕様 単位 施工数量 

ࣔ
ࣝ
ࢱ
ࣝ
྿

ᕤ 

ཌ 5 ㎡ 

120 

ࢥ
ࣥ
ࢡ
ࣜ
䤀
ࢺ
྿

ᕤ 

ཌ 10 ㎡ 100 
ཌ 6 ㎡ 

ཌ 7 ㎡ 
ཌ 15 ㎡ 60 

ཌ 8 ㎡ 

100 ཌ 9 ㎡ 
ཌ 20 ㎡ 50 

ཌ 10 ㎡ 

 

表 11．䠏                               表 11．䠐 

区  分 規格・仕様 単位 施工数量  区  分 規格・仕様 単位 施工数量 

᳜⏕ᇶᮦ྿工 

ཌ 3 ㎡ 

140 

 ト工 ⫧ᩱ⿄ ㎡ 200ࢵ࣐⏕᳜

ཌ 4 ㎡ 
 ↓⿄ート工 ⫧ᩱࢩ⏕᳜

ᶆ‽ရ ㎡ 
250 

ཌ 5 ㎡ ≉Ṧရ ㎡ 

ཌ 6 ㎡ 

110 

᳜ ⏕ ➽ 工 ே工➽Ⱚ(✀Ꮚᖏ) ㎡ 100 

ཌ 7 ㎡ ➽ Ⱚ 工 㔝Ⱚ・㧗㯇Ⱚ ㎡ 90 

ཌ 8 ㎡ 
ᙇ Ⱚ 工 

㔝Ⱚ・㧗㯇Ⱚ 

㸦面ᙇ㸧 
㎡ 300 

ཌ 10 ㎡ 100 

ᐈᅵ྿工 

ཌ 1 ㎡ 

400 

 

ཌ 2 ㎡ 

ཌ 3 ㎡ 

✀Ꮚᩓᕸ工 㸫 ㎡ 1,100 

 

表 11．䠑 

区  分 規格・仕様 単位 施工数量 

 ト工 ⫧ᩱ⿄↓ ㎡ 250ࢵࢿ⥔⧅

⫧ᩱ⿄ ㎡ 200 

 

Ⅰ-12-⑤-16 

12． ྿  ᯟ 工 

 

表 12．１ 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

྿ᯟ工 

 ・ࣝࢱࣝࣔ)

 コンクリート) 

ᱱ᩿面 150×150 ｍ 98 

ᱱ᩿面 200×200 ｍ 77 

ᱱ᩿面 300×300 ｍ 51 

ᱱ᩿面 400×400 ｍ 30 

ᱱ᩿面 500×500 ｍ 26 

ᱱ᩿面 600×600 ｍ 20 

 

表 12．䠎 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ࣛ ࢫ ᙇ 工 ἲ面Ύᤲཬ・ࢫࣛࡧン࢝ーࣆンタ⨨ ㎡ 140 
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13． 㐨 ㊰ ᳜ ᱂ 工 

 

表 13．１ ᳜ᶞ工                           表 13．䠎 ᨭᰕタ⨨ 

区 分 規格・仕様 単位 施工数量  区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

᳜ 
 
 
 
 

ᶞ 
 
 
 
 

ᕤ 

ప
ᮌ 

ᶞ 㧗 

60ᮍ‶ 
本 1,000 

ᨭ 
 
 
 
 

ᰕ 
 
 
 
 

設 
 
 
 
 

置 

୰ 
 
 
 
 
 

ᮌ 

⬮㫽ᒃ ῧᮌ 

ᶞ 㧗  250௨ୖ 
本  60 

୰ 
 
 

ᮌ 

ᶞ 㧗 

60௨ୖ 

100ᮍ‶ 

本  440 

ඵࢵ  (➉) 

ᶞ 㧗  100௨ୖ 
本 110 

ᕸ   (➉) 

ᶞ 㧗  100௨ୖ 
ｍ 180 

ᶞ 㧗 

100௨ୖ 

200ᮍ‶ 
本  120 ῧᰕᙧ (㸯本ᙧ・➉) 

ᶞ 㧗  100௨ୖ 
本 200 

ᶞ 㧗 

200௨ୖ 

300ᮍ‶ 
本   60 

⏕ᇉᙧ 

ᶞ 㧗  100௨ୖ 
ｍ 130 

㧗 
 
 
 
 
 

ᮌ 

⬮㫽ᒃ ῧᮌ 

ᖿ ࿘  30ᮍ‶ 
本  60 

㧗 
 
 

ᮌ 

ᖿ ࿘ 

20ᮍ‶ 本   30 

⬮㫽ᒃ ῧᮌ↓ 

ᖿ࿘ 30௨ୖ 40ᮍ‶ 
本 110 

ᖿ ࿘ 

20௨ୖ 

40ᮍ‶ 

本   20 

୕⬮㫽ᒃ 

ᖿ࿘ 30௨ୖ 60ᮍ‶ 
本 100 

ᖿ ࿘ 

40௨ୖ 

60ᮍ‶ 

本   10 ༑Ꮠ㫽ᒃ 

ᖿ ࿘  30௨ୖ 
本  40 

ᖿ ࿘ 

60௨ୖ 

90ᮍ‶ 

本   6 

⬮㫽ᒃ⤌ྜࡏ 

ᖿ ࿘  50௨ୖ 
本  45 

ඵࢵ 

ᖿ ࿘  40ᮍ‶ 
本  35 

 

ඵࢵ 

ᖿ ࿘  40௨ୖ 
本  35 

 

表 13．䠏 ᨭᰕ᧔ཤ 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᨭ
ᰕ
᧔
ཤ 

୰ᮌ 

⬮㫽ᒃ㸪ῧᮌ㸪ඵࢵ 

(➉)㸪ῧᰕᙧ(㸯本ᙧ・➉) 
本 450 

ᕸ㸦➉)㸪⏕ᇉᙧ ｍ 450 

㧗ᮌ ྛ✀ 本 200 

 

表 13．䠐 ᆅ⿕㢮᳜工 

区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

ᆅ ⿕ 㢮 ᳜  工 ྛ   ✀ 㖊 3,500 
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表 13．䠑 ᳜ᶞ⟶理 䠄䛫䜣ᐃ䠅                          表 13．䠒 ᳜ᶞ⟶理 䠄䛫䜣ᐃ䠅 

区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

᳜ 

ᶞ 

⟶ 

⌮ 

 ࡏ

 ࢇ

ᐃ 

㧗 
 
 
 
 
 
 

ᮌ 

ኟ
ᮇ
ࡏ
ࢇ
ᐃ 

ᖿ࿘ 

60ᮍ‶ 
本 90 

ᖿ࿘ 

60௨ୖ 

120ᮍ‶ 

本 30 


ᮇ
ࡏ
ࢇ
ᐃ 

ᖿ࿘ 

60ᮍ‶ 
本 80 

ᖿ࿘ 

60௨ୖ 

120ᮍ‶ 

本 30 

 

 

表 13．䠓 ᳜ᶞ⟶理 (⫧,㝖ⲡ,Ⱚส,℺Ỉ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

表 13．䠕 ⛣᳜工 䠄᥀ྲྀ工䠅 

区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

⛣

᳜

ᕤ

䥹

᥀

ྲྀ

ᕤ

䥺 

ప
ᮌ 

ᶞ㧗  60ᮍ‶ 本 400 

୰ 
 

ᮌ 

ᶞ㧗  60௨ୖ 

100ᮍ‶ 
本 120 

ᶞ㧗 100௨ୖ 

200ᮍ‶ 
本 80 

ᶞ㧗 200௨ୖ 

300ᮍ‶ 
本 60 

㧗 
 

ᮌ 

ᖿ࿘  30ᮍ‶ 本 20 

ᖿ࿘  30௨ୖ 

60ᮍ‶ 
本 5 

ᖿ࿘  60௨ୖ 

90ᮍ‶ 
本 3 

区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

᳜ 

ᶞ 

⟶ 

⌮ 

 ࡏ

 ࢇ
ᐃ 

ప 

ᮌ 

࣭ 

୰ 

ᮌ 

⌫ 
 
 
 
 
 
 

ᙧ 

ᶞ㧗 

100ᮍ‶ 
本  430 

ᶞ㧗 

100௨ୖ 

200ᮍ‶ 

本  120 

ᶞ㧗 

200௨ୖ 

300ᮍ‶ 

本   45 

 
 
 

⟄ 
 
 

ᙧ 

ᶞ㧗 

100ᮍ‶ 
本 1,000 

ᶞ㧗 

100௨ୖ 

200ᮍ‶ 

本  290 

ᶞ㧗 

200௨ୖ 

300ᮍ‶ 

本  110 

ᐤ
᳜ 

ప     ᮌ ㎡ 1,000 

୰     ᮌ ㎡   700 

区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

᳜

ᶞ

⟶

⌮

ࡏ

ࢇ

ᐃ 



⫧ 

㧗ᮌ 本   200 

୰ᮌ㸪పᮌ 本   600 

ᐤ᳜ ㎡ 2,000 

Ⱚ ㎡ 5,000 

㝖

ⲡ 

㝖᰿㝖ⲡ 
᳜㎸ࡳᆅ ㎡   500 

Ⱚ  ⏕ ㎡   350 

Ⱚ
ส 

Ⱚส ㎡   800 

℺

Ỉ 

トࣛࢵク⏝ ㎡ 1,000 

ᩓỈ㌴⏝㸦㈚㌴㸧 ㎡ 5,000 区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

㜵 
 
 
 
 

㝖 

ప
ᮌ ᶞ㧗   60ᮍ‶ 本 5,000 

୰ 
 

ᮌ 

ᶞ㧗   60௨ୖ 

100ᮍ‶ 
本 5,000 

ᶞ㧗  100௨ୖ 

200ᮍ‶ 
本 2,000 

ᶞ㧗  200௨ୖ 

300ᮍ‶ 
本 1,300 

㧗 
 

ᮌ 

ᖿ࿘   60ᮍ‶ 本  400 

ᖿ࿘   60௨ୖ 

120ᮍ‶ 
本  300 

ᐤ
᳜ 

పᮌ ㎡ 2,000 

୰ᮌ ㎡ 1,000 

Ⱚ ㎡ 6,000 

(ὀ) ࢇࡏᐃᯞ↝༷ࡣ࡚࠸ࡘ施工数量ࢆᐃࠋ࠸࡞࠸࡚ࡵ 

 

表 13．䠔 ᳜ᶞ⟶理䠄㜵㝖䠅 
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14． ᶫ ᱱ ሬ  工 

 

表 14．１ ᪂ᶫ⥅ᡭ㒊⌧ሙሬ 

区 分 規格・仕様 単位 施工数量 

㗰ᶫᯫタࡿࡅ࠾

᪂ᶫ⥅ᡭ㒊 

現場ሬ 

⣲ᆅㄪᩚ 

ືຊ工ල処理 
㎡ 50 

⣲ᆅㄪᩚ 

 ト処理ࢫࣛࣈ
㎡ 60 

 

表 14．䠎 ᪂ᶫሬ 

区分 規格・仕様 単位 施工数量 

࣭
᪂
ᶫ
⥅
ᡭ
㒊
⌧
ሙ
ሬ
 

᪂ 

ᶫ 

⌧ 

ሙ 

ሬ 

 

‽ഛ・⿵ಟ ㎡  600 

 トコートࢫ࣑

 ーࣛーࣟ・ࡅࡣ
㎡  400 

ୗሬࡾ 

 ーࣛーࣟ・ࡅࡣ
㎡  400 

୰ሬࡾ 

 ーࣛーࣟ・ࡅࡣ
㎡  400 

ୖሬࡾ 

 ーࣛーࣟ・ࡅࡣ
㎡  400 

⌧ 
ሙ 

ሬ 

᭰ 

ሬ 

 

Ύᤲ・ỈὙ࠸ ㎡ 1,300 

⣲ᆅㄪᩚ 1✀ࣞࢣン 

 トἲࢫࣛࣈ
㎡   70 

⣲ᆅㄪᩚ 2✀ࣞࢣン 

ືຊ工ලᡭ工ලేࡢ⏝ 
㎡   80 

⣲ᆅㄪᩚ 3✀ࣞࢣンA 

ືຊ工ලᡭ工ලేࡢ⏝ 
㎡  110 

⣲ᆅㄪᩚ 3✀ࣞࢣンB 

ືຊ工ලᡭ工ලేࡢ⏝ 
㎡  200 

⣲ᆅㄪᩚ 3✀ࣞࢣンC 

ືຊ工ලᡭ工ලేࡢ⏝ 
㎡  300 

⣲ᆅㄪᩚ 4✀ࣞࢣン 

ືຊ工ලᡭ工ලేࡢ⏝ 
㎡  400 

ୗሬࡾ 

 ーࣛーࣟ・ࡅࡣ
㎡  400 

୰ሬࡾ 

 ーࣛーࣟ・ࡅࡣ
㎡  400 

ୖሬࡾ 

 ーࣛーࣟ・ࡅࡣ
㎡  400 

ୗሬࡾ 

 ーࣞࣉࢫ
㎡  500 

୰ሬࡾ 

 ーࣞࣇࢫ
㎡  500 

ୖሬࡾ 

 ーࣞࣉࢫ
㎡  500 
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15． ᶫᱱ⏝ఙ⦰⥅ᡭ⨨タ⨨工 

表 15．１ 

区分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

᪂ 
 

設 

㍍量ᆺ 1.8ｍᙜ50ࡾᮍ‶ ｍ 7.2 

ᬑ㏻ᆺ 1.8ｍᙜࡾ 50௨ୖ 180௨ୗ ｍ 7.2 

⿵ 
 

ಟ 

㍍量ᆺ 

1㌴⥺┦ᙜ 1.8ｍᙜ50ࡾᮍ‶ ｍ 3.6 

2㌴⥺┦ᙜ 1.8ｍᙜࡾ 50ᮍ‶ ｍ 7.2 

ᬑ㏻ᆺ 

1㌴⥺┦ᙜ 1.8ｍᙜࡾ 50௨ୖ 180௨ୗ ｍ 3.6 

2㌴⥺┦ᙜ 1.8ｍᙜࡾ 50௨ୖ 180௨ୗ ｍ 7.2 
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16． ᶫᱱ⏝ᇙタᆺఙ⦰⥅ᡭ⨨タ⨨工 

 

表 16．１ 

区分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

᪂ 

設 

⯒ཌෆᆺ ᚋ工ἲ ｍ 7.2 

ᗋ∧⟽ᢤᆺ 
ඛ工ἲ ｍ 7.2 

ᚋ工ἲ ｍ 7.2 

⿵ 

ಟ 

⯒ཌෆᆺ 
1㌴⥺┦ᙜ ｍ 3.6 

2㌴⥺┦ᙜ ｍ 7.2 

ᗋ∧⟽ᢤᆺ 
1㌴⥺┦ᙜ ｍ 3.6 

2㌴⥺┦ᙜ ｍ 7.2 
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17． ᵓ㐀≀䛸䜚䛣䜟䛧工 

 

表 17．１ 

区 分 規 格・仕 様 単位 施工数量 

↓ ➽ ᵓ 㐀 ≀ 
ᶵ  Ე  施  工 ੑ 20 

ே  ຊ  施  工 ੑ  6 

㕲 ➽ ᵓ 㐀 ≀ 
ᶵ  Ე  施  工 ੑ 10 

ே  ຊ  施  工 ੑ  4 
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18． ⷧᒙ䜹䝷ー⯒工 

 

表 18．１ 

区 分 規 格・仕 様 単位 施工数量 

ᶞ⬡ࣔࣝࣝࢱ 

⯒工 

ཌ 6ੈ௨ୗ ㎡ 

60 

ཌ 6ੈ㉸8ੈ ࠼௨ୗ ㎡ 

ཌ 8ੈ㉸10ੈ࠼௨ୗ ㎡ 

ᬒ ほ ㏱ Ỉ ᛶ 

⯒工 

ཌ10ੈ௨ୗ ㎡ 

ཌ10ੈ㉸15ੈ࠼௨ୗ ㎡ 
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19． 㐨㊰ᶆ㆑タ⨨工 

 

表 19．１ ᶆ㆑ᰕタ⨨ 䠄㊰ഃᘧ䛊༢ᰕᘧ䛋䠅 

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

㊰ഃᘧ 

単ᰕᘧ 

ᇶ♏ྵࡴ 

ᶆ㆑ᯈ 

タ⨨㝖ࡃ 

 ရ࢟ࢵ࣓

ᰕᚄȭ60.5 ᇶ 

20 

  ȭ76.3 ᇶ 

  ȭ89.1 ᇶ 

  ȭ101.6 ᇶ 

ୗᆅள㖄࣓࢟ࢵ㸩㟼㟁⢊యሬ

 

ᰕᚄȭ60.5 ᇶ 

  ȭ76.3 ᇶ 

  ȭ89.1 ᇶ 

㟼㟁⢊యሬ 

ᰕᚄȭ60.5 ᇶ 

  ȭ76.3 ᇶ 

  ȭ89.1 ᇶ 

 

表 19．䠎 ᶆ㆑ᰕタ⨨ 䠄㊰ഃᘧ 䛊」ᰕᘧ䛋䠅 

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

㊰ഃᘧ 

」ᰕᘧ 

ᇶ♏ྵࡴ 

ᶆ㆑ᯈ 

タ⨨㝖ࡃ 

 ရ࢟ࢵ࣓

ᰕᚄȭ60.5 ᇶ 

15 

  ȭ76.3 ᇶ 

  ȭ89.1 ᇶ 

  ȭ101.6 ᇶ 

ୗᆅள㖄࣓࢟ࢵ㸩㟼㟁⢊యሬ 

ᰕᚄȭ60.5 ᇶ 

  ȭ76.3 ᇶ 

  ȭ89.1 ᇶ 

㟼㟁⢊యሬ 

ᰕᚄȭ60.5 ᇶ 

  ȭ76.3 ᇶ 

  ȭ89.1 ᇶ 

 

表 19．䠏 ᶆ㆑ᰕタ⨨ 䠄∦ᣢᘧ䠅 

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᶆ㆑ᰕタ⨨ 

∦ᣢᘧ 

ᇶ♏ู㏵ 

1ᇶᙜࡾ⥲㉁量 400ᮍ‶ ᇶ 6 

400௨ୖ ᇶ 4 

 

表 19．䠐 ᶆ㆑ᰕタ⨨ 䠄㛛ᆺᘧ䠅 

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᶆ㆑ᰕタ⨨ 

㛛ᆺᘧ 

ᇶ♏ู㏵ 

 10ｍᮍ‶ ᇶ ࡉ㛗ࡢンࣃࢫ1

1 10ｍ௨ୖ 20ｍᮍ‶ ᇶ 

20ｍ௨ୖ ᇶ 
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表 19．䠑 ᶆ㆑ᯈタ⨨ 䠄ෆᶆ㆑ 䠷㊰⥺␒ྕ㝖䛟]䠅 

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᶆ㆑ᯈタ⨨ 

(ෆᶆ㆑) 

㊰⥺␒ྕࡣ 

㝖ࡃ 

 

㊰ഃᘧ 

∦ᣢᘧ 

㛛ᆺᘧ 

ῧᯫᘧ 

ྲྀ㔠ල(クࣛンࣉᆺ 

 ࡴྵࢆ(ࡃ㝖ࢆトࢵࢣࣛࣈ

ᗈゅࣉリ࣒ࢬ 
1

ᯛ

ᙜ

ࡾ

面

✚ 

2.0㎡ᮍ‶ ㎡ 

25 

2.0㎡௨ୖ ㎡ 

 ࣒ࢬリࣉࣝࢭࣉ࢝

 ࢬンࣞࣝࢭࣉ࢝

2.0㎡ᮍ‶ ㎡ 

2.0㎡௨ୖ ㎡ 

ᑒධࣉリ࣒ࢬ・ᑒ

ධࣞンࢬ 

2.0㎡ᮍ‶ ㎡ 

2.0㎡௨ୖ ㎡ 

 

表 19．䠒 ᶆ㆑ᯈタ⨨ 䠄㆙ᡄ䞉つไ䞉ᣦ♧䞉㊰⥺␒ྕᶆ㆑) 

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᶆ㆑ᯈタ⨨ 
㆙ᡄ・規ไ・ᣦ♧・ 

㊰⥺␒ྕᶆ㆑ 

ᯈࡢᯛ数㸪⿵ຓᯈࡢ᭷↓ࢆၥ 

 ࡎࢃ
ᇶ 30 

 

表 19．䠓 ῧᯫᘧᶆ㆑ᯈྲྀ㔠ලタ⨨ 

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ῧᯫᘧᶆ㆑ᯈ

ྲྀ㔠ලタ⨨ 

ಙྕー࣒㒊ྲྀ ⤌ 20 
↷᫂ᰕ・᪤タᶆ㆑ᰕྲྀ ⤌ 20 
Ṍ㐨ᶫྲྀ ⤌  3 

 

表 19．䠔 ᶆ㆑ᇶ♏タ⨨ 䠄∦ᣢᘧ䞉㛛ᆺᘧ䠅 

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᇶ♏タ⨨ 

コンクリート

ᇶ♏ン࢝ー

⨨タࡢトࣝ࣎

 ࡴྵ

ᶆ㆑ᰕ1ᇶᙜࡢࡾ 

ᇶ♏コンクリートᐜ量 
4.0ੑᮍ‶ ᇶ 

8 4.0ੑ௨ୖ 6.0ੑᮍ‶ ᇶ 

6.0ੑ௨ୖ ᇶ 

 

表 19．䠕 ᶆ㆑ᰕ䞉ᇶ♏᧔ཤ 䠄㊰ഃᘧ 䛊༢ᰕᘧ䞉」ᰕᘧ䛋䠅 

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

㊰ഃᘧ 
単ᰕᘧ(ᇶ♏ྵࡴ) ᰕᚄȭ60.5,ȭ76.3,ȭ89.1,ȭ101.6 ᇶ 40 

」ᰕᘧ(ᇶ♏ྵࡴ) ᰕᚄȭ60.5,ȭ76.3,ȭ89.1,ȭ101.6 ᇶ 30 

 

表 19．10 ᶆ㆑ᰕ᧔ཤ 䠄∦ᣢᘧ䞉㛛ᆺᘧ䠅 

区 分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

∦ᣢᘧ 
1ᇶᙜࡢࡾ⥲㉁量 

(ᨭᰕࡳࡢ) 

400ᮍ‶ ᇶ 12 

400௨ୖ ᇶ 9 

㛛ᆺᘧ 

 ࡉ㛗ࡢࡾンᙜࣃࢫ1

(ᨭᰕࡳࡢ) 

10ｍᮍ‶ ᇶ 

2 10ｍ௨ୖ 20ｍᮍ‶ ᇶ 

20ｍ௨ୖ ᇶ 
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表 19．11 ᶆ㆑ᯈ᧔ཤ 䠄㊰ഃᘧ䠈∦ᣢᘧ䞉㛛ᆺᘧ䠅 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᶆ㆑ᯈ᧔ཤ 

(ῧᯫᘧࡣ㝖ࡃ) 

ෆᶆ㆑௨እ ㊰ഃᘧ(㆙ᡄ・規ไ・ᣦ♧・㊰⥺␒ྕᶆ㆑) ᇶ 60 

ෆᶆ㆑ 

(∦ᣢᘧ・㛛ᆺᘧ) 

1ᯛᙜࡢࡾ面✚ 2.0㎡ᮍ‶ ㎡ 
50.0 

2.0㎡௨ୖ ㎡ 

 

表 19．12 ᶆ㆑ᯈ᧔ཤ 䠄ῧᯫᘧᶆ㆑ᯈ䠅 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᶆ㆑ᯈ᧔ཤ 

ῧᯫᘧᶆ㆑ᯈ 

ྲྀ㔠ල᧔ཤྵࡴ 

ಙྕー࣒㒊 ⤌ 
20 

↷᫂ᰕ・᪤〇ᶆ㆑ᰕ ⤌ 

Ṍ㐨ᶫ ⤌ 3 

 

表 19．13 ᇶ♏ 䠄コンクリートᇶ♏䠅 ᧔ཤ 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ᇶ♏᧔ཤ コンクリートᇶ♏ ᇶ 2 
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20． 㐨㊰ᒓ≀工 
 

表 20．1 ど⥺ㄏᑟᶆタ⨨ 
区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

視 

線 

誘 

導 

標 

設 

置 

ᅵ୰ᘓ㎸⏝ 

୧面ᑕ 
ᑕయᚄȭ100௨ୗ 

ᨭᰕᚄȭ34 本 

40 

ᨭᰕᚄȭ60.5 本 
ᨭᰕᚄȭ89 本 

ᑕయᚄȭ300 ᨭᰕᚄȭ60.5 本 

∦面ᑕ 
ᑕయᚄȭ100௨ୗ 

ᨭᰕᚄȭ34 本 
ᨭᰕᚄȭ60.5 本 
ᨭᰕᚄȭ89 本 

ᑕయᚄȭ300 ᨭᰕᚄȭ60.5 本 

コンクリート 
ᘓ㎸⏝ 

㸦✸Ꮝྵࡴ㸧 

୧面ᑕ 
ᑕయᚄȭ100௨ୗ 

ᨭᰕᚄȭ34 本 

25 

ᨭᰕᚄȭ60.5 本 
ᨭᰕᚄȭ89 本 

ᑕయᚄȭ300 ᨭᰕᚄȭ60.5 本 

∦面ᑕ 
ᑕయᚄȭ100௨ୗ 

ᨭᰕᚄȭ34 本 
ᨭᰕᚄȭ60.5 本 
ᨭᰕᚄȭ89 本 

ᑕయᚄȭ300 ᨭᰕᚄȭ60.5 本 

コンクリート 
ᘓ㎸⏝ 

㸦✸Ꮝྵ࠸࡞ࡲ㸧 

୧面ᑕ 
ᑕయᚄȭ100௨ୗ 

ᨭᰕᚄȭ34 本 

200 

ᨭᰕᚄȭ60.5 本 
ᨭᰕᚄȭ89 本 

ᑕయᚄȭ300 ᨭᰕᚄȭ60.5 本 

∦面ᑕ 
ᑕయᚄȭ100௨ୗ 

ᨭᰕᚄȭ34 本 
ᨭᰕᚄȭ60.5 本 
ᨭᰕᚄȭ89 本 

ᑕయᚄȭ300 ᨭᰕᚄȭ60.5 本 

㜵ㆤᰙྲྀ⏝ 

୧面ᑕ 
ᑕయᚄȭ100௨ୗ 

 ᘧ 本ࢻンࣂ

100 

 トᘧ 本ࣝ࣎
 ᘧ 本ࡏࡪ

ᑕయᚄȭ300 ࣂンࢻᘧ 本 

∦面ᑕ 
ᑕయᚄȭ100௨ୗ 

 ᘧ 本ࢻンࣂ
 トᘧ 本ࣝ࣎
 ᘧ 本ࡏࡪ

ᑕయᚄȭ300 ࣂンࢻᘧ 本 

ᵓ㐀≀ྲྀ⏝ 

୧面ᑕ 
ᑕయᚄȭ100௨ୗ 

ഃቨ⏝ 本 

40 

 ートᘧ 本ࣞࣉࢫー࣋
ᑕయᚄȭ300 ࣋ーࣞࣉࢫートᘧ 本 

∦面ᑕ 
ᑕయᚄȭ100௨ୗ 

ഃቨ⏝ 本 
 ートᘧ 本ࣞࣉࢫー࣋

ᑕయᚄȭ300 ࣋ーࣞࣉࢫートᘧ 本 
 

表 20．䠎 䝇䝜ー䝫ー䝹ే⏝ᆺど⥺ㄏᑟᶆタ⨨ 
区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ど⥺ㄏᑟᶆ 
タ⨨ 

 ー࣏ࣝーࣀࢫ
ే⏝ᆺ 

ᅵ୰ᘓ㎸ᘧ 
(㸰ẁᘧ) 

 (ᘧࢻࣛࢫ)

୧面ᑕ ᑕయᚄȭ100௨ୗ ᑕయ数㸯ಶ 本 
40 

∦面ᑕ ᑕయᚄȭ100௨ୗ 
ᑕయ数㸰ಶ 本 
ᑕయ数㸯ಶ 本 

コンクリートᘓ㎸⏝ 
(✸Ꮝྵࡴ) 
(㸰ẁᘧ) 

 (ᘧࢻࣛࢫ)

୧面ᑕ ᑕయᚄȭ100௨ୗ ᑕయ数㸯ಶ 本 
25 

∦面ᑕ ᑕయᚄȭ100௨ୗ 
ᑕయ数㸰ಶ 本 
ᑕయ数㸯ಶ 本 

コンクリートᘓ㎸⏝ 

(✸Ꮝྵ࠸࡞ࡲ) 
(㸰ẁᘧ) 

 (ᘧࢻࣛࢫ)

୧面ᑕ ᑕయᚄȭ100௨ୗ ᑕయ数㸯ಶ 本 
200 

∦面ᑕ ᑕయᚄȭ100௨ୗ 
ᑕయ数㸰ಶ 本 
ᑕయ数㸯ಶ 本 

 

表 20．䠏 ቃ⏺ᮺタ⨨ 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ቃ  ⏺  ᮺ 
コンクリート〇㸦᰿ᕳᇶ♏ࡾ࠶㸧 本 

20 
コンクリート〇㸦᰿ᕳᇶ♏ࡋ࡞㸧 本 
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表 20．䠐 㐨㊰㗩タ⨨ 

区    分 規  格  ・  仕  様 単位 施工数量 

㐨㊰㗩 

タ⨨ 

ᆺ㗩 

㧗ࡉ 30ੈ㉸࠼ 

50ੈ௨ୗ 

୧面ᑕ ✸Ꮝᘧ ࣑ࣝ〇 
タ⨨ᖜ 30 ಶ 

60 
タ⨨ᖜ 20 ಶ 

∦面ᑕ ✸Ꮝᘧ ࣑ࣝ〇 
タ⨨ᖜ 30 ಶ 

タ⨨ᖜ 20 ಶ 

ᑠᆺ㗩 

㧗ࡉ 30ੈ௨ୗ 
୧面・∦面 

✸Ꮝᘧ ࣑ࣝ〇 タ⨨ᖜ 15 ಶ 120 

㈞ᘧ ᶞ⬡〇 タ⨨ᖜ 10 ಶ 150 

 

表 20．䠑 ቃ⏺㗩タ⨨ 

区    分 規  格  ・  仕  様 単位 施工数量 

ቃ  ⏺  㗩 㔠  ᒓ  〇 ᯛ 150 

 

表 20．䠒 㐨㊰ᒓ≀᧔ཤ 

区    分 規  格  ・  仕  様 単位 施工数量 

ど⥺ㄏᑟᶆ᧔ཤ 

㸦ࣀࢫー࣏ーࣝే⏝ᆺྵࡴ㸧 

ᅵ୰ᘓ㎸⏝ 本 100 

コンクリートᘓ㎸⏝ 本 100 

㜵ㆤᰙྲྀ⏝ 本 200 

ᵓ㐀≀ྲྀ⏝ 本 100 

ቃ⏺ᮺ᧔ཤ  本 60 

㐨㊰㗩᧔ཤ 
✸Ꮝᘧ ಶ 120 

㈞ᘧ ಶ 240 

ቃ⏺㗩᧔ཤ  ᯛ 300 
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21． බ ᅬ ᳜ ᱂ 工 

 

表 21．１ ᳜ᶞ工 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

ప    ᮌ 

(ᰴ≀㸪୍本❧ࡴྵࢆ) 
ᶞ㧗  60ᮍ‶ 本 500 

୰    ᮌ 

ᶞ㧗  60௨ୖ 100ᮍ‶ 本 330 

ᶞ㧗 100௨ୖ 200ᮍ‶ 本 100 

ᶞ㧗 200௨ୖ 300ᮍ‶ 本  30 

 

表 21．䠎 ᨭᰕタ⨨ 

区  分 規  格  ・  仕  様 単位 施工数量 

୰    ᮌ 

⬮㫽ᒃ ῧᮌ   ᶞ㧗 250௨ୖ 本  30 

ඵࢶ (➉)     ᶞ㧗 100௨ୖ 本  40 

ῧᰕᙧ (1本ᙧ・➉)  ᶞ㧗 100௨ୖ 本 200 

ᕸ (➉)      ᶞ㧗 100௨ୖ ｍ  60 

⏕ᇉᙧ        ᶞ㧗 100௨ୖ ｍ  90 

 

表 21．䠏 ᆅ⿕㢮᳜工 

区  分 規格・仕様 単位 施工数量 

ᆅ⿕㢮᳜工 ྛ ✀ 㖊 4,000 
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22． コンクリート䝤䝻䝑ク✚工 

 

表 22．１ 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

コンクリート 

 ク✚工ࢵࣟࣈ

ᇶ♏○▼工 

㎸○▼工 

 ク✚工ࢵࣟࣈ

㎸࡛ࡳ㸪ࢵࣟࣈク面✚ᙜࡾ 

 ࠋࡿࡍ

㎡ 11 

ͤ᪥ᙜࡾ施工数量ࡣ㸪コンクリート㣴⏕せࡿࡍ᪥数ཬࡧ数量ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡲྵࡣ 
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23． ㌾ᙅᆅ┙処理工 

 

表 23．１ 

区   分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

 ーン工ࣞࢻࢻンࢧ

ᡴタ㛗 10ｍᮍ‶ ｍ 440 

ᡴタ㛗 10ｍ௨ୖ 20ｍᮍ‶ ｍ 390 

ᡴタ㛗 20ｍ௨ୖ 35ｍᮍ‶ ｍ 390 

ࢩクࣃコンࢻンࢧ

ࣙンࣝࣃ工 

ᡴタ㛗 10ｍᮍ‶ ｍ 180 

ᡴタ㛗 10ｍ௨ୖ 20ｍᮍ‶ ｍ 170 

ᡴタ㛗 20ｍ௨ୖ 35ｍᮍ‶ ｍ 170 

 



①  215①  215 Ⅰ−10−④−24

Ⅰ-12-⑤-32 

24． Ỉᵓ㐀≀工 

 

表 24．１ 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

㹓ᆺഃ⁁ 

Ｌ㸻600mm 
60㸭ಶ௨ୗ ｍ 

25 
࠼㉸ࢆ60 300㸭ಶ௨ୗ ｍ 

Ｌ㸻2,000mm 

1,000㸭ಶ௨ୗ ｍ 50 

࠼㉸ࢆ1,000 2,000㸭ಶ௨ୗ ｍ 35 

࠼㉸ࢆ2,000 2,900㸭ಶ௨ୗ ｍ 25 

(ὀ) ᇶ♏○▼ࣝࢱࣝࣔᩜࡽ㸪ഃ⁁本యᤣ୍࡛ࡲ㐃ࡢసᴗࠋࡴྵࢆ 

 

表 24．䠎 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

⮬⏤໙㓄ഃ⁁ Ｌ㸻2,000mm 

1,000㸭ಶ௨ୗ ｍ 30 

࠼㉸ࢆ1,000 2,000㸭ಶ௨ୗ ｍ 
20 

࠼㉸ࢆ2,000 2,900㸭ಶ௨ୗ ｍ 

(ὀ)㸯㸬ᇶ♏○▼ࡽᇶ♏コンクリート㸪ഃ⁁本యᤣ㸪ᗏ㒊コンクリートᡴタ୍࡛ࡲ㐃ࡢసᴗࠋࡴྵࢆ 

㸰㸬᪥ᙜࡾ施工数量ࡣ㸪コンクリートࡢ㣴⏕せࡿࡍ᪥数ཬࡧ数量ࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡲྵࡣ 

 

表 24．䠏 

区  分 規 格 ・ 仕 様 単位 施工数量 

∧ コンクリート・㗰〇 
40㸭ᯛ௨ୗ ᯛ 210 

࠼㉸ࢆ40 170㸭ᯛ௨ୗ ᯛ 130 
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25． ᶫ 面 㜵 Ỉ 工 

 

表 25．１ 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

 ト⣔㸧ࣝࣇࢫート⣔㜵Ỉ㸦ࢩ
᪂ タ ㎡ 220 

⿵ ಟ ㎡ 150 

ሬ⭷⣔㜵Ỉ㸦ࣝࣇࢫ ト⣔㸧 
᪂ タ ㎡ 250 

⿵ ಟ ㎡ 170 
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26． 䜾䝹ー䝡ン䜾工 

 

表 26．１ 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

 工ࢢンࣅーࣝࢢ

⦪᪉ྥ 
ᖜ㸷ੈ㸫῝ࡉ㸴ੈ㸫㛫㝸 60ੈ ㎡ 300 

ᖜ㸷ੈ㸫῝ࡉ㸲ੈ㸫㛫㝸 60ੈ ㎡ 300 

ᶓ᪉ྥ 
ᖜ㸷ੈ㸫῝ࡉ㸴ੈ㸫㛫㝸 60ੈ ㎡ 150 

ᖜ 36ੈ㸫῝ࡉ 10ੈ㸦㊰面Ỉ⏝㸧 ｍ 150 
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27． 鉄 筋 挿 入 工 

 

表 27．１ 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

現場条件Ⅰ 
Ｌ≦2.0ｍ 本 14 

2.0ｍ＜Ｌ≦5.0ｍ 本 7 

現場条件Ⅱ 
Ｌ≦2.0ｍ 本 8 

2.0ｍ＜Ｌ≦5.0ｍ 本 4 

現場条件Ⅲ Ｌ≦2.0ｍ 本 8 

 

28． コンクリート表面処理工 

 

表 28．１ 

区   分 規格・仕様 単位 施工数量 

コンクリート表面処理  ㎡ 150 
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②－２ 土工（ＩＣＴ） 

 

 

１． 適 用 範 囲  

本資料は，ＩＣＴによる土工に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

１－１－１ 掘削（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウによる土砂，岩塊・玉石の掘削積込又は３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウ

による土砂の片切掘削 

１－１－２ 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザによる施工幅員 4.0ｍ以上の土砂等を使用した路体（築堤）盛土 

１－１－３ 路床盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザによる施工幅員 4.0ｍ以上の土砂等を使用した路床盛土 

 

１－２ 適用出来ない範囲 

１－２－１ 掘削（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウ以外による掘削 

１－２－２ 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザ以外による路体（築堤）盛土 

１－２－３ 路床盛土（ＩＣＴ） 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣブルドーザ以外による路床盛土 

 

２． 施 工 概 要  

２－１ 施工フロー 

２－１－１ 「掘削（ＩＣＴ）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

２．積込，運搬作業が必要な場合は，「第Ⅱ編第１章土工②－１土工」に

より別途計上すること。 

 

２－１－２ 「路体(築堤)盛土（ＩＣＴ）」，「路床盛土（ＩＣＴ）」 

 

 

 

 

 

 

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

掘削作業 積込作業 運搬作業 機 

械 

搬 

出 運搬作業 

機 

械 

搬 

入 

 

掘削積込作業 

敷 均 し 作 業 締 固 め 作 業 

敷 均 し ・ 締 固 め 作 業 

機 

械 

搬 

出 

機 

械 

搬 

入 
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３． 施工パッケージ 

３－１ 掘削（ＩＣＴ） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 掘削（ＩＣＴ） 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

土質 施工方法 障害の有無 施工数量 

土砂 
オープンカット 

無し 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

有り 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

片切掘削 － － 

岩塊・玉石 オープンカット 

無し 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

有り 
50,000m3未満 

50,000m3以上 

（注）１．上表は，土砂，岩塊・玉石の掘削積込（片切掘削は掘削のみ）の他，その施工に必要な全ての機

械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．土量は，地山土量とする。 

３．施工方法は，掘削箇所の地形により「オープンカット」，「片切り」に区分する。 

区分については，「第Ⅱ編第１章土工②－１土工」の図３.１，図３.２，図３.３を参照のこと。 

４．障害の有無 

①無し：構造物及び建造物等の障害物や交通の影響により施工条件が制限されず，連続掘削作業

が出来る場合 

②有り：掘削作業において障害物等により施工条件に制限があり（例えば作業障害が多い場合）

連続掘削作業が出来ない場合。掘削深さ 5ｍ以内で掘削箇所が地下水位等で排水をせず

水中掘削（溝掘り，基礎掘削）を行う場合 

５．施工数量は，１工事当りの全体掘削土量とする。なお，数量の判定は，「第Ⅱ編第１章土工②－

１ ３－１掘削（注）６．施工数量，破砕片除去数量」による。 
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（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．２ 掘削（ＩＣＴ） 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 
バックホウ（クローラ型）［標準型・排出ガス対策型 

（第 2次基準値）］山積 0.8m3（平積 0.6m3） 

・「オープンカット」で施工数

量 50,000m3未満の場合 

・「片切掘削」の場合 

Ｋ１ 
バックホウ（クローラ型）［標準型・排出ガス対策型 

（第 1次基準値）］山積 1.4m3（平積 1.0m3） 

「オープンカット」で施工数量

50,000m3以上の場合 

Ｋ２ ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ） 賃料 

Ｋ３ －  

労務 

Ｒ１ 運転手（特殊）  

Ｒ２ 普通作業員 片切掘削の場合 

Ｒ３ －  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

（注）ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ）は，建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃

貸費用である。 
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３－２ 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．３ 路体（築堤）盛土（ＩＣＴ） 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

作業形態 土質 施工数量 障害の有無 

敷均し＋締固め － 

10,000m3未満 
無し 

有り 

10,000m3以上 
無し 

有り 

敷均し締固め 

高含水比粘性土以外 

10,000m3未満 
無し 

有り 

10,000m3以上 
無し 

有り 

高含水比粘性土 － 
無し 

有り 

（注）１．上表は，路体又は築堤の自工区内で掘削又は作業土工により発生した土砂等の敷均し・締固め，他

工事で発生し運搬されてくる土砂等の敷均し・締固め，土取場（仮置場）で採取し運搬してくる土

砂等の敷均し・締固め等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．施工数量は，ＩＣＴ施工による１工事当りの全体盛土量（平均幅員 4.0m以上の合計盛土量）とす

る。 

３．作業形態 

①敷均し＋締固め：敷均しと締固めの作業をそれぞれ異なる施工機械で行うと想定する場合 

②敷均し締固め ：盛土材料がタイヤローラの締固めに適さない土質（砂等）の場合 

４．障害の有無 

①無し：作業現場が広く，かつ作業障害が少ない場合（例えば，新設のバイパス工事，築堤工事等） 

②有り：作業現場が狭い，又は作業障害が多い場合（例えば，現道上の工事，一車線程度の現道拡

幅工事，拡築（腹付，嵩上）工事等） 

５．高含水比粘性土：バケットやブレード（排土板）等に付着しやすく，特にトラフィカビリティが不

足する等問題となりやすいもの。（条件の悪いローム，条件の悪い粘性土，火山

灰質粘性土等） 

６．土量は締固め後の土量とする。 
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（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 
 

表３．４ 路体(築堤)盛土（ＩＣＴ） 代表機労材規格一覧 

作業形態 土質 項目 代表機労材規格 備考 

敷均し 

＋締固め 
－ 

機械 

K1 

ブルドーザ［普通・排出ガス対策型 

（第 1次基準値）］15t級 
施工数量 10,000m3未満の場合 

ブルドーザ［普通・排出ガス対策型 

（第 1次基準値）］21t級 
施工数量 10,000m3以上の場合 

K2 ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ） 賃料 

K3 
タイヤローラ［普通型･排出ガス対策型 
（第 2次基準値）］運転質量 8～20t 

賃料 

労務 

R1 運転手（特殊）  

R2 普通作業員  

R3 -  

R4 -  

材料 

Z1 軽油 1.2号 パトロール給油  

Z2 -  

Z3 -  

Z4 -  

市場単価 S -  

敷均し 

締固め 

高含水比 

粘性土 

以外 

機械 

K1 

ブルドーザ［普通・排出ガス対策型 

（第 1次基準値）］15t級 
施工数量 10,000m3未満の場合 

ブルドーザ［普通・排出ガス対策型 

（第 1次基準値）］21t級 
施工数量 10,000m3以上の場合 

K2 ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ） 賃料 

K3 －  

労務 

R1 運転手（特殊）  

R2 普通作業員  

R3 －  

R4 －  

材料 

Z1 軽油 1.2号 パトロール給油  

Z2 －  

Z3 －  

Z4 －  

市場単価 S －  

高含水比 

粘性土 

機械 

K1 
ブルドーザ［湿地・排出ガス対策型 
（第 1次基準値）］16t級 

 

K2 ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ） 賃料 

K3 －  

労務 

R1 運転手（特殊）  

R2 普通作業員  

R3 －  

R4 －  

材料 

Z1 軽油 1.2号 パトロール給油  

Z2 －  

Z3 －  

Z4 －  

市場単価 S －  

（注）ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ）は，建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃

貸費用である。 
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３－３ 路床盛土（ＩＣＴ） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．５ 路床盛土（ＩＣＴ） 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

施工数量 障害の有無 

10,000m3未満 
無し 

有り 

10,000m3以上 
無し 

有り 

（注）１．上表は，路床の自工区内で掘削又は作業土工により発生した土砂等の敷均し・締固め，他工事で

発生し運搬されてくる土砂等の敷均し・締固め，土取場（仮置場）で採取し運搬してくる土砂等の

敷均し・締固め等，その施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．施工数量は，ＩＣＴ施工による１工事当りの全体盛土量（平均幅員 4.0m以上の合計盛土量）と

する。 

３．土量は締固め後の土量とする。 

４．障害の有無 

①無し：作業現場が広く，かつ作業障害が少ない場合（例えば，新設のバイパス工事，あるいは

新設の築堤工事等） 

②有り：作業現場が狭い，又は作業障害が多い場合（例えば，現道上の工事，一車線程度の現道

拡幅工事，あるいは拡築（腹付，嵩上）工事等） 
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（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．６ 路床盛土（ＩＣＴ） 代表機労材規格一覧 

施工数量 項目 代表機労材規格 備考 

10,000m3 

未満 

機械 

Ｋ１ 
ブルドーザ［普通・排出ガス対策型（第 1次基準値）］ 

15ｔ級 
 

Ｋ２ ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ） 賃料 

Ｋ３ 
タイヤローラ[普通型･排出ガス対策型(第 2次基準値)] 

質量 8～20t 

 

 

賃料 

労務 

Ｒ１ 運転手（特殊）  

Ｒ２ 普通作業員  

Ｒ３ －  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

10,000m3 

以上 

機械 

Ｋ１ 
ブルドーザ［普通・排出ガス対策型（第 1次基準値）］ 

21t級 
 

Ｋ２ ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ） 賃料 

Ｋ３ 
タイヤローラ[普通型･排出ガス対策型(第 2次基準値)] 

質量 8～20t 

 

 

賃料 

労務 

Ｒ１ 運転手（特殊）  

Ｒ２ 普通作業員  

Ｒ３ －  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

（注）ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ）は，建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の

賃貸費用である。 
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４． ＩＣＴ建設機械経費加算額 

建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃貸費用は，以下のとおりとする。 

（１）ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ） 

41,000円／日 

（２）ＩＣＴ建設機械経費加算額（ブルドーザ） 

39,000円／日 

 

５． その他ＩＣＴ建設機械経費等 

ＩＣＴ建設機械経費等として，以下の各経費を，共通仮設費の技術管理費に計上する。 

５－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は，次式により計上するものとする。 

（１）掘削（ＩＣＴ） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m3) 

× 
25 

作業日当り標準作業量（m3/日） 100 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 10章③作業日当り標準作業量」のＩＣＴ標準作業量による。 

 

（２）路体（築堤）盛土（ＩＣＴ），路床盛土（ＩＣＴ） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.11(人/日) × 
施工数量(m3) 

作業日当り標準作業量（m3/日） 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 10章③作業日当り標準作業量」のＩＣＴ標準作業量による。 

 

５－２ システム初期費 

ＩＣＴ施工用機器の賃貸業者が行う施工業者への取扱説明に要する費用，システムの初期費用等，貸出しに要

する全ての費用は，以下のとおりとする。 

（１）掘削（ＩＣＴ） 対象機械：バックホウ 

598,000円／式 

（２）路体（築堤）盛土（ＩＣＴ），路床盛土（ＩＣＴ） 対象機械：ブルドーザ 

548,000円／式 

 

５－３ ３次元起工測量・３次元設計データの作成費用 

３次元起工測量・３次元設計データの作成を必要とする場合に計上するものとし，必要額を適正に積上げるも

のとする。 
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①－１－１ 法面整形工（ＩＣＴ） 

 

 

１． 適 用 範 囲  

本資料は，ＩＣＴによる盛土法面整形工及び切土法面整形工に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウによる土質がレキ質土，砂及び砂質土，粘性土，軟岩Ⅰの法面整形 

１－２ 適用出来ない範囲 

（１）３Ｄ－ＭＧ及びＭＣバックホウ以外の法面整形 

（２）現場制約がある場合 

現場制約：「第Ⅱ編第２章共通工①－１法面整形工 ３．施工フロー 図３－１（注）１」による。 

 

２． 施 工 概 要  

２－１ 盛土法面整形工 

法面表層部を締固め整形することを盛土法面整形工という。 

２－２ 切土法面整形工 

法面表層部を削取りながら整形することを切土法面整形工という。 

 

３． 施 工 フ ロ ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１ 法面整形工（ＩＣＴ） 工法選定フロー図 

 

（注）盛土部の施工フローは，「第Ⅱ編第２章共通工①－１法面整形工」の図３－２を，

切土部の施工フローは，図３－３を参照のこと。 

 

 

工法の選定 

機械による 

築立(土羽)整形 
【積算条件】 

整形箇所：盛土部 

法面締固め：有り 

機械による 

削取り整形 
【積算条件】 

整形箇所：盛土部 

法面締固め：無し 

機械による 

切土整形 
【積算条件】 

整形箇所：切土部 

盛土部 

築立(土羽)部が 
本体と同一材料 

(土)であるか 

切土部 

Yes 

整形箇所 

No 
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４． 施工パッケージ 

４－１ 法面整形（ＩＣＴ） 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表４．１ 法面整形（ＩＣＴ） 積算条件区分一覧 

（積算単位：m2） 

整形箇所 法面締固めの有無 土質 

盛土部 
有り レキ質土，砂及び砂質土，粘性土 

無し レキ質土，砂及び砂質土，粘性土 

切土部 － 
レキ質土，砂及び砂質土，粘性土 

軟岩Ⅰ 

（注）１．上表は，切土法面の表層部を削取りながらの法面整形又は盛土法面の表層部を削取りながらの

法面整形及び築立てながらの法面（土羽）整形，土羽土の現場内小運搬（20m 程度）の他，その

施工に必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．残土の積込み，工区外の運搬，並びに法面保護工は含まない。 

３．土羽土の搬入等は含まない。 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表４．２ 法面整形（ＩＣＴ） 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

K1 ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ） 賃料 

K2 

バックホウ（クローラ型） 

［標準型・排出ガス対策型（第 2次基準値）］ 

山積 0.8m3（平積 0.6m3） 

 

K3 －  

労務 

R1 運転手（特殊）  

R2 土木一般世話役  

R3 普通作業員  

R4 －  

材料 

Z1 軽油 1.2号 パトロール給油  

Z2 －  

Z3 －  

Z4 －  

市場単価 S －  

（注）ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ）は，建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・

管理局の賃貸費用である。 
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５． ＩＣＴ建設機械経費加算額 

建設機械に取付ける各種機器及び地上の基準局・管理局の賃貸費用は，以下のとおりとする。 

（１）ＩＣＴ建設機械経費加算額（バックホウ） 

41,000円／日 

 

６． その他ＩＣＴ建設機械経費等 

ＩＣＴ建設機械経費等として，以下の各経費を，共通仮設費の技術管理費に計上する。 

６－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は，次式により計上するものとする。 

（１）法面整形（ＩＣＴ） 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m2) 

作業日当り標準作業量（m2/日） 

（注）作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 10章③作業日当り標準作業量」による。 

 

６－２ システム初期費 

ＩＣＴ施工用機器の賃貸業者が行う施工業者への取扱説明に要する費用，システムの初期費用等，貸出しに要

する全ての費用は，以下のとおりとする。 

（１）法面整形（ＩＣＴ） 対象機械：バックホウ 

598,000円／式 

 

６－３ ３次元起工測量・３次元設計データの作成費用 

３次元起工測量・３次元設計データの作成を必要とする場合に計上するものとし，必要額を適正に積上げるも

のとする。 

 

 

Ⅱ-２-①-４(3) 

① 296(3) 

平成 29年 5月 1日以降起工適用 



①  297①  297 Ⅱ－2－①－5



①  298①  298 Ⅱ－2－①－6

コード番号 ＳＰＡ 3 0 5



①  299①  299 Ⅱ－2－①－7



①  300①  300 Ⅱ－2－①－8



①  301①  301 Ⅱ－2－①－9



①  302①  302 Ⅱ－2－①－10



①  303①  303 Ⅱ－2－①－11



①  304①  304 Ⅱ－2－①－12



①  305①  305 Ⅱ－2－①－13

コード番号 Ｓ 1 2 3 0

コード番号 Ｓ 1 2 3 1

コード番号 Ｓ 1 2 3 4



①  306①  306 Ⅱ－2－①－14

コード番号 Ｓ 1 2 3 5

コード番号 Ｓ 1 2 3 6

コード番号 Ｓ 1 2 3 7



①  307①  307 Ⅱ－2－①－15

コード番号 Ｓ 1 2 3 8

コード番号 Ｓ 1 2 5 0

コード番号 Ｓ 1 2 3 9

コード番号 Ｓ 1 9 1 1



①  308①  308 Ⅱ－2－①－16

コード番号 Ｓ 1 2 3 2

コード番号 Ｓ 1 2 3 3



①  309①  309 Ⅱ－2－①－17



①  310①  310 Ⅱ－2－①－18



①  311①  311 Ⅱ－2－①－19



①  312①  312 Ⅱ－2－①－20

コード番号 Ｓ 1 2 7 3

コード番号 Ｓ 1 2 7 5



①  313①  313 Ⅱ－2－①－21



①  314①  314 Ⅱ－2－①－22

コード番号 ＳＰＡ 3 6 5



①  315①  315 Ⅱ－2－①－23



①  316①  316 Ⅱ－2－①－24



①  317①  317 Ⅱ－2－①－25

コード番号 ＳＰＡ 3 7 1



①  318①  318 Ⅱ－2－①－26

コード番号 ＳＰＡ 3 7 2

コード番号 ＳＰＡ 3 7 5



①  319①  319 Ⅱ－2－①－27

コード番号 ＳＰＡ 3 7 6



①  320①  320 Ⅱ－2－①－28

コード番号 ＳＰＡ 3 8 1



①  321①  321 Ⅱ－2－②－1



①  322①  322 Ⅱ－2－②－2



①  323①  323 Ⅱ－2－②－3

コード番号 ＳＰＡ 3 9 1



①  324①  324 Ⅱ－2－②－4

コード番号 ＳＰＡ 3 9 5



①  325①  325 Ⅱ－2－②－5

コード番号 ＳＰＡ 3 9 9



①  326①  326 Ⅱ－2－②－6

コード番号 ＳＰＡ 4 0 3



①  327①  327 Ⅱ－2－②－7

コード番号 ＳＰＡ 4 0 7



①  328①  328 Ⅱ－2－③－1



①  329①  329 Ⅱ－2－③－2



①  330①  330 Ⅱ－2－③－3

コード番号 ＳＰＡ 4 1 9



①  331①  331 Ⅱ－2－③－4

コード番号 ＳＰＡ 4 1 1



①  332①  332 Ⅱ－2－③－5



①  333①  333 Ⅱ－2－③－6

コード番号 ＳＰＡ 4 2 3



①  334①  334 Ⅱ－2－③－7



①  335①  335 Ⅱ－2－③－8

コード番号 ＳＰＡ 4 2 7



①  336①  336 Ⅱ－2－③－9

コード番号 ＳＰＡ 4 3 1



①  337①  337 Ⅱ－2－③－10

コード番号 ＳＰＡ 4 3 2

コード番号 ＳＰＡ 4 3 9



①  338①  338 Ⅱ－2－③－11

コード番号 ＳＰＡ 4 4 3

コード番号 ＳＰＡ 4 4 7



①  339①  339 Ⅱ－2－③－12

コード番号 ＳＰＡ 4 5 1



①  340①  340 Ⅱ－2－③－13

コード番号 ＳＰＡ 4 5 5

コード番号 ＳＰＡ 4 5 9



①  341①  341 Ⅱ－2－③－14

コード番号 ＳＰＡ 4 6 3



①  342①  342 Ⅱ－2－③－15



①  343①  343 Ⅱ－2－③－16

コード番号 ＳＰＡ 4 1 5



①  344①  344 Ⅱ－2－③－17



①  345①  345 Ⅱ－2－③－18



①  346①  346 Ⅱ－2－③－19



①  347①  347 Ⅱ－2－④－1



①  348①  348 Ⅱ－2－④－2



①  349①  349 Ⅱ－2－④－3



①  350①  350 Ⅱ－2－④－4

コード番号 ＳＰＡ 4 7 5



①  351①  351 Ⅱ－2－④－5



①  352①  352 Ⅱ－2－④－6

コード番号 ＳＰＡ 4 7 9



①  353①  353 Ⅱ－2－④－7

コード番号 ＳＰＡ 4 8 3



①  354①  354 Ⅱ－2－④－8

コード番号 ＳＰＡ 4 8 4

コード番号 ＳＰＡ 4 8 7



①  355①  355 Ⅱ－2－④－9

コード番号 ＳＰＡ 4 9 1



①  356①  356 Ⅱ－2－④－10



①  357①  357 Ⅱ－2－④－11



①  358①  358 Ⅱ－2－④－12



①  359①  359 Ⅱ－2－④－13

コード番号 Ｓ 1 3 1 3



①  360①  360 Ⅱ－2－⑤－1



①  361①  361 Ⅱ－2－⑤－2



①  362①  362 Ⅱ－2－⑤－3



①  363①  363 Ⅱ－2－⑤－4



①  364①  364 Ⅱ－2－⑤－5

コード番号 ＳＰＡ 5 0 1



①  365①  365 Ⅱ－2－⑤－6



①  366①  366 Ⅱ－2－⑤－7

コード番号 ＳＰＡ 5 0 5



①  367①  367 Ⅱ－2－⑤－8



①  368①  368 Ⅱ－2－⑤－9

コード番号 ＳＰＡ 5 1 1



①  369①  369 Ⅱ－2－⑤－10



①  370①  370 Ⅱ－2－⑤－11

コード番号 ＳＰＡ 5 1 3



①  371①  371 Ⅱ－2－⑤－12



①  372①  372 Ⅱ－2－⑤－13

コード番号 ＳＰＡ 5 1 5



①  373①  373 Ⅱ－2－⑤－14



①  374①  374 Ⅱ－2－⑤－15

コード番号 ＳＰＡ 5 1 7



①  375①  375 Ⅱ－2－⑤－16



①  376①  376 Ⅱ－2－⑤－17

コード番号 ＳＰＡ 5 2 1



①  377①  377 Ⅱ－2－⑤－18

コード番号 ＳＰＡ 5 2 5



①  378①  378 Ⅱ－2－⑤－19



①  379①  379 Ⅱ－2－⑥－1



①  380①  380 Ⅱ－2－⑥－2

コード番号 ＳＰＡ 5 3 1



①  381①  381 Ⅱ－2－⑥－3



①  382①  382 Ⅱ－2－⑦－1



①  383①  383 Ⅱ－2－⑦－2



①  384①  384 Ⅱ－2－⑦－3



①  385①  385 Ⅱ－2－⑦－4



①  386①  386 Ⅱ－2－⑦－5



①  387①  387 Ⅱ－2－⑦－6

コード番号 Ｓ 1 3 4 0

コード番号 Ｓ 1 3 4 1



①  388①  388 Ⅱ－2－⑦－7

コード番号 Ｓ 1 3 4 2



①  389①  389 Ⅱ－2－⑦－8



①  390①  390 Ⅱ－2－⑧－1



①  391①  391 Ⅱ－2－⑧－2

コード番号 ＳＰＡ 5 5 1



①  392①  392 Ⅱ－2－⑧－3

コード番号 ＳＰＡ 5 5 2

コード番号 ＳＰＡ 5 5 9



①  393①  393 Ⅱ－2－⑧－4

コード番号 ＳＰＡ 5 5 5



①  394①  394 Ⅱ－2－⑧－5



①  395①  395 Ⅱ－2－⑧－6



①  396①  396 Ⅱ－2－⑧－7



①  397①  397 Ⅱ－2－⑧－8



①  398①  398 Ⅱ－2－⑨－1

  



①  399①  399 Ⅱ－2－⑨－2



①  400①  400 Ⅱ－2－⑨－3



①  401①  401 Ⅱ－2－⑨－4



①  402①  402 Ⅱ－2－⑨－5



①  403①  403 Ⅱ－2－⑨－6



①  404①  404 Ⅱ－2－⑩－1



①  405①  405 Ⅱ－2－⑩－2



①  406①  406 Ⅱ－2－⑩－3



①  407①  407 Ⅱ－2－⑩－4



①  408①  408 Ⅱ－2－⑩－5

コード番号 ＳＰＡ 5 8 1



①  409①  409 Ⅱ－2－⑩－6



①  410①  410 Ⅱ－2－⑩－7



①  411①  411 Ⅱ－2－⑩－8

コード番号 ＳＰＡ 5 8 5



①  412①  412 Ⅱ－2－⑩－9



①  413①  413 Ⅱ－2－⑩－10



①  414①  414 Ⅱ－2－⑩－11



①  415①  415 Ⅱ－2－⑩－12

コード番号 ＳＰＡ 5 8 9



①  416①  416 Ⅱ－2－⑩－13



①  417①  417 Ⅱ－2－⑩－14

コード番号 ＳＰＡ 5 9 3



①  418①  418 Ⅱ－2－⑩－15

コード番号 ＳＰＡ 5 9 7



①  419①  419 Ⅱ－2－⑩－16

コード番号 ＳＰＡ 6 0 1



①  420①  420 Ⅱ－2－⑩－17

コード番号 ＳＰＡ 6 0 2

コード番号 ＳＰＡ 6 0 5



①  421①  421 Ⅱ－2－⑩－18



①  422①  422 Ⅱ－2－⑩－19

コード番号 ＳＰＡ 6 0 9



①  423①  423 Ⅱ－2－⑩－20

コード番号 ＳＰＡ 6 1 3



①  424①  424 Ⅱ－2－⑩－21



①  425①  425 Ⅱ－2－⑩－22

コード番号 ＳＰＡ 6 1 7



①  426①  426 Ⅱ－2－⑩－23



①  427①  427 Ⅱ－2－⑩－24

コード番号 ＳＰＡ 6 2 1



①  428①  428 Ⅱ－2－⑩－25



①  429①  429 Ⅱ－2－⑩－26

コード番号 ＳＰＡ 6 2 5



①  430①  430 Ⅱ－2－⑩－27



①  431①  431 Ⅱ－2－⑩－28



①  432①  432 Ⅱ－2－⑩－29



①  433①  433 Ⅱ－2－⑩－30



①  434①  434 Ⅱ－2－⑩－31



①  435①  435 Ⅱ－2－⑩－32

コード番号 ＳＰＡ 6 2 9



①  436①  436 Ⅱ－2－⑩－33



①  437①  437 Ⅱ－2－⑩－34



①  438①  438 Ⅱ－2－⑩－35

コード番号 ＳＰＡ 6 3 3



①  439①  439 Ⅱ－2－⑩－36



①  440①  440 Ⅱ－2－⑪－1

コード番号 ＳＰＡ 6 4 1



①  441①  441 Ⅱ－2－⑪－2

コード番号 ＳＰＡ 6 4 5



①  442①  442 Ⅱ－2－⑪－3



①  443①  443 Ⅱ－2－⑪－4

コード番号 ＳＰＡ 6 5 1



①  444①  444 Ⅱ－2－⑪－5



①  445①  445 Ⅱ－2－⑪－6

コード番号 ＳＰＡ 6 5 3



①  446①  446 Ⅱ－2－⑪－7

コード番号 ＳＰＡ 6 5 5



①  447①  447 Ⅱ－2－⑪－8



①  448①  448 Ⅱ－2－⑪－9



①  449①  449 Ⅱ－2－⑪－10



①  450①  450 Ⅱ－2－⑪－11



①  451①  451 Ⅱ－2－⑪－12



①  452①  452 Ⅱ－2－⑪－13

コード番号 Ｓ 1 4 2 5



①  453①  453 Ⅱ－2－⑪－14



①  454①  454 Ⅱ－2－⑪－15



①  455①  455 Ⅱ－2－⑪－16



①  456①  456 Ⅱ－2－⑪－17



①  457①  457 Ⅱ－2－⑪－18



①  458①  458 Ⅱ－2－⑪－19



①  459①  459 Ⅱ－2－⑪－20



①  460①  460 Ⅱ－2－⑪－21



①  461①  461 Ⅱ－2－⑪－22



①  462①  462 Ⅱ－2－⑪－23



①  463①  463 Ⅱ－2－⑪－24



①  464①  464 Ⅱ－2－⑪－25



①  465①  465 Ⅱ－2－⑪－26



①  466①  466 Ⅱ－2－⑪－27



①  467①  467 Ⅱ－2－⑪－28



①  468①  468 Ⅱ－2－⑪－29



①  469①  469 Ⅱ－2－⑪－30



①  470①  470 Ⅱ－2－⑪－31



①  471①  471 Ⅱ－2－⑪－32



①  472①  472 Ⅱ－2－⑪－33



①  473①  473 Ⅱ－2－⑪－34

D
00

D
00

D
00

D
00

D
00



①  474①  474 Ⅱ－2－⑫－1



①  475①  475 Ⅱ－2－⑫－2



①  476①  476 Ⅱ－2－⑫－3



①  477①  477 Ⅱ－2－⑫－4



①  478①  478 Ⅱ－2－⑫－5



①  479①  479 Ⅱ－2－⑫－6



①  480①  480 Ⅱ－2－⑫－7



①  481①  481 Ⅱ－2－⑫－8



①  482①  482 Ⅱ－2－⑫－9



①  483①  483 Ⅱ－2－⑫－10



①  484①  484 Ⅱ－2－⑫－11



①  485①  485 Ⅱ－2－⑫－12



①  486①  486 Ⅱ－2－⑫－13



①  487①  487 Ⅱ－2－⑬－1



①  488①  488 Ⅱ－2－⑬－2

コード番号 ＳＰＡ 7 4 1



①  489①  489 Ⅱ－2－⑬－3



①  490①  490 Ⅱ－2－⑬－4

コード番号 ＳＰＡ 7 4 5



①  491①  491 Ⅱ－2－⑬－5

コード番号 ＳＰＡ 7 4 9



①  492①  492 Ⅱ－2－⑬－6

コード番号 ＳＰＡ 7 5 3



①  493①  493 Ⅱ－2－⑬－7

コード番号 ＳＰＡ 7 5 7

コード番号 ＳＰＡ 7 5 8



①  494①  494 Ⅱ－2－⑭－1



①  495①  495 Ⅱ－2－⑭－2

コード番号 ＳＰＡ 7 8 1

コード番号 ＳＰＡ 7 8 5



①  496①  496 Ⅱ－2－⑭－3

コード番号 ＳＰＡ 7 8 9



①  497①  497 Ⅱ－2－⑮－1



①  498①  498 Ⅱ－2－⑮－2

コード番号 Ｓ 1 6 2 0

コード番号 Ｓ 1 6 2 0

コード番号 Ｓ 1 6 2 0



①  499①  499 Ⅱ－2－⑯－1

コード番号 Ｓ 1 6 3 0



①  500①  500 Ⅱ－2－⑯－2



①  501①  501 Ⅱ－2－⑯－3

コード番号 Ｓ 1 6 3 5



①  502①  502 Ⅱ－2－⑰－1

コード番号 ＳＰＡ 8 3 1



①  503①  503 Ⅱ－2－⑱－1



①  504①  504 Ⅱ－2－⑱－2

コード番号 ＳＰＡ 8 4 1



①  505①  505 Ⅱ－2－⑱－3

コード番号 ＳＰＡ 8 4 5



①  506①  506 Ⅱ－2－⑱－4



①  507①  507 Ⅱ－2－⑲－1



①  508①  508 Ⅱ－2－⑲－2



①  509①  509 Ⅱ－2－⑲－3



①  510①  510 Ⅱ－2－⑲－4



①  511①  511 Ⅱ－2－⑲－5



①  512①  512 Ⅱ－2－⑲－6



①  513①  513 Ⅱ－2－⑲－7

㉕



①  514①  514 Ⅱ－2－⑲－8

コード番号 Ｓ 1 8 0 0

コード番号 Ｓ 1 8 0 1

コード番号 Ｓ 1 8 0 5



①  515①  515 Ⅱ－2－⑲－9

コード番号 Ｓ 1 8 1 5

コード番号 Ｓ 1 8 1 0

コード番号 Ｓ 1 8 1 1



①  516①  516 Ⅱ－2－⑲－10

コード番号 Ｓ 1 8 2 0

コード番号 Ｓ 1 8 2 1



①  517①  517 Ⅱ－2－⑲－11



①  518①  518 Ⅱ－2－⑳－1



①  519①  519 Ⅱ－2－⑳－2

コード番号 ＳＰＡ 8 8 1



①  520①  520 Ⅱ－2－⑳－3

コード番号 ＳＰＡ 8 8 5



①  521①  521 Ⅱ－2－⑳－4

コード番号 ＳＰＡ 8 8 9



①  522①  522 Ⅱ－2－⑳－5



①  523①  523 Ⅱ－2－K－1



①  524①  524 Ⅱ－2－K－2



①  525①  525 Ⅱ－2－K－3



①  526①  526 Ⅱ－2－K－4

コード番号 ＳＰＡ 8 9 1



①  527①  527 Ⅱ－2－K－5

コード番号 ＳＰＡ 8 9 2

コード番号 ＳＰＡ 8 9 3

コード番号 ＳＰＡ 8 9 7



①  528①  528 Ⅱ－2－K－6

コード番号 ＳＰＡ 8 9 8



①  529①  529 Ⅱ－2－K－7

コード番号 ＳＰＡ 9 0 3

コード番号 ＳＰＡ 9 0 4



①  530①  530 Ⅱ－2－K－8

コード番号 ＳＰＡ 9 0 7

コード番号 ＳＰＡ 9 0 8



①  531①  531 Ⅱ－2－K－9

コード番号 ＳＰＡ 9 1 1



①  532①  532 Ⅱ－2－K－10



①  533①  533 Ⅱ－2－L－1

コード番号 ＳＰＡ 9 2 1



①  534①  534 Ⅱ－2－L－2



①  535①  535 Ⅱ－2－L－3

コード番号 ＳＰＡ 9 2 3



①  536①  536 Ⅱ－2－L－4

コード番号 ＳＰＡ 9 2 5



①  537①  537 Ⅱ－2－M－1



①  538①  538 Ⅱ－2－M－2



①  539①  539 Ⅱ－2－M－3

コード番号 Ｓ 1 8 9 0

コード番号 Ｓ 1 8 9 5



①  540①  540 Ⅱ－2－N－1



①  541①  541 Ⅱ－2－N－2

コード番号 ＳＰＡ 9 4 1



①  542①  542 Ⅱ－2－N－3



①  543①  543 Ⅱ－2－N－4



①  544①  544 Ⅱ－2－N－5



①  545①  545 Ⅱ－2－N－6



①  546①  546 Ⅱ－2－N－7

コード番号 ＳＰＡ 9 4 5



①  547①  547 Ⅱ－2－N－8



①  548①  548 Ⅱ－2－O－1

コード番号 ＳＰＡ 9 6 1



①  549①  549 Ⅱ－2－O－2



①  550①  550 Ⅱ－2－O－3



①  551①  551 Ⅱ－2－O－4



①  552①  552 Ⅱ－2－O－5



①  553①  553 Ⅱ－2－O－6



①  554①  554 Ⅱ－2－O－7



Ⅱ－3－①－ ①  555①  555

①　鋼管・既製コンクリート杭打工
　　（パイルハンマ工）････････････････Ⅱ- 3 - ①-  1

1 　適用範囲 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ①-  1
2 　施工フロー ･････････････････Ⅱ- 3 - ①-  1
3 　機種の選定 ･････････････････Ⅱ- 3 - ①-  2
4 　編成人員 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ①-  3
5 　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ①-  3
6 　単 価 表 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ①-  6

②　鋼管・既製コンクリート杭打工（中掘工）
　　････････････････････････････････Ⅱ- 3 - ②-  1

1 　適用範囲 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ②-  1
2 　施工概要 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ②-  1
3 　機種の選定 ･････････････････Ⅱ- 3 - ②-  3
4 　日当り編成人員 ･････････････Ⅱ- 3 - ②-  3
5 　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ②-  3
6 　単 価 表 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ②-  6

③　鋼管ソイルセメント杭工･･････････Ⅱ- 3 - ③-  1
1 　適用範囲 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ③-  1
2 　施工概要 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ③-  1
3 　機種の選定 ･････････････････Ⅱ- 3 - ③-  3
4 　日当り編成人員 ･････････････Ⅱ- 3 - ③-  3
5 　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ③-  4
6 　材料使用量 ･････････････････Ⅱ- 3 - ③-  6

7 　諸 雑 費 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ③-  7
8 　単 価 表 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ③-  8

④　場所打杭工（オールケーシング工・全回転式オール
　　ケーシング工）･･･････････････････Ⅱ- 3 - ④-  1

1 　適用範囲 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ④-  1
2 　施工概要 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ④-  1
3 　機種の選定 ･････････････････Ⅱ- 3 - ④-  2
4 　編成人員 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ④-  2
5 　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ④-  3
6 　単 価 表 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ④-  5

⑤　場所打杭工（リバースサーキュレーション工）
　　････････････････････････････････Ⅱ- 3 - ⑤-  1

1 　適用範囲 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑤-  1
2 　機種の選定 ･････････････････Ⅱ- 3 - ⑤-  2
3 　編成人員 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑤-  2
4 　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑤-  2
5 　杭１本当りコンクリート使用量･･･Ⅱ- 3 - ⑤-  4
6 　鉄 筋 工 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑤-  5
7 　掘削土及び泥水処理 ･････････Ⅱ- 3 - ⑤-  5
8 　諸 雑 費 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑤-  5
9 　内訳書及び単価表 ･･･････････Ⅱ- 3 - ⑤-  6

⑥　場所打杭工（アースオーガ工，硬質地盤用アース
　　オーガ工）･･･････････････････････Ⅱ- 3 - ⑥-  1
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Ⅱ－3－①－ ①  556①  556

1 　適用範囲 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑥-  1
2 　施工概要 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑥-  1
3 　機種の選定 ･････････････････Ⅱ- 3 - ⑥-  1
4 　編成人員 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑥-  2
5 　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑥-  2
6 　材料使用量 ･････････････････Ⅱ- 3 - ⑥-  4
7 　鉄 筋 工 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑥-  4
8 　諸 雑 費 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑥-  4
9 　単 価 表 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑥-  4

⑦　場所打杭工（大口径ボーリングマシン工）
　　････････････････････････････････Ⅱ- 3 - ⑦-  1

1 　適用範囲 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑦-  1
2 　施工概要 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑦-  1
3 　機種の選定 ･････････････････Ⅱ- 3 - ⑦-  2
4 　編成人員 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑦-  2
5 　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑦-  3
6 　杭１本当りモルタル及びコンクリート使用量
　　 ･･･････････････････････････Ⅱ- 3 - ⑦-  5
7 　やぐらの設置・撤去 ･････････Ⅱ- 3 - ⑦-  5
8 　ビット等損耗費 ･････････････Ⅱ- 3 - ⑦-  6
9 　諸 雑 費 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑦-  6
10　泥水（ベントナイト）の処理費 ･･･Ⅱ- 3 - ⑦-  7
11　単 価 表 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑦-  8

⑧　場所打杭工（ダウンザホールハンマ工）
　　････････････････････････････････Ⅱ- 3 - ⑧-  1

1 　適用範囲 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑧-  1
2 　施工概要 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑧-  2
3 　機種の選定 ･････････････････Ⅱ- 3 - ⑧-  3
4 　編成人員 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑧-  5
5 　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑧-  5
6 　杭１本当りモルタル及びコンクリート使用量
　　 ･･･････････････････････････Ⅱ- 3 - ⑧-  6
7 　やぐらの設置・撤去 ･････････Ⅱ- 3 - ⑧-  7
8 　諸 雑 費 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑧-  8
9 　掘削土の処理費 ･････････････Ⅱ- 3 - ⑧-  8
10　単 価 表 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑧-  8

⑨　深 礎 工････････････････････････Ⅱ- 3 - ⑨-  1
1 　適用範囲 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑨-  1
2 　施工概要 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑨-  2
3 　機種の選定 ･････････････････Ⅱ- 3 - ⑨-  2

4 　編成人員 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑨-  3
5 　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑨-  3
6 　内訳書及び単価表 ･･･････････Ⅱ- 3 - ⑨-  6

⑩　ニューマチックケーソン工････････Ⅱ- 3 - ⑩-  1
1 　適用範囲 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑩-  1
2 　施工概要 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑩-  1
3 　掘削工法及び艤装の選定 ･････Ⅱ- 3 - ⑩-  1
4 　機種の選定 ･････････････････Ⅱ- 3 - ⑩-  2
5 　掘削編成人員 ･･･････････････Ⅱ- 3 - ⑩-  3
6 　作業時間等 ･････････････････Ⅱ- 3 - ⑩-  4
7 　設備等の供用日数 ･･･････････Ⅱ- 3 - ⑩-  4
8 　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑩-  5
9 　仮設備工 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑩-10
10　参考資料（1） ･･･････････････Ⅱ- 3 - ⑩-11
11　参考資料（2） ･･･････････････Ⅱ- 3 - ⑩-13
12　単 価 表 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑩-29

⑪　基礎工（鋼管矢板基礎工）･････････Ⅱ- 3 - ⑪-  1
1 　適用範囲 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑪-  1
2 　施工概要 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑪-  1
3 　機種の選定 ･････････････････Ⅱ- 3 - ⑪-  2
4 　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑪-  3
5 　単 価 表 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑪-13

⑫　ドロップハンマ杭打工････････････Ⅱ- 3 - ⑫-  1
1 　適用範囲 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑫-  1
2 　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑫-  1
3 　単 価 表 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑫-  2

⑬　木杭及び矢板打工（人力，ドロップハンマ工）
　　････････････････････････････････Ⅱ- 3 - ⑬-  1

1 　人力木杭打工 ･･･････････････Ⅱ- 3 - ⑬-  1
2 　単 価 表 ･･･････････････････Ⅱ- 3 - ⑬-  1

⑭　既製コンクリート杭カットオフ工･･Ⅱ- 3 - ⑭-  1
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①  557①  557 Ⅱ－3－①－1



①  558①  558 Ⅱ－3－①－2



①  559①  559 Ⅱ－3－①－3



①  560①  560 Ⅱ－3－①－4



①  561①  561 Ⅱ－3－①－5



①  562①  562 Ⅱ－3－①－6

コード番号 Ｓ 5 0 0 3
Ｓ 5 0 0 4

コード番号 Ｓ 5 0 0 2



①  563①  563 Ⅱ－3－②－1



①  564①  564 Ⅱ－3－②－2



①  565①  565 Ⅱ－3－②－3



①  566①  566 Ⅱ－3－②－4



①  567①  567 Ⅱ－3－②－5



①  568①  568 Ⅱ－3－②－6

コード番号 Ｓ 5 0 1 0

コード番号 Ｓ 5 0 1 0



①  569①  569 Ⅱ－3－②－7



①  570①  570 Ⅱ－3－③－1



①  571①  571 Ⅱ－3－③－2



①  572①  572 Ⅱ－3－③－3



①  573①  573 Ⅱ－3－③－4



①  574①  574 Ⅱ－3－③－5



①  575①  575 Ⅱ－3－③－6



①  576①  576 Ⅱ－3－③－7



①  577①  577 Ⅱ－3－③－8

w

コード番号 Ｓ 5 0 6 0



①  578①  578 Ⅱ－3－④－1



①  579①  579 Ⅱ－3－④－2



①  580①  580 Ⅱ－3－④－3



①  581①  581 Ⅱ－3－④－4



①  582①  582 Ⅱ－3－④－5

コード番号 Ｓ 5 0 2 1



①  583①  583 Ⅱ－3－④－6



①  584①  584 Ⅱ－3－⑤－1



①  585①  585 Ⅱ－3－⑤－2



①  586①  586 Ⅱ－3－⑤－3



①  587①  587 Ⅱ－3－⑤－4



①  588①  588 Ⅱ－3－⑤－5



①  589①  589 Ⅱ－3－⑤－6

コード番号 Ｓ 5 0 3 0

コード番号 Ｓ 5 0 3 1



①  590①  590 Ⅱ－3－⑤－7



①  591①  591 Ⅱ－3－⑥－1



①  592①  592 Ⅱ－3－⑥－2



①  593①  593 Ⅱ－3－⑥－3



①  594①  594 Ⅱ－3－⑥－4

コード番号 Ｓ 5 0 4 0



①  595①  595 Ⅱ－3－⑥－5



①  596①  596 Ⅱ－3－⑦－1



①  597①  597 Ⅱ－3－⑦－2



①  598①  598 Ⅱ－3－⑦－3



①  599①  599 Ⅱ－3－⑦－4



①  600①  600 Ⅱ－3－⑦－5



①  601①  601 Ⅱ－3－⑦－6



①  602①  602 Ⅱ－3－⑦－7



①  603①  603 Ⅱ－3－⑦－8



①  604①  604 Ⅱ－3－⑦－9



①  605①  605 Ⅱ－3－⑧－1



①  606①  606 Ⅱ－3－⑧－2



①  607①  607 Ⅱ－3－⑧－3



①  608①  608 Ⅱ－3－⑧－4



①  609①  609 Ⅱ－3－⑧－5



①  610①  610 Ⅱ－3－⑧－6



①  611①  611 Ⅱ－3－⑧－7



①  612①  612 Ⅱ－3－⑧－8

コード番号 Ｓ 5 0 5 0
Ｓ 5 0 5 1



①  613①  613 Ⅱ－3－⑧－9

コード番号 Ｓ 5 0 5 0
Ｓ 5 0 5 1



①  614①  614 Ⅱ－3－⑧－10

コード番号 Ｓ 5 0 5 2



①  615①  615 Ⅱ－3－⑧－11



①  616①  616 Ⅱ－3－⑨－1

,



①  617①  617 Ⅱ－3－⑨－2



①  618①  618 Ⅱ－3－⑨－3



①  619①  619 Ⅱ－3－⑨－4



①  620①  620 Ⅱ－3－⑨－5



①  621①  621 Ⅱ－3－⑨－6



①  622①  622 Ⅱ－3－⑨－7

コード番号 Ｓ 5 0 8 0

コード番号 Ｓ 5 0 8 1



①  623①  623 Ⅱ－3－⑨－8

コード番号 Ｓ 5 0 8 3



①  624①  624 Ⅱ－3－⑩－1



①  625①  625 Ⅱ－3－⑩－2



①  626①  626 Ⅱ－3－⑩－3



①  627①  627 Ⅱ－3－⑩－4



①  628①  628 Ⅱ－3－⑩－5



①  629①  629 Ⅱ－3－⑩－6



①  630①  630 Ⅱ－3－⑩－7



①  631①  631 Ⅱ－3－⑩－8



①  632①  632 Ⅱ－3－⑩－9



①  633①  633 Ⅱ－3－⑩－10



①  634①  634 Ⅱ－3－⑩－11



①  635①  635 Ⅱ－3－⑩－12



①  636①  636 Ⅱ－3－⑩－13



①  637①  637 Ⅱ－3－⑩－14



①  638①  638 Ⅱ－3－⑩－15



①  639①  639 Ⅱ－3－⑩－16



①  640①  640 Ⅱ－3－⑩－17



①  641①  641 Ⅱ－3－⑩－18



①  642①  642 Ⅱ－3－⑩－19



①  643①  643 Ⅱ－3－⑩－20



①  644①  644 Ⅱ－3－⑩－21



①  645①  645 Ⅱ－3－⑩－22



①  646①  646 Ⅱ－3－⑩－23



①  647①  647 Ⅱ－3－⑩－24



①  648①  648 Ⅱ－3－⑩－25



①  649①  649 Ⅱ－3－⑩－26



①  650①  650 Ⅱ－3－⑩－27



①  651①  651 Ⅱ－3－⑩－28



①  652①  652 Ⅱ－3－⑩－29



①  653①  653 Ⅱ－3－⑩－30



①  654①  654 Ⅱ－3－⑩－31



①  655①  655 Ⅱ－3－⑩－32



①  656①  656 Ⅱ－3－⑩－33



①  657①  657 Ⅱ－3－⑪－1



①  658①  658 Ⅱ－3－⑪－2



①  659①  659 Ⅱ－3－⑪－3



①  660①  660 Ⅱ－3－⑪－4



①  661①  661 Ⅱ－3－⑪－5



①  662①  662 Ⅱ－3－⑪－6



①  663①  663 Ⅱ－3－⑪－7



①  664①  664 Ⅱ－3－⑪－8



①  665①  665 Ⅱ－3－⑪－9



①  666①  666 Ⅱ－3－⑪－10



①  667①  667 Ⅱ－3－⑪－11



①  668①  668 Ⅱ－3－⑪－12



①  669①  669 Ⅱ－3－⑪－13



①  670①  670 Ⅱ－3－⑪－14



①  671①  671 Ⅱ－3－⑪－15



①  672①  672 Ⅱ－3－⑪－16



①  673①  673 Ⅱ－3－⑪－17



①  674①  674 Ⅱ－3－⑪－18



①  675①  675 Ⅱ－3－⑪－19



①  676①  676 Ⅱ－3－⑫－1



①  677①  677 Ⅱ－3－⑫－2



①  678①  678 Ⅱ－3－⑬－1

コード番号 Ｓ 5 1 4 0

コード番号 Ｓ 5 1 4 0



①  679①  679 Ⅱ－3－⑭－1

コード番号 Ｓ 5 1 5 0



①  680①  680 Ⅱ－3－⑮－1



①  681①  681 Ⅱ－3－⑮－2



Ⅱ－3－①－ ①  682①  682



Ⅱ－4－①－ ①  683①  683
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Ⅱ－4－①－ ①  684①  684



①  685①  685 Ⅱ－4－①－1



①  686①  686 Ⅱ－4－①－2



①  687①  687 Ⅱ－4－①－3

コード番号 SPB 4 0 1



①  688①  688 Ⅱ－4－①－4



①  689①  689 Ⅱ－4－①－5



①  690①  690 Ⅱ－4－①－6

コード番号 SPB 4 0 5



①  691①  691 Ⅱ－4－①－7



①  692①  692 Ⅱ－4－①－8



①  693①  693 Ⅱ－4－①－9

コード番号 S 1 9 1 1

コード番号 S 1 9 2 5

コード番号 S 1 9 2 5

コード番号 S 1 9 2 5

コード番号 S 8 5 8 1



①  694①  694 Ⅱ－4－②－1



①  695①  695 Ⅱ－4－②－2

コード番号 SPB 4 3 1



①  696①  696 Ⅱ－4－②－3



①  697①  697 Ⅱ－4－②－4

コード番号 SPA 5 1 9

コード番号 SPA 5 2 0

コード番号 SPB 4 3 5



①  698①  698 Ⅱ－4－②－5

コード番号 SPB 4 4 1



①  699①  699 Ⅱ－4－③－1



Ⅱ－4－①－ ①  700①  700



Ⅱ−5−①− ①  701①  701
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4 　単 価 表 ･････････････････ Ⅱ - 5 - ⑨ -  5

⑩　締切排水工････････････････････ Ⅱ - 5 - ⑩ -  1
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第５章 仮 設 工

① 仮 設 工

(１) 仮設工項目

１) 型枠，支保工，足場工に要する費用

２) 山留（土留，仮締切），仮井筒，築島工に要する費用

３) 水替工，仮水路に要する費用

４) 工事施工に必要な機械設備（コンクリートプラント，アスファルトプラント等）に要する費用

５) 用水，電力等の供給設備に要する費用

６) 仮道，仮橋，現場補修等に要する費用

(２) 仮設工の積算

１) 仮設工として積算する内容は次のとおりとする。

イ. 型枠，支保工，足場工の設置，撤去，補修に要する費用及び当該設備の使用期間中の損料（賃料）

ロ. 山留（土留，仮締切），仮井筒，築島工の設置，撤去，補修に要する費用及び当該設備の使用期間中の損

料（賃料）

ハ. 水替工，仮水路の設置，撤去，補修に要する費用及び当該設備の使用期間中の電力料及び損料（賃料）

ニ. 工事施工に必要な機械設備の設置，撤去，及び補修等に要する費用

(イ) コンクリートプラント，アスファルトプラント等の設置，撤去及び当該施設の補修に要する費用

(ロ) トンネル工事における照明設備に係る設置，撤去，補修に要する費用及び当該設備の使用期間中の電

力料

ホ. 電力，用水等の供給設備の設置，撤去，補修等に要する費用

(イ) 電力，用水等の供給設備に係る設置，撤去，補修に要する費用及び当該供給設備の使用期間中の損

料（賃料）

ヘ. 仮道，仮橋，現道補修等に要する費用

(イ) 仮道，仮橋に係る設置，撤去，補修に要する費用及び当該仮施設の使用期間中の損料（賃料）

(ロ) 公道等の補修に要する費用（運搬路等の補修については、土木工事標準積算基準［Ⅲ］を参照のこと。）

ト. 工事施工に必要な防護施設（転落，飛来等の防止柵及び発破用防護柵等），仮囲い（工事用防護塀）に係

る設置，撤去，補修に要する費用及び当該防護施設等の使用期間中の損料（賃料）

チ. 工事施工に伴う防じん対策（簡易舗装，タイヤ洗浄装置，路面清掃等）に係る設置，撤去，補修に要す

る費用及び使用期間中の損料（賃料）

リ

ヌ． 工事のための除雪に係る費用（実績により精算する。）

. 仮区画線に係る費用

２) 積算方法

仮設工の積算（工事用仮設材を後続工事に継続して使用する場合,発注後の工期延期により仮設物の存置が

長期となる場合等）は，現場条件を的確に把握することにより必要額を適正に積上げるものとする。



①  706①  706 Ⅱ−5−①−2

 

Ⅱ-5-①-2 

３) 仮設材の損料率 

表２．１ 土留，仮締切，築島，仮橋等の材料損料率 

種別 

期間 

損料率（％） 

木 材 鋼 材 じゃかご 

3ヶ月未満 60 10 100 

6ヶ月 〃 70 20 100 

1年  〃 90 30 100 

2年  〃 100 50 100 

3年  〃 100 70 100 

(注)１．再使用不可能なもの及び長さ２ｍ 未満の場合は全損とする。 

ただし，鋼材の内回収可能なものについては，スクラップ控除する。 

２．タイロッドは１工事全損としスクラップ控除する。 

３．ボルト，カスガイ，釘，鉄線等は全損とする。 

４．上表は，「建設用仮設材損料算定基準」（昭和 44 年６月 12 日付け建設省機械発第 65 号）

及び「建設用仮設材賃料積算基準」（平成７年３月 29 日付け建設省経機発第 43 号）に示す

材料以外のものに適用する。 

 

表２．２ 足場材，支保材，防護柵の材料損料率 

種別 

期間 

損料率（％） 

木 材 金 網 シート ワイヤロープ 

3ヶ月未満 25 80 

30 20 

6ヶ月 〃 40 90 

1年 〃 50 100 

2年 〃 75 100 

3年 〃 100 100 

(注)１．簡易な足場材又は，期間が１ヶ月未満の木材については，損料率 15％とする。 

２．上表は，「建設用仮設材損料算定基準」及び「建設用仮設材賃料積算基準」に示す材料以

外のものに適用する。 

 

４） 鋼矢板の賃料期間の算定 

鋼矢板の賃料期間の算定については，下記を標準とする。
なお、年度を越えて在置する場合等の取り扱いについては、土木工事標準積算基準[Ⅲ]を参照のこと。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５) 適用区分による賃料の補正について 

供用日数（又は月数）の長短による賃料にかかる市場単価の適用区分が変わることによって賃料計上額（１

現場当り修理及び損耗費を除く。）が当該日数（又は月数）の増加に比例せず減少する場合がある。したが

って，減少する時点までの供用日数（又は月数）における賃料計上額（１現場当り修理及び損耗費を除く。）

は，その減少する時点における賃料計上額（１現場当り修理及び損耗費を除く）を上限とし，下記の方法に

より減額補正する。 

４．作業日当り標準施工量から在場期間を算出する場合は，対象となる工種の設計数量を
　作業日当り標準施工量で除して算出した実作業日数に不稼働率1.646を乗じた在場期間とす
る。

存置
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使用する仮設材

撤去部分（L1）
（賃料＋修理費及び損耗費）×質量

未撤去部分（L2）
（不足分弁償金に掛かる市中価格（中古））×質量

撤去部分（L1）
（市中価格×80%）×質量

未撤去部分（L2）
（市中価格×90%）×質量

市中価格×90%市中価格

スクラップ長
以上

スクラップ長
未満

仮設材の
未撤去

全体

一部

中古品

新品

③（イ）（ロ）

③（イ）（ロ）

①（イ）①（ロ）

撤去部分（L1）

撤去部分（L1）
（賃料＋修理費及び損耗費）×質量
未撤去部分（L2）
（不足分弁償金に掛かる市中価格（中
古））×質量

未撤去の範囲

撤去部分（L1）

全体

一部

撤去部分（L1）
（不足分弁償金に掛かる市中価格
（中古）×90%）×質量
未撤去部分（L2）
（不足分弁償金に掛かる市中価格
（中古））×質量

スクラップ長
以上

スクラップ長
未満

仮設材の
未撤去

あり

なし
切断による撤去

なし

あり

撤去部分（L1）(L2）

スクラップ長
以上

（不足分弁償金に掛かる市中
価格（中古）×90%）×質量

（賃料＋修理費及び損
耗費）×質量

スクラップ長
未満

（賃料＋修理費及び
損耗費）×質量

使用した仮設材

中古品

新品

（不足分弁償金に掛かる市中
価格（中古））×質量

（不足分弁償金に掛かる市中
価格（新品））×質量

⑤（ロ）

⑤（イ）

④（イ）（ロ）

④（イ）（ロ）

②（ロ）

②（イ）

⑥

 

 

 

 

 

 

 

６) 工事用仮設材（鋼矢板，Ｈ形鋼等）の計上について 

下記により難い場合は，別途考慮する。 

なお，賃料計上限度額については，土木工事標準積算基準[Ⅲ]を参照のこと。 

６)－１ 当初より撤去しないものとする（していた）場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６)－２ 当初より撤去するものとしていた場合 
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① 当初より撤去しない場合 

(イ) 中古品の場合は市中価格の 90％とする。 

(ロ) 新品を使用する場合，又は中古品が入手不可能な場合は市中価格とする。 

② 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本ものが全て撤去出来なくなった場合 

(イ) 新品でない場合 

（不足分弁償金に掛かる市中価格（中古））×質量 

(ロ) 新品の場合 

（不足分弁償金に掛かる市中価格（新品））×質量 

③ 当初より，現地の状況で１本もののうち，一部を撤去しないものとした場合 

（新品でない場合） 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) Ｌ１について 

・Ｌ１がスクラップ長以上の場合は賃料を計上する。 

（賃料＋修理費及び損耗費）×質量 

・Ｌ１がスクラップ長未満の場合は市中価格を計上する。 

（市中価格×80％）×質量 

(ロ) Ｌ２について 

・Ｌ１がスクラップ長以上の場合は，Ｌ２（未撤去部分）については，不足分弁償金に掛かる市中

価格を計上する。 

（不足分弁償金に掛かる市中価格（中古））×質量 

・Ｌ１がスクラップ長未満の場合は，Ｌ２（未撤去部分）については，市中価格を計上する。 

（市中価格×90％）×質量 

④ 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本もののうち，一部が撤去出来なくなった場合 

（新品でない場合） 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) Ｌ１について 

・Ｌ１がスクラップ長以上の場合は賃料を計上する。 

（賃料＋修理費及び損耗費）×質量 

・Ｌ１がスクラップ長未満の場合は不足分弁償金に掛かる市中価格を計上する。 

（不足分弁償金に掛かる市中価格（中古）×90％）×質量 

(ロ) Ｌ２について 

（不足分弁償金に掛かる市中価格（中古））×質量 
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⑤ 当初は切断をせず撤去するものとしていたが，現場状況により切断を行い撤去した場合

（新品でない場合）

(イ) Ｌ１又はＬ２がスクラップ長以上の場合

・賃料を計上する。

（賃料＋修理費及び損耗費）×質量

(ロ) Ｌ１又はＬ２がスクラップ長未満の場合

・不足分弁償金に掛かる市中価格を計上する。

（不足分弁償金に掛かる市中価格（中古）×90％）×質量

⑥ 当初より切断をせず撤去する場合

・賃料を計上する

（賃料＋修理費及び損耗費）×質量

７) 仮設材賃料に係る修理費及び損耗費の作業区分について

〔鋼矢板・Ｈ形鋼〕

イ．打込みを伴う場合（打撃，振動，圧入工法等）

最大Ｎ値が 20未満‥‥‥‥‥‥ 軽作業

〃 20以上 39以下‥‥‥‥‥ 標 準

〃 40以上‥‥‥‥‥‥‥‥‥重作業

ロ．補助工法を併用し打込みを伴う場合（ジェット併用バイブロハンマ・オーガ併用圧入・ジェット併用圧

入工法）及び打込みを伴わない場合（プレボーリング工法）

最大Ｎ値が 39以下 ‥‥‥‥‥‥軽作業

〃 40以上‥‥‥‥‥‥‥‥‥標 準

(注) 「先端部分のみに補助工法を併用しないで打込む場合」及び「プレボーリング工法で先端部分の

みを打撃する場合」についても，ロ．を適用する。

〔主桁・腹起し材〕

主桁・腹起し材‥‥‥‥‥‥‥標 準

※河川等の締切工事で捨石や埋れ木等の障害物がある場合及び海岸又は著しい酸性河川等における鋼矢板

　の修理費及び損耗費については，十分に調査検討し適用する。 
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(４) 単価表 

① 当初より撤去しない場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250010 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格（市中価格の90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は中古の場合 

② 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本ものが全て撤去出来なくなった場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250020 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は不足分弁償金 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

③ 当初より，現地の状況で１本ものの内一部を撤去しないものとした場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

２) 撤去出来る部分（スクラップ長未満の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格の80％（90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は未撤去部分の場合 

④ 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本もののうち，一部が撤去出来なくなった場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250040 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     
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(４) 単価表 

① 当初より撤去しない場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250010 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格（市中価格の90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は中古の場合 

② 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本ものが全て撤去出来なくなった場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250020 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は不足分弁償金 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

③ 当初より，現地の状況で１本ものの内一部を撤去しないものとした場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

２) 撤去出来る部分（スクラップ長未満の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格の80％（90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は未撤去部分の場合 

④ 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本もののうち，一部が撤去出来なくなった場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250040 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     
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(４) 単価表 

① 当初より撤去しない場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250010 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格（市中価格の90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は中古の場合 

② 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本ものが全て撤去出来なくなった場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250020 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は不足分弁償金 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

③ 当初より，現地の状況で１本ものの内一部を撤去しないものとした場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

２) 撤去出来る部分（スクラップ長未満の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格の80％（90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は未撤去部分の場合 

④ 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本もののうち，一部が撤去出来なくなった場合 
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鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250040 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 賃 料 各 種 ｔ 1  
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計     



①  710①  710 Ⅱ−5−①−6

 

Ⅱ-5-①-9 

(４) 単価表 

① 当初より撤去しない場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250010 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は市中価格（市中価格の90％） 

諸 雑 費  式 1  

計     

（ ）内は中古の場合 

② 当初は撤去を考えていたが，現地の状況で１本ものが全て撤去出来なくなった場合 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250020 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

鋼 矢 板 ｏｒ Ｈ 形 鋼 各 種 ｔ 1 単価は不足分弁償金 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

③ 当初より，現地の状況で１本ものの内一部を撤去しないものとした場合 

１) 撤去出来る部分（スクラップ長以上の場合） 

鋼矢板・Ｈ形鋼 １ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB250030 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 
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計     

 

２) 撤去出来る部分（スクラップ長未満の場合） 
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計     

（ ）内は未撤去部分の場合 
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２) 撤去出来る部分（スクラップ長未満の場合） 
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２) 撤去出来る部分（スクラップ長未満の場合） 
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② 鋼矢板（Ｈ形鋼）工 

②－１ バイブロハンマ工 

１． 適 用 範 囲 

電動式バイブロハンマ，油圧式可変超高周波型バイブロハンマ（以下「油圧式バイブロハンマ」という）による

鋼矢板・Ｈ形鋼の打込み（ウォータジェット併用施工を含む）及び引抜きの陸上・水上施工（継施工を含む）に適

用する。 

なお，陸上施工と水上施工の作業形態は，次のとおりである。 

【陸上施工】クレーンを陸上に設置して行う施工のことで，次の形態が該当する。 

・クレーンの設置場所：陸上（桟橋上等を含む） 

・鋼矢板・Ｈ形鋼の施工場所：陸上部又は水中部 

【水上施工】クレーンを台船上に設置して行う施工のことである。 

 

また，継施工における施工法は，次のとおりである。 

【鋼矢板】先行する鋼矢板を打込み後，それに接続する鋼矢板を鉛直に建込んだ状態で継手部を溶接する方法。 

【Ｈ形鋼】先行するＨ形鋼を打込み後，それに接続するＨ形鋼を鉛直に建込んだ状態で継手部をボルトにより接 

合する方法。 

また，鋼矢板型式毎の打込長（引抜長）の適用範囲は，表 1.1 ～表 1.3 のとおりとし，これにより難い場合は，

別途考慮する。 

(１) 打込み（電動式バイブロハンマ） 

 

表１．１ 打込長                    （ｍ） 

鋼矢板種類 普  通 広  幅 
広  幅 

(ハット形) 

鋼矢板型式 ⅠＡ型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ⅤL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10Ｈ型 25Ｈ型 

打込長 

（ｍ） 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

単 独 施 工 
６以下 15以下 19以下 25以下 25以下 15以下 19以下 25以下 15以下 19以下 

ウォータジェット 

併 用 施 工 
－ 15以下 19以下 25以下 25以下 15以下 19以下 25以下 19以下 25以下 

 

Ｈ形鋼型式 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

打込長 

（ｍ） 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

単 独 施 工 
12以下 15以下 25以下 25以下 25以下 

ウォータジェット 

併 用 施 工 
15以下 19以下 25以下 25以下 25以下 
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(ハット形) 
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なお，広幅鋼矢板の引抜き（バイブロハンマ）については，土木工事標準積算基準[Ⅲ]を参照のこと。
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(２) 打込み（油圧式バイブロハンマ） 

表１．２ 打込長                              （ｍ） 

鋼矢板種類 普  通 広  幅 
広  幅 

(ハット形) 

鋼矢板型式 ⅠＡ型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ⅤL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10Ｈ型 25Ｈ型 

打込長 

（ｍ） 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

単 独 施 工 
－ 15以下 19以下 25以下 25以下 15以下 19以下 25以下 15以下 19以下 

ウォータジェット 

併 用 施 工 
－ 15以下 19以下 25以下 25以下 15以下 19以下 25以下 19以下 25以下 

 

Ｈ形鋼型式 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

打込長 

（ｍ） 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

単 独 施 工 
6以下 15以下 25以下 25以下 25以下 

ウォータジェット 

併 用 施 工 
－ 19以下 25以下 25以下 25以下 

 

(３) 引抜き（電動式バイブロハンマ，油圧式バイブロハンマ） 

表１．３ 引抜長                     (ｍ) 

 電動式バイブロハンマ 油圧式バイブロハンマ 

鋼 矢 板 

Ｈ 形 鋼 
25以下 25以下 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

(１) 打込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※導材（ガイド）及び敷鉄板の施工を含む。 

 (注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 
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(２) 打込み（ウォータジェット併用施工） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※導材（ガイド）及び敷鉄板の施工を含む。 
(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

(３) 引抜き 

 

 

 

 

 

 

 

 

※敷鉄板の施工を含む。 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

３． 施 工 歩 掛 

３－１ 機種の選定 

(１) バイブロハンマの規格（２機種以上となる場合の取扱いは土木工事標準積算基準[Ⅲ]を参照のこと。） 

鋼矢板，Ｈ形鋼の打込み，引抜きに使用するバイブロハンマの規格は，次表を標準とする。 

なお，ハット形鋼矢板の打込みに使用するバイブロハンマは，フランジ把持式の専用チャック装備を標準

とする。 

１) 打込み（電動式バイブロハンマ） 

図３－１ 電動式バイブロハンマ機種の選定範囲 

 

 

 

 

 

 

 

･
 

   

･
 

･
 

 

 

   

･
･

  

 

 

･
 

配 管 部 材 引 抜 き 
 

･
 

 

ウォータジェット併用施工  

ウォータジェット 

併用施工 
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表３．１ 機種の選定（電動式バイブロハンマ） 

施工方法 バイブロハンマ単独施工 ウォータジェット併用施工 

最大Ｎ値 Ｎmax＜50 50≦Ｎmax＜100 100≦Ｎmax≦180 

打 

込 

長 

15ｍ以下 

電動式・普通型 60kＷ 

電動式・可変モーメント型 

(ハット型鋼矢板用)60kＷ 

電動式・普通型90kＷ 

電動式・可変モーメント型 

(ハット型鋼矢板用)90kW 

25ｍ以下 
電動式・普通型 90kＷ  

電動式・可変モーメント型(ハット型鋼矢板用)90kＷ 

杭 打 ち 用 

ウォータジェット － 

エンジン式・排出ガス対策型(第Ⅰ次基準値) 

ポンプ圧力14.7ＭPa、吐出量325ℓ/min×２台 

(14.7ＭPa 325ℓ/min×１台)(注１) 

(注)１．杭打ち用ウォータジェット（ ）書きはＮmax＜50 で転石等によりやむを得ず杭打ち用ウォータジェ

ットを使用する必要が生じた場合に計上するものである。 

２．対象地盤の最大Ｎ値が 50を超えるものについては，式 3.1により換算Ｎ値を求めたうえで適用する。 

 

 

３．打込長は，地表面よりの鋼矢板及びＨ形鋼の打込長であり，鋼矢板長及びＨ形鋼長とは異なる。 

 

２) 打込み（油圧式バイブロハンマ） 

 

図３－２ 油圧式バイブロハンマ機種の選定範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３．２ 機種の選定（油圧式バイブロハンマ） 

施工方法 バイブロハンマ単独施工 ウォータジェット併用施工 

最大Ｎ値 Ｎmax＜50 50≦Ｎmax＜100 100≦Ｎmax≦180 

打込長 25ｍ以下 
油圧式・可変超高周波型・排出ガス対策型(第 1次基準値)224ｋＷ 

油圧式・可変超高周波型・排出ガス対策型(第 2次基準値)235ｋＷ(注 1) 

杭 打 ち 用 

ウ ォ ー タ ジ ェ ッ ト 
－ 

エンジン式・排出ガス対策型(第Ⅰ次基準値) 

ポンプ圧力 14.7ＭPa、吐出量 325ℓ/min×２

台 

(14.7ＭＰa 325ℓ/min×１台)（注２） 

(注)１．打込長（ ）書きは，ハット形鋼矢板の場合に選定する。 

２．杭打ち用ウォータジェット( )書きはＮmax＜50 で転石等によりやむを得ず杭打ち用ウォータジェ

ットを使用する必要が生じた場合に計上するものである。 

３．対象地盤の最大Ｎ値が 50 を超えるものについては，式 3.1 により換算Ｎ値を求めたうえで適用す

る。 

４．打込長は，地表面よりの鋼矢板及びＨ形鋼の打込長であり，鋼矢板長及びＨ形鋼長とは異なる。 

 

３．打込長は，地表面よりの鋼矢板及びＨ形鋼の打込長であり，鋼矢板長及びＨ形鋼長とは異なる。

落下 50回当り貫入量（㎝） 

1,500 
換算Ｎ値＝ ……式３．１ 

ウォータジェット併用施工  
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３) 引抜き 

引抜作業に使用する機械・規格は，Ｎ値にかかわらず次表のとおりとする。 

 

表３．３ 引抜作業の機種の選定 

 
電動式バイブロハンマ 油圧式バイブロハンマ 

引抜長 規 格 引抜長 規 格 

鋼矢板 

Ｈ形鋼 
25ｍ以下 60kW 25ｍ以下 

油圧式・可変超高

周波型・排出ガス

対策型 

(第１次基準値) 

224kW 

(注)１．上表は，広幅鋼矢板（Ⅱｗ，Ⅲｗ，Ⅳｗ）及びハット形鋼矢板（10Ｈ，25Ｈ）には適用しない。 

２．引抜長は，地表面よりの鋼矢板及びＨ形鋼の引抜長であり，鋼矢板長及びＨ形鋼長とは異なる。 

 

(２) 付属機械 

バイブロハンマの付属機械の機械・規格は，次表を標準とするが，現場条件によりこれにより難い場合は，

施工上必要な機械・規格を計上する。なお，水上施工の場合の台船，引船は表 3.5を標準とする。 

 

表３．４ 付属機械の機種の選定 

バイブロハンマ種別 施 工 内 容 機 械 名 規 格 

電動式バイブロハンマ 打込み(WJ併用施工を含む)・引抜き 
クローラクレーン 

油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型 

・排出ガス対策型(第1次基準値) 

50～55ｔ吊 

油圧式バイブロハンマ 

打込み(WJ併用施工を含む) 

引抜き ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第1次基準値) 

25ｔ吊 

(注) 現場条件により濁水処理が必要な場合は，「第Ⅱ編第５章⑰濁水処理工（一般土木工事）」による。 

 

表３．５ 台船・引船 

杭 打 機 台 船 矢板積台船 引 船 

ク レ ー ン 付 台 船 

台    船 (300ｔ積) 1    台 

クローラクレーン(45～50ｔ吊)1台 
台船(200ｔ積)1台 引船(鋼製200PS型)1台 

 

３－２ 日当り編成人員 

鋼矢板，Ｈ形鋼の打込・引抜作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。なお，水上施工の１船団に対

する船舶作業の日当り編成人員は，表 3.7を標準とする。 

 

表３．６ 打込・引抜作業の日当り編成人員 

項  目 区   分 世話役 とび工 普通作業員 溶接工 

バイブロハンマ 

単独施工 

(打込み,引抜き) 

継施工なし 1 2 1 － 

鋼矢板(溶接接合) 1 2 1 2 

Ｈ形鋼(ボルト接合) 1 3 1 － 

ウォータジェット 

併用施工 

継施工なし 1 2 1 1 

鋼矢板(溶接接合) 1 2 1 2 

Ｈ形鋼(ボルト接合) 1 3 1 1 

 

（人） 
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表３．７ 船舶作業の日当り編成人員        （人） 

職 種 杭打機台船 矢板積台船 引 船 

高 級 船 員 1 1 

(注)１．船員は休日以外の休止日については，共通仮設費（準備費）に繋船費として計上する。 

２．潜水士は必要に応じて船員と同様な方法で計上する。 

３．海上及び港湾工事で，これにより難い場合は別途考慮する。 

４．上表は打込み，又は引抜作業時の配置人員であり，搬入，搬出等の回航は共通仮設費

の運搬費に計上する。 

 

３－３ 日当り施工枚（本）数 

(１) 打込み（継施工なし） 

鋼矢板，Ｈ形鋼の１日当り打込枚数及び本数（Ｎ）は表 3.8～3.19による。 

１) 電動式バイブロハンマによる施工（Ｎmax＜50） 

 

表３．８ 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）          ［枚（本）／日］ 

 型式 
ⅠA型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

打込長(ｍ)  

2以下 57 56 55 54 52 55 53 52 53 51 56 54 52 49 47 

4以下 51 49 47 44 40 46 43 39 42 39 48 44 41 36 32 

6以下 47 43 40 37 32 40 36 32 35 31 43 38 34 28 25 

9以下  38 35 31 26 34 30 26 29 25 37 32 28 22 19 

12以下  33 29 26 21 29 25 21 24 20 32 27 23 18 15 

15以下  29 26 22 18 25 21 18 20 17  23 19 15 12 

19以下   24 21 16  20 16  16   18 14 11 

23以下    18 14   14     15 12 9 

25以下    16 13   13     14 10 8 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 

 

表３．９ 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）         ［枚（本）／日］ 

 型式 
ⅠA型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 29 28 28 28 27 28 28 27 28 27 28 28 27 27 26 

4以下 27 26 26 25 23 26 25 23 24 23 26 25 24 22 21 

6以下 26 25 24 22 21 23 22 21 22 20 24 23 21 19 17 

9以下  23 22 20 18 21 20 18 19 17 23 20 19 16 14 

12以下  21 19 18 15 19 17 15 17 15 21 18 16 14 12 

15以下  19 18 16 14 17 15 14 15 13  16 15 12 10 

19以下   17 15 13  15 13  12   14 11 9 

23以下    14 11   11     12 10 8 

25以下    13 10   10     11 9 7 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 
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２) 油圧式バイブロハンマによる施工（Ｎmax＜50） 

 

表３．10 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）        ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 56 55 53 51 55 53 51 52 50 56 54 52 49 46 

4以下 48 46 43 39 45 42 38 41 37 48 44 40 35 31 

6以下 42 39 36 31 39 35 31 34 30 42 37 33 27 24 

9以下 37 33 30 25 33 29 25 28 24  31 27 21 18 

12以下 31 28 25 20 28 24 20 23 19  26 22 17 14 

15以下 28 25 21 17 24 20 17 19 16  22 18 14 12 

19以下  21 18 14  17 14  13   16 12 10 

23以下   16 12   12     13 10 8 

25以下   14 ll   ll     12 9 7 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 

 

表３．11 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）       ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 28 28 28 27 28 28 27 27 27 28 28 27 26 26 

4以下 26 25 25 23 25 24 23 24 23 26 25 24 22 20 

6以下 24 23 22 20 23 22 20 21 20 24 22 21 18 17 

9以下 22 21 20 17 21 19 17 19 17  20 18 16 14 

12以下 20 19 17 15 19 17 15 16 14  18 16 13 11 

15以下 19 17 15 13 17 15 13 14 13  16 14 ll 10 

19以下  16 14 ll  13 ll  11   12 10 8 

23以下   12 10   10     11 8 7 

25以下   ll 9   9     10 8 6 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 
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３) 電動式バイブロハンマとウォータジェット併用施工 

 

表３．12 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）           ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
64 

(68) 

62 

(67) 

60 

(65) 

56 

(62) 

62 

(66) 

59 

(65) 

56 

(62) 

59 

(64) 

55 

(62) 

64 

(68) 

61 

(65) 

58 

(63) 

52 

(60) 

49 

(57) 

4以下 
40 

(44) 

38 

(43) 

35 

(41) 

31 

(38) 

37 

(43) 

34 

(40) 

31 

(38) 

34 

(40) 

30 

(37) 

40 

(44) 

36 

(41) 

33 

(39) 

28 

(35) 

25 

(32) 

6以下 
29 

(33) 

27 

(32) 

25 

(30) 

22 

(27) 

27 

(31) 

24 

(29) 

22 

(27) 

24 

(29) 

21 

(26) 

29 

(33) 

25 

(30) 

23 

(28) 

19 

(25) 

17 

(22) 

9以下 
22 

(25) 

20 

(24) 

18 

(22) 

16 

(20) 

20 

(24) 

18 

(22) 

16 

(20) 

17 

(21) 

15 

(19) 

21 

(25) 

19 

(23) 

17 

(21) 

14 

(18) 

12 

(16) 

12以下 
17 

(19) 

15 

(18) 

14 

(17) 

12 

(15) 

15 

(18) 

13 

(17) 

12 

(15) 

13 

(16) 

11 

(15) 

16 

(19) 

14 

(17) 

13 

(16) 

10 

(14) 

9 

(12) 

15以下 
13 

(16) 

12 

(15) 

11 

(14) 

9 

(12) 

12 

(15) 

11 

(14) 

9 

(12) 

10 

(13) 

9 

(12) 

13 

(16) 

ll 

(14) 

10 

(13) 

8 

(11) 

7 

(10) 

19以下 
 ll 

(13) 

10 

(12) 

8 

(10) 

 9 

(11) 

8 

(10) 

9 

(ll) 

8 

(10) 

 10 

(12) 

9 

(11) 

7 

(9) 

6 

(8) 

23以下 
  8 

(10) 

7 

(9) 

  7 

(9) 

 6 

(8) 

  7 

(9) 

6 

(8) 

5 

(7) 

25以下 
  7 

(9) 

6 

(8) 

  6 

(8) 

 6 

(7) 

  6 

(8) 

5 

(7) 

4 

(6) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。  

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．13 日当り施工枚(本)数(Ν)（水上施工）           ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
30 

(31) 

30 

(31) 

29 

(30) 

28 

(30) 

30 

(31) 

29 

(30) 

28 

(30) 

29 

(30) 

28 

(30) 

30 

(31) 

29 

(31) 

29 

(30) 

27 

(29) 

26 

(29) 

4以下 
24 

(25) 

23 

(25) 

22 

(24) 

20 

(23) 

23 

(24) 

22 

(24) 

20 

(23) 

21 

(23) 

20 

(22) 

23 

(25) 

22 

(24) 

21 

(23) 

19 

(22) 

17 

(21) 

6以下 
19 

(21) 

18 

(20) 

17 

(20) 

16 

(18) 

18 

(20) 

17 

(19) 

16 

(18) 

17 

(19) 

15 

(18) 

19 

(21) 

18 

(20) 

16 

(19) 

14 

(17) 

13 

(16) 

9以下 
16 

(17) 

15 

(17) 

14 

(16) 

12 

(15) 

15 

(17) 

14 

(16) 

12 

(15) 

13 

(16) 

12 

(15) 

16 

(17) 

14 

(16) 

13 

(15) 

11 

(14) 

10 

(13) 

12以下 
13 

(14) 

12 

(14) 

ll 

(13) 

10 

(12) 

12 

(14) 

ll 

(13) 

10 

(12) 

11 

(13) 

9 

(12) 

13 

(14) 

11 

(13) 

10 

(12) 

9 

(ll) 

8 

(10) 

15以下 
ll 

(12) 

10 

(12) 

9 

(11) 

8 

(10) 

10 

(12) 

9 

(11) 

8 

(10) 

9 

(ll) 

8 

(10) 

11 

(12) 

10 

(ll) 

9 

(ll) 

7 

(9) 

6 

(8) 

19以下  
9 

(10) 

8 

(10) 

7 

(9) 
 

8 

(10) 

7 

(9) 

8 

(9) 

7 

(9) 
 

8 

(10) 

8 

(9) 

6 

(8) 

5 

(7) 

23以下   
7 

(8) 

6 

(8) 
  

6 

(8) 
 

6 

(7) 
  

6 

(8) 

5 

(7) 

5 

(6) 

25以下   
6 

(8) 

5 

(7) 
  

5 

(7) 
 

5 

(7) 
  

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要が生

じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

４) 電動式バイブロハンマとウォータジェット併用施工（100≦Ｎmax≦180） 

 

表３．14 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）               ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 58 55 52 46 55 50 46 50 45 57 52 48 42 37 

4以下 33 31 27 23 30 26 23 26 22 33 28 25 20 17 

6以下 23 21 19 15 21 18 15 17 15 23 19 17 13 ll 

9以下 17 15 13 11 15 13 11 12 10 17 14 12 9 8 

12以下 13 11 10 8 11 10 8 9 8 12 10 9 7 6 

15以下 10 9 8 6 9 8 6 7 6 10 8 7 5 4 

19以下  7 6 5  6 5 6 5  7 6 4 4 

23以下   5 4   4  4   5 4 3 

25以下   5 4   4  4   4 3 3 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．15 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）          ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 29 28 27 26 28 27 26 27 25 29 27 26 24 23 

4以下 21 20 19 16 20 18 16 18 16 21 19 17 15 13 

6以下 17 15 14 12 15 14 12 13 12 16 14 13 ll 9 

9以下 13 12 ll 9 12 10 9 10 9 13 ll 10 8 7 

12以下 10 10 8 7 9 8 7 8 7 10 9 8 6 5 

15以下 9 8 7 6 8 7 6 6 5 9 7 6 5 4 

19以下  7 6 5  6 5 5 5  6 5 4 3 

23以下   5 4   4  4   4 3 3 

25以下   4 3   3  3   4 3 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

５) 油圧式バイブロハンマとウォータジェット併用施工 

 

表３．16 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）           ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
61 

(66) 

58 

(64) 

55 

(62) 

51 

(58) 

58 

(64) 

54 

(61) 

50 

(58) 

53 

(60) 

49 

(57) 

56 

(62) 

52 

(60) 

46 

(55) 

42 

(51) 

4以下 
36 

(42) 

34 

(40) 

31 

(37) 

27 

(34) 

33 

(39) 

30 

(36) 

26 

(33) 

29 

(36) 

26 

(33) 

31 

(38) 

28 

(35) 

23 

(30) 

20 

(27) 

6以下 
26 

(30) 

24 

(29) 

21 

(27) 

18 

(24) 

23 

(28) 

21 

(26) 

18 

(23) 

20 

(25) 

17 

(23) 

22 

(27) 

19 

(25) 

16 

(21) 

13 

(19) 

9以下 
19 

(23) 

17 

(21) 

15 

(20) 

13 

(17) 

17 

(21) 

15 

(19) 

13 

(17) 

14 

(19) 

12 

(17) 

16 

(20) 

14 

(18) 

ll 

(15) 

9 

(13) 

12以下 
14 

(17) 

13 

(16) 

ll 

(15) 

10 

(13) 

13 

(16) 

ll 

(14) 

9 

(13) 

ll 

(14) 

9 

(12) 

12 

(15) 

10 

(14) 

8 

(ll) 

7 

(10) 

15以下 
12 

(14) 

10 

(13) 

9 

(12) 

8 

(10) 

10 

(13) 

9 

(12) 

8 

(10) 

9 

(ll) 

7 

(10) 

9 

(12) 

8 

(ll) 

6 

(9) 

5 

(8) 

19以下 
 8 

(ll) 

7 

(10) 

6 

(8) 

 7 

(10) 

6 

(8) 

7 

(9) 

6 

(8) 

8 

(10) 

7 

(9) 

5 

(7) 

4 

(6) 

23以下 
  6 

(8) 

5 

(7) 

  5 

(7) 

 5 

(7) 

 5 

(7) 

4 

(6) 

4 

(5) 

25以下 
  5 

(7) 

4 

(6) 

  4 

(6) 

 4 

(6) 

 5 

(7) 

4 

(5) 

3 

(5) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Nmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．17 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）          ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
30 

(31) 

29 

(30) 

28 

(30) 

27 

(29) 

29 

(30) 

28 

(30) 

27 

(29) 

28 

(29) 

27 

(29) 

28 

(30) 

27 

(29) 

26 

(28) 

24 

(27) 

4以下 
22 

(24) 

21 

(23) 

20 

(23) 

18 

(21) 

21 

(23) 

20 

(22) 

18 

(21) 

19 

(22) 

18 

(21) 

20 

(23) 

19 

(22) 

17 

(20) 

15 

(18) 

6以下 
18 

(20) 

17 

(19) 

15 

(18) 

14 

(17) 

17 

(19) 

15 

(18) 

14 

(17) 

15 

(18) 

13 

(16) 

16 

(18) 

14 

(17) 

12 

(15) 

11 

(14) 

9以下 
14 

(16) 

13 

(16) 

12 

(15) 

10 

(13) 

13 

(15) 

12 

(14) 

10 

(13) 

11 

(14) 

10 

(13) 

12 

(15) 

11 

(14) 

9 

(12) 

8 

(ll) 

12以下 
ll 

(13) 

11 

(13) 

10 

(12) 

8 

(11) 

10 

(13) 

9 

(12) 

8 

(11) 

9 

(ll) 

8 

(10) 

10 

(12) 

9 

(ll) 

7 

(9) 

6 

(8) 

15以下 
10 

(11) 

9 

(11) 

8 

(10) 

7 

(9) 

9 

(11) 

8 

(10) 

7 

(9) 

7 

(9) 

6 

(9) 

8 

(10) 

7 

(9) 

6 

(8) 

5 

(7) 

19以下 
 7 

(9) 

7 

(8) 

6 

(7) 

 6 

(8) 

6 

(7) 

6 

(8) 

5 

(7) 

7 

(9) 

6 

(8) 

5 

(7) 

4 

(6) 

23以下 
  6 

(7) 

5 

(6) 

  5 

(6) 

 4 

(6) 

 5 

(7) 

4 

(5) 

3 

(5) 

25以下 
  5 

(6) 

4 

(6) 

  4 

(6) 

 4 

(5) 

 4 

(6) 

3 

(5) 

3 

(4) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

６) 油圧式バイブロハンマとウォータジェット併用施工（100≦Ｎmax≦180） 

 

表３．18 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）           ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 51 48 44 38 47 42 38 41 36 45 40 33 29 

4以下 27 24 21 17 24 20 17 20 16 22 19 15 12 

6以下 18 16 14 11 16 13 ll 13 11 15 12 9 8 

9以下 13 12 10 8 11 9 8 9 7 10 9 6 5 

12以下 10 9 7 6 8 7 6 7 5 8 6 5 4 

15以下 8 7 6 4 7 5 4 5 4 6 5 4 3 

19以下  5 5 4  4 4 4 3 5 4 3 2 

23以下   4 3   3  3  3 2 2 

25以下   3 3   3  2  3 2 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．19 日当り施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）            ［枚（本）／日］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 27 26 25 23 26 24 23 24 22 25 24 21 19 

4以下 18 17 15 13 17 15 13 15 13 16 14 12 10 

6以下 14 13 ll 9 12 ll 9 10 9 12 10 8 7 

9以下 ll 10 8 7 9 8 7 8 7 9 7 6 5 

12以下 8 7 6 5 7 6 5 6 5 7 6 4 4 

15以下 7 6 5 4 6 5 4 5 4 5 5 3 3 

19以下  5 4 3  4 3 4 3 4 4 3 2 

23以下   4 3   3  3  3 2 2 

25以下   3 2   2  2  3 2 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

(２) 打込み（継施工あり） 

鋼矢板，Ｈ形鋼１枚（本）につき１箇所継施工（打込み）する場合の１日当り打込枚数及び本数（Ｎ）は，

表 3.20～3.31による。 

また，鋼矢板，Ｈ形鋼１枚（本）につき２箇所以上継施工を行う場合は，表 3.32 の補正係数（Ｆ）を，

表 3.20～3.31の枚数及び本数に乗じて，１日当り継施工枚数及び本数を求める。 

（注） 鋼矢板，Ｈ形鋼１枚（本）当りＸ箇所継ぐ場合の日当り継施工枚数及び本数＝Ｎ×Ｆ 

なお，日当り継施工枚数及び本数については，整数止め（小数点以下四捨五入）とする。 

１) 電動式バイブロハンマによる施工（Ｎmax＜50） 

 

表３．20 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）   ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 21 17 15 8 19 15 10 10 8 18 14 13 10 

4以下 20 16 14 8 18 14 10 9 7 17 13 12 9 

6以下 19 15 13 8 17 13 9 9 7 16 12 ll 9 

9以下 18 14 12 7 16 12 9 8 7 15 ll 10 8 

12以下 17 13 ll 7 15 ll 8 8 6 14 10 9 7 

15以下 16 12 10 6 14 ll 8 8 6 12 10 8 6 

19以下  12 10 6  10 7  6  9 8 6 

23以下   9 6   7    8 7 5 

25以下   9 6   7    8 6 5 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．21 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）  ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 15 13 12 7 14 12 9 8 7 14 ll 10 9 

4以下 15 12 ll 7 14 ll 8 8 6 13 ll 10 8 

6以下 14 12 10 7 13 ll 8 8 6 12 10 9 7 

9以下 14 ll 10 6 12 10 8 7 6 ll 10 8 7 

12以下 13 11 9 6 12 9 7 7 6 11 9 8 6 

15以下 12 10 9 6 ll 9 7 7 5 10 8 7 6 

19以下  10 9 6  9 7  5  8 7 5 

23以下   8 5   6    7 6 5 

25以下   8 5   6    7 6 5 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

２) 油圧式バイブロハンマによる施工（Ｎmax＜50） 

 

表３．22 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）   ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 21 17 15 8 19 15 10 10 8 18 14 13 10 

4以下 20 16 14 8 18 14 10 9 7 17 13 ll 9 

6以下 19 15 13 8 17 13 9 9 7 16 12 10 8 

9以下 18 14 12 7 16 12 9 8 7 14 ll 9 8 

12以下 16 13 ll 7 14 ll 8 8 6 13 10 9 7 

15以下 15 12 10 6 13 10 7 7 6 12 9 8 6 

19以下  ll 9 6  9 7  5  9 7 6 

23以下   9 5   6    8 6 5 

25以下   8 5   6    7 6 5 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 

 

表３．23 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）  ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 15 13 12 7 14 12 9 8 7 14 11 10 9 

4以下 15 12 ll 7 14 ll 8 8 6 13 11 10 8 

6以下 14 12 10 7 13 ll 8 8 6 12 10 9 7 

9以下 13 11 10 6 12 10 7 7 6 ll 9 8 7 

12以下 13 11 9 6 12 9 7 7 5 11 9 7 6 

15以下 12 10 9 6 ll 9 7 6 5 10 8 7 6 

19以下  10 8 5  8 6  5  7 6 5 

23以下   8 5   6    7 5 5 

25以下   7 5   5    7 5 4 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 
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３) 電動式バイブロハンマとウォータジェット併用施工 

 

表３．24 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）     ［１枚（本）当り１箇所継ぎ］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
22 

(23) 

17 

(18) 

15 

(15) 

8 

(9) 

20 

(21) 

15 

(16) 

ll 

(ll) 

10 

(10) 

8 

(8) 

19 

(19) 

14 

(15) 

13 

(13) 

10 

(ll) 

4以下 
18 

(19) 

15 

(15) 

13 

(13) 

8 

(8) 

17 

(18) 

13 

(14) 

9 

(10) 

9 

(9) 

7 

(7) 

15 

(16) 

12 

(13) 

ll 

(ll) 

9 

(9) 

6以下 
16 

(17) 

13 

(14) 

ll 

(12) 

7 

(7) 

14 

(15) 

ll 

(12) 

8 

(9) 

8 

(8) 

6 

(7) 

13 

(14) 

10 

(ll) 

9 

(10) 

7 

(8) 

9以下 
13 

(14) 

ll 

(12) 

9 

(10) 

6 

(7) 

12 

(13) 

10 

(11) 

7 

(8) 

7 

(8) 

6 

(6) 

11 

(12) 

9 

(10) 

8 

(9) 

6 

(7) 

12以下 
11 

(12) 

9 

(10) 

8 

(9) 

5 

(6) 

10 

(ll) 

8 

(9) 

6 

(7) 

6 

(7) 

5 

(6) 

9 

(10) 

8 

(9) 

6 

(8) 

5 

(6) 

15以下 
9 

(11) 

8 

(9) 

7 

(8) 

5 

(5) 

9 

(10) 

7 

(8) 

5 

(6) 

5 

(6) 

5 

(5) 

8 

(9) 

7 

(8) 

5 

(7) 

5 

(6) 

19以下 
 8 

(8) 

7 

(8) 

4 

(5) 

 6 

(7) 

5 

(6) 

5 

(6) 

4 

(5) 

7 

(8) 

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

23以下 
  6 

(7) 

4 

(5) 

  5 

(5) 

 4 

(4) 

 5 

(6) 

4 

(5) 

4 

(5) 

25以下 
  5 

(6) 

4 

(4) 

  4 

(5) 

 4 

(4) 

 5 

(6) 

4 

(5) 

3 

(4) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．25 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）      ［１枚（本）当り１箇所継ぎ］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
16 

(16) 

13 

(14) 

12 

(12) 

7 

(8) 

15 

(15) 

12 

(12) 

9 

(9) 

8 

(9) 

7 

(7) 

14 

(14) 

ll 

(12) 

10 

(ll) 

9 

(9) 

4以下 
14 

(14) 

12 

(12) 

10 

(ll) 

7 

(7) 

13 

(13) 

ll 

(ll) 

8 

(8) 

8 

(8) 

6 

(6) 

12 

(13) 

10 

(10) 

9 

(10) 

7 

(8) 

6以下 
12 

(13) 

10 

(ll) 

9 

(10) 

6 

(6) 

ll 

(12) 

9 

(10) 

7 

(8) 

7 

(7) 

6 

(6) 

11 

(11) 

9 

(10) 

8 

(9) 

7 

(7) 

9以下 
11 

(11) 

9 

(10) 

8 

(9) 

5 

(6) 

10 

(11) 

8 

(9) 

6 

(7) 

6 

(7) 

5 

(6) 

9 

(10) 

8 

(8) 

7 

(8) 

6 

(7) 

12以下 
9 

(10) 

8 

(9) 

7 

(8) 

5 

(5) 

9 

(10) 

7 

(8) 

6 

(6) 

6 

(6) 

5 

(5) 

8 

(9) 

7 

(7) 

6 

(7) 

5 

(6) 

15以下 
8 

(9) 

7 

(8) 

6 

(7) 

4 

(5) 

8 

(9) 

6 

(7) 

5 

(6) 

5 

(6) 

4 

(5) 

7 

(8) 

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

19以下 
 7 

(7) 

6 

(7) 

4 

(5) 

 6 

(5) 

5 

(5) 

5 

(5) 

4 

(5) 

6 

(7) 

6 

(6) 

4 

(5) 

4 

(5) 

23以下 
  5 

(6) 

4 

(4) 

  4 

(5) 

 4 

(4) 

 5 

(6) 

4 

(5) 

4 

(4) 

25以下 
  5 

(6) 

3 

(4) 

  4 

(5) 

 3 

(4) 

 5 

(5) 

4 

(4) 

3 

(4) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

４) 電動式バイブロハンマとウォータジェット併用施工（100≦Ｎmax≦180） 

 

表３．26 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工） ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 21 17 14 8 19 15 10 10 8 18 14 12 10 

4以下 17 14 ll 7 15 12 8 8 6 14 11 9 7 

6以下 14 11 10 6 12 10 7 7 6 ll 9 7 6 

9以下 ll 9 8 5 10 8 6 6 5 9 7 6 5 

12以下 9 8 7 4 8 7 5 5 4 7 6 5 4 

15以下 8 7 6 4 7 6 4 4 4 6 5 4 3 

19以下  5 5 3  5 4 4 3 6 5 3 3 

23以下   4 3   3  3  4 3 2 

25以下   4 3   3  3  3 3 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．27 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）     ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 16 13 ll 7 14 12 9 8 7 14 ll 10 8 

4以下 13 ll 10 6 12 10 7 7 6 ll 9 8 7 

6以下 ll 9 8 5 10 8 6 6 5 9 8 7 5 

9以下 9 8 7 5 9 7 5 5 5 8 7 5 5 

12以下 8 7 6 4 7 6 5 5 4 7 6 4 4 

15以下 7 6 5 4 6 5 4 4 3 6 5 4 3 

19以下  5 5 3  5 4 4 3 5 4 3 2 

23以下   4 3   3  3  3 3 2 

25以下   3 2   2  2  3 3 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

５) 油圧式バイブロハンマとウォータジェット併用施工 

 

表３．28 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）   ［１枚（本）当り１箇所継ぎ］ 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
22 

(22) 

17 

(17) 

15 

(15) 

8 

(9) 

20 

(20) 

15 

(16) 

10 

(ll) 

10 

(10) 

8 

(8) 

18 

(19) 

14 

(14) 

12 

(13) 

10 

(10) 

4以下 
17 

(19) 

14 

(15) 

12 

(13) 

7 

(8) 

16 

(17) 

12 

(13) 

9 

(9) 

8 

(9) 

7 

(7) 

14 

(16) 

ll 

(12) 

10 

(ll) 

8 

(9) 

6以下 
15 

(16) 

12 

(13) 

10 

(ll) 

6 

(7) 

13 

(14) 

ll 

(12) 

8 

(8) 

8 

(8) 

6 

(6) 

12 

(14) 

10 

(ll) 

8 

(9) 

7 

(8) 

9以下 
12 

(14) 

10 

(ll) 

9 

(10) 

6 

(6) 

ll 

(12) 

9 

(10) 

7 

(7) 

6 

(7) 

5 

(6) 

10 

(ll) 

8 

(9) 

7 

(8) 

5 

(7) 

12以下 
10 

(ll) 

8 

(10) 

7 

(9) 

5 

(6) 

9 

(10) 

7 

(8) 

5 

(7) 

6 

(6) 

5 

(5) 

8 

(10) 

7 

(8) 

5 

(7) 

5 

(6) 

15以下 
9 

(10) 

7 

(8) 

6 

(8) 

4 

(5) 

8 

(9) 

6 

(8) 

5 

(6) 

5 

(6) 

4 

(5) 

7 

(8) 

6 

(7) 

4 

(6) 

4 

(5) 

19以下 
 6 

(8) 

6 

(7) 

4 

(4) 

 5 

(7) 

4 

(5) 

4 

(5) 

4 

(4) 

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

3 

(4) 

23以下 
  5 

(6) 

3 

(4) 

  4 

(5) 

 3 

(4) 

 4 

(5) 

3 

(4) 

3 

(4) 

25以下 
  4 

(5) 

3 

(4) 

  3 

(4) 

 3 

(4) 

 4 

(5) 

3 

(4) 

2 

(4) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．29 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）  ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 
16 

(16) 

13 

(13) 

12 

(12) 

7 

(7) 

15 

(15) 

12 

(12) 

9 

(9) 

8 

(8) 

7 

(7) 

14 

(14) 

ll 

(ll) 

10 

(ll) 

8 

(9) 

4以下 
13 

(14) 

ll 

(12) 

10 

(ll) 

6 

(7) 

12 

(13) 

10 

(ll) 

8 

(8) 

7 

(8) 

6 

(6) 

ll 

(12) 

10 

(10) 

9 

(9) 

7 

(8) 

6以下 
12 

(13) 

10 

(ll) 

9 

(9) 

6 

(6) 

ll 

(12) 

9 

(10) 

7 

(7) 

7 

(7) 

5 

(6) 

10 

(11) 

8 

(9) 

7 

(8) 

6 

(7) 

9以下 
10 

(11) 

8 

(10) 

8 

(9) 

5 

(6) 

9 

(10) 

8 

(8) 

6 

(7) 

6 

(6) 

5 

(5) 

8 

(10) 

7 

(8) 

6 

(7) 

5 

(6) 

12以下 
8 

(9) 

8 

(8) 

7 

(8) 

4 

(5) 

8 

(9) 

6 

(8) 

5 

(6) 

5 

(6) 

4 

(5) 

7 

(8) 

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

15以下 
8 

(8) 

7 

(8) 

6 

(7) 

4 

(5) 

7 

(8) 

6 

(7) 

5 

(5) 

4 

(5) 

4 

(5) 

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

4 

(5) 

19以下 
 5 

(7) 

5 

(6) 

4 

(4) 

 5 

(6) 

4 

(5) 

4 

(5) 

3 

(4) 

6 

(7) 

5 

(6) 

4 

(5) 

3 

(4) 

23以下 
  5 

(5) 

3 

(4) 

  4 

(4) 

 3 

(4) 

 4 

(5) 

3 

(4) 

2 

(4) 

25以下 
  4 

(5) 

3 

(4) 

  3 

(4) 

 3 

(3) 

 3 

(5) 

3 

(4) 

2 

(3) 

(注)１．凡例 

上段：50≦Ｎmax＜100 

下段（ ）書き：Ｎmax＜50 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要

が生じた場合。 

２．施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

６) 油圧式バイブロハンマとウォータジェット併用施工（100≦Ｎmax≦180） 

 

表３．30 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（陸上施工）  ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 20 16 14 8 18 14 10 9 7 17 13 ll 9 

4以下 15 12 10 6 13 10 7 8 6 12 10 8 6 

6以下 12 10 8 5 10 8 6 6 5 10 7 6 5 

9以下 9 8 7 4 8 6 5 5 4 7 6 4 4 

12以下 8 7 5 4 6 5 4 4 3 6 5 4 3 

15以下 6 5 5 3 6 4 3 4 3 5 4 3 2 

19以下  4 4 3  3 3 3 2 4 3 3 2 

23以下   3 2   2  2  3 2 2 

25以下   3 2   2  2  3 2 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）及び敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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表３．31 日当り継施工枚(本)数(Ｎ)（水上施工）    ［１枚（本）当り１箇所継ぎ] 

 型式 
Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ＶL型 Ⅱw型 Ⅲw型 Ⅳw型 10H型 25H型 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 Ｈ400 

 打込長(ｍ)  

2以下 15 12 ll 7 14 ll 8 8 6 13 ll 9 8 

4以下 12 10 9 6 ll 9 7 7 5 10 8 7 6 

6以下 10 8 7 5 9 7 5 5 5 8 7 5 5 

9以下 8 7 6 4 7 6 5 5 4 7 5 4 4 

12以下 6 5 5 3 6 5 4 4 3 6 5 3 3 

15以下 6 5 4 3 5 4 3 4 3 4 4 3 2 

19以下  4 3 2  3 2 3 2 3 3 3 2 

23以下   3 2   2  2  3 2 2 

25以下   3 2   2  2  3 2 2 

(注) 施工枚（本）数には，導材（ガイド）の施工手間が含まれている。 

 

７) 鋼矢板，Ｈ形鋼１枚（本）当り箇所継施工箇所数による補正 

 

表３．32 補正係数(Ｆ)｛鋼矢板(Ｈ形鋼)１枚(本)当り２箇所以上継施工を行う場合｝ 

適 用 鋼矢板 Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，ⅤL，Ⅱｗ，Ⅲｗ，Ⅳｗ，10Ｈ，25Ｈ 

最大Ｎ値 
単独施工 

(Ｎmax＜50) 

ウォータジェット併用施工 

(50≦Ｎmax＜100) 

ウォータジェット併用施工 

(100≦Ｎmax≦180) 

継 施 工 

箇 所 数 
２箇所 ３箇所 ４箇所 ５箇所 ２箇所 ３箇所 ４箇所 ５箇所 ２箇所 ３箇所 ４箇所 ５箇所 

補
正
係
数(

Ｆ) 

陸
上
施
工 

0.63 0.46 0.37 0.30 
0.70 

(0.67) 

0.54 

(0.51) 

0.44 

(0.42) 

0.38 

(0.35) 
0.74 0.60 0.50 0.43 

水
上
施
工 

0.67 0.51 0.41 0.34 
0.72 

(0.70) 

0.57 

(0.55) 

0.48 

(0.45) 

0.41 

(0.38) 
0.76 0.62 0.53 0.46 

 

適 用 Ｈ形鋼 Ｈ250，Ｈ300，Ｈ350，Ｈ400 

最大Ｎ値 
単独施工 

(Ｎmax＜50) 

ウォータジェット併用施工 

(50≦Ｎmax＜100) 

ウォータジェット併用施工 

(100≦Ｎmax≦180) 

継 施 工 

箇 所 数 
２箇所 ３箇所 ４箇所 ５箇所 ２箇所 ３箇所 ４箇所 ５箇所 ２箇所 ３箇所 ４箇所 ５箇所 

補
正
係
数(

Ｆ) 

陸
上
施
工 

0.66 0.49 0.39 0.33 
0.72 

(0.69) 

0.57 

(0.54) 

0.48 

(0.44) 

0.41 

(0.37) 
0.77 0.63 0.54 0.48 

水
上
施
工 

0.69 0.53 0.43 0.36 
0.75 

(0.72) 

0.60 

(0.57) 

0.51 

(0.47) 

0.44 

(0.40) 
0.79 0.66 0.57 0.50 

(注) ウォータジェット併用施工における（ ）書きは，Ｎmax＜50 の場合で，転石等によりやむを得ず杭打ち

用ウォータジェットを使用する必要が生じた場合。 
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(３) 継施工費 

表３．33 継施工費 

鋼矢板・H形鋼型式 継施工費(円/箇所) 

鋼

矢

板 

Ⅱ型 6,130 

Ⅲ型 6,440 

Ⅳ型 6,820 

ⅤL型 7,980 

ⅥL型 8,250 

Ⅱｗ型 7,470 

Ⅲｗ型 7,700 

Ⅳｗ型 8,230 

10H型(ハット) 11,900 

25H型(ハット) 12,600 

Ｈ

形

鋼 

Ｈ250 16,200 

Ｈ300 21,400 

Ｈ350 26,500 

Ｈ400 38,300 

(注) 継施工費に含まれる費用は，次のとおりである。 

鋼矢板継施工費：溶接棒費用，補強板材料費，開先加工費 

Ｈ形鋼継施工費：補強板材料費，接続用ボルト・ナット材料費，Ｈ形鋼孔明け加工費 

(４) 引抜き 

鋼矢板，Ｈ形鋼の日当り引抜枚数及び本数（Ｎ）は次表による。 

 

表３．34 日当り施工枚(本)数(Ｎ)  ［枚（本）／日］ 

施工場所 
陸上施工 水上施工 

引抜長(ｍ) 

2以下 91 50 
4以下 78 46 
6以下 68 42 
9以下 58 38 
12以下 50 34 
15以下 43 31 
19以下 38 28 
23以下 33 25 
25以下 30 24 

(注)１．上表は，広幅鋼矢板（Ⅱw，Ⅲw，Ⅳw）及びハット形鋼矢板（10Ｈ，25Ｈ）には適用しない。 

２．鋼矢板・Ｈ形鋼を鉛直に吊上げた状態で，鋼矢板等を切断する場合については，別途計上

する。 

6,120

8,240

16,500

21,700

26,900

38,900



①  730①  730 Ⅱ−5−②−20

 

Ⅱ-5-②-20 

３－４ 諸雑費 

諸雑費は，溶接棒，導材（ガイド）賃料，施工機械足場用の敷鉄板賃料，電気溶接機損料，ウォータジェ

ット併用施工用付属機器に関する経費（配管バンド及び溶接棒，電気溶接機損料，水中ポンプ損料，水槽及

び配管損料），現場内小運搬に関する経費，電力に関する経費等の費用であり，労務費（潜水士は除く）及

び機械運転経費の合計に下表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表３．35 諸雑費率                         （％） 

施工区分 
バイブロハンマ 

規 格 

諸雑費率 

継施工なし 継施工あり 

普通・広幅 

鋼矢板 

Ｈ形鋼 

ハット形 

鋼矢板 

普通・広幅 

鋼矢板 

ハット形 

鋼矢板 
Ｈ形鋼 

バイブロハンマ 

単独施工・打込み 

電動式 

60kＷ 
22 

15 

18 

13 

21 

15 

18 

13 

20 

15 

90kＷ 
30 

20 

24 

18 

27 

20 

23 

17 

27 

19 

油圧式 
224kＷ 

(235kＷ)(注2) 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

ウォータジェット 

併用施工・打込み 

電動式 

60kＷ 

22(26) 

21(20) 

(注3) 

20(23) 

19(18) 

(注3) 

21(25) 

20(19) 

(注3) 

19(22) 

18(18) 

(注3) 

21(25) 

20(19) 

(注3) 

90kＷ 

27(32) 

25(24) 

(注3) 

23(27) 

22(21) 

(注3) 

25(30) 

24(23) 

(注3) 

23(26) 

21(21) 

(注3) 

25(30) 

24(23) 

(注3) 

油圧式 
224kＷ 

(235kＷ)(注2) 

8(8) 

8(7) 

(注3) 

7(8) 

7(7) 

(注3) 

8(9) 

8(8) 

(注3) 

8(8) 

8(7) 

(注3) 

8(8) 

8(7) 

(注3) 

引抜き 

電動式 60kＷ 

19 

13 

(注4) 

－ － － － 

油圧式 224kＷ 

0.1 

－ 

(注4) 

－ － － － 

(注)１．凡例 

上段：陸上施工の場合 

下段：水上施工の場合 

２．バイブロハンマ規格における（ ）書きは，ハット形鋼矢板の場合。 

３．ウォータジェット併用施工・打込みにおける（ ）書きは，Ｎmax＜50 の場合で，転石等によりやむを

得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必要が生じた場合。 

４．引抜きの諸雑費率は，広幅鋼矢板には適用しない。 
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４． 単 価 表 

(１) バイブロハンマ施工による鋼矢板等の打込み又は引抜き 10枚（本）当り単価表 

 

施工歩掛コード WB250200，WB250210，WB250240，WB250250 
 

(鋼矢板等打込み，又は引抜長○○ｍ) 

名  称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一般 世話 役  人 

 

×１ 

表3.6 

表3.8～3.11,3.20～3.23, 

3.32,3.34 

と び 工  〃 

 

〃 

〃 

普 通 作 業 員  〃 

 

×１ 
〃 

〃 

溶 接 工  〃 

 

×２ 
〃  (必要に応じて計上) 

〃 

バ イ ブロ ハン マ 

杭 打 機 運 転 
 日 

 

表3.1～3.4 

〃 

引 船 運 転 鋼製200PS型 〃 

 

表3.5 (必要に応じて計上) 

〃 

ク レ ー ン 付 

台 船 運 転 

台船300ｔ積 

クローラクレーン45～50ｔ吊 
〃 

 

〃  (必要に応じて計上) 

〃 

矢 板 積台 船運 転 200ｔ積 〃 

 

〃  (必要に応じて計上) 

〃 

継 施 工 費  箇所 10×Ｘ 表3.33 (必要に応じて計上) 

諸 雑 費  式 １ 表3.35 

計     

(注) Ｎ：日当り施工枚（本）数［枚（本）／日］ 

Ｘ：１本当り継施工箇所数｛箇所／枚（本)｝ 

（ ）書き：Ｈ形鋼（継施工あり）の場合に適用する。 

×１
10 

Ｎ 

×１
10 

Ｎ 

×２
10 

Ｎ 

２ 

 

10

10 

Ｎ 

２
× 

 

×
（３） 

 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10

10 

Ｎ 

コード番号 Ｓ 1 9 4 2コード番号 Ｓ 1 9 4 2

水上施工の場合は，必要に応じて繋船費及び同航費用を共通仮設費に計上すること。

コード番号 Ｓ 5 5 0 0
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(２) バイブロハンマとウォータジェット併用施工による鋼矢板等の打込み 10枚（本）当り単価表

施工歩掛コード WB250220，WB250230

(鋼矢板等打込長○○ｍ)

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人
表3.6

表3.12～3.19,3.24～3.32,3.34

と び 工 〃
〃

〃

普 通 作 業 員 〃
〃

〃

溶 接 工 〃
〃

〃

バ イ ブ ロ ハ ン

マ 杭 打 機 運 転
日

表3.1～3.2,3.4

〃

杭打ち用ウォータ

ジ ェ ッ ト 運 転

エンジン式・排出ガス対策型

(第１次基準値 )ポンプ圧力

14.7MPa、吐出量325ℓ/min

〃

表3.1～3.2

〃

引 船 運 転 鋼製200PS型 〃
表3.5 (必要に応じて計上)

〃

クレーン付台船運転
台船300ｔ積

クローラクレーン45～50ｔ吊
〃

〃 (必要に応じて計上)

〃

矢 板 積 台 船 運 転 200ｔ積 〃
〃 (必要に応じて計上)

〃

継 施 工 費 箇所 10×Ｘ 表3.33(必要に応じて計上)

諸 雑 費 式 1 表3.35

計

(注) Ｎ：日当り施工枚（本）数［枚（本）／日］

Ｘ：１本当り継施工箇所数｛箇所／枚（本)｝

（ ）書き：Ｈ形鋼（継施工あり）の場合に適用する。

［ ］書き：鋼矢板（継施工あり）の場合に適用する。

　水上施工の場合は，必要に応じて繋船費及び同航費を共通仮設費に計上する。 

(３) 矢板積台船（200ｔ積）運転１日当り単価表

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要

台 船 損 料 200ｔ積 供用日 1.3

諸 雑 費 式 1

計

２10

Ｎ

２
××
（３）

110

Ｎ

1
××
［2］

10

Ｎ

10

10

Ｎ

0

Ｎ
×１

10

10

Ｎ

0

Ｎ
×１

10

Ｎ

10

Ｎ
××台数

10

Ｎ

10×Ｘ

10

Ｎ

コード番号 Ｓ 5 5 1 0
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(４) 機械運転単価表（陸上施工） 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 適用 

電 動 式 
バ イ ブ ロ ハ ン マ 

杭 打 機 

電動式・普通型 
60ｋＷ 

90ｋＷ 

機－20 

運転労務数量 

燃料消費量 
機械損料１ 
 

 
機械損料数量 
機械損料２ 

 
 
 

 
機械損料数量 
 

→ 

→ 
→ 
 

 
→ 
→ 

 
 
 

 
→ 

1.00 

65 
バイブロハンマ（単体） 
[電動式・普通型] 

60ｋＷ，90ｋＷ 
1.3 
クローラクレーン 

[油圧駆動式ウインチ・ラチ
スジブ型・排出ガス対策型 
(第１次基準値)] 

50～55ｔ吊 
1.3 

打込み 
引抜き 

電 動 式 
バ イ ブ ロ ハ ン マ 

杭 打 機 
(ハット形鋼矢板用) 

電動式・可変モーメント
型 

60ｋＷ 
90ｋＷ 

機－20 

運転労務数量 
燃料消費量 

機械損料１ 
 
 

機械損料数量 
機械損料２ 
 

 
 
 

機械損料数量 
 

→ 
→ 

→ 
 
 

→ 
→ 
 

 
 
 

→ 

1.00 
65 

バイブロハンマ（単体） 
[電動式・可変モーメント型] 
60ｋＷ，90ｋＷ 

1.3 
クローラクレーン 
[油圧駆動式ウインチ・ラチ

スジブ型・排出ガス対策型 
(第１次基準値)] 
50～55ｔ吊 

1.3 

打込み 

油 圧 式 
バ イ ブ ロ ハ ン マ 
杭 打 機 

油圧式・可変超高周波
型・排出ガス対策型(第１

次基準値) 
224ｋＷ 

機－20 

運転労務数量 

燃料消費量 
機械損料１ 
 

 
 
機械損料数量 

機械損料２ 
 
 

 
 
機械損料数量 

 

→ 

→ 
→ 
 

 
 

→ 

→ 
 
 

 
 

→ 

1.00 

465 
バイブロハンマ 
[油圧式・可変超高周波型・

排出ガス対策型(第１次基準
値)] 
1.3 

クローラクレーン 
[油圧駆動式ウインチ・ラチ
スジブ型・排出ガス対策型 

(第１次基準値)] 
50～55ｔ吊 
1.3 

打込み 

運転労務数量 

燃料消費量 
機械損料１ 
 

 
 
機械損料数量 

機械損料２ 
 
 

 
機械損料数量 
 

→ 

→ 
→ 
 

 
 

→ 

→ 
 
 

 
→ 

1.00 

499 
バイブロハンマ 
[油圧式・可変超高周波型・

排出ガス対策型(第１次基準
値)] 
1.2 

ラフテレーンクレーン 
[油圧伸縮ジブ型・排出ガス
対策型(第１次基準値)] 

25ｔ吊 
1.2 

引抜き 
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油 圧 式 
バ イ ブ ロ ハ ン マ 
杭 打 機 

(ハット形鋼矢板用) 

油圧式・可変超高周波
型・排出ガス対策型(第２
次基準値) 

235ｋＷ 

機－20 

運転労務数量 
燃料消費量 

機械損料１ 
 
 

 
機械損料数量 
機械損料２ 

 
 
 

 
機械損料数量 
 

→ 
→ 

→ 
 
 

 
→ 
→ 

 
 
 

 
→ 

1.00 
483 

バイブロハンマ 
[油圧式・可変超高周波型・
排出ガス対策型(第２次基準

値)] 
1.3 
クローラクレーン 

[油圧駆動式ウインチ・ラチ
スジブ型・排出ガス対策型 
(第１次基準値)] 

50～55ｔ吊 
1.3 

打込み 

 杭 打 ち 用 
ウォータジェット 

エンジン式・排出ガス対
策型(第1次基準値) 
ポンプ圧力 14.7ＭPa 

吐出量 325ℓ/min 

機－24 
燃料消費量 
機械損料数量 

→ 
→ 

110 
1.3 

打込み 
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(５) 機械運転単価表（水上施工） 

 

 

 

 

名   称 規 格 適用単価表 指  定  事  項 

バイブロハンマ 

（ 単 体 ） 

電動式・普通型 

60ｋＷ，90ｋＷ 
機－25 機 械 損 料 数 量  → 1.3 

バイブロハンマ 

（ 単 体 ） 

(ハット形鋼矢板用） 

電動式・可変モーメント型 

60ｋＷ，90ｋＷ 
機－25 機 械 損 料 数 量  → 1.3 

バイブロハンマ 

（ 単 体 ） 

油圧式・可変超高周波型・ 

排出ガス対策型(第１次基準値) 

 

224ｋＷ 

機－24 
燃 料 消 費 量 

機 械 損 料 数 量  

→ 

→ 

400 

1.3 

バイブロハンマ 

（ 単 体 ） 

(ハット形鋼矢板用） 

油圧式・可変超高周波型・ 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

 

235ｋＷ 

機－24 
燃 料 消 費 量 

機 械 損 料 数 量  

→ 

→ 

418 

1.3 

 杭 打 ち 用 

ウォータジェット 

エンジン式・排出ガス対策型(第

１次基準値) 

ポンプ圧力 14.7ＭPa 

吐出量 325 ℓ／min 

機－24 
燃 料 消 費 量 

機 械 損 料 数 量  

→ 

→ 

110 

1.3 

クレーン付台船 

クローラクレーン 

45～50ｔ吊 

台船300ｔ積 

機－11 

船 員 名 称 

運 転 労 務 数 量  

(クローラクレーン) 

機 械 損 料 単 位  

燃 料 消 費 量 

機 械 損 料 数 量  

(台 船) 

機 械 損 料 数 量  

→ 

→ 

 

→ 

→ 

→ 

 

→ 

高級船員 

1.00 

 

供用日 

51 

1.3 

 

1.3 

引 船 鋼製200PS型 機－11 

船 員 名 称 

運 転 労 務 数 量  

燃 料 消 費 量 

機 械 損 料 単 位  

機 械 損 料 数 量  

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

高級船員 

1.00 

111（重油） 

供用日 

1.0 
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②－２ バイブロハンマ工（軽量鋼矢板打込引抜工） 

 
１． 適 用 範 囲 

本資料は，電動式バイブロハンマによる軽量鋼矢板の打込み，引抜きに適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 
 

打込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引抜き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規  格 単位 数量 摘 要 

バイブロハンマ 15ｋＷ 台 １  

クローラクレーン 機械駆動式ウインチ・ラチスジブ型

16ｔ吊 

〃 １  

トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 16ｔ吊 〃 １ 必要時のみ計上 

発動発電機 

ディーゼルエンジン駆動・排出ガス

対策型（第１次基準値） 

17／20kVA 

〃 １ 〃 

(注)１．トラッククレーンは，現場内小運搬用として次の場合のみ計上する。 

①施工場所から 30ｍ以内のところに矢板置場を設けることが出来ない場合 

②作業場所が狭小で民家その他施設，構造物などを破損又は危険にさらす恐れのある場合 

２．発動発電機は，商用電源がない場合に計上する。 

矢
板
吊
上
げ
・
建
込
み 

機

材

の

搬

出 

施

工

機

械

撤

去 

矢

板

打

込

み 

施

工

機

械

設

置 

機

材

の

搬

入 

矢

板

引

抜

き 
機

材

の

搬

出 

施

工

機

械

撤

去 

矢

板

抜

倒 

施

工

機

械

設

置 

機

材

の

搬

入 
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４． 編 成 人 員 

軽量鋼矢板の打込み，引抜き作業の編成人員は，次表を標準とする。 

表４．１ 打込み，引抜き作業の編成人員 

土木一般世話役 とび工 普通作業員 

１ ２ １ 

 

５． 施 工 歩 掛 

５－１ 打込み及び引抜施工時間 

矢板１枚当り打込み及び引抜き施工時間は，次式による。 

 

 

ＴＣ：矢板１枚当り施工時間（分／枚） 

Ｔｓ：  〃   準備時間（分／枚） 

Ｔｂ：  〃   打込み又は引抜き時間（分／枚） 

ｆｃ：現場の条件による作業係数 

(１) 軽量鋼矢板１枚当り準備時間（Ｔｓ） 

軽量鋼矢板１枚当り準備時間は，次表を標準とする。 

                 表５．１ 軽量鋼矢板１枚当り準備時間（Ｔｓ）       (分／枚) 

打 込 み 引 抜 き 

Ｔｓ＝0.3・Ｌ＋２ Ｔｓ＝0.15・Ｌ＋1.5 

(注) Ｌ：矢板長さ（ｍ） 

 

(２) 軽量鋼矢板１枚当り打込み又は引抜時間（Ｔｂ） 

Ｔｂ＝γ・ｔ・Ｋ………………………………（分／枚） 

γ：土質による打込み又は引抜時間（分／ｍ） 

ｔ：矢板根入長（ｍ） 

Ｋ：軽量鋼矢板の種類による係数 

① 土質による打込み又は引抜時間（γ） 

土質による打込み又は引抜時間は，次表を標準とする。 

                           表５．２ 打込み又は引抜時間                     (分／ｍ) 

工 種 （γ1）レキ質土・砂・砂質土 （γ2）粘性土 

打 込 バイブロハンマ 0.02・Ｎ1＋0.7 0.03・Ｎ2＋0.7 

引 抜 バイブロハンマ 0.4 0.7 

(注)１．Ｎ1，Ｎ2：各地質ごとの根入長に対する加重平均Ｎ値 

２．γ の算出については γ1・γ2を各々算出し，下式により加重平均する。 

 

 

γ ：土質による打込み又は引抜時間（分／ｍ） 

γ1：レキ質土・砂・砂質土の打込み又は引抜時間（分） 

ℓ1：γ1に対する根入長（ｍ） 

γ2：粘性土の打込み又は引抜時間（分） 

ℓ2：γ2に対する根入長（ｍ） 

 

② 軽量鋼矢板の種類による係数（Ｋ） 

表５．３ 軽量鋼矢板の種類による係数（Ｋ） 

矢 板 種 類 打 込 み 引 抜 き 

軽量鋼矢板 250㎜ 0.5 0.6 

軽量鋼矢板 333㎜ 0.8 0.95 

 

普通作業員

（人） 

γ の算出については γ1・

γ ：土質による打込み又は引抜時間（分／

 

γ＝ 
ℓ1＋ℓ2 

1

γ1×ℓ1＋γ2×ℓ2 

矢板１枚当り打込み及び

ＴＣ：矢板１枚当り施工時間（分／枚）

 

ＴＣ＝ 

ＴＣ：矢板１枚当り施工時間（分／枚）

ｆc 
ＴＣ＝

Ｔｓ＋Ｔb 
…………………(分／枚) 
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③ 現場の条件による作業係数（ｆｃ） 

作業係数は，次式による。 

ｆｃ＝f0＋f1＋f2＋f3＋f4 

f0：基準作業係数 

f1～f4：作業条件による補正係数 

 

表５．４ 基準作業係数（f0） 

打 込 み 引 抜 き 

0.8 0.7 

 

表５．５ 作業条件による補正係数 

係 数 

条 件 
-0.05 0 ＋0.05 摘 要 

f1 

家屋，鉄道，橋梁，道路

施設，構造物などによる

障害の程度 

かなりある な し － 
作業中断の有無，並びに機械の

行動に制約される。 

f2 
現場の広さによる作業難

易の程度 
不 良 普 通 － 

機械の移動，矢板の仮置場所，

矢板の吊込みなどに十分な広さ

があるか。 

f3 
足場の状況により作業に

及ぼす程度 
不 良 普 通 良 不陸，軟弱等による足場の良否 

f4 
施 工 規 模 

（１工事当り） 
100枚未満 

100枚以上 

300枚未満 
300枚以上  

 

５－２ 運転時間 

(１) バイブロハンマ，クローラクレーン，発動発電機 

・軽量鋼矢板１枚当り運転時間＝ＴＣ 

・運転日当り運転時間（Ｔ）＝「建設機械等損料表」のバイブロハンマの標準時間 

・バイブロハンマの電源に商用電源を用いた場合の電力料の算出は，１枚当り施工時間（ＴＣ）に，0.7を

乗じたものとする。 

(２) トラッククレーン 

・軽量鋼矢板１枚当り運転時間＝ＴＣ×0.6 
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７． 単 価 表 

(１) バイブロハンマによる軽量鋼矢板打込み又は引抜き 10枚当り単価表 

施工歩掛コード WB251010，WB251020 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 
 

人 
10・TC 

60 
表 4.1 

と び 工 
 

〃 
10・TC 

60 
〃 

普 通 作 業 員 
 

〃 
10・TC 

60 
〃 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

杭 打 機 運 転 

 
ｈ 

10・TC 

60 

ベースマシン 

＋バイブロハンマ 

発 動 発 電 機 運 転 
 

日 
10・TC 

60 
必要に応じて計上 

トラッククレーン

運 転 

 
ｈ 

10・TC 

60 
〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｔ＝バイブロハンマ運転日当り運転時間（ｈ） 

ＴＣ＝軽量鋼矢板１枚当り施工時間（分） 

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

電 動 式 

バイブロハンマ 

杭 打 機 

15ｋＷ 機－５ 

機械損料１→バイブロハンマ 15ｋＷ 

（商用電力を使用した場合は下記による） 

電力量→Ｅ×0.7 

Ｅ→バイブロハンマの時間当り電力消費量（ｋＷｈ） 

Ｔ＝バイブロハンマ運転日当り運転時間（ｈ） 

ＴＣ→矢板１枚当り施工時間（分） 

発 動 発 電 機 

ディーゼルエンジ

ン駆動・排出ガス

対策型 

（第１次基準値） 

17／20ｋVA 

機－12 運転時間→バイブロハンマの運転日当り運転時間（ｈ） 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 

16ｔ吊 
機－１ 

 

 

 

 

×１ 
１ 

Ｔ 
× 

×２ 
１ 

Ｔ 
× 

×１ 
１ 

Ｔ 
× 

１ 

Ｔ 
× 

×0.6 
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７． 単 価 表 

(１) バイブロハンマによる軽量鋼矢板打込み又は引抜き 10枚当り単価表 

施工歩掛コード WB251010，WB251020 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 
 

人 
10・TC 

60 
表 4.1 

と び 工 
 

〃 
10・TC 

60 
〃 

普 通 作 業 員 
 

〃 
10・TC 

60 
〃 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

杭 打 機 運 転 

 
ｈ 

10・TC 

60 

ベースマシン 

＋バイブロハンマ 

発 動 発 電 機 運 転 
 

日 
10・TC 

60 
必要に応じて計上 

トラッククレーン

運 転 

 
ｈ 

10・TC 

60 
〃 

諸 雑 費  式 １  

計     

(注) Ｔ＝バイブロハンマ運転日当り運転時間（ｈ） 

ＴＣ＝軽量鋼矢板１枚当り施工時間（分） 

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

電 動 式 

バイブロハンマ 

杭 打 機 

15ｋＷ 機－５ 

機械損料１→バイブロハンマ 15ｋＷ 

（商用電力を使用した場合は下記による） 

電力量→Ｅ×0.7 

Ｅ→バイブロハンマの時間当り電力消費量（ｋＷｈ） 

Ｔ＝バイブロハンマ運転日当り運転時間（ｈ） 

ＴＣ→矢板１枚当り施工時間（分） 

発 動 発 電 機 

ディーゼルエンジ

ン駆動・排出ガス

対策型 

（第１次基準値） 

17／20ｋVA 

機－12 運転時間→バイブロハンマの運転日当り運転時間（ｈ） 

トラッククレーン 
油圧伸縮ジブ型 

16ｔ吊 
機－１ 

 

 

 

 

表×１ 
１ 

Ｔ 

TC １

Ｔ
× 

×２ 
１ 

Ｔ 

TC １１

Ｔ
× 

×１ 

・TC

１ 

Ｔ 

TC １１

Ｔ
× 

１ 

Ｔ 

TC １

Ｔ
× 

TC
×0.6 

６．
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③ 油圧圧入引抜工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は、油圧式杭圧入引抜機による鋼矢板の圧入（Nmax≦600）及び，引抜きの施工に適用する。 

なお，継矢板の施工法は，先行する鋼矢板を圧入後，それに接続する鋼矢板を鉛直に建込んだ状態で継手部を溶

接するものである。 

Nmax≦50 での施工における油圧式圧入引抜機の反力チャックのつかみ代は次のとおりとする。 

・Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，ⅤＬ，ⅥＬ，Ⅱｗ，Ⅲｗ，Ⅳｗ型の場合：500㎜を標準とする。 

・ハット形鋼矢板（10Ｈ，25Ｈ型）の場合：550㎜を標準とする。 

なお，Nmax≦50での施工における布掘深さ（又は、地表面よりの余裕深さ）は反力チャックのつかみ代と同じ幅

を標準とする。50＜Nmax≦600 の施工における布掘深さ（又は，地表面よりの余裕高さ）は，1,000 ㎜を標準とす

る。 

また，鋼矢板形式毎の圧入長（引抜長）の適用範囲は，表１.１のとおりとし，これにより難い場合は，別途考

慮する。 

表１．１ 圧入長（引抜長） 

鋼矢板の型式 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 ⅤL型 ⅥL型 Ⅱｗ型 Ⅲｗ型 Ⅳｗ型 10Ｈ型 25Ｈ型 

圧入長 

（引抜長） 

（ｍ） 

圧
入 

Nmax≦25 10以下 15以下 20以下 25以下 25以下 12以下 25以下 25以下 12以下 25以下 

Nmax≦50 12以下 18以下 20以下 25以下 25以下 14以下 25以下 25以下 14以下 25以下 

50＜Nmax≦600 10以下 15以下 20以下 25以下 25以下 12以下 25以下 25以下 － － 

引抜き 12以下 18以下 20以下 25以下 25以下 － 

(注)１．圧入長（引抜長）とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長（引抜長）であり，鋼矢板長とは異なる。 

２．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用するものとし， Nmax≦25 におい

ても転石等によりやむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する場合は適用できる。 

３．圧入（50＜Nmax≦600）の最小圧入長は，3.0ｍ以上を標準とする。 

４．圧入（600＜Nmax）は別途考慮するものとする。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

(１) 圧入（Nmax≦25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 施工機械足場用の敷鉄板の施工を含む。 

         (注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図 2-1 施工フロー(圧入（Nmax≦25）) 
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(２) 圧入（Nmax≦50） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 施工機械足場用の敷鉄板の施工を含む。 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図 2-2 施工フロー(圧入（Nmax≦50）) 

 (３) 圧入（50＜Nmax≦600） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 施工機械足場用の敷鉄板の施工を含む。 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図 2-3 施工フロー(圧入（50＜Nmax≦600）) 

 

(４) 引抜き 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 施工機械足場用の敷鉄板の施工を含む。 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図 2-4 施工フロー(引抜き) 
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３． 施 工 歩 掛 

３－１ 機種の選定 

(１) 油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機の規格は，次表を標準とする。 

表３．１ 機種の選定 

作業の種類 圧  入 引 抜 き 

最大Ｎ値 Nmax≦25 Nmax≦50 50＜Nmax≦600 － 

鋼
矢
板
型
式 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 

エンジン式ユニット・ 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

圧入力  981～1,471kN 

引抜力 1,079～1,569kN 

エンジン式ユニット(硬質地盤専用)・ 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

普通鋼矢板用 

圧入力 800kN 

引抜力 900kN 

エンジン式ユニット・ 

排出ガス対策型 

（第１次基準値） 

圧入力  981～1,471kN 

引抜力1,079～ 1,569kN 

ⅤL・ⅥL型 
エンジン式ユニット・ 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

広幅鋼矢板用 

圧入力  981～1,471kN 

引抜力 1,079～1,569kN 

エンジン式ユニット(硬質地盤専用)・ 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

広幅鋼矢板用 

圧入力 800kN 

引抜力 900kN 

エンジン式ユニット・ 

排出ガス対策型 

（第１次基準値） 

広幅鋼矢板用 

圧入力  981～1,471kN 

引抜力 1,079～1,569kN 

Ⅱｗ・Ⅲｗ・Ⅳｗ型 － 

10Ｈ・25Ｈ型 

エンジン式ユニット・ 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

ハット形鋼矢板900㎜ 用 

圧入力 1,000kN 

引抜力 1,100kN 

－ － 

(注) 圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用するものとし，Nmax≦25 におい

ても転石等によりやむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する場合は適用できる。 

 

(２) 付属機械 

油圧式杭圧入引抜機の付属機械の機械・規格は，次表を標準とする。 

表３．２ 付属機械の機種の選定 

作業の種類 

機械名 
圧入（Nmax≦25） 

引抜き 
圧入（Nmax≦50） 圧入（50＜Nmax≦600） 備  考 

ラフテレーンクレーン 

(注）4 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型（第２次基準値） 

25ｔ吊 (注)2 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型（第１次基準値） 

50～51ｔ吊 (注)2 

陸上からの施工時のみ 

杭 打 ち 用 

ウ ォ ー タ ジ ェ ッ ト 
－ 

エンジン式・ 

排出ガス対策型 

（第１次基準値） 

14.7MPa325ℓ /min 

－  

ク レ ー ン 付 台 船 
クローラクレーン 35～ 40ｔ吊 

台船 300ｔ積 (注)3 
－ 

水上からの施工時のみ 

引 船 鋼製 100ＰＳ型 (注)3 － 

(注)１．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用するものとし，Nmax≦25 におい

ても転石等によりやむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する場合は適用できる。 

２．ラフテレーンクレーンは，損料とする。 

３．水上施工の場合の注意事項 

・潜水士船を必要に応じ計上する。 

・海上及び港湾工事で，上表により難い場合は別途考慮する。 

・クレーン付台船には，圧入（Nmax≦25）時は油圧式杭圧入引抜機，同油圧ユニット，電気溶接機及び

鋼矢板を搭載するものとし，鋼矢板の搭載質量は，230ｔ（圧入（Nmax≦50）時は杭打ち用ウォータ

ジェット，水槽も搭載し，鋼矢板の搭載質量は，210ｔ）以下とする。 

４．現場条件により上表により難い場合は，現場条件に適した規格を選定すること。 

５．濁水処理装置が必要な場合は，「第Ⅱ編第５章⑰濁水処理工（一般土木工事）」により別途計上する。 
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３－２ 日当り編成人員 

(１) 油圧圧入引抜工の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表３．３ 日当り編成人員                   (人) 

作業の種類 土木一般世話役 特殊作業員 とび工 溶接工(注) 

圧入(Nmax≦25) 1 1 2 2 

圧入(Nmax≦50) 1 1 2 2 

圧入(50＜Nmax≦600) 1 1 2 － 

引  抜  き 1 1 2 － 

(注)１．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．溶接工は継矢板を施工する場合のみ計上する。 

 

(２) 水上施工の１船団に対する船舶作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表３．４ 船舶作業の日当り編成人員    （人） 

職 種 クレーン付台船 引 船 

高級船員 1 1 

(注)１．船員は休日以外の休止日については，共通仮設費の準備費における繋船費として

計上する。 

２．潜水士が必要な場合は、船員と同様な方法で別途計上する。 

３．海上及び港湾工事で，上表により難い場合は別途考慮する。 

４．上表は，圧入又は引抜作業の配置人員であり，搬入，搬出等の回航は共通仮設費

の運搬費として計上する。 

 

３－３ 日当り施工枚数 

(１) 圧入，引抜き（継施工なし） 

鋼矢板の圧入及び引抜作業における日当り施工枚数（Ｎ）は，表３．５～表３．１２による。 

１) 圧入（Nmax≦25） 

 

表３．５ 日当り施工枚数（Ｎ）               (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

2 

以下 

4 

以下 

6 

以下 

9 

以下 

12 

以下 

15 

以下 

19 

以下 

23 

以下 

25 

以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 62 45 35 28 22 18 15 13 － 

ⅤL・ⅥL型 59 41 31 24 19 16 13 11 9.7 

Ⅱw・Ⅲw・Ⅳw型 59 41 31 24 19 15 13 11 9.5 

10Ｈ・25Ｈ型 57 38 28 21 17 14 11 9.3 8.3 

(注)１．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

２．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表１.１による。 

３．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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２) 圧入（Nmax≦50） 

 

表３．６ 日当り施工枚数（Ｎ）                (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

2 

以下 

4 

以下 

6 

以下 

9 

以下 

12 

以下 

15 

以下 

19 

以下 

23 

以下 

25 

以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 
41 

(42) 

30 

(33) 

24 

(27) 

19 

(22) 

16 

(18) 

13 

(15) 

ll 

(13) 

9.3 

(11) 

－ 

(－) 

ⅤL・ⅥL型 
40 

(41) 

29 

(31) 

23 

(25) 

18 

(20) 

14 

(16) 

12 

(14) 

10 

(12) 

8.4 

(9.9) 

7.5 

(8.9) 

Ⅱw・Ⅲw・Ⅳw型 
40 

(41) 

29 

(31) 

23 

(25) 

18 

(20) 

14 

(16) 

12 

(14) 

9.8 

(11) 

8.3 

(9.7) 

7.4 

(8.7) 

10Ｈ・25Ｈ型 
39 

(40) 

27 

(30) 

21 

(23) 

16 

(19) 

13 

(15) 

ll 

(12) 

8.7 

(10) 

7.3 

(8.8) 

6.5 

(7.8) 

(注)１．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

３．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表１.１による。 

４．上     段：25＜Nmax≦50 

下段（ ）書き：Nmax≦25 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必

要が生じた場合。 

５．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

 

３) 圧入（50＜Nmax≦100） 

 

表３．７ 日当り施工枚数（Ｎ）               (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

4 

以下 
6 

以下 
9 

以下 
12 

以下 
15 

以下 
19 

以下 
23 

以下 
25 

以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 19 13 9.2 6.9 5.5 4.4 3.6 － 

ⅤL・ⅥL型 17 12 8.2 6.1 4.8 3.9 3.2 2.8 

Ⅱw・Ⅲw・Ⅳw型 17 12 8.2 6.1 4.8 3.9 3.2 2.8 

(注)１．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

２．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表１.１による。 

３．最小圧入長は，３.０ｍ以上を標準とする。 

４．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

５．本歩掛は，オーガによる先行掘削の有無にかかわらず適用出来る。 

 

４) 圧入（100＜Nmax≦180） 

 

表３．８ 日当り施工枚数（Ｎ）              (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

4 

以下 
6 

以下 
9 

以下 
12 

以下 
15 

以下 
19 

以下 
23 

以下 
25 

以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 16 11 7.8 5.7 4.6 3.7 3.0 － 

ⅤL・ⅥL型 15 9.7 6.8 5.0 4.0 3.2 2.6 2.3 

Ⅱw・Ⅲw・Ⅳw型 15 9.7 6.8 5.0 4.0 3.2 2.6 2.3 

(注)１．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

２．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表１.１による。 

３．最小圧入長は，３.０ｍ以上を標準とする。 

４．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

５．本歩掛は，オーガによる先行掘削の有無にかかわらず適用出来る。 
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５) 圧 入（180＜Nmax≦250） 

表３．９ 日当り施工枚数（Ｎ）              (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

4 

以下 
6 

以下 
9 

以下 
12 

以下 
15 

以下 
19 

以下 
23 

以下 
25 

以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 16 11 7.4 5.4 4.3 3.5 2.8 － 

ⅤL・ⅥL型 14 9.4 6.5 4.8 3.7 3.0 2.5 2.2 

Ⅱw・Ⅲw・Ⅳw型 14 9.4 6.5 4.8 3.7 3.0 2.5 2.2 

 (注) 1．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

2．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表 1.1による。 

3．最小圧入長は，3.0ｍ以上を標準とする。 

4．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

5．本歩掛は，オーガによる先行掘削の有無にかかわらず適用出来る。 

 

 

６) 圧 入（250＜Nmax≦375） 

表３．10 日当り施工枚数（Ｎ）              (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

4 
以下 

6 
以下 

9 
以下 

12 
以下 

15 
以下 

19 
以下 

23 
以下 

25 
以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 14 9.3 6.4 4.7 3.7 3.0 2.4 － 

ⅤL・ⅥL型 13 8.1 5.6 4.1 3.2 2.6 2.1 1.8 

Ⅱｗ・Ⅲｗ・Ⅳｗ型 13 8.1 5.6 4.1 3.2 2.6 2.1 1.8 

(注) 1．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

2．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表 1.1による。 

3．最小圧入長は，3.0ｍ以上を標準とする。 

4．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

5．本歩掛は，オーガによる先行掘削の有無にかかわらず適用出来る。 

 

 

７) 圧 入（375＜Nmax≦600） 

表３．11 日当り施工枚数（Ｎ）              (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

4 
以下 

6 
以下 

9 
以下 

12 
以下 

15 
以下 

19 
以下 

23 
以下 

25 
以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型 12 7.6 5.2 3.8 3.0 2.4 1.9 － 

ⅤL・ⅥL型 10 6.6 4.5 3.3 2.6 2.1 1.7 1.5 

Ⅱｗ・Ⅲｗ・Ⅳｗ型 10 6.6 4.5 3.3 2.6 2.1 1.7 1.5 

(注) 1．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

2．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表 1.1による。 

3．最小圧入長は，3.0ｍ以上を標準とする。 

4．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

5．本歩掛は，オーガによる先行掘削の有無にかかわらず適用出来る。 
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８) 引抜き 

 

表３．12 日当り施工枚数（Ｎ）                  (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

2 

以下 

4 

以下 

6 

以下 

9 

以下 

12 

以下 

15 

以下 

19 

以下 

23 

以下 

25 

以下 

Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・ⅤL・Ⅵ L型 86 70 58 48 40 34 30 25 23 

(注)１．引抜長とは，地表面よりの鋼矢板の引抜長であり，鋼矢板長とは異なる。 

２．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表１.１による。 

３．日当り施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

 

(２) 圧入（継施工あり） 

鋼矢板１枚につき１箇所継施工（圧入）する場合の日当り施工枚数（Ｎ）は，表３.13～表３.14を標準と

する。 

鋼矢板１枚につき２箇所以上継施工を行う場合は，表３.15の補正係数を，表３.13～表３.14の枚数に乗

じて，日当り継施工枚数を求める。 

(注) 鋼矢板１枚当りＸ箇所継ぐ場合の日当り継施工枚数Ｎ ’＝Ｎ×Ｆ（Ｆ：補正係数） 

日当り継施工枚数Ｎ ’が１０以上の場合は，整数とし，少数第１位を四捨五入する。 

日当り継施工枚数Ｎ ’が１０未満の場合は，少数第１位とし，少数第２位を四捨五入する。 

 

１) 圧入継施工（Nmax≦25） 

 

表３．13 日当り継施工枚数（Ｎ）                 (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

2 

以下 

4 

以下 

6 

以下 

9 

以下 

12 

以下 

15 

以下 

19 

以下 

23 

以下 

25 

以下 

Ⅱ型 22 19 17 15 13 － － － － 

Ⅲ型 17 16 14 13 11 10 － － － 

Ⅳ型 15 14 13 12 10 9.5 8.6 7.9 － 

ⅤL型 8.6 8.0 7.6 7.1 6.6 6.2 5.7 5.2 5.0 

ⅥL型 7.0 6.7 6.4 6.0 5.6 5.3 5.0 4.6 4.4 

Ⅱw型 19 17 15 13 ll － － － － 

Ⅲw型 15 13 12 11 9.7 8.6 7.9 7.1 6.2 

Ⅳw型 11 9.9 9.2 8.4 7.7 7.0 6.5 6.0 5.3 

10Ｈ型 9.9 9.1 8.4 7.6 7.0 － － － － 

25Ｈ型 7.8 7.3 6.8 6.3 5.9 5.5 5.0 4.5 4.2 

(注)１．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

２．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表１.１による。 

３．日当り継施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 
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２) 圧入継施工（Nmax≦50） 

 

表３．14 日当り継施工枚数（Ｎ）                  (枚／日) 

圧入長(ｍ) 

鋼矢板型式 

2 

以下 

4 

以下 

6 

以下 

9 

以下 

12 

以下 

15 

以下 

19 

以下 

23 

以下 

25 

以下 

Ⅱ型 
18 

(18) 

16 

(17) 

14 

(15) 

12 

(13) 

ll 

(12) 
－ － － － 

Ⅲ型 
15 

(15) 

13 

(14) 

12 

(13) 

ll 

(11) 

9.6 

(10) 

8.4 

(9.2) 

7.5 

(8.4) 
－ － 

Ⅳ型 
13 

(14) 

12 

(12) 

11 

(11) 

9.7 

(10) 

8.9 

(9.5) 

7.9 

(8.6) 

7.1 

(7.9) 

6.2 

(7.1) 
－ 

ⅤL型 
8.0 

(8.0) 

7.4 

(7.6) 

7.0 

(7.1) 

6.4 

(6.7) 

5.8 

(6.2) 

5.5 

(5.8) 

5.0 

(5.5) 

4.4 

(5.0) 

4.4 

(4.7) 

ⅥL型 
6.7 

(6.7) 

6.3 

(6.4) 

5.9 

(6.1) 

5.5 

(5.7) 

5.1 

(5.3) 

4.8 

(5.1) 

4.4 

(4.8) 

4.0 

(4.4) 

4.0 

(4.2) 

Ⅱw型 
17 

(17) 

15 

(15) 

13 

(13) 

ll 

(12) 

9.4 

(10) 

8.5 

(9.4) 
－ － － 

Ⅲw型 
13 

(13) 

12 

(12) 

ll 

(ll) 

9.5 

(10) 

8.2 

(8.9) 

7.5 

(8.2) 

6.7 

(7.1) 

5.7 

(6.7) 

5.2 

(6.2) 

Ⅳw型 
9.8 

(9.9) 

9.0 

(9.2) 

8.3 

(8.6) 

7.5 

(7.9) 

6.7 

(7.2) 

6.2 

(6.7) 

5.7 

(6.0) 

5.0 

(5.7) 

4.6 

(5.3) 

10Ｈ型 
9.2 

(9.2) 

8.3 

(8.6) 

7.6 

(7.9) 

6.9 

(7.4) 

6.2 

(6.7) 

5.7 

(6.0) 
－ － － 

25Ｈ型 
7.3 

(7.3) 

6.8 

(6.9) 

6.3 

(6.5) 

5.8 

(6.1) 

5.3 

(5.6) 

5.0 

(5.1) 

4.5 

(4.7) 

3.9 

(4.5) 

3.9 

(4.2) 

(注)１．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．圧入長とは，地表面よりの鋼矢板の圧入長であり，鋼矢板長とは異なる。 

３．鋼矢板型式毎の適用範囲は，表 1.1による。 

４．上     段：25＜Nmax≦50 

下段（ ）書き：Nmax≦25 で，転石等により，やむを得ず杭打ち用ウォータジェットを使用する必

要が生じた場合。 

５．日当り継施工枚数には，敷鉄板の施工手間が含まれている。 

 

３) 鋼矢板１枚当り継施工箇所数による補正 

 

表３．15 補正係数（Ｆ）（鋼矢板１枚当り２箇所以上継施工を行う場合） 

鋼矢板１枚当り継施工箇所数（Ｘ） 2箇所 3箇所 4箇所 5箇所 

補正係数（Ｆ） 0.66 0.50 0.40 0.34 

 

(３) 継施工費 

「第Ⅱ編第５章仮設工②－１バイブロハンマ工３．施工歩掛３－３日当り施工枚数（３）継施工費」による。 

 

(４) 継矢板の引抜き・切断 

鋼矢板を鉛直に吊上げた状態で，鋼矢板を切断する場合については，別途積算する。 
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(５) 油圧式杭圧入引抜機の据付・解体歩掛 

据付・解体は，施工前の準備としての施工機械の設置，試運転等と施工後の施工機械の解体・撤去作業で

あり，歩掛は次表を標準とする。 

 

表３．16 据付・解体歩掛 

作業の種類 

労 務(人/回) 組合せ機械運転時間(日/回) 
土木一般 

世話役 
特殊作業員 とび工 

油圧式杭 

圧入引抜機 
ラフテレーン

クレーン 
圧入(Nmax≦25) 0.29 0.29 0.58 0.25 0.30 
圧入(Nmax≦50) 0.50 0.50 1.00 0.29 0.45 

圧入(50＜Nmax≦600) 1.10 1.10 2.19 0.59 0.90 
引  抜  き 0.19 0.19 0.39 0.13 0.19 

(注)１．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．本歩掛は，既設鋼矢板，反力架台いずれを使用する場合も適用出来る。 

３．本表は，据付・解体１回当りの歩掛である。したがって，１工事で機械１組につき，工事着工時

には１回，現場内移設時には移設回数分計上する。 

４．水上施工等で反力架台が設置出来ない場合には，初期鋼矢板の施工は，バイブロハンマ工により

別途積算する。また，引抜きにおいても残鋼矢板の施工はバイブロハンマ工により別途計上する。

（初期又は残鋼矢板：Ⅱ～Ⅳ型４枚，ⅤL～ⅥL型及びⅡw～Ⅳw型３枚，10Ｈ・25Ｈ型４枚） 

なお，クレーン付台船及び引船の運転日数は，土木一般世話役の歩掛を「日／回」と読み変えて

適用するものとし，回航費用は別途計上する。 

 

(６) 諸雑費 

圧入（Nmax≦25），圧入（Nmax≦50）及び引抜きにおける諸雑費は，溶接棒，施工機械足場用の敷鉄板賃

料，電気溶接機損料，ウォータジェット併用施工用付属機器に関する経費（配管バンド及び溶接棒，電気溶

接機損料，水中ポンプ損料，水槽及び配管損料），現場内小運搬に関する経費，電力に関する経費等の費用

（継施工に関する経費は除く）であり，労務費，機械損料及び機械運転経費の合計額に次表の率を乗じた金

額を上限として計上する。 

圧入（50＜Nmax≦600）における諸雑費は，溶接棒，施工機械足場用の敷鉄板賃料，電気溶接機損料，現

場内小運搬に関する経費，排出土処理用のバックホウ運転に関する経費，オーガスクリュー及びオーガヘッ

ド並びにケーシング損料等の費用であり，労務費，機械損料及び機械運転経費の合計額に下表の率を乗じた

金額を上限として計上する。 

表３．17 諸雑費率                             （％） 

作業の種類 

陸上施工 水上施工 
継施工なし 継施工あり 継施工なし 継施工あり 

普通・ 

広幅 

鋼矢板 

ハット形 

鋼矢板 

普通・ 

広幅 

鋼矢板 

ハット形 

鋼矢板 

普通・ 

広幅 

鋼矢板 

ハット形 

鋼矢板 

普通・ 

広幅 

鋼矢板 

ハット形 

鋼矢板 

圧入(Nmax≦25) 1 1 2 2 1 1 3 2 
圧入(Nmax≦50) 8 6 8 7 6 5 8 7 

圧入(50＜Nmax≦600) 16 ― 

引 抜 き 
0.2 

(注)2 
― 

(注)１．圧入（Nmax≦50）は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．引抜きの諸雑費率は，広幅鋼矢板には適用しない。 
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５. 単 価 表 

(１) 鋼矢板圧入 10枚当り単価表（Nmax≦25） 

施工歩掛コード WB251330 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表3.3 

表3.5 

特 殊 作 業 員  〃 
  〃 

 〃 

と び 工  〃 
  〃 

 〃 

油圧式杭圧入引抜機運転  日 
 表3.1 

 〃 

ラ フテレ ーンク レーン 

転運  

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第2次基準値)25ｔ吊 
〃 

 表3.2  (注)2 

 〃 

ク レ ー ン 付 台 船 運 転 
クローラクレーン35～40ｔ吊 

台船300ｔ積 
〃 

 表3.2  (注)3 

 〃 

引 船 運 転 鋼製100PS型 〃 
  〃 

 〃 

諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

(注)１．Ｎ：日当り施工枚数（枚／日） 

２．陸上からの施工時のみ計上 

３．水上からの施工時のみ計上。また，必要に応じて繋船量及び同航費用を，共通仮設費に計上する。 
 

(２) 鋼矢板圧入 10枚当り単価表（Nmax≦50） 

施工歩掛コード WB251340 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表3.3 

表3.6 

特 殊 作 業 員  〃 
  〃 

 〃 

と び 工  〃 
  〃 

 〃 

油圧式杭圧入引抜機運転  日 
 表3.1 

 〃 

杭 打 ち 用 

ウォータジェット運転 
ｴﾝｼﾞﾝ式・排出ガス対策型(第1

次基準値)14.7MPa325ℓ/min 
〃 

 表3.2 

 〃 

ラフテレーンクレーン 

運 転 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第2次基準値)25ｔ吊 
〃 

 表3.2  (注)3 

 〃 

ク レ ー ン 付 台 船 運 転 
クローラクレーン35～40ｔ吊 

台船300ｔ積 
〃 

 表3.2  (注)4 

 〃 

引 船 運 転 鋼製100PS型 〃 
  〃 

 〃 
諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

(注)１．本単価表は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．Ｎ：日当り施工枚数（枚／日） 

３．陸上からの施工時のみ計上 

４．水上からの施工時のみ計上。また，必要に応じて繋船費及び同航費用を共通仮設費に計上する。 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×2 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×2 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

コード番号 Ｓ 5 5 2 9

コード番号 Ｓ 5 5 3 5

４.
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(３) 鋼矢板圧入 10枚当り単価表（50＜Nmax≦600） 

施工歩掛コード WB251390 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表3.3 

表3.7～表3.11 

特 殊 作 業 員  〃 
  〃 

 〃 

と び 工  〃 
  〃 

 〃 

油圧式杭圧入引抜機運転  日 
 表3.1 

 〃 

ラフテレーンクレーン 

運 転 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第1次基準値)50～51ｔ吊 
〃 

 表3.2  (注)2 

 〃 

諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

 (注)１．Ｎ：日当り施工枚数（枚／日） 

２．陸上からの施工時のみ計上 

 

(４) 継鋼矢板圧入10枚当り単価表（Nmax≦25） 

施工歩掛コード WB251350 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表3.3 

表3.13，表3.15 

特 殊 作 業 員  〃     〃 

と び 工  〃 
 

   〃 

溶 接 工  〃 
 

   〃 

継 施 工 費  箇所 10×X  

油圧式杭圧入引抜機運転  日 
 表3.1 

表3.13，表3.15 

ラフ テレーンク レーン 

転運  

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第２次基準値) 

25ｔ吊 

〃 
 表3.2  (注)2 

 〃   〃 

ク レ ー ン 付 台 船 運 転 
クローラクレーン35～40ｔ吊 

台船300ｔ積 
〃 

 表3.2  (注)3 

 〃   〃 

引 船 運 転 鋼製 100PS型 〃 
 〃 

 〃   〃 

諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

 (注)１．ＮorＮ’：日当り継施工枚数（枚／日） 

Ｘ：１枚当り継施工箇所数（箇所／枚） 

２．陸上からの施工時のみ計上 

３．水上からの施工時のみ計上。また，必要に応じて繋船費及び同航費用を共通仮設費に計上する。 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×2 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

ＮorＮ’ 

 

×1 

10 

ＮorＮ’ 

 

×1 

10 

ＮorＮ’ 

 

×2 

10 

ＮorＮ’ 

 

×2 

10 

ＮorＮ’ 

 10 

ＮorＮ’ 

 10 

ＮorＮ’ 

 10 

ＮorＮ’ 

 

コード番号 Ｓ 5 5 3 3

コード番号 Ｓ 5 5 3 0
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(５) 継鋼矢板圧入 10枚当り単価表（Nmax≦50） 

施工歩掛コード WB251360 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表3.3 

表3.14，表3.15 

特 殊 作 業 員  〃 
  〃 

 〃  〃 

と び 工  〃  
 〃 

 〃  〃 

溶 接 工  〃 
  〃 

 〃  〃 

継 施 工 費  箇所 10×Ｘ  

油圧式杭圧入引抜機運転  日 
 

表3.1 

表3.14，表3.15 

杭 打 ち 用 

ウォータジェット運転 

ｴﾝｼﾞﾝ式・排出ガス対策型(第1

次基準値)14.7MPa325ℓ/min 
〃 

 表3.2 

 〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

運 転 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第2次基準値)25ｔ吊 
〃 

 表3.2  (注)3 

 〃  〃 

ク レ ー ン 付 台 船 運 転 
クローラクレーン35～40ｔ吊 

台船300ｔ積 
〃 

 表3.2  (注)4 

 〃 〃 

引 船 運 転 鋼製100PS型 〃 
  〃 

 〃 〃 

諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

(注)１．本単価表は，杭打ち用ウォータジェットを使用する場合に適用する。 

２．ＮorＮ’：日当り継施工枚数（枚／日） 

Ｘ：１枚当り継施工箇所数（箇所／枚） 

３．陸上からの施工時のみ計上 

４．水上からの施工時のみ計上。また，必要に応じて繋船費及び同航費用を共通仮設費に計上する。 

 

 

 

10 

ＮorＮ’ 

 

10 

ＮorＮ’ 

 

×1 

10 

ＮorＮ’ 

 

×1 

10 

ＮorＮ’ 

 

×2 

10 

ＮorＮ’ 

 

×2 

10 

ＮorＮ’ 

 
10 

ＮorＮ’ 

 

10 

ＮorＮ’ 

 10 

ＮorＮ’ 

 

コード番号 Ｓ 5 5 3 6
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(６) 鋼矢板引抜き 10枚当り単価表 

施工歩掛コード WB251370 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表3.3 

表3.12 

特 殊 作 業 員  〃 
  〃 

 〃 

と び 工  〃 
  〃 

 〃 

油圧式杭圧入引抜機運転  日 
 表3.1 

 〃 

ラ フテレ ーンク レーン 

転運  

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第2次基準値)25ｔ吊 
〃 

 表3.2  (注)2 

 〃 

ク レ ー ン 付 台 船 運 転 
クローラクレーン35～40ｔ吊 

台船300ｔ積 
〃 

 表3.2  (注)3 

 〃 

引 船 運 転 鋼製100PS型 〃 
  〃 

 〃 

諸 雑 費  式 1 表3.17 

計     

(注)１．Ｎ：日当り施工枚数（枚／日） 

２．陸上からの施工時のみ計上 

３．水上からの施工時のみ計上。また，−｛（5）と同じ｝ 

 

(７) 油圧式杭圧入引抜機据付・解体１回当り単価表 

施工歩掛コード WB251380 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.16 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

と び 工  〃   〃 

油圧式杭圧入引抜機運転  日  
表3.1 

表3.16 

ラフテレーンクレーン 

運 転 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第2次基準値)25ｔ吊 
〃  

表3.2  (注)2 

 〃 

〃 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型(第1次基準値)50～51ｔ吊 
〃  

 〃 

 〃 

ク レ ー ン 付 台 船 運 転 
クローラクレーン35～40ｔ吊 

台船300ｔ積 
〃 ｄa 

表3.2  (注)3 

 〃 

引 船 運 転 鋼製100PS型 〃 ｄa 
 〃 

 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

(注)１．ｄa：土木一般世話役の据付・解体歩掛（日／回） 

２．陸上からの施工時のみ計上 

３．水上からの施工時のみ計上。また，−｛（5）と同じ｝ 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×2 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

コード番号 Ｓ 5 5 3 2

コード番号 Ｓ 5 5 3 1

また，必要に応じて繋船費及び同航費用を共通仮設費に計上する。

また，必要に応じて繋船費及び同航費用を共通仮設費に計上する。



①  752①  752 Ⅱ−5−③−14

 

Ⅱ-5-③-19 

(８) 機械運転単価表 

名 称 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

油圧式杭圧入引抜機 

エンジン式ユニット・排出ガス対策型(第1

次基準値) 

圧入力  981～1,471kN 

引抜力 1,079～1,569kN 

機－24 
燃料消費量 →132 

機械損料数量→1.45 

〃 

エンジン式ユニット・排出ガス対策型(第1

次基準値)広幅鋼矢板用 

圧入力  981～1,471kN 

引抜力 1,079～1,569kN 

機－24 
燃料消費量 →132 

機械損料数量→1.45 

〃 

エンジン式ユニット・排出ガス対策型(第2

次基準値) 

ハット形鋼矢板900㎜用 

圧入力 1,000kN 

引抜力 l,l00kN 

機－24 
燃料消費量 →202 

機械損料数量→1.45 

〃 

(鋼矢板Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型用) 

エンジン式ユニット(硬質地盤専用)・排出ガ

ス対策型(第2次基準値)普通鋼矢板用 

圧入力 800kN 

引抜力 900kN 

機－24 
燃料消費量 →202 

機械損料数量→1.45 

〃 

(鋼矢板ⅤL・Ⅵ L・ 

Ⅱw・Ⅲw・Ⅳw型用) 

エンジン式ユニット(硬質地盤専用)・排出ガ

ス対策型(第2次基準値)広幅鋼矢板用 

圧入力 800kN 

引抜力 900kN 

機－24 
燃料消費量 →202 

機械損料数量→1.45 

杭 打 ち 用 

ウォータジェット 

エンジン式・排出ガス対策型(第1次基準値) 

ポンプ圧力 14.7MPa 

吐出量 325ℓ/min 

機－24 
燃料消費量 →120 

機械損料数量→1.45 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

25ｔ吊 

機－18 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →107 

機械損料数量→1.45 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第1次基準値) 

50～51ｔ吊 

機－18 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →139 

機械損料数量→1.45 

ク レ ー ン 付 台 船 

(クローラクレーン) 

35～40ｔ吊 

(台船) 

300ｔ積 

機－11 

運転1日当り単価表 

船員名称  →高級船員 

運転労務数量→1.00 

(クローラクレーン) 

燃料消費量 →45 

機械損料数量→1.45 

機械損料単位→供用日 

 (台船) 

機械損料数量→1.45 

引 船 鋼製100PS型 機－11 

運転1日当り単価表 

船員名称  →高級船員 

運転労務数量→1.00 

主燃料   →重油 

燃料消費量 →57 

機械損料数量→1.21 

機械損料単位→供用日 
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④ 矢板工（アースオーガ併用圧入工） 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，アースオーガ併用圧入杭打機による鋼矢板の打込みに適用する。なお，適用出来る鋼矢板はⅡ，Ⅲ，

Ⅳ，ⅤＬ型とし，オーガ径はⅡ，Ⅲ，Ⅳ型はφ320㎜，ⅤＬ型は φ400 ㎜とする。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

３． 機 種 の選 定  

機械・規格は，次表を標準とする。 

表３．１ 機種の選定 

最大N値 Nmax≦50 50＜Nmax≦65 

圧入長 20ｍ以下 

機種 

アースオーガ（油圧式）

併用圧入杭打機 

34kＮ･ｍ 

アースオーガ 

併用圧入杭打機 

90kＷ 

(注)１．電動式オーガ（90kＷ）は，鋼矢板ⅤL型のみ適用する。 

２．対象地盤の最大Ｎ値が 50 を超えるものについては，次式により換算Ｎ値を求めた上

で適用する。 

 

 

３．圧入長とは，地表面からの鋼矢板の圧入長さであり，鋼矢板長とは異なる。 

４．油圧式オーガについては最大掘削トルク，電動式オーガについてはオーガ出力を示す。 

 

４． 編 成 人 員 

鋼矢板の打込圧入作業の編成人員は，次表を標準とする。 

表４．１ 打込圧入の編成人員     （人） 

土木一般世話役 とび工 普通作業員 

1 2 1 

 

 

 

1，500 
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５． 施 工 歩 掛 

５－１ 鋼矢板の１日当りの圧入枚数（Ｎ）は，表５.１～５.４による。 

 

表５．１ 日当り施工枚数（Ⅱ型）        （枚／日） 

最大Ｎ値Nmax 

圧入長(ｍ) 

25 

以下 

25を超え 

50以下 

2以下 38 34 

2を超え 4以下 33 26 

4を超え 6以下 29 21 

6を超え 8以下 26 18 

8を超え10以下  23 15 

10を超え13以下 21 13 

13を超え16以下 18 11 

16を超え20以下 16 9 

 

表５．２ 日当り施工枚数（Ⅲ型）        （枚／日） 

最大Ｎ値Nmax 

圧入長(ｍ) 

25 

以下 

25を超え 

50以下 

2以下 37 32 

2を超え 4以下 31 23 

4を超え 6以下 27 19 

6を超え 8以下 24 15 

8を超え10以下  21 13 

10を超え13以下 19 11 

13を超え16以下 17 9 

16を超え20以下 15 8 

 

表５．３ 日当り施工枚数（Ⅳ型）        （枚／日） 

最大Ｎ値Nmax 

圧入長(ｍ) 

25 

以下 

25を超え 

50以下 

2以下 36 30 

2を超え 4以下 30 22 

4を超え 6以下 26 17 

6を超え 8以下 22 14 

8を超え10以下  20 12 

10を超え13以下 18 10 

13を超え16以下 15 8 

16を超え20以下 13 7 
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表５．４ 日当り施工枚数（ⅤL型）            （枚／日） 

最大Ｎ値Nmax 

圧入長(ｍ) 

25 

以下 
25を超え 

50以下 
50を超え 

65以下 

2以下 35 29 25 

2を超え 4以下 29 20 16 

4を超え 6以下 24 15 11 

6を超え 8以下 21 12 9 

8を超え 10以下 19 10 7 

10を超え13以下 16 8 6 

13を超え16以下 14 7 5 

16を超え20以下 12 6 4 

(注) 最大Ｎ値が 50を超えるものについては，換算Ｎ値とする。 

 

５－２ 諸雑費 

諸雑費は，掘削土処理（穴埋め作業等）作業費，矢板等設置現場内小運搬費，オーガスクリュ及びオーガ

ヘッド損料，電力に関する経費，足場材（敷鉄板等），鋼矢板圧入金具取付に関する経費等の費用であり，

労務費，杭打機損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

     表５．５ 諸雑費率           (％) 

機 種 諸雑費率 

アースオーガ（油圧式）併用圧入杭打機34kＮ･ｍ 34 

ア ー ス オ ー ガ 併 用 圧 入 杭 打 機 9 0 k Ｗ 39 
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６． 単 価 表 

(１) アースオーガ併用圧入工法による鋼矢板打込み 10枚当り単価表 

施工歩掛コード WB251110 
 

名    称 規    格 単位 数 量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表4.1 

表5.1～5.4 

と び 工  〃 
   〃 

  〃 

普 通 作 業 員  〃 
   〃 

  〃 

杭 打 機 運 転  日 
 表3.1 

表5.1～5.4 

諸 雑 費  式 1 表5.5 

計     

(注) Ｎ：日当り施工枚数（枚／日） 

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

ク ロ ー ラ 式 

ア ー ス オ ー ガ 

ア ー ス オ ー ガ （ 油 圧 式 ） 

併 用 圧 入 杭 打 機 

34kＮ･ｍ 
機－18 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →57 

機械損料数量→1.59 

ア ー ス オ ー ガ 

併 用 圧 入 杭 打 機 

90kＷ 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →74 

機械損料数量→1.59 

 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×2 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 

コード番号 Ｓ 5 5 2 0
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⑤ 矢板工（クレーン引抜工） 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，引抜長 10ｍ以上 20ｍ以下の鋼矢板及びＨ形鋼をクレーンとワイヤ式杭抜機により引抜く作業に適用す

る。適用にあたっては，現場条件により他工法との比較検討を行うものとする。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

２－２ 参考図等 

図２－１ 施工図 
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３． 施 工 歩 掛 

３－１ 機種の選定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

杭 抜 き 機 

(杭抜き機) 

ワイヤ式 

最大引抜力 2,940kN(300ｔ) 

(クローラクレーン) 

油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型 

30～35ｔ吊 

台 1 

ワイヤ式杭抜き機 

＋ 

クローラクレーン 

(ベースマシン) 

ラフテレーン 

クレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第

１次基準値）20ｔ吊 
台 1 合引き及び吊出し用 

(注)１．ラフテレーンクレーンは賃料とする。 

２．現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 

 

３－２ 日当り編成人員 

クレーン引抜作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表３．２ 日当り編成人員             (人) 

職 種 土木一般世話役 と び 工 普 通 作 業 員 

編 成 人 員 1 2 1 

 

３－３ 日当り引抜枚（本）数 

矢板，Ｈ形鋼の施工１日当り引抜枚（本）数（Ｎ）は，次表による。 

 

表３．３ 日当り引抜枚［本］数（Ｎ）          (枚［本］／日) 

作業補正条件 

引抜長（ｍ） 

家屋,鉄道,橋梁,道路,施設及び構造物による障害 

無し 有り 

10以上12以下 23 20 

12を超え15以下 20 18 

15を超え20以下 17 15 

(注) 家屋，鉄道，橋梁，道路，施設及び構造物による障害の有無は，作業中断の有無及び作業の

行動制限の有無によって判断する。 
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５． 単 価 表 

(１) クレーンによる鋼矢板及びＨ形鋼引抜 10枚（本）当り単価表 

施工歩掛コード 
WB251610 

WB251620 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 

 

表3.2 表3.3 

と び 工  〃 

 

 〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

杭 抜 き 機 運 転 

(杭抜き機) 

ワイヤ式 

最大引抜力2,940kＮ 

(300ｔ) 

(クローラクレーン) 

油圧駆動式ウインチ・ 

ラチスジブ型 

30～35ｔ吊 

日 

 

表3.1 

ラフテレーンクレーン 

賃料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型（第1次基準値）20ｔ吊 
〃 

 

 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) Ｎ：日当り施工枚（本）数（枚［本］/日） 

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規  格 適用単価表 指 定 事 項 

杭 抜 き 機 

ワイヤ式 

最大引抜力 

2,940kN 

(300ｔ) 

機－20 

運転労務数量→1.0 

燃料消費量 →53 

機械損料1  →杭抜き機 

損料数量  →1.58 

機械損料2  →クローラクレーン 

(油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型30～35ｔ吊) 

損料数量  →1.58 

 

 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 
×2 

10 

Ｎ 
×1 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 
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５． 単 価 表 

(１) クレーンによる鋼矢板及びＨ形鋼引抜 10枚（本）当り単価表 

施工歩掛コード 
WB251610 

WB251620 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 

 

表3.2 表3.3 

と び 工  〃 

 

 〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

杭 抜 き 機 運 転 

(杭抜き機) 

ワイヤ式 

最大引抜力2,940kＮ 

(300ｔ) 

(クローラクレーン) 

油圧駆動式ウインチ・ 

ラチスジブ型 

30～35ｔ吊 

日 

 

表3.1 

ラフテレーンクレーン 

賃料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型（第1次基準値）20ｔ吊 
〃 

 

 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) Ｎ：日当り施工枚（本）数（枚［本］/日） 

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規  格 適用単価表 指 定 事 項 

杭 抜 き 機 

ワイヤ式 

最大引抜力 

2,940kN 

(300ｔ) 

機－20 

運転労務数量→1.0 

燃料消費量 →53 

機械損料1  →杭抜き機 

損料数量  →1.58 

機械損料2  →クローラクレーン 

(油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型30～35ｔ吊) 

損料数量  →1.58 
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⑥ 矢 板 工（Ｈ形鋼） 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，ディーゼルハンマ工法によるＨ形鋼の施工（打込み）及びプレボーリング工法によるＨ形鋼の 

施工（打込み）に適用する。 

 

２．機 種 の選 定  

２－１ ディーゼルハンマの規格 

(１) 機械の種類 

施工機械は，土質，打込長による施工性及び騒音，振動等を考慮し，現場条件に適した機種を選定する。 

(２) 機械の規格 

機械の規格は，Ｈ形鋼のサイズ，打込長，土質などにより異なるが，一般的には，次表を標準とする。 

 

図２．１ ディーゼルハンマ規格選定図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２．１ クローラ式杭打機標準機種 

ディーゼルハンマ規格 杭 打 機 

ラム質量1.3ｔ ディーゼルハンマ・ブーム式 

〃 2.5ｔ 〃 

〃 3.5ｔ ディーゼルハンマ直結三点支持式 

 

２－２ アースオーガ（プレボーリング用）の規格 

 

図２．２ アースオーガ規格選定図 
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表２．２ クロ－ラ式杭打機標準機種 

アースオーガ規格 杭 打 機 

30kW ディーゼルハンマ及びアースオーガ併用・直結三点支持式 

45kW 〃 

(注)１．打込みを行う場合のディーゼルハンマ規格はラム質量 1.3ｔを標準とする。 

２．打込みを行わない場合はディーゼルハンマに替えて，モンケン（2ｔ）の装備を標準

とする。 

 

(１) アースオーガ径 

Ｈ形鋼サイズとアースオーガ径の関係は，次表を標準とする。 

 

表２．３ Ｈ形鋼サイズとア－スオ－ガ径 

Ｈ形鋼サイズ Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 

アースオーガ径 φ350㎜ φ400㎜ φ450㎜ φ500㎜ 

 

２－３ その他の機種 

(１) 補助クレーン 

現場内小運搬用クレーンは，トラッククレーン（油圧伸縮ジブ型 16 ｔ吊）を標準とし，下記の場合等必

要に応じて考慮する。 

① 施工場所から 30ｍ 以内のところに材料置場を設けることが出来ない場合。 

② 民家，その他施設，構造物等を破損又は危険にさらす恐れのある場合。 

(２) バックホウ（プレボーリング工法のみ適用） 

バックホウ（クローラ型）は，掘削土の処理作業（穴埋作業及び簡単な整正を含む）として標準型・排出

ガス対策型（第１次基準値）山積 0.45㎥（平積 0.35㎥）を標準とする。 

 

３． 編成人員及び運転時間 

３－１ 編成人員 

Ｈ形鋼施工の１班編成は，次表を標準とする。 

ただし，杭打機等の運転労務は「第Ⅰ編第５章①建設機械運転労務」により別途計上する。 

 

表３．１ Ｈ形鋼施工編成人員               (人) 

職 種 

工 種 

土 木 一 般 

世 話 役 
と び 工 普通作業員 

打込み 
ディーゼルハンマ 1 2 1 

プレボーリング 1 2 1 

 

３－２ 運転時間 

(１) Ｈ形鋼施工機械の運転日当り運転時間は「建設機械等損料算定表」の杭打機の標準時間とする。 

(２) 補助クレーンは，単独機械とし，運転時間は打込み又は引抜施工時間の 60％とする。 

(３) プレボーリング工法の場合は，バックホウの杭１本の施工に要する運転時間は，Ｔｃ×0.3min／本とする。 
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４． 施 工 歩 掛 

Ｈ形鋼１本当りの打込施工時間は次式による。 

 

 

Ｔｃ：Ｈ形鋼１本当り施工時間（min ／本） 

Ｔｓ：Ｈ形鋼１本当り準備時間（min ／本） 

Ｔｂ：Ｈ形鋼１本当り打込時間（min ／本） 

Ｆ ：作業係数 

４－１ Ｈ形鋼１本当り準備時間（Ｔｓ） 

準備時間は，足場づくり，杭打機の移動，Ｈ形鋼の吊込み，芯出し，機械の給油脂等を含む時間であり，

次表とする。 

 

表４．１ Ｈ形鋼１本当り準備時間  (min／本) 

工   種 時間 

打込み 
デ ィ ー ゼ ル ハ ン マ 10 

プ レ ボ ー リ ン グ 12 

(注)１．プレボーリングの準備時間には打込みのための時間も含む。 

２．プレボーリングで打込みをしない場合は２分を減ずるものとする。 

 

４－２ Ｈ形鋼１本当り打込み時間（Ｔｂ） 

(１) ディーゼルハンマ 

Ｔｂ＝γ×ℓ×Ｋ（min ／本） 

Ｔｂ：Ｈ形鋼１本当り打込時間（min ／本） 

γ ：打込みの単位作業時間（min ／ｍ） 

ℓ ：Ｈ形鋼の根入長（ｍ） 

Ｋ ：ハンマ係数 

 

表４．２ ディ－ゼルハンマによる打込みの単位作業時間（γ）    (min／ｍ) 

土質 砂質土・レキ質土(γ1) 粘性土(γ2) 

γ 0.03Ｎl+0.4 0.05Ｎ2+0.4 

(注)１．Ｎ1，Ｎ2：各地質ごとの根入長に対する加重平均Ｎ値 

２．γ の算出については，γ1・γ2 を各々算出し，次式により加重平均する。 

 

 

γ ：施工土質に対する打込み単位作業時間（min ／ ｍ） 

γ1：砂質土，レキ質土に対する単位作業時間（min ／ ｍ） 

γ2：粘性土に対する単位作業時間（min ／ ｍ） 

ℓ1：γ1 に対する根入長（ｍ） 

ℓ2：γ2 に対する根入長（ｍ） 

 

図４．１ 施工状況（ディーゼルハンマ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔｓ＋Ｔb 

Ｆ 
Ｔｃ＝ (min／本) 

γ1×ℓ1＋γ2×ℓ2 

 

 

 

ℓ1＋ℓ2 

 

γ＝ 
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表４．３ Ｈ形鋼のハンマ係数（Ｋ） 

Ｈ形鋼規格 
Ｈ200 Ｈ250 Ｈ300 Ｈ350 

工種 

打込み ディーゼルハンマ 0.90 0.95 1.00 1.05 

 

(２) プレボーリング 

Ｔb  ＝Ｔ b0 ＋Ｔ bh 

Ｔb0 ＝γ0×ℓ0×Ｋ0 

Ｔbh ＝γ×ℓ×Ｋ 

Ｔb ：Ｈ形鋼１本当り掘削・打込時間（min／本） 

Ｔb0 ：Ｈ形鋼１本当り掘削時間（min ／本） 

Ｔbh：Ｈ形鋼１本当り打込時間（min ／本） 

γ0 ：掘削の単位作業時間（min／ｍ） 

ℓ ：掘削深さ（ｍ） 

Ｋ0 ：ハンマ係数 

γ：打込単位作業時間（min／ｍ） 

ℓ0 ：打止め長さ（ｍ） 

Ｋ：ハンマ係数 

図４．２ 施工状況（プレボーリング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４．４ 掘削・打止単位作業時間（γ0,γ） 

土質 

工種 
砂質土・レキ質土（γ01,γ1） 粘性土（γ02,γ2） 

ア ー ス オ ー ガ 掘 削 0.03Ｎ1＋1.5 0.05Ｎ2＋1.5 

ディーゼルハンマ打止め 0.03Ｎ1＋0.4 0.05Ｎ2＋0.4 

(注)１．Ｎ1，Ｎ2：各土質ごとの根入長に対する加重平均Ｎ値 

２．γ の算出については，γ0１,γ１,γ0２,γ２を各々算出し，次式により加重平均する。 

 

 

γ0 ：施工土質に対する掘削単位作業時間（min／ｍ） 

γ01：砂質土・レキ質土に対する掘削単位作業時間（min／ｍ） 

γ02：粘性土に対する掘削単位作業時間（min／ｍ） 

ℓ 01：γ01 に対する掘削深さ（ｍ） 

ℓ 02：γ02 に対する掘削深さ（ｍ） 

γの計算は，ディ－ゼルハンマ打込みの場合に準ずるが ℓ は打止めのための根入長と

する。 

 

γ01×ℓ01＋γ02×ℓ02 

 

 

 

ℓ01＋ℓ02 

 

γ0＝ 
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表４．５ Ｈ形鋼のハンマ係数（Ｋ0 ，Ｋ） 

ハンマ 

係 数 

Ｈ形鋼の規格 

（掘削径） 

工 種 

Ｈ200（φ350） Ｈ250（φ400） Ｈ300（φ450） Ｈ350（φ500） 

Ｋ0 ア ー ス オ ー ガ 掘 削 0.90 0.95 1.00 1.10 

Ｋ ディーゼルハンマ打止め 0.90 0.95 1.00 1.05 

 

４－３ 作業係数（Ｆ） 

現場作業条件による作業係数（Ｆ）は，表４.６の基準作業係数（Ｆｏ）に表４.７の作業条件による補正

係数を加え算出する。 

Ｆ＝Ｆ0＋(ｆ1＋ｆ2＋ｆ3) 

Ｆ     ：作業係数 

Ｆ0         ：基準作業係数 

ｆ1～ｆ3   ：作業条件による補正係数 

(１) 基準作業係数 

機種による係数は，次表とする。 

 

表４．６ 基準作業係数 

工   種 Ｆo 

打込み 
ディーゼルハンマ 0.80 

プ レ ボ ー リ ン グ 0.80 

 

(２) 作業条件による補正係数 

作業条件による係数は，次表を標準とする。 

 

表４．７ 作業条件による補正係数 

補正値 

条 件 
-0.05 0 ＋0.05 摘 要 

ｆ1 

家屋,鉄道,橋梁,道路,

施設,構造物などによる

障害の程度 

かなり 

ある 
なし － 

作業中断の有無,並びに機械の

行動に制約される。 

ｆ2 
現場の広さによる作

業難易の程度 
不良 普通 － 

機械の移動,矢板の仮置場所,矢

板の吊込みなどに十分な広さが

あるか。 

ｆ3 
施 工 規 模 

(1工事当り) 
50本未満 

50本以上 

150本未満 
150本以上 

 

 

４－４ 諸雑費（プレボーリング工法） 

諸雑費は，オーガスクリュ及びオーガヘッド損料，発動発電機を使用した場合の発動発電機損料及び運転

経費等の費用であり，労務費，杭打機損料及び運転経費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上

する。なお，商用電源を使用した場合は（ ）内の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表４．８ 諸雑費率      (％) 

諸雑費率 11(4) 
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５． 水 上 施 工 

５－１ 台船及び引船 

船打の場合の台船，引船は次表とする。 

 

表５．１ 台船及び引船 

杭打機台船 矢板積台船 引船 

300ｔ積×1台 200ｔ積×1台 
鋼製 

D 100PS型×1台 

(注)１．杭打機台船とは台船にクローラクレーンと杭打機を搭載する。 

２．潜水士船は，必要に応じて別途計上する。 

３．杭打機台船にはウインチ（複胴開放式１.５ｔ）２台を計上する。 

４．海上施工の場合は規格を別途考慮する。 

 

５－２ １船団に対する編成人員 

船打の１船団に対する船舶作業の配置人員は，次表を標準とする。 

 

表５．２ 船舶作業の編成人員                  (人) 

職種 杭打機台船 矢板積台船 引船 

高級船員 1 1 

(注)１．船員は休日以外の休止日については計上する。 

２．潜水士は，必要に応じて別途計上する。 

３．海上及び港湾工事で，これにより難い場合は別途考慮する。 

４．上表は打込み作業時の配置人員であり，搬入，搬出等の回航は共通仮設費の運搬費に計

上する。 

 

５－３ 引船の運転時間 

引船は作業日当り平均３時間運転とし，作業期間中拘束することを標準とする。 

 

５－４ 施工歩掛 

水上施工におけるＨ形鋼１本当り打込施工時間は次式による。 

 

 

Ｔｃ：Ｈ形鋼１本当り施工時間（min／本） 

Ｔｓ：Ｈ形鋼１本当り準備時間（min／本） 

Ｔｂ：Ｈ形鋼１本当り打込時間（min／本） 

Ｆ ：作業係数 

Ｔｗ：水上施工における準備時間（min／本） 

(注) Ｔｓ・Ｔｂ・Ｆの値は，「４－１，４－２，４－３」（ディーゼルハンマ）に準ずる。 

(１) 水上施工における準備時間（Ｔｗ） 

水上施工における準備時間（Ｔｗ） 

Ｔｗ＝ Ｔ1 ＋ Ｔ2 ＋ Ｔ3……………（min ／本） 

Ｔ1：Ｈ形鋼１本当り導枠取付取外し時間（min ／本） 

（ただし，引抜きの場合は計上しない。） 

Ｔ2：Ｈ形鋼１本当り台船小移動時間（min ／本） 

Ｔ3：Ｈ形鋼１本当り台船大移動時間（min ／本） 

(注)１．台船の小移動とはウインチによるワイヤー巻込み及び引出しにより導枠１組分移動することをいう。 

２．台船の大移動とは引船等により移動し，また，アンカーの取直しを行う移動である。 

 

Ｔｓ＋Ｔb 

Ｆ 
Ｔｃ＝ (ｍｉｎ／本) ＋Ｔｗ 
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表５．３ Ｈ形鋼１本当り標準準備時間               (min／本) 

Ｈ形鋼１本当り 

準 備 時 間 

(min) 

備         考 

1回当り 

時 間 
導枠取付取外し,台船移動回数 1回当り本数 

Ｔ1 
 

1.5時間 導枠転用ごとに1回 
 

Ｔ2 
 

0.8時間 導枠転用3回につき小移動2回 
 

Ｔ3 
 

2.0時間 導枠転用3回につき大移動1回 Ｎ3＝Ｎ1×3 

Ｎ1～Ｎ3：１回当り本数 

Ｐ ：Ｈ形鋼の施工ピッチ（ｍ） 

(注)１．Ｈ形鋼の法線は方形の場合の標準である。 

２．施工規模，法線形状により，これにより難い場合は所要回数及び導枠１回当りＨ形鋼本数を増

減することが出来る。 

 

５－５ 導枠 

導枠は，次表を標準とする。 

 

表５．４ 標準導枠 

材料 規格 長さ×本数 1組当り施工本数 

Ｈ形鋼 200×200 10ｍ×2本  

P：Ｈ形鋼の施工ピッチ（ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)１．施工規模，法線形状，Ｈ形鋼規格，現場条件により，これにより難い場合は長さ及び１組当りＨ形鋼本数

を増減することが出来る。 

２．導杭はＨ形鋼（200×200）を標準とする。 

３．１工事所要数量は，導杭４本，導枠２本として，賃料計上する。なお，導枠の賃料算定は別途考慮する。 

 

 

90 

Ｎ1 

48 

Ｎ2 

120 

Ｎ3 

３ 

２ 
Ｎ2＝Ｎ1× 

８ 

Ｐ 
＋1 

＋1 Ｎ1＝ 
Ｐ 

８ 
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８． 単 価 表 

(１) ディーゼルハンマによるＨ形鋼打込み 10本当り単価表 

施工歩掛コード WB251710 
 

名      称 規       格 単 位 数   量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 10×Tc/60×1/T×1 表3.1 

と び 工  〃 10×Tc/60×1/T×2  〃 

普 通 作 業 員  〃 10×Tc/60×1/T×1  〃 

ク ロ ー ラ 式 

杭 打 機 運 転 
 h 10×Tc/60 本体+ハンマ 

ト ラ ッ ク ク レ ー ン 

運 転 
油圧伸縮ジブ型16ｔ吊 〃 10×Tc/60×0.6 必要に応じて計上 

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) Ｔc：Ｈ形鋼１本当り施工時間（min／本） 

Ｔ：杭打機の運転日当り運転時間（ｈ／日） 

 

(２) プレボーリング工法によるＨ形鋼打込み 10本当り単価表 

施工歩掛コード WB251720 
 

名    称 規    格 単 位 数   量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 10×Tc/60×1/T×1 表3.1 

と び 工  〃 10×Tc/60×1/T×2  〃 

普 通 作 業 員  〃 10×Tc/60×1/T×1  〃 

ク ロ ー ラ 式 

杭 打 機 運 転 

 
h 10×Tc/60 本体+ハンマ 

ト ラ ッ ク ク レ ー ン 

運 転 
油圧伸縮ジブ型16ｔ吊 〃 10×Tc/60×0.6 必要に応じて計上 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 

排出ガス対策型(第1次基

準値)クローラ型山積 

0.45㎥(平積0.35㎥) 

〃 〃  ×0.3 3-2(3) 

諸 雑 費  式 1 表4.8 

計     

(注) Ｔｃ：Ｈ形鋼１本当り施工時間（min ／本） 

Ｔ ：杭打機の運転日当り運転時間（ｈ／日） 

 

コード番号 Ｓ 5 5 5 0

コード番号 Ｓ 5 5 5 1

６．
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(３) ディーゼルハンマによるＨ形鋼打込み 10本当り単価表 

（水上施工の場合） 

施工歩掛コード WB251750 
 

名    称 規  格 単位 数 量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 

表3.1 

と び 工  〃 
 

 〃 

普 通 作 業 員  〃 
 

 〃 

高 級 船 員  〃 
 

表5.2 

ク ロ ー ラ 式 

杭 打 機 運 転 
 ｈ 

 
ディーゼルハンマ＋本体 

引 船 運 転  ｈ 
 

 

台 船 運 転 200ｔ積 日 
 

 

〃 300ｔ積 〃   〃  

諸 雑 費  式 1  

計     

(注)１．Ｔ＝杭打機の運転日当り運転時間（ｈ／日） 

２．作業日数率＝0.9 

 

(４) 台船（鋼製 300ｔ積）運転日当り単価表 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

台 船 損 料 300ｔ積 供用日 1.1  

ウ イ ン チ 損 料 複胴開放式1.5ｔ 日 2  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

 

 

 

10×Ｔｃ 

60 
× ×１ 

１ 

Ｔ 

× 
10×Ｔｃ 

60 
×２ 

１ 

Ｔ 

× 
10×Ｔｃ 

60 
×１ 

１ 

Ｔ 

60 
× 

10×Ｔｃ 

60 

10×Ｔｃ 

60 
× ×３ 

１ 

Ｔ 

 10×Ｔｃ 

Ｔ×60 

×２ 
10×Ｔｃ １ 

Ｔ 

 

× 
１ 

作業日数率 
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(３) ディーゼルハンマによるＨ形鋼打込み 10本当り単価表 

（水上施工の場合） 

施工歩掛コード WB251750 
 

名    称 規  格 単位 数 量 摘   要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 

表3.1 

と び 工  〃 
 

 〃 

普 通 作 業 員  〃 
 

 〃 

高 級 船 員  〃 
 

表5.2 

ク ロ ー ラ 式 

杭 打 機 運 転 
 ｈ 

 
ディーゼルハンマ＋本体 

引 船 運 転  ｈ 
 

 

台 船 運 転 200ｔ積 日 
 

 

〃 300ｔ積 〃   〃  

諸 雑 費  式 1  

計     

(注)１．Ｔ＝杭打機の運転日当り運転時間（ｈ／日） 

２．作業日数率＝0.9 

 

(４) 台船（鋼製 300ｔ積）運転日当り単価表 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

台 船 損 料 300ｔ積 供用日 1.1  

ウ イ ン チ 損 料 複胴開放式1.5ｔ 日 2  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

 

 

 

 

10×Ｔｃ 

60 
× ×１ 

１ 

Ｔ 

× 
10×Ｔｃ 

60 
×２ 

１ 

Ｔ 

× 
10×Ｔｃ 

60 
×１ 

１ 

Ｔ 

60 
× 

10×Ｔｃ 

60 

10×Ｔｃ 

60 
× ×３ 

１ 

Ｔ 

 10×Ｔｃ 

Ｔ×60 

×２ 
10×Ｔｃ １ 

Ｔ 

 

× 
１ 

作業日数率 
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(５) 機械運転単価表

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項

ディーゼルハンマ

及びアースオーガ

併 用 ・ 直 結 三 点

支 持 式 杭 打 機

ラム質量1.3ｔ

オーガ出力

30kW

45kW

機－4
電力料→0.5Eo

主燃料→qp+0.5qh

クローラ式杭打機

ラム質量1.3ｔ

2.5ｔ

3.5ｔ

機－1

ラム質量1.3ｔ→ディーゼルハンマ・ブーム式

〃 2.5ｔ→ 〃

〃 3.5ｔ→ディーゼルハンマ直結三点支持式

1時間当り燃料消費量(Qf)

Qf=qp+(Tb/Tc)・qh(ℓ/h)

qp:クローラ式杭打機の時間当り燃料消費量(ℓ/h)

qh:ディーゼルパイルハンマの燃料消費量(ℓ/h)

トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型16ｔ吊 機－1

バ ッ ク ホ ウ

排出ガス対策型

(第1次基準値)

クローラ型山積0.45㎥

(平積0.35㎥)

機－1

引 船 鋼製D 100PS型 機－13

主燃料→A重油

1日拘束とし，供用日損料は補正する。

補正損料＝(9欄+11欄/ｔ)

ｔ=3×作業日数率

台 船 200ｔ積 機－25
電力料の積算はしない。

機械損料数量→1.1

(注)１．qp：杭打機の時間当り燃料消費量（ℓ／ｈ）

qh：ディーゼルハンマの時間当り燃料消費量（ℓ／ｈ）

Eo：アースオーガの時間当り電力消費量（kWh）

Tc：Ｈ形鋼１本当り施工時間（min／本）

Tb：Ｈ形鋼１本当り打込時間（min／本）

２．作業日数率は 0.9 とする。
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⑦ 鋼矢板施工法選定（参考） 

⑦－１ 鋼矢板打込み施工法選定表（参考） 

  鋼矢板打込み施工法選定表は、陸上での一般的な施工条件（鋼矢板型式、環境条件、Ｎ値及び継施工の有無）を

基として経済性を考慮した参考の選定表であり、現場施工条件等により本表により難い場合は、別途考慮すること。 

鋼矢板 
型式 

 

環境 
対策 

打込長 

継施工なし 継施工あり 

Ｎ値 Ｎ値 

Nmax≦25 ※１ 25＜Nmax≦50 ※1,2 50＜Nmax≦180 ※２ ≦600 Nmax≦25 ※１ 25＜Nmax≦50 ※1,2 50＜Nmax≦180 ※２ 

ⅠA型 無し Ｌ≦６ｍ 電動式バイブロハンマ ― ― 

Ⅱ型 

無し Ｌ≦15ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 

Ｌ≦６ｍ 油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

 

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

６ｍ＜Ｌ≦10ｍ 

油圧式バイブロハンマ 

 

10ｍ＜Ｌ≦15ｍ 油圧式バイブロハンマ 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― ３ｍ≦Ｌ≦10ｍ 
50＜Nmax≦600 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

10ｍ＜Ｌ≦12ｍ ― ― ― 

Ⅲ型 

無し Ｌ≦19ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 

Ｌ≦12ｍ 油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

 

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

12ｍ＜Ｌ≦15ｍ 

油圧式バイブロハンマ 

 

15ｍ＜Ｌ≦19ｍ 油圧式バイブロハンマ 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― ３ｍ≦Ｌ≦15ｍ 
50＜Nmax≦600 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

15ｍ＜Ｌ≦18ｍ ― ― ― 

Ⅳ型 

無し Ｌ≦25ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 

Ｌ≦20ｍ 油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

20ｍ＜Ｌ≦25ｍ 油圧式バイブロハンマ 油圧式バイブロハンマ 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

３ｍ≦Ｌ≦20ｍ 
50＜Nmax≦600 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

ⅤL型 

無し Ｌ≦25ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 Ｌ≦25ｍ 
油圧式杭圧入 

引抜機 
油圧式バイブロハンマ 

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 油圧式杭圧入引抜機 油圧式バイブロハンマ 
油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

50＜Nmax≦65 ― 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

３ｍ≦Ｌ≦20ｍ 
電動式アース
オーガ併用圧
入杭打機 

65＜Nmax≦600 
 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

20ｍ＜Ｌ≦25ｍ ―     

ⅥL型 無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 
３ｍ＜Ｌ≦25ｍ 

50＜Nmax≦600 
油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 
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鋼矢板 
型式 

環境 
対策 

打込長 

継施工なし 継施工あり 

Ｎ値 Ｎ値 

Nmax≦25 ※１ 25＜Nmax≦50 ※1,2 50＜Nmax≦180 ※２ ≦600 Nmax≦25 ※１ 25＜Nmax≦50 ※1,2 50＜Nmax≦180 ※２ 

Ⅱｗ型 

無し Ｌ≦15ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 

Ｌ≦４ｍ 油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

 

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

４ｍ＜Ｌ≦12ｍ 

油圧式バイブロハンマ 

 

12ｍ＜Ｌ≦15ｍ 油圧式バイブロハンマ 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― ３ｍ≦Ｌ≦12ｍ 
50＜Nmax≦600 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

12ｍ＜Ｌ≦14ｍ ― ― ― 

Ⅲｗ型 

無し Ｌ≦19ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 

Ｌ≦12ｍ 油圧式杭圧入引抜機  
油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 油圧式杭圧入引抜機 油圧式バイブロハンマ 
油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

12ｍ＜Ｌ≦19ｍ 油圧式バイブロハンマ 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

３ｍ≦Ｌ≦25ｍ 
50＜Nmax≦600 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

Ⅳｗ型 

無し Ｌ≦25ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

低振動 Ｌ≦25ｍ 油圧式杭圧入引抜機 油圧式バイブロハンマ 
油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 油圧式杭圧入引抜機 油圧式バイブロハンマ 
油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

無振動 

Ｌ＜３ｍ 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

３ｍ≦Ｌ≦25ｍ 
50＜Nmax≦600 

油圧式杭圧入引抜機 
（硬質地盤専用） 

10H型 

無し 

Ｌ≦15ｍ 電動式バイブロハンマ 

電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

電動式バイブロハンマ 

電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

15ｍ＜Ｌ≦19ｍ ― ― 

低振動 

Ｌ≦４ｍ 油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

 

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

４ｍ＜Ｌ≦12ｍ 

油圧式バイブロハンマ 

 

12ｍ＜Ｌ≦15ｍ 油圧式バイブロハンマ 

15ｍ＜Ｌ≦19ｍ ― ― 

無振動 

Ｌ≦12ｍ 油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 

油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

12ｍ＜Ｌ≦14ｍ ― ― 

25H型 

無し 

Ｌ≦19ｍ 電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

電動式バイブロハンマ 
電動式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

19ｍ＜Ｌ≦25ｍ ― ― 

低振動 

Ｌ≦15ｍ 油圧式杭圧入引抜機  

油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

― 

油圧式杭圧入引抜機 油圧式バイブロハンマ 
油圧式バイブロハンマ 
ウォータジェット併用 

15ｍ＜Ｌ≦19ｍ 油圧式バイブロハンマ 

19ｍ＜Ｌ≦25ｍ ― ― 

無振動 Ｌ≦25ｍ 油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 油圧式杭圧入引抜機 
油圧式杭圧入引抜機 
ウォータジェット併用 

― 

 ※１．以下の条件において，現場条件（転石等）により，やむを得ずウォータジェット併用施工とする場合，別途考慮する。 

   ただし，低振動条件の油圧式杭圧入引抜機施工区分については，油圧式バイブロハンマ・ウォータジェット併用とする。 

   ・Ｎ値条件（電動式バイブロハンマ，油圧式バイブロハンマ）：Nmax＜50 

   ・Ｎ値条件（油圧式杭圧入引抜機）：Nmax≦25 

※２．バイブロハンマ工におけるＮ値区分については，25＜Ｎmax＜50，50≦Nmax≦180と読み替える。 
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⑦－２ 鋼矢板引抜き施工法選定フロー（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)１．上表は，陸上での一般的な施工条件の基で経済性を考慮したフローである。 

２．上表は，広幅鋼矢板とハット形鋼矢板については対象外である。 

 

 

 

 

環境対策の必要性 

Ｓ Ｔ Ａ Ｒ Ｔ 

無 振 動 施 工 
が 特 に 必 要 

引 抜 き 対 象 物 

油圧圧入引抜工 

ク レ ー ン 引 抜 き 工 

電 動 式 ・ 普 通 型 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

油圧式・可変超高周波型 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

Ｙｅｓ 

Ｙｅｓ 

鋼矢板 

 

Ｎｏ 

Ｎｏ 

Ｈ型鋼 
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⑧ 仮設材設置撤去工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，土留（親杭横矢板工法，鋼矢板工法），締切（一重締切，二重締切），路面覆工等で使用される仮設材

のうち，切梁，腹起し，タイロッド，横矢板（土留板）及び覆工板の
なお，鋼矢板二重締切の中詰土，仮締切用タイロッド及びタイロープ等については，土木工事標準積算基準[Ⅲ]
第Ⅶ編第６章②矢板工についても参照のこと。

設置・撤去工に適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対象としているのは，実線部分のみである。           ※必要に応じて計上
 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

作 業 種 別 機械名 規 格 単位 数量 摘要 
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タイロッド・腹起し設置・撤去 

覆工板設置・撤去 
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ラフテレーン 

ク レ ー ン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガ

ス対策型（第２次基準値）

25ｔ吊 

台 1  

(注)１．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

２．現地地盤が軟弱な場合や水中に施工する場合などラフテレーンクレーンによる作業が困難な場合は，

クローラクレーン等現場条件に適合した機種とすることが出来る。 

 

(切梁・腹起し 

設置・撤去工) 

矢板・Ｈ鋼打込 

掘 削 

埋 戻 し 

切梁・腹起し設置 

本 体 施 工 

切梁・腹起し撤去 

矢板・Ｈ鋼引抜 

(タイロッド・腹起
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矢 板 引 抜 
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覆 工 板 設 置 

本 体 施 工 

 

覆 工 板 撤 去 

 

覆工板受桁撤去 

 

(横矢板設置・撤去工) 

Ｈ 鋼 打 込 

掘 削 

埋 戻 し 

横 矢 板 設 置 

本 体 施 工 

※ 横 矢 板 撤 去 

 

Ｈ 鋼 引 抜 
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４． 施 工 歩 掛 

４－１ 施工歩掛 

各工種の施工歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．１ 施工歩掛 

名  称 規  格 
単

位 

工 種 区 分 

1 2 3 

切  梁 

・腹起し 

(10ｔ当り) 

タイロッド 

・腹起し 

(10ｔ当り) 

横矢板 

 

(10㎡当り) 

設置 撤去 設置 撤去 設置 撤去 

土木一般世話役  人 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 0.4 0.2 

と び 工  〃 3.2(1.9) 1.9(1.2) 9.9 4.4 － － 

溶 接 工  〃 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 － － 

普 通 作 業 員  〃 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 1.2 0.6 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 運 転 

油圧伸縮ジブ型・排出ガ

ス対策型（第２次基準値）

25ｔ吊 

日 1.7(1.0) 1.0(0.5) 4.9 2.2 － － 

諸 雑 費 率  ％ 4 6 8 9 － － 

歩掛算出の施工質 

量又は施工面積 
  

主部材及び 

副部材の全質量 

タイロッド 

及び腹起し材 

の質量 

壁面積 

(注)１．切梁・腹起しにおいては，加工材を標準とし，中間支柱の施工は含まない。また，火打ブロックを使用す

る場合は，（ ）内の値を計上する。 

２．タイロッド・腹起しにおいては，中埋土の充填排除は含まない。 

３．諸雑費は，溶接棒，アセチレンガス，酸素，溶接機損料，溶接機運転経費等の費用であり，労務費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
 

表４．２ 覆工板・覆工板受桁設置・撤去歩掛 

名  称 規  格 
単

位 

工 種 区 分 

4 5 6 

覆工板設置面積700㎡以下 覆工板設置面積700㎡を超える 

覆工板・覆工板受桁 

(100㎡当り) 

覆 工 板 

(100㎡当り) 

覆 工 板 受 桁 

(10ｔ当り) 

設置 撤去 設置 撤去 設置 撤去 

土木一般世話役  人 2.9 1.8 0.8 0.5 1.6 1.0 

と び 工  〃 4.6 2.7 2.5 1.4 1.6 1.0 

溶 接 工  〃 2.1 1.3 － － 1.6 1.0 

普 通 作 業 員  〃 5.1 3.2 0.8 0.5 3.2 2.0 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 運 転 

油圧伸縮ジブ型・排

出ガス対策型（第２

次基準値）25ｔ吊 

日 2.9 1.8 0.8 0.5 1.6 1.0 

諸 雑 費 率  ％ 3 4 － － 5 6 

歩掛算出の施工面

積又は施工質量 
  覆工板の面積 覆工板の面積 

覆工板受桁の 

質量 

(注)１．工種区分「4」は覆工板及び受桁，桁受の設置・撤去の歩掛が含まれており，1工事当りの覆工板設置面積

700㎡以下に適用する。覆工板設置面積が 700㎡を超える場合は，工種区分「5」及び「6」を適用する。 

２．覆工板においては，据置式（はめこみ式）の加工材を標準とし，路面のすりつけ作業は含まない。 

３．覆工板受桁においては，加工材を標準とする。 

４．覆工板受桁用桁受においては，(注)３に準じ加工材を標準とする。なお，歩掛算出については覆工板受桁

の質量と覆工板受桁用桁受の質量を含めて算出する。 

５．諸雑費は，溶接棒，アセチレンガス，酸素ガス，溶接機損料，溶接機運転経費等の費用であり，労務費の

合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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５． Ｈ形鋼の使用区分 

積算にあたっての使用区分は，次表を標準とする。 

 

表５．１ 使用区分 

用途 

項目 
切梁・腹起し 親  杭 

設 計 計 算 加 工 材 生  材 

質 量 算 出 〃 〃 

賃 料 計 算 〃 〃 

(注) 仮設材設置・撤去工に使用する材料については，「建設用仮設材賃料積算基準」によ

る。 

 

６． 部 材 質 量 

６－１ 主部材及び副部材の質量算出 

主部材及び副部材の質量算出は，次表を標準とする。 

ただし，これにより難い場合は，別途考慮する。 

 

表６．１ 部材質量算出方法 

部材名 部 品 名 質量算出方法 摘  要 

主部材 
切梁,腹起し, 

火打梁,補助ピース 
積上げ 

キリンジャッキ・火打受

ピース(火打ブロック) 

の長さに相当する部材長

の質量を控除すること。 

副部材 

(A) 

隅部ピース,交差部ピース, 

カバープレート,キリン 

ジャッキ,ジャッキカバー, 

ジャッキハンドル, 

火打受ピース,腰掛金物, 

(火打ブロック) 

主部材質量 

×0.22(0.67) 

キリンジャッキ・火打受

ピースの長さは,どちらも

50㎝とする。火打ブロッ

クを使用する場合は,( )

内の値とする。 

副部材 

(B) 
ブラケット,ボルト・ナット 

主部材質量 

×0.04(0.06) 

1回毎全損とする。火打ブ

ロックを使用する場合

は,( )内の値とする。 
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図６－１ 土留標準図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－２ 受桁及び桁受の質量算出 

覆工板の受桁及び桁受の質量算出は，次式による。 

受桁及び桁受質量（ｔ）＝覆工板設置面積（㎡）×0.134・・・（式 6.1） 

ただし，１工事当りの覆工板設置面積が，700㎡ を超える場合は，別途考慮する。 

 

 



①  776①  776 Ⅱ−5−⑧−5

 

Ⅱ-5-⑧-8 

７． 単 価 表 

(１) 山留材賃料１ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251910 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

主 部 材 賃 料  ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費 主部材 〃 1  

副 部 材 賃 料 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(B) 〃 0.04(0.06)  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 覆工板賃料１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

覆 工 板 賃 料  ㎡ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 覆工板受桁及び覆工板受桁桁受賃料（設置面積 700㎡以下）１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

受 桁 ・ 桁 受 賃 料  ｔ 0.134  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 0.134  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 切梁・腹起し設置・撤去 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251930 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日  
〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     

 

 

 

Ⅱ-5-⑧-8 

７． 単 価 表 

(１) 山留材賃料１ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251910 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

主 部 材 賃 料  ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費 主部材 〃 1  

副 部 材 賃 料 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(B) 〃 0.04(0.06)  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 覆工板賃料１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

覆 工 板 賃 料  ㎡ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 覆工板受桁及び覆工板受桁桁受賃料（設置面積 700㎡以下）１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

受 桁 ・ 桁 受 賃 料  ｔ 0.134  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 0.134  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 切梁・腹起し設置・撤去 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251930 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日  
〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     

 

 

 

Ⅱ-5-⑧-8 

７． 単 価 表 

(１) 山留材賃料１ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251910 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

主 部 材 賃 料  ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費 主部材 〃 1  

副 部 材 賃 料 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(B) 〃 0.04(0.06)  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 覆工板賃料１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

覆 工 板 賃 料  ㎡ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 覆工板受桁及び覆工板受桁桁受賃料（設置面積 700㎡以下）１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

受 桁 ・ 桁 受 賃 料  ｔ 0.134  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 0.134  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 切梁・腹起し設置・撤去 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251930 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日  
〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     

 

 

 

Ⅱ-5-⑧-8 

７． 単 価 表 

(１) 山留材賃料１ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251910 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

主 部 材 賃 料  ｔ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費 主部材 〃 1  

副 部 材 賃 料 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(A) 〃 0.22(0.67)  

修 理 費 及 び 損 耗 費 副部材(B) 〃 0.04(0.06) 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 覆工板賃料１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

覆 工 板 賃 料  ㎡ 1  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 覆工板受桁及び覆工板受桁桁受賃料（設置面積 700㎡以下）１㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251920 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

受 桁 ・ 桁 受 賃 料  ｔ 0.134  

修 理 費 及 び 損 耗 費  〃 0.134  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 切梁・腹起し設置・撤去 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251930 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日  
〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 〃 

計     

 

 

コード番号 Ｓ 5 6 0 0
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(５) タイロッド・腹起し設置 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251940 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃   〃 

溶 接 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日  
 〃 

機械賃料 

タ イ ロ ッ ド φ32～42㎜ ｔ   

諸 雑 費  式 1 表4.1 

計     

 

(６) タイロッド・腹起し撤去 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB251940 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

と び 工  〃   〃 

溶 接 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日 

 
 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

(７) 横矢板設置 10㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251970 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

横 矢 板  ㎥  壁面積(10㎡)×板厚 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(８) 横矢板撤去 10㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB251970 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

コード番号 Ｓ 5 6 0 0

コード番号 Ｓ 5 6 0 0

コード番号 Ｓ 5 6 0 0

コード番号 Ｓ 5 6 0 0
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(９) 覆工板・受桁設置・撤去 100㎡当り単価表（覆工板設置面積 700㎡以下） 

施工歩掛コード WB251990 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃   〃 

溶 接 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日 

 
 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

(10) 覆工板設置・撤去 100㎡当り単価表（覆工板設置面積 700㎡を超える） 

施工歩掛コード WB251950 

 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日 

 
 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(11) 覆工板受桁設置・撤去 10ｔ当り単価表（覆工板設置面積 700㎡を超える） 

施工歩掛コード WB251960 
 

名  称 規  格 単  位 数  量 摘  要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃   〃 

溶 接 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出

ガス対策型（第２次基

準値）25ｔ吊 

日 

 
 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 

 

 

コード番号 Ｓ 5 6 0 0

コード番号 Ｓ 5 6 0 0

コード番号 Ｓ 5 6 0 0
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⑨ 足 場 支 保 工 

⑨－１ 足 場 工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，一般土木工事の構造物施工にかかる平均設置高 30ⅿ 以下の足場工に適用する。 

ただし，高さ２ⅿ 未満の構造物及び鋼橋床版，砂防，ダム，トンネル等で標準歩掛が設定されている工種には

適用しない。 

また，「第Ⅱ編第２章共通工⑤－１場所打擁壁工(1)，○24－１函渠工(1)，第Ⅳ編第４章共同溝工①共同溝工(1)(2)，

第７章橋梁工⑲－１橋台・橋脚工(1)」については，適用出来ない。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２．１ 施工フロー 

２－２ 工法の選定 

工法の選定は，図 2-2による。 

 

図２-２ 工法の選定 
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３． 施 工 歩 掛 

足場材の設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 足場材設置・撤去歩掛             （100掛㎡当り） 

名 称 規 格 単位 
手摺先行型 

枠組足場 
単管足場 単管傾斜足場 

土木一般世話役  人 1.4 1.7 1.4 

と び 工  〃 6.3(7.7) 6.3(7.7) 4.1(5.6) 

普 通 作 業 員  〃 1.2 1.6 2.5 

ラフテレーン 

クレーン運転 

油圧伸縮ジブ型・排出ガ

ス対策型(第2次基準値) 

25ｔ吊 

日 1.4 0.8 0.8 

諸 雑 費 率  ％ 34(31) 32(29) 35(30) 

(注)１．安全ネットが必要な場合は，（ ）内の数値を計上する。 

２．諸雑費は，足場工仮設材等の費用であり，労務費，機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限と

して計上する。 

なお，諸雑費には，供用中の足場材損料を含むものとする。 

・手摺先行型枠組足場における仮設材内訳は，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，板付布枠，連結ピ

ン，アームロック，ジャッキベース，手摺柱，手摺，手摺枠（二段手摺の機能を有する)，幅木，

階段，養生ネット（メッシュシート）等である。また，安全ネットを設置した場合の安全ネッ

トである。 

・単管足場における仮設材内訳は，丸パイプ，直交クランプ，自在クランプ，直線ジョイント，

固定ベース，足場板，敷板，壁つなぎ，階段，養生ネット等である。また，安全ネットを設置

した場合の安全ネットである。 

・単管傾斜足場における仮設材内訳は，丸パイプ，直交クランプ，自在クランプ，直線ジョイン

ト，足場板，固定ベース，養生ネット等である。また，安全ネットを設置した場合の安全ネッ

トである。 

３．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

 

Ⅱ-5-⑨-4 

４． 単 価 表 

(１) 手摺先行型枠組足場・単管足場・単管傾斜足場 100掛㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB252110 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

25ｔ吊 

日 

 
表3.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表3.1 

計     

コード番号 Ｓ 1 9 4 0

４．安全ネットの設置基準は以下とする。

　①設置する場合

　　・地上高４ｍ以上の作業で物の落下等により一般通行に危険を及ぼす可能性がある場合。

　②必要に応じて設置する場合

　　・地上高４ｍ以下の作業で物の落下等により一般通行に危険を及ぼす可能性がある場合。

　　・作業現場内において，物の落下等により作業員に危険を及ぼす可能性があり，必要と判断される

　　　場合

　③不要の場合

　　・上記以外
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５． 参 考 資 料 

図６－１ 足場工参考図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－２ 足場工断面参考図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（メッシュシート） 
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⑨－２ 支 保 工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，一般土木工事の構造物施工にかかる平均設置高 30ⅿ 以下の支保工に適用する。 

ただし，鋼橋床版，砂防，ダム，トンネル等で標準歩掛が設定されている工種には適用しない。 

また，「第Ⅱ編第２章共通工⑤－１場所打擁壁工(1)，○24－１函渠工(1)，第Ⅳ編第４章共同溝工①共同溝工(1)(2)，第

７章橋梁工⑲－１橋台・橋脚工(1)」については，適用出来ない。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２．１ 施工フロー 

２－２ 工法の選定 

工法の選定は，図２．２による。 

図２．２ 工法の選定 
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ス タ ー ト 

パイプサポート支保 く さ び 結 合 支 保 別 途 検 討 

平均設置高 

Ｈ＜４ｍ 

Yes 

Yes 

No 

No 

Yes 

No 
支保耐力 
f≦80kN/㎡ 

かつ最大設置高 

Ｈ≦30ｍ 

支保耐力 

f≦60kN/㎡ 
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３． 施 工 歩 掛 

支保材の設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。ただし,パイプサポート支保の総設置数量 40空 m3以下の小規模

工事では表 3.2とする。 

 

表３．１ 支保材設置・撤去歩掛              （100空㎥当り） 

名 称 規 格 単位 

支保耐力（ｆ） kN／㎡ 

（参考：コンクリート厚（t）cm） 

パイプサポート支保 くさび結合支保 

f≦40 

（t≦120） 

40＜f≦60 

(120＜t≦190) 

f≦40 

(t≦120) 

40＜f≦80 

(120＜t≦250) 

土木一般世話役  人 2.6 4.2 1.4 2.1 

型 わ く 工  〃 4.7 8.7 1.3 2.7 

と び 工  〃 2.2 2.4 3.3 4.2 

普 通 作 業 員  〃 5.1 11.1 3.3 6.0 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 運 転 

油圧伸縮ジブ型・排出ガ

ス対策型（第２次基準値） 

25ｔ吊 

日 － 0.5 1.2 

諸 雑 費 率  ％ 15 33 

(注)１．諸雑費は，仮設材等の費用であり，労務費及び機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計

上する。 

・パイプサポート支保における仮設材内訳は，パイプサポート，型枠受台，根がらみ，水平つなぎ，根がらみ

クランプ,直交クランプ，頭つなぎ等である。 

・くさび結合支保における仮設材内訳は，ジャッキベース，大引受ジャッキ，建地材，つなぎ材，斜材等である。 

２．参考値のコンクリート厚について，張出し部等で断面の変化する場合のコンクリート厚は，平均とする。 

３．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

表３．２ 支保材設置・撤去歩掛（小規模）          （10空㎥当り） 

名 称 規 格 単位 

パイプサポート支保耐力（f） kN／㎡ 

（参考：コンクリート厚（t）cm） 

f≦40 

（t≦120cm） 

土木一般世話役  人 0.29 

型 わ く 工  〃 0.53 

と び 工  〃 0.25 

普 通 作 業 員  〃 0.57 

諸 雑 費 率  ％ 13 
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４． 単 価 表 

(１) パイプサポート支保・くさび結合支保 100 空㎥ 当り単価表 

施工歩掛コード WB252210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

型 わ く 工  〃   〃 

と び 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

25ｔ吊 

日 

 
表3.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表3.1 

計     

 

(２) パイプサポート支保（小規模）10 空㎥ 当り単価表 

施工歩掛コード WB252210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

型 わ く 工  〃   〃 

と び 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

コード番号 Ｓ 1 9 4 2
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４． 単 価 表 

(１) パイプサポート支保・くさび結合支保 100 空㎥ 当り単価表 

施工歩掛コード WB252210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

型 わ く 工  〃   〃 

と び 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

25ｔ吊 

日 

 
表3.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表3.1 

計     

 

(２) パイプサポート支保（小規模）10 空㎥ 当り単価表 

施工歩掛コード WB252210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

型 わ く 工  〃   〃 

と び 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     



①  786①  786 Ⅱ−5−⑩−1

Ⅱ-5-⑩-1

⑩ 締 切 排 水 工

１． 適 用 範 囲

本資料は，仮設工のうち河川、道路、砂防工事などの水中締切，地中締切の排水工事で，全揚程が 15ⅿ以下の場合に適

用するものとし，ダム本体工事などの大規模工事の排水工事には適用しない。

なお，鋼矢板二重締切の中詰工，仮締切用タイロッド及びタイロープ等については，土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕

第Ⅶ編第６章②矢板工についても参照のこと。

２． 施 工 概 要

２－１ 施工フロー

施工フローは，下記を標準とする。

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。

２－２ 排水方法の選定

排水方法は，作業時排水又は常時排水とする。

(１) 作業時排水とは，作業前（１～３時間）から排水し始めて作業終了時には排水を中止する方法をいう。

なお，作業時排水には，コンクリート打設前後の型枠組立養生などのための一時的に昼夜排水するものも含

む。

(２) 常時排水とは，昼夜連続的に排水する方法をいう。

３． 施 工 歩 掛

３－１ 機種の選定

機械・規格は，次表を標準とする。

表３．１ 機種の選定（ポンプ運転）

機 械 名 規 格

数 量

摘要
排水量 (㎥ /h)

0以上

40未満

40以上

120未満

120以上

450未満

450以上

1,300未満

工事用水中モー

タポンプ

普通型（潜水ポンプ）

口径150㎜、全揚程10m 台 1 － 1 －

普通型（潜水ポンプ）

口径200㎜、全揚程10m 〃 － 1 2 5

発 動 発 電 機

ディーゼルエン

ジン駆動・排出

ガス対策型(第2

次基準値)

25kVA 〃 1 － － －

35kVA 〃 － 1 － －

60kVA 〃 － － 1 －

100kVA 〃 － － － 1

(注)１．工事用水中モータポンプの動力源は，発動発電機を標準とする。

２．工事用水中モータポンプ及び発動発電機は，賃料とする。

３．工期，現場の状況により上表により難い場合は，別途考慮する。

４．工期，現場の条件により，工事用水中モータポンプの動力源が商用電源の場合は，別途考慮する。

［Ⅲ］
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３－２ 運転工歩掛 

(１) 運転日数 

排水期間中のポンプの運転日数は，工事の規模，現場状況などから積上げて算出するものとする。 

(２) 労務歩掛 

ポンプの排水現場１箇所当り運転歩掛は，次表する。 

 

表３．２ ポンプ運転歩掛    (人／１箇所・日) 

名 称 
排 水 方 法 

作業時排水 常時排水 

特殊作業員 0.14 0.17 

(注)１．歩掛は，運転日当り運転時間が作業時排水８ｈ，常時排水 24 ｈを標準としたもの

である。 

２．労務単価は，時間外手当等を考慮しない。 

３．歩掛は，排水方法にかかわらず，排水現場１箇所当りポンプ台数が１～５台の運転

労務歩掛を標準としたものである。現場条件により難い場合は別途積算する。 

４．１工事中に数分割の締切がある場合は，１締切現場を１箇所とする。 

 

(３) 諸雑費 

諸雑費は，ポンプの配管材料の損料，分電盤の賃料等の費用であり，労務費，機械賃料及び運転経費の合

計額に下表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表３．３ 諸雑費率           (％) 

排水方法 作業時排水 常時排水 

諸雑費率 3 1 

 

３－３ 設置・撤去歩掛 

ポンプの設置・撤去に要する１箇所当りの歩掛は，次表とする。 

 

表３．４ 据付・撤去歩掛               (１箇所) 

名  称 規  格 単位 数 量 

土 木 一 般 世 話 役 － 人 0.5 

特 殊 作 業 員 － 〃 0.1 

普 通 作 業 員 － 〃 2 

バ ッ ク ホ ウ 運 転 クローラ型[標準型・クレーン機

能付き・排出ガス対策型(第 2 次

基準値)] 

山積 0.8ｍ３(平積 0.6ｍ３)2.9t吊 

日 0.5 

(注)１．バックホウは，賃料とする。 

２．歩掛及び運転日数は，１締切現場当りポンプ設置・撤去台数が１～５台が標準であり，上

表により難い場合は，別途考慮する。 

３．使用機械・規格については上表を標準とするが，現場条件により上表により難い場合は，

別途選定出来るものとする。 

４．歩掛には，配管設置・撤去労務を含む。 

５．１工事中に数分割の締切がある場合は，１締切現場を１箇所とする。 
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４． 内  訳  書  及  び  単  価  表 

(１) 締切排水内訳書 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ポ ン プ 運 転  日  (2)単価表 

ポ ン プ 設 置 ・ 撤 去  箇所  (3)単価表 

 

(２) ポンプ運転１日当り単価表 

施工歩掛コード WB252310 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

特 殊 作 業 員  人  表3.2 

工 事 用 水 中 

モ ー タ ポ ン プ 運 転 

[普通型（潜水ポンプ）] 

 
日 1 

表3.1 

機械賃料 

発 動 発 電 機 

運 転 

ディーゼルエンジン駆動・排出ガ

ス対策型(第2次基準値) 
〃 1 

 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表3.3 

計     

 

(３) ポンプ設置・撤去１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB252320 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.4 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

(ク ロ ー ラ 型 )運 転 

標準型・クレーン機能付き・排出

ガス対策型(第 2次基準値) 

山積0.8 ㎥(平積0.6 ㎥)2.9t吊 

日  
 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

 

 

 

 

コード番号 Ｓ 5 6 1 5
Ｓ 5 6 2 0

コード番号 Ｓ 5 6 2 1
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(４) 機械運転単価表 

機 械 名 規  格 適用単価表 指定事項 

工事用水中モータポン

プ 

普通型（潜水ポンプ） 

 
機－30 

賃料数量→(常時排水)1.1 

(作業時排水)1.2 

発 動 発 電 機 

ディーゼルエンジン駆動・排出ガ

ス対策型(第2次基準値) 

25kVA 

35kVA 

60kVA 

100kVA 

機－16 

(常時排水) 

燃料消費量→25kVA→ 79 

35kVA→115 

60kVA→199 

100kVA→312 

賃料数量 →1.1 

発 動 発 電 機 

ディーゼルエンジン駆動・排出ガ

ス対策型(第2次基準値) 

25kVA 

35kVA 

60kVA 

100kVA 

機－16 

(作業時排水) 

燃料消費量→25kVA→ 26 

35kVA→ 38 

60kVA→ 66 

100kVA→104 

賃料数量 →1.2 

バ ッ ク ホ ウ 

クローラ型[標準型・クレーン機能

付き・排出ガス対策型(第 2次基準

値)] 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

機－28 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →  69 

賃料数量  →1.16 
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⑪ ウエルポイント工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，構造物等の掘削工事におけるウエルポイント工に適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工内容 

この工法は，地下水低下工法の一種で，真空効果を利用して強制的に土中の水を抜き取る工法である。 

２－２ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

２－３ 参考図等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（用語の説明） 

ウエルポイント………………………ウエルポイント，ライザーパイプ，スイングジョイント 

ヘッダーライン………………………ヘッダーパイプ，ヘッダーカップリング，エルボ，チーズ等 

ウエルポイントポンプ（１組）……バキュームポンプ，ヒューガルポンプ，セパレートタンク，チャッキバルブ，

ゲートバルブ，ノッチタンク，放流パイプ等 

ウ
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３． 施 工 歩 掛 

３－１ ウエルポイント設置・撤去歩掛 

ウエルポイント設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．１ ウエルポイント設置・撤去歩掛         (100 本当り) 

名 称 規 格 単位 設置 撤去 

土 木 一 般 世 話 役  人 2.5 1.3 

特 殊 作 業 員  〃 7.1 3.9 

普 通 作 業 員  〃 7.1(10.8) 6.0 

ジ ェ ッ ト 装 置  日 2.3 － 

諸 雑 費 率  ％ 38(40) 45 

(注)１．歩掛に含まれる作業 

［設置］ウエルポイント組立・打込み，ヘッダーライン設置までである。 

［撤去］ヘッダーライン撤去，ウエルポイント引抜・解体までである。 

２．（ ）書きはサンドフィルターを使用する場合。 

３．諸雑費は，サンドフィルターを使用する場合の材料費，トラック（クレーン装置付）運転経

費及び電力に関する諸経費の費用であり，労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として

計上する。 

４．諸経費内の電力に関する経費については，低圧電力・臨時契約を標準としており，これによ

り難い場合は「ウエルポイント設置」の諸雑費率から１％減ずるものとし，電力使用量を次式

により求め別途計上する。 

電力使用量（kWh）=15kW×0.9×4.7h×0.023×ウエルポイント施工本数…式 3.1 

５．歩掛には，現場内小運搬を含む。 

６．本歩掛は，商用電源（低圧電力・臨時契約）を標準としているため，基本料金，工事費負担

金，受電設備等の費用を「第Ⅱ編第５章仮設工⑳仮設電力設備工」により別途計上する。 

 

３－２ ウエルポイントポンプ設置・撤去歩掛 

ウエルポイントポンプ設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．２ ウエルポイントポンプ設置・撤去歩掛        (１組当り) 

名 称 規 格 単位 設置 撤去 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.3 0.1 

特 殊 作 業 員  〃 0.9 0.6 

普 通 作 業 員  〃 1.2 0.8 

諸 雑 費 率  ％ 39 31 

(注)１．上表は，ゲートバルブから放流パイプまでの設置・撤去歩掛である。 

２．諸雑費は，トラック（クレーン装置付）運転経費等の費用であり，労務費の合計に上表の率

を乗じた金額を上限として計上する。 
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３－３ ウエルポイントポンプ運転管理歩掛 

ウエルポイントポンプ運転管理歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．３ ウエルポイントポンプ運転管理歩掛   (１日当り) 

名 称 単位 
ポンプ使用組数 

1～5組 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.2 

特 殊 作 業 員 〃 0.7 

諸 雑 費 率 ％ 36×使用組数 

(注)１．労務単価は，時間外手当等を考慮しない。 

２．ポンプ使用組数は１組から５組を標準とし，これ以外は別途考慮する。 

３．諸雑費は，電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上

限として計上する。 

４．諸経費内の電力に関する経費については，低圧電力・臨時契約を標準としており，これに

より難い場合は，諸雑費率を見込まないものとし，電力使用量を次式により求め別途計上す

る。 

１日当り電力使用量（kWh）=18.5kW×0.9×24ｈ×使用組数…式 3.2 

５．本歩掛は，商用電源（低圧電力・臨時契約）を標準としているため，基本料金，工事費負

担金，受電設備等の費用を「第Ⅱ編第５章仮設工⑳仮設電力設備工」により別途計上する。 
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４． 内訳書及び単価表 

(１) ウエルポイント工内訳書 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト 設 置  本   

ウ エ ル ポ イ ン ト 撤 去  〃   

ウエルポイントポンプ設置  組   

ウエルポイントポンプ撤去  〃   

ウエルポイントポンプ運転管理  日   

ウ エ ル ポ イ ン ト 工 損 料  式 1  

ジ ェ ッ ト 装 置 損 料  〃 1  

計     

 

(２) ウエルポイント設置・撤去 100本当り単価表 

施工歩掛コード WB252410 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト 設 置  本  （３）単価表 

ウ エ ル ポ イ ン ト 撤 去  〃  （３）単価表 

計     

 

(３) ウエルポイント設置又は撤去 100本当り単価表 

施工歩掛コード WB252411 , WB252412 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

(４) ウエルポイントポンプ設置・撤去１組当り単価表 

施工歩掛コード WB252430 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウエルポイントポンプ設置  組  （５）単価表 

ウエルポイントポンプ撤去  〃  （５）単価表 

計     

 

(５) ウエルポイントポンプ設置又は撤去１組当り単価表 

施工歩掛コード WB252431 , WB252432 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     
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４． 内訳書及び単価表 

(１) ウエルポイント工内訳書 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト 設 置  本   

ウ エ ル ポ イ ン ト 撤 去  〃   

ウエルポイントポンプ設置  組   

ウエルポイントポンプ撤去  〃   

ウエルポイントポンプ運転管理  日   

ウ エ ル ポ イ ン ト 工 損 料  式 1  

ジ ェ ッ ト 装 置 損 料  〃 1  

計     

 

(２) ウエルポイント設置・撤去 100本当り単価表 

施工歩掛コード WB252410 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト 設 置  本  （３）単価表 

ウ エ ル ポ イ ン ト 撤 去  〃  （３）単価表 

計     

 

(３) ウエルポイント設置又は撤去 100本当り単価表 

施工歩掛コード WB252411 , WB252412 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

(４) ウエルポイントポンプ設置・撤去１組当り単価表 

施工歩掛コード WB252430 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウエルポイントポンプ設置  組  （５）単価表 

ウエルポイントポンプ撤去  〃  （５）単価表 

計     

 

(５) ウエルポイントポンプ設置又は撤去１組当り単価表 

施工歩掛コード WB252431 , WB252432 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     
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４． 内訳書及び単価表 

(１) ウエルポイント工内訳書 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト 設 置  本   

ウ エ ル ポ イ ン ト 撤 去  〃   

ウエルポイントポンプ設置  組   

ウエルポイントポンプ撤去  〃   

ウエルポイントポンプ運転管理  日   

ウ エ ル ポ イ ン ト 工 損 料  式 1  

ジ ェ ッ ト 装 置 損 料  〃 1  

計     

 

(２) ウエルポイント設置・撤去 100本当り単価表 

施工歩掛コード WB252410 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト 設 置  本  （３）単価表 

ウ エ ル ポ イ ン ト 撤 去  〃  （３）単価表 

計     

 

(３) ウエルポイント設置又は撤去 100本当り単価表 

施工歩掛コード WB252411 , WB252412 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.1 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

(４) ウエルポイントポンプ設置・撤去１組当り単価表 

施工歩掛コード WB252430 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウエルポイントポンプ設置  組  （５）単価表 

ウエルポイントポンプ撤去  〃  （５）単価表 

計     

 

(５) ウエルポイントポンプ設置又は撤去１組当り単価表 

施工歩掛コード WB252431 , WB252432 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表3.2 

特 殊 作 業 員  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     
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(６) ウエルポイントポンプ運転管理 1日当り単価表 

施工歩掛コード WB252440 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.2 表3.3 

特 殊 作 業 員  〃 0.7  〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (７) ウエルポイント工損料１式 

施工歩掛コード WB252450 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト ポ ン プ 

損 料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  組   

ウ エ ル ポ イ ン ト 損 

料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  本   

ヘ ッ ダ ー ラ イ ン 損 

料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  ⅿ   

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) ヘッダーライン及びウエルポイント部分で海水又は機械器具に対して腐蝕作用のある薬液の影響を直接

受ける箇所に敷設するものの損料は，現場条件を考慮し，50％の範囲で増額補正することが出来る。 

 

(８) ジェット装置損料１式 

施工歩掛コード WB252460 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ジ ェ ッ ト 装 置 損 料 

( 供 用 1 日 当 り ) 

 
日 

 供用1箇月当り損料 

30 

〃 ( 1 現 場 当 り )  組 1  

ス タ ー カ ッ タ ー 損 料 

( 供 用 1 日 当 り ) 

 
日 

 供用1箇月当り損料 

     30 

〃 ( 1 現 場 当 り )  個 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) スターカッターは必要に応じて計上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供用１箇月当り損料 
×使用組数 

30 

供用１箇月当り損料 
×使用本数 

30 

供用１箇月当り損料 
×使用延長 

30 
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(６) ウエルポイントポンプ運転管理 1日当り単価表 

施工歩掛コード WB252440 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.2 表3.3 

特 殊 作 業 員  〃 0.7  〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (７) ウエルポイント工損料１式 

施工歩掛コード WB252450 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト ポ ン プ 

損 料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  組   

ウ エ ル ポ イ ン ト 損 

料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  本   

ヘ ッ ダ ー ラ イ ン 損 

料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  ⅿ   

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) ヘッダーライン及びウエルポイント部分で海水又は機械器具に対して腐蝕作用のある薬液の影響を直接

受ける箇所に敷設するものの損料は，現場条件を考慮し，50％の範囲で増額補正することが出来る。 

 

(８) ジェット装置損料１式 

施工歩掛コード WB252460 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ジ ェ ッ ト 装 置 損 料 

( 供 用 1 日 当 り ) 

 
日 

 供用1箇月当り損料 

30 

〃 ( 1 現 場 当 り )  組 1  

ス タ ー カ ッ タ ー 損 料 

( 供 用 1 日 当 り ) 

 
日 

 供用1箇月当り損料 

     30 

〃 ( 1 現 場 当 り )  個 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) スターカッターは必要に応じて計上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供用１箇月当り損料 
×使用組数 

30 

供用１箇月当り損料 
×使用本数 

30 

供用１箇月当り損料 
×使用延長 

30 
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(６) ウエルポイントポンプ運転管理 1日当り単価表 

施工歩掛コード WB252440 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.2 表3.3 

特 殊 作 業 員  〃 0.7  〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (７) ウエルポイント工損料１式 

施工歩掛コード WB252450 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ウ エ ル ポ イ ン ト ポ ン プ 

損 料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  組   

ウ エ ル ポ イ ン ト 損 

料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  本   

ヘ ッ ダ ー ラ イ ン 損 

料 ( 供 用 1 日 当 り ) 
 日 

  

〃 ( 1 現 場 当 り )  ⅿ   

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) ヘッダーライン及びウエルポイント部分で海水又は機械器具に対して腐蝕作用のある薬液の影響を直接

受ける箇所に敷設するものの損料は，現場条件を考慮し，50％の範囲で増額補正することが出来る。 

 

(８) ジェット装置損料１式 

施工歩掛コード WB252460 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

ジ ェ ッ ト 装 置 損 料 

( 供 用 1 日 当 り ) 

 
日 

 供用1箇月当り損料 

30 

〃 ( 1 現 場 当 り )  組 1  

ス タ ー カ ッ タ ー 損 料 

( 供 用 1 日 当 り ) 

 
日 

 供用1箇月当り損料 

     30 

〃 ( 1 現 場 当 り )  個 1  

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) スターカッターは必要に応じて計上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供用１箇月当り損料 
×使用組数 

30 

供用１箇月当り損料 
×使用本数 

30 

供用１箇月当り損料 
×使用延長 

30 
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⑫ 土 の う 工 

⑫－１ 土 の う 工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，簡易な仮締切工に適用するものとし，仕拵，積立，撤去の各作業よりなるものとする。 

 

２． 施 工 歩 掛 

２－１ 土のう仕拵・積立・撤去歩掛 

土のう仕拵・積立・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表２．１ 土のう仕拵・積立・撤去歩掛       （100 袋当り） 

種別／工種 材 料 仕 拵 積 立 撤 去 合 計 

土 の う 化学センイ土のう 2.0 1.0 1.2 4.2 

 

２－２ 土のう積材料使用量 

材料の使用量については，次表を標準とする。 

 

表２．２ 土のう積材料使用量 

規 格 
袋数／㎡当り 詰土量・質量／袋 

小口並べ 側面並べ ㎥／袋 ㎏／袋 
62×48㎝ 17 14 0.02 40 
土のう袋数＝１㎡ 当り袋数×直高×延長 
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３． 単 価 表 

(１) 土のう 100袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252610 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 砂  ㎥ 2 100袋×0.02㎥/袋 

普 通 作 業 員  人  表2.1 

土 の う 62×48㎝ 袋 100  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 土のう積工 10㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB252620 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 砂  ㎥  表2.2 

土 の う 62×48㎝ 袋   〃 

普 通 作 業 員  人  表2.1,表2.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

  （注）施工数量は直高×延長の面積とする。
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３． 単 価 表 

(１) 土のう 100袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252610 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 砂  ㎥ 2 100袋×0.02㎥/袋 

普 通 作 業 員  人  表2.1 

土 の う 62×48㎝ 袋 100  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 土のう積工 10㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB252620 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 砂  ㎥  表2.2 

土 の う 62×48㎝ 袋   〃 

普 通 作 業 員  人  表2.1,表2.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

  （注）施工数量は直高×延長の面積とする。
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（注）施工数量は直高×延長の面積とする。
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⑫－２ 大 型 土 のう工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，大型土のうの製作・設置，撤去に適用する。 

なお，大型土のうの袋材は容量１㎥を標準とする。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２．１ 施工フロー 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

作業種別 作業半径 機 械 名 規  格 単位 数量 摘要 

製 作 － 
バ ッ ク ホ ウ 

(クローラ型) 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥) 吊能力2.9t 

台 1 

 

設 置 

撤 去 

6ⅿ以下 
バ ッ ク ホ ウ 

(クローラ型) 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥) 吊能力2.9t 

〃 1 

 

6ⅿを超え～ 

20ⅿ以下 

ラ フ テ レー ン 

ク レ ー ン 

油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型(第1次基準値) 25t吊 
〃 1 

 

(注)１．バックホウ及びラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

２．現場条件により，上記により難い場合は，別途考慮する。 

 

４． 施 工 歩 掛 

４－１ 編成人員 

製作から設置までの一連作業と製作，設置，撤去の単独作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表４．１ 日当り編成人員                （人） 

名 称 単位 製作・設置 製 作 設  置 撤 去 

土木一般世話役 人 1 1 1 1 

特 殊 作 業 員 〃 1 1 1 1 

普 通 作 業 員 〃 1 1 1 － 

(注)１．製作・設置，製作には，横取り作業（12ⅿ まで：製作現場～仮置場）を含む。 

２．製作現場と設置現場が異なる場合は，積込み・荷卸・運搬等必要な費用を別途計上する。 

３．撤去には，中詰材排出を含む。 

機

材

搬

入 

大
型
土
の
う
製
作 

大
型
土
の
う
設
置 

後

片

付

け 

①製作・設置 

大
型
土
の
う
撤
去 

残

土

処

理 

②撤去 
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４－２ 日当り施工量 

日当り施工量は，次表を標準とする。 

 

表４．２ 日当り施工量 

作業種別 単 位 施工量 

製 作 ・ 設 置 袋 36(52) 

製 作 〃 62 

設 置 〃 86(80) 

撤 去 〃 144(134) 

(注)１．ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 

       ２．袋材の処分費及び残土処理費が必要な場合は,別途計上する。 

 

４－３ 諸雑費 

諸雑費は，製作枠等の費用であり，製作労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

          表４．３ 諸雑費率    （％） 

作業種別 諸雑費率 
製作・設置 4(6) 
製 作 7 

(注) ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 
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６． 単 価 表 

(１) 大型土のう製作・設置（バックホウ設置）10袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数  量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

大 型 土 の う 容量1㎥ 袋 10  

土 砂  ㎥ 10 ほぐした土量 

バ ッ ク ホ ウ 

(ク ロ ー ラ 型 )運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥)  

吊能力2.9t 

日 10/D 
表4.2 

 

諸 雑 費  式 1 表4.3 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

(２) 大型土のう製作・設置（ラフテレーンクレーン設置）10袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数  量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

大 型 土 の う 容量1㎥ 袋 10  

土 砂  ㎥ 10 ほぐした土量 

バ ッ ク ホ ウ 

( ク ロ ー ラ 型 ) 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥)  

吊能力2.9t 

日 10/D 表4.2 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型(第1次基準値) 

25t吊 

〃 10/D 機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表4.3 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 
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４－２ 日当り施工量 

日当り施工量は，次表を標準とする。 

 

表４．２ 日当り施工量 

作業種別 単 位 施工量 

製 作 ・ 設 置 袋 36(52) 

製 作 〃 62 

設 置 〃 86(80) 

撤 去 〃 144(134) 

(注)１．ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 

       ２．袋材の処分費及び残土処理費が必要な場合は,別途計上する。 

 

４－３ 諸雑費 

諸雑費は，製作枠等の費用であり，製作労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

          表４．３ 諸雑費率    （％） 

作業種別 諸雑費率 
製作・設置 4(6) 
製 作 7 

(注) ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 
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４－２ 日当り施工量 

日当り施工量は，次表を標準とする。 

 

表４．２ 日当り施工量 

作業種別 単 位 施工量 

製 作 ・ 設 置 袋 36(52) 

製 作 〃 62 

設 置 〃 86(80) 

撤 去 〃 144(134) 

(注)１．ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 

       ２．袋材の処分費及び残土処理費が必要な場合は,別途計上する。 

 

４－３ 諸雑費 

諸雑費は，製作枠等の費用であり，製作労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

          表４．３ 諸雑費率    （％） 

作業種別 諸雑費率 
製作・設置 4(6) 
製 作 7 

(注) ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 

 

 

Ⅱ-5-⑫-5 

４－２ 日当り施工量 

日当り施工量は，次表を標準とする。 

 

表４．２ 日当り施工量 

作業種別 単 位 施工量 

製 作 ・ 設 置 袋 36(52) 

製 作 〃 62 

設 置 〃 86(80) 

撤 去 〃 144(134) 

(注)１．ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 

       ２．袋材の処分費及び残土処理費が必要な場合は,別途計上する。 

 

４－３ 諸雑費 

諸雑費は，製作枠等の費用であり，製作労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

          表４．３ 諸雑費率    （％） 

作業種別 諸雑費率 
製作・設置 4(6) 
製 作 7 

(注) ラフテレーンクレーンを使用する場合は，（ ）書きを使用する。 
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６． 単 価 表 

(１) 大型土のう製作・設置（バックホウ設置）10袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数  量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

大 型 土 の う 容量1㎥ 袋 10  

土 砂  ㎥ 10 ほぐした土量 

バ ッ ク ホ ウ 

(ク ロ ー ラ 型 )運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥)  

吊能力2.9t 

日 10/D 
表4.2 

 

諸 雑 費  式 1 表4.3 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

(２) 大型土のう製作・設置（ラフテレーンクレーン設置）10袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数  量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

大 型 土 の う 容量1㎥ 袋 10  

土 砂  ㎥ 10 ほぐした土量 

バ ッ ク ホ ウ 

( ク ロ ー ラ 型 ) 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥)  

吊能力2.9t 

日 10/D 表4.2 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型(第1次基準値) 

25t吊 

〃 10/D 機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表4.3 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コード番号 Ｓ 5 7 1 0

コード番号 Ｓ 5 7 1 0

５．
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(３) 大型土のう製作 10 袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

大 型 土 の う 容量1㎥ 袋 10  

土 砂  ㎥ 10 ほぐした土量 

バ ッ ク ホ ウ 

(ク ロ ー ラ 型 )運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥) 吊能力2.9t 

日 10/D 表4.2 

諸 雑 費  式 1 表4.3 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

(４) 大型土のう設置 10袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

普 通 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

( ク ロ ー ラ 型 ) 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥) 吊能力2.9t 
日 10/D 

表4.2 

作業半径 6ⅿ以下の場合 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型(第1次基準値) 

25t吊 

〃 10/D 

表4.2 

作業半径 6ⅿを超え 20ⅿ 

以下の場合 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

(５) 大型土のう撤去 10袋当り単価表 

施工歩掛コード WB252730 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×10/D 表4.1,表4.2 

特 殊 作 業 員  〃 1×10/D   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

( ク ロ ー ラ 型 ) 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥) 吊能力2.9t 

日 10/D 
表4.2 

作業半径6ⅿ以下の場合 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型(第1次基準値) 

25t吊 

〃 10/D 

表4.2 

作業半径6ⅿを超え20ⅿ 

以下の場合 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

コード番号 Ｓ 5 7 0 0

コード番号 Ｓ 5 7 0 5

コード番号 Ｓ 5 7 0 5
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(６) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

バ ッ ク ホ ウ 

( ク ロ ー ラ 型 )  

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第2次基

準値) 

山積0.8㎥(平積0.6㎥) 

吊能力2.9t 

機－28 

【製作・設置】 

(バックホウによる設置) 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →98 

機械賃料数量→1.39 

【製作・設置】 

(ラフテレーンクレーンによる設置) 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →112 

機械賃料数量→1.44 

【製作】 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →112 

機械賃料数量→1.44 

【設置】 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →88 

機械賃料数量→1.36 

【撤去】 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →74 

機械賃料数量→1.26 
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⑬ 仮橋・仮桟橋工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，鋼製による仮橋及び仮桟橋の上部工（桁の架設・撤去，覆工板設置・撤去，高欄設置・撤去）と下部

工（橋脚設置・撤去，杭橋脚打込・引抜及び設置・撤去）で，支間長 39ⅿ以下に適用する。 

ただし，下部工は橋脚高
なお，損料等については，土木工事標準積算基準[Ⅲ]第Ⅶ編第６章①仮設工○についても参照のこと。

24ⅿ以下とし，橋脚と杭橋脚の区分については図 2.2仮橋・仮桟橋工概念図による。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

図２．１ 施工フロー 

 

撤 去 

機 材 搬 入 

足 場 設 置 

高 欄 撤 去 

覆 工 板 撤 去 

上部撤去・解体 

足 場 撤 去 

直接基礎形式 杭基礎形式 

橋 脚 撤 去 杭 橋 脚 撤 去 

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎撤去 杭 橋 脚 引 抜 

機 材 搬 出 

機 材 搬 入 

設 置 

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎設置 

直接基礎形式 杭基礎形式 

杭 橋 脚 打 込 

導 杭 打 込 

導 枠 設 置 

導 枠 撤 去 

導 杭 引 抜 

杭 橋 脚 設 置 橋 脚 設 置 

足 場 設 置 

上部地組・架設 

覆 工 板 設 置 

高 欄 設 置 

足 場 撤 去 

機 材 搬 出 

水中打込 地中打込 
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参考図（概念図） 

橋脚，杭橋脚等の区分は，次図による。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．２ 仮橋・仮桟橋工概念図 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

作業種別 機械名 規格  単位 数量 摘要 

直接基礎形式 ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対

策型(第2次基準値) 

〇〇ｔ吊 

 

台 1  

杭基礎形式 クローラクレーン 

油圧駆動式ウインチ・ラチス

ジブ型・排出ガス対策型 

(第1次基準値) 

〇〇ｔ吊 

〃 1  

(注)１．クレーンは，最大部材質量( 地組がある場合は，地組部材質量)， 作業半径，吊上げ高及び主桁等の架

設・撤去，高欄設置・撤去，覆工板設置・撤去，橋脚設置・撤去，導枠設置・撤去等の工程を配慮し，同

一機種で選定することを標準とするが，現場条件により上表により難い場合は，現場条件に適合した機種

とすることが出来る。 

２．ラフテレーンクレーン，クローラクレーンは，賃料とする。 

３．杭橋脚打込・引抜，導杭打込・引抜については表４．８より選定すること。 

４．ラフテレーンクレーンで 7t 吊，10t 吊，45t 吊を選定した場合は，第１次基準値とする。 
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４． 施 工 歩 掛 

４－１ 上部工 

４－１－１ 架設・撤去工 

上部工の架設・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．１ 架設・撤去工歩掛                （10ｔ当り） 

名 称 規 格 単 位 
数 量 

摘 要 
架 設 撤 去 

橋 り ょ う 世 話 役  人 1.2 0.8  

橋 り ょ う 特 殊 工  〃 3.4 1.6  

溶 接 工  〃 － 0.5  

普 通 作 業 員  〃 2.0 1.4  

ラフテレーンクレーン 

又はクローラクレーン 

運 転 

〇〇ｔ吊 日 1.3 0.7  

諸 雑 費 率  ％ 16 2  

(注)１．本歩掛は，地組・解体作業及び架設に伴う本締めも含む。 

２．架設・撤去の対象質量は，架設・撤去すべき主桁，横桁の質量で，高力ボルト，覆工板，高欄の

質量は含まない。 

３．諸雑費は，ガス切断機，酸素，アセチレン，ホース，ドリフトピン，仮締めボルト，インパクト

レンチ，トルクレンチ，高力ボルト及び電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

４－１－２ 覆工板設置・撤去工 

覆工板設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．２ 覆工板設置・撤去工歩掛            (100㎡当り)  
 

 

 

 

 

 

 

(注) 上表には，路面のすりつけ作業は含まない。 

 

 

 

 

 

 

 

  

名 称 規 格 単 位 
数 量 

摘 要 
設置 撤去 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.9 0.5  

と び 工  〃 2.9 1.5  

普 通 作 業 員  〃 1.1 0.7  

ラフテレーンクレーン 

又はクローラクレーン 

運 転 

〇〇ｔ吊 日 1.0 0.5 
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４－１－３ 高欄設置・撤去工 

高欄設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．３ 高欄設置・撤去工歩掛            （100ⅿ当り） 

名 称 規 格 単 位 

数 量 摘 要 

ガードレール型 単管パイプ型  

設置 撤去 設置 撤去  

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 0.7 1.0 0.6  

普 通 作 業 員  〃 5.0 3.3 3.8 2.1  

溶 接 工  〃 (2.6) (1.3) － － 
必要に応じ 

計上する 

(注)2 

(注)3 

ラフテレーンクレーン 

又はクローラクレーン 

運 転 

〇〇ｔ吊 日 (1.1) (0.7) － － 

諸 雑 費 率  ％ (6) (2) － － 

(注)１．高欄型式は，仮橋はガードレール型，仮桟橋は単管パイプ型を標準とする。 

２．溶接工及びクレーンは，高欄の支柱基礎として形鋼を橋面上に設置する場合の支柱と基礎の溶接及

び基礎の吊込用として計上する。 

３．諸雑費は，溶接又は切断が必要な場合の電気溶接機（エンジン付）又はガス切断器，酸素，アセチ

レン，ホース等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

４－２ 下部工 

４－２－１ 橋脚設置・撤去工（直接基礎形式） 

橋脚設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．４ 橋脚設置・撤去工歩掛               （10ｔ当り） 

名 称 規 格 単 位 
数 量 

摘 要 
設置 撤去 

橋 り ょ う 世 話 役  人 1.7 1.1  

橋 り ょ う 特 殊 工  〃 4.2 3.0  

溶 接 工  〃 1.1 1.0  

普 通 作 業 員  〃 2.6 1.4  

ラフテレーンクレーン 

運 転 
〇〇ｔ吊 日 1.5 0.7 

 

諸 雑 費 率  ％ 28 1  

(注)１．本歩掛には，橋脚設置に伴う本締めも含む。 

２．設置・撤去の対象質量は，設置・撤去すべき橋脚，枕，ブラケット，つなぎ材等の質量で，高力ボル

トの質量は含まない。 

３．諸雑費は，電気溶接機（エンジン付），ガス切断機，酸素，アセチレン，ホース，ドリフトピン，仮

締めボルト，インパクトレンチ，トルクレンチ，高力ボルト，電力に関する経費等の費用であり，労務

費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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４－２－２ 杭橋脚設置・撤去工（杭基礎形式） 

４－２－２－１ 杭橋脚打込・引抜工 

(１) 機種の選定 

(１)－１ 機種の選定 

Ｈ形鋼の打込みに使用する電動式バイプロハンマの機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表４．５ 機種の選定（打込み） 

 バイブロハンマ施工 ウォータジェット併用施工 

最大Ｎ値 Nmax＜50 50≦Nmax≦80 

打
込
長(

ｍ) 

20以下 60㎾ 

25以下 90㎾ 

杭 打 ち 用 

ウ ォ ー タ ジ ェ ッ ト 
－ 

14.7MPa 325ℓ/min×2台 

(14.7MPa 325ℓ/min×1台) 

(注)１．ウォータジェット併用打込における（ ）書きは Nmax＜50の場合で，転石等によりやむを得ずウ

ォータジェットを使用する必要が生じた場合に計上する。 

２．対象地盤の最大Ｎ値が 50を超えるものについては，次式により換算Ｎ値を求めたうえで適用する。 

  

 

３．打込長は，地表面よりのＨ形鋼の打込長であり，Ｈ形鋼長とは異なる。 

４．本歩掛の適用範囲は，表 4.6のとおりとするが，これにより難い場合は別途考慮する。 

 

表４．６ 打込長 

Ｈ形鋼型式 H200・250 H300 H350・400 

打 込 長 

(ⅿ) 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 施 工 13以下 20以下 25以下 

ウォータジェット併用施工 16以下 25以下 25以下 

Ｈ形鋼の引抜きに使用する電動式バイブロハンマの機械・規格は，Ｎ値に関係なく次表を標準とする。 

 

表４．７ 機種の選定（引抜き） 

 引抜長（ｍ） 規格(kW) 

H形鋼 25以下 60 

（注） 引抜長は，地表面よりの H形鋼の引抜長であり，H形鋼長とは異なる。 

 

(１)－２ 付属機械 

バイブロハンマの付属機器の機械・規格は，次表を標準とするが，現場条件によりこれにより

難い場合は，別途考慮する。 

 

表４．８ 付属機器の機械・規格 

 

 

 

 

 

(２) 編成人員 

Ｈ形鋼の打込み，引抜作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表４．９日当り編成人員              （人） 

施 工 区 分 土木一般世話役 と び 工 普通作業員 特殊作業員 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 施 工 1 2 1 － 

ウォータジェット併用施工 1 2 1 1 

           バイブロハンマ規格 

機種 

電動式バイブロハンマ 

60kW 90kW 

クローラクレーン 

(油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型) 
50～55ｔ吊 

換算Ｎ値＝ 

落下 50回当り貫入量（㎝） 

1,500 
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(３) 日当り施工本数 

Ｈ形鋼の日当り打込み，引抜本数（Ｎ）は次表を標準とする。 

① 電動式バイブロハンマによる施工（Nmax＜50） 

 

表４．10 日当り施工本数（Ｎ）         (本／日) 

形式 

打込み長(ⅿ) 
H200 H250 H300 H350 H400 

2以下 63 59 55 49 45 

4以下 47 40 35 28 24 

6以下 38 31 26 20 17 

8以下 32 25 21 16 13 

10以下 27 21 17 13 10 

13以下 23 17 14 10 8 

16以下   12 8 7 

20以下   10 7 6 

22以下    6 5 

25以下    5 4 

(注) 継施工が必要な場合，施工本数（Ｎ）は別途考慮する。 

 

② 電動式バイブロハンマとウォータジェット併用による施工 

 

表４．11 日当り施工本数（Ｎ）         (本／日) 

形式 

打込み長(ⅿ) 
H200 H250 H300 H350 H400 

2以下 
60 55 50 43 38 

(65) (60) (56) (49) (45) 

4以下 
35 30 26 20 18 

(40) (35) (31) (25) (22) 

6以下 
25 21 17 13 11 

(29) (25) (21) (17) (15) 

8以下 
19 16 13 10 8 

(23) (19) (16) (13) (11) 

10以下 
16 13 11 8 7 

(19) (16) (13) (10) (9) 

13以下 
13 10 8 6 5 

(15) (13) (11) (8) (7) 

16以下 
10 8 7 5 4 

(13) (10) (9) (7) (6) 

20以下 
  6 4 3 

  (7) (5) (5) 

22以下 
  5 4 3 

  (6) (5) (4) 

25以下 
  4 3 3 

  (6) (4) (4) 

 (注)１． 継施工が必要な場合，施工本数（Ｎ）は別途考慮する。 

２．上段     ：50≦Nmax≦80 

下段（ ）書き：Nmax＜50で，転石等により，やむを得ずウォータジェットを使用する必要が生じ

た場合。 
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③ 引抜き 

表４．12 日当り施工本数（Ｎ）               (本／日) 

引抜長(ⅿ) 2以下 4以下 6以下 8以下 10以下 

引抜数量(本/日) 56 46 39 34 30 

引抜長(ⅿ) 13以下 16以下 20以下 22以下 25以下 

引抜数量(本/日) 26 22 19 17 16 

 

(４) 諸雑費 

 

表４．13 諸雑費率 

施工区分 
バイブロハンマ 

機種・規格 
諸雑費率(％) 

バイブロハンマ単独打込 電動式 
60kW 20 

90kW 27 

ウォータジェット併用打込 電動式 
60kW 23(25) 

90kW 27(30) 

引 抜 き 電動式 60kW 20 

(注)１．ウォータジェット併用打込における（ ）書きは Nmax＜50 の場合で，転石等によりやむを得ず

ウォータジェットを使用する必要が生じた場合。 

２．諸雑費は，電力に関する経費，現場内小運搬費用，電気溶接機運転経費（バイブロハンマ施工時），

ウォータジェット併用施工用付属機器運転経費及び材料費（電力に関する経費，工事用水中モータ

ポンプ及び電気溶接機運転経費，水槽及び配管損料，配管バンド及び溶接棒）等の費用であり，打

込労務費，杭打機及びウォータジェットの機械損料及び運転経費の合計額に，上表の率を乗じた金

額を上限として計上する。 

 

４－２－２－２ 杭橋脚設置・撤去工 

杭橋脚設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．14 杭橋脚設置・撤去工歩掛            (10ｔ当り) 

名 称 規 格 単 位 
数量 

摘  要 
設置 撤去 

橋 り ょ う 世 話 役  人 2.1 1.2  

橋 り ょ う 特 殊 工  〃 3.9 2.3  

溶 接 工  〃 3.2 1.6  

普 通 作 業 員  〃 2.6 1.3  

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 

運 転 
〇〇ｔ吊 日 1.9 1.4 

 

諸 雑 費 率  ％ 28 2  

(注) １．本歩掛には，杭橋脚設置に伴う本締めも含む。 

２．設置・撤去の対象質量は，設置・撤去すべき枕，ブラケット，つなぎ材等の質量で，高力

ボルト及び杭の質量は含まない。 

３．諸雑費は，電気溶接機（エンジン付），ガス切断器，酸素，アセチレン，ホース，ドリフト

ピン，仮締めボルト，インパクトレンチ，トルクレンチ，高力ボルト，電力に関する経費等

の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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４－２－３ 定規工（導杭・導枠） 

本歩掛は，杭橋脚（Ｈ鋼杭）を水中に打込む場合に計上することを標準とする。 

(１) 導杭打込・引抜工 

導杭打込・引抜工は，4-2-2-1杭橋脚打込・引抜工による。 

導杭の規格は，Ｈ形鋼（300×300）とし，施工本数は杭橋脚打込 10 本当り８本で，打込長は杭橋脚打

込長の 50％とする。 

(２) 導枠設置・撤去工 

導枠設置・撤去工の歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．１5 導枠設置・撤去工歩掛       (杭橋脚打込 10本当り) 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.45  

と び 工  〃 1.23  

普 通 作 業 員  〃 0.52  

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 

運 転 
○○ｔ吊 日 0.65 

 

諸 雑 費 率  ％ 10  

(注) 諸雑費は，導杭，導枠に使用するＨ形鋼の賃料及びボルト等の費用であり，労務費の合計額に上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。 
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５． 単 価 表 

(１) 上部工架設・撤去工 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB252810 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表4.1 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン又は 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 運 転 
〇〇ｔ吊 日 

 表3.1,表4.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表4.1 

計     

 

(２) 覆工板設置・撤去工 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB252820 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.2 

と び 工  〃   〃 

普 通 作 業 員  〃   〃 

ラフテレーンクレーン又は 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 運 転 
〇〇ｔ吊 日 

 表3.1,表4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 高欄設置・撤去工 100ⅿ 当り単価表 

施工歩掛コード WB252830 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.3 

普 通 作 業 員  〃  〃 

溶 接 工  〃  必要に応じ計上 表4.3 

ラフテレーンクレーン又は 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 運 転 
〇〇ｔ吊 日 

 必要に応じ計上 

表3.1,表4.3 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 必要に応じ計上 表4.3 

計     

 （注）仮橋はガードレール型，仮桟橋は単管パイプ型を標準とする。

コード番号 Ｓ 5 6 5 0

コード番号 Ｓ 5 6 5 1

コード番号 Ｓ 5 6 5 2
Ｓ 5 6 5 7
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(４) 橋脚設置・撤去工（直接基礎形式）10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB252840 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表4.4 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃  

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 
〇〇ｔ吊 日 

 表3.1,表4.4 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表4.4 

計     

 

(５) バイブロハンマ施工によるＨ形鋼の打込み又は引抜き 10本当り単価表 

施工歩掛コード WB252850・WB252880 

（Ｈ形鋼打込み，又は引抜長○○ⅿ） 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表4.9 

表4.10～4.12 

と び 工  〃 
 〃 

〃 

普 通 作 業 員  〃 
 〃 

 〃 

バイブロハンマ杭打機 

運 転 
 日 

 表4.5,表4.8 

〃    ，機械損料 

諸 雑 費  式 1 表4.13 

計     

(注) Ｎ：日当り施工本数（本／日） 

 

(６) バイブロハンマとウォータジェット併用施工によるＨ形鋼の打込み 10本当り単価表 

施工歩掛コード WB252850 

（Ｈ形鋼打込長○○ⅿ） 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 
 表4.9 

～表4.12 

と び 工  〃 
 〃 

〃 

特 殊 作 業 員  〃 
 

 

〃 

〃 

普 通 作 業 員  〃 
 〃 

〃 

バイブロハンマ杭打機 

運 転 
 日  

表4.5,表4.8 

〃   ，機械損料 

杭打ち用ウォータジェット 

運 転 

エンジン式・排出ガス対策型

（第１次基準値） 

圧力14.7MPa吐出量325ℓ／min 

〃 

 
表4.5 

 〃   ，機械損料 

諸 雑 費  式 1 表4.13 

計     

(注) Ｎ：日当り施工本数（本／日） 

10 

Ｎ 

10
×１ 

10 

Ｎ 

10

Ｎ
×2 

10 

Ｎ 

10
×１ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10
×１ 

10 

Ｎ 

10

Ｎ
×2 

10 

Ｎ 

10
×１ 

10 

Ｎ 

10 

Ｎ 

10
×１ 

10 

Ｎ 

10

Ｎ
×台数 

コード番号 Ｓ 5 6 5 3

コード番号 Ｓ 5 6 6 2

コード番号 Ｓ 5 6 6 3
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(７) 杭橋脚設置・撤去工（杭基礎形式）10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB252860 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

橋 り ょ う 世 話 役  人  表4.14 

橋 り ょ う 特 殊 工  〃  〃 

溶 接 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

クローラクレーン運転 〇〇ｔ吊 日  表3.1,表4.14，機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表4.14 

計     

 

(８) 導枠設置・撤去工 杭橋脚打込 10本当り単価表 

施工歩掛コード WB252870 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表4.15 

と び 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

クローラクレーン運転 〇〇ｔ吊 日  表3.1,表4.15，機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表4.15 

計     

 

(９) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

ク ロ ー ラ ク レ ー ン 

油圧駆動式ウインチ・ 

ラチスジブ型 

排出ガス対策型 

（第１次基準値） 

35ｔ吊 

40ｔ吊 

50ｔ吊 

55ｔ吊 

65ｔ吊 

80ｔ吊 

100ｔ吊 

150ｔ吊 

機－27 

燃料消費量→35ｔ→68 

40ｔ→70 

50ｔ→80 

55ｔ→80 

65ｔ→96 

80ｔ→112 

100ｔ→112 

150ｔ→144 

機械賃料数量 →1.0 

バ イ ブ ロ ハ ン マ 

杭 打 機 

電動式・普通型 

60kW 

90kW 

機－20 

運転労務数量→1.00 

燃料消費量 →62 

機械損料１ →バイブロハンマ(単体) 

電動式・普通型 60kW,90kW 

機械損料数量→1.20 

機械損料２ →クローラクレーン 

(油圧駆動式ウインチ・ 

ラチスジブ型)50～55ｔ吊 

機械損料数量→1.20 

杭 打 ち 用 

ウ ォ ー タ ジ ェ ッ ト 

エンジン式・排出ガス

対策型（第１次基準値）

圧力14.7MPa 

吐出量325ℓ/min 

機－24 

燃料消費量 →118 

機械損料数量→1.20 

コード番号 Ｓ 5 6 5 9

コード番号 Ｓ 5 6 6 0
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７．参  考  図 

（１）鈑桁 

 

 

（２）トラス桁 

 

 

６．参　　考　　図
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⑭ 汚濁防止フェンス工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，河川，海岸工事等に使用する汚濁防止フェンスの設置・撤去で，えい航距離１km以下に適用する。 
  

２．施 工 概 要 

  施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

  

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。  

図2-1 施工フロー 

３. 機種の選定 

 機械・規格は，次表を標準とする。 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

台 1  

(注)１．バックホウは賃料とする。 

  ２．現場条件により，上表により難い場合は，別途考慮する。 
 

４．施 工 歩 掛 

施工歩掛は，次表を標準とする。 

表４．１ 設置・撤去歩掛              （100ｍ当り） 

名  称 規  格 単位 
数   量 

設置 撤去 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 0.9 

普 通 作 業 員  〃 3.2 2.2 

バ ッ ク ホ ウ 

（クローラ型）運転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

日 1.3 0.9 

諸 雑 費 率  ％ 3 

(注)１．上表には，１kmまでのフェンスえい航作業を含むものとし、えい航の有無にかかわらず適

用出来るものとする。 

２．諸雑費は，船外機船に関する経費等の費用であり，労務費，機械賃料及び運転経費の合計

額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。ただし，現場条件により，これにより難

い場合は，別途考慮する。 

５．使 用 材 料 

アンカー工（アンカーブロック，アンカーワイヤ）の費用として，フェンス賃料の 10％を計上する

ことを標準とする。 
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６． 施工単価入力基準表 

(１) 汚濁防止フェンス 

施工歩掛コード WB253010 施工単位 ｍ 

施工区分 入 力 条 件 

各 種 

Ｊ１ 

作業区分 

①設置・撤去 

②設置 

③撤去 

(注)１．汚濁防止フェンス賃料（Y-1076000）［円／ｍ］を単価登録すること。 

なお，フェンス賃料は使用日数分の賃料［円／ｍ］を入力すること。 

２．バックホウは，低騒音型機種及び普通型機種（排出ガス未対策型），排出ｶﾞｽ対策型(第 1次基準値) ，排

出ｶﾞｽ対策型 (第 2次基準値)についても適用出来る。 
 

(２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 

施工歩掛コード WB253020 施工単位 ｍ 

 

７．内訳書及び単価表 

 (１) 汚濁防止フェンス工内訳書 

施工歩掛コード WB253010 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

汚濁防止フェンス設置・撤去  ｍ  単価表(2) 

フ ェ ン ス 賃 料  〃    

ア ン カ ー 工  式 1 フェンス賃料×0.10 

諸 雑 費  〃 1  

計     

 

 (２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253020 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

日   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (３) 機械運転単価表 

機 械 名 規    格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→83 

機械賃料数量→1.03 

 

 

（注）フェンス賃料は，使用日数分の賃料とする。

６．内訳書及び単価表

 

Ⅱ-5-⑭-2 

６． 施工単価入力基準表 

(１) 汚濁防止フェンス 

施工歩掛コード WB253010 施工単位 ｍ 

施工区分 入 力 条 件 

各 種 

Ｊ１ 

作業区分 

①設置・撤去 

②設置 

③撤去 

(注)１．汚濁防止フェンス賃料（Y-1076000）［円／ｍ］を単価登録すること。 

なお，フェンス賃料は使用日数分の賃料［円／ｍ］を入力すること。 

２．バックホウは，低騒音型機種及び普通型機種（排出ガス未対策型），排出ｶﾞｽ対策型(第 1次基準値) ，排

出ｶﾞｽ対策型 (第 2次基準値)についても適用出来る。 
 

(２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 

施工歩掛コード WB253020 施工単位 ｍ 

 

７．内訳書及び単価表 

 (１) 汚濁防止フェンス工内訳書 

施工歩掛コード WB253010 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

汚濁防止フェンス設置・撤去  ｍ  単価表(2) 

フ ェ ン ス 賃 料  〃    

ア ン カ ー 工  式 1 フェンス賃料×0.10 

諸 雑 費  〃 1  

計     

 

 (２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253020 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

日   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (３) 機械運転単価表 

機 械 名 規    格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→83 

機械賃料数量→1.03 
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６． 施工単価入力基準表 

(１) 汚濁防止フェンス 

施工歩掛コード WB253010 施工単位 ｍ 

施工区分 入 力 条 件 

各 種 

Ｊ１ 

作業区分 

①設置・撤去 

②設置 

③撤去 

(注)１．汚濁防止フェンス賃料（Y-1076000）［円／ｍ］を単価登録すること。 

なお，フェンス賃料は使用日数分の賃料［円／ｍ］を入力すること。 

２．バックホウは，低騒音型機種及び普通型機種（排出ガス未対策型），排出ｶﾞｽ対策型(第 1次基準値) ，排

出ｶﾞｽ対策型 (第 2次基準値)についても適用出来る。 
 

(２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 

施工歩掛コード WB253020 施工単位 ｍ 

 

７．内訳書及び単価表 

 (１) 汚濁防止フェンス工内訳書 

施工歩掛コード WB253010 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

汚濁防止フェンス設置・撤去  ｍ  単価表(2) 

フ ェ ン ス 賃 料  〃    

ア ン カ ー 工  式 1 フェンス賃料×0.10 

諸 雑 費  〃 1  

計     

 

 (２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253020 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

日   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (３) 機械運転単価表 

機 械 名 規    格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→83 

機械賃料数量→1.03 
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６． 施工単価入力基準表 

(１) 汚濁防止フェンス 

施工歩掛コード WB253010 施工単位 ｍ 

施工区分 入 力 条 件 

各 種 

Ｊ１ 

作業区分 

①設置・撤去 

②設置 

③撤去 

(注)１．汚濁防止フェンス賃料（Y-1076000）［円／ｍ］を単価登録すること。 

なお，フェンス賃料は使用日数分の賃料［円／ｍ］を入力すること。 

２．バックホウは，低騒音型機種及び普通型機種（排出ガス未対策型），排出ｶﾞｽ対策型(第 1次基準値) ，排

出ｶﾞｽ対策型 (第 2次基準値)についても適用出来る。 
 

(２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 

施工歩掛コード WB253020 施工単位 ｍ 

 

７．内訳書及び単価表 

 (１) 汚濁防止フェンス工内訳書 

施工歩掛コード WB253010 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

汚濁防止フェンス設置・撤去  ｍ  単価表(2) 

フ ェ ン ス 賃 料  〃    

ア ン カ ー 工  式 1 フェンス賃料×0.10 

諸 雑 費  〃 1  

計     

 

 (２) 汚濁防止フェンス設置・撤去 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253020 
 

名    称 規    格 単位 数量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 4.1 

普 通 作 業 員  〃   〃 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 運 転 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

日   〃 

諸 雑 費  式 1  〃 

計     

 

 (３) 機械運転単価表 

機 械 名 規    格 適用単価表 指定事項 

バ ッ ク ホ ウ 

（ ク ロ ー ラ 型 ） 

標準型・クレーン機能付き 

排出ガス対策型(第3次基準値) 

山積0.8ｍ３(平積0.6ｍ３)2.9t吊 

機－28 
運転労務数量→1.00 
燃 料 消 費 量→83 

機械賃料数量→1.03 
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⑮ 仮囲い設置撤去工 

⑮－１ 仮囲い設置撤去工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，建設工事現場における仮囲いの設置及び撤去に適用する。 

ただし，塗装及び機材搬出入用等のゲートには適用しない。 
 

表１．１ 適用範囲 

項 目 適 用 範 囲 

基 礎 形 式 丸パイプ土中打込式 

囲 い 高 さ 3ｍ 

 

２． 施 工 概 要 

標準施工フローは，下表のとおりとする。 

 

 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 
 

３． 日当り編成人員  

日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 日当り編成人員         (人) 

職 種 土木一般世話役 普 通 作 業 員 

編 成 人 員 1 5 
 

４． 日 当 り施 工 量 

日当り施工量は，次表を標準とする。 

 

表４．１ 日当り施工量        (ｍ／日) 

施工区分 単位 設置 撤去 

日当り施工量 ｍ 35 49 
 

５． 諸 雑 費 

諸雑費は，設置及び撤去における，ハンマ，ラチェットレンチ，脚立，フックボルト，クランプ等の費用であり，

労務費の合計額に次表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

表５．１ 諸雑費率             (％) 

諸 雑 費 率 10 
 

６． 仮 設 材 損 料 

仮囲い設置撤去工に使用する仮設材損料（供用日当り損料）は，次表を標準とする。 

 

表６．１ 仮囲い 10ｍ当り仮設材損料 

名 称 単位 損料（円） 摘 要 

仮囲い仮設材損料 供用日 147 
仮囲い鉄板 

丸パイプ 

 

整

地

等 

機

材

搬

入 

仮

囲

い

設

置 

開

口

部

設

置 

本

工

事 

仮

囲

い

撤

去 

開

口

部

撤

去 

機

材

搬

出 



①  814①  814 Ⅱ−5−⑮−2

 

Ⅱ-5-⑮-3 

８． 単 価 表 

(１) 仮囲い設置及び撤去 10ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253110 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1 × 10 ／Ｄ 表 3.1，表 4.1 

普 通 作 業 員  〃 5 × 10 ／Ｄ 〃  〃 

仮 設 材 損 料  供用日   

諸 雑 費  式 1 表 5.1 

計     

(注) Ｄ：日当り施工量 

 

９． 仮囲い概念図（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．

コード番号 Ｓ 5 6 6 5

８．
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⑮－２ 雪寒仮囲い工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，積雪寒冷地の冬期における土木構造物の施工において，平均設置高 30ｍ 以下の「雪寒仮囲い」を設

置する工事に適用する。 

なお，小型構造物には適用しない。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 標準施工フロー 

標準施工フローは，下記のとおりとする。 

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

２－２ 施工歩掛補正 

仮囲いの設置，撤去作業には冬期労務補正値（実数値）を適用する。 

なお，仮囲い内の作業は冬期労務補正の割増率を１／３に補正して適用する。 

 

３． 仮囲いタイプ及び機種の選定 

３－１ 仮囲いタイプの選定 

仮囲いタイプの選定は，図 3.1 による。 

 

図３．１ 仮囲いタイプの選定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) Ｈ1＝ｈ＋1.8－（Ｂ1÷2）×10％（ｍ） 

もしくは，Ｈ1＝ｈ1＋1.8－（ｂ＋0.5＋1.2）×10％（ｍ） 

ｂ ：構造物幅（奥行） ｈ ：構造物高さ ｈ1：谷側での構造物高さ 

Ｂ1：仮囲い幅（奥行） Ｈ1：谷側での仮囲いの高さ 

 

表３．１ 仮囲いの構成部材 

 囲 い 枠 部 材 屋根梁・屋根受け梁部材 

Ｐタイプ パイプサポート＋シート 単管パイプ・既製ビーム・Ｉ形鋼・Ｈ形鋼，等 

Ｗタイプ 枠組足場＋シート 単管パイプ・既製ビーム・Ｉ形鋼・Ｈ形鋼，等 

ＰＷタイプ 枠組足場＋パイプサポート＋シート 単管パイプ・既製ビーム・Ｈ形鋼，等 

スタート 

施工基面は 
概ね水平か 

ブロック張 
or 

ブロック積 

谷側の 
仮囲い高さ 
Ｈ1≦3.4ｍ 

Ｗタイプ Ｐタイプ ＰＷタイプ 

Yes 

Yes 

No 

Yes 

No 

No ブロック積 

ブロック張 

施工基面か 
らの構造物高さ 

ｈ＞1.6ｍ 

雪寒仮囲い 

材 料 搬 入 
設 置 撤 去 

雪寒仮囲い 

材 料 搬 出 
本 工 事 
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３－２ 機種の選定 

仮設材の持上げ（下げ）機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．２ 機種の選定（仮設材の持上げ（下げ）機械） 

持上げ（下げ）機械 規 格 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第

２次基準値）25ｔ吊 

(注) ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

４． 設置・撤去歩掛 

４－１ Ｐタイプの設置・撤去歩掛 

Ｐタイプの雪寒仮囲いの設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．１ 雪寒仮囲い設置・撤去歩掛（Ｐタイプ）      （100㎡当り） 

名 称 単 位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 人 1.3  

普 通 作 業 員 〃 5.6  

ラフテレーンクレーン運転 日 1.0  

諸 雑 費 率 ％ 11  

(注)１．諸雑費は，仮囲い仮設材等の費用であり，労務費と機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上

限として計上する。 

２．仮囲いの面積算出にあたっては,「７．数量算出基準」を参照のこと。 

 

４－２ Ｗ・ＰＷタイプの設置・撤去歩掛 

Ｗ・ＰＷタイプの雪寒仮囲いの設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表４．２ 雪寒仮囲い設置・撤去歩掛（Ｗ・ＰＷタイプ）       (100㎡当り) 

名 称 単 位 
枠組足場部 

（Ｓ1） 

枠組足場以外 

（Ｓ2） 

土 木 一 般 世 話 役 人 1.5 1.4 

と び 工 〃 5.6 4.2 

普 通 作 業 員 〃 5.0 4.7 

ラフテレーンクレーン運転 日 0.8 0.8 

諸 雑 費 率 ％ 15(45) 12 

(注)１．仮囲い用の足場幅は，1.2ｍを標準とする。 

２．諸雑費は，仮囲い仮設材等の費用であり，労務費と機械賃料の合計額に上表の率を乗じた金額を上

限として計上する。なお，手摺先行型枠組足場を使用する場合は，( ) 書きの値を使用するものと

する。 

３．「枠組足場部」は構造物天端の高さまでであり，「枠組足場以外」は構造物天端以上の屋根部分とす

る。（７．数量算出基準を参照） 

４．上記歩掛は，足場を兼用した仮囲いの設置・撤去歩掛であり，兼用出来ない場合の足場は別途必要

数量を計上する。 

５．手摺先行型枠組足場には，二段手摺及び幅木の機能を有している。 
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５． 養生工（Ｐタイプ，Ｗタイプ，ＰＷタイプ共通） 

仮囲い内でのコンクリート養生は，「第Ⅱ編第４章①コンクリート工」を標準とし，特殊養生（仮囲い内ジェッ

トヒータ養生）を行う場合は下記を適用する。 

５－１ 特殊養生（仮囲い内ジェットヒータ養生） 

(１) 機種及び施工歩掛 

仮囲い内でのジェットヒータによる養生歩掛は，次表を標準とする。 

 

表５．１ 養生歩掛（ジェットヒータ養生）      (10㎥当り) 

名 称 規 格 単位 
数 量 

無筋構造物 鉄筋構造物 

業務用可搬型ヒータ（ジ

ェ ッ トヒ ータ ）運 転 

油 だ き ・ 熱 風 ・ 直 火 型

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ 30 28 

発 動 発 電 機 運 転 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7／3kVA 

(注) ジェットヒータは賃料とする。 

 

(２) 運転時間 

ジェットヒータによる養生に要する施工機械運転日当り運転時間は，次表を標準とする。 

 

表５．２ 施工機械運転日当り運転時間     (ｈ／日) 

名 称 単位 無筋構造物 鉄筋構造物 

業務用可搬型ヒータ（ジェッ

ト ヒ ー タ ） 運 転 ｈ 18.5 15.2 

発 動 発 電 機 運 転 

(注) ジェットヒータ運転時間当り燃料消費量は，灯油 3.6ℓ／ｈとする。 

 

６． 除 雪 工 

６－１ 除雪（仮囲い屋根部） 

仮囲い屋根部に 50㎝以上の積雪があった場合を対象とし，次表を標準とする。 

 

表６．１ 除雪歩掛（仮囲い屋根部）         （10㎥当り） 

名 称 単位 Ｐタイプ,Ｗタイプ,ＰＷタイプ 

普 通 作 業 員 人 0.4 

除雪量（㎥） Ｖ＝Ａ×Ｈ 

Ａ：除雪対象面積（屋根面積） （㎡） 

Ｈ：積雪深 （ｍ） 
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７． 数量算出基準 

雪寒仮囲いの数量算出においては，下記を標準とする。 

なお，数量算出基準の仮囲い面積とは，壁面及び屋根部の計５面の外面積を対象としている。 

７－１ Ｐタイプ 

(１) Ｐタイプ（標準タイプ） 

 

 

Ｓ ：仮囲い面積（㎡） 

ｂ ：対象構造物の幅（ｍ） 

ℓ ：対象構造物の長さ（ｍ） 

ｈ ：対象構造物の高さ（ｍ） 

Ｂ1：仮囲いの底面の幅（ｍ） 

Ｂ1＝ｂ＋ 0.8 ×２ 

Ｂ2：仮囲いの屋根の幅（ｍ） 

 

Ｌ ：仮囲いの長さ（ｍ） 

Ｌ ＝ℓ＋ 0.8 ×２ 

Ｈ1：仮囲いの低い方の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ1 ＝ｈ＋ 1.8 － (Ｂ1 ÷２) × 0.1 

Ｈ2：仮囲いの高い方の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ2 ＝ｈ＋ 1.8 ＋ (Ｂ1 ÷２) × 0.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ＝Ｌ×（Ｈ1＋Ｈ2＋Ｂ2）＋Ｂ1×（Ｈ1＋Ｈ2）   （㎡） 

Ｂ2＝√￣￣￣￣￣￣￣￣ Ｂ1
2＋(Ｂ1×0.1)2 
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(２) Ｐタイプ（ブロック張タイプ） 

 

 

 

Ｓ ：仮囲い面積（㎡） 

ｂ ：対象構造物の幅（ｍ） 

 ℓ ：対象構造物の長さ（ｍ） 

ｈ ：対象構造物の高さ（ｍ） 

ｈ1：対象構造物の谷側での高さ（ｍ） 

ｈ2：対象構造物の山側での高さ（ｍ） 

Ｂ1：仮囲いの断面の幅（ｍ） 

Ｂ1 ＝ｂ＋ 0.8 ×２ 

Ｂ2：仮囲いの屋根の幅（ｍ） 

Ｌ ：仮囲いの長さ（ｍ） 

Ｌ＝ℓ＋ 0.8 ×２ 

Ｈ1：仮囲いの谷側の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ2：仮囲いの山側の側面の高さ（ｍ） 

 

      （断 面 図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （平 面 図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ＝Ｌ×（Ｈ1＋Ｈ2＋Ｂ2）＋（ｂ＋0.8×2）×（Ｈ1＋Ｈ2＋ｈ） 

－ｈ×（ｂ－ｂ1＋ｂ2＋0.8×2）    （㎡） 
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７－２ Ｗタイプ 

 

 

 

Ｓ1：枠組足場面積（㎡） 

Ｓ2：枠組足場以外の面積（㎡） 

ｂ ：対象構造物の幅（ｍ） 

 ℓ ：対象構造物の長さ（ｍ） 

ｈ ：対象構造物の高さ（ｍ） 

Ｂ1：仮囲いの底面の幅（ｍ） 

Ｂ1 ＝ｂ＋ 0.5 ×２＋ 1.2 ×２ 

Ｂ2：仮囲いの屋根の幅（ｍ） 

 

Ｌ ：仮囲いの長さ（ｍ） 

Ｌ ＝ℓ＋ 0.5 ×２＋ 1.2 ×２ 

Ｈ1：仮囲いの低い方の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ1 ＝ｈ＋ 1.8 － (Ｂ1 ÷２) × 0.1 

Ｈ2：仮囲いの高い方の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ2 ＝ｈ＋ 1.8 ＋ (Ｂ1 ÷２) × 0.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ1＝｛2×（ｂ＋ℓ）＋0.5×8＋1.2×4｝×ｈ   （㎡） 

Ｓ2＝Ｌ×（Ｈ1＋Ｈ2＋Ｂ2－ｈ×2）＋Ｂ1×（Ｈ1＋Ｈ2－ｈ×2）   （㎡） 

Ｂ2＝√￣￣￣￣￣￣￣￣ Ｂ1
2＋(Ｂ1×0.1)2 
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７－３ ＰＷタイプ 

 

 

 

 

Ｓ1：枠組足場面積（㎡） 

Ｓ2：枠組足場以外の面積（㎡） 

ｂ ：対象構造物の幅（ｍ） 

 ℓ ：対象構造物の長さ（ｍ） 

ｈ1：対象構造物の谷側での高さ（ｍ） 

ｈ2：対象構造物の山側での高さ（ｍ） 

Ｂ1：仮囲いの断面の幅（ｍ） 

Ｂ1 ＝ｂ＋ 0.5 ＋ 0.8 ＋ 1.2 

Ｂ2：仮囲いの屋根の幅（ｍ） 

 

Ｌ ：仮囲いの長さ（ｍ） 

Ｌ ＝ℓ＋ 0.8 ×２ 

Ｈ1：仮囲いの低い方（谷側）の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ1 ＝ ｈ1 ＋ 1.8 －（ｂ＋ 0.5 ＋ 1.2）× 0.1 

Ｈ2：仮囲いの高い方（山側）の側面の高さ（ｍ） 

Ｈ2 ＝ ｈ2 ＋ 1.8 ＋ 0.8 × 0.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ1＝（ℓ ＋0.8×2）×ｈ1   （㎡） 

Ｓ2＝Ｌ×（Ｈ1＋Ｈ2＋Ｂ2－ｈ1）＋Ｂ1×（Ｈ1＋Ｈ2－ｈ1－ｈ2） 

＋（ｂ＋0.8＋0.5）×ｈ2×2＋（ｂ＋0.5×2）×（ｈ1－ｈ2）   （㎡） 

Ｂ2＝√￣￣￣￣￣￣￣￣ Ｂ1
2＋(Ｂ1×0.1)2 
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Ⅱ-5-⑮-12 

９． 内訳書及び単価表 

(１) 仮囲い設置・撤去（Ｐタイプ）100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 表 4.1 

普 通 作 業 員  〃 5.6 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型（第２次基準値）25ｔ吊 
日 1.0 

表 3.2，表 4.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

(２) 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ） 

① 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）１式内訳書 

施工歩掛コード WB253220 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

仮囲い設置撤去(Ｗ・ＰＷタイプ) 枠組足場部 ㎡  ②単価表 

〃 枠組足場以外 〃  ③単価表 

計     

 

② 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場部 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253221 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.5 表 4.2 

と び 工  〃 5.6 〃 

普 通 作 業 員  〃 5.0 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

③ 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場以外 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253222 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.4 表 4.2 

と び 工  〃 4.2 〃 

普 通 作 業 員  〃 4.7 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

８．

 

Ⅱ-5-⑮-12 

９． 内訳書及び単価表 

(１) 仮囲い設置・撤去（Ｐタイプ）100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 表 4.1 

普 通 作 業 員  〃 5.6 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型（第２次基準値）25ｔ吊 
日 1.0 

表 3.2，表 4.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

(２) 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ） 

① 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）１式内訳書 

施工歩掛コード WB253220 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

仮囲い設置撤去(Ｗ・ＰＷタイプ) 枠組足場部 ㎡  ②単価表 

〃 枠組足場以外 〃  ③単価表 

計     

 

② 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場部 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253221 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.5 表 4.2 

と び 工  〃 5.6 〃 

普 通 作 業 員  〃 5.0 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

③ 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場以外 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253222 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.4 表 4.2 

と び 工  〃 4.2 〃 

普 通 作 業 員  〃 4.7 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

 

Ⅱ-5-⑮-12 

９． 内訳書及び単価表 

(１) 仮囲い設置・撤去（Ｐタイプ）100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 表 4.1 

普 通 作 業 員  〃 5.6 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型（第２次基準値）25ｔ吊 
日 1.0 

表 3.2，表 4.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

(２) 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ） 

① 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）１式内訳書 

施工歩掛コード WB253220 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

仮囲い設置撤去(Ｗ・ＰＷタイプ) 枠組足場部 ㎡  ②単価表 

〃 枠組足場以外 〃  ③単価表 

計     

 

② 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場部 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253221 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.5 表 4.2 

と び 工  〃 5.6 〃 

普 通 作 業 員  〃 5.0 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

③ 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場以外 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253222 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.4 表 4.2 

と び 工  〃 4.2 〃 

普 通 作 業 員  〃 4.7 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

 

Ⅱ-5-⑮-12 

９． 内訳書及び単価表 

(１) 仮囲い設置・撤去（Ｐタイプ）100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 表 4.1 

普 通 作 業 員  〃 5.6 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型（第２次基準値）25ｔ吊 
日 1.0 

表 3.2，表 4.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

(２) 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ） 

① 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）１式内訳書 

施工歩掛コード WB253220 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

仮囲い設置撤去(Ｗ・ＰＷタイプ) 枠組足場部 ㎡  ②単価表 

〃 枠組足場以外 〃  ③単価表 

計     

 

② 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場部 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253221 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.5 表 4.2 

と び 工  〃 5.6 〃 

普 通 作 業 員  〃 5.0 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

③ 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場以外 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253222 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.4 表 4.2 

と び 工  〃 4.2 〃 

普 通 作 業 員  〃 4.7 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

 

Ⅱ-5-⑮-12 

９． 内訳書及び単価表 

(１) 仮囲い設置・撤去（Ｐタイプ）100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253210 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.3 表 4.1 

普 通 作 業 員  〃 5.6 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型（第２次基準値）25ｔ吊 
日 1.0 

表 3.2，表 4.1 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

(２) 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ） 

① 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）１式内訳書 

施工歩掛コード WB253220 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

仮囲い設置撤去(Ｗ・ＰＷタイプ) 枠組足場部 ㎡  ②単価表 

〃 枠組足場以外 〃  ③単価表 

計     

 

② 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場部 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253221 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.5 表 4.2 

と び 工  〃 5.6 〃 

普 通 作 業 員  〃 5.0 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

 

③ 仮囲い設置・撤去（Ｗ・ＰＷタイプ）枠組足場以外 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253222 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1.4 表 4.2 

と び 工  〃 4.2 〃 

普 通 作 業 員  〃 4.7 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

（第２次基準値）25ｔ吊 
日 0.8 

表 3.2，表 4.2 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     
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 (３) 特殊養生（仮囲い内ジェットヒータ養生）10㎥当り内訳書 

施工歩掛コード WB253240 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

業 務 用 可 搬 型 ヒ ー タ 

（ ジ ェ ッ ト ヒ ー タ ） 運 転 

油だき・熱風・直火型

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ  

表 5.1 

（５）単価表 

発 動 発 電 機 運 転 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7／３kVA 
〃  

〃 

機械損料 

計     

 

(４) 除雪工（仮囲い屋根部）10㎥当り単価表 

施工歩掛コード WB253250 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

普 通 作 業 員  人 0.4 表 6.1 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(５) ジェットヒータ運転１時間当り単価表  

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

燃 料 費 灯油 ℓ  表 5.2 

業務用可搬型ヒータ

（ジェットヒータ） 

油だき・熱風・直火型 

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ 1 時間当り賃料→賃料×1／表 5.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(６) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 摘 要 

発 動 発 電 機 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7 ／ 3kVA 
機－ 13 時間当り損料→１日当り損料×１／表 5.2 
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 (３) 特殊養生（仮囲い内ジェットヒータ養生）10㎥当り内訳書 

施工歩掛コード WB253240 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

業 務 用 可 搬 型 ヒ ー タ 

（ ジ ェ ッ ト ヒ ー タ ） 運 転 

油だき・熱風・直火型

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ  

表 5.1 

（５）単価表 

発 動 発 電 機 運 転 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7／３kVA 
〃  

〃 

機械損料 

計     

 

(４) 除雪工（仮囲い屋根部）10㎥当り単価表 

施工歩掛コード WB253250 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

普 通 作 業 員  人 0.4 表 6.1 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(５) ジェットヒータ運転１時間当り単価表  

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

燃 料 費 灯油 ℓ  表 5.2 

業務用可搬型ヒータ

（ジェットヒータ） 

油だき・熱風・直火型 

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ 1 時間当り賃料→賃料×1／表 5.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(６) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 摘 要 

発 動 発 電 機 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7 ／ 3kVA 
機－ 13 時間当り損料→１日当り損料×１／表 5.2 

 

Ⅱ-5-⑮-13 

 (３) 特殊養生（仮囲い内ジェットヒータ養生）10㎥当り内訳書 

施工歩掛コード WB253240 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

業 務 用 可 搬 型 ヒ ー タ 

（ ジ ェ ッ ト ヒ ー タ ） 運 転 

油だき・熱風・直火型

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ  

表 5.1 

（５）単価表 

発 動 発 電 機 運 転 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7／３kVA 
〃  

〃 

機械損料 

計     

 

(４) 除雪工（仮囲い屋根部）10㎥当り単価表 

施工歩掛コード WB253250 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

普 通 作 業 員  人 0.4 表 6.1 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(５) ジェットヒータ運転１時間当り単価表  

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

燃 料 費 灯油 ℓ  表 5.2 

業務用可搬型ヒータ

（ジェットヒータ） 

油だき・熱風・直火型 

126MJ/h（30,100kcal/h） 
ｈ 1 時間当り賃料→賃料×1／表 5.2 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(６) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 摘 要 

発 動 発 電 機 
ディーゼルエンジン駆動 

2.7 ／ 3kVA 
機－ 13 時間当り損料→１日当り損料×１／表 5.2 
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⑯ 仮設防護柵工 

⑯－１ 切土及び発破防護柵工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，切土及び発破による落石又は飛石を防止するための仮設防護柵の設置・撤去に適用する。 

ただし，仮設防護柵の支柱はＨ形鋼とし，仮設防護柵の高さ（地上高）は 2.5 ～ 10ｍ，支柱間隔 1.5 ～ 4.0ｍ

及び根入長は２ｍ以下のものとする。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本歩掛で対応しているのは実線部分のみである。 

２．横桁等設置・撤去の有無にかかわらず適用出来る。 

図２－１ 施工フロー 

床 掘 り ・ 削 孔 

基礎コンクリート打設 

支 柱 設 置 

中 詰 材 充 填 

横 桁 設 置 

土 留 材 設 置 

金 網 設 置 

飛 散 防 止 材 設 置 

（設置） （撤去） 

飛 散 防 止 材 撤 去 

金 網 撤 去 

土 留 材 撤 去 

横 桁 撤 去 

支 柱 撤 去 

基 礎 コ ン ク リ ー ト 

と り こ わ し 

埋 戻 し 等 復 旧 工 
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２－２ 参考図等 

 

 

支 柱 Ｈ形鋼

横 桁 無し

土 留 材 施工内容 全面施工

－

図2-2

支 柱 Ｈ形鋼

横 桁 有り

土 留 材 施工内容

図2-3

支 柱 Ｈ形鋼

横 桁 有り

土 留 材 施工内容 －

全面施工

図2-4

支 柱 形 式

飛散防止材 施工 内容

土留全面又は

土留及び飛散

防止材併用施工

支 柱 形 式

飛散防止材 施工 内容

支 柱 形 式

飛散防止材 施工 内容

土留材 支柱(H形鋼)

支柱(H形鋼)
土留材 横桁

支柱(H形鋼)
横桁

飛散防止材（金網）

飛散防止材

（シート・ネット）

土留材

支柱(H形鋼)
横桁

飛散防止材（金網）

飛散防止材

（シート・ネット）
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３． 施 工 歩 掛 

３－１ 機種の選定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 単位 数量 摘 要 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型(第

1次基準値)10t吊 
台 1 仮設材吊込用 

高 所 作 業 車 
トラック架装・伸縮ブーム・バスケ

ット型 作業床高 12ｍ 
〃 1 

切土及び発破防護 

柵工用仮設足場 

(注)１．ラフテレーンクレーン及び高所作業車は，賃料とする。 

２．現場条件により上表により難い場合は，別途選定する。 

 

３－２ 日当り編成人員 

切土及び発破防護柵の設置・撤去作業の日当り編成人員は，次表を標準とする。 

 

表３．２ 日当り編成人員       （人） 

作業区分 土木一般世話役 とび工 普通作業員 

設 置 1 1 2 

撤 去 1 1 2 

 

３－３ 日当り施工量 

日当り施工量（Ｄ）は，次表を標準とする。 

 

表３．３ 日当り施工量（Ｄ）             （㎡） 

作業区分 設 置 撤 去 

日当り施工量（Ｄ） 70 109 

(注) 本歩掛には，支柱自立のための中詰材の充填及び支柱のサポートとしての支保杭の設置・

撤去を含む。 

 

３－４ 諸雑費 

諸雑費は，中詰材，溶接棒，電気グラインダー研削板，アセチレンガス，酸素，番線，電気グラインダー

損料，電気溶接機運転経費及び電力に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に次表の率を乗じた金額

を上限として計上する。 

 

表３．４ 諸雑費率                   （％） 

作業区分 設 置 撤 去 

諸雑費率 11 13 

(注) 中詰材の施工の有無及び中詰材種類にかかわらず適用出来る。 

 

３－５ 材料使用量 

飛散防止材（金網，シート・ナイロンネット）の使用量は，継重ね量を見込み，次式による。 

使用量（㎡）＝設計面積（㎡）×（１＋Ｋ）……式 3.1 

Ｋ：ロス率 

 

表３．５ ロス率（Ｋ） 

材料種別 ロス率 

金網 ＋0.04 

シート・ナイロンネット ＋0.09 
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５． 内訳書及び単価表 

(１) 切土及び発破防護柵の設置・撤去 100㎡当り内訳書 

施工歩掛コード WB253310 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

切土及び発破防護柵の設置  ㎡ 100 （２）単価表 

切土及び発破防護柵の撤去  ㎡ 100 （２）単価表 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 切土及び発破防護柵の設置・撤去 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253311 , WB253312 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×100／Ｄ 表 3.2，表3.3 

と び 工  〃 1×100／Ｄ 〃 ， 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×100／Ｄ 〃 ， 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出対策型(第

1次基準値)10ｔ吊 
日 1×100／Ｄ 

表 3.1，  〃 

機械賃料 

高 所 作 業 車 運 転 

トラック架装・伸縮ブーム・バ

スケット型 

作業床高 12ｍ 

〃 1×100／Ｄ 
〃 ， 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 3.4 

計     

Ｄ：日当り施工量（㎡／日） 

 

(３) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 摘 要 

高 所 作 業 車 

トラック架装・伸縮ブーム・バスケ

ット型 

作業床高 12ｍ 

機－28 

運転労務数量  →1.00 

燃料消費量   →28 

機械賃料数量 →1.07 

 

 

 

４．
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５． 内訳書及び単価表 

(１) 切土及び発破防護柵の設置・撤去 100㎡当り内訳書 

施工歩掛コード WB253310 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

切土及び発破防護柵の設置  ㎡ 100 （２）単価表 

切土及び発破防護柵の撤去  ㎡ 100 （２）単価表 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 切土及び発破防護柵の設置・撤去 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253311 , WB253312 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 1×100／Ｄ 表 3.2，表3.3 

と び 工  〃 1×100／Ｄ 〃 ， 〃 

普 通 作 業 員  〃 2×100／Ｄ 〃 ， 〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出対策型(第

1次基準値)10ｔ吊 
日 1×100／Ｄ 

表 3.1，  〃 

機械賃料 

高 所 作 業 車 運 転 

トラック架装・伸縮ブーム・バ

スケット型 

作業床高 12ｍ 

〃 1×100／Ｄ 
〃 ， 〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 3.4 

計     

Ｄ：日当り施工量（㎡／日） 

 

(３) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 摘 要 

高 所 作 業 車 

トラック架装・伸縮ブーム・バスケ

ット型 

作業床高 12ｍ 

機－28 

運転労務数量  →1.00 

燃料消費量   →28 

機械賃料数量 →1.07 

 

 

 

コード番号 Ｓ 5 6 4 1
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⑯－２ 掘削（発破）防護柵工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，特殊防護柵（法留柵・土工用仮設防護柵）の人力による設置・撤去に適用する。 

ただし，法留柵は砂質土等の床掘時における崩壊防止，土工用仮設防護柵は土工作業等で第三者への被害を防止

する必要がある場合で柵高 1.5ｍ のものに適用する。 

 

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

標準施工フローは，下記のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

２－２ 参考図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支 柱 打 込 

土 留 材 設 置 

設置 撤去 

土 留 材 撤 去 

支 柱 撤 去 

法留柵工 

支柱・横桁設置 

金 網 設 置 

シ ー ト 設 置 

設置 撤去 

シ ー ト 撤 去 

金 網 撤 去 

支柱・横桁撤去 

土工用仮設防護柵工 
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３． 施 工 歩 掛 

３－１ 特殊防護柵 

(１) 法留柵設置撤去歩掛 

法留柵工の施工歩掛は次表を標準とする。 

 

表３．１ 法留柵設置撤去歩掛                （100ｍ当り） 

名 称 単位 規 格 数 量 摘 要 

普 通 作 業 員 人  11.2  

板 材 ㎥ 雑矢板 2.0ｍ×3～4.5㎝×12㎝ 3.0 全 損 

杭 材 本 切丸太φ7.5㎝   ℓ＝2.0ｍ 100 〃 

 

(２) 土工用仮設防護柵設置撤去歩掛 

土工用仮設防護柵工の施工歩掛は次表を標準とする。 

 

表３．２ 仮設防護柵設置撤去歩掛                 （３ｍ当り） 

名 称 単位 規 格 数 量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役 人  0.11  

普 通 作 業 員 〃  0.44  

杭 材 

本 （松丸太末口 15㎝ ℓ＝2.0ｍ） 2 杭 用 

〃 （松丸太末口 10㎝ ℓ＝3.0ｍ） 3 横 桁 用 

〃 （松丸太末口 15㎝ ℓ＝1.2ｍ） 2 支 保 杭 用 

〃 （松丸太末口 10㎝ ℓ＝0.9ｍ） 2 支 保 杭 用 

金 網 ㎡ 菱形 4㎜×50㎜目 4.8  

シ ー ト 〃 2.7ｍ×3.6ｍ×0.5㎜ 5.0  

(注) 土工については，別途計上するものとする。 
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５． 単 価 表 

(１) 法留柵工（特殊防護柵）100ｍ当り設置撤去単価表 

施工歩掛コード WB253410 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

普 通 作 業 員  人  表 3.1 

板 材 
雑矢板 

2.0ｍ×3～4.5㎝×12㎝ 
㎥ 

 
〃 

杭 材 
切丸太 

φ7.5㎝   ℓ＝2.0ｍ 
本 

 
〃 

諸 雑 費  式   

計     

 

(２) 土工用仮設防護柵工（特殊防護柵）３ｍ当り据付撤去単価表 

施工歩掛コード WB253420 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土木一般世話役  人  表 3.2 

普 通 作 業 員  〃  〃 

杭 材 

松丸太末口 15㎝   ℓ＝2.0ｍ 本  〃  杭用 

松丸太末口 10㎝   ℓ＝3.0ｍ 〃  〃  横桁用 

松丸太末口 15㎝   ℓ＝1.2ｍ 〃  〃  支保杭用 

松丸太末口 10㎝   ℓ＝0.9ｍ 〃  〃  支保杭用 

金 網 菱形 4㎜×50㎜目 ㎡  〃 

シ ー ト 2.7ｍ×3.6ｍ×0.5㎜ 〃  〃 

諸 雑 費  式   

計     

 

４．
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５． 単 価 表 

(１) 法留柵工（特殊防護柵）100ｍ当り設置撤去単価表 

施工歩掛コード WB253410 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

普 通 作 業 員  人  表 3.1 

板 材 
雑矢板 

2.0ｍ×3～4.5㎝×12㎝ 
㎥ 

 
〃 

杭 材 
切丸太 

φ7.5㎝   ℓ＝2.0ｍ 
本 

 
〃 

諸 雑 費  式   

計     

 

(２) 土工用仮設防護柵工（特殊防護柵）３ｍ当り据付撤去単価表 

施工歩掛コード WB253420 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土木一般世話役  人  表 3.2 

普 通 作 業 員  〃  〃 

杭 材 

松丸太末口 15㎝   ℓ＝2.0ｍ 本  〃  杭用 

松丸太末口 10㎝   ℓ＝3.0ｍ 〃  〃  横桁用 

松丸太末口 15㎝   ℓ＝1.2ｍ 〃  〃  支保杭用 

松丸太末口 10㎝   ℓ＝0.9ｍ 〃  〃  支保杭用 

金 網 菱形 4㎜×50㎜目 ㎡  〃 

シ ー ト 2.7ｍ×3.6ｍ×0.5㎜ 〃  〃 

諸 雑 費  式   

計     
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５． 単 価 表 

(１) 法留柵工（特殊防護柵）100ｍ当り設置撤去単価表 

施工歩掛コード WB253410 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

普 通 作 業 員  人  表 3.1 

板 材 
雑矢板 

2.0ｍ×3～4.5㎝×12㎝ 
㎥ 

 
〃 

杭 材 
切丸太 

φ7.5㎝   ℓ＝2.0ｍ 
本 

 
〃 

諸 雑 費  式   

計     

 

(２) 土工用仮設防護柵工（特殊防護柵）３ｍ当り据付撤去単価表 

施工歩掛コード WB253420 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

土木一般世話役  人  表 3.2 

普 通 作 業 員  〃  〃 

杭 材 

松丸太末口 15㎝   ℓ＝2.0ｍ 本  〃  杭用 

松丸太末口 10㎝   ℓ＝3.0ｍ 〃  〃  横桁用 

松丸太末口 15㎝   ℓ＝1.2ｍ 〃  〃  支保杭用 

松丸太末口 10㎝   ℓ＝0.9ｍ 〃  〃  支保杭用 

金 網 菱形 4㎜×50㎜目 ㎡  〃 

シ ー ト 2.7ｍ×3.6ｍ×0.5㎜ 〃  〃 

諸 雑 費  式   

計     

 （注）材料損料率は，土木工事標準積算基準第Ⅱ編第５章①仮設工表 2.2 による。
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⑰ 濁水処理工（一般土木工事） 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，一般土木工事（ダム・トンネル及び浚渫工事は除く）における濁水処理工に適用する。 

１－１ 濁水処理設備 

濁水処理設備は，機械処理沈殿方式を標準とする。 

また，濁水処理設備能力は，30 ～ 60，100 ㎥／ｈ級を標準とする。なお，30 ～ 60，100 ㎥／ｈ級以外

を使用した場合は別途考慮する。 

１－２ 使用薬剤 

使用薬剤は，無機凝集剤，高分子凝集剤，炭酸ガスの３種類使用を標準とする。なお，使用量については，

別途計上する。 

 

２． 施 工 概 要 

標準施工フローは，次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

２．濁水処理設備の運転時間は，運転日当り８時間を標準とする。 

なお強制排水ポンプが必要な場合は，別途計上する。 

３． 施 工 計 画 

３－１ 濁水処理設備設置・撤去 

濁水処理設備設置・撤去歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 濁水処理設備設置・撤去歩掛             （１箇所当り） 

名 称 規 格 単位 

30～60 

㎥／ｈ級 

100 

㎥／ｈ級 

設置 撤去 設置 撤去 

土 木 一 般 世 話 役  人 3 2 4 3 

電 工  〃 4 1 5 1 

設 備 機 械 工  〃 8 5 9 6 

普 通 作 業 員  〃 5 2 6 4 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 

運 転 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型（第１次基準値） 

25ｔ吊 

日 1 1 2 2 

(注)１．上屋の設置・撤去については，上記歩掛に含まない。 

２．上記歩掛には，設備の調整に要する費用を含む。 

３．ラフテレーンクレーンは賃料とする。 

 

３－２ 濁水処理設備運転 

濁水処理装置は，損料とする。 

基

礎

工

事 

濁
水
処
理
設
備
設
置 

濁
水
処
理
設
備
運
転 

保

守

点

検 

濁
水
処
理
設
備
撤
去 

泥

土

処

理 



①  832①  832 Ⅱ−5−⑰−2

 

Ⅱ-5-⑰-2 

３－３ 濁水処理設備の保守点検 

濁水処理設備の保守点検は，次表を標準とする。 

 

表３．２ 濁水処理設備保守点検歩掛（１回当り） 

名 称 単 位 数 量 

設 備 機 械 工 人 0.1 

普 通 作 業 員 〃 0.3 

(注)１．濁水処理設備の保守点検は，濁水処理設備運転日に１回実施を標準とする。 

２．保守点検は，濁水処理設備の日常の運転に関わる全ての保守・点検を含む。 

 

３－４ 泥土処理作業 

泥土処理作業については，現場条件により別途計上する。 
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５． 単 価 表 

(１) 濁水処理設備設置１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 濁水処理設備撤去１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 濁水処理設備保守・点検１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253520 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

設 備 機 械 工  人 0.1 表 3.2 

普 通 作 業 員  〃 0.3 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 濁水処理設備１日当り単価表 

施工歩掛コード WB253530 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

電 力 料  kWh   

濁 水 処 理 装 置 損 料 各 種 日 1 機械損料 

諸 雑 費  式 1  

計     

４．
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５． 単 価 表 

(１) 濁水処理設備設置１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 濁水処理設備撤去１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 濁水処理設備保守・点検１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253520 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

設 備 機 械 工  人 0.1 表 3.2 

普 通 作 業 員  〃 0.3 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 濁水処理設備１日当り単価表 

施工歩掛コード WB253530 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

電 力 料  kWh   

濁 水 処 理 装 置 損 料 各 種 日 1 機械損料 

諸 雑 費  式 1  

計     
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５． 単 価 表 

(１) 濁水処理設備設置１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 濁水処理設備撤去１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 濁水処理設備保守・点検１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253520 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

設 備 機 械 工  人 0.1 表 3.2 

普 通 作 業 員  〃 0.3 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 濁水処理設備１日当り単価表 

施工歩掛コード WB253530 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

電 力 料  kWh   

濁 水 処 理 装 置 損 料 各 種 日 1 機械損料 

諸 雑 費  式 1  

計     
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５． 単 価 表 

(１) 濁水処理設備設置１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 濁水処理設備撤去１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 濁水処理設備保守・点検１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253520 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

設 備 機 械 工  人 0.1 表 3.2 

普 通 作 業 員  〃 0.3 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 濁水処理設備１日当り単価表 

施工歩掛コード WB253530 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

電 力 料  kWh   

濁 水 処 理 装 置 損 料 各 種 日 1 機械損料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

Ⅱ-5-⑰-4 

５． 単 価 表 

(１) 濁水処理設備設置１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラフテレーンクレーン 

賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 濁水処理設備撤去１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253510 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人  表 3.1 

電 工  〃  〃 

設 備 機 械 工  〃  〃 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 賃 料 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 （第

１次基準値）25ｔ吊 
日  〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(３) 濁水処理設備保守・点検１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253520 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

設 備 機 械 工  人 0.1 表 3.2 

普 通 作 業 員  〃 0.3 〃 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(４) 濁水処理設備１日当り単価表 

施工歩掛コード WB253530 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

電 力 料  kWh   

濁 水 処 理 装 置 損 料 各 種 日 1 機械損料 

諸 雑 費  式 1  

計      

Ⅱ-5-⑰-5 

(５) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指定事項 

濁 水 処 理 装 置 

（ポータブル型・ 

機械処理沈澱方式） 

処理能力 30㎥／ｈ 

処理能力 40㎥／ｈ 

処理能力 60㎥／ｈ 

処理能力 100㎥／ｈ 

機－14 

電力消費量→45 

電力消費量→88 

電力消費量→104 

電力消費量→112 
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⑱ 敷鉄板設置・撤去工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，工事用道路等において，軟弱地盤等により工事用車両の通行に支障がある場合の敷鉄板設置・撤去作

業に適用する。 

 

２． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表２．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 敷鉄板 

ラフテレーンクレーン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

（第１次基準値）25ｔ吊 

設置 撤去 

○ ○ 

(注) ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

３． 施 工 歩 掛 

施工歩掛は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 施工歩掛                 (100㎡当り) 

名 称 規 格 単位 設置 撤去 

と び 工  人 0.1 0.1 

普 通 作 業 員  〃 0.3 0.2 

ラフテレーンクレーン運転 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

（第１次基準値）25ｔ吊 
日 0.1 0.1 

(注) 使用する敷鉄板は，賃料とする。 
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表４．１ 敷鉄板の種類 

規格 入力番号 

22×1,524×6096 ① 

22×1,524×3048 ② 

25×1,524×6096 ③ 

各種 ④ 

 

５． 単 価 表 

(１) 敷鉄板設置・撤去 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253610 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

と び 工  人  表 3.1 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

（第１次基準値）25ｔ吊 
日  

〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 敷鉄板賃料１枚当り単価表 

施工歩掛コード WB253630 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

敷 鉄 板 賃 料  枚・日  必要日数を計上 

整 備 費  枚 1 必要な場合計上 

不 足 分 弁 償 金  ｔ  必要量を計上 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

 

４．
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表４．１ 敷鉄板の種類 

規格 入力番号 

22×1,524×6096 ① 

22×1,524×3048 ② 

25×1,524×6096 ③ 

各種 ④ 

 

５． 単 価 表 

(１) 敷鉄板設置・撤去 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB253610 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

と び 工  人  表 3.1 

普 通 作 業 員  〃  〃 

ラ フ テ レ ー ン ク レ ー ン 
油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型 

（第１次基準値）25ｔ吊 
日  

〃 

機械賃料 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 敷鉄板賃料１枚当り単価表 

施工歩掛コード WB253630 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

敷 鉄 板 賃 料  枚・日  必要日数を計上 

整 備 費  枚 1 必要な場合計上 

不 足 分 弁 償 金  ｔ  必要量を計上 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

 

コード番号 Ｓ 5 7 3 0
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⑲ 防 塵 処 理 工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，工事施工に伴う防塵対策の内，現道工事，仮道（切替，工事用含む)，又は現道を運搬作業に使用す

るとき等の散水車による防塵処理を行う場合に適用する。 

なお，塩化カルシウム散布等による防塵処理を行う場合は別途考慮する。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，次図を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 機種・規格 

散 水 車 ﾄﾗｯｸ架装型 5,500～6,500ℓ 

 

４． 施 工 歩 掛 

４－１ 散水作業 

散水は１回 1.0ℓ／㎡を標準とする。 

１回当りの散水作業時間は次式による。 

 
 

Ｑ：時間当り散水量(ℓ／ｈ) 

Ａ：散水面積（㎡） 

散水面積は，原則として１車線当りＷ＝ 3.0ｍとして算出する。 

Ａ＝Ｌ×Ｗ 

Ｌ：作業 1回当りの対象延べ路線延長（ｍ） 

Ｗ：1車線当りの散水幅 

移

動 

作

業 

移

動 

１回当りの散水作業時間＝1.0× 
１ 

Ｑ 
×Ａ（ｈ／回） 
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４－２ 時間当り散水量（Ｑ） 

散水作業の時間当り散水量の算定は，次式による。 

 

 

ｑ：散水車のタンク容量（ℓ），なお，6,500ℓ を標準とする。 

㎝：１サイクル当り所要時間（分） 

４－３ １サイクル当り所要時間（㎝) 

 

 

ｄ ：給水場所までの片道距離（ｍ） 

Ｖ ：走行速度（ｍ／分） 

ｔ1：給水ホース取付・取外し時間（分） 

ｔ2：給水時間（分） 

ｔ3：待機・現場待時間（分） 

ｔ4：散水時間（分） 

(１) 走行速度（Ｖ） 

走行速度は，次表とする。 

表４．１ 走行速度     （ｍ／分） 

走 行 速 度 500 

 

(２) 給水ホース取付け・取外し時間（ｔ1） 

給水ホース取付け・取外し時間は，次表とする。 

 

表４．２ 給水ホース取付・取外し時間   （分） 

給水ホース取付・取外し時間 5 

 

(３) 給水時間（ｔ2） 

給水時間は，次表とする。 

 

表４．３ 給水時間         （分） 

給 水 時 間 18 

 

(４) 待機・現場待時間（ｔ3） 

待機・現場待時間は，次表とする。 

 

表４．４ 待機・現場待時間     （分） 

待機・現場待時間 5 

 

(５) 散水時間（ｔ4） 

散水時間は，次表とする。 

 

表４．５ 散水時間        （分） 

散 水 時 間 10 

 

Ｑ＝ 
㎝ 

60×ｑ 

Ｖ 
㎝＝ 

２×ｄ 
＋ｔ1＋ｔ2＋ｔ3＋ｔ4 
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５． 施工単価入力基準表 

(１) 防塵処理（散水作業） 

施工歩掛コード WB253710 施工単位 回 

施 工 区 分 入 力 条 件 

作 業 内 容 Ｊ１ Ｊ２ 

各  種 

作業１回当り 

延べ路線延長 

（Ｌ） 

（実数入力） 

(ｍ) 

給水場所までの 

片道距離（ｄ） 

 

（実数入力） 

(ｍ) 

 

６． 単 価 表 

(１) 防塵処理（散水作業）１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253710 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

散 水 車 運 転 ﾄﾗｯｸ架装型 

5,500～6,500ℓ 

ｈ 1.0×１／Ｑ×Ａ  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指定事項 

散 水 車 ﾄﾗｯｸ架装型 

5,500～6,500ℓ 

機－6  
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５． 施工単価入力基準表 

(１) 防塵処理（散水作業） 

施工歩掛コード WB253710 施工単位 回 

施 工 区 分 入 力 条 件 

作 業 内 容 Ｊ１ Ｊ２ 

各  種 

作業１回当り 

延べ路線延長 

（Ｌ） 

（実数入力） 

(ｍ) 

給水場所までの 

片道距離（ｄ） 

 

（実数入力） 

(ｍ) 

 

６． 単 価 表 

(１) 防塵処理（散水作業）１回当り単価表 

施工歩掛コード WB253710 
 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

散 水 車 運 転 ﾄﾗｯｸ架装型 

5,500～6,500ℓ 

ｈ 1.0×１／Ｑ×Ａ  

諸 雑 費  式 1  

計     

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指定事項 

散 水 車 ﾄﾗｯｸ架装型 

5,500～6,500ℓ 

機－6  

 

５．
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⑳ 仮設電力設備工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，土木工事に係わる工事用仮設電力設備のうち，負荷設備容量が 500kW 以下の仮設電力設備の積算に適

用する。ただし，管理用常用施設には適用しない。 

なお，指定仮設等を除き「第Ⅱ編第５章 グラフによる標準的な仮設電力設備の積算」に示す適用範囲に該当す

る設備については，当該グラフにより積算することが出来る。

その他は「電気供給約款（東北電力株式会社）」によるものとする。 

２． 工事用電力の区分 

工事用電力は大別すると次のように区分される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．工事費負担金  電力会社の配電設備の工事が必要な場合で，その工事代金をいう。 

２．自前設備    受注者が工事用電力に必要な設備を自ら設置する場合。 

３．貸与設備    発注者又は，別途工事（前回工事等）で設置した施設を使用する場合。

 

 

３． 仮 設 計 画 

仮設電力設備は，土木工事の工程に従って計画するものとし，可能な限り一時期に使用電力が集中する計画を避

け，工事期間中に平均して電気を使用する計画を立案するものとする。 

また，保安施設，排水ポンプ等で常時又は，連続的に運転する設備は「商用電源方式」を，杭打ち作業等のよう

に昼間だけで断続的に使用する場合は「発電機方式」を使用する等，負荷設備の実状に応じた適切な電源方式を計

画しなければならない。 

 

４． 積 算 の手 順  

積算は，次の手順で行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事用電力 

商用電源方式 

発電機方式 

工事費負担金（電力会社施工費） 

自前設備（受注者設置） 

貸与設備（別途設置） 

自前設備（受注者設置） 

電力を使用する機械の拾い出し 

工程表に基づく負荷推移表の作成 

設備容量の計算 

契約電力の計算 

受電地点の計画 

電力会社への負担金工事の有無 

発動発電機との比較計算 

各設備の平面配置の計画 

低圧，高圧受電設備の選定 

低圧，高圧配電線路長の計算 

低圧，高圧電動機設備数の計算 

施工コード入力 

施工コードに無い部分の積上積算 

21 
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５． 商用電源方式と発電機方式の選定 

商用電源方式又は，発電機方式の選定は，どちらかが明らかに有利と判断される場合以外は経済比較（５－１，

５－２）を行って決めるものとする。特に次の場合は経済比較を行うものとする。 

① 工事現場（仮設受電点）から電力会社の配電線路までの距離が長い場合 

② 基礎杭工事等の断続的で昼間のみ電力を使用する場合 

③ 工事用電力の使用期間が短い場合 

５－１ 商用電源方式 

次の各項目を積上げ必要額を算出する。 

① 電力会社の工事費負担金 

電力会社の配電線路に何れかの工事が必要な場合は，その工事金額を各電力会社と電気供給約款に基づき協

議し工事費負担金を算出する。 

② 工事期間中の基本料金及び電力料金の合計額 

③ 必要となる仮設電力設備費の合計額 

５－２ 発電機方式 

発電機の容量は，各土木工種に指定がある場合はその指定容量で，容量指定の無い場合は使用する発電機

容量を算定し，作業工程から運転時間を算出し，必要額を算出する。

５－３ 工事費負担金 

工事負担金は，仮設電力を使用することにより，電力会社の配電線路の工事が必要となり，その工事に要

する代金のことで，常時契約と臨時契約の区別がある。 

① 常時契約の場合 

低圧又は，高圧で供給を受ける場合で，新たに電気を使用又は，増加する場合，これに伴い配電設備の工事

こう長が 1,000ｍ，地中の場合は 150ｍを超える場合にその超過こう長分に次の金額を乗じて得た金額に消費

税相当額を加えた金額が工事費負担金となる。精算は一般にやむをえない事情によって設計の変更をした場合

等を除き精算されない。 

負担金は一般に以下により算出する。 

 

区 分 単 位 金 額 

架空配電設備の場合 

地中配電設備の場合 

超過こう長１ｍにつき 

超過こう長１ｍにつき 

各電力会社供給約款による 

〃 

 

② 臨時契約の場合 

臨時契約によって電気の供給を受ける場合，電力会社が新たに供給設備を施設しなければならない場合で，

施設する供給設備の工事費にその設備を撤去する場合の諸経費を加えた金額から，その撤去後の資材の残存価

格を差し引いた金額に消費税相当額を加えた金額である。なお，設計変更，材料単価の変動その他特別の事情

によって工事費負担金に差異を生じた場合は工事完成後精算される。 

負担金は電力会社との個別協議による。 
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６． 基 本 料 金 

６－１ 契約種別 

電力会社との契約電力の種別は，別紙「工事用電力の契約種別選択フロー」により決定するものとする。 

 

仮設で使用する主な契約種別（電気供給約款） 

常
時
契
約 

低圧電力 
低圧で電気の供給を受けて，動力を使用する需要で契約電力が原則

として 50kW未満のもの 

３相３線式 

200Ｖ 

高圧電力Ａ 
高圧で電気の供給を受けて，動力（付帯電灯を含む）を使用する需

要で，契約電力が 50kW以上 500kW未満のもの 

３相３線式 

6000Ｖ 

臨
時
契
約 

低圧電力 

高圧電力Ａ 

動力（高圧は付帯電灯を含む）を使用する需要で，契約期間１年未

満のものに適用される。 

契約種別及び適用範囲は，５kW以下は定額制，それ以外は常時契約

と同じ扱い 

常時契約に

同じ 

(注)１．低圧とは，標準電圧 100Ｖ又は，200Ｖをいう。 

２．高圧とは，標準電圧 6000Ｖをいう。 

３．動力とは，電灯及び小型機器以外の電気機器をいう。 

４．付帯電灯とは，動力を使用するために直接必要な作業用の電灯その他これに準ずるものをいう。 

５．臨時契約は，常時契約該当料金に 20％増が適用される。 

 

６－２ 契約電力の算定 

契約電力の計算は，電力会社の電気供給約款に従って算定するものとする。なお，計算過程上は１キロボ

ルトアンペアを１キロワットとみなす。 

６－２－１ 低圧電力の場合（常時契約及び臨時契約） 

(１) 基本料金 

基本料金＝Ｋ×Ｚ×Ｓ 

Ｋ：基本料金単価（各契約の単価，円／ kW） 

Ｚ：最大契約電力（kW） 

Ｓ：需要契約期間（月） 

注） 基本料金単価は，後述の「６－３」に示した単価とする。 

(２) 最大契約電力（Ｚ） 

① 負荷設備（kW）を入力換算して，合計値（Ｘ）を求める。 

 

表６．１               (電気供給約款) 

契 約 負 荷 設 備 換 算 率 

単相低圧 

電動機 

出力が馬力表示のもの 

出力が kW  〃 

100.0％ 

133.0％ 

三相低圧 

電動機 

出力が馬力表示のもの 

出力が kW  〃 

93.3％ 

125.0％ 

三相高圧 

電動機 

出力が馬力表示のもの 

出力が kW  〃 

87.8％ 

117.6％ 

溶接器 １次側最大入力 kVA表示 70.0％ 

 

② 上記①で得た合計値（Ｘ）から，表６．２の係数を乗じ合計値（Ｙ）を求める。 

 

表６．２              (電気供給約款) 

順 序 区 分 率 

最大の入力の 

ものから順に 

最初の２台の入力につき 

次の２台の入力につき 

上記以外のものの入力につき 

100％ 

 95％  

90％ 
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③ 上記②で得た合計値（Ｙ）に表６．３の係数を乗じて最大契約電力（Ｚ）を求める。 

表６．３               (電気供給約款) 

範 囲 率 

最初の６kWにつき 

次の 14kWにつき 

次の 30kWにつき 

50kWを超える部分につき 

100%  

90%  

80%  

70% 

（注）最大契約電力（Ｚ）が「50kW」を超える場合は，「高圧電力Ａ」の契約となる。 

 

６－２－２ 高圧電力Ａ（臨時契約）の場合 

(１) 基本料金 

基本料金＝Ｋ×Ｚ×Ｓ 

Ｋ：基本料金単価（円／kW） 

Ｓ：需要契約期間（月） 

Ｚ：最大契約電力（kW） 

注） 基本料金単価は，後述の「6-3」に示した単価とする。 

(２) 最大契約電力（Ｚ） 

「契約負荷設備」と「契約受電設備容量」の２通り計算し，小さい値をとる。 

１) 契約負荷設備の計算 

① 負荷設備の入力換算計算 

表６．１により「Ｘ」を算出する。 

② 台数圧縮の計算 

表６．２により「Ｙ」を算出する。 

③ ②で算出した「Ｙ」に表６．４の係数を乗じて得た値を「最大契約電力（Ｚ）」とする。 

表６．４                (電気供給約款) 

範 囲 率 

最初の 6kWにつき 

次の 14kWにつき 

次の 30kWにつき 

次の 100kWにつき 

次の 150kWにつき 

次の 200kWにつき 

500kWを超える部分につき 

100%  

90% 

 80% 

 70% 

 60% 

 50% 

 30% 

 

２） 契約受電設備容量の計算 

① 必要な変圧器容量を求める。 

各負荷の出力（kW）を集計して合計容量（Ｐ）を求め，以下により変圧器容量を求める。 

変圧器容量＝Ｐ× ( 需要率÷ 100) ÷ＣＯＳθ 

② 需要率及びＣＯＳθは表６．５を標準とする。 

表６．５ 

Ｐ 需 要 率 

100kW以下 

200  〃 

300  〃 

500  〃 

700  〃 

75％ 

70％ 

65％ 

60％ 

55％ 

(注)１．変圧器容量は，直近上位を選択するものとするが，変圧器は１割以下の過負荷に対

応することからその範囲内の容量とする。 

２．計算した変圧器容量が最も大きい負荷容量以下となる場合は別途考慮するものとす

る。 

ＣＯＳθ＝力率改善後の値 

＝0.95 
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表６．６ 標準変圧器容量             kVA 

単相 5   7.5   10   15   20   30   50   75   100   150   200   300   500 

三相 5   7.5   10   15   20   30   50   75   100   150   200   300   500 

 

③ 設備容量の圧縮計算 

①で求めた変圧器の総容量及び高圧機器の入力換算値の合計を表6.7 により圧縮した値を契約受電

設備容量とする。 

 

表６．７                  (電気供給約款) 

範 囲 率 

最初の 50kWにつき 

次の 50kWにつき 

次の 200kWにつき 

次の 300kWにつき 

600kWを超える部分につき 

80％ 

70％ 

60％ 

50％ 

40％ 

 

６－２－３ 高圧電力Ａ（常時契約）の場合 

一般的にデマンド契約方式が用いられる。「デマンド契約」とは，実際の使用電力をメータ（電力

会社取付）により毎月計測し，その月の契約電力は前 11 ヶ月間の計測電力値を比較し最大値を契約

電力とするもので，契約変更は自動的に行われる。 

なお，契約後１年未満は，前 11 ヶ月の計測値が無いことから，契約月から前月までを比較し，決

定される。 

６－３ 力率割引き 

基本料金は，力率改善コンデンサを設置することにより力率割引きの適用を受けることが出来るので，適

切な力率改善コンデンサを設置して割引を受けるものとする。 

(１) 低圧電力（常時，臨時共）は，力率 90％として基本料金５％引きとする。 

(２) 高圧電力（常時，臨時共）は，力率 95％として基本料金 10％引きとする。 

 

７． 仮設電力設備の構成 

仮設電力設備は，次の項目に区分して積算するものとする。 

① 基本料金（役務費に計上） 

② 電力量料金（直接工事費に計上） 

③ 工事費負担金（必要な場合は役務費に計上） 

④ 受電設備 

低圧受電設備は，電力会社から低圧で受電して工事用機械等に電気を供給する設備 

高圧受電設備は，電力会社から高圧で受電し低圧に変換して工事用機械等に電気を供給する設備 

⑤ 低圧配電線路 

低圧機器に受電設備から必要な場所まで配電する配線設備 

⑥ 高圧配電線路 

高圧機器に受電設備から必要な場所まで配電する配線設備 

⑦ 低圧電動機設備 

低圧工事用機械のための区分開閉器 

⑧ 高圧電動機設備 

高圧工事用機器のための区分開閉器 

⑨ 照明設備 

現場の作業照明設備 

⑩ その他 

上記以外の設備 
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７－１ 施工コード 

本施工コードは，汎用性の高い 500kW 以下の仮設電力設備用である。よって，500kW を超える設備及び特

殊な設備を必要とする仮設電力設備にあっては，設備実態に応じ別途個別に積上げ積算するものとする。 

７－１－１ 受電設備 

受電設備は，原則として１現場１箇所計上するものとし，以下の設備から適切な設備を選定する。 

なお，高圧受電設備はキュービクル方式を標準とする。 

① 負荷設備容量が 25kW 以下の場合          低圧受電設備（25kW 以下） 

②    〃   25kW を超え 50kW 以下           〃  （50kW 以下） 

③    〃   50kW を超え 100kW 以下       高圧受電設備（100kW 以下） 

④    〃   100kW を超え 300kW 以下          〃  （300kW 以下） 

⑤    〃   300kW を超え 500kW 以下          〃  （500kW 以下） 

（変圧器，コンデンサ損料はキュービクル損料（③，④，⑤）に含んでいる。） 

７－１－２ 配電線路 

(１) 低圧配電線路 

① 低圧配電線路は，電柱による架線方式を標準とする。 

② 使用電線サイズは負荷容量と距離に応じ表７．１により選定するものとする。 

 

表７．１ 

負荷／距離 50ｍ 100ｍ 150ｍ 200ｍ 250ｍ 300ｍ 350ｍ 400ｍ 450ｍ 500ｍ 

10kW以下 2.6 3.2 14 22 22 22 38 38 38 38 

20kW以下 3.2 22 22 38 38 60 60 60 100 100 

30kW以下 14 22 38 60 60 100 100 100 100  

40kW以下 22 38 60 60 100 100     

50kW以下 22 38 60 100 100      

60kW以下 22 60 100 100       

(注) 電線規格は，３．２までは直径（㎜）を，14以上は断面積（mm2）を示す。 

 

(２) 高圧配電線路 

高圧配電線路は，電柱による架線方式を標準とする。 

(３) 坑内配電線路 

坑内配電線路は，トンネル工事における坑内の各種施工機械に電力を送電するためのケーブル電線路で

ある。 

使用電圧により，低圧，高圧の区分がある。使用ケーブルの種類は表７．２とする。 

 

表７．２ 

区分 ケーブルの種類 

低圧ケーブル ＶＶＲケーブル×３Ｃ 

高圧ケーブル ＣＶケーブル×３Ｃ 

 

(４) ころがし配線 

ころがし配線は，低圧電動機設備から電動機までは機械付属ケーブルを用いるものとするが，工事用機

械の配置上 10ｍ以上の距離を必要とする場合に，ころがし配線でケーブルを計上する。 

また，ケーブルの保護を必要とする場合は，別途計上するものとする。なお，ケーブルは，移動を考慮

してキャブタイヤケーブルである。 
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７－１－３ 低圧，高圧電動機設備 

電動機設備は，低圧は機械台数により表 7.3 から適切な回路数の仮設ボックスを選定し，高圧は機

械１台に１台とする。 

ただし，低圧電動機設備の台数には，0.4kW 未満の電動機及び単相 100Ｖ負荷は含めないものとす

る。 

 

表７．３ 

接続する機械台数 仮設ボックス回路数 

３台以下 ３回路 

５台以下 ５回路 

７台以下 ７回路 

10台以下 10回路 

 

７－１－４ 照明設備 

(１) 工事用照明 

工事現場で使用する 500 Ｗ投光器に適用する。 

(２) 坑内照明 

坑内照明は，40 Ｗ蛍光灯を片側５ｍ間隔に設置することを標準とし，ケーブルサイズは表 7.4 による。 

坑内照明の計上は，日当り 17時間を標準とする。 

なお，使用電力量は次式で計算し，電力量コードで別途計上するものとする。 

使用電力量（kWh）＝ 17 ｈ／日× 0.04kWh ×個数×照明日数 

 

表７．４ 

トンネル長 320ｍ 430ｍ 590ｍ 700ｍ 890ｍ 1150ｍ 1500ｍ 

ケーブルサイズ 5.5 8 14 22 38 60 100 

(注) ケーブルサイズは，断面積（mm2）である。 

 

(３) 切羽照明 

トンネル工事の切羽部及び覆工で使用する 500 Ｗ投光器に使用する。 

切羽照明の計上は，日当り 17時間を標準とする。 

使用電力量は次式で計算し，電力量コードで別途計上するものとする。 

使用電力量（kWh）＝ 17ｈ／日× 0.5kWh×灯数×照明日数 

 

７－２ 労務費 

仮設電力設備で個別に積上げ積算を行う場合，労務費は原則として「設置＋撤去」に要する歩掛を計上す

るものとする。なお，「撤去歩掛」は設置歩掛に 0.5 を乗じた値で，「全損」で計上する撤去歩掛は 0.2 を

乗じた値とする。 

ただし，撤去を含まない場合は「設置」のみとする。 
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７－３ 設備費の積算方法 

仮設電力設備で個別に積上げ積算を行う場合，設備費は「供用日当り損料×供用日数」及び「材料費×損

料率」で計上するものとする。 

損料率により計上する場合は，各材料について表 7.5 の電力設備の損料率表により供用期間に応じた損率

を用いて損料を計算し計上するものとする。 

・損料率により計上する材料は，電線，配線器具等とする。 

・供用日当り損料で計上する設備は，キュービクル式受変電設備，高圧気中開閉器等とする。 

 

表７．５ 電力設備の損料率（％） 

   種別 

期間 

木柱類 電線類 碍子類 器具類 電線管類 

３ヶ月未満 

６ヶ月未満 

１年未満 

２年未満 

３年未満 

20 

25 

35 

45 

60 

10 

10 

15 

30 

40 

10 

10 

15 

25 

35 

10 

15 

20 

30 

45 

100 

100 

100 

100 

100 

(注)１．再使用不可能なものは，「全損」扱いとする。 

２．上表は建設用仮設材料算定基準に記載のないものに適用する。 

３．種別区分は下記による。 

・木柱類    木柱，腕木など 

・電線類    電線，ケーブルなど 

・碍子類    碍子，装柱金具，コンクリート柱など 

・器具類    分電盤，灯具，配線器具など 

・電線管類   電線管，接地材料など 

 

７－４ 仮設電力設備の配置例 
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７－５ 供用日数の算出 

供用日数は下記を標準として算出するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

工事用電力の契約種別選定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定
額
電
灯 

従
量
電
灯
Ａ 

従
量
電
灯
Ｂ 

従
量
電
灯
Ｃ 

臨
時
電
灯
Ａ 

臨
時
電
灯
Ｂ 

臨
時
電
灯
Ｃ 

低
圧
電
力 

高
圧
電
力
Ａ 

高
圧
電
力
Ｂ 

特
別
高
圧
電
力 

低
圧
電
力 

(臨) 

高
圧
電
力
Ａ 

(臨) 

高
圧
電
力
Ｂ 

(臨) 

常 時 
(１年以上) 

契約電力 
2000kW 未満 

契約電力 
500kW 未満 

常 時 
(１年以上) 

常 時 
(１年以上) 

契約電流 
40A～60A 

入力容量 
3kVA 以下 

契約電流 
10A～60A 

契約電流 
5A 以下 

入力容量 
400VA 以下 

常 時 
(１年以上) 

電灯又は 
小型機器 

契約電力 
50kW 以上 

START 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

No 

Yes 

据付日数 撤去日数 

供用日数 

据付開始日 撤去終了日 
在場日数 

搬
入
日 

搬
出
日 



①  848①  848 Ⅱ−5−⑳−10

 

Ⅱ-5-⑳-15 

９． 単 価 表 

(１) 低圧受電設備１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253810 
 

名 称 規 格 単位 単価 

25kW以下 50kW以下 

備 考 
数 量 金 額 数 量 金 額 

コ ン ク リ ー ト 柱 ７ｍ－19㎝ 4200〔Ｎ〕(430kgf) 本  1  1  損率 

低 圧 ピ ン 碍 子 中 個  3  3  損率 

腕 金 1.2ｍ 本  1  1  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  1  1  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  1  1  損率 

亜 鉛 メ ッ キ 鋼 撚 線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  1.2  1.2  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  4  4  全損 

エントランスキャップ VE42 〃  1    全損 

〃 VE70 〃    1  全損 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  8  8  損率 

プ リ カ チ ュ ー ブ 50㎜ ｍ  1    全損 

〃 76㎜ 〃    1  全損 

ス テ ン レ ス ベ ル ト SFBT-10 〃  4  4  全損 

ス テ ン レ ス ベ ル ト 同上締金具 個  5  5  全損 

根 か せ コンクリートＡ形 〃  1  1  損率 

電 線 管 VE70 ｍ    4  全損 

〃 VE42 〃  4    全損 

〃 VE16 〃  2  2  全損 

接 地 棒 10φ－1000 本  2  2  全損 

同 上 リ ー ド 端 子 10φ用 個  2  2  全損 

電 線 VVR100sq－3ｃ ｍ    4  損率 

〃 VVR38sq－3ｃ 〃  4    損率 

電 線 IV5.5 〃  3  3  損率 

玉 碍 子 100×100 個  1  1  損率 

仮 設 ボ ッ ク ス 屋外用 600×700×200 面    1  損率 

〃 屋外用 500×400×200 〃  1    損率 

漏 電 遮 断 器 600Ｖ，3Ｐ，100ＡＦ 個    1  損率 

〃 600Ｖ，3Ｐ，50ＡＦ 〃  2  3  損率 

〃 600Ｖ，3Ｐ，30ＡＦ 〃  1  1  損率 

低 圧 ブ レ ー カ 600Ｖ，3Ｐ，225ＡＦ 〃  1  1  損率 

進 相 コ ン デ ン サ 200Ｖ，250μＦ 〃    1  損率 

〃 200Ｖ，200μＦ 〃  1  2  損率 

〃 200Ｖ，150μＦ 〃  2  2  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  6.0  8.0   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  3.0  3.0   

諸 雑 費  式  1  1   

計         

 

８．
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９． 単 価 表 

(１) 低圧受電設備１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253810 
 

名 称 規 格 単位 単価 

25kW以下 50kW以下 

備 考 
数 量 金 額 数 量 金 額 

コ ン ク リ ー ト 柱 ７ｍ－19㎝ 4200〔Ｎ〕(430kgf) 本  1  1  損率 

低 圧 ピ ン 碍 子 中 個  3  3  損率 

腕 金 1.2ｍ 本  1  1  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  1  1  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  1  1  損率 

亜 鉛 メ ッ キ 鋼 撚 線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  1.2  1.2  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  4  4  全損 

エントランスキャップ VE42 〃  1    全損 

〃 VE70 〃    1  全損 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  8  8  損率 

プ リ カ チ ュ ー ブ 50㎜ ｍ  1    全損 

〃 76㎜ 〃    1  全損 

ス テ ン レ ス ベ ル ト SFBT-10 〃  4  4  全損 

ス テ ン レ ス ベ ル ト 同上締金具 個  5  5  全損 

根 か せ コンクリートＡ形 〃  1  1  損率 

電 線 管 VE70 ｍ    4  全損 

〃 VE42 〃  4    全損 

〃 VE16 〃  2  2  全損 

接 地 棒 10φ－1000 本  2  2  全損 

同 上 リ ー ド 端 子 10φ用 個  2  2  全損 

電 線 VVR100sq－3ｃ ｍ    4  損率 

〃 VVR38sq－3ｃ 〃  4    損率 

電 線 IV5.5 〃  3  3  損率 

玉 碍 子 100×100 個  1  1  損率 

仮 設 ボ ッ ク ス 屋外用 600×700×200 面    1  損率 

〃 屋外用 500×400×200 〃  1    損率 

漏 電 遮 断 器 600Ｖ，3Ｐ，100ＡＦ 個    1  損率 

〃 600Ｖ，3Ｐ，50ＡＦ 〃  2  3  損率 

〃 600Ｖ，3Ｐ，30ＡＦ 〃  1  1  損率 

低 圧 ブ レ ー カ 600Ｖ，3Ｐ，225ＡＦ 〃  1  1  損率 

進 相 コ ン デ ン サ 200Ｖ，250μＦ 〃    1  損率 

〃 200Ｖ，200μＦ 〃  1  2  損率 

〃 200Ｖ，150μＦ 〃  2  2  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  6.0  8.0   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  3.0  3.0   

諸 雑 費  式  1  1   

計         
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(２) 高圧受電設備１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253820 
 

名 称 規 格 単位 単価 
100kW以下 300kW以下 500kW以下 

備 考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 

高圧キュービクル 6.6kV，500kVA ＣＢ形 日      **  損料 

〃 6.6kV，300kVA PF･S 〃    **    損料 

〃 6.6kV，100kVA PF･S 〃  **      損料 

高圧気中開閉器 6.6kV，300Ａ 無方向 〃      **  損料 

〃 6.6kV，200Ａ 無方向 〃    **    損料 

〃 6.6kV，100Ａ 無方向 〃  **      損料 

コンクリート柱 10ｍ－19㎝－350 3400〔Ｎ〕(350kgf) 本  1  1  1  損率 

腕 金 1.8ｍ 〃  2  2  2  損率 

〃 0.9ｍ 〃  1  1  1  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  3  3  3  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  3  3  3  損率 

高 圧 耐 張 碍 子 普通形 〃  3  3  3  損率 

引 留 ク ラ ン プ 38sq 〃    3  3  損率 

〃 22sq 〃  3      損率 

蓄力形コネクタ 38sq 〃    12  12  損率 

〃 22sq 〃  12      損率 

避 雷 器 8.4kV，一般形 〃  3  3  3  損率 

玉 碍 子 100×100 〃  1  1  1  損率 

高 圧 ピ ン 碍 子 普通形 〃  3  3  3  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  1.7  1.7  1.7  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  4  4  4  全損 

根 か せ コンクリートＡ形 個  1  1  1  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  13  13  13  損率 

電 線 管 ＣＰ70 ｍ    10  10  全損 

〃 ＣＰ54 〃  10      全損 

〃 ＣＰ28 〃  10  10  10  全損 

ステンレスベルト SFTB-10 〃  5.6  5.6  5.6  全損 

ステンレスベルト 同上締金具 個  7  7  7  全損 

電 線 CV，6.6kV，38sq－3ｃ ｍ    10  10  損率 

〃 CV，6.6kV，22sq－3ｃ 〃  10      損率 

電 線 PDC，6.6kV，38sq 〃    5  5  損率 

〃 PDC，6.6kV，22sq 〃  5      損率 

電 線 IV，38sq 〃      10  損率 

〃 IV，22sq 〃  10  10    損率 

接 地 棒 10φ－1500 本  5  5  5  全損 

同上リード端子 10φ用 個  5  5  5  全損 

接 地 銅 板 900×900×1.5ｔ 枚  1  1  1  全損 

水 切 り カ バ ー 100A 個  3  3  3  全損 

分 岐 カ バ ー T1，2個用 〃  12  12  12  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  1  1  1  全損 

端 末 処 理 材 料 屋外，6.6kV，38sq－3ｃ 〃    1  1  全損 

〃 屋外，6.6kV，22sq－3ｃ 〃  1      全損 

〃 屋内，6.6kV，38sq－3ｃ 〃    1  1  全損 

〃 屋内，6.6kV，22sq－3ｃ 〃  1      全損 

技 術 者 (設置＋撤去) 人  1.05  1.05  1.05   

電 工 (設置＋撤去) 〃  23.50  26.00  26.00   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  12.00  12.00  12.00   

諸 雑 費  式  1  1  1   

計           

 

 

Ⅱ-5-⑳-16 

(２) 高圧受電設備１箇所当り単価表 

施工歩掛コード WB253820 
 

名 称 規 格 単位 単価 
100kW以下 300kW以下 500kW以下 

備 考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 

高圧キュービクル 6.6kV，500kVA ＣＢ形 日      **  損料 

〃 6.6kV，300kVA PF･S 〃    **    損料 

〃 6.6kV，100kVA PF･S 〃  **      損料 

高圧気中開閉器 6.6kV，300Ａ 無方向 〃      **  損料 

〃 6.6kV，200Ａ 無方向 〃    **    損料 

〃 6.6kV，100Ａ 無方向 〃  **      損料 

コンクリート柱 10ｍ－19㎝－350 3400〔Ｎ〕(350kgf) 本  1  1  1  損率 

腕 金 1.8ｍ 〃  2  2  2  損率 

〃 0.9ｍ 〃  1  1  1  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  3  3  3  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  3  3  3  損率 

高 圧 耐 張 碍 子 普通形 〃  3  3  3  損率 

引 留 ク ラ ン プ 38sq 〃    3  3  損率 

〃 22sq 〃  3      損率 

蓄力形コネクタ 38sq 〃    12  12  損率 

〃 22sq 〃  12      損率 

避 雷 器 8.4kV，一般形 〃  3  3  3  損率 

玉 碍 子 100×100 〃  1  1  1  損率 

高 圧 ピ ン 碍 子 普通形 〃  3  3  3  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  1.7  1.7  1.7  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  4  4  4  全損 

根 か せ コンクリートＡ形 個  1  1  1  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  13  13  13  損率 

電 線 管 ＣＰ70 ｍ    10  10  全損 

〃 ＣＰ54 〃  10      全損 

〃 ＣＰ28 〃  10  10  10  全損 

ステンレスベルト SFTB-10 〃  5.6  5.6  5.6  全損 

ステンレスベルト 同上締金具 個  7  7  7  全損 

電 線 CV，6.6kV，38sq－3ｃ ｍ    10  10  損率 

〃 CV，6.6kV，22sq－3ｃ 〃  10      損率 

電 線 PDC，6.6kV，38sq 〃    5  5  損率 

〃 PDC，6.6kV，22sq 〃  5      損率 

電 線 IV，38sq 〃      10  損率 

〃 IV，22sq 〃  10  10    損率 

接 地 棒 10φ－1500 本  5  5  5  全損 

同上リード端子 10φ用 個  5  5  5  全損 

接 地 銅 板 900×900×1.5ｔ 枚  1  1  1  全損 

水 切 り カ バ ー 100A 個  3  3  3  全損 

分 岐 カ バ ー T1，2個用 〃  12  12  12  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  1  1  1  全損 

端 末 処 理 材 料 屋外，6.6kV，38sq－3ｃ 〃    1  1  全損 

〃 屋外，6.6kV，22sq－3ｃ 〃  1      全損 

〃 屋内，6.6kV，38sq－3ｃ 〃    1  1  全損 

〃 屋内，6.6kV，22sq－3ｃ 〃  1      全損 

技 術 者 (設置＋撤去) 人  1.05  1.05  1.05   

電 工 (設置＋撤去) 〃  23.50  26.00  26.00   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  12.00  12.00  12.00   

諸 雑 費  式  1  1  1   

計           
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(３) 低圧配電線路 400ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253830 
 

名 称 規 格 単位 単価 
低圧配電線路 

備 考 
数量 金額 

コンクリート柱 7ｍ－19㎝ 4200〔Ｎ〕(430kgf) 本  10  損率 

低 圧 碍 子  個  33  損率 

低 圧 ラ ッ ク  〃  33  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  80  損率 

電 線 各種 ｍ  1210  表 8.1のとおり         損率 

根 か せ コンクリートＡ形，1000×170×140 個  10  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  4.8  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  16  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  4  全損 

玉 碍 子 100×100 〃  4  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  15.18  本員数に表 8.1計上分を加算する 

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  24.68  〃 

諸 雑 費  式  1   

計       

 

表８．１ 

名 称 規 格 単位 単価 
ＯＷ，2.6㎜ ＯＷ，3.2㎜ ＯＷ，14sq ＯＷ，22sq ＯＷ，38sq 

備 考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＯＷ，2.6㎜ ｍ  1210           

〃 ＯＷ，3.2㎜ 〃    1210         

〃 ＯＷ，14sq 〃      1210       

〃 ＯＷ，22sq 〃        1210     

〃 ＯＷ，38sq 〃          1210   

〃 ＯＷ，60sq 〃             

〃 ＯＷ，100sq 〃             

電 工 （設置＋撤去） 人  4.50  4.50  6.75  11.25  11.25  架線労務のみ 

普通作業員 （設置＋撤去） 〃  6.75  6.75  11.25  18.00  18.00  〃 

 

表８．１ 

名 称 規 格 単位 単価 
ＯＷ，60sq ＯＷ，100sq 

備 考 
数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＯＷ，2.6㎜ ｍ       

〃 ＯＷ，3.2㎜ 〃       

〃 ＯＷ，14sq 〃       

〃 ＯＷ，22sq 〃       

〃 ＯＷ，38sq 〃       

〃 ＯＷ，60sq 〃  1210     

〃 ＯＷ，100sq 〃    1210   

電 工 （設置＋撤去） 人  13.50  20.25   

普通作業員 （設置＋撤去） 〃  22.50  33.75   
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(３) 低圧配電線路 400ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253830 
 

名 称 規 格 単位 単価 
低圧配電線路 

備 考 
数量 金額 

コンクリート柱 7ｍ－19㎝ 4200〔Ｎ〕(430kgf) 本  10  損率 

低 圧 碍 子  個  33  損率 

低 圧 ラ ッ ク  〃  33  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  80  損率 

電 線 各種 ｍ  1210  表 8.1のとおり         損率 

根 か せ コンクリートＡ形，1000×170×140 個  10  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  4.8  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  16  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  4  全損 

玉 碍 子 100×100 〃  4  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  15.18  本員数に表 8.1計上分を加算する 

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  24.68  〃 

諸 雑 費  式  1   

計       

 

表８．１ 

名 称 規 格 単位 単価 
ＯＷ，2.6㎜ ＯＷ，3.2㎜ ＯＷ，14sq ＯＷ，22sq ＯＷ，38sq 

備 考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＯＷ，2.6㎜ ｍ  1210           

〃 ＯＷ，3.2㎜ 〃    1210         

〃 ＯＷ，14sq 〃      1210       

〃 ＯＷ，22sq 〃        1210     

〃 ＯＷ，38sq 〃          1210   

〃 ＯＷ，60sq 〃             

〃 ＯＷ，100sq 〃             

電 工 （設置＋撤去） 人  4.50  4.50  6.75  11.25  11.25  架線労務のみ 

普通作業員 （設置＋撤去） 〃  6.75  6.75  11.25  18.00  18.00  〃 

 

表８．１ 

名 称 規 格 単位 単価 
ＯＷ，60sq ＯＷ，100sq 

備 考 
数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＯＷ，2.6㎜ ｍ       

〃 ＯＷ，3.2㎜ 〃       

〃 ＯＷ，14sq 〃       

〃 ＯＷ，22sq 〃       

〃 ＯＷ，38sq 〃       

〃 ＯＷ，60sq 〃  1210     

〃 ＯＷ，100sq 〃    1210   

電 工 （設置＋撤去） 人  13.50  20.25   

普通作業員 （設置＋撤去） 〃  22.50  33.75   
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(４) 高圧配電線路 400ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253840 
 

名 称 規 格 単位 単価 
高圧配電線路 

備 考 
数量 金額 

コンクリート柱 10ｍ－19㎝ 3400〔Ｎ〕(350kgf) 本  10  損率 

高 圧 ピ ン 碍 子 普通形，大 個  21  損率 

高 圧 耐 張 碍 子 普通形 〃  18  損率 

腕 金 1.5ｍ 本  10  損率 

腕 金 1.8ｍ 〃  1  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  11  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  130  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  11  損率 

電 線 6kV，OE，22sq ｍ  1210  損率 

電 線 PDC，6kV，22sq 〃  5  損率 

根 か せ コンクリートＡ形，1000－170－140 個  10  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  6.8  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  16  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  4  全損 

玉 碍 子 100×100 〃  4  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  41.0   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  66.0   

諸 雑 費  式  1   

計       

 

(５) 坑内配電線路 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253850 
 

名 称 規 格 単位 単価 
坑内電線路 

備 考 
数量 金額 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.2による 損率 

一 般 支 持 金 具  個    〃 全損 

一 般 用 受 皿  〃    〃 全損 

アンカーボルト Ｍ10 〃  100  全損 

電 工 (設置＋撤去) 人    本員数に表 8.2計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       
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(４) 高圧配電線路 400ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253840 
 

名 称 規 格 単位 単価 
高圧配電線路 

備 考 
数量 金額 

コンクリート柱 10ｍ－19㎝ 3400〔Ｎ〕(350kgf) 本  10  損率 

高 圧 ピ ン 碍 子 普通形，大 個  21  損率 

高 圧 耐 張 碍 子 普通形 〃  18  損率 

腕 金 1.5ｍ 本  10  損率 

腕 金 1.8ｍ 〃  1  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  11  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  130  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  11  損率 

電 線 6kV，OE，22sq ｍ  1210  損率 

電 線 PDC，6kV，22sq 〃  5  損率 

根 か せ コンクリートＡ形，1000－170－140 個  10  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  6.8  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  16  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  4  全損 

玉 碍 子 100×100 〃  4  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  41.0   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  66.0   

諸 雑 費  式  1   

計       

 

(５) 坑内配電線路 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253850 
 

名 称 規 格 単位 単価 
坑内電線路 

備 考 
数量 金額 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.2による 損率 

一 般 支 持 金 具  個    〃 全損 

一 般 用 受 皿  〃    〃 全損 

アンカーボルト Ｍ10 〃  100  全損 

電 工 (設置＋撤去) 人    本員数に表 8.2計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       
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(４) 高圧配電線路 400ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253840 
 

名 称 規 格 単位 単価 
高圧配電線路 

備 考 
数量 金額 

コンクリート柱 10ｍ－19㎝ 3400〔Ｎ〕(350kgf) 本  10  損率 

高 圧 ピ ン 碍 子 普通形，大 個  21  損率 

高 圧 耐 張 碍 子 普通形 〃  18  損率 

腕 金 1.5ｍ 本  10  損率 

腕 金 1.8ｍ 〃  1  損率 

装 柱 金 具 Ｕボルト 13－220 個  11  損率 

足 場 ボ ル ト ＣＰ用 本  130  損率 

ア ー ム タ イ 2.3－25－945 〃  11  損率 

電 線 6kV，OE，22sq ｍ  1210  損率 

電 線 PDC，6kV，22sq 〃  5  損率 

根 か せ コンクリートＡ形，1000－170－140 個  10  損率 

亜鉛メッキ鋼撚線 ２種，Ａ級，22sq ㎏  6.8  全損 

巻 付 グ リ ッ プ 22sq 個  16  全損 

ステーブロック NO.1，ロット付 〃  4  全損 

玉 碍 子 100×100 〃  4  損率 

電 工 (設置＋撤去) 人  41.0   

普 通 作 業 員 (設置＋撤去) 〃  66.0   

諸 雑 費  式  1   

計       

 

(５) 坑内配電線路 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253850 
 

名 称 規 格 単位 単価 
坑内電線路 

備 考 
数量 金額 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.2による 損率 

一 般 支 持 金 具  個    〃 全損 

一 般 用 受 皿  〃    〃 全損 

アンカーボルト Ｍ10 〃  100  全損 

電 工 (設置＋撤去) 人    本員数に表 8.2計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．２ 

名 称 規 格 単位 単価 
VVR,5.5sq－3C VVR,8sq－3C VVR,14sq－3C VVR,22sq－3C VVR,38sq－3C 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＶＶＲ，5.5sq－3Ｃ ｍ  100           

〃 〃 ， 8sq－3Ｃ 〃    100         

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃      100       

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃        100     

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃          100   

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃             

〃 ６kV ，CV14sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ，CV22sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ，CV38sq－3Ｃ 〃             

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃  50  50  50  50  50   

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃             

電 工 (設置＋撤去) 人  10.05  13.20  13.20  18.00  18.00   

 

表８．２ 

名 称 規 格 単位 単価 
VVR,60sq－3C VVR,100sq－3C 6kV,CV14sq－3C 6kV,CV22sq－3C 6kV,CV38sq－3C 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＶＶＲ，5.5sq－3Ｃ ｍ             

〃 〃 ， 8sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃  100           

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃    100         

〃 ６kV ，CV14sq－3Ｃ 〃      100       

〃 〃 ，CV22sq－3Ｃ 〃        100     

〃 〃 ，CV38sq－3Ｃ 〃          100   

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃      50  50  50   

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃  50  50         

電 工 (設置＋撤去) 人  24.00  39.00  24.00  24.00  39.00   

 

(６) ころがし配線 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253860 
 

名 称 規 格 単位 単価 
ころがし配線 

備 考 
数量 金額 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.3による 損率 

電 工  人    〃  

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．２ 

名 称 規 格 単位 単価 
VVR,5.5sq－3C VVR,8sq－3C VVR,14sq－3C VVR,22sq－3C VVR,38sq－3C 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＶＶＲ，5.5sq－3Ｃ ｍ  100           

〃 〃 ， 8sq－3Ｃ 〃    100         

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃      100       

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃        100     

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃          100   

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃             

〃 ６kV ，CV14sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ，CV22sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ，CV38sq－3Ｃ 〃             

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃  50  50  50  50  50   

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃             

電 工 (設置＋撤去) 人  10.05  13.20  13.20  18.00  18.00   

 

表８．２ 

名 称 規 格 単位 単価 
VVR,60sq－3C VVR,100sq－3C 6kV,CV14sq－3C 6kV,CV22sq－3C 6kV,CV38sq－3C 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル ＶＶＲ，5.5sq－3Ｃ ｍ             

〃 〃 ， 8sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃  100           

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃    100         

〃 ６kV ，CV14sq－3Ｃ 〃      100       

〃 〃 ，CV22sq－3Ｃ 〃        100     

〃 〃 ，CV38sq－3Ｃ 〃          100   

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃      50  50  50   

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃  50  50         

電 工 (設置＋撤去) 人  24.00  39.00  24.00  24.00  39.00   

 

(６) ころがし配線 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253860 
 

名 称 規 格 単位 単価 
ころがし配線 

備 考 
数量 金額 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.3による 損率 

電 工  人    〃  

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．３ 

名 称 規 格 単位 単価 
2PNCT,5.5sq－3Ｃ 2PNCT,8sq－3Ｃ 2PNCT,14sq－3Ｃ 2PNCT,22sq－3Ｃ 2PNCT,38sq－3Ｃ 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル 2PNCT， 5.5sq－3Ｃ ｍ  100           

〃 〃 ，  8sq－3Ｃ 〃    100         

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃      100       

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃        100     

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃          100   

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 100sq－3Ｃ 〃             

電 工 (設置＋撤去) 人  4.95  4.95  4.95  6.75  9.45   

 

表８．３ 

名 称 規 格 単位 単価 
2PNCT,60sq－3Ｃ 2PNCT,100sq－3Ｃ 

備 考 
数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル 2PNCT， 5.5sq－3Ｃ ｍ       

〃 〃 ，  8sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃  100     

〃 〃 ， 100sq－3Ｃ 〃    100   

電 工 (設置＋撤去) 人  9.45  15.00   

 

(７) 低圧電動機設備１面当り単価表 

施工歩掛コード WB253870 
 

名 称 規 格 単位 単価 
低圧電動機設備 

備 考 
数量 金額 

仮 設 ボ ッ ク ス 各 種 面    表 8.4による 損率 

低 圧 ブ レ ー カ 各 種 個    〃 損率 

接 地 棒 10φ－1000 本  1  全損 

同上リード端子 10φ用 個  1  全損 

電 線 600Ｖ，VVR(SV)38sq－３Ｃ ｍ  10   損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  1.44  本員数に表 8.4計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．３ 

名 称 規 格 単位 単価 
2PNCT,5.5sq－3Ｃ 2PNCT,8sq－3Ｃ 2PNCT,14sq－3Ｃ 2PNCT,22sq－3Ｃ 2PNCT,38sq－3Ｃ 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル 2PNCT， 5.5sq－3Ｃ ｍ  100           

〃 〃 ，  8sq－3Ｃ 〃    100         

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃      100       

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃        100     

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃          100   

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃             

〃 〃 ， 100sq－3Ｃ 〃             

電 工 (設置＋撤去) 人  4.95  4.95  4.95  6.75  9.45   

 

表８．３ 

名 称 規 格 単位 単価 
2PNCT,60sq－3Ｃ 2PNCT,100sq－3Ｃ 

備 考 
数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル 2PNCT， 5.5sq－3Ｃ ｍ       

〃 〃 ，  8sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 14sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 22sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 38sq－3Ｃ 〃       

〃 〃 ， 60sq－3Ｃ 〃  100     

〃 〃 ， 100sq－3Ｃ 〃    100   

電 工 (設置＋撤去) 人  9.45  15.00   

 

(７) 低圧電動機設備１面当り単価表 

施工歩掛コード WB253870 
 

名 称 規 格 単位 単価 
低圧電動機設備 

備 考 
数量 金額 

仮 設 ボ ッ ク ス 各 種 面    表 8.4による 損率 

低 圧 ブ レ ー カ 各 種 個    〃 損率 

接 地 棒 10φ－1000 本  1  全損 

同上リード端子 10φ用 個  1  全損 

電 線 600Ｖ，VVR(SV)38sq－３Ｃ ｍ  10   損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  1.44  本員数に表 8.4計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．４ 

名 称 規 格 単位 単価 
仮設ボックス（３回路） 仮設ボックス（５回路） 仮設ボックス（７回路） 仮設ボックス（10 回路） 

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

仮設ボックス 屋外用 400× 300×200 面  1        

〃 〃 500× 400×200 面    1      

〃 〃 600× 700×200 面      1    

〃 〃 700×1200×200 面        1  

漏電ブレーカ 600Ｖ，3P，30AF 個    1  2  3  

〃 600Ｖ，3P，50AF 〃  2  2  2  3  

〃 600Ｖ，3P，100AF 〃  1  1  2  3  

〃 600Ｖ，3P，200AF 〃    1  1  1  

電 工 （設置＋撤去） 人  1.95  1.95  2.70  3.15  

 

(８) 高圧電動機設備１台当り単価表 

施工歩掛コード WB253880 
 

名 称 規 格 単位 単価 
高圧電動機設備 

備 考 
数量 金額 

高圧気中開閉器 6.6kV，100Ａ無方向 日  ＊＊  損料 

電 線 6.6kV，CV14sq－3Ｃ ｍ  15  損率 

接 地 棒 10φ－1500 本  2  全損 

同上リード端子 10φ用 個  2  全損 

接 地 銅 板 900－900－1.5ｔ 枚  1  全損 

端 末 接 続 材 料 屋外，6.6kV，14sq－3Ｃ 個  1  全損 

端 末 接 続 材 料 屋内，6.6kV，14sq－3Ｃ 〃  1  全損 

電 線 管 CP54 ｍ  15  全損 

電 工 （設置＋撤去） 人  11.50   

普 通 作 業 員 （設置＋撤去） 〃  3.50   

諸 雑 費  式  1   

計       

 

(９) 工事用照明 10個当り単価表 

施工歩掛コード WB253890 
 

名 称 規 格 単位 単価 
工事用照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 白熱灯，500Ｗ 個  10＊ｎ  全損 

照 明 器 具 リフレクタ投光器 〃  10  損率 

ケ ー ブ ル VVR，5.5sq－2Ｃ ｍ  100  損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  3.9   

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．４ 

名 称 規 格 単位 単価 
仮設ボックス（３回路） 仮設ボックス（５回路） 仮設ボックス（７回路） 仮設ボックス（10 回路） 

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

仮設ボックス 屋外用 400× 300×200 面  1        

〃 〃 500× 400×200 面    1      

〃 〃 600× 700×200 面      1    

〃 〃 700×1200×200 面        1  

漏電ブレーカ 600Ｖ，3P，30AF 個    1  2  3  

〃 600Ｖ，3P，50AF 〃  2  2  2  3  

〃 600Ｖ，3P，100AF 〃  1  1  2  3  

〃 600Ｖ，3P，200AF 〃    1  1  1  

電 工 （設置＋撤去） 人  1.95  1.95  2.70  3.15  

 

(８) 高圧電動機設備１台当り単価表 

施工歩掛コード WB253880 
 

名 称 規 格 単位 単価 
高圧電動機設備 

備 考 
数量 金額 

高圧気中開閉器 6.6kV，100Ａ無方向 日  ＊＊  損料 

電 線 6.6kV，CV14sq－3Ｃ ｍ  15  損率 

接 地 棒 10φ－1500 本  2  全損 

同上リード端子 10φ用 個  2  全損 

接 地 銅 板 900－900－1.5ｔ 枚  1  全損 

端 末 接 続 材 料 屋外，6.6kV，14sq－3Ｃ 個  1  全損 

端 末 接 続 材 料 屋内，6.6kV，14sq－3Ｃ 〃  1  全損 

電 線 管 CP54 ｍ  15  全損 

電 工 （設置＋撤去） 人  11.50   

普 通 作 業 員 （設置＋撤去） 〃  3.50   

諸 雑 費  式  1   

計       

 

(９) 工事用照明 10個当り単価表 

施工歩掛コード WB253890 
 

名 称 規 格 単位 単価 
工事用照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 白熱灯，500Ｗ 個  10＊ｎ  全損 

照 明 器 具 リフレクタ投光器 〃  10  損率 

ケ ー ブ ル VVR，5.5sq－2Ｃ ｍ  100  損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  3.9   

諸 雑 費  式  1   

計       
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表８．４ 

名 称 規 格 単位 単価 
仮設ボックス（３回路） 仮設ボックス（５回路） 仮設ボックス（７回路） 仮設ボックス（10 回路） 

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

仮設ボックス 屋外用 400× 300×200 面  1        

〃 〃 500× 400×200 面    1      

〃 〃 600× 700×200 面      1    

〃 〃 700×1200×200 面        1  

漏電ブレーカ 600Ｖ，3P，30AF 個    1  2  3  

〃 600Ｖ，3P，50AF 〃  2  2  2  3  

〃 600Ｖ，3P，100AF 〃  1  1  2  3  

〃 600Ｖ，3P，200AF 〃    1  1  1  

電 工 （設置＋撤去） 人  1.95  1.95  2.70  3.15  

 

(８) 高圧電動機設備１台当り単価表 

施工歩掛コード WB253880 
 

名 称 規 格 単位 単価 
高圧電動機設備 

備 考 
数量 金額 

高圧気中開閉器 6.6kV，100Ａ無方向 日  ＊＊  損料 

電 線 6.6kV，CV14sq－3Ｃ ｍ  15  損率 

接 地 棒 10φ－1500 本  2  全損 

同上リード端子 10φ用 個  2  全損 

接 地 銅 板 900－900－1.5ｔ 枚  1  全損 

端 末 接 続 材 料 屋外，6.6kV，14sq－3Ｃ 個  1  全損 

端 末 接 続 材 料 屋内，6.6kV，14sq－3Ｃ 〃  1  全損 

電 線 管 CP54 ｍ  15  全損 

電 工 （設置＋撤去） 人  11.50   

普 通 作 業 員 （設置＋撤去） 〃  3.50   

諸 雑 費  式  1   

計       

 

(９) 工事用照明 10個当り単価表 

施工歩掛コード WB253890 
 

名 称 規 格 単位 単価 
工事用照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 白熱灯，500Ｗ 個  10＊ｎ  全損 

照 明 器 具 リフレクタ投光器 〃  10  損率 

ケ ー ブ ル VVR，5.5sq－2Ｃ ｍ  100  損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  3.9   

諸 雑 費  式  1   

計       
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(10) 坑内照明 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253900 
 

名 称 規 格 単位 単価 
坑内照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 蛍光灯 40Ｗ直管 個  20＊ｎ  全損 

照 明 器 具 40Ｗ蛍光灯防湿，防雨 〃  20  損率 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.5による  損率 

一 般 支 持 金 具 ＴＡ85 個    〃 全損 

一 般 用 受 皿 ポリエチレン 〃    〃 全損 

アンカーボルト Ｍ10 〃  100  〃 全損 

〃 Ｍ８ 〃  40  全損 

電 工 （設置＋撤去） 人  9  本員数に表 9.5計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       

 

表８．５ 

名 称 規 格 単位 単価 
１ｍ ～320ｍの場合 321ｍ～430ｍの場合 431ｍ～590ｍの場合 591ｍ～700ｍの場合 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル VVR ，   5.5sq－3Ｃ ｍ  100         

〃 〃 ，      8sq－3Ｃ 〃    100       

〃 〃 ，    14sq－3Ｃ 〃      100     

〃 〃 ，    22sq－3Ｃ 〃        100   

〃 〃 ，   38sq－3Ｃ 〃           

〃 〃 ，    60sq－3Ｃ 〃           

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃           

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃  50  50  50  50   

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃           

電 工 （設置＋撤去） 人  10.05  13.20  13.20  18.00   

 

表８．５ 

名 称 規 格 単位 単価 
701ｍ～890ｍの場合 891ｍ～1150ｍの場合 1151ｍ～1500ｍの場合 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル VVR ，   5.5sq－3Ｃ ｍ         

〃 〃 ，      8sq－3Ｃ 〃         

〃 〃 ，    14sq－3Ｃ 〃         

〃 〃 ，    22sq－3Ｃ 〃         

〃 〃 ，    38sq－3Ｃ 〃  100       

〃 〃 ，    60sq－3Ｃ 〃    100     

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃      100   

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃  50       

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃    50  50   

電 工 （設置＋撤去） 人  18.00  24.00  39.00   

 

 

Ⅱ-5-⑳-22 

(10) 坑内照明 100ｍ当り単価表 

施工歩掛コード WB253900 
 

名 称 規 格 単位 単価 
坑内照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 蛍光灯 40Ｗ直管 個  20＊ｎ  全損 

照 明 器 具 40Ｗ蛍光灯防湿，防雨 〃  20  損率 

ケ ー ブ ル 各 種 ｍ    表 8.5による  損率 

一 般 支 持 金 具 ＴＡ85 個    〃 全損 

一 般 用 受 皿 ポリエチレン 〃    〃 全損 

アンカーボルト Ｍ10 〃  100  〃 全損 

〃 Ｍ８ 〃  40  全損 

電 工 （設置＋撤去） 人  9  本員数に表 9.5計上分を加算する 

諸 雑 費  式  1   

計       

 

表８．５ 

名 称 規 格 単位 単価 
１ｍ ～320ｍの場合 321ｍ～430ｍの場合 431ｍ～590ｍの場合 591ｍ～700ｍの場合 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル VVR ，   5.5sq－3Ｃ ｍ  100         

〃 〃 ，      8sq－3Ｃ 〃    100       

〃 〃 ，    14sq－3Ｃ 〃      100     

〃 〃 ，    22sq－3Ｃ 〃        100   

〃 〃 ，   38sq－3Ｃ 〃           

〃 〃 ，    60sq－3Ｃ 〃           

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃           

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃  50  50  50  50   

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃           

電 工 （設置＋撤去） 人  10.05  13.20  13.20  18.00   

 

表８．５ 

名 称 規 格 単位 単価 
701ｍ～890ｍの場合 891ｍ～1150ｍの場合 1151ｍ～1500ｍの場合 

備考 
数量 金額 数量 金額 数量 金額 

ケ ー ブ ル VVR ，   5.5sq－3Ｃ ｍ         

〃 〃 ，      8sq－3Ｃ 〃         

〃 〃 ，    14sq－3Ｃ 〃         

〃 〃 ，    22sq－3Ｃ 〃         

〃 〃 ，    38sq－3Ｃ 〃  100       

〃 〃 ，    60sq－3Ｃ 〃    100     

〃 〃 ，100sq－3Ｃ 〃      100   

一般支持金具 ＴＡ85 個  50  50  50   

一 般 用 受 皿 15Ｒ，ポリエチレン 〃  50       

〃 25Ｒ，ポリエチレン 〃    50  50   

電 工 （設置＋撤去） 人  18.00  24.00  39.00   

 

本員数に表8.5計上分を加算する
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(11) 切羽照明 10 個当り単価表 

施工歩掛コード WB253910 
 

名 称 規 格 単位 単価 
切羽照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 白熱灯，500W 個  10＊ｎ  全損 

照 明 器 具 リフレクタ投光器 〃  10  損率 

ケ ー ブ ル ２PNCT，3.5sq－２Ｃ ｍ  100  損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  3.9   

諸 雑 費  式  1   

計       
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(11) 切羽照明 10 個当り単価表 

施工歩掛コード WB253910 
 

名 称 規 格 単位 単価 
切羽照明 

備 考 
数量 金額 

ラ ン プ 白熱灯，500W 個  10＊ｎ  全損 

照 明 器 具 リフレクタ投光器 〃  10  損率 

ケ ー ブ ル ２PNCT，3.5sq－２Ｃ ｍ  100  損率 

電 工 （設置＋撤去） 人  3.9   

諸 雑 費  式  1   

計       
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グラフによる標準的な仮設電力設備の積算 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，「第Ⅱ編第５章⑳仮設電力設備工」の適用を受ける仮設電力設備のうち指定仮設等，設備条件が明示

され積上げ積算が必要なものを除き，次の条件を全て満たすものについて適用する。 

(１) 引込み電路延長が 150ｍ以内であること。 

（注）引込み電路延長とは受変電設備（低圧にあっては引込み用分電盤をいう。以下同じ）から，引込み用構

内柱までの工事現場内の引込みのための電線路の延長をいう。 

(２) 受変電設備から工事現場内に設置する分電盤又は高圧配電設備にあっては負荷端までの最大延長が，1,000

ｍ以内であること。 

 

２． 積 算 

(１) 仮設電力の設備費は，グラフ－ (１)，グラフ－ (２) により，設備容量と設備の在場期間（仮設電力設備

を工事現場に設置し撤去するまでの期間）から定まる金額を計上する。なお，金額は 10,000 円単位とし，10,000 

円未満は切り捨てとする。 

(２) 仮設電力設備費には次の項目が含まれている。 

イ. 受変電設備の設置，撤去費 

ロ. 引込み，構内配線路の設置，撤去費 

ハ. 分電盤の設置，撤去費 

ニ. その他，負荷に電力を供給するために必要な，標準的な機材の設置，撤去費 

ホ. 受変電設備，分電盤，ケーブルその他の機材の在場期間に相当する損料 

 

３． そ の 他 

本基準に定めのない事項は，「第Ⅱ編第５章⑳仮設電力設備工」によること。 

21 



①  858①  858 Ⅱ−5−K−2

 

Ⅱ-5-  -2 21 

 

 



①  859①  859 Ⅱ−5−K−3

 

Ⅱ-5-  -3 21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①  860①  860 Ⅱ−5−L−1

 

Ⅱ-5-   -1 22 

 法面工（仮設用モルタル吹付工） 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，もたれ式擁壁等の掘削部の施工で危険防止のために仮モルタルを吹付ける場合に適用する。 

なお，吹付厚は３㎝を標準とする。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは次図のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（注） 本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。 

 

３． 機 種 の 選 定 

使用する機械の機種・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

機 械 名 規 格 台数 摘 要 

空 気 圧 縮 機 
排出ガス対策型 可搬式 スクリューエンジン

掛  10.5～11.0㎥／min 
1  

モルタルコンクリート吹付機 湿式 0.8～1.2㎥／ｈ 1 ミキサ付 

ベ ル ト コ ン ベ ヤ 

（ ポ ー タ ブ ル ） 

[エンジン駆動] 

機長７ｍ  ベルト幅３５０mm 
2 材料の投入用 

発 動 発 電 機 
排出ガス対策型 ディーゼルエンジン駆動

10kVA 
1 

ベルトコンベヤ，電気ドリル 

計量器等の動力源 

計 量 器 骨材累加算・機械式 300kg×１槽・２桿 1  

ポ ン プ 
小型渦巻ポンプ 

（呼水・片吸込・モータ駆動型 口径 50㎜） 
1 

揚水用 

必要に応じて計上 

(注) 空気圧縮機及び発動発電機は賃料とする。 
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４． 施 工 歩 掛 

４－１ 仮設用モルタル吹付工（吹付厚３㎝） 

仮設用モルタル吹付工（吹付厚３㎝）の歩掛は次表とする。 

 

表４．１ 仮設用モルタル吹付工歩掛 （100㎡当り） 

名 称 単位 
数 量 

吹付厚３㎝ 

土 木 一 般 世 話 役 人 0.5 

法 面 工 〃 2.0 

特 殊 作 業 員 〃 1.1 

普 通 作 業 員 〃 1.3 

モルタルコンクリート吹付機 ｈ 4.1 

空 気 圧 縮 機 運 転 日 0.6 

発 動 発 電 機 運 転 〃 0.6 

計 量 器 損 料 〃 0.6 

ベルトコンベヤ（ポータブル）

損 料 
〃 1.2 

小 型 渦 巻 ポ ン プ 損 料 〃 0.6 

諸 雑 費 率 ％ 2 

(注)１．上表は仮設ロープにより施工する場合の歩掛である。 

２．本歩掛にはモルタルコンクリート吹付機，空気圧縮機，ベルトコンベヤ（ポータブ

ル）等の据付撤去及び吹付材料の現場内小運搬を含む。 

３．目地が必要な場合は，材料のみ別途計上する。 

４．諸雑費は，送水ポンプ損料，吹付機のホース及び仮設ロープ損料，水槽損料，骨材

ホッパ損料，水抜パイプ等の費用として労務費，機械運転経費，機械損料の合計額に

上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

 

４－２ 法面清掃 

法面清掃のみが必要な場合は，「第Ⅱ編第２章①－５現場吹付法枠工」により計上する。 

４－３ ラス張工 

ラス張が必要な場合は，法面清掃の有無にかかわらず「第Ⅵ編第２章⑥－２吹付枠工」により計上する。 

 

５． 吹付材料配合比 

吹付材料配合比は，次表を標準とするが，現場条件によりこれにより難い場合は別途考慮する。 

 

表５．１ 吹付材料配合比            （１㎥当り） 

工 種 セメント 砂 水セメント比 摘 要 

モルタル吹付工 420㎏ 
(1,680㎏) 

1.24㎥ 
45～55％ Ｃ：Ｓ＝1：4 

 

６． 材料の使用量 

吹付材料の使用量は，次式による。 

使用量（㎥）＝設計量×（１＋Ｋ） 

Ｋ：ロス率 

 

表６．１ ロス率（Ｋ） 

名 称 ロス率 摘 要 

吹付材料 ＋0.27 はね返り損失及び混合の損失を含む 

「第Ⅵ編第１章
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８． 単 価 表 

(１) 仮設用モルタル吹付工 100㎡当り単価表 

施工歩掛コード WB254010 
 

名 称 規 格 単位 数量 摘 要 

土 木 一 般 世 話 役  人 0.5 表 4.1 

法 面 工  〃 2.0  〃 

特 殊 作 業 員  〃 1.1  〃 

普 通 作 業 員  〃 1.3  〃 

セ メ ン ト  ㎏ 1,600 表 5.1，表 6.1 

砂  ㎥ 4.7  〃 

目 地 材  ㎡  必要に応じて計上する 

モルタルコンクリート吹付機運転 湿式 0.8～1.2㎥／ｈ ｈ 4.1 ミキサ付 表 4.1，機械損料 

空 気 圧 縮 機 運 転 
排出ガス対策型 可搬式 スクリュー

エンジン掛 10.5～11.0㎥／min 
日 0.6 表 4.1，機械賃料 

発 動 発 電 機 運 転 
排出ガス対策型 

ディーゼルエンジン駆動 10kVA 
〃 0.6 〃 

計 量 器 損 料 
骨材累加算・機械式 

300kg×１槽・２桿 
〃 0.6 表 4.1，機械損料 

ポ ン プ 損 料 
小型渦巻ポンプ（呼水・片吸込・ 

モータ駆動型 口径 50㎜） 
〃 0.6 

表 4.1，機械損料 

揚水用 必要に応じて計上する 

ベ ル ト コ ン ベ ヤ 

（ ポ ー タ ブ ル ） 損 料 

[エンジン駆動] 

機長７ｍ  ベルト幅３５０mm 
〃 1.2 表 4.1，機械損料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

 

(２) 機械運転単価表 

機 械 名 規 格 適用単価表 指 定 事 項 

モルタルコンクリート吹付機 湿式 0.8～1.2㎥／ｈ 機－13  

空 気 圧 縮 機 
排出ガス対策型 可搬式 スクリュー

エンジン掛 10.5～11.0㎥／min 
機－16 

燃料消費量 →105 

機械賃料数量→1.7 

発 動 発 電 機 
排出ガス対策型 

ディーゼルエンジン駆動 10kVA 
機－16 

燃料消費量 →13 

機械賃料数量→1.3 

 

 

７．

コード番号 Ｓ 5 7 5 0
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 交通誘導警備員 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，交通誘導警備員及び機械の誘導員等の交通管理を行う場合に適用する。 

 

２． 計 上 区 分 

現場条件に応じて，交通誘導警備員の配置人員，作業時間帯，期間を計上する。 

 

表２．１ 交通誘導警備員の計上区分 

区分 現 場 条 件 
計    算    式 

交通誘導警備員Ａ 交通誘導警備員Ｂ 

１ 
昼間勤務（8:00～17:00） 

実働 ８時間（交替要員無し） 
Ａ×必要日数×Ｎ Ａ×必要日数×Ｎ 

２ 
昼間勤務（8:00～17:00） 

実働 ９時間（交替要員有り） 
1.2Ａ×必要日数×Ｎ 1.2Ａ×必要日数×Ｎ 

３ 
夜間勤務（20:00～5:00） 

実働 ８時間（交替要員無し） 
1.5Ａ×必要日数×Ｎ 1.5Ａ×必要日数×Ｎ 

４ 
夜間勤務（20:00～5:00） 

実働 ９時間（交替要員有り） 
1.8Ａ×必要日数×Ｎ 1.8Ａ×必要日数×Ｎ 

５ 
24時間勤務 

実働 22時間（交替要員無し） 
3.0Ａ×必要日数×Ｎ 3.0Ａ×必要日数×Ｎ 

６ 
24時間勤務 

実働 24時間（交替要員有り） 
3.4Ａ×必要日数×Ｎ 3.5Ａ×必要日数×Ｎ 

（注）１．Ａ：交通誘導警備員単価  Ｎ：配置人員 

２．日曜，祝祭日等の休日割増は適用しない。 

３．区分５，６は２交替制勤務とする。 

４．交替要員有りは，休憩，休息時間についても交通誘導を行う場合に適用する。 

５．作業時間帯等が異なる場合は，別途積算するものとする。 

６．上表における必要日数は、交通誘導警備員が必要となる各工種の設計数量を日当たり作業量で 

 除し，その算出した作業日数を新工事工種体系のレベル３ごとに算出し，合計することを基本と 

する。この場合，各工種の作業日数は小数第２位を四捨五入して１位止めとし，新工事工種体系 

のレベル３における合計日数については１日未満を切り上げ，１日単位とする。 

７．必要日数の算出において上記６の方法で算出した場合、明らかに不適当であると判断される 

場合は，作業工程を検討するなど別途積算するものとする。 

８．指定路線（表３．１）の場合，当初設計から配置人員のうち１名を交通誘導警備員Ａ，それ以

外の配置人員を交通誘導警備員Ｂとして計上するものとする。ただし、警察署との道路交通法第

80 条に基づく協議等により交通誘導警備員Ａを２名以上配置することが義務付けられた場合は必

要数計上するものとする。 

９．指定路線でない場合、交通誘導警備員Ｂを必要数計上する。 
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（ロ) 「交通誘導警備員Ａ」「交通誘導警備員Ｂ」について 

    福島県においては、表３．１に示す路線及び区間については、警備業法（昭和 47 年 7 月 5 日法律 117 号）

第 18 条、警備員等の検定等に関する規則（国家公安委員会規則第 20 号、平成 17 年 11 月 18 日）第 2 条及び

福島県公安委員会告示第 41号（平成 18年 12月 19日）に基づき、交通誘導警備検定（１級又は２級）の合格

者を１人以上配置しなければならない。 

表３．１ 指 定 路 線 

指 定 路 線 区 間 施行年月日 

自動車専用道路 供用区間 供用日 

福島県公安委

員会が必要と

認める道路 

国道４号 

福島県の全域 

平成 19年 6月 19日 
国道６号 

国道１３号 

国道４９号 

国道１１４号 
平成 28年 4月 1日 

国道１１５号 

国道１１８号 平成 19年 6月 19日 

国道１２１号 

平成 28年 4月 1日 

国道２８８号 

国道２８９号 

国道２９４号 

国道３４９号 

国道３９９号 

福島県の全域（ただし、福島

市飯坂町茂庭 134 林班い小班

から福島市飯坂町茂庭 134 林

班つ小班までの間を除く） 

国道４５９号 

福島県の全域（ただし、喜多

方市山都町及び耶麻郡西会津

町を除く） 

県道福島飯坂線 

福島県の全域 

県道日立いわき線 

県道原町川俣線 

県道いわき石川線 

県道小名浜四倉線 

県道いわき上三坂小野線 

県道小名浜平線 

県道常磐勿来線 

県道会津若松裏磐梯線 福島県会津若松市の全域 

県道河内郡山線 
福島県の全域 

県道須賀川二本松線 

・交通誘導警備員Ａ  

  警備業者の警備員（警備業法第２条第４項に規定する警備員をいう。）で、交通誘導警備業務（警備員

等の検定等に関する規則第１条４号に規定する交通誘導警備業務をいう。）に従事する交通誘導業務に係

る一級検定合格警備員又は二級検定合格警備員。 

・交通誘導警備員Ｂ 

  警備業者の警備員または過去３年以内に建設業協会等が主催する建設工事の事故防止のための安全講習 

会の受講者で、交通誘導警備員Ａ以外の交通誘導に従事するもの。 

※交通誘導警備業務に係る一級、二級の検定合格者であっても配置義務のない道路の工事では交通誘導警備

員Ｂとなるので注意すること。 
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③　消 波 工･･････････････････････ Ⅲ - 1 - ③ -  1
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ③ -  1
2 　施工概要 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ③ -  1
3 　捨石均し工 ･･･････････････ Ⅲ - 1 - ③ -  2
4 　ブロック製作・据付工 ･････ Ⅲ - 1 - ③ -  3
5 　間 接 費 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ③ -  8
6 　内訳書及び単価表 ･････････ Ⅲ - 1 - ③ -11

④　浚 渫 工･･････････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -  1
④ - 1　浚渫工（ポンプ式浚渫船）
　　　  ･････････････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -  1
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -  1
2 　施工概要 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -  1
3 　機種の選定 ･･･････････････ Ⅲ - 1 - ④ -  2
4 　浚渫船の運転 ･････････････ Ⅲ - 1 - ④ -  2
5 　排 砂 管 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -  7
6 　汚濁防止フェンス ･････････ Ⅲ - 1 - ④ -11

7 　単 価 表 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -12
④ - 2　浚渫工（バックホウ浚渫船）
　　　  ･････････････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -17
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -17
2 　施工概要 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -17
3 　機種の選定 ･･･････････････ Ⅲ - 1 - ④ -17
4 　浚渫船の運転 ･････････････ Ⅲ - 1 - ④ -18
5 　回航費並びに運搬費 ･･･････ Ⅲ - 1 - ④ -20
6 　雑工事費 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -20
7 　汚濁防止フェンス ･････････ Ⅲ - 1 - ④ -20
8 　単 価 表 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ④ -21

⑤　軟弱地盤上における柔構造樋門・樋管工
　　････････････････････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  1
1 　適用範囲 ･･･････････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  1
2 　施工概要 ･･･････････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  1
3 　機種の選定 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  1
4 　ブロック組立工 ･････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  2
5 　ケーブル組立工 ･････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  2
6 　グラウト工 ･････････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  3
7 　可とう継手工 ･･･････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  3
8 　機械器具経費 ･･･････････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  3
9 　内訳書及び単価表 ･･･････････ Ⅲ - 1 - ⑤ -  4
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Ⅲ－1－①－ ①  868①  868



①  869 ①  869Ⅲ－1－①－1



①  870 ①  870Ⅲ－1－①－2



①  871 Ⅲ－1－①－3 ①  871

コード番号 ＳＰC 0 0 3



①  872①  872 Ⅲ－1－①－4



①  873①  873 Ⅲ－1－①－5



①  874①  874 Ⅲ－1－①－6



①  875①  875 Ⅲ－1－①－7



①  876①  876 Ⅲ－1－①－8

コード番号 ＳＰC 0 0 7



①  877①  877 Ⅲ－1－①－9



①  878①  878 Ⅲ－1－①－10

コード番号 ＳＰC 0 1 1



①  879①  879 Ⅲ－1－①－11



①  880①  880 Ⅲ－1－①－12

コード番号 ＳＰC 0 1 5



①  881 Ⅲ－1－①－13 ①  881



Ⅲ－1－①－14 ①  882①  882

コード番号 ＳＰC 0 2 5



Ⅲ－1－①－15①  883 ①  883



Ⅲ－1－①－16 ①  884①  884



①  885①  885 Ⅲ－1－②－1



①  886①  886 Ⅲ－1－②－2

コード番号 ＳＰC 0 4 1

コード番号 ＳＰC 0 4 2



①  887①  887 Ⅲ－1－②－3

コード番号 ＳＰC 0 4 5



①  888①  888 Ⅲ－1－③－1



①  889①  889 Ⅲ－1－③－2



①  890①  890 Ⅲ－1－③－3



①  891①  891 Ⅲ－1－③－4



①  892Ⅲ－1－③－5①  892



①  893 Ⅲ－1－③－6 ①  893



①  894Ⅲ－1－③－7①  894



①  895 Ⅲ－1－③－8 ①  895



①  896Ⅲ－1－③－9①  896



①  897 Ⅲ－1－③－10 ①  897



①  898①  898 Ⅲ－1－③－11

コード番号 Ｓ 2 0 6 2



①  899①  899 Ⅲ－1－③－12

コード番号 Ｓ 2 0 2 2

コード番号 Ｓ 2 0 6 1

コード番号 Ｓ K 9 1 0



①  900①  900 Ⅲ－1－③－13

コード番号 Ｓ K 9 1 5



①  901①  901 Ⅲ－1－③－14



①  902①  902 Ⅲ－1－④－1



①  903①  903 Ⅲ－1－④－2



①  904①  904 Ⅲ－1－④－3



①  905①  905 Ⅲ－1－④－4



①  906①  906 Ⅲ－1－④－5



①  907①  907 Ⅲ－1－④－6

 
 

 
 

 
 

  

 
E  200PS  D 1  1  D 30PS  3.0GT 1 
E  500PS  D 3  1  D 50PS  4.9GT 1 

 

D  250PS  D 1  1 
 D 30PS  3.0GT 1 D  420PS  

D 3  1 
D  600PS  
D  800PS  

D 5  1 
 D 50PS  4.9GT 1 

D 1,350PS   D 60PS  6.0GT 1 



①  908①  908 Ⅲ－1－④－7



①  909①  909 Ⅲ－1－④－8



①  910①  910 Ⅲ－1－④－9



①  911①  911 Ⅲ－1－④－10



①  912①  912 Ⅲ－1－④－11



①  913①  913 Ⅲ－1－④－12



①  914①  914 Ⅲ－1－④－13



①  915①  915 Ⅲ－1－④－14



①  916①  916 Ⅲ－1－④－15



①  917①  917 Ⅲ－1－④－16



①  918①  918 Ⅲ－1－④－17



①  919①  919 Ⅲ－1－④－18



①  920①  920 Ⅲ－1－④－19



①  921①  921 Ⅲ－1－④－20



①  922①  922 Ⅲ－1－④－21



①  923①  923 Ⅲ－1－④－22



①  924 Ⅲ－1－⑤－1 ①  924



①  925①  925 Ⅲ－1－⑤－2



①  926①  926 Ⅲ－1－⑤－3



①  927①  927 Ⅲ－1－⑤－4



①  928①  928 Ⅲ－1－⑤－5



Ⅲ－2－①－ ①  929①  929

①　堤防除草工･････････････････････Ⅲ- 2 - ① -  1
1 　適用範囲 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ① -  1
2 　施工概要 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ① -  1
3 　工法の選定 ････････････････Ⅲ- 2 - ① -  1
4 　機械除草 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ① -  2
5 　人力除草 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ① -  2
6 　集草，梱包，積込・荷卸，運搬
　　 ･･････････････････････････Ⅲ- 2 - ① -  3
7 　総合歩掛 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ① -  5
8 　単 価 表 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ① -  8

②　堤防天端補修工･････････････････Ⅲ- 2 - ② -  1
1 　適用範囲 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ② -  1
2 　施工概要 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ② -  1
3 　施工パッケージ ････････････Ⅲ- 2 - ② -  2

③　堤防芝養生工･･･････････････････Ⅲ- 2 - ③ -  1
1 　適用範囲 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ③ -  1
2 　施工概要 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ③ -  1
3 　施工パッケージ ････････････Ⅲ- 2 - ③ -  2

④　伐木除根工･････････････････････Ⅲ- 2 - ④ -  1
1 　適用範囲 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ④ -  1
2 　施工概要 ･･････････････････Ⅲ- 2 - ④ -  1
3 　施工パッケージ ････････････Ⅲ- 2 - ④ -  2

⑤　塵芥処理工･････････････････････Ⅲ- 2 - ⑤ -  1
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑤ -  1
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑤ -  1
3　施工パッケージ ･････････････Ⅲ- 2 - ⑤ -  2

⑥　ボーリンググラウト工･･･････････Ⅲ- 2 - ⑥ -  1
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑥ -  1
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑥ -  1
3　施工パッケージ ･････････････Ⅲ- 2 - ⑥ -  2

⑦　粗朶沈床工･････････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  1

1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  1
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  1
3　機種の選定 ･････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  1
4　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  2
5　単 価 表 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  4
6　参 考 図 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑦ -  5

⑧　機械土工（河床等掘削）･･････････Ⅲ- 2 - ⑧ -  1
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑧ -  1
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑧ -  1
3　施工パッケージ ･････････････Ⅲ- 2 - ⑧ -  1

⑨　多自然護岸工･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  1
⑨ - 1　巨石積（張）工 ･･･････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  1
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  1
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  2
3　施工パッケージ ･････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  3
4　基本数量の算出基準 ･････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  8

⑨ - 2　木杭打工 ･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
3　機種の選定 ･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
4　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
5　日当り施工量 ･･･････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
6　諸 雑 費 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
7　単 価 表 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -10

⑨ - 3　巨石据付工 ･･･････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -11
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -11
2　機種の選定 ･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -11
3　施工歩掛 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -11
4　単 価 表 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑨ -11

⑩　護岸基礎ブロック工･････････････Ⅲ- 2 - ⑩ -  1
1　適用範囲 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑩ -  1
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Ⅲ－2－①－ ①  930①  930

2　施工概要 ･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑩ -  1
3　施工パッケージ ･････････････Ⅲ- 2 - ⑩ -  2

⑪　かごマット工･･･････････････････Ⅲ- 2 - ⑪ -  1
⑪ - 1　かごマット工（スロープ型）
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①  931①  931 Ⅲ－2－①－1



①  932①  932 Ⅲ－2－①－2



①  933①  933 Ⅲ－2－①－3



①  934①  934 Ⅲ－2－①－4



①  935①  935 Ⅲ－2－①－5



①  936①  936 Ⅲ－2－①－6



①  937①  937 Ⅲ－2－①－7



①  938①  938 Ⅲ－2－①－8

コード番号 Ｓ 2 4 0 0

コード番号 Ｓ 2 4 0 5

コード番号 Ｓ 2 4 1 0

コード番号 Ｓ 2 4 1 0



①  939①  939 Ⅲ－2－①－9

コード番号 Ｓ 2 4 1 0

コード番号 Ｓ 2 4 4 0

コード番号 Ｓ 2 4 2 0
Ｓ 2 4 3 0



①  940①  940 Ⅲ－2－②－1



①  941①  941 Ⅲ－2－②－2

コード番号 ＳＰＣ 1 8 1



①  942①  942 Ⅲ－2－②－3



①  943①  943 Ⅲ－2－③－1



①  944①  944 Ⅲ－2－③－2

コード番号 ＳＰＣ 1 9 1



①  945①  945 Ⅲ－2－③－3

コード番号 ＳＰＣ 1 9 5



①  946①  946 Ⅲ－2－④－1



①  947①  947 Ⅲ－2－④－2

コード番号 ＳＰＣ 2 0 1



①  948①  948 Ⅲ－2－④－3

コード番号 ＳＰＣ 2 0 3



①  949①  949 Ⅲ－2－④－4

コード番号 ＳＰＣ 2 0 5



①  950①  950 Ⅲ－2－④－5

コード番号 ＳＰＣ 2 0 7



①  951①  951 Ⅲ－2－④－6

コード番号 ＳＰＣ 2 0 9



①  952①  952 Ⅲ－2－④－7

コード番号 ＳＰＣ 2 1 1



①  953①  953 Ⅲ－2－④－8

コード番号 ＳＰＣ 2 1 3



①  954①  954 Ⅲ－2－④－9



①  955①  955 Ⅲ－2－④－10



①  956①  956 Ⅲ－2－④－11



①  957①  957 Ⅲ－2－④－12

コード番号 ＳＰＣ 2 1 5



①  958①  958 Ⅲ－2－⑤－1



①  959①  959 Ⅲ－2－⑤－2

コード番号 ＳＰＣ 2 3 1



①  960①  960 Ⅲ－2－⑤－3



①  961①  961 Ⅲ－2－⑤－4

コード番号 ＳＰＣ 2 3 5



①  962①  962 Ⅲ－2－⑤－5



①  963①  963 Ⅲ－2－⑤－6



①  964①  964 Ⅲ－2－⑤－7

コード番号 ＳＰＣ 2 3 7



①  965①  965 Ⅲ－2－⑤－8



①  966①  966 Ⅲ－2－⑥－1



①  967①  967 Ⅲ－2－⑥－2

コード番号 ＳＰＣ 2 5 1



①  968①  968 Ⅲ－2－⑥－3



①  969①  969 Ⅲ－2－⑥－4

コード番号 ＳＰＣ 2 5 5



①  970①  970 Ⅲ－2－⑥－5



①  971①  971 Ⅲ－2－⑥－6

コード番号 ＳＰＣ 2 5 9



①  972①  972 Ⅲ－2－⑦－1



①  973①  973 Ⅲ－2－⑦－2



①  974①  974 Ⅲ－2－⑦－3



①  975①  975 Ⅲ－2－⑦－4



①  976①  976 Ⅲ－2－⑦－5



①  977①  977 Ⅲ－2－⑧－1

コード番号 ＳＰＣ 3 2 1



①  978①  978 Ⅲ－2－⑧－2

コード番号 ＳＰＣ 3 2 5



①  979①  979 Ⅲ－2－⑨－1

（土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕第Ⅶ編第８章河川維持工③自然石採取工についても参照のこと。）



①  980①  980 Ⅲ－2－⑨－2



①  981①  981 Ⅲ－2－⑨－3

コード番号 ＳＰＣ 3 3 3



①  982①  982 Ⅲ－2－⑨－4

コード番号 ＳＰＣ 3 3 5



①  983①  983 Ⅲ－2－⑨－5

コード番号 ＳＰＣ 3 3 7



①  984①  984 Ⅲ－2－⑨－6

コード番号 ＳＰＣ 3 3 1



①  985①  985 Ⅲ－2－⑨－7

コード番号 ＳＰＣ 3 3 8



①  986①  986 Ⅲ－2－⑨－8



①  987①  987 Ⅲ－2－⑨－9



①  988①  988 Ⅲ－2－⑨－10

コード番号 Ｓ 2 6 5 0



①  989①  989 Ⅲ－2－⑨－11



①  990①  990 Ⅲ－2－⑩－1



①  991①  991 Ⅲ－2－⑩－2

コード番号 ＳＰＣ 3 7 1



①  992①  992 Ⅲ－2－⑩－3

コード番号 ＳＰＣ 3 7 2

コード番号 ＳＰＣ 3 7 3



①  993①  993 Ⅲ－2－⑩－4

コード番号 ＳＰＣ 3 7 5



①  994①  994 Ⅲ－2－⑪－1



①  995①  995 Ⅲ－2－⑪－2

コード番号 ＳＰＣ 3 8 1



①  996①  996 Ⅲ－2－⑪－3
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①  997①  997 Ⅲ－2－⑪－4



①  998①  998 Ⅲ－2－⑪－5

cn
1200

cn
n 1200

cn
c200

コード番号 Ｓ 2 1 0 2



①  999①  999 Ⅲ－2－⑫－1



①  1000①  1000 Ⅲ－2－⑫－2



①  1001①  1001 Ⅲ－2－⑫－3



①  1002①  1002 Ⅲ－2－⑬－1



①  1003①  1003 Ⅲ－2－⑬－2

コード番号 ＳＰＣ 3 8 5



①  1004①  1004 Ⅲ－2－⑬－3

コード番号 ＳＰＣ 3 8 7

コード番号 ＳＰＣ 3 8 9



①  1005①  1005 Ⅲ－2－⑭－1

コード番号 ＳＰＣ 3 9 1



①  1006①  1006 Ⅲ－2－⑭－2



①  1007①  1007 Ⅲ－2－⑮－1

 
 

コード番号 ＳＰＣ 3 9 5



①  1008①  1008 Ⅲ－2－⑮－2

コード番号 ＳＰＣ 3 9 6



①  1009①  1009 Ⅲ－2－⑯－1

コード番号 ＳＰＣ 4 0 1

コード番号 ＳＰＣ 4 0 2



①  1010①  1010 Ⅲ－2－⑰－1



①  1011①  1011 Ⅲ－2－⑰－2



①  1012①  1012 Ⅲ－2－⑰－3



①  1013①  1013 Ⅲ－2－⑱－1

コード番号 ＳＰＣ 4 2 1



①  1014①  1014 Ⅲ－2－⑱－2

コード番号 ＳＰＣ 4 2 5



①  1015①  1015 Ⅲ－2－⑱－3

コード番号 ＳＰＣ 4 2 9

コード番号 ＳＰＣ 4 3 3



①  1016①  1016 Ⅲ－2－⑱－4

コード番号 ＳＰＣ 4 3 7



①  1017①  1017 Ⅲ－2－⑱－5

コード番号 ＳＰＣ 4 3 8

コード番号 ＳＰＣ 4 3 9

コード番号 ＳＰＣ 4 4 0

コード番号 ＳＰＣ 4 4 1

コード番号 ＳＰＣ 4 4 2

コード番号 ＳＰＣ 4 4 3



①  1018①  1018 Ⅲ－2－⑱－6

コード番号 ＳＰＣ 4 4 7



①  1019①  1019 Ⅲ－2－⑱－7



①  1020①  1020 Ⅲ－2－⑱－8



Ⅲ－3－①－ ①  1021①  1021

①　土　　工･･････････････････････ Ⅲ - 3 - ① -  1
① - 1　土　　工 ････････････････ Ⅲ - 3 - ① -  1
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -  1
2 　施工概要 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -  2
3 　施工パッケージ ･･･････････ Ⅲ - 3 - ① -  5
① - 2　土工（バックホウ床掘山積0.45㎥
　　　（平積0.35㎥）） ･････････････ Ⅲ - 3 - ① -10
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -10
2 　施工概要 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -10
3 　機種の選定 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ① -10
4 　施工歩掛 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -10
5 　単 価 表 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -12

②　コンクリート工････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
② - 1　コンクリート工 ･･････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
2 　施工概要 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
3 　機種の選定 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
4 　材料使用量 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
5 　型 枠 工 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  2
6 　化粧型枠工 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  2
7 　足 場 工 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  2
8 　砂防コンクリート打設歩掛 ･･･ Ⅲ - 3 - ② -  3

9 　止水板設置 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  4
10　単 価 表 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  5
② - 2　コンクリート工（ケーブルクレーン打設）
　　　 ･････････････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
1 　適用範囲 ･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
2 　機種の選定 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
3 　材料使用量 ･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
4 　コンクリート投入 ･････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
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－

－
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1
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－
－
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－
－
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2
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1
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